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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
井
野
周
隆

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
市
川
定
敬　
田
中
芳
道�

 

柴
田
泰
山　
八
橋
秀
法

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

南
宏
信　
曽
田
俊
弘　
伊
藤
茂
樹�

 

安
達
俊
英　

善
裕
昭　
上
野
忠
昭

　
　
　
　
　
　
　

�

中
川
正
業  

鵜
飼
秀
徳　
粟
飯
原
岳
志�

 

角
野
玄
樹　
岩
井
正
道　
田
中
裕
成

【
研
究
目
的
】

現
在
、
浄
土
宗
教
師
養
成
課
程
に
お
い
て
、
四
十
八
軽
戒
の

戒
相
ま
で
学
ぶ
機
会
は
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
教
師
で
す
ら

四
十
八
軽
戒
の
条
項
や
一
々
の
戒
相
に
つ
い
て
は
、
理
解
が
不

十
分
で
あ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず

教
師
自
身
が
、
四
十
八
軽
戒
の
条
項
や
一
々
の
戒
相
を
正
し
く

理
解
し
た
う
え
で
、
現
代
社
会
に
戒
の
精
神
を
伝
え
、
実
践
に

つ
な
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
研
究
班
の
目
的
は
、
四
十
八
軽
戒
の
条
項
や
一
々
の
戒
相

に
つ
い
て
、
制
定
意
図
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
現
代
的
解
釈
を

施
し
、
一
般
・
檀
信
徒
に
対
し
、
戒
に
基
づ
く
生
活
を
勧
め
る

一
助
と
な
る
試
案
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
四
十

八
軽
戒
の
一
々
の
条
項
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
化
し
て
、
掲
示
伝

道
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
利
用
し
易
い
情
報
を
提
供
し
た
い
。

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

四
十
八
軽
戒
の
現
代
的
理
解



3　 

研究活動報告

【
研
究
内
容
】

本
研
究
班
で
は
、
研
究
目
的
を
達
成
す
る
た
に
、
大
雲
校
訂

版
『
梵
網
経
』（『
菩
薩
戒
経
』）
を
輪
読
し
、
書
き
下
し
と
現

代
語
訳
を
作
成
し
た
う
え
で
、
四
十
八
軽
戒
の
一
々
の
戒
相
に

つ
い
て
現
代
的
理
解
を
施
し
て
い
き
た
い
。
そ
も
そ
も
、
四
十

八
軽
戒
の
戒
相
の
中
に
は
、
少
な
か
ら
ず
現
代
人
の
生
活
習
慣

や
価
値
観
と
か
け
離
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
研
究
班
の
方
針
と
し
て
、
字
句
通
り
に
理
解
す
る
だ
け
で
な

く
、
一
々
の
戒
相
の
制
定
意
図
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
現
代
に

も
通
じ
る
よ
う
な
四
十
八
軽
戒
の
理
解
を
施
し
て
い
き
た
い
。

そ
こ
で
本
年
度
は
、
四
十
八
軽
戒
を
検
討
す
る
前
段
階
と
し

て
、
大
雲
校
訂
版
『
梵
網
経
』（『
菩
薩
戒
経
』）
に
基
づ
き
、

十
重
禁
戒
の
書
き
下
し
と
現
代
語
訳
を
作
成
し
、
以
下
の
形
式

で
十
重
禁
戒
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
作
成
し
た
。

一
．
戒
の
名
称　
二
．
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー　
三
．
戒
の
趣
旨　

四
．『
梵
網
経
』
漢
文　
五
．『
梵
網
経
』
訓
読　

六
．『
梵
網
経
』
和
訳　
七
．
例
話

ま
た
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
作
成
に
向
け
て
根
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
、
五
月
十
六
日
の
研
究
会
で
仏
教
伝
道
協
会
の
江
田

智
昭
師
を
講
師
に
招
聘
し
、
講
義
を
賜
っ
た
。

【
研
究
成
果
】

十
重
禁
戒
の
「
第
一
殺
戒
」
か
ら
「
第
十
謗
三
宝
戒
」
ま
で

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
上
記
の
形
式
で
作
成
し
、『
教
化
研
究
』

三
十
五
号
に
掲
載
す
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
九
年
三
月
（
六
年
計
画
の
二
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

四
月
十
八
日　
五
月
十
六
日　
六
月
十
三
日 

六
月
二
十
九
日　
七
月
四
日　
七
月
二
十
五
日　

 

九
月
五
日　
九
月
二
十
六
日　
十
一
月
七
日　

 

十
一
月
十
五
日　
十
二
月
五
日　
十
二
月
十
九
日

令
和
六
年　

�
一
月
二
十
三
日　
一
月
三
十
一
日　
二
月
二
十
日　
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二
月
二
十
一
日　
三
月
十
二
日

�

【
文
責
】
井
野
周
隆
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研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
名
和
清
隆

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　
東
海
林
良
昌	

宮
坂
直
樹�

 

和
田
典
善　
大
橋
雄
人　
工
藤
量
導

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

武
田
道
生　
石
上
壽
應　
菅
波
正
行�

 

鍵
小
野
和
敬　
大
屋
正
順

【
研
究
目
的
】

開
宗
八
五
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
寺
檀
関
係
、
ま
た
お

念
仏
の
信
仰
を
如
何
に
継
承
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
本
研
究
班
で
は
、
こ
れ
ま
で
子
ど

も
と
そ
の
親
世
代
、
ま
た
喪
主
と
し
て
寺
院
と
中
心
的
に
関
わ

り
始
め
る
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

令
和
四
～
五
年
度
は
青
年
層
（
高
校
生
～
二
〇
歳
代
）、
お

よ
び
壮
年
層
（
三
〇
歳
代
～
五
〇
歳
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、

こ
れ
ら
の
世
代
に
対
す
る
教
化
施
策
に
つ
い
て
、
広
報
の
視
点

を
含
め
な
が
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
本
研
究
班
は
、
社
会
部

か
ら
の
研
究
委
託
を
受
け
て
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

【
研
究
内
容
】

令
和
五
年
度
で
収
集
し
た
情
報
を
研
究
班
で
検
討
し
、
そ
の

成
果
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。
上
半
期
で
は
浄
土
宗
総
合
学

術
大
会
で
の
発
表
に
向
け
て
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
下
半
期

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
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で
は
『
教
化
研
究
』
成
果
報
告
で
の
報
告
、
お
よ
び
浄
土
宗
総

合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
「
青
壮
年
層
向
け
教
化

事
例
リ
ス
ト
」
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

【
研
究
成
果
】

青
壮
年
層
教
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
多
方
面
よ
り
検
討
を
加

え
、
そ
の
成
果
を
『
教
化
研
究
』
成
果
報
告
と
し
て
上
梓
し
た
。

第
一
章
で
は
教
化
を
「
直
接
的
教
化
」
と
「
間
接
的
教
化
」
と

に
分
類
し
、
檀
信
徒
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

へ
の
教
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
を
し
た
。
ま
た
本
研
究
班

で
収
集
し
た
青
壮
年
層
教
化
の
事
例
一
覧
に
つ
い
て
紹
介
を
し

た
。
第
二
章
で
は
、
他
教
団
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
分

類
し
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
言
及
を
し
た
。
第
三
章
で
は
、
教

団
と
し
て
青
壮
年
層
教
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
二
つ
の
教
団
の

事
例
を
紹
介
し
た
。
第
四
章
で
は
、
教
育
機
関
に
お
け
る
青
壮

年
層
教
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
提
言
を
し
た
。
第
五
章
で
は
青

壮
年
層
の
宗
教
意
識
に
基
づ
き
、
広
報
と
い
う
視
点
を
含
め
な

が
ら
青
壮
年
層
教
化
の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
」
に
つ
い
て
論

考
し
た
。
第
六
章
で
は
全
国
浄
土
宗
青
年
会
が
推
進
活
動
と
し

て
展
開
し
た
「
慈
悲
つ
む
ぎ
法
要
・
セ
ミ
ナ
ー
」
に
関
す
る
効

果
に
つ
い
て
報
告
を
し
た
。
詳
し
く
は
本
号
『
教
化
研
究
』
成

果
報
告
を
参
照
頂
き
た
い
。

ま
た
本
研
究
班
で
収
集
し
た
青
壮
年
層
教
化
の
事
例
一
覧
は
、

浄
土
宗
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
し
た
。
是
非
ご

覧
頂
き
た
い
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
二
年
計
画
の
二
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

四
月
三
日　
四
月
十
日　
四
月
十
九
日　

�
 

五
月
一
日　
五
月
十
五
日　
六
月
十
九
日　

�
 

七
月
四
日　
七
月
二
十
四
日　
八
月
二
日　

�
 

八
月
二
十
八
日　
九
月
五
日　
九
月
十
四
日�

 

十
一
月
六
日　

十
一
月
十
三
日　

十
二
月
四
日　

 

十
二
月
十
八
日
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研究活動報告

令
和
六
年　

�

一
月
十
五
日　
一
月
二
十
二
日　
一
月
二
十
九
日　

 

二
月
二
十
日　
三
月
四
日　
三
月
十
五
日　

�
 

三
月
二
十
二
日

�

【
文
責
】
名
和
清
隆
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
曽
根
宣
雄

研
究
員　
　
　
　
郡
嶋
昭
示　
宮
坂
直
樹　
春
本
龍
彬

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

石
川
到
覚
（
研
究
代
表
）　
曽
田
俊
弘　

�
 

大
河
内
大
博　
樋
口
広
思　
大
島
慎
也�

 

籠
島
浩
貴　
小
野
静
法　
　
高
瀬
顕
功�

 

平
間
俊
宏

【
研
究
目
的
】

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
今
後
の
僧
侶
や
寺
庭
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
ス
キ
ル
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
ス
キ

ル
を
学
ぶ
こ
と
は
、
日
常
の
寺
院
活
動
に
お
い
て
非
常
に
有
益

で
あ
る
。
当
研
究
会
で
は
、「
法
然
仏
教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

関
す
る
研
修
会
」
の
開
催
を
目
標
に
掲
げ
て
研
究
を
進
め
る
。

【
研
究
内
容
】

令
和
五
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、「
法
然

仏
教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
の
テ
キ
ス
ト
の
作
成
を
行
っ
た
。
テ

キ
ス
ト
作
成
を
目
指
し
原
稿
の
執
筆
作
業
を
進
め
、
研
究
会
に

お
い
て
内
容
の
修
正
を
行
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
の
内
容
と
執
筆
者

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『（
仮
）
法
然
上
人
の
教
え
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
～
凡
夫
が

凡
夫
に
よ
り
そ
う
～
』

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
対
人
援
助
の
研
究
―
浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
―
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Ⅰ　
法
然
上
人
の
教
え
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

１　
な
ぜ
法
然
仏
教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
の
か�

曽
根
宣
雄

２　
法
然
上
人
の
人
間
観　

―
人
間
は
皆
凡
夫
で
あ
る
―

�

郡
嶋
昭
示

３　

�

法
然
上
人
の
救
済
観　

―
全
て
の
人
が
救
わ
れ
る
教
え

―�

曽
田
俊
弘

４　
法
然
上
人
の
実
践　

―
よ
り
そ
う
姿
―�

春
本
龍
彬

５　
法
然
上
人
の
教
え
と
中
原
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
論

�

曽
根
宣
雄

コ
ラ
ム　
「
お
か
じ
ま
か
ら
皆
さ
ん
へ
」�

岡
島
考
喜

Ⅱ　
法
然
仏
教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
践

１　
法
然
仏
教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎�
樋
口
広
思

２　
法
然
仏
教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
展
開�

大
島
慎
也

３　
法
然
仏
教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
心
得�

大
河
内
大
博

資
料
：
中
原
実
道
師
最
終
講
義
録

【
研
究
成
果
】

テ
キ
ス
ト
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

現
在
出
版
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
二
年
四
月
～
令
和
五
年
三
月
（
三
年
計
画
の
三
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

四
月
二
十
四
日　
五
月
二
十
二
日　

�
 

六
月
二
十
六
日　
七
月
三
十
一
日　

�
 

九
月
二
十
五
日　
十
月
二
十
三
日　

�
 

十
一
月
二
十
七
日　
十
二
月
十
八
日　

令
和
六
年　
一
月
二
十
二
日　
　
三
月
四
日　

※�

な
お
、
永
年
に
渡
っ
て
研
究
代
表
を
務
め
ら
れ
た
大
正
大
学

名
誉
教
授
石
川
到
覚
先
生
が
本
年
度
を
も
っ
て
御
勇
退
さ
れ

る
。
こ
れ
ま
で
の
御
指
導
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。

�

【
文
責
】
曽
根
宣
雄



10

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
吉
田
淳
雄

研
究
員　
　
　
　
工
藤
量
導　
若
林
隆
仁

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

坂
上
雅
翁　
水
谷
浩
志　
伊
藤
竜
信　

 

熊
谷
信
是　
岡
崎
秀
麿　
平
子
泰
弘

【
研
究
目
的
】

科
学
技
術
が
進
展
し
社
会
へ
普
及
す
る
こ
と
で
私
た
ち
の
生

活
や
意
識
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

こ
う
し
た
変
化
を
追
尾
し
つ
つ
教
化
の
現
場
に
お
け
る
影
響
や

対
応
を
検
討
し
、宗
内（
議
会
等
）お
よ
び
社
会（
マ
ス
コ
ミ
等
）

か
ら
見
解
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
備
え
る
と
共
に
、
個
々
の
寺

院
な
い
し
一
宗
の
教
化
方
針
の
参
考
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

令
和
四
年
度
か
ら
の
二
年
間
は
、「
移
植
医
療
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
。
研
究
所
で
は
か
つ
て
「
脳
死
・
臓
器
移
植
問
題
に
対

す
る
報
告
」（
一
九
九
二
年
九
月
）、「『
臓
器
の
移
植
に
関
す
る

法
律
』
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
七
年
七
月
）、
総
研
叢
書
『
い
の

ち
の
倫
理
』（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
な
ど
で
基
本
的
な
立
場
を

表
明
し
て
い
る
が
、
十
年
以
上
の
歳
月
が
経
過
し
た
今
日
、
あ

ら
た
め
て
移
植
医
療
に
注
目
し
、
私
た
ち
の
向
き
合
い
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
近
年
で
は
、
患
者
の

生
存
を
目
的
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
移
植
医
療（
子
宮
移
植
）や
、

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

科
学
技
術
の
進
展
に
伴
う
社
会
の
変
化
と
浄
土
宗
の
対
応
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移
植
用
臓
器
を
遺
伝
子
操
作
し
た
ブ
タ
に
よ
っ
て
供
給
す
る

「
異
種
移
植
」
が
臨
床
応
用
さ
れ
は
じ
め
て
、
こ
う
し
た
移
植

技
術
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
向
き
合
う
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
移
植
医
療
の
現
状
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
調
査

し
そ
の
成
果
を
報
告
す
る
と
共
に
、
浄
土
宗
教
師
・
寺
院
の
対

応
に
つ
い
て
も
検
討
、
成
果
報
告
書
と
し
て
公
表
し
今
後
の
議

論
の
端
緒
と
し
た
い
。

【
研
究
内
容
】

二
年
計
画
で
進
め
る
。
令
和
四
年
度
は
、
主
に
移
植
医
療
を

め
ぐ
る
現
状
に
つ
い
て
調
査
し
、
問
題
点
を
整
理
し
た
。
令
和

五
年
度
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
浄
土
宗
の
立
場
か
ら
各
論
点
に

対
し
て
ど
う
考
え
る
べ
き
か
を
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
を

迫
ら
れ
た
場
合
に
考
慮
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
基
本
的
な
向
き
合

い
方
に
つ
い
て
ま
と
め
て
ゆ
く
。
な
お
両
年
度
と
も
、
必
要
に

応
じ
て
適
時
専
門
家
を
招
い
て
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
し
、
正

確
な
知
識･

情
報
の
取
得
に
努
め
る
。

令
和
五
年
度
は
、
前
年
度
の
調
査
に
よ
り
浮
上
し
て
き
た
移

植
医
療
を
め
ぐ
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
を
決

め
て
更
な
る
調
査
を
実
施
、
研
究
会
に
て
報
告
と
討
議
を
重
ね
、

報
告
書
に
ま
と
め
る
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
最
終
段
階
で
は
、

移
植
医
療
の
現
場
で
の
実
際
、
と
く
に
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
石
井
賀
洋
子
先
生
（
元
愛
知
県
臓

器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
を
お
招
き
し
、
聞
き
取
り
（
二

月
六
日
）
を
実
施
し
て
い
る
。
な
お
石
井
先
生
に
は
、
公
開
研

究
会
（
三
月
二
十
五
日
）
に
も
出
講
い
た
だ
き
、
最
新
の
移
植

医
療
の
動
向
に
つ
い
て
解
説
、
参
加
し
た
教
団
付
置
研
究
所
懇

話
会
・
生
命
倫
理
研
究
部
会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
間
で
活
発
な
質

疑
応
答
・
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

【
研
究
成
果
】

今
年
度
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、『
教
化
研
究
』所
載
の「
成

果
報
告
書
」
に
て
詳
述
し
た
。
こ
こ
で
は
報
告
書
の
構
成
と
担

当
者
を
掲
げ
、
全
体
の
ま
と
め
の
み
簡
潔
に
記
載
し
た
い
。

は
じ
め
に
（
吉
田
淳
雄
）

第
一
章　
臓
器
移
植
の
実
際
と
関
係
者
の
苦
悩
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１　

�

臓
器
移
植
医
療
に
お
け
る
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

関
わ
り
と
実
態
に
つ
い
て
（
伊
藤
竜
信
）

　
２　

�
臓
器
提
供
す
る
家
族
の
決
断
の
う
ち
に
あ
る
思
い�

 
（
平
子
泰
弘
）

　
３　

�

移
植
後
の
健
康
管
理
の
課
題
（
水
谷
浩
志
）

第
二
章　
臓
器
移
植
の
光
と
影

　
１　
海
外
渡
航
移
植
の
実
態
と
問
題
点
（
坂
上
雅
翁
）

　
２　
小
児
臓
器
移
植
の
課
題
（
岡
崎
秀
麿
）

　
３　
生
体
移
植
の
問
題
点
（
吉
田
淳
雄
）

　
４　
異
種
移
植
の
倫
理
的
課
題
（
熊
谷
信
是
）

第
三
章　
移
植
医
療
に
私
た
ち
は
ど
う
向
き
あ
う
か

　
１　
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
見
解
（
吉
田
淳
雄
）

　
２　
異
種
移
植
を
ど
う
考
え
る
か
（
熊
谷
信
是
）

お
わ
り
に

＊�

移
植
医
療
は
有
効
な
医
療
で
あ
り
、
当
該
患
者
に
と
っ
て
大

き
な
希
望
の
灯
と
な
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し

自
家
移
植
を
除
け
ば
、
他
者
（
提
供
者
）
の
生
命
や
健
康
と

引
き
換
え
に
患
者
の
治
療
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
と
く
に
日
本
で
は
、
深
刻
な
臓
器
不
足
が
背
景

と
な
っ
て
い
る
た
め
か
、
患
者
が
救
わ
れ
る
と
い
う
側
面
の

み
が
強
調
さ
れ
、
提
供
臓
器
数
を
増
や
そ
う
と
い
う
社
会
的

な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

＊�

器
移
植
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
、
臓
器
移
植
の
実
際
の

手
順
や
リ
ス
ク
、
関
係
者
の
心
理
や
社
会
的
・
倫
理
的
な
問

題
点
な
ど
に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面

も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
も
両
方
知
っ
て
は
じ
め
て
、
自
分
や
家

族
が
直
面
し
た
場
合
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
た
め
の
材
料
が

揃
う
こ
と
に
な
る
。

＊�

浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
こ
れ
ま
で
、「
脳
死
・
臓
器
移
植

問
題
に
対
す
る
報
告
」（
一
九
九
二
年
）、「『
臓
器
の
移
植
に

関
す
る
法
律
』
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
五
年
）、総
研
叢
書
『
い

の
ち
の
倫
理
』（
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
で
基
本
的
な
立
場
を

表
明
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
見
解

が
述
べ
ら
れ
て
お
り
（
一
部
抜
粋
）、
現
在
に
お
い
て
も
概

ね
変
更
や
修
正
の
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
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・�

脳
死
・
臓
器
移
植
問
題
に
つ
い
て
、
浄
土
宗
が
教
団
と
し

て
の
見
解
を
、
賛
成
か
反
対
か
と
い
う
二
者
択
一
的
な
立

場
か
ら
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
。

・�

脳
死
・
心
臓
死
ど
ち
ら
に
よ
っ
て
人
間
の
死
と
す
る
の
か
、

臓
器
移
植
を
お
こ
な
う
の
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
は
、

念
仏
の
教
え
を
ど
の
よ
う
に
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
く
の

か
と
い
う
目
的
の
も
と
に
、
各
個
人
の
主
体
的
な
判
断
に

よ
る
こ
と
を
重
ん
じ
る
べ
き
。

・�（
臓
器
を
）
提
供
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
否
定
す
る
根

拠
は
極
め
て
少
な
い
。
純
粋
な
気
持
ち
か
ら
他
者
の
幸
福

を
願
っ
て
、
自
ら
の
臓
器
を
進
ん
で
提
供
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
臓
器
の
提
供
を
受
け
る
側

と
し
て
は
、
自
然
な
命
の
営
み
に
抗
し
て
な
が
ら
え
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
さ
ら
に
提
供
す
る
人
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
縁
に
よ
っ
て
移
植
で
き
る
こ
と
を
感
謝

し
、
そ
の
恩
に
報
い
る
生
き
方
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

＊�

近
年
の
移
植
医
療
の
動
向
や
現
状
を
踏
ま
え
て
、
右
の
見
解

に
付
加
す
る
な
ら
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・�

脳
死
か
ら
の
臓
器
提
供
は
家
族
に
深
い
苦
悩
を
残
す
こ
と

が
あ
り
、
充
分
な
情
報
収
集
と
普
段
か
ら
の
家
族
間
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
（
そ
れ
で
も
悔
い
や
葛
藤

は
起
こ
り
う
る
）。
移
植
後
の
健
康
管
理
も
シ
ビ
ア
で
、

必
ず
し
も
期
待
し
て
い
た
よ
う
な
結
果
に
つ
な
が
ら
な
い

可
能
性
も
考
慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・�

海
外
渡
航
移
植
や
生
体
移
植
に
お
い
て
は
、
他
者
の
臓
器

を
資
源
と
し
て
見
て
し
ま
い
、
相
手
の
健
康
や
生
活
、
本

当
の
意
思
な
ど
を
軽
視
な
い
し
度
外
視
す
る
こ
と
も
起
こ

り
う
る
。
私
た
ち
は
凡
夫
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
利
己
的

な
判
断
や
行
動
に
傾
く
お
そ
れ
が
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
自
覚
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
や
ま
だ
自
分
の
意
思
を
明

示
で
き
な
い
小
児
な
ど
が
、
そ
う
し
た
状
況
に
追
い
込
ま

れ
な
い
こ
と
を
最
優
先
と
し
た
社
会
的
な
仕
組
み
が
確
立

す
る
よ
う
注
視
し
、
努
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

・�

異
種
移
植
の
よ
う
な
、
臓
器
提
供
元
に
動
物
を
利
用
す
る

手
法
も
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
動
物
の
生
命
は
食
料
を
は
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じ
め
様
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
様
々
な
考
え
方
が

成
り
立
つ
と
思
わ
れ
る
が
、
宗
教
的
な
立
場
か
ら
は
、
人

間
も
動
物
も
一
つ
の「
い
の
ち
」で
あ
る
点
を
重
視
し
た
い
。

異
種
移
植
の
場
合
も
、
自
然
な
命
の
営
み
に
抗
し
て
な
が

ら
え
る
こ
と
を
自
覚
し
、
提
供
者
（
動
物
）
を
は
じ
め
医

療
関
係
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
縁
に
よ
っ
て
移
植
が
実
現
し

て
い
る
こ
と
を
感
謝
し
、
そ
の
恩
に
報
い
る
生
き
方
を
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
、
と
い
う
点
は
従
来
の
臓
器
移
植
と

同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
二
年
計
画
の
二
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

六
月
二
十
六
日　
七
月
十
日　
七
月
二
十
四
日　

八
月
二
十
八
日　
九
月
十
一
日　
十
月
二
日　

 

十
月
二
十
三
日　
十
一
月
二
十
七
日　

 

十
二
月
十
八
日

令
和
六
年　

�

一
月
二
十
二
日　
二
月
五
日　
二
月
二
十
七
日　

 

三
月
四
日　
三
月
十
二
日　

 

三
月
二
十
五
日
（
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
第
23

回
生
命
倫
理
研
究
部
会
）　
四
月
一
日

�

【
文
責
】
吉
田
淳
雄
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研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
東
海
林
良
昌

研
究
員　
　
　
　

�

中
野
孝
昭　

名
和
清
隆　
田
中
芳
道　

 

吉
田
淳
雄　
宮
入
良
光　
工
藤
量
導　

 

大
橋
雄
人

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

伊
藤
竜
信　
岩
田
照
賢　
小
川
有
閑　

 

下
村
達
郎　
高
瀬
顕
功　
石
井
綾
月　

 

小
林
惇
道　
山
下
千
朝

【
研
究
目
的
】

本
研
究
は
、
浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連

携
の
展
開
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
我
々
は
前
期
「
浄
土

宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連
携
」
研
究
の
成
果
と

し
て
浄
土
宗
が
推
進
す
る
「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
を
開

催
し
て
い
る
寺
院
が
、
地
域
を
超
え
て
連
携
す
る
こ
と
の
必
要

性
を
明
ら
か
に
し
た
。
現
在
、
浄
土
宗
社
会
部
の
推
進
に
よ
り
、

北
海
道
第
一
教
区
１
カ
寺
、
宮
城
教
区
３
カ
寺
、
山
形
教
区
１

カ
寺
、
埼
玉
教
区
１
カ
寺
、
東
京
教
区
６
カ
寺
、
神
奈
川
教
区

１
カ
寺
、
静
岡
教
区
４
カ
寺
、
尾
張
教
区
１
カ
寺
、
三
河
教
区

２
カ
寺
、
京
都
教
区
３
カ
寺
、
大
阪
教
区
５
カ
寺
、
南
海
教
区

１
カ
寺
、
三
州
教
区
１
カ
寺
の
30
カ
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て

い
る
カ
フ
ェ
で
は
寺
檀
関
係
の
み
な
ら
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
様
々
な
公
的
セ
ク
タ
ー
と
共

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連
携
の
展
開
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同
す
る
こ
と
で
、
社
会
資
源
と
し
て
の
寺
院
の
存
在
感
を
示
す

こ
と
が
で
き
て
い
る
。

本
研
究
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
宗
内
各
地
で
広
が
り
、

社
会
的
な
意
義
を
持
つ
草
の
根
の
活
動
で
あ
る
、「
お
寺
で
の

介
護
者
カ
フ
ェ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
の
活
動
に
限
定
す
る
こ

と
な
く
、
地
域
を
超
え
て
広
く
行
わ
れ
、
力
強
い
結
び
つ
き
を

持
っ
た
活
動
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
、
浄
土
宗
寺

院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
を
こ
え
た
連
携
の
展
開
を
探
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
研
究
の
成
果
は
、
宗
内
寺
院

が
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
身
近
な
地
域
課
題(

当
事
者
と
な
る

可
能
性
も
含
め
る)

と
し
て
の
「
介
護
者
」
へ
の
支
援
に
取
り

組
む
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
で
の
活
動
の
地
域
を
超

え
た
連
携
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
社
会
課
題
と
し
て
の

介
護
者
支
援
に
浄
土
宗
が
役
割
を
果
た
す
こ
と
へ
と
結
び
つ
く

と
思
わ
れ
る
。

【
研
究
内
容
】

月
一
～
二
回
の
研
究
会
議
を
行
い
、
研
究
会
ス
タ
ッ
フ
の
意

識
共
有
を
図
る
と
共
に
、
具
体
的
な
研
究
調
査
の
運
営
や
確
認

を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
調
査
と
し
て
は
、
現
在
浄
土
宗
の

推
進
事
業
で
あ
る「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」開
催
寺
院
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
こ
れ
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
二
十
五
回
行
っ
た
。
こ

れ
ま
で
開
催
寺
院
が
交
流
す
る
こ
と
に
よ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ

フ
ェ
に
取
り
組
む
た
め
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
、
ノ
ウ
ハ
ウ

の
共
有
、
運
営
の
悩
み
の
分
か
ち
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
特
色

を
確
認
し
た
が
、
現
在
で
は
内
部
研
修
や
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
企
画
も
生
ま
れ
て
い
る
。
社
会
課
題
と
し

て
の
介
護
者
支
援
に
浄
土
宗
が
果
た
す
役
割
を
形
作
る
た
め
に

も
、
開
催
寺
院
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
さ
ら
な
る
調
査
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
社
会
部
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、「
お
寺
で
の

介
護
者
カ
フ
ェ
」
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
と
現

地
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
九
月
に
は
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
に

お
い
て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、
研
究
者
向
け
の
掲

示
説
明
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

研
究
所
の
研
究
員
と
研
究
連
携
を
行
い
、
高
齢
者
に
対
す
る
寺

院
の
関
わ
り
の
可
能
性
に
関
し
て
知
識
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
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研究活動報告

十
一
月
四
日
に
は
、
大
本
山
清
浄
華
院
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
、「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
開
催
寺
院
に
よ
る

ブ
ー
ス
展
示
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
を
行
っ
た
。
開
催
寺
院
に
つ

い
て
は
リ
モ
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
継
続
調
査
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
ま
た
社
会
部
の
事
業
へ
の
協
力
、
東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
研
究
員
と
の
研
究
連
携
も
引
き
続
き

行
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
来
年
三
月
に
は
総
研
叢
書
と
し
て
こ

れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
報
告
す
る
た
め
に
、
下
半
期
は

そ
の
執
筆
や
編
集
作
業
を
中
心
に
研
究
会
を
開
催
し
た
。

【
研
究
成
果
】

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
と
し
て
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
総
研

叢
書
第
十
三
集
『
つ
ど
う
・
や
す
ら
ぐ
・
さ
さ
え
え
あ
う-
お

寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
』
と
し
て
刊
行
し
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
八
年
三
月
（
四
年
計
画
の
二
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

四
月
十
日　
四
月
二
十
四
日　
五
月
十
五
日　

 

六
月
十
二
日　
六
月
十
九
日　
七
月
十
日　

 

七
月
二
十
七
日　
八
月
七
日　
八
月
二
十
八
日　

 

九
月
二
十
五
日　

令
和
六
年　

�

一
月
九
日　
一
月
十
五
日　
一
月
二
十
二
日　

 

三
月
二
十
七
日

�

【
文
責
】
東
海
林
良
昌
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
宮
坂
直
樹

研
究
員　
　
　
　

�

今
岡
達
雄　
袖
山
榮
輝　
林
田
康
順　

 

名
和
清
隆　
工
藤
量
導　
石
田
一
裕　

 

青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

澤
田
和
幸　
高
瀬
顕
功　
大
屋
正
順　

 

平
間
理
俊　
齋
藤
知
明　
神
田
眞
雄　

 

渡
邉
龍
彦

【
研
究
目
的
】

浄
土
宗
は
多
く
の
宗
立
宗
門
学
校
を
抱
え
て
い
る
（
中
学
校

十
二
校
、
高
校
十
七
校
）。
毎
年
数
千
人
の
生
徒
を
相
手
に
仏

教
教
育
を
行
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
学
校
現
場
の
経
験
や
事
例
の

中
に
は
、
十
代
の
若
者
が
興
味
を
持
つ
内
容
、
生
徒
の
悩
み
の

解
決
に
寄
与
し
た
内
容
な
ど
、「
中
高
生
世
代
へ
の
教
化
」
と

い
う
点
で
知
見
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
班
は
、
担
当
の
教
学
部
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
こ
う
し
た
宗
立
宗
門
学
校
の
仏
教
教
育
の
内
容
調
査
を
通

し
て
、
以
下
の
二
点
を
目
標
と
す
る
。

①�

全
国
の
浄
土
宗
寺
院
と
浄
土
宗
教
師
が
中
高
生
世
代
の
檀
信

徒
へ
の
教
化
に
あ
た
っ
て
有
効
な
仏
教
の
要
素
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と

②�

学
校
間
で
種
々
の
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
宗
立
宗
門

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

宗
立
宗
門
学
校
に
お
け
る
仏
教
教
育
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学
校
で
の
仏
教
教
育
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

合
わ
せ
て
各
校
で
情
報
を
共
有
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

【
研
究
内
容
】

本
年
度
は
学
校
に
お
け
る
仏
教
教
育
の
在
り
方
を
考
察
す
る

上
で
、
①
受
け
手
で
あ
る
生
徒
の
仏
教
へ
の
意
識
の
調
査
（
昨

年
度
も
実
施
）、
②
各
教
員
が
行
っ
て
い
る
授
業
情
報
の
共
有

手
段
、
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
た
。
そ
の
他
、
以
下
に
つ

い
て
も
研
究
会
を
行
っ
た
。

・�

教
員
人
材
バ
ン
ク
に
つ
い
て
の
検
討

・�

宗
立
宗
門
校
教
職
員
研
修
会
で
の
討
論
会
の
内
容
と
、
事
後

レ
ポ
ー
ト
の
項
目
の
検
討
、
事
後
レ
ポ
ー
ト
分
析

・�

全
日
本
仏
教
会
様
よ
り
、
同
会
の
宗
教
教
育
推
進
委
員
会
と

の
関
連
で
研
究
内
容
の
聞
き
取
り
を
受
け
る
（
各
校
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
や
、
公
開
研
究
会
の
内
容
、
そ
の
他
研
究
内

容
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
）

・�

仏
教
教
育
を
社
会
的
意
義
と
し
て
広
義
で
捉
え
る
た
め
の
考

察
・�

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
伝
道
本
部
（
宗
務
所
）
社
会
部
宗
教
教

育
担
当
様
へ
の
聞
き
取
り
調
査

・�

真
和
中
学
高
等
学
校
・
鎮
西
高
等
学
校
聞
き
取
り
調
査

・�

東
山
中
・
高
「
主
体
的
な
学
び
実
践
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

２
３
」
参
加
報
告
と
討
議

・�

公
開
研
究
会
の
開
催「
ブ
ッ
ダ
の
仏
教
と
法
然
の
仏
教
」講
師・

平
岡
聡
先
生
（
京
都
文
教
大
学
）

・�

浄
土
宗
の
平
等
思
想
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
研
究
班
と
の
協
働
に
つ

い
て

【
研
究
成
果
】

・�「
教
員
人
材
バ
ン
ク
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
側
が
集
め
た
い

項
目
に
つ
い
て
一
通
り
整
理
を
終
え
た
。
し
か
し
、
メ
ー
ル

や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
運
用
と
な
っ
た
場
合
に
は
管
理
す
る
主
体
が

必
要
と
な
る
た
め
、
そ
の
主
体
が
見
つ
か
ら
な
い
限
り
は
実

現
は
出
来
て
も
継
続
は
難
し
い
と
の
判
断
に
い
た
っ
た
。

・�

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
様
で
は
二
十
四
学
園
七
十
三
校
す
べ
て
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を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
位
置
付
け
、「
龍
谷
総
合
学
園
」
の

名
称
に
て
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
な
が
ら
協
力
連
携

を
取
っ
て
い
る
。
異
な
る
学
校
の
生
徒
同
士
の
交
流
（
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
各
種
行
事
を
通
し
て
）
や
、
寺
院
や
本
山

を
利
用
し
て
の
研
修
会
、
宗
内
各
団
体
と
連
携
し
た
企
画
な

ど
、
専
門
の
職
員
を
配
置
し
な
が
ら
か
な
り
活
発
な
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
で
本
願
寺
派
と
し
て
の

教
材
作
成
の
際
に
は
浄
土
宗
が
発
行
し
宗
立
宗
門
学
校
の
生

徒
に
も
配
布
さ
れ
て
い
る『
仏
教
読
本
』が
大
変
参
考
に
な
っ

た
と
の
お
話
し
も
い
た
だ
い
た
。
引
き
続
き
、
意
見
や
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

・�

浄
土
宗
宗
立
宗
門
校
教
育
振
興
会
主
催
の
宗
教
教
員
向
け
研

修
会
で
あ
る
「
と
も
い
き
研
修
会
」
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
聞
か
れ
た
「『
仏
教
読
本
』
の
「
釈
尊
部
分
」
と
「
法

然
上
人
部
分
」
で
、
生
徒
は
同
じ
仏
教
と
い
っ
て
も
別
個
の

も
の
に
感
じ
て
し
ま
う
よ
う
だ
。
そ
こ
を
ど
の
よ
う
に
橋
渡

し
し
た
ら
良
い
の
か
苦
心
す
る
」
と
い
う
声
を
い
く
つ
か
耳

に
し
た
。
そ
こ
で
執
筆
者
の
お
一
人
で
も
あ
る
平
岡
聡
先
生

を
お
招
き
し
て
公
開
研
究
会
を
実
施
し
、
両
者
の
立
場
ま
た

共
通
点
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
講
義
後
は
意
見
交

換
を
し
た
が
、
そ
う
し
た
場
を
継
続
的
に
持
つ
こ
と
の
ご
提

案
を
平
岡
先
生
か
ら
も
頂
戴
し
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
二
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
四
年
計
画
の
四
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
四
年　

�

四
月
二
〇
日　
五
月
二
日　
五
月
十
六
日　

 

五
月
二
十
三
日　
六
月
九
日　
六
月
十
六
日 

七
月
七
日　
七
月
三
十
一
日
―
八
月
二
日　

 

九
月
二
十
六
日　
十
月
二
十
四
日　
十
一
月
十
日　

十
二
月
二
十
六
日　

令
和
五
年　

�

一
月
二
十
四
日　
一
月
二
十
七
日　
二
月
九
日　

二
月
二
十
九
日　
三
月
十
八
日

�

【
文
責
】
宮
坂
直
樹
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【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
工
藤
量
導

研
究
員　
　
　
　

�

東
海
林
良
昌　
石
田
一
裕　
宮
坂
直
樹　

 

宮
入
良
光　
大
橋
雄
人　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

斎
藤
唯
衣　
吉
水
岳
彦　
服
部
祐
淳　

 

関
光
恵　
山
下
千
朝　
中
村
吉
基　

 

エ
リ
カ
・
バ
ッ
フ
ェ
ッ
リ　
若
麻
績
憲
義

【
研
究
目
的
】

本
研
究
会
の
目
的
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
問
題
に
関
す
る
最
新

の
情
報
、
と
く
に
各
宗
教
団
体
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
の
か
を
調
査
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
法
然
上
人
の
平
等
思

想
を
基
底
と
す
る
浄
土
宗
寺
院
お
よ
び
教
団
が
こ
の
問
題
と
い

か
に
関
わ
り
、
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
ゆ
く
べ
き
か
を
検
討
し
て
提
言
す
る
こ
と
で
あ
る
。
浄
土

宗
の
寺
院
が
誰
に
と
っ
て
も
足
が
運
び
や
す
く
、
僧
侶
が
安
心

の
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
教
学
・
布
教
・
法
式
の
各
分
野
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
点
に
配
慮
す
べ
き
か
を
ま
と
め
る
。

【
研
究
内
容
】

本
年
度
は
、
他
教
団
に
お
け
る
取
り
組
み
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
、
な
ら
び
に
専
門
有
識
者
の
講
師
招
聘
に
よ
っ
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
研
究

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
の
平
等
思
想
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
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会
内
部
に
お
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
、
本
課
題
に
関
す
る
研

究
班
の
基
本
ス
タ
ン
ス
を
ま
と
め
て
ゆ
く
こ
と
を
主
題
と
し
て

い
る
。

浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
、
二
〇
一
八
年
に
総
研
叢
書
第
一

〇
集
『
そ
れ
ぞ
れ
の
か
が
や
き
：
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知
る
』
を
刊
行
、

二
〇
一
九
年
に
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
法
然
上
人
に
み
る
平
等

思
想
―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
考
え
る
視
座
と
し
て
」
を
開
催
し
て
、
寺

院
お
よ
び
僧
侶
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
当
事
者
の
抱
え
る
困
難
や
生
き

づ
ら
さ
を
知
り
、
ど
の
よ
う
に
共
に
社
会
を
生
き
て
ゆ
く
か
を

考
え
て
ゆ
く
た
め
の
第
一
歩
と
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
降
は
、

具
体
的
な
展
開
を
欠
い
た
ま
ま
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

現
在
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
社
会
的
な
関
心
は
よ
り
高
ま
っ
て

お
り
、
小
・
中
・
高
・
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
各
種
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
に
お
け
る
活
動
の
進
展
は
も
と
よ
り
、
宗
教
界
お
よ
び
仏

教
界
に
お
い
て
も
個
々
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
少
し
ず
つ
支
援

の
輪
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
に
は
牧
師
か
つ

当
事
者
で
も
あ
る
中
村
吉
基
氏（
本
研
究
班
ス
タ
ッ
フ
）が「
宗

教
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
本
研
究
班
に

属
す
る
工
藤
、
石
田
も
こ
れ
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
や
取
り
組
み
は
、
多
様
性
、

社
会
的
包
摂
、
公
益
性
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
っ
た
現
代
社
会
の
宗

教
者
・
宗
教
団
体
に
期
待
さ
れ
る
示
準
と
も
直
結
す
る
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
、
浄
土

宗
寺
院
お
よ
び
教
団
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
か
を
研
究
し
、
提
言
を
ま

と
め
て
ゆ
く
。

【
研
究
成
果
】

本
年
度
の
研
究
活
動
に
お
け
る
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

（
１
）
講
師
招
聘

・�

若
麻
績
憲
義
先
生
（
浄
土
宗
淵
之
坊
副
住
職
、
公
益
社
団
法

人
長
野
青
年
会
議
所
）

浄
土
宗
僧
侶
（
長
野
教
区
長
野
組
淵
之
坊
副
住
職
）
で
あ
り
、

公
益
社
団
法
人
長
野
青
年
会
議
所
に
所
属
し
て
い
る
若
麻
績
憲



23　 

研究活動報告

義
先
生
を
招
聘
し
て
、「
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

よ
う
」
と
い
う
発
題
に
て
講
義
を
い
た
だ
き
、
研
究
員
お
よ
び

研
究
ス
タ
ッ
フ
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

主
た
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容
は
、
長
野
青
年
会
議
所
の
国
際
交

流
委
員
会
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
に
お

け
る
多
様
化
推
進
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
交
流
会

（
レ
イ
ン
ボ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）、例
会
（
多
様
な
個
性
の
受
容
）、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
企
業
向
け
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ

長
野
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
宣
言
に
つ
い
て
で
あ
る
。
さ
ら
に
令
和
３
年
12

月
に
長
野
市
に
『
性
の
多
様
性
を
認
め
尊
重
し
あ
え
る
ま
ち
を

目
指
し
て
』
と
す
る
提
言
書
を
提
出
し
、
①
自
治
体
と
し
て
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
配
慮
や
支
援
を
行
う
こ
と
の
宣
言
の
実
施
、
②

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入
、

③
性
の
多
様
性
に
関
す
る
学
校
教
育
の
拡
充
及
び
教
員
、
学
校

関
係
者
へ
の
研
修
の
拡
充
、
④
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
自
死
対

策
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
、
企
業
研
修
の
拡
充
、
⑤

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
方
へ
の
医
療
情
報
の
提
供
と
医
療
従

事
者
へ
の
正
し
い
知
識
の
提
供
に
つ
い
て
、
と
い
う
政
策
提
言

を
行
っ
た
点
に
つ
い
て
も
詳
細
を
う
か
が
っ
た
。

（
２
）
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
仏
教
の

平
等
思
想
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
仮
）」
の
作
成
に
つ
い
て

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
啓
発

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
仏
教
の
平
等
思
想
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
仮
）」

の
作
成
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
の
主
た
る
活
動
は
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
案
の
企
画
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
段
階
で
予

定
さ
れ
て
い
る
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
作
成
の
目
的
】

現
在
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
社
会
的
な
関
心
は
高
ま
っ
て
お
り
、

小
・
中
・
高
・
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
各
種
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に

お
け
る
進
展
は
も
と
よ
り
、
宗
教
界
お
よ
び
仏
教
界
に
お
い
て

も
個
々
の
事
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
支
援
の
輪
が
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
こ
の
課
題
へ
の

取
り
組
み
は
、
多
様
性
、
社
会
的
包
摂
、
公
益
性
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
い
っ
た
現
代
社
会
の
重
要
な
課
題
と
結
び
つ
い
て
お
り
ま
す
。
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本
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
当
事
者
の
抱
え
る
困

難
や
生
き
づ
ら
さ
を
知
り
、
ど
の
よ
う
に
共
に
社
会
を
生
き
て

ゆ
く
か
を
考
え
る
た
め
の
一
助
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。
法
然

上
人
の
平
等
思
想
を
通
じ
て
、
自
分
自
身
の
な
か
に
偏
見
や
差

別
の
意
識
が
な
い
か
ど
う
か
見
つ
め
な
お
し
、
性
の
多
様
性
と

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
生
き
づ
ら
さ
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
、「
と

も
い
き
」
の
立
場
か
ら
一
緒
に
考
え
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

【
装
丁
イ
メ
ー
ジ
案
】 

・�

Ａ
５
版
、
カ
ラ
ー
、
二
十
頁
程
度
、
読
者
世
代
を
ふ
ま
え
た

デ
ザ
イ
ン
・
編
集
と
す
る
。

・�

宗
門
学
校
の
教
材
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
「
教
材
案
＋

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
作
成
」
も
念
頭
に
入
れ
て
企
画
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
用
デ
ー
タ
の
提
供
な
ど
も
考
え
て
い

る
。

【
目
次
案
】

①　

導
入
：
普
通
に
生
き
る
っ
て
何
だ
ろ
う
？

・�

Ｚ
世
代
と
考
え
る
仏
教
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
対
談

②　
背
景
：
何
故
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
取
り
組
む
の
か
？

・�

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
何
か
、
ト
イ
レ
制
服
名
簿
な
ど
身

近
な
具
体
的
事
例

・�

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
・
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
の
理
解
、
差
別
的
言
動

へ
の
注
意
喚
起
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
）

③　
定
義
：
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
は
？

・�

性
の
多
様
性
を
示
す
…
人
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

（
個
性
）
は
み
ん
な
違
う

④　

�

解
釈
＋
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
法
然
上
人
の
平
等
思
想
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ

・�

浄
土
宗
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
考
え
／
性
差
を
条
件
と
し
な
い
平

等
往
生
、『
阿
弥
陀
経
』
青
黄
赤
白
の
蓮
色

⑤�　
ア
ク
シ
ョ
ン
：
身
近
で
実
際
に
取
り
組
め
る
こ
と
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・�
相
談
窓
口
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
へ
の
手
の
差
し
の
べ

方
な
ど

【
研
究
期
間
】

令
和
三
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
三
年
計
画
の
三
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
お
よ
び
協
議
内
容
】

令
和
五
年　

�

四
月
十
三
日
（
若
麻
績
憲
義
先
生
講
義
）　�

 

四
月
二
十
七
日　
五
月
十
六
日　
六
月
八
日　

�
 

七
月
三
日　
七
月
二
十
日　
八
月
三
日　

�
 

九
月
二
十
八
日　
十
月
四
日　
十
月
五
日　

�
 

十
月
二
十
三
日　
十
一
月
九
日　
十
二
月
七
日　

�

十
二
月
十
四
日　
十
二
月
二
十
五
日　

令
和
六
年　

�

一
月
十
日　
一
月
十
八
日　
二
月
一
日　

�
 

二
月
十
五
日　
三
月
七
日　
三
月
十
四
日　

�
 

三
月
二
十
八
日

�

【
文
責
】
工
藤
量
導
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

林
田
康
順

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　
曽
根
宣
雄　
和
田
典
善　

 

東
海
林
良
昌　
佐
藤
堅
正　
郡
嶋
昭
示　

 

石
田
一
裕　
工
藤
量
導　
大
橋
雄
人　

 

春
本
龍
彬　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

石
川
琢
道　
吉
水
岳
彦　
石
上
壽
應　

 

杉
山
裕
俊　
長
尾
隆
寛

【
研
究
目
的
】

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
法
然
上
人
『
和
語
灯
録
』
全
七

巻
（「
浄
土
宗
聖
典
」
第
四
巻
所
収
）
の
現
代
語
訳
を
進
め
、

そ
の
刊
行
を
目
指
し
て
い
る
。
す
で
に
当
研
究
所
に
お
い
て
、

「
浄
土
三
部
経
」（「
浄
土
宗
聖
典
」
第
一
巻
所
収
）、
及
び
、『
法

然
上
人
行
状
絵
図
』（『
四
十
八
巻
伝
』）（「
浄
土
宗
聖
典
」
第

六
巻
所
収
）
の
現
代
語
訳
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
本
研
究
は
そ

う
し
た
「
浄
土
宗
聖
典
」
現
代
語
訳
作
業
の
一
貫
で
あ
る
。
か

つ
て
、
当
研
究
所
法
語
班
に
お
い
て
多
く
の
法
語
が
現
代
語
訳

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
的
資
源
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
資
産
を
大
い
に
活
用
し
、
着
実
に
成
果
を
積
み

重
ね
、『
和
語
灯
録
』
全
七
巻
の
現
代
語
訳
を
完
遂
し
た
い
。

『
和
語
灯
録
』
に
所
収
さ
れ
る
法
然
上
人
御
遺
文
の
現
代
語

訳
は
、
宗
学
・
教
学
の
興
隆
に
寄
与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
布

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
和
語
灯
録
」
現
代
語
訳
の
研
究
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研究活動報告

教
の
充
実
に
直
結
し
、
本
宗
の
一
層
の
教
線
拡
大
を
促
す
こ
と

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

【
研
究
内
容
】

令
和
四
・
五
年
度
の
研
究
内
容
は
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
現
代
語
訳
に
取
り
組
む
テ
キ
ス
ト
の
底
本
は
、「
浄
土
宗

聖
典
」
第
四
巻
所
収
の
『
和
語
灯
録
』
の
釈
文
と
す
る
。
法
然

上
人
の
御
遺
文
集
で
あ
る
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
（
和
語
）』（「
和

語
灯
録
」）
は
正
篇
全
五
巻
、及
び
、『
拾
遺
黒
谷
語
録
（
和
語
）』

（「
拾
遺
和
語
灯
録
」）
は
全
二
巻
、
和
語
は
合
わ
せ
て
全
七
巻

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
令
和
四
・
五
年
度
は
、『
黒

谷
上
人
語
灯
録　
巻
第
十
三
』
の
現
代
語
訳
作
業
を
進
め
た
。

本
巻
は
次
の
四
編
の
法
語
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

　

①
九
条
殿
下
の
北
の
政
所
へ
進
す
る
御
返
事　
第
九

　

②
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
す
る
御
返
事　
第
十

　

③
要
義
問
答　
第
十
一

　

④
大
胡
太
郎
へ
遣
わ
す
御
返
事　
第
十
二
八

こ
れ
ら
の
御
法
語
を
全
研
究
員
が
分
担
し
て
試
訳
を
作
成
し
、

全
体
会
で
そ
れ
を
検
討
し
て
、
順
次
完
成
稿
を
ま
と
め
た
。
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
註
を
作
成
し
た
。

※�

研
究
員
に
よ
る
現
代
語
訳
作
業
の
作
成
後
、
若
麻
績
実
豊
上

人
（
長
野
教
区
上
小
組
・
西
念
寺
ご
住
職
）
に
細
部
に
わ
た

る
ご
指
導
を
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

【
研
究
成
果
】

令
和
四
・
五
年
度
に
お
い
て
、
①
九
条
殿
下
の
北
の
政
所
へ

進
す
る
御
返
事
、
②
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
す
る
御
返
事
、

③
要
義
問
答
、
④
大
胡
太
郎
へ
遣
わ
す
御
返
事
の
全
現
代
語
訳

と
註
の
作
成
を
終
え
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
て
、

『
教
化
研
究
』第
三
五
号
に
掲
載
し
て
研
究
成
果
の
報
告
と
す
る
。

な
お
、
今
後
も
作
業
を
継
続
し
、『
和
語
灯
録
』
全
七
巻
現
代

語
訳
の
刊
行
を
目
指
し
た
い
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
二
年
計
画
の
二
年
目
）
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【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

四
月
十
日　
四
月
十
七
日　
四
月
二
十
四
日　

�
 

五
月
八
日　
五
月
十
五
日　
六
月
五
日　

�
 

六
月
十
二
日　
六
月
二
十
六
日　
七
月
三
日　

 
七
月
十
日　
九
月
四
日　
十
月
三
日　

 

十
一
月
二
十
日　
十
一
月
二
十
七
日

令
和
六
年　
一
月
十
五
日　
一
月
二
十
二
日　
二
月
五
日

�
【
文
責
】
林
田
康
順
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研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
田
中
芳
道

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
市
川
定
敬　
井
野
周
隆　

 

八
橋
秀
法　
北
條
竜
士

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

南
宏
信　

前
田
信
剛　
林
雅
清　
原
マ
リ 

角
野
玄
樹　
石
川
広
宣　
吹
田
隆
徳　

 

下
端
啓
介　
岩
井
正
道

【
研
究
目
的
】

北
米
、
南
米
に
最
初
に
伝
わ
っ
た
仏
教
は
、
日
本
仏
教
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
伝
統
仏
教
教
団
が
日
本
人
移
民

を
追
う
よ
う
に
各
国
に
開
教
使
を
派
遣
し
た
こ
と
が
は
じ
ま
り

で
あ
る
。
開
教
師
ら
は
、
宗
教
儀
礼
を
始
め
、
教
育
や
精
神
的

な
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
多
方
面
で
活
躍
し
な
が
ら
各
地
に
寺
院
を

建
立
し
現
在
に
至
る
。

し
か
し
昨
今
で
は
、
ハ
ワ
イ
、
北
米
、
南
米
の
日
系
人
の
間

に
、
祖
先
の
言
語
で
あ
る
日
本
語
が
継
承
さ
れ
て
お
ら
ず
、
宗

教
教
団
の
活
動
は
日
本
語
中
心
か
ら
、
現
地
の
言
語
中
心
へ
と

変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。

移
民
の
時
代
か
ら
一
世
紀
が
経
っ
た
今
、
こ
れ
か
ら
必
要
と

さ
れ
る
人
材
の
育
成
、
現
地
の
言
語
教
材
、
文
例
な
ど
、
浄
土

宗
は
今
一
度
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
先
人
た
ち
の
意
志
を
継
ぎ
、
浄
土
宗
の
劈
頭
宣
言
に
あ
る

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

海
外
開
教
区
用
儀
式
文
例
作
成
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「
世
界
に
共
生
を
」
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
遂
行
し
た
。

【
研
究
成
果
】

京
都
分
室
で
は
こ
れ
ま
で
、『
日
常
勤
行
式
』
の
多
言
語
化

研
究
を
通
し
て
海
外
開
教
区
と
の
繋
が
り
を
築
い
て
き
た
。
現

在
は
、
各
言
語
へ
の
翻
訳
体
制
が
整
い
、「
表
白
・
引
導
の
多

言
語
化
研
究
」
を
通
し
て
、
海
外
開
教
区
で
の
儀
式
等
に
使
わ

れ
る
文
例
の
翻
訳
を
行
っ
て
い
る

浄
土
宗
の
教
え
を
海
外
開
教
区
の
次
世
代
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
浄
土
宗
社
会
部
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
作

業
を
進
め
て
き
た
。

【
研
究
内
容
】

「
春
彼
岸
表
白
②
」、「
盆
施
餓
鬼
会
表
白
②
」、「
秋
彼
岸
会

表
白
②
」、「
開
眼
式
表
白
（
持
仏
）」、「
開
眼
式
表
白
（
墓
碑
）」

の
英
訳
が
終
り
、
研
究
成
果
の
報
告
の
た
め
引
導
、
表
白
の
全

訳
を
再
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
二
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
四
年
計
画
の
四
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

四
月
二
十
五
日　
五
月
二
十
九
日　
六
月
十
二
日　

七
月
二
十
四
日　
九
月
十
一
日　
九
月
二
十
五
日　

十
月
十
九
日　
　
十
一
月
六
日　
十
二
月
十
一
日　

令
和
六
年　
一
月
二
十
二
日　
二
月
十
九
日　
　
三
月
五
日　

�

【
文
責
】
田
中
芳
道
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
石
田
一
裕

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　
佐
藤
堅
正　
北
條
竜
士　

 

春
本
龍
彬

研
究
ス
タ
ッ
フ　
渡
邉
眞
儀

【
研
究
目
的
】

本
研
究
の
目
的
は
釈
尊
聖
語
を
通
じ
て
開
宗
八
五
〇
年
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
お
念
仏
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
」
へ
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
広
報
や
布
教
の
た
め
の
資
料
を
提

示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
は
、
当
研

究
所
よ
り
そ
の
解
釈
を
提
示
し
た
（『
教
化
研
究
』
三
〇
号
）。

本
研
究
は
そ
の
解
釈
を
踏
ま
え
、
釈
尊
聖
語
に
基
づ
い
た
仏
教

的
な
幸
せ
の
理
解
を
示
す
と
と
も
に
、
三
部
経
や
法
語
と
の
関

連
を
提
示
す
る
。
こ
れ
は
浄
土
宗
教
師
が
日
常
的
な
布
教
を
行

う
際
の
資
料
と
し
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
広
報
・
教
化
に
資
す
る
た
め
、

原
文
を
踏
ま
え
た
短
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
作
成
す
る
。

【
研
究
内
容
】

本
年
度
は
三
か
年
計
画
の
二
年
目
と
し
て
研
究
を
進
め
た
。

昨
年
度
に
続
き『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』の
翻
訳
作
業
を
行
な
っ
た
。

本
年
度
は
第
二
章
「
宝
経
（
ラ
タ
ナ
ス
ッ
タ
）」
と
昨
年
度
か

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

釈
尊
聖
語
の
広
報
・
布
教
用
現
代
語
訳
研
究
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ら
取
り
組
ん
で
い
る
第
三
章
「
セ
ー
ラ
経
（
セ
ー
ラ
ス
ッ
タ
）」

を
翻
訳
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
度
翻
訳
を
終
え
た
第
二
章
「
吉
祥

経
（
マ
ン
ガ
ラ
ス
ッ
タ
）」
に
つ
い
て
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
解

説
を
作
成
し
、
ま
た
ご
法
語
や
三
部
経
の
対
応
に
つ
い
て
検
討

し
た
。

【
研
究
成
果
】

本
年
度
の
研
究
成
果
は
研
究
内
容
に
も
あ
る
通
り
、「
宝
経
」

と
「
セ
ー
ラ
経
」
の
全
翻
訳
、
な
ら
び
に
「
吉
祥
経
」
の
各
偈

に
基
づ
く
キ
ャ
チ
コ
ピ
ー
の
作
成
、
解
説
文
、
さ
ら
に
そ
れ
ら

に
対
応
す
る
ご
法
語
と
三
部
経
の
選
定
が
具
体
的
研
究
成
果
で

あ
る
。
な
お
キ
ャ
チ
コ
ピ
ー
な
ど
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
本
誌

研
究
ノ
ー
ト
に
て
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
七
年
三
月
（
三
年
計
画
の
二
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

四
月
三
日　
四
月
十
三
日　
四
月
二
十
日　

 

四
月
二
十
五
日　
五
月
九
日　
五
月
十
六
日　

 

五
月
二
十
三
日　
六
月
九
日　
九
月
十
二
日　

 

九
月
十
九
日　
九
月
二
十
九
日　
十
月
四
日　

 

十
月
十
日　
十
月
十
七
日　
十
月
二
四
日　

 

十
一
月
二
十
二
日　
十
一
月
二
十
九
日

令
和
六
年　

�

一
月
二
十
六
日　
三
月
一
日　
三
月
十
五
日　

 

三
月
二
十
九
日

�

【
文
責
】
石
田
一
裕
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
北
條
竜
士

研
究
員　
　
　
　

�

戸
松
義
晴　
齋
藤
舜
健　
柴
田
泰
山　

 

佐
藤
堅
正　
石
田
一
裕　
田
中
芳
道　

 

春
本
龍
彬　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

髙
瀨
顕
功　
平
間
理
俊　
酒
井
仁
成　

 

和
田
良
世　
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
ッ
ツ

業
務
委
託　
　
　
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム

【
研
究
目
的
】

現
在
、
海
外
あ
る
い
は
英
語
文
化
圏
に
お
い
て
日
本
浄
土
教

の
基
本
典
籍
（
浄
土
三
部
経
、
祖
師
の
典
籍
な
ど
）
を
扱
っ
て

日
本
浄
土
教
に
つ
い
て
学
ぶ
場
合
、
既
に
数
多
く
出
版
さ
れ
て

い
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
真
宗
大
谷
派
の
も
の
に
依
存
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
世
界
に
お
け
る
日
本
浄
土
教
の
関
心
あ
る
い

は
研
究
対
象
が
、
親
鸞
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
法
然
、
浄
土
宗
関
係
の
英
語
出
版
物
は
極
め
て
少
な

い
。
こ
の
状
況
を
鑑
み
、
浄
土
宗
の
教
え
を
世
界
に
発
信
す
る

に
は
、
ま
ず
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
作
業
を
行
い
、
そ
れ
ら

を
出
版
、
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
法
然
浄

土
教
に
世
界
の
人
々
が
触
れ
、
そ
れ
を
機
縁
に
研
究
者
の
育
成
、

浄
土
宗
の
信
仰
の
拡
充
、
牽
い
て
は
浄
土
宗
二
十
一
世
紀
劈
頭

宣
言
の
具
現
化
が
叶
う
。

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
研
究
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本
研
究
は
浄
土
宗
二
十
一
世
紀
劈
頭
宣
言
で
あ
る
「
愚
者
の

自
覚
を　

家
庭
に
み
仏
の
光
を　

社
会
に
慈
し
み
を　

世
界
に

共
生
き
を
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
浄
土
宗
の
教
え
を
典
籍
の
翻

訳
作
業
、
出
版
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
で
の
公
表
、
国
際
学
会
で
の

発
表
、
海
外
研
究
者
や
仏
教
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
国
内
は

も
ち
ろ
ん
世
界
へ
劈
頭
宣
言
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
研
究
内
容
】

①
英
訳
『
和
語
灯
録
』

・�

新
規
英
訳
作
業
…
本
作
業
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
の
仏
教
学
教
授
で
あ
る
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
先

生
と
研
究
会
を
開
催
し
、『
和
語
灯
録
』
の
全
英
訳
を
目
指
す
。

②
英
訳
『
観
経
疏
』

マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
先
生
と
柴
田
研
究
員
に
よ
る
研
究
会
を
開

催
し
、『
観
経
疏
』
の
全
英
訳
を
目
指
す
。

③
英
訳
『
四
十
八
巻
伝
』

『
四
十
八
巻
伝
』の
英
訳
本（Coats and Ishizuka

『H
onen 

T
he Buddhist Saint

』）
を
Ｏ
Ｃ
Ｒ
作
業
に
よ
っ
て
デ
ー
タ

化
し
、
現
代
に
適
し
た
英
訳
に
修
正
し
、
そ
の
公
開
を
目
指
す
。

現
在
、
英
訳
修
正
作
業
は
終
了
し
て
い
る
が
、
公
開
先
で
あ
る

浄
土
宗
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
更
新
作
業
中
で
あ
る
た

め
公
開
作
業
は
保
留
と
な
っ
て
い
る
。

④
Ａ
Ｉ
翻
訳
研
究
会

本
研
究
会
は
英
訳
作
業
の
将
来
的
展
望
と
し
て
従
来
の
ネ
イ

テ
イ
ブ
翻
訳
者
に
よ
る
英
訳
作
業
に
加
え
て
、
Ａ
Ｉ
翻
訳
技
術

を
英
訳
作
業
に
導
入
し
、
効
率
的
か
つ
生
産
的
に
翻
訳
作
業
を

進
め
る
た
め
の
調
査
・
研
究
を
行
な
う
。
現
在
は
国
立
研
究
開

発
法
人
情
報
通
信
機
構
（N

ICT

）
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
「
み

ん
な
の
自
動
翻
訳
＠T

exT
ra

テ
キ
ス
ト
ラ
（
自
動
翻
訳
サ

イ
ト
に
お
け
る
高
精
度
自
動
翻
訳
エ
ン
ジ
ン
）」
を
利
用
し
、

当
研
究
所
が
所
有
す
る
経
典
等
の
日
本
語
訳
を
テ
キ
ス
ト
ラ
に

組
み
込
み
、そ
の
結
果
に
つ
い
て
考
察・研
究
を
行
な
っ
て
い
る
。

【
研
究
成
果
】

①
英
訳
『
和
語
灯
録
』

・�

新
規
英
訳
作
業
…
「
登
山
状
」（『
浄
土
宗
聖
典
』
四
、
釈
文
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四
九
三
・
七
～
五
一
一
・
一
二
、
全
訳
完
了
）

・�
下
訳
編
集
作
業
…
「
あ
る
女
房
に
示
す
ご
法
語
」（『
浄
土
宗

聖
典
』
四
、
五
二
一
・
一
～
五
二
二
・
五
）、「
津
戸
三
郎
へ

遣
わ
す
御
返
事
」（『
浄
土
宗
聖
典
』
四
、
五
一
三
・
一
二
～

五
二
〇
・
十
四
）、「
熊
谷
入
道
へ
遣
わ
す
御
返
事
」（『
浄
土

宗
聖
典
』
四
、
四
一
五
・
七
～
十
四
）

・�

グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
作
成
作
業
…
作
業
な
し

②
英
訳
『
観
経
疏
』

・
新
規
英
訳
作
業
…
『
観
経
疏
』
散
善
義
上
品
下
生
中
輩
観
～

中
品
下
生
（『
浄
土
宗
聖
典
』
二
、
三
〇
八
・
八
～
三
一
四
・
六
）

③
英
訳
『
四
十
八
巻
伝
』

作
業
な
し

③
Ａ
Ｉ
翻
訳
研
究

・�

昨
年
度
に
代
わ
り
、
埼
玉
工
業
大
学
の
亀
岡
氏
にT

extra

を
利
用
し
た
「
浄
土
三
部
経
」
研
究
を
依
頼

【
研
究
期
間
】

令
和
二
年
四
月
～
令
和
七
年
三
月
（
五
年
計
画
の
四
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

①
英
訳
『
和
語
灯
録
』
下
訳
作
業
研
究
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

令
和
五
年　

�

四
月
十
三
日　
四
月
十
九
日　
四
月
二
十
七
日　

五
月
十
日　
九
月
六
日　
九
月
十
三
日　

 

九
月
二
十
七
日　
十
月
四
日　
十
月
十
八
日　

 

十
一
月
一
日　
十
一
月
十
五
日　

 

十
一
月
二
十
九
日　
十
二
月
十
三
日

令
和
六
年　

�

一
月
十
七
日　
二
月
七
日　
二
月
十
四
日　

 

二
月
二
十
八
日　
三
月
二
十
七
日

②
英
訳
『
和
語
灯
録
』
集
中
研
究
会

令
和
五
年　

�（
対
面
）
五
月
二
十
二
日　
五
月
二
十
三
日　

 

五
月
二
十
四
日　
五
月
二
十
九
日　
五
月
三
十
日　

六
月
五
日　
六
月
六
日　
六
月
七
日　

 

六
月
十
二
日　
六
月
十
三
日 

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
八
月
一
日　
八
月
三
日　

 

八
月
四
日　
八
月
九
日　
八
月
十
日　

 
八
月
十
二
日
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③
英
訳
『
観
経
疏
』
研
究
会

令
和
五
年　

�（
対
面
）
六
月
十
四
日　
六
月
十
五
日 

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
六
月
二
十
六
日　
九
月
十
一
日

④
Ａ
Ｉ
翻
訳
研
究
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

令
和
六
年　
二
月
二
十
六
日

�

【
文
責
】
北
條
竜
士
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
郡
嶋
昭
示

研
究
員　
　
　
　
吉
田
淳
雄　
青
木
篤
史　
春
本
龍
彬

研
究
ス
タ
ッ
フ　
伊
藤
茂
樹

【
研
究
目
的
】

宗
祖
で
あ
る
法
然
上
人
の
文
献
が
、
現
代
語
訳
や
多
言
語
化

さ
れ
る
な
ど
、
現
代
社
会
に
広
ま
る
よ
う
な
作
業
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
も
『
浄
土
宗
聖
典
』
に
書
き
下
し
文
・
釈
文
が
整

理
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
れ
ら
の
作
業
が
行
い
や
す
く
な
っ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、法
然
上
人
の
文
献
の
中
、『
浄
土
宗
聖
典
』
に
は
『
選

択
集
』
と
『
和
語
灯
録
』『
往
生
機
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

教
え
の
多
く
が
記
さ
れ
る
『
漢
語
灯
録
』
の
作
業
が
行
わ
れ
て

い
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
会
で
は
こ
の
『
漢
語
灯

録
』
所
収
の
漢
文
の
文
献
を
翻
刻
・
書
き
下
し
を
し
、
今
後
の

多
く
の
研
究
の
役
に
立
つ
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
た
い
と
思

う
。
具
体
的
に
は
『
無
量
寿
経
釈
』
か
ら
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

【
研
究
内
容
】

法
然
上
人
の
遺
文
集
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
の
中
、『
浄
土

宗
聖
典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
『
漢
語
灯
録
』
の
書
き
下
し

作
業
を
行
う
。
本
年
度
と
来
年
度
は
冒
頭
の
『
無
量
寿
経
釈
』

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

法
然
上
人
漢
語
文
献
『
無
量
寿
経
釈
』
の
研
究
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の
作
業
を
行
い
た
い
。
底
本
を
寛
永
版
『
無
量
寿
経
釈
』
と
し
、

他
の
諸
本
も
参
照
し
な
が
ら
書
き
下
し
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

【
研
究
成
果
】

全
五
六
丁
中
、
本
年
度
は
二
十
八
丁
ま
で
の
作
業
を
終
え
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
五
年
四
月
～
令
和
七
年
三
月
（
二
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

六
月
二
十
三
日　
六
月
三
〇
日　
八
月
四
日　

 

九
月
一
日　
九
月
二
十
一
日　
九
月
二
十
九
日　

一
〇
月
十
三
日　
一
〇
月
二
十
七
日　

 

十
一
月
一
〇
日　
十
一
月
二
十
二
日

令
和
六
年　

�

一
月
十
二
日　
二
月
二
日　

�

【
文
責
】
郡
嶋
昭
示



39　 

研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
佐
藤
堅
正

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
柴
田
泰
山　
市
川
定
敬　

 

大
橋
雄
人　
工
藤
量
導　
春
本
龍
彬

【
研
究
目
的
】

近
年
の
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
浄
土
宗
学
・
仏
教
学
・
宗

教
学
・
宗
教
社
会
学
な
ど
を
含
む
人
文
科
学
分
野
の
研
究
に
お

い
て
も
、
情
報
処
理
技
術
を
駆
使
し
て
基
本
的
な
典
籍
を
調
査

分
析
す
る
方
法
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
調
査

分
析
方
法
を
用
い
る
た
め
に
は
、
典
籍
が
電
子
的
情
報
に
変
換

（
電
子
テ
キ
ス
ト
化
）さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
本
研
究
会
は
、

わ
が
宗
の
宗
典
を
統
一
的
な
デ
ー
タ
形
式
に
基
づ
い
て
電
子
化

す
べ
く
、
電
子
テ
キ
ス
ト
化
の
基
本
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

【
研
究
内
容
】

本
年
度
は
、
テ
キ
ス
ト
・
画
像
・
音
声
・
映
像
な
ど
の
電
子

デ
ー
タ
を
保
存
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
を
念
頭
に

置
い
て
以
下
の
作
業
を
行
な
っ
た
。
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

さ
れ
て
い
る
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
以
下
、

浄
全
Ｄ
Ｂ
）
お
よ
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
（
以
下
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
大
辞
典
）
の
保
守
・
管
理
、
②
浄
土
宗
関
係
典
籍
の

電
子
化
。
③
浄
土
宗
開
宗
八
五
〇
年
慶
讃
事
業
「
増
上
寺
三
大

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
関
連
情
報
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
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蔵
経
電
子
化
」
へ
の
協
力
。

【
研
究
成
果
】

①　

�
浄
全
Ｄ
Ｂ
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
大
辞
典
の
保
守
・
管
理
を
行
っ
て

い
る
。

②　

�『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
の
後
半
の
本
文
の
電
子
テ

キ
ス
ト
化
を
業
者
に
発
注
し
た
。
二
月
二
十
二
日
に
納
品

さ
れ
た
。

③　

�

浄
土
宗
開
宗
八
五
〇
年
慶
讃
事
業
「
増
上
寺
三
大
蔵
経
電

子
化
」
へ
協
力
し
、
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公
開
し
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
元
年
四
月
～
令
和
九
年
三
月
（
八
年
計
画
の
五
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　
四
月
二
十
四
日　
五
月
八
日　
十
月
十
六
日

�

【
文
責
】
佐
藤
堅
正
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
中
野
孝
昭

研
究
員　
　
　
　

�

坂
上
典
翁　
西
城
宗
隆　
荒
木
信
道　

 

柴
田
泰
山　
八
橋
秀
法　
若
林
隆
仁　

 

青
木
篤
史　
大
橋
雄
人

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

山
本
晴
雄　
清
水
秀
浩　
粟
飯
原
岳
志　

 

井
上
良
昭　
八
尾
敬
俊　
遠
田
憲
弘　

 

青
木
玄
秀　
井
川
直
樹　
吉
原
寛
樹

【
研
究
目
的
】

今
ま
で
法
式
関
係
の
研
究
班
は
「
現
代
教
化
儀
礼
の
研
究
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
現
代
教
化
儀
礼
の
構
築
と
伝
承
儀
礼
の
保

存
と
い
う
内
容
を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
。
過
去
に
は
「
特
殊

法
要
」、「
節
念
仏
」、「
声
明
」、「
比
較
浄
土
儀
礼
」
な
ど
を
研

究
対
象
と
し
て
き
た
が
、
近
年
は
「
六
道
講
式
」、「
三
途
講
式
」、

「
知
恩
講
式
」
の
各
種
講
式
、「
半
月
布
薩
」、「
般
舟
讃
」、「
放

生
会
」、「
地
蔵
講
式
・
地
蔵
尊
供
養
」
な
ど
具
体
的
法
要
を
取

り
上
げ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
本
宗
に
お
い
て
「
宗
規
」
に
お
け

る
特
殊
法
要
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
部
で
伝
承
さ
れ
修

さ
れ
て
い
る
も
の
、
寺
院
に
よ
っ
て
各
々
独
自
に
修
さ
れ
て
い

る
も
の
、
経
本
法
則
本
は
存
在
す
る
が
現
在
は
修
さ
れ
て
い
な

い
も
の
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
復
興
伝
承
を
目
的
と
し
て
き

た
。
ま
た
復
興
伝
承
だ
け
で
は
な
く
、
現
代
に
対
応
す
べ
く
内

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

法
式
研
究
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容
の
要
約
化
、
一
般
寺
院
で
行
え
る
よ
う
少
人
数
で
も
修
せ
る

よ
う
に
簡
略
化
を
行
い
、
次
第
を
新
た
に
作
成
し
現
代
版
と
し

て
提
案
し
て
き
た
。
以
上
の
研
究
成
果
を
公
開
講
座
に
て
内
容

の
講
義
と
共
に
発
表
を
行
い
、『
教
化
研
究
』
に
掲
載
す
る
と

共
に
、
研
究
成
果
の
音
声
及
び
映
像
記
録
も
行
い
、
そ
れ
ら
を

研
究
所
に
て
保
存
し
て
い
る
。

「
法
式
を
研
究
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
ま
た
は
法
式

教
師
と
い
う
立
場
に
お
い
て
、
法
式
関
係
資
料
の
存
在
を
知
っ

て
い
る
、
ま
た
そ
れ
を
閲
覧
で
き
る
と
い
う
環
境
が
重
要
で
あ

る
。
従
っ
て
、
現
在
法
式
研
究
班
で
は
各
種
法
要
、
作
法
の
映

像
化
を
継
続
し
行
っ
て
お
り
、
伝
承
儀
礼
の
保
存
の
為
の
古
式

の
復
興
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
修
さ
れ
て
い
る
法
要
も
映
像
化

と
保
存
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
ま
た
法
式
関
係
各
種
資

料
を
積
極
的
に
デ
ー
タ
化
し
保
存
し
、
そ
れ
ら
を
検
索
閲
覧
可

能
に
し
て
、
今
後
の
法
式
研
究
に
役
立
て
た
い
。

【
研
究
内
容
】

儀
礼
の
伝
承
は
経
本
法
則
本
と
そ
れ
を
修
し
て
き
た
寺
院
と
、

そ
れ
に
関
わ
る
人
の
記
憶
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
本
研

究
班
で
は
そ
れ
ら
を
映
像
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
修
す
た
め
の
参

考
と
な
る
も
の
と
し
た
い
。
今
ま
で
の
研
究
対
象
と
し
て
き
た

法
要
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
古
式
法
要
・
儀
礼
等
他
、
現
代
各

寺
院
で
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
法
要
の
映
像
化
保
存
を
行
う
。

ま
た
浄
土
宗
に
お
け
る
法
式
は
、
威
儀
・
犍
稚
・
音
声
と
い
っ

た
基
礎
的
な
こ
と
、
更
に
は
各
種
法
要
儀
式
作
法
に
至
る
ま
で
、

原
則
的
に
宗
の
定
め
る
『
法
要
集
』
に
基
づ
い
て
い
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
現
在
は
『
法
要
集
』
の
威
儀
部・犍
稚
部
及
び
「
日

常
勤
行
式
」
は
映
像
化
さ
れ
て
い
る
が
、
差
定
部
に
所
載
の
各

種
法
要
は
映
像
化
さ
れ
て
い
な
い
。
主
だ
っ
た
法
要
次
第
を
映

像
化
し
、
今
後
修
す
る
場
合
の
参
考
と
な
る
も
の
と
し
、
そ
れ

ら
各
種
法
要
の
映
像
化
に
よ
り
後
世
に
正
し
く
伝
承
し
て
い
き

た
い
。

法
式
関
係
資
料
を
常
に
探
察
・
研
究
し
、
デ
ー
タ
化
保
存
し

て
い
く
。



43　 

研究活動報告

【
研
究
成
果
】

本
年
度
以
降
の
研
究
対
象
を
「
釈
迦
三
大
法
要
」
と
し
、
総

合
的
な
研
究
の
他
に
本
年
度
の
映
像
化
対
象
を
「
涅
槃
会
」
と

し
た
。

ま
ず
は
本
宗
の
釈
尊
関
係
の
法
要
次
第・偈
文
等
を
、
経
本・

法
要
集
・
法
式
関
係
書
か
ら
取
り
上
げ
、
次
第
に
関
し
て
は
、

現
行
『
法
要
集
』
ま
で
の
変
遷
の
確
認
と
比
較
を
行
い
、
現
行

『
法
要
集
』
の
各
次
第
内
容
の
研
究
を
行
っ
た
。
次
に
、
本
山

等
の
釈
尊
関
係
法
要
の
実
際
を
確
認
し
、
取
材
を
行
い
、
撮
影

可
能
な
ら
ば
映
像
と
し
て
保
存
す
る
事
と
し
た
。
ま
た
本
宗
の

釈
尊
由
来
の
寺
院
で
あ
る
、
九
品
佛
淨
眞
寺
・
嵯
峨
釈
迦
堂
清

凉
寺
の
取
材
許
可
を
得
、
令
和
五
年
九
月
十
三
日
に
浄
真
寺
の

取
材
、
十
一
月
六
日
に
嵯
峨
釈
迦
堂
清
凉
寺
の
取
材
を
行
い
、

縁
起
沿
革
、
年
間
行
事
と
そ
の
次
第
内
容
の
調
査
を
行
っ
た
。

十
二
月
八
日
に
大
本
山
増
上
寺
「
成
道
会
」
を
取
材
撮
影
、
令

和
六
年
二
月
十
五
日
に
は
、
大
本
山
増
上
寺
涅
槃
会
で
あ
る
椎

尾
辨
匡
作
「
涅
槃
講
式
」
の
取
材
撮
影
、
三
月
十
五
日
に
嵯
峨

釈
迦
堂
清
凉
寺
の
涅
槃
会
関
連
行
事
と
し
て「
嵯
峨
お
松
明
式
」

の
取
材
撮
影
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
先
方
の
都
合
に
よ
り

か
な
わ
な
か
っ
た
。

『
法
要
集
』「
涅
槃
会
」
次
第
の
撮
影
映
像
化
保
存
に
関
し

て
は
、
来
年
度
の
『
法
要
集
』
の
刷
新
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

各
次
第
も
見
直
し
変
更
か
予
想
さ
れ
る
た
め
、
来
年
度
に
行
う

事
と
し
た
。

平
行
し
て
各
資
料
の
デ
ー
タ
化
保
存
を
行
っ
た
。
特
に
本
年

度
は
茨
城
報
国
寺
よ
り
所
蔵
の
諷
誦
文
を
デ
ー
タ
化
保
存
の
機

会
を
得
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
二
年
四
月
～
令
和
七
年
三
月
（
五
年
計
画
の
四
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

四
月
十
二
日　
五
月
十
日　
五
月
二
十
九
日　

 

六
月
二
十
六
日　
七
月
四
日　
八
月
二
十
四
日　

九
月
十
三
日　
十
月
十
日　
十
一
月
八
日　
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十
二
月
九
日　
十
二
月
九
日

令
和
六
年　

�

一
月
二
十
二
日　
一
月
三
十
一
日　
二
月
十
五
日　

二
月
二
十
八
日　
三
月
十
三
日

�

【
文
責
】
中
野
孝
昭
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
宮
入
良
光

研
究
員　
　
　
　

�

青
木
篤
史　
井
野
周
隆　
郡
嶋
昭
示 

北
條
竜
士　

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

岩
井
正
道　
大
髙
源
明　
工
藤
大
樹 

後
藤
真
法　
遠
田
憲
弘　
中
川
正
業 

宮
田
恒
順　
八
木
英
哉　
山
田
紹
隆

【
研
究
目
的
】

当
研
究
班
は
、
寺
院
・
僧
侶
の
布
教
教
化
活
動
に
つ
い
て
、

主
に
布
教
師
の
視
点
か
ら
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
令
和
五

年
度
は
、「『
三
部
経
』
説
教
の
研
究
―
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
の

作
成
―
」を
テ
ー
マ
と
し
、後
述
の
日
程
で
研
究
会
を
開
催
し
た
。

浄
土
宗
の
説
教
に
は
、「
讃
題
」（
経
文
や
祖
師
法
語
の
一
節
）

を
頂
戴
し
説
き
示
し
、
称
名
念
仏
を
結
勧
す
る
と
い
う
型
が
あ

る
。
仏
教
徒
と
し
て
、
何
故
我
々
は
念
仏
行
を
頂
戴
し
実
践
し

布
教
す
る
の
か
。
仏
教
の
教
理
（
無
常
・
無
明
・
因
果
・
苦
・

生
死
輪
廻
／
仏
の
智
慧
、
慈
悲
、
覚
り
…
）
に
立
ち
返
っ
て
法

を
説
く
こ
と
を
考
え
る
。

そ
こ
で
本
研
究
は
、
仏
説
を
直
に
頂
戴
し
て
お
伝
え
す
る
こ

と
を
意
識
し
、『
三
部
経
』
説
教
を
想
定
し
た
「
讃
題
・
フ
レ
ー

ズ
集
」
作
成
を
目
的
と
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
従
来
の
檀
信
徒

を
対
象
と
し
た
法
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教
化
の
裾
野
を
広

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

布
教
研
究
（『
三
部
経
』
説
教
の
研
究
―
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
の
作
成
―
）
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げ
る
た
め
、
幅
広
い
聴
衆
に
対
す
る
仏
教
法
話
に
つ
い
て
も
参

考
と
な
る
資
料
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
研
究
内
容
】

・
本
研
究
は
、
三
カ
年
の
期
間
を
予
定
し
て
い
る
。

　

令
和
五
年
度
…
『
無
量
寿
経
』
巻
上

　

令
和
六
年
度
…
『
無
量
寿
経
』
巻
下

　

令
和
七
年
度
…
『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』

・
本
年
度
は
、『
無
量
寿
経
』
巻
上
よ
り
讃
題
を
選
定
し
た
。

・�

選
定
し
た
各
讃
題
に
つ
い
て
、①
〈
讃
題
〉
②
〈
現
代
語
訳
〉

③〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉④〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉⑤〈
語

義
・
用
語
解
説
〉
⑥
〈
解
説
〉
⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉（
ポ

イ
ン
ト
・
法
話
原
稿
な
ど
）
と
い
う
フ
ォ
ー
ム
に
基
づ
き
、

研
究
班
員
一
名
が
執
筆
を
担
当
し
た
。
執
筆
原
稿
は
、
研
究

会
に
て
検
討
を
加
え
た
。

・�

①
は
『
浄
土
宗
聖
典
』
第
一
巻
よ
り
、
②
は
『【
現
代
語
訳
】

浄
土
三
部
経
』
よ
り
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

【
研
究
成
果
】

令
和
五
年
度
の
研
究
成
果
は
、「『
三
部
経
』
説
教
の
研
究
―

讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
の
作
成
―
（
一
）『
無
量
寿
経
』
巻
上
」

と
題
し
て
、『
教
化
研
究
』
本
号
の
研
究
成
果
報
告
に
掲
載
し
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
五
年
四
月
～
令
和
八
年
三
月
（
三
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

四
月
十
四
日　
四
月
二
十
九
日　
五
月
十
二
日　

五
月
三
十
日　
六
月
十
四
日　
六
月
二
十
八
日　

七
月
二
十
日　
七
月
二
十
六
日　
八
月
二
十
五
日　

八
月
三
十
一
日　
九
月
六
日　
九
月
二
十
九
日　

十
月
十
一
日　
十
月
二
十
五
日　
十
一
月
七
日　

十
一
月
十
七
日　
十
二
月
一
日　
十
二
月
十
五
日　

十
二
月
二
十
六
日　

令
和
六
年　

�
一
月
十
二
日　
一
月
十
七
日　
二
月
一
日　
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二
月
九
日　
二
月
二
十
二
日　
二
月
二
十
八
日　

三
月
七
日　
三
月
十
三
日　
三
月
二
十
九
日

�

【
文
責
】
宮
入
良
光
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
柴
田
泰
山

研
究
員　
　
　
　

研
究
ス
タ
ッ
フ　
坂
上
雅
翁　
小
川
法
道　
長
尾
光
恵

【
研
究
目
的
】

当
研
究
班
は
善
導
大
師
の
主
著
で
あ
る
『
観
経
疏
』
の
全
文

現
代
語
訳
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
研
究
の
必
要
性
は
、浄
土
宗
の
歴
史
に
お
い
て
『
観
経
疏
』

研
究
を
専
門
と
し
た
研
究
者
に
よ
る
全
文
現
代
語
訳
が
存
在
し

な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
未
来
の
浄
土
宗
学
の
発
展
へ
の
寄
与

を
考
え
、中
国
浄
土
教
研
究
を
専
門
と
す
る
研
究
員
に
よ
る『
観

経
疏
』
現
代
語
訳
化
を
行
い
、
善
導
教
学
の
一
次
資
料
を
開
示

す
る
こ
と
で
あ
る
。

【
研
究
内
容
】

本
研
究
は
、
研
究
予
定
期
間
を
八
年
と
し
、
本
年
度
が
最
終

の
八
年
目
と
な
り
、『
観
経
疏
』
の
現
代
語
訳
の
完
成
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。
研
究
員
が
北
九
州
・
奈
良
・
滋
賀
・
青
森
と

日
本
全
国
に
点
在
し
て
い
る
た
め
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
研
究
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
（
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
に
て
実
施
し
、
毎
週
木
曜
日
の
午

後
九
時
か
ら
午
前
十
二
時
ま
で
を
研
究
会
の
実
施
時
間
と
し
て

い
る
。

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
学
研
究
Ⅰ
（
東
京
）
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【
研
究
成
果
】

本
年
度
を
以
て
予
定
通
り
に
『
観
経
疏
』
の
現
代
語
訳
を
完

成
し
た
。

【
研
究
期
間
】

平
成
二
十
八
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月（
八
年
計
画
の
八
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

四
月
一
日　
四
月
五
日　
四
月
十
三
日　

 

四
月
十
九
日　
四
月
二
十
六
日　
五
月
三
日　

 

五
月
十
日　
五
月
十
七
日　
五
月
二
十
四
日　

 

五
月
三
十
一
日　
六
月
七
日　
六
月
十
六
日　

 

六
月
三
十
日　
九
月
七
日　
九
月
二
十
一
日 

九
月
二
十
六
日　
十
月
五
日　
十
月
十
二
日　

 

十
月
十
九
日　
十
一
月
二
日　
十
一
月
九
日　

 

十
一
月
十
六
日　
十
一
月
二
十
三
日　

 

十
一
月
三
十
日　
十
二
月
七
日　
十
二
月
十
四
日

令
和
六
年　

�

一
月
十
一
日　
一
月
十
八
日　
一
月
二
十
五
日　

二
月
一
日　
二
月
八
日　
二
月
十
五
日　

 

二
月
二
十
二
日　
三
月
七
日　
三
月
二
十
一
日

�

【
文
責
】
柴
田
泰
山
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
八
橋
秀
法

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
市
川
定
敬　
井
野
周
隆　

 

田
中
芳
道

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

粟
飯
原
岳
志　
伊
藤
茂
樹　
岩
井
正
道　

 

岩
谷
隆
法　
小
川
法
道　

角
野
玄
樹　

 

曽
田
俊
弘　
永
田
真
隆　
松
尾
善
匠　

 

南
宏
信

【
研
究
目
的
】

幕
末
の
混
乱
や
明
治
維
新
後
の
廃
仏
毀
釈
を
乗
り
越
え
、
浄

土
宗
が
現
在
も
存
立
し
て
い
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
数
多
の
先

徳
た
ち
が
積
み
重
ね
た
基
盤
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
れ

故
、
現
代
の
浄
土
宗
の
教
学
・
布
教
・
法
式
に
つ
い
て
考
え
る
際
、

江
戸
時
代
の
浄
土
宗
に
つ
い
て
の
研
究
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
観
点
に
基
づ
き
、
京
都
分
室
を
中
心
に
活
動
す
る
本
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
江
戸
時
代
の
教
学
・
布
教
・
法
式
等
の
様

相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

【
研
究
内
容
】

令
和
二
年
度
か
ら
、四
休
庵
貞
極
（
一
六
七
七
〜
一
七
五
六
）

の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、『
四
休
菴
貞

極
全
集（
以
下『
全
集
』）』所
収
の
著
作
の
精
読
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
）
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貞
極
は
、浄
土
宗
僧
侶
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た
教
訓
書『
蓮

門
住
持
訓
』
の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
教
学
・
布

教
・
法
式
の
各
分
野
で
、
多
く
の
業
績
を
残
し
て
お
り
、
後
世

に
与
え
た
影
響
と
比
べ
る
と
体
系
的
に
研
究
さ
れ
た
こ
と
が
非

常
に
少
な
い
。
著
作
も
全
三
巻
の
『
全
集
』
と
し
て
活
字
出
版

さ
れ
て
い
る
が
、
校
勘
が
不
十
分
で
あ
る
印
象
が
否
め
な
い
。

『
全
集
』冒
頭
の『
五
重
廃
立
鈔
』か
ら
研
究
に
取
り
掛
か
っ

て
い
る
が
、
文
意
の
取
り
に
く
い
箇
所
も
多
い
。
そ
こ
で
、『
五

重
廃
立
鈔
』
撰
述
の
理
由
を
述
べ
た
上
巻
の
精
読
・
現
代
語
訳

を
終
了
し
た
後
、『
五
重
廃
立
鈔
』
の
前
身
書
で
あ
る
『
五
重

相
承
節
要
』『
五
重
相
承
私
記
』
の
精
読
・
現
代
語
訳
を
行
っ
た
。

『
五
重
相
承
節
要
』
は
、
伝
書
に
つ
い
て
述
べ
た
『
五
重
廃

立
鈔
』
中
巻
（
本
・
末
）
の
原
型
と
も
い
え
る
。
初
重
か
ら
第

五
重
の
伝
書
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
三
巻
七
書
を
中
心
に
要

文
を
抜
粋
し
、
適
宜
、
貞
極
が
批
評
を
加
え
て
い
る
。
書
き
下

し
テ
キ
ス
ト
と
現
代
語
訳
は
、『
教
化
研
究
』
三
十
四
号
に
研

究
成
果
報
告
と
し
て
掲
載
済
で
あ
る
の
で
、
ご
一
覧
頂
き
た
い
。

『
五
重
相
承
私
記
』
は
、
九
箇
条
の
伝
目
に
つ
い
て
述
べ
た

『
五
重
廃
立
鈔
』
下
巻
の
祖
形
で
あ
る
。
塗
香・坐
具・自
証
門・

授
手
印
・
五
通
五
箇
伝
・
口
授
・
三
種
病
人
・
未
回
心
声
聞
・

気
息
の
九
箇
条
の
伝
目
に
つ
い
て
、文
献
的
な
裏
付
け
（
文
証
）

を
重
視
す
る
観
点
か
ら
解
説
し
て
い
る
。

貞
極
の
主
張
の
概
略
を
、
以
上
の
研
究
に
よ
っ
て
押
さ
え
た

上
で
、『
五
重
廃
立
鈔
』
の
残
り
の
巻
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

『
全
集
』
を
底
本
に
、
諸
写
本
と
対
比
し
、
表
記
を
整
え
、
註

記
を
加
え
つ
つ
、
精
読
を
行
っ
て
い
る
。

【
研
究
成
果
】

本
年
度
は
、『
五
重
相
承
私
記
』
を
読
了
、
現
代
語
訳
の
再

確
認
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
引
き
続
き
『
五
重
廃
立
鈔
』
中
巻

（
本
）
の
精
読
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。
精
読
し
て
い
く
中
で
、

読
解
し
や
す
い
テ
キ
ス
ト
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
五
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月
（
七
年
計
画
の
四
年
目
）
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【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

四
月
十
一
日　
五
月
九
日　
六
月
二
十
日　

 

七
月
十
一
日　
八
月
二
十
九
日　
九
月
十
二
日　

十
月
二
十
四
日　
十
一
月
二
十
八
日　

 
十
二
月
十
二
日

令
和
六
年　
一
月
三
十
日　
二
月
十
三
日　
三
月
二
十
六
日

�

【
文
責
】
八
橋
秀
法
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
員　
　
　

�

今
岡
達
雄　
坂
上
典
翁　
井
野
周
隆　

 

西
城
宗
隆　
柴
田
泰
山　

名
和
清
隆　

 

八
橋
秀
法　
吉
田
淳
雄　
和
田
典
善　

 

岩
井
正
道　

斎
藤
唯
衣

【
研
究
目
的
】

平
成
元
年
の
開
所
よ
り
三
十
有
余
年
が
経
過
し
、
総
合
研
究

所
の
あ
り
方
も
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
浄
土
宗
開

宗
八
五
〇
年
と
い
う
大
切
な
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
よ
り

良
い
研
究
所
の
あ
り
方
を
構
築
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
研
究
内
容
等
に
関
す
る
認
知
度
等
を
伺
う
と
と
も
に
、

門
葉
各
位
が
望
む
研
究
内
容
、
研
究
成
果
の
利
用
方
法
へ
の
要

望
を
広
く
収
集
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

【
研
究
内
容
】

二
〇
二
三
年
六
月
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
概
要
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

＊�

調
査
名
称
：「
浄
土
宗
総
合
研
究
所
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」

＊�
調
査
目
的
：
浄
土
宗
総
合
研
究
所
・
研
究
内
容
等
に
関
す
る

認
知
度
、
ま
た
研
究
内
容
や
研
究
内
容
の
門
葉
へ
の
還
元
方

法
等
に
対
す
る
要
望
を
広
く
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

令
和
五
年
度　

研
究
活
動
報
告

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
業
務

門
葉
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
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良
い
総
合
研
究
所
の
あ
り
方
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。
具
体
的
に
は
、研
究
所
の
認
知
度
、研
究
内
容
の
認
知
度
、

『
教
化
研
究
』『
総
研
叢
書
』
の
認
知
・
利
用
度
、
研
究
所
Ｈ

Ｐ
の
利
用
状
況
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
状
況
、
研
究
成

果
の
活
用
、
研
究
テ
ー
マ
の
要
望
、
研
究
所
に
期
待
す
る
こ

と
な
ど
に
関
す
る
質
問
を
行
っ
た
。

＊�

対
象
：
住
職
、
副
住
職
、
所
属
教
師
、
寺
庭
婦
人
、
寺
族
、

そ
の
他
の
寺
院
に
関
係
す
る
人
（
浄
土
宗
正
住
寺
院
五
三
七

八
ヶ
寺
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
）

＊�

調
査
方
法：ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
で
の
回
答
、お
よ
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
に
よ
る
回

答
＊�

有
効
回
答
数
：
一
一
三
三
票
（
＊
多
少
の
地
域
の
偏
り
は
あ

る
が
全
教
区
よ
り
回
答
あ
り
）

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
単
純
集
計
）
は
『
宗
報
』
二
〇
二

三
年
二
月
号
に
掲
載
し
た
の
で
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

【
研
究
成
果
】

調
査
の
結
果
か
ら
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
結

果
の
一
部
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
、
研
究
所
や
出
版
物
等
の
認
知
度

・�

研
究
所
の
認
知
度（
82・３
％
）、
出
版
物
（『
教
化
研
究
』）

の
認
知
度
（
89
・
９
％
）
は
高
い
。
し
か
し
、
研
究
内
容

の
認
知
度
（
53
・
６
％
）
は
高
い
と
は
言
え
な
い
。

・�

い
ず
れ
の
認
知
度
も
、
東
海
、
近
畿
、
北
陸
、
九
州
地
域

は
低
い
傾
向
。

・�

三
十
才
代
回
答
者
の
認
知
度
が
低
い
。
こ
れ
は
三
十
歳
代

で
の
住
職
率
の
低
さ
が
関
係
し
て
お
り
、
住
職
以
外
に
情

報
が
届
き
に
く
い
現
状
が
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

二
、
関
心
の
あ
る
研
究
内
容

・�

回
答
者
の
五
割
以
上
が
「
研
究
内
容
に
興
味
が
あ
る
」。

・�「
浄
土
宗
の
教
え
に
関
す
る
も
の
」、
次
い
で
「
現
代
社
会

と
寺
院
の
関
わ
り
に
関
す
る
も
の
」
に
興
味
。

・�

関
東
、
東
北
、
北
海
道
は
「
現
代
社
会
と
寺
院
の
関
わ
り



55　 

研究活動報告

に
関
す
る
も
の
」
へ
の
興
味
が
強
い
。

・�
六
十
歳
代
は「
浄
土
宗
の
教
え
に
関
す
る
も
の
」よ
り「
現

代
社
会
と
寺
院
の
関
わ
り
に
関
す
る
も
の
」
へ
の
関
心
が

や
や
高
く
、「
法
式
に
関
す
る
も
の
」
へ
の
関
心
は
四
十

歳
代
か
ら
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
減
少
傾
向
。

・�

今
後
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
の
は
、・
今
後
の
寺
院
運
営
に

つ
い
て
・
教
化
に
つ
い
て
・
他
宗
教
他
宗
派
に
つ
い
て
・

現
代
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
・
資
料
作
成
や
調
査
の

希
望
・
僧
侶
養
成
や
研
究
者
の
育
成
・
寺
院
、
僧
侶
の
制

度
に
つ
い
て　
な
ど
。

三
、
研
究
成
果
の
利
用
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
状
況

・�『
教
化
研
究
』
を
開
い
た
こ
と
が
あ
る
人
は
86
・
４
％
。

そ
の
四
分
の
三
程
度
が
「
興
味
の
あ
る
箇
所
だ
け
読
ん
で

い
る
」。

・�『
教
化
研
究
』
も
『
総
研
叢
書
』
も
、
三
十
歳
代
は
「
読

ん
だ
こ
と
が
な
い
」
割
合
が
高
い
。

・�

研
究
所
の
成
果
を
利
用
し
た
こ
と
あ
る
人
は
44
・
９
％
。

東
海
、
北
陸
、
近
畿
、
九
州
地
域
が
低
い
傾
向
。

・�

講
習
会
の
内
容
や
講
師
の
選
定
に
、
総
合
研
究
所
の
成
果

や
研
究
内
容
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
18
・
６
％
。

・�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
公
開
講
座
に
参
加
し
た
こ
と
あ
る
人
は

約
二
割
。
関
東
、東
北
、中
四
国
地
域
は
や
や
高
く
、九
州
、

北
陸
地
域
で
は
低
い
割
合
。

得
ら
れ
た
情
報
か
ら
、
今
後
の
総
合
研
究
所
の
あ
り
方
を
考

え
る
、
大
き
な
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
五
年
四
月
～
令
和
六
年
三
月

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
五
年　

�

五
月
八
日　
五
月
二
十
二
日　
六
月
十
二
日　

 

六
月
十
九
日　
六
月
二
六
日　
十
一
月
六
日 

十
二
月
六
日　
十
二
月
十
九
日

令
和
六
年　

�

一
月
十
五
日　
二
月
五
日　
二
月
十
九
日　

 

三
月
十
四
日　
三
月
二
十
五
日

�

【
文
責
】
名
和
清
隆





研
究
成
果
報
告
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黒
谷
上
人
語
灯
録
巻
第
十
三

厭
欣
沙
門
了
恵
集
録

和や
ま
と
こ
と
ば語

第
二
之
三　
当
巻
に
四
篇
あ
り
。

九
条
殿
下
の
北
の
政
所
へ
進ま

い
ら

す
る
御
返
事　

第
九鎌

倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進ま

い
ら

す
る
御
返
事　

第

十
要
義
問
答　
第
十
一

大
胡
太
郎
へ
遣
わ
す
御
返
事　
第
十
二

令
和
五
年
度　
「
和
語
灯
録
」
現
代
語
訳
の
研
究　

研
究
成
果
報
告

『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』（
和
語
）　

巻
第
十
三　

現
代
語
訳
③

黒
谷
上
人
語
灯
録
（
念
仏
生
活
の
灯
火
と
す
る
た
め
に
収
集
し
た
法
然
上
人

の
遺
文
集
）
第
十
三
巻

厭
欣
沙
門
了
恵
集
録
（
娑
婆
を
厭
い
浄
土
を
願
う
沙
門
了
恵
道
光
が
集
め
収

録
し
た
。）

黒
谷
上
人
語
灯
録　
第
二
（
和
語

（
（
（

）
の
第
三
巻　
当
巻
に
四
篇
が
あ
る
。

九
条
殿
下
の
北
の
政
所
へ
進
上
す
る
御
返
事

（
（
（　

第
九
篇

鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
上
す
る
御
返
事

（
（
（　

第
十
篇

要
義
問
答　
第
十
一
篇

大
胡
太
郎
へ
遣
わ
す
御
返
事　
第
十
二
篇
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九
条
殿
下
の
北
の
政ま

ん

所ど
こ
ろ

へ
進ま

い
ら

す
る
御
返
事　

第
九畏か

し
こ
ま

り
て
申
し
上
げ
そ
う
ろ
う
。
さ
て
は
御

念
仏
申
さ
せ
お
わ
し
ま
し
そ
う
ろ
う
ら
ん
こ
そ

世
に
嬉
し
く
そ
う
ら
え
。
ま
こ
と
に
往
生
の
行

に
は
念
仏
が
め
で
た
き
事
に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

そ
の
故
は
弥
陀
の
本
願
の
行
な
れ
ば
な
り
。
余

行
は
そ
れ
真
言
止
観
の
貴た

か
き
行
な
り
と
い
え
ど

も
、
弥
陀
の
本
願
に
あ
ら
ず
。

ま
た
念
仏
は
釈
迦
如
来
の
付
属
の
行
な
り
。

余
行
は
ま
こ
と
に
定
散
両
門
の
め
で
た
き
行
な

り
と
い
え
ど
も
、
釈
尊
こ
れ
を
付
属
し
た
ま
わ

ず
。
ま
た
念
仏
は
六
方
の
諸
仏
の
証
誠
の
行
な

り
。
余
行
は
顕
密
事
理
の
や
ん
ご
と
な
き
行
な

り
と
い
え
ど
も
、
諸
仏
こ
れ
を
証
誠
し
た
ま
わ

ず
。
こ
の
故
に
様よ

う

様よ
う

の
行
多
し
と
い
え
ど
も
、

往
生
の
道
に
は
偏
に
念
仏
が
勝
れ
た
る
事
に
て

九
条
兼
実
公
の
夫
人
へ
進
上
す
る
お
返
事　
第
九
篇

謹
ん
で
お
返
事
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
あ
な
た
様
が
お
念
仏
を
お
称
え
に

な
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
喜
ば
し
く
存
じ
ま
す
。
極
楽
往
生
の
行
と

し
て
、
お
念
仏
は
実
に
素
晴
ら
し
い
行
で
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
お
念
仏
は

阿
弥
陀
仏
が
本
願
に
誓
わ
れ
た
行
で
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
他
の
行
は
、
そ
も

そ
も
真
言
を
唱
え
た
り
止
観
を
実
践
し
た
り
す
る
よ
う
な
尊
い
行

（
（
（

で
あ
っ
て

も
、
阿
弥
陀
仏
が
本
願
に
誓
わ
れ
た
行
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
お
念
仏
は
釈
尊
が
往
生
の
行
と
し
て
私
達
の
た
め
に
伝
え
託
さ
れ
た
行

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
行
は
、
心
を
一
つ
に
定
め
て
修
め
る
定
善
の
行
も
、

心
が
散
乱
し
な
が
ら
も
修
め
る
こ
と
の
で
き
る
散
善
の
行
も
、
共
に
素
晴
ら
し

い
行
で
は
あ
り
ま
す
が
、
釈
尊
が
往
生
の
行
と
し
て
私
達
の
た
め
に
伝
え
託
さ

れ
た
行
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
念
仏
は
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
諸
仏
が
必
ず

往
生
が
叶
う
と
証
明
さ
れ
た
行
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
行
に
つ
い
て
言
え
ば
、

顕
教
や
密
教
に
お
け
る
行
や
具
体
的
な
現
象
や
普
遍
的
な
真
理
を
明
ら
か
に
す

る
行
は
尊
い
行
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
諸
仏
が
必
ず
往
生
が
叶
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そ
う
ろ
う
な
り
。

し
か
る
を
往
生
の
道
に
疎
き
人
の
申
す
様
は
、

余
の
真
言
止
観
の
行
に
堪
え
ざ
る
易
き
ま
ま
の

勤
に
て
こ
そ
念
仏
は
あ
れ
と
申
す
は
、
極
め
た

る
僻ひ

が

事ご
と

に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。
そ
の
故
は
余
行

を
ば
弥
陀
の
本
願
に
あ
ら
ず
と
嫌
い
捨
て
て
、

ま
た
釈
尊
の
付
属
に
あ
ら
ざ
る
行
を
ば
簡え

ら
び
止と

ど

め
、
ま
た
諸
仏
の
証
誠
に
あ
ら
ざ
る
行
を
ば
止

め
収
め
て
、
今
た
だ
弥
陀
の
本
願
に
任
せ
、
釈

尊
の
付
属
に
依
り
、
諸
仏
の
証
誠
に
随
い
て
、

愚
か
な
る
私
の
計

は
か
ら
い

を
ば
止
め
て
、
こ
れ
ら
の

故ゆ
え

強つ
よ

き
念
仏
の
行
を
信
じ
勤
め
て
往
生
を
ば
祈

る
べ
し
と
申
す
事
に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。
さ
れ

ば
恵
心
の
僧
都
の
『
往
生
要
集
』
に
「
往
生
の

業
は
念
仏
を
本
と
す
」
と
申
し
た
る
は
こ
の
意

な
り
。

う
と
証
明
さ
れ
た
行
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
行
に
は
い
ろ

い
ろ
多
く
あ
り
ま
す
が
、
極
楽
往
生
の
道
と
し
て
は
、
た
だ
た
だ
お
念
仏
が
勝

れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
往
生
の
道
に
明
る
く
な
い
人
達
が
、「
真
言
の
行
や
止
観
の

行
に
耐
え
ら
れ
な
い
者
の
た
め
、
た
や
す
く
実
践
で
き
る
行
と
し
て
お
念
仏
が

あ
る
の
だ
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
は
、ま
っ
た
く
道
理
に
合
わ
な
い
も
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
ま
ず
も
っ
て
お
念
仏
以
外
の
行
は
、
阿
弥
陀
仏
が
往
生
の
た
め
の

行
と
し
て
本
願
に
誓
わ
れ
て
い
な
い
の
で
私
達
は
厭
い
捨
て
、
ま
た
釈
尊
が
往

生
の
た
め
の
行
と
し
て
伝
え
託
さ
れ
て
い
な
い
の
で
私
達
は
選
り
分
け
て
除
き
、

あ
ら
ゆ
る
世
界
の
諸
仏
が
必
ず
往
生
が
叶
う
行
と
し
て
証
明
さ
れ
て
い
な
い
の

で
私
達
は
封
印
し
て
お
く
の
で
す
。
そ
し
て
、
た
だ
ち
に
迷
う
こ
と
な
く
、
阿

弥
陀
仏
の
本
願
に
わ
が
身
を
任
せ
、
釈
尊
が
私
達
に
伝
え
託
し
て
下
さ
っ
た
こ

と
を
信
じ
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
諸
仏
が
証
明
さ
れ
て
い
る
教
え
に
素
直
に
従
っ

て
、愚
か
な
凡
夫
で
あ
る
私
達
の
は
か
ら
い
を
止
め
て
、こ
う
し
た
弥
陀・釈
尊・

諸
仏
と
私
達
と
の
ご
縁
が
強
く
結
ば
れ
て
い
る
お
念
仏
の
行
を
信
じ
修
め
て
、

浄
土
往
生
を
お
祈
り
下
さ
い
、
と
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
恵

心
僧
都
源
信
の
『
往
生
要
集
』
に
「
往
生
の
た
め
の
修
行
は
、
念
仏
を
根
本
と

す
る
」

（
（
（

と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
こ
に
述
べ
た
こ
と
と
同
じ
意
味
な
の
で
す
。
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今
は
た
だ
余
行
を
止
め
た
ま
い
て
一
向
に
念

仏
に
な
ら
せ
た
ま
う
べ
し
。
念
仏
に
と
り
て
も

一
向
専
修
の
念
仏
が
め
で
た
き
事
に
て
そ
う
ろ

う
な
り
。
そ
の
旨
は
三
昧
発
得
の
善
導
和
尚
の

『
観
経
疏
』
に
見
え
て
そ
う
ろ
う
。

し
か
の
み
な
ら
ず
『
双
巻
経
』
に
は
「
一
向

専
念
無
量
寿
仏
」
と
説
き
た
ま
え
り
。
お
よ
そ

一
向
の
こ
と
ば
は
二
向
三
向
に
対
し
て
、
偏
に

余
の
行
を
簡
び
捨
て
嫌
い
除
く
意こ

こ
ろ

な
り
。
君き

ん

達だ
ち

な
ん
ど
の
御お

ん

祈い
の
り

の
料り

ょ
う

な
ん
ど
に
も
念
仏
が
め
で

た
き
事
に
て
は
そ
う
ら
え
ば
、『
往
生
要
集
』

に
余
行
の
中
に
も
念
仏
勝
れ
た
る
由
見
え
て
そ

う
ろ
う
。

ま
た
伝
教
大
師
の
『
七
難
消
滅
の
法
』
に
も

念
仏
を
勤
む
べ
し
と
見
え
て
そ
う
ろ
う
。
お
よ

そ
十
方
諸
仏
三
界
の
天て

ん

衆じ
ゅ

の
擁お

う
護ご

し
た
ま
う
行

に
て
そ
う
ら
え
ば
、
現
世
後
生
の
御お

ん

勤つ
と
め

、
何
事

か
こ
れ
に
過
ぎ
そ
う
ら
わ
ん
。
今
は
た
だ
一
向

今
す
ぐ
に
迷
う
こ
と
な
く
そ
の
他
の
行
を
お
止
め
に
な
っ
て
、
ひ
た
す
ら
お

念
仏
を
お
称
え
下
さ
い
。
お
念
仏
に
関
し
て
い
え
ば
、
他
の
行
を
交
え
ず
、
た

だ
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
の
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の

素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
は
、
三
昧
発
得

（
（
（

を
さ
れ
た
善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』

（
（
（

に

説
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
無
量
寿
経
』
に
は
、「
た
だ
ひ
た
す
ら
無
量
寿
仏
の

御
名
を
称
え
よ
」

（
（
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
総
じ
て
「
一
向
」
と
い
う
言
葉
は
、

あ
れ
も
こ
れ
も
兼
ね
て
行
う
と
い
う
「
二
向
」
や
「
三
向
」
と
い
う
言
葉
に
対

す
る
も
の
で
、
ひ
と
え
に
そ
の
他
の
行
を
選
び
捨
て
て
、
嫌
い
除
く
と
い
う
意

味
で
す
。
あ
な
た
方
の
御
祈
祷
の
手
段
と
し
て
も
、
お
念
仏
は
素
晴
ら
し
い
功

徳
が
あ
り
ま
す
の
で
、『
往
生
要
集
』

（
（
（

に
は
、
様
々
な
行
の
中
で
も
お
念
仏
が

優
れ
て
い
る
旨
が
見
て
と
れ
ま
す
。

ま
た
伝
教
大
師
最
澄
が
著
し
た
『
七
難
消
滅
護
国
頌
』

（
（1
（

の
中
に
も
、
お
念
仏

を
勤
め
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
念
仏
は
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ま
し
ま

す
諸
仏
や
天
界
に
お
ら
れ
る
神
々
が
加
護
し
て
下
さ
る
行
な
の
で
す
か
ら
、
現

世
の
平
安
と
後
世
の
往
生
を
願
う
勤
め
と
し
て
、
お
念
仏
に
勝
る
勤
め
な
ど
ご

ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
た
だ
ち
に
迷
う
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
お
念
仏
一
行
を
お



62

専
修
の
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

に
な
ら
せ
た
ま
う
べ
く
そ
う
ろ

う
。鎌

倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進ま

い
ら

す
る
御
返
事　

第

十
御お

ん

文ふ
み

詳
し
く
承
り
そ
う
ら
い
ぬ
。
さ
て
は
念

仏
の
功
徳
は
仏
も
説
き
尽
く
し
難
し
と
の
た
ま

え
り
。
ま
た
智
慧
第
一
の
舎
利
弗
、
多
聞
第
一

の
阿
難
も
、
念
仏
の
功
徳
は
知
り
難
し
と
の
た

ま
い
し
広
大
善
根
に
て
そ
う
ら
え
ば
、
ま
し
て

源
空
な
ん
ど
は
申
し
尽
く
す
べ
く
も
そ
う
ら
わ

ず
。源

空
、
こ
の
朝ち

ょ
う

に
渡
り
て
そ
う
ろ
う
聖し

ょ
う

教ぎ
ょ
う

を

随
分
に
披ひ

ら
き
見
そ
う
ら
え
ど
も
、
浄
土
の
教
文

は
こ
の
朝
に
渡
ら
ず
と
考
え
そ
う
ら
い
て
、
僅

か
に
震し

ん

旦た
ん

よ
り
取
り
渡
し
て
そ
う
ろ
う
聖
教
の

心
を
だ
に
も
一
年
二
年
な
ん
ど
に
は
申
し
尽
く

す
べ
く
も
覚
え
そ
う
ら
わ
ず
。
さ
り
な
が
ら
も

称
え
す
る
お
姿
に
お
な
り
に
な
る
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
上
す
る
御
返
事　
第
十

お
手
紙
の
内
容
は
詳
細
に
承
り
ま
し
た
。
さ
て
、
お
念
仏
の
功
徳
は
仏
で
さ

え
説
き
尽
し
難
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
お
釈
迦
さ
ま
の
弟
子
の
中

で
も
、
智
慧
第
一
と
讃
え
ら
れ
た
舎
利
弗
尊
者
や
多
聞
第
一
と
讃
え
ら
れ
た
阿

難
尊
者
で
さ
え
も
、
お
念
仏
の
功
徳
は
知
り
尽
く
し
難
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
程
、

広
大
な
功
徳
を
具
え
る
行
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
ま
し
て
や
こ
の
源
空
な
ど
に
そ

の
功
徳
を
説
き
尽
く
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
、
源
空
は
わ
が
国
に
渡
っ
て
き
た
経
論
を
で
き
る
だ
け
開
い
て
拝
見
し
て

き
ま
し
た
が
、
浄
土
の
教
え
を
記
し
た
典
籍
は
、
す
べ
て
わ
が
国
に
渡
っ
て
き

た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

（
（1
（

。
わ
ず
か
に
中
国
よ
り
請
来
し
た
経
論
の
主
旨
だ

け
で
も
一
年
、
二
年
な
ど
で
は
と
て
も
説
き
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
仰
せ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
少
々
、
浄

土
の
教
え
に
つ
い
て
申
し
述
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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仰お
お
せ

を
蒙
り
て
そ
う
ら
え
ば
、
申
し
述
べ
そ
う
ろ

う
べ
し
。

ま
ず
念
仏
を
信
ぜ
ざ
る
人
人
そ
う
ら
い
て
申

し
そ
う
ろ
う
な
る
事
は
、
熊く

ま

谷が
や
の

入に
ゅ
う

道ど
う

、
津つ

戸の
と
の

三さ
ぶ

郎ろ
う

は
無
智
の
者
な
れ
ば
こ
そ
余
行
を
ば
せ
さ
せ

ず
し
て
念
仏
ば
か
り
を
ば
法
然
房
は
勧
め
た
れ

と
申
し
そ
う
ろ
う
な
る
事
、
極
ま
り
な
き
僻ひ

が

事ご
と

に
て
そ
う
ろ
う
。

そ
の
故
は
念
仏
の
行
は
も
と
よ
り
有
智
無
智

を
簡え

ら
ば
ず
、
弥
陀
の
昔
誓
い
た
ま
い
し
本
願
は

遍
く
一
切
の
た
め
な
り
。
無
智
の
た
め
に
は
念

仏
を
願
と
し
、
有
智
の
た
め
に
は
余
行
を
願
と

し
た
ま
う
事
な
し
。
十
方
世
界
の
衆
生
の
た
め

な
り
。
有
智
無
智
、
善
人
悪
人
、
持
戒
破
戒
、

貴
き
も
賤い

や
し

き
も
、
男
も
女
も
隔
て
ず
、
も
し
は

仏
在
世
の
衆
生
、
も
し
は
仏
の
滅
後
の
衆
生
、

も
し
は
釈
迦
の
末
法
万
年
の
後
三
宝
み
な
失
せ

て
後
の
衆
生
ま
で
、
た
だ
念
仏
ば
か
り
こ
そ
現

ま
ず
、
お
念
仏
を
信
じ
て
い
な
い
人
々
が
お
そ
ば
に
伺
っ
て
、
そ
の
人
々
が
、

「
熊
谷
次
郎
直
実
や
津
戸
三
郎
為
守
は
無
智
の
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
他
の
行

を
さ
せ
ず
に
お
念
仏
だ
け
を
法
然
房
が
勧
め
て
い
る
の
だ
」
と
申
し
上
げ
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
ま
っ
た
く
の
事
実
無
根
で
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
も
そ
も
お
念
仏
の
行
は
、
智
慧
の
あ
る
人
、
智
慧
の
な
い
人

を
選
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
が
そ
の
昔
、
法
蔵
菩
薩
と
し
て
修
行
さ
れ

て
い
た
時
に
誓
わ
れ
た
本
願
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
で
あ
る
か
ら
で
す
。

智
慧
の
な
い
人
の
た
め
に
お
念
仏
を
本
願
の
行
と
さ
れ
、
智
慧
の
あ
る
人
の
た

め
に
他
の
行
を
本
願
の
行
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
人
々

の
た
め
な
の
で
す
。
智
慧
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、善
人
も
悪
人
も
、戒
を
守
っ

て
い
る
人
も
守
っ
て
い
な
い
人
も
、
身
分
の
高
い
人
も
低
い
人
も
、
男
性
も
女

性
も
、
一
切
の
隔
て
な
く
、
お
釈
迦
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
時
代
の
人
々
も
、

入
滅
さ
れ
た
後
の
人
々
も
、
さ
ら
に
は
末
法
の
時
代
が
過
ぎ
て
仏
法
僧
の
三
宝

が
み
な
滅
ん
だ
後
の
法
滅
の
時
代

（
（1
（

の
人
々
ま
で
も
、
た
だ
お
念
仏
一
行
だ
け
が
、
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当
の
祈き

祷と
う

と
は
な
り
そ
う
ら
わ
め
。

善
導
和
尚
は
弥
陀
の
化
身
に
て
、
殊
に
一
切

衆
生
を
哀
れ
み
た
ま
い
て
、
一
切
の
聖
教
を
勘

え
て
専
修
念
仏
を
勧
め
た
ま
え
る
も
広
く
一
切

衆
生
の
た
め
な
り
。
方
便
の
時
節
末
法
に
当
た

り
て
、
今
の
教
こ
れ
な
り
。
さ
れ
ば
無
智
の
人

の
み
に
限
ら
ず
。
広
く
弥
陀
の
本
願
を
憑
み
て

遍
く
善
導
の
御
心
に
随
い
て
、
念
仏
の
一
門
を

勧
め
そ
う
ら
わ
ん
に
、
い
か
で
か
無
智
の
人
の

み
に
限
り
て
有
智
の
人
を
隔
て
て
往
生
せ
さ
せ

じ
と
は
し
そ
う
ら
わ
ん
や
。

も
し
し
か
ら
ば
弥
陀
の
本
願
に
も
背
き
善
導

の
御
心
に
も
契か

な
う
べ
か
ら
ず
。
し
か
れ
ば
こ
の

辺へ
ん

に
詣も

う
で
来
て
往
生
の
道
を
尋
ね
そ
う
ろ
う
に

は
、
有
智
無
智
を
論
ぜ
ず
、
偏
に
専
修
念
仏
を

勧
め
そ
う
ろ
う
な
り
。

さ
よ
う
に
専
修
念
仏
を
申
し
止と

ど

め
ん
と
仕

つ
か
ま
つ

現
世
を
幸
せ
に
過
ご
し
、
来
世
に
も
極
楽
往
生
を
遂
げ
る
た
め
の
祈
り
と
な
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

善
導
大
師
は
阿
弥
陀
仏
の
化
身
で
あ
り
、
特
に
す
べ
て
の
人
々
を
哀
れ
ま
れ

て
、
す
べ
て
の
経
論
を
考
え
合
わ
せ
て
専
ら
お
念
仏
を
修
め
る
こ
と
を
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
も
、
広
く
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
で
す
。
今
こ
そ
、
阿
弥
陀

仏
が
人
々
を
救
い
摂
る
手
だ
て
を
発
揮
す
る
末
法
に
あ
た
っ
て
お
り
、
お
念
仏

の
教
え
が
ま
さ
に
そ
れ
な
の
で
す

（
（1
（

。
で
す
か
ら
、
私
法
然
は
、
仏
道
に
無
智

な
人
だ
け
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
に
、
広
く
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を

頼
り
と
し
て
、
偏
に
善
導
大
師
の
御
心
に
随
っ
て
、
お
念
仏
の
教
え
を
お
勧
め

し
て
お
り
ま
す
の
に
、
ど
う
し
て
、
仏
道
に
暗
い
無
智
の
人
に
限
っ
て
お
念
仏

を
勧
め
、
智
慧
の
あ
る
人
を
の
け
者
に
し
て
往
生
さ
せ
ま
い
な
ど
と
い
た
し
ま

し
ょ
う
か
。

も
し
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
も
背
き
、
善
導

大
師
の
御
心
に
も
相
応
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
私
の
も
と

（
（1
（

に
訪
ね
て
来
て
、

往
生
の
道
を
尋
ね
る
方
に
対
し
て
は
、
智
慧
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
り
な
く
、

た
だ
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
を
ひ
と
え
に
勧
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
専
ら
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
を
止
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
は
、
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る
人
は
、
前さ

き
の
世
に
念
仏
三
昧
得
道
の
法
門
を

聞
か
ず
し
て
後の

ち
の
世
に
ま
た
定
め
て
三
悪
道
に

還
る
べ
き
者
の
、
し
か
る
べ
く
て
さ
よ
う
に
申

し
そ
う
ろ
う
な
り
。
そ
の
故
は
聖
教
に
広
く
見

え
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

こ
れ
は
す
な
わ
ち
「
修
行
す
る
こ
と
あ
る
を

見
て
は
毒
心
を
起
し
て
、
方
便
し
て
競き

お
い
て
怨あ

だ

を
生な

す
。か
く
の
ご
と
き
の
生し

ょ
う

盲も
う

闡せ
ん

提だ
い

の
輩

と
も
が
ら

は
、

頓と
ん

教ぎ
ょ
う

を
毀き

滅め
つ

し
て
永
く
沈
淪
す
。
大だ

い
地ち

微み

塵じ
ん

劫ご
う

を
超
過
す
と
も
、
い
ま
だ
三さ

ん
途ず

の
身
を
離
れ
ん

こ
と
得
べ
か
ら
ず
」
と
説
き
た
ま
え
り
。

こ
の
文
の
意こ

こ
ろ

は
、
浄
土
を
欣
い
念
仏
を
行
ず

る
人
を
見
て
は
毒
心
を
起
し
、
僻ひ

が

事ご
と

を
巧た

く
み
廻

ら
し
て
様よ

う

様よ
う

の
方
便
を
な
し
て
専
修
念
仏
の
行

を
破
り
、
怨あ

だ
を
生な

し
て
申
し
止
む
る
に
そ
う
ろ

過
去
の
世
に
お
い
て
は
お
念
仏
に
よ
る
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
の
教
え
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
な
く
、
未
来
の
世
に
は
再
び
間
違
い
な
く
三
悪
道
に
戻
っ
て
行
く
べ

き
人
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
当
然
の
ご
と
く
、
そ
の
よ
う
に
申
し
て
し
ま
う

も
の
な
の
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
仏
典
に
広
く
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
は
、
善
導
大
師
が
「（
悪
し
き
時
代
に
生
き
る
者
は
、）

人
々
が
修
行
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
邪
悪
な
心
を
発
し
て
、
巧
み
に
彼
等
を
そ

そ
の
か
し
て
、
互
い
に
競
わ
せ
怨
み
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
仏
の

教
え
に
巡
り
会
っ
て
も
信
心
を
発
す
こ
と
な
く
、
そ
れ
ば
か
り
か
誹
謗
を
重
ね

る
者
は
、
極
楽
浄
土
に
お
い
て
速
や
か
に
さ
と
り
を
開
く
教
え

（
（1
（

を
打
ち
壊
し

滅
ぼ
す
の
で
あ
っ
て
、
永
く
生
死
を
繰
り
返
す
輪
廻
の
世
界
に
沈
み
続
け
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
永
い
時
間

（
（1
（

を
経
た
と
し
て
も
、
い

ま
だ
そ
の
程
度
で
は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
と
い
っ
た
三
悪
道
の
世
界
を
離
れ
出

る
こ
と
は
で
き
な
い
」

（
（1
（

と
お
説
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
文
言
は
、（
悪
し
き
時
代
に
生
き
る
者
が
、）
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願

い
お
念
仏
を
称
え
る
人
を
見
て
、
邪
悪
な
心
を
発
し
、
悪
事
を
企
ん
で
あ
れ
こ

れ
と
策
略
し
、
様
々
な
手
だ
て
で
彼
等
を
そ
そ
の
か
し
て
、
専
ら
お
念
仏
を
称

え
る
行
を
否
定
し
、
念
仏
の
行
者
に
敵
愾
心
を
発
し
て
、
お
念
仏
を
止
め
さ
せ
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う
な
り
。

か
く
の
ご
と
く
の
人
は
生
ま
れ
て
よ
り
仏
法

の
眼ま

な
こ

し
い
て
善
根
の
種
を
失
え
る
闡せ

ん

提だ
い

人に
ん

の

輩と
も
が
ら

な
り
。
こ
の
弥
陀
の
名
号
を
称
え
て
長
き

生
死
を
離
れ
て
常
住
の
極
楽
に
往
生
す
べ
け
れ

ど
も
、
こ
の
教
法
を
謗そ

し
り
滅
ぼ
し
て
こ
の
罪
に

よ
り
て
永
く
三
悪
道
に
沈
む
。
か
く
の
ご
と
く

の
人
は
大
地
微
塵
劫
を
過
ぐ
れ
ど
も
、
永
く
三

途
の
身
を
離
れ
ん
事
あ
る
べ
か
ら
ず
と
い
う
な

り
。し

か
れ
ば
す
な
わ
ち
さ
よ
う
に
僻
事
を
申
さ

ん
人
を
ば
却か

え
り
て
哀
れ
み
た
ま
う
べ
き
な
り
。

さ
ほ
ど
の
罪
人
の
申
さ
ん
に
よ
り
て
専
修
念
仏

に
懈け

怠だ
い

を
な
し
、
念
仏
往
生
に
疑

う
た
が
い

を
な
し
不

審
を
致
さ
ん
人
は
、
い
う
に
甲
斐
な
き
事
に
こ

そ
そ
う
ら
わ
め
。
お
よ
そ
弥
陀
に
縁
浅
く
往
生

時と
き

至
ら
ぬ
者
は
、
聞
け
ど
も
信
ぜ
ず
、
念
仏
の

者
を
見
て
は
腹
立
ち
、
声
を
聞
い
て
は
瞋い

か
り

を
な

よ
う
と
す
る
、
と
い
う
意
味
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
、
生
ま
れ
て
以こ

の
か
た来

、
仏
法
を
見
る
眼
が
曇
っ
て
い
て
、
仏

の
教
え
を
信
じ
ず
に
よ
い
果
報
を
も
た
ら
す
種
を
失
っ
て
い
る
者
と
同
類
な
の

で
す
。
こ
う
し
た
人
で
も
、
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
て
、
際
限
な
く
生

ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
す
輪
廻
を
離
れ
て
、
常
に
真
実
の
世
界
に

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
の
で
す
が
、
か
え
っ
て
、

こ
の
教
え
を
謗
り
排
斥
し
て
し
ま
い
、
そ
の
罪
に
よ
っ
て
永
く
三
悪
道
に
沈
み

込
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
永
い
時

間
を
経
た
と
し
て
も
、
永
い
間
、
三
悪
道
の
世
界
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
言
う
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
つ
ま
り
そ
の
よ
う
に
事
実
と
異
な
る
誤
っ
た
こ
と
を
申
し
て
い

る
よ
う
な
人
を
か
え
っ
て
お
哀
れ
み
に
な
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
の
罪

人
が
申
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
を
受
け
入
れ
て
し
ま
い
、
専
ら
お
念
仏
を
称
え

る
こ
と
を
疎
か
に
し
て
、
お
念
仏
に
よ
る
浄
土
往
生
に
疑
問
を
持
ち
、
不
審
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
、
今
の
私
達
で

は
何
を
言
っ
て
も
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
阿
弥
陀

仏
と
の
ご
縁
が
浅
く
、
ま
だ
極
楽
往
生
へ
の
思
い
の
及
ば
ぬ
人
は
、
念
仏
往
生

の
教
え
を
聞
い
て
も
信
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
お
念
仏
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し
て
、
悪
し
き
事
な
り
、
な
ん
ど
申
す
は
経
論

に
も
見
え
ざ
る
事
を
申
す
な
り
。

御お
ん

心こ
こ
ろ

を
得
さ
せ
た
ま
い
て
、
い
か
に
申
す
と

も
御
心
ば
か
り
は
御
変
改
そ
う
ろ
う
べ
か
ら
ず
。

強あ
な
が

ち
に
信
ぜ
ざ
ら
ん
人
を
ば
御
勧
め
そ
う
ろ
う

べ
か
ら
ず
。
仏
な
お
力
及
び
た
ま
わ
ず
、
い
か

に
い
わ
ん
や
凡
夫
の
力
は
及
ぶ
ま
じ
く
そ
う
ろ

う
。か

か
る
不
信
の
衆
生
を
思
え
ば
過
去
の
父ぶ

母も

兄
弟
親
類
な
り
と
思お

ぼ
し

召め

し
そ
う
ら
い
て
、
慈
悲

を
起
し
て
念
仏
申
し
て
極
楽
の
上
品
上
生
に
参

り
て
、
悟さ

と
り

を
開
き
て
生
死
に
還
り
入
り
て
誹
謗

不
信
の
人
を
も
迎
え
ん
と
思
召
す
べ
き
事
に
て

そ
う
ろ
う
な
り
。
こ
の
由
を
御
心
得
そ
う
ろ
う

べ
き
な
り
。

一
つ
、
雑
行
の
人
人
余
の
功
徳
を
修
せ
ん
に

は
、
財
宝
を
あ
い
助じ

ょ

成じ
ょ
う

し
て
思
召
す
べ
き
様
は
、

し
て
い
る
者
を
見
て
は
腹
を
立
て
、
お
念
仏
の
声
を
聞
い
て
は
怒
り
を
お
ぼ
え
、

お
念
仏
は
悪
事
で
あ
る
な
ど
と
経
論
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
申
し
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
う
い
う
も
の
だ
と
心
得
ら
れ
て
、
た
と
え
ど
ん
な
こ
と

を
言
わ
れ
て
も
、
お
念
仏
の
信
仰
だ
け
は
心
変
わ
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
頭

か
ら
信
じ
よ
う
と
し
な
い
人
に
無
理
に
お
念
仏
の
教
え
を
お
勧
め
に
な
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
た
と
え
仏
で
あ
っ
て
も
力
が
及
ぶ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

し
て
や
凡
夫
の
力
が
及
ぶ
は
ず
な
ど
あ
り
ま
せ
ん

（
（1
（

。

こ
の
よ
う
な
不
信
の
人
々
を
哀
れ
に
思
う
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
世
に
お
い

て
は
父
母
や
兄
弟
姉
妹
、
あ
る
い
は
親
類
で
あ
っ
た
と
お
思
い
に
な
っ
て
、
慈

悲
の
心
を
発
し
、
お
念
仏
を
称
え
て
、
極
楽
浄
土
の
上
品
上
生

（
（1
（

に
往
生
し
て
、

速
や
か
に
さ
と
り
を
開
き
、
こ
の
生
死
を
繰
り
返
す
迷
い
の
世
界
に
再
び
還
り
、

御
仏
の
教
え
を
謗
っ
た
り
、
信
じ
よ
う
と
し
た
り
し
な
い
人
を
も
往
生
さ
せ
よ

う
と
お
思
い
に
な
る
の
が
良
い
の
で
す
。
こ
う
し
た
事
情
を
心
得
ら
れ
る
べ
き

で
す
。

一
つ
。
雑
多
な
行
を
修
め
て
い
る
人
々
が
お
念
仏
以
外
の
善
行
を
修
め
て
功

徳
を
積
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
あ
な
た
が
さ
ま
ざ
ま
な
財
宝
を
援
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こ
れ
は
こ
れ
一
向
専
修
に
て
決
定
し
て
往
生
す

べ
き
身
な
り
。
他
人
の
遠
き
道
を
我
が
近
き
道

に
結
縁
せ
さ
せ
ん
、
と
思
召
す
べ
き
な
り
。
そ

の
上
に
専
修
を
妨
げ
そ
う
ら
わ
ざ
ら
ん
は
、
結

縁
せ
ん
に
過と

が
な
し
。

一
つ
、
人
人
の
堂
を
造
り
、
仏
を
造
り
、
経

を
書
き
、
僧
を
供
養
せ
ん
を
ば
、
よ
く
よ
く
心

を
乱
ら
ず
し
て
信
を
発
し
て
、
か
く
の
ご
と
く

の
雑ぞ

う

善ぜ
ん

根ご
ん

を
も
修
せ
し
め
た
ま
え
、
と
御
勧
め

そ
う
ろ
う
べ
し
。

一
つ
、
こ
の
世
の
祈い

の
り

に
念
仏
の
心
を
知
ら
ず

し
て
仏ぶ

っ

神し
ん

に
も
申
し
、
経
を
も
誦
し
書
き
、
堂

を
も
造
ら
ば
、
そ
れ
も
前さ

き
の
ご
と
く
そ
う
ろ
う

べ
し
。
せ
め
て
は
ま
た
後
世
の
た
め
に
せ
ば
こ

そ
そ
う
ら
わ
め
。
そ
の
要よ

う
な
し
、
と
仰
せ
そ
う

ろ
う
べ
か
ら
ず
。
専
修
を
障さ

う
る
行
に
も
あ
ら

ざ
り
け
り
と
思お

ぼ
し

召め

し
そ
う
ろ
う
べ
し
。

助
す
る
と
き
に
お
心
が
け
に
な
る
べ
き
こ
と
は
、「
私
自
身
は
た
だ
ひ
た
す
ら

称
え
る
お
念
仏
の
行
に
よ
っ
て
浄
土
往
生
が
決
定
し
て
い
る
身
で
あ
る
。
種
々

雑
多
な
行
を
修
め
て
い
る
人
が
遠
回
り
な
道
を
歩
ん
で
い
る
の
を
、
こ
ち
ら
の

念
仏
往
生
と
い
う
近
道
に
ご
縁
を
結
ば
せ
て
あ
げ
よ
う
」
と
お
思
い
に
な
れ
ば

よ
い
の
で
す
。
そ
の
上
で
、
専
ら
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
な
ら
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
仏
道
修
行
に
縁
を
結
ぶ
こ
と
に
罪
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
つ
。
多
く
の
人
々

（
（2
（

が
お
堂
を
建
立
し
、
仏
像
を
造
立
し
、
経
典
を
書
写
し
、

僧
侶
に
供
養
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
等
の
心
を
乱
さ
な
い
よ

う
慎
重
に
対
応
し
て
、
浄
土
往
生
を
願
う
心
を
発
さ
せ
た
上
で
、「
こ
う
し
た

お
念
仏
以
外
の
種
々
雑
多
な
善
根
を
も
お
修
め
な
さ
い
」
と
勧
め
ら
れ
る
の
が

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

一
つ
。
お
念
仏
の
心
を
わ
き
ま
え
な
い
ま
ま
に
、
こ
の
世
を
よ
り
良
く
過
ご

せ
る
よ
う
に
仏
や
神
に
祈
り
を
捧
げ
、
経
典
を
読
み
、
写
経
を
し
、
お
堂
を
造

立
す
る
な
ら
ば
、
前
段
に
も
述
べ
た
よ
う
に
お
勧
め
す
る
の
が
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う

（
（2
（

。
少
な
く
と
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
後
の
世
の
極
楽
へ
の
願
い
を
発
す

き
っ
か
け
に
な
る
な
ら
ば
、
そ
れ
も
結
構
な
こ
と
で
し
ょ
う
。「
そ
れ
ら
を
修

め
る
必
要
は
な
い
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
専
ら
お
念
仏
を

称
え
る
こ
と
を
妨
げ
る
行
で
は
な
い
と
お
思
い
に
な
る
べ
き
で
す
。
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一
つ
、
念
仏
を
申
す
事
様よ

う

様よ
う

の
義
そ
う
ら
え

ど
も
、
た
だ
六
字
を
称
う
る
ば
か
り
に
一
切
は

摂
ま
り
て
そ
う
ろ
う
な
り
。
意こ

こ
ろ

に
は
願
を
憑
み
、

口
に
は
名
号
を
称
え
て
、
手
に
は
数
を
取
り
、

常
に
心
に
係
く
る
が
究
め
た
る
決
定
の
業
に
て

そ
う
ろ
う
な
り
。
念
仏
の
行
は
も
と
よ
り
行
住

坐
臥
時
処
諸
縁
を
簡
ば
ず
、
身
口
の
不
浄
を
も

嫌
わ
ぬ
行
に
て
そ
う
ら
え
ば
、
楽ら

く

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
う

と
は

申
し
伝
え
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

た
だ
し
そ
の
中
に
も
心
を
浄き

よ
く
し
て
申
す
を

ば
第
一
の
行
と
申
し
そ
う
ろ
う
な
り
。
た
だ
浄

土
を
心
に
係か

く
れ
ば
心
浄
の
行ぎ

ょ
う

法ぼ
う

に
て
そ
う
ろ

う
な
り
。
か
よ
う
に
御
勧
め
そ
う
ろ
う
べ
し
。

さ
よ
う
に
常
に
申
さ
せ
た
ま
わ
ん
を
ば
と
か

く
申
す
べ
き
様
そ
う
ら
わ
ず
。
我
が
身
も
し
か

る
べ
く
て
往
生
こ
の
度
す
べ
し
と
思
召
し
そ
う

ろ
う
べ
し
。
ゆ
め
ゆ
め
こ
の
心
よ
く
よ
く
強
く

な
ら
せ
た
ま
う
べ
し
。

一
つ
。
お
念
仏
を
称
え
る
に
あ
た
っ
て
は
様
々
な
意
義
が
あ
り
ま
す
が
、
た

だ
〈
南
無
阿
弥
陀
仏
〉
と
六
字
の
名
号
を
称
え
る
だ
け
の
中
に
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
功
徳
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す

（
（2
（

。
心
に
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
頼
み
、

口
に
は
そ
の
名
号
を
称
え
て
、
手
に
は
数
珠
を
持
ち
、
常
に
阿
弥
陀
仏
に
心
を

掛
け
て
い
る
こ
と
が
、
必
ず
往
生
が
叶
う
、
こ
の
上
な
い
行
な
の
で
す
。
お
念

仏
を
称
え
る
こ
と
は
、
も
と
も
と
歩
い
て
い
て
も
止
ま
っ
て
い
て
も
座
っ
て
い

て
も
横
に
な
っ
て
い
て
も
、
時
や
場
所
、
様
々
な
条
件
を
選
ぶ
こ
と
な
く
、
た

と
え
見
か
け
は
身
体
や
口
が
汚
れ
て
い
よ
う
と
も
そ
れ
を
区
別
し
な
い
行

（
（2
（

で

あ
り
ま
す
か
ら
「
楽
行
往
生
」

（
（2
（

と
申
し
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す

（
（2
（

。

た
だ
、
そ
う
は
い
っ
て
も
心
を
清
ら
か
に
し
て
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
最

も
大
切
な
行
な
の
で
す
。
専
ら
お
浄
土
の
こ
と
を
心
に
か
け
て
い
れ
ば
、
自
ず

と
心
清
ら
か
な
行
と
な
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
他
の
人
に
も
お
勧
め
下
さ
い
。

あ
な
た
様
が
、
常
に
そ
の
よ
う
に
仰
っ
て
お
ら
れ
る
な
ら
ば
、
私
か
ら
あ
れ

こ
れ
と
言
う
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
様
も
「
自
身
は
、
ま
さ
に
浄
土

往
生
に
ふ
さ
わ
し
い
者
で
あ
っ
て
、
今
生
こ
そ
は
往
生
が
叶
う
の
だ
」
と
お
思

い
に
な
る
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
努
め
て
こ
の
心
を
十
二
分
に
強
く
な
さ

る
べ
き
で
す
。
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一
つ
、
念
仏
の
行
を
信
ぜ
ぬ
人
に
遇
い
て
論

じ
、
ま
た
あ
ら
ぬ
行
の
人
人
に
向
か
い
て
執し

ゅ
う

論ろ
ん

そ
う
ろ
う
べ
か
ら
ず
。
強
ち
に
別
解
異
学
の
人

人
を
見
て
は
侮あ

な
ず

り
譏そ

し
る
事
そ
う
ろ
う
ま
じ
。
い

よ
い
よ
重
罪
の
人
に
も
な
さ
ん
事
不ふ

便び
ん

に
そ
う

ろ
う
。
同
じ
心
に
極
楽
を
欣
い
念
仏
を
申
さ
ん

人
を
ば
た
と
い
卑
賤
の
人
な
り
と
も
父ぶ

母も

師
匠

に
も
劣
ら
ず
思お

ぼ
し

召め

す
べ
し
。

今
生
の
財
宝
の
乏
し
か
ら
ん
に
も
力
を
加
え

た
ま
う
べ
し
。
さ
り
な
が
ら
も
少
し
も
念
仏
に

心
を
係
け
そ
う
ら
わ
ん
を
ば
よ
く
よ
く
勧
め
た

ま
う
べ
く
そ
う
ろ
う
。
こ
れ
も
弥
陀
如
来
の
御お

ん

宮み
や

仕づ
か
え

と
思
召
し
そ
う
ろ
う
べ
し
。
釈
迦
如
来
滅

後
よ
り
こ
の
か
た
次
第
に
小
智
小
行
に
罷ま

か
り
な

り
て
そ
う
ろ
う
。
我
も
我
も
と
智
慧
あ
り
顔
に

申
す
人
人
は
過と

が
に
て
そ
う
ろ
う
べ
し
。
せ
め
て

は
録
内
の
経
教
を
だ
に
も
聞
か
ず
見
ず
、
い
か

に
い
わ
ん
や
録
の
外ほ

か
の
経
教
を
見
ざ
る
人
の
智

一
つ
。
お
念
仏
の
行
を
信
じ
な
い
人
に
会
っ
て
論
議
し
、
ま
た
お
念
仏
の
教

え
と
理
解
や
実
践
が
異
な
る
人
々
に
向
か
っ
て
、
論
争

（
（2
（

を
仕
掛
け
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
私
達
と
異
な
る
見
解
や
学
び
の
人
々
を
見
て
、
決
し
て
軽
蔑
し
た
り

非
難
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
と
も
す
る
と
、
ま

す
ま
す
彼
等
を
重
罪
の
人
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
気
の
毒
だ
か
ら
で
す
。
同
心

に
極
楽
往
生
を
願
い
、
お
念
仏
を
称
え
る
方
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
身
分
が
低

い
と
さ
れ
る
人
で
あ
っ
て
も
、
両
親
や
恩
師
に
も
劣
ら
な
い
ほ
ど
大
切
な
方
々

で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
す
。

今
、
こ
の
世
に
お
い
て
財
宝
に
恵
ま
れ
な
い
人
に
も
、
手
を
差
し
伸
べ
る
べ

き
で
す
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
と
し
て
も
、
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
お
念
仏
に
心
を

向
け
よ
う
と
し
て
い
る
人
に
は
、
心
を
込
め
て
お
念
仏
を
お
勧
め
す
る
べ
き
で

す
。
こ
れ
も
阿
弥
陀
仏
へ
の
宮
仕
え
で
あ
る
と
お
考
え
に
な
る
べ
き
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
釈
尊
が
入
滅
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
だ
ん
だ
ん
と
智
慧
が
浅
は
か

と
な
り
、
修
行
も
形
ば
か
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我

こ
そ
は
と
智
慧
が
あ
り
そ
う
な
顔
を
し
て
仏
の
教
え
を
言
い
募
る
人
々
は
、
ま

こ
と
に
罪
深
い
こ
と
で
す

（
（2
（

。
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
経
録

（
（2
（

に
所
収
さ
れ
て
い

る
仏
典
す
ら
紐
解
く
こ
と
も
な
く
、
ま
し
て
や
経
録
に
所
収
さ
れ
て
い
な
い
仏

典
な
ど
紐
解
く
こ
と
を
さ
れ
た
こ
と
な
ど
な
い
よ
う
な
人
が
、
い
か
に
も
智
慧
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慧
あ
り
顔
に
申
す
は
、
井
の
中う

ち
の
蛙か

え
る

に
似
た
り
。

随
分
に
震
旦
日
本
の
聖
教
を
取
り
集
め
て
披ひ

ら

き
勘
え
て
そ
う
ろ
う
に
、
念
仏
を
信
ぜ
ぬ
人
は

前さ
き

の
世
に
重
罪
を
造
り
て
地
獄
に
久
し
く
あ
り

て
、
ま
た
地
獄
へ
疾は

や
く
還
る
べ
き
人
な
り
。

た
と
い
千
仏
世
に
出
で
て
、
念
仏
は
全
く
往

生
の
業
に
あ
ら
ず
、
と
教
え
た
ま
う
と
も
信
ず

べ
か
ら
ず
。
こ
れ
は
釈
迦
如
来
よ
り
始
め
て
恒

河
沙
の
仏
の
証
誠
し
た
ま
え
る
事
な
れ
ば
と
思お

ぼ
し

召め

し
て
、
御
こ
こ
ろ
ざ
し
金
剛
よ
り
も
堅
く
し

て
、
一
向
専
修
は
御ご

変へ
ん

改か
い

そ
う
ろ
う
べ
か
ら
ず
。

も
し
論
じ
申
さ
ん
人
を
ば
こ
れ
へ
遣
わ
し
て
、

立
て
申
さ
ん
様
を
聞
け
、
と
仰
せ
そ
う
ろ
う
べ

し
。
様よ

う

様よ
う

の
要
文
、
書
き
記
し
て
参
ら
す
べ
く

そ
う
ら
え
ど
も
、
た
だ
こ
れ
に
過
ぎ
そ
う
ろ
う

ま
じ
。

ま
た
娑
婆
世
界
の
人
は
余
の
浄
土
を
欣
わ
ん

事
は
、
弓
な
く
し
て
天
の
鳥
を
取
り
、
足
な
く

が
あ
り
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
の
は
、「
井
の
中
の
蛙か

わ
ず

」
に
似
て
い
ま
す
。

可
能
な
限
り
中
国
や
日
本
の
聖
教
を
取
り
集
め
て
、
紐
解
い
て
学
び
ま
し
た

と
こ
ろ
、
お
念
仏
を
信
じ
な
い
人
は
、
前
世
に
お
い
て
重
い
罪
を
造
り
続
け
、

長
い
間
地
獄
に
い
た
も
の
の
、
再
び
来
世
に
は
地
獄
に
還
っ
て
い
く
よ
う
な
人

で
あ
り
ま
す
。

た
と
え
、
千
の
御
仏
が
こ
の
世
に
お
出
ま
し
に
な
り
、〈
お
念
仏
は
浄
土
往

生
の
た
め
の
行
で
は
決
し
て
な
い
〉
と
教
え
ら
れ
て
も
信
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
釈
尊
を
は
じ
め
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
の
多
く
の
御
仏
が

真
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
受
け
と
め
ら
れ
て
、
浄
土
往

生
の
志
を
金
剛
石
よ
り
も
堅
く
し
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
称
え
る
と
い

う
姿
勢
か
ら
心
変
わ
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

も
し
も
、
こ
れ
以
上
議
論
し
た
い
人
が
い
る
な
ら
ば
、〈
私
、
源
空
の
も
と

へ
手
紙
な
ど
を
遣
わ
し
て
、浄
土
宗
を
立
宗
し
た
真
意
を
尋
ね
な
さ
い
〉と
お
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。
経
典
な
ど
か
ら
い
く
つ
か
の
肝
要
な
文
を
書
き
記
そ
う

と
考
え
て
は
い
ま
し
た
が
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と

で
尽
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
迷
い
の
世
界
で
あ
る
娑
婆
に
生
き
る
人
が
、
極
楽
以
外
の
浄
土
へ

の
往
生
を
願
う
こ
と
は
、
弓
が
な
い
の
に
空
を
飛
ぶ
鳥
を
捕
ら
え
、
足
を
支
え
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し
て
高
き
梢こ

ず
え

の
花
を
折
ら
ん
と
せ
ん
が
ご
と
し
。

必
ず
専
修
念
仏
は
現
当
の
祈い

の
り

と
な
り
そ
う
ろ
う

な
り
。
こ
れ
も
経
の
説
に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

ま
た
御み

内う
ち

の
人
人
に
は
九
品
の
業
を
人
に
随

い
て
始
め
終
り
堪
え
そ
う
ら
い
ぬ
べ
き
よ
う
に

御
勧
め
そ
う
ろ
う
べ
し
。
あ
な
か
し
こ
、
あ
な

か
し
こ
。

要
義
問
答　
　
第
十
一

ま
こ
と
に
こ
の
身
に
は
道
心
の
な
き
事
と
病

ば
か
り
や
嘆な

げ
き

に
て
そ
う
ろ
う
ら
ん
。
世
を
営
む

事
な
け
れ
ば
四し

方ほ
う

に
馳ち

走そ
う

せ
ず
、
衣え

食じ
き

取
る
に

欠
け
た
り
と
い
え
ど
も
身し

ん

命み
ょ
う

を
惜
し
む
心
切
な

ら
ね
ば
強あ

な
が

ち
に
憂う

れ
え

と
す
る
に
及
ば
ず
。

心
を
安
く
せ
ん
た
め
に
も
捨
て
そ
う
ろ
う
べ

き
世
に
こ
そ
そ
う
ろ
う
め
れ
。
い
わ
ん
や
無
常

る
は
し
ご
や
脚
立
の
よ
う
な
も
の
が
な
い
の
に
高
い
木
の
枝
に
咲
い
て
い
る
花

を
折
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
た
だ
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
称
え
る

専
修
念
仏
は
、
必
ず
や
現
世
に
も
来
世
に
も
通
じ
る
祈
り
と
な
る
も
の
で
す
。

こ
れ
も
経
典
の
中
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
ご
家
族
の
方
々
に
は
、
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
の
行
で
あ
る
お

念
仏
を
、
そ
の
器
量
に
応
じ
て
、
決
し
て
絶
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
修
め
る

よ
う
に
と
お
勧
め
下
さ
い
。
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

要
義
に
つ
い
て
の
問
答　
　
第
十
一

ま
っ
た
く
も
っ
て
こ
の
身
に
は
、
さ
と
り
を
目
指
す
志
が
な
か
な
か
発
ら
な

い
こ
と
と
、
病
気
を
患
う
こ
と
ば
か
り
が
悲
し
み
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私

（
法
然
）
は
俗
世
に
暮
ら
し
て
い
な
い
の
で
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
と
奔
走
す
る

必
要
も
な
く
、
ま
た
、
着
る
物
や
食
べ
物
に
困
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
身
命
を

惜
し
む
心
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
の
で
、
む
や
み
に
思
い
患
う
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。

心
を
安
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
俗
世
は
厭
い
捨
て
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
無
常
の
世
の
悲
し
み
は
目
の
前
に
満
ち
広
が
っ
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の
悲か

な
し

み
は
目
の
前
に
満み

て
り
。
い
ず
れ
の
月
日

を
か
終
り
の
時
に
期ご

せ
ん
。
栄さ

か
え

あ
る
者
も
久
し

か
ら
ず
、
命
あ
る
も
の
も
ま
た
憂う

れ
え

あ
り
。
す
べ

て
厭
う
べ
き
は
六
道
生
死
の
境
、
欣
う
べ
き
は

浄
土
菩
提
な
り
。
天
上
に
生
ま
れ
て
楽
し
み
に

誇
る
と
い
え
ど
も
五
衰
退
没
の
苦
し
み
あ
り
。

人
間
に
生
ま
れ
て
国
王
の
身
を
受
け
て
一
天
下

を
従し

た
が

う
と
い
え
ど
も
生
老
病
死
愛
別
離
苦
怨
憎

会
苦
、
一
事
も
免
る
る
事
な
し
。

た
と
い
こ
れ
ら
の
苦
な
か
ら
ん
す
ら
三
悪
道

に
還
る
恐
れ
あ
り
。
心
あ
ら
ん
人
い
か
が
厭
わ

ざ
る
べ
き
。
受
け
難
き
人に

ん

界が
い

の
生
を
受
け
て
遇

い
難
き
仏
教
に
遇
う
。
こ
の
度
出
離
を
求
め
さ

せ
た
ま
え
。

問
う
、
大
方
さ
こ
そ
思
う
事
に
て
そ
う
ら
え

ど
も
、
か
よ
う
に
仰
せ
ら
る
る
こ
と
ば
に
つ
き

て
左さ

右う

な
く
出
家
を
し
た
り
と
も
、
心
に
名
利

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
時
が
命
の
終
わ
り
と
な
る
と
予
期
す
る
こ
と
な
ど
で
き

ま
し
ょ
う
か

（
（2
（

。
た
と
え
栄
華
の
な
か
に
あ
る
者
で
も
長
く
は
続
か
ず
、
生
あ

る
者
に
も
ま
た
嘆
き
悲
し
み
が
あ
り
ま
す
。
お
よ
そ
厭
い
捨
て
る
べ
き
は
生
き

死
に
を
繰
り
返
す
六
道
と
い
う
境
界
で
あ
り
、
欣
う
べ
き
は
浄
土
に
往
生
し
て

さ
と
り
を
開
く
こ
と
で
す
。
た
と
え
天
上
界
に
生
ま
れ
て
享
楽
に
ふ
け
っ
た
と

し
て
も
、
い
ず
れ
は
そ
の
身
に
五
種
の
衰
え

（
（3
（

が
あ
ら
わ
れ
て
苦
し
み
、
た
と

え
人
間
界
に
生
ま
れ
て
国
王
の
身
と
な
っ
て
世
界
中
を
統
治
し
た
と
し
て
も
、

生
・
老
・
病
・
死
・
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会
苦
な
ど
の
苦
し
み

（
（3
（

か
ら
は
、
ど
れ

一
つ
と
し
て
逃
れ
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。

た
と
え
、
こ
う
し
た
苦
し
み
を
受
け
な
い
ま
で
も
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の

三
悪
道
に
堕
ち
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
す
。
道
理
を
わ
き
ま
え
て
い
る
人

な
ら
ば
こ
の
生
き
死
に
を
繰
り
返
す
六
道
と
い
う
境
界
を
厭
わ
な
い
で
い
ら
れ

よ
う
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
と
し
て
こ
の
世
に
受
け
難
い
命
を
授
か
り
、
遇

い
難
い
御
仏
の
教
え
に
出
会
っ
た
の
で
す
か
ら
、
今
生
こ
そ
は
生
ま
れ
変
わ
り

死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
す
迷
い
の
世
界
か
ら
離
れ
出
よ
う
と
志
し
て
下
さ
い
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
お
お
よ
そ
、
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
、

お
師
匠
様
の
お
っ
し
ゃ
る
お
言
葉
に
し
た
が
い
、
と
も
か
く
出
家
は
し
た
も
の

の
、
心
は
名
声
と
利
益
を
求
め
る
こ
と
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
、「
道
心
が
な
い
」
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を
離
れ
た
る
事
も
な
く
、
無
道
心
に
て
人
に
謗そ

し
り

を
な
さ
れ
ん
事
い
か
が
と
覚
え
そ
う
ろ
う
。
在

家
に
あ
り
て
多
く
の
輪
廻
の
業
を
増
さ
ん
よ
り

は
善
き
事
に
て
や
そ
う
ろ
う
べ
き
。

答
う
、
戯た

わ
む

れ
に
尼
の
衣
を
着
、
酒
に
酔
い
て

出
家
を
し
た
る
人
、
み
な
仏
道
の
因
と
な
り
き

と
旧
き
も
の
に
も
書
き
伝
え
ら
れ
て
そ
う
ろ
う
。

『
往
生
十
因
』
と
申
す
文
に
は
、
勝
如
聖
人

の
父
母
、
と
も
に
出
家
せ
し
時
、
夫
は
年
四
十

一
、
妻
は
三
十
三
な
り
。
修
行
の
僧
を
も
て
師

と
し
き
。
師
、
誉
め
て
い
わ
く
。「
衰
老
に
も

至
ら
ず
、
病
患
に
も
臨
ま
ず
、
今
出
家
を
求
む
。

こ
れ
最
上
の
善
根
な
り
」
と
こ
そ
は
い
い
け
れ
。

釈
迦
如
来
、
当
来
導
師
の
慈
尊
に
付
属
し
た

ま
う
に
も「
破
戒
重
悪
の
輩

と
も
が
ら

な
り
と
い
う
と
も
、

頭こ
う
べ

を
剃
り
衣
を
染
め
袈
裟
を
掛
け
た
ら
ん
者
を

ば
み
な
汝
に
付つ

く
」
と
こ
そ
は
仰
せ
ら
れ
て
そ

な
ど
と
人
か
ら
謗
ら
れ
る
こ
と
は
、
い
か
が
な
も
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

在
家
に
あ
っ
て
、
輪
廻
を
も
た
ら
す
行
為
を
多
く
増
す
よ
り
も
、
出
家
を
す
る

こ
と
は
善
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
あ
る
人
が
ふ
ざ
け
て
尼
僧
の
袈
裟
を
着
け
た
こ
と
が
遠
因

と
な
っ
て
出
家
し
た
り
、
ま
た
あ
る
人
が
酒
に
酔
っ
て
仏
に
救
い
を
求
め
た
こ

と
を
契
機
に
出
家
し
た
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
み
な
仏
道
に
縁
を
結
ぶ
原
因
と

な
っ
た
、
と
古
い
書
物
に
書
き
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す

（
（3
（

。

永
観
律
師
の
『
往
生
拾
因
』
と
い
う
書
物
に
は
、「
勝
如
聖
人

（
（3
（

の
父
母
が
と

も
に
出
家
す
る
際
、
夫
の
年
齢
は
四
十
一
歳
、
妻
は
三
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
行

を
積
み
重
ね
た
僧
を
師
と
し
て
出
家
し
た
際
、そ
の
師
は
、大
い
に
褒
め
て
〈
老

齢
に
よ
る
衰
え
を
迎
え
る
前
に
、
ま
た
、
病
気
に
よ
る
患
い
に
向
き
合
う
前
に
、

今
ま
さ
に
出
家
を
求
め
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
は
こ
の
上
な
い
善
根
で
あ
る
〉
と

語
っ
た
と
い
う
」

（
（3
（

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

釈
尊
が
、
将
来
的
に
仏
と
な
り
世
を
導
く
弥
勒
菩
薩
に
法
を
伝
え
る
こ
と
を

託
さ
れ
た
際
に
も
、「
戒
を
破
り
、
重
い
悪
事
を
犯
し
た
輩
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

髪
を
剃
り
、
墨
染
め
の
衣
を
着
て
、
袈
裟
を
掛
け
た
者
は
、
み
な
汝
に
委
ね

る
」

（
（3
（

と
確
か
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
、
破
戒
し
た
者
で
あ
っ
た
と
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う
ら
え
。
さ
れ
ば
破
戒
な
り
と
い
え
ど
も
、
三

会
得
脱
な
お
憑た

の
み

あ
り
。

あ
る
『
経
』
の
文
に
は
「
在
家
の
持
戒
に
は

出
家
の
破
戒
は
勝
れ
た
り
」
と
こ
そ
は
申
し
て

そ
う
ら
え
。
ま
こ
と
に
仏
法
流
布
の
世
に
生
ま

れ
て
出
離
の
道
を
知
り
て
解
脱
幢ど

う

相そ
う

の
衣
を
肩

に
掛
け
釈
氏
に
連
な
り
て
仏
法
修
行
せ
ざ
ら
ん

は
、
ま
こ
と
に
宝
の
山
に
入い

り
て
手
を
空
し
く

し
て
還
る
例た

め
し

な
り
。

問
う
、
ま
こ
と
に
出
家
な
ん
ど
し
て
は
さ
す

が
に
生
死
を
離
れ
菩
提
に
至
ら
ん
事
を
こ
そ
は

営
み
そ
う
ら
え
。
い
か
や
う
に
か
勤
め
い
か
よ

う
に
か
願
い
そ
う
ろ
う
べ
き
。

答
う
、『
安
楽
集
』
に
い
わ
く
「
大
乗
の
聖

教
に
よ
る
に
二
種
の
勝し

ょ
う

法ぼ
う

あ
り
。
一
つ
に
は
聖

道
、
二
つ
に
は
往
生
浄
土
な
り
」。
穢
土
の
中

に
し
て
や
が
て
仏
果
を
求
む
る
は
み
な
聖
道
門

な
り
。
諸
法
の
実
相
を
観
じ
て
証
を
得
ん
と
し
、

し
て
も
、
出
家
し
た
功
徳
に
よ
っ
て
、
成
仏
さ
れ
た
弥
勒
菩
薩
が
説
法
を
施
す

竜
華
三
会

（
（3
（

に
臨
み
、
そ
こ
で
解
脱
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
す
。

あ
る
『
経
』
に
は
、「
在
家
の
ま
ま
戒
を
守
ろ
う
と
す
る
よ
り
も
、
戒
を
破
っ

て
し
ま
っ
て
も
出
家
を
し
た
方
が
、
そ
の
功
徳
は
勝
れ
て
い
る
」

（
（3
（

と
説
か
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
っ
た
く
も
っ
て
、
仏
の
教
え
が
広
ま
っ
て
い
る
こ
の
世
に
生
ま

れ
て
、
迷
い
の
世
界
を
離
れ
出
る
た
め
の
道
を
知
り
、
出
家
し
て
袈
裟

（
（3
（

を
掛
け
、

釈
尊
の
仏
弟
子
に
連
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
仏
の
教
え
に
基
づ
い
て
修
行
し

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
誠
に
宝
の
山
に
入
り
な
が
ら
、
何
も
手
に
す
る
こ
と
な

く
還
っ
て
行
く
よ
う
な
も
の
で
す

（
（3
（

。

お
尋
ね
し
ま
す
。
実
際
に
出
家
し
た
以
上
は
、
や
は
り
、
生
ま
れ
変
わ
り
死

に
変
わ
り
を
繰
り
返
す
迷
い
の
世
界
を
離
れ
、
さ
と
り
の
境
地
に
至
ろ
う
と
す

る
こ
と
こ
そ
日
々
の
勤
め
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
ど
の
よ
う
に
勤
め
、
ど
の
よ
う

に
願
う
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
道
綽
禅
師
の
『
安
楽
集
』
に
は
、「
大
乗
仏
教
の
聖
典
に

よ
れ
ば
、
仏
教
に
は
二
種
類
の
勝
れ
た
教
え
が
あ
る
。
一
つ
に
は
さ
と
り
の
境

地
を
目
指
す
聖
道
の
教
え
、
二
つ
に
は
浄
土
往
生
を
目
指
す
浄
土
の
教
え
で
あ

る
」

（
（4
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
穢
れ
た
娑
婆
世
界
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
身

こ
の
ま
ま
で
さ
と
り
の
境
地
を
求
め
る
教
え
は
、
す
べ
て
聖
道
門
で
す
。
あ
ら
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法
華
三
昧
を
行
じ
て
六
根
清
浄
を
求
め
、
三
密

の
行
法
を
凝こ

ら
し
て
即
身
に
成
仏
せ
ん
と
思
い
、

あ
る
い
は
四
道
果
を
求
め
、
ま
た
三
明
六
通
を

願
う
、
こ
れ
み
な
難
行
道
な
り
。

往
生
浄
土
門
と
い
う
は
ま
ず
浄
土
へ
生
ま
れ

て
彼か

し
こ

に
て
悟
を
も
開
き
、
仏
に
も
成
ら
ん
と
思

う
な
り
。
こ
れ
は
易
行
道
と
い
う
。
生
死
を
離

る
る
道み

ち

道み
ち

多
し
。
い
ず
れ
よ
り
も
入
ら
せ
た
ま

え
。問

う
、
こ
れ
は
我
ら
が
ご
と
き
の
愚
か
な
る

者
は
浄
土
の
往
生
を
願
い
そ
う
ろ
う
べ
き
か
、

い
か
ん
。

答
う
、『
安
楽
集
』
に
い
わ
く
「
聖
道
の
一

種
は
今
の
時
に
は
証
し
難
し
。
一
つ
に
は
大
聖

を
去
る
こ
と
遥
か
に
遠
き
に
よ
る
。
二
つ
に
は

ゆ
る
存
在
や
事
象
の
あ
り
の
ま
ま
の
相
を
正
し
く
見
極
め
て
さ
と
り
を
得
る
た

め
に
、
法
華
三
味

（
（4
（

を
修
め
て
六
根

（
（4
（

が
清
ら
か
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
り
、

衆
生
の
身
・
口
・
意
の
三
業
と
仏
の
身
・
口
・
意
の
三
密
の
一
体
化
を
目
指
す

行
（
（4
（

を
究
め
て
こ
の
身
こ
の
ま
ま
で
仏
に
な
ろ
う
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
煩
悩

を
断
つ
修
行
過
程
で
あ
る
四
道

（
（4
（

に
よ
っ
て
さ
と
り
を
目
指
し
た
り
、
仏
や
菩

薩
が
身
に
つ
け
て
い
る
三
明
六
通

（
（4
（

の
体
得
を
目
指
す
こ
と
な
ど
が
そ
れ
に
あ

た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
み
な
難
行
道
で
す
。

ま
た
、
往
生
を
志
す
浄
土
門
と
は
、
ま
ず
浄
土
に
往
生
し
て
、
そ
こ
で
さ
と

り
を
開
き
、
最
終
的
に
は
仏
に
な
ろ
う
と
志
す
も
の
で
す
。
こ
の
教
え
は
易
行

道
と
い
い
ま
す
。
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
す
迷
い
の
世
界
を
抜

け
出
す
た
め
の
道
は
種
々
多
く
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
道
か
ら
で
も
お
入
り
く

だ
さ
い
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
私
の
よ
う
な
愚
か
者
は
、
浄
土
へ

の
往
生
を
願
う
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
い
か
が
で
し
ょ
う
。

お
答
え
し
ま
す
。
道
綽
禅
師
の
『
安
楽
集
』
に
は
、「
聖
道
門
の
教
え
で
は
、

今
の
こ
の
時
代
に
さ
と
り
を
開
く
の
は
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
つ
に
は
仏
教

の
開
祖
で
あ
る
釈
尊
の
入
滅
か
ら
遥
か
な
時
を
経
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
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理
は
深
く
し
て
解さ

と
り

は
微す

く
な

き
に
よ
る
。

こ
の
故
に
『
大だ

い

集じ
ゅ
う

月が
つ

蔵ぞ
う

経き
ょ
う

』
に
い
わ
く
、我

が
末
法
の
時
の
中
の
億
億
の
衆
生
、
行
を
起
し

道ど
う

を
修
す
る
に
い
ま
だ
一い

ち

人に
ん

も
得
る
者
は
あ
ら

ず
。
ま
さ
に
今
末
法
五
濁
悪
世
な
り
。
た
だ
浄

土
の
一
門
の
み
あ
り
て
通
入
す
べ
き
路
な
り
。

こ
こ
を
も
て
諸
仏
の
大
悲
、
浄
土
に
帰
せ
よ

と
勧
め
た
ま
う
。
一い

ち

形ぎ
ょ
う

悪
を
造
れ
ど
も
た
だ
よ

く
意こ

こ
ろ

を
繫か

け
て
精ま

こ
と

を
専も

は

ら
に
し
て
常
に
よ
く

念
仏
せ
よ
。
一
切
の
諸
の
障さ

わ
り

自じ

然ね
ん

に
除の

ぞ
こ
り
て
、

定
め
て
往
生
を
得
。
な
ん
ぞ
思
い
量
ら
ず
し
て

去
る
心
な
き
や
」
と
い
え
り
。

永
観
の
い
わ
く
「
真
言
止
観
は
理
奥ふ

か
く
し
て

悟
り
難
く
、
三
論
法
相
は
道
幽か

す
か
に
し
て
迷ま

ど
い

易
し
」
な
ん
ど
そ
う
ろ
う
。
ま
こ
と
に
観
念
に

も
堪
え
ず
、
行
法
に
も
至
ら
ざ
ら
ん
人
は
浄
土

二
つ
に
は
そ
の
教
え
は
非
常
に
奥
深
い
の
に
対
し
て
、
今
の
時
代
の
人
々
の
理

解
力
が
著
し
く
劣
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
『
大だ

い

集じ
っ

経き
ょ
う

』
月が

つ

蔵ぞ
う

分ぶ
ん

に
は
、〈
私
が
入
滅
し
た
後
の
末

法
の
時
代
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
修
行
し
た
と
こ
ろ
で
、
一
人
と
し

て
さ
と
り
を
得
る
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
〉

（
（4
（

と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
が

ま
さ
に
そ
の
末
法
、
五
濁

（
（4
（

に
ま
み
れ
た
悪
世
で
あ
り
、
た
だ
浄
土
門
の
教
え

の
み
が
、
迷
い
の
世
界
を
離
れ
て
広
く
人
々
を
浄
土
へ
と
導
く
道
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
も
ろ
も
ろ
の
仏
は
大
慈
悲
を
垂
れ
て
、
浄
土
門
の
教

え
に
帰
入
す
る
よ
う
お
勧
め
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
生
涯
、
悪
を
犯
し

続
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
た
だ
念
入
り
に
西
方
浄
土
に
心
を
寄
せ

て
、
誠
の
思
い
で
常
に
ひ
た
す
ら
念
仏
を
称
え
よ
。
そ
う
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る

妨
げ
は
自
ず
と
取
り
払
わ
れ
、
必
ず
往
生
が
叶
う
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
、
こ

う
し
た
実
情
に
思
い
を
巡
ら
す
こ
と
を
せ
ず
、
穢
土
を
捨
て
、
浄
土
を
求
め
る

心
を
発
さ
な
い
の
だ
ろ
う
か
」

（
（4
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

永
観
律
師
は
、「
真
言
や
天
台
の
教
理
は
奥
深
い
が
た
め
に
さ
と
り
難
く
、

三
論
や
法
相
の
道
程
は
実
に
幽
玄
な
た
め
に
惑
い
や
す
い
も
の
で
あ
る
」

（
（4
（

な
ど

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
、
静
め
た
心
に
御
仏
の
お
姿
な
ど
を
思

い
描
く
観
念
に
も
堪
え
ら
れ
ず
、
い
か
な
る
仏
道
修
行
も
ま
っ
と
う
す
る
こ
と
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の
往
生
を
遂
げ
て
一
切
の
法
門
を
も
易や

す
く
解さ

と
ら

せ
た
ま
わ
ん
は
善
く
そ
う
ら
い
な
ん
と
覚
え
そ

う
ろ
う
。

問
う
、
十
方
に
浄
土
多
し
、
い
ず
れ
を
か
欣

い
そ
う
ろ
う
べ
き
。
兜と

率そ
つ

の
往
生
を
願
う
人
も

多
く
そ
う
ろ
う
。
い
か
が
思
い
定
め
そ
う
ろ
う

べ
き
。

答
う
、
天
台
大
師
の
の
た
ま
わ
く
「
諸
教
に

讃ほ

む
る
と
こ
ろ
多
く
弥
陀
に
あ
り
。
故
に
西
方

を
以
ち
て
一
準
と
す
」
と
。
ま
た
顕
密
の
教
法

の
中
に
専
ら
極
楽
を
勧
む
る
事
、
称し

ょ
う

計げ

す
べ
か

ら
ず
。

恵
心
の
『
往
生
要
集
』
に
十じ

っ

方ぽ
う

に
対
し
て
西

方
を
勧
め
、
兜
率
に
対
し
て
多
く
の
勝
劣
を
立

て
、
難
易
相
違
の
証
拠
ど
も
を
引
け
り
。
尋
ね

御
覧
ぜ
さ
せ
た
ま
え
。
極
楽
こ
の
土
に
縁
深
し
。

弥
陀
は
有
縁
の
教
主
な
り
。
宿
因
の
故
、
本
願

の
故
、
た
だ
西
方
を
欣
わ
せ
た
ま
う
べ
き
と
ぞ

の
で
き
な
い
よ
う
な
末
法
に
生
き
る
人
々
は
、
浄
土
へ
の
往
生
を
遂
げ
て
、
そ

こ
で
あ
ら
ゆ
る
教
え
を
た
や
す
く
お
さ
と
り
に
な
る
の
が
よ
か
ろ
う
、
と
受
け

と
め
て
お
り
ま
す
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
方
角
に
浄
土
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
、ど
ち
ら
の
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
弥
勒
菩
薩
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
兜
率
天
へ
の
上
生

（
（5
（

を
願
う
者
も
多
く
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
の
浄
土
に
思

い
を
定
め
れ
ば
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。 

妙
楽
大
師
湛
然

（
（5
（

は
、「
も
ろ
も
ろ
の
経
典
が
讃
え
る
仏
の

中
、
多
く
は
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
専
ら
西
方
浄
土
を
目
指
す
教
え
を

拠
り
所
と
し
、
そ
れ
に
順し

た
が

う
べ
き
で
あ
る
」

（
（5
（

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

顕
教
や
密
教
の
教
え
の
中
に
も
、
専
ら
西
方
極
楽
浄
土
を
勧
め
る
説
示
は
枚
挙

に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

恵
心
僧
都
源
信
の
『
往
生
要
集
』
で
は
、
第
一
に
十
方
の
浄
土
に
対
し
て
西

方
の
極
楽
浄
土
を
勧
め
、
第
二
に
兜
率
天
と
極
楽
浄
土
を
総
合
的
に
対
比
す
る

中
、
多
く
の
勝
劣
と
難
易
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
、
様
々
な
典

籍
を
引
用
し
て
そ
の
証
拠
と
し
て
い
ま
す

（
（5
（

。
探
し
求
め
、
ご
覧
に
な
ら
れ
て

下
さ
い

（
（5
（

。
極
楽
浄
土
は
こ
の
娑
婆
世
界
と
縁
が
深
く
、
阿
弥
陀
仏
は
私
達
と

縁
の
深
い
教
主
な
の
で
す
。
そ
れ
は
、
は
る
か
昔
、
阿
弥
陀
仏
の
前
身
で
あ
る
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覚
え
そ
う
ろ
う
。

問
う
、
ま
こ
と
に
さ
て
は
一
筋
に
極
楽
を
欣

う
べ
き
に
こ
そ
そ
う
ろ
う
な
れ
。
極
楽
を
欣
わ

ん
に
は
い
ず
れ
の
行
か
勝
れ
て
そ
う
ろ
う
べ
き
。

答
う
、
善
導
釈
し
て
の
た
ま
わ
く
「
行
に
二

種
あ
り
、
一
つ
に
は
正
行
、
二
つ
に
は
雑
行
。

正
の
中
に
五
種
あ
り
。
一
つ
に
は
礼
拝
の
正
行
、

二
つ
に
は
讃
歎
供
養
の
正
行
、
三
つ
に
は
読
誦

の
正
行
、
四
つ
に
は
称
名
の
正
行
、
五
つ
に
は

観
察
の
正
行
な
り
。

一
つ
に
礼
拝
の
正
行
と
い
は
、
礼
せ
ん
に
は

す
な
わ
ち
か
の
仏
を
礼
し
て
余
礼
を
雑ま

じ
え
ざ
れ
。

二
つ
に
讃
歎
供
養
の
正
行
と
い
は
、
讃
歎
せ
ん

に
は
す
な
わ
ち
か
の
仏
を
讃
歎
供
養
し
て
余
の

讃
歎
を
雑
え
ざ
れ
。
三
つ
に
読
誦
の
正
行
と
い

は
、
読
誦
せ
ん
に
は
『
弥
陀
経
』
等
の
三
部
経

法
蔵
菩
薩
が
仏
に
な
ろ
う
と
修
行
さ
れ
た
と
い
う
過
去
の
因
が
あ
る
か
ら
で
あ

り
、
そ
し
て
私
達
衆
生
を
救
う
た
め
に
誓
わ
れ
た
本
願
を
成
就
さ
れ
た
か
ら
で

あ
り
ま
す
。
た
だ
た
だ
、
西
方
浄
土
を
願
う
べ
き
で
あ
る
と
お
心
得
下
さ
い
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
ま
こ
と
に
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
私
達
は
、

ひ
た
す
ら
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
極
楽
浄
土
へ

の
往
生
を
願
う
に
は
、
ど
の
よ
う
な
行
が
勝
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
善
導
大
師
は
、「
極
楽
浄
土
へ
往
生
す
る
た
め
の
行
に
二

種
が
あ
る
。
一
つ
に
は
、阿
弥
陀
仏
や
極
楽
浄
土
に
直
接
関
係
す
る
行
（
正
行
）

で
あ
り
、
二
つ
に
は
そ
の
他
の
雑
多
な
行
（
雑
行
）
で
あ
る
。
正
行
の
中
に
五

種
が
あ
る
。
一
つ
に
は
礼
拝
正
行
、
二
つ
に
は
讃
歎
供
養
正
行
、
三
つ
に
は
読

誦
正
行
、
四
つ
に
は
称
名
正
行
、
五
つ
に
は
観
察
正
行
で
あ
る
。

第
一
の
礼
拝
正
行
と
は
、
礼
拝
す
る
に
あ
た
っ
て
は
阿
弥
陀
仏
の
み
を
礼
拝

し
、
他
の
仏
・
菩
薩
・
諸
天
な
ど
へ
の
礼
拝
を
ま
じ
え
て
は
な
ら
な
い
。
第
二

の
讃
歎
供
養
正
行
と
は
、
仏
・
菩
薩
の
徳
を
ほ
め
讃
え
る
に
あ
た
っ
て
は
阿
弥

陀
仏
の
み
を
讃
歎
し
、
ま
た
供
養
を
施
し
て
、
他
の
仏
・
菩
薩
・
諸
天
な
ど
へ

の
讃
歎
を
ま
じ
え
て
は
な
ら
な
い
。
第
三
の
読
誦
正
行
と
は
、
経
典
を
読
誦
す

る
に
あ
た
っ
て
は
『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
「
浄
土
三
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を
読
誦
し
て
余
の
読
誦
を
雑
え
ざ
れ
。
四
つ
に

称
名
の
正
行
と
い
は
、
称
せ
ん
に
は
す
な
わ
ち

か
の
仏
を
称
し
て
余
の
称
名
を
雑
え
ざ
れ
。
五

つ
に
観
察
の
正
行
と
い
は
、
憶
念
観
察
せ
ん
に

は
か
の
土
の
二
報
荘
厳
等
を
観
察
し
て
余
の
観

察
を
雑
え
ざ
れ
。
こ
の
五
種
を
往
生
の
正
行
と

す
。こ

の
正
行
の
中
に
ま
た
二
つ
あ
り
、
一
つ
に

は
正
、
二
つ
に
は
助
な
り
。
称
名
を
も
て
は
正

と
し
、
礼
誦
等
を
も
て
は
助
業
と
名
づ
く
。
こ

の
正
助
二
行
を
除
き
て
自
余
の
修
善
は
み
な
雑

行
と
名
づ
く
」。

ま
た
釈
し
て
い
わ
く
「
自
余
の
衆
善
は
み
な

善
と
名
づ
く
と
い
え
ど
も
、
念
仏
に
た
く
ら
ぶ

れ
ば
全
く
比ひ

挍き
ょ
う

に
あ
ら
ず
」
と
の
た
ま
え
り
。

浄
土
を
欣
わ
せ
た
ま
わ
ば
一
向
に
念
仏
を
こ
そ

部
経
」
を
読
誦
し
て
、
他
の
経
典
の
読
誦
を
ま
じ
え
て
は
な
ら
な
い
。
第
四
の

称
名
正
行
と
は
、
名
号
を
称
え
る
に
あ
た
っ
て
は
阿
弥
陀
仏
の
名
号
の
み
を
称

え
て
、
他
の
仏
・
菩
薩
・
諸
天
な
ど
の
名
号
を
称
え
る
こ
と
を
ま
じ
え
て
は
な

ら
な
い
。
第
五
の
観
察
正
行
と
は
、
仏
の
お
姿
や
浄
土
の
あ
り
様
を
心
に
想
い

描
く
観
察
の
行
や
そ
の
想
い
を
長
く
留
め
る
憶
念
の
行
を
修
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
阿
弥
陀
仏
の
お
姿
や
極
楽
浄
土
の
あ
り
様
を
観
察
し
て
、
他
の
仏
の
お
姿

や
他
の
浄
土
の
あ
り
様
を
対
象
と
し
て
観
察
す
る
こ
と
を
ま
じ
え
て
は
な
ら
な

い
。
こ
れ
ら
五
種
の
行
を
、
極
楽
浄
土
へ
往
生
す
る
た
め
の
正
行
と
す
る
。

こ
の
正
行
の
中
に
も
ま
た
二
種
が
あ
る
。
一
つ
に
は
正
し
く
阿
弥
陀
仏
の
本

願
に
定
め
ら
れ
た
行
で
あ
り
、
二
つ
に
は
そ
の
本
願
の
行
に
思
い
を
向
け
さ
せ

る
行
で
あ
る
。
五
種
正
行
の
う
ち
、
第
四
の
称
名
正
行
を
正
（
正
定
業
）
と
し
、

礼
拝
や
読
誦
等
の
正
行
を
助
（
助
業
）
と
名
付
け
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
正
定

業
と
助
業
を
除
き
、
そ
の
他
の
行
は
こ
と
ご
と
く
雑
行
と
名
付
け
る
」

（
（5
（

と
解
釈

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
善
導
大
師
は
、「
称
名
念
仏
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
は
す
べ
て
善
行
と

名
付
け
る
と
い
っ
て
も
、
称
名
念
仏
に
比
べ
れ
ば
ま
っ
た
く
比
較
に
な
ら
な

い
」

（
（5
（

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
の

で
あ
れ
ば
、
た
だ
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
お
称
え
下
さ
い
ま
せ
。
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は
申
さ
せ
た
ま
わ
め
。

問
う
、
余
行
を
修
し
て
往
生
せ
ん
事
は
叶
い

そ
う
ろ
う
ま
じ
や
。
さ
れ
ど
も
『
法
華
経
』
に

「
す
な
わ
ち
安
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
の
所み

も
と

に
往

く
」
と
い
い
、
密
教
の
中
に
も
決
定
往
生
の
真

言
あ
り
。
諸
教
の
中
に
浄
土
に
往
生
す
べ
き
功く

力り
き

を
説
け
り
。

ま
た
穢
土
の
中
に
し
て
仏
果
に
至
る
と
い
う
、

難
き
徳
を
だ
に
具
せ
ら
ん
教
を
修
行
し
て
、
易

き
往
生
極
楽
に
廻
向
せ
ば
、
仏
果
に
叶
う
ま
で

こ
そ
難
く
と
も
往
生
は
易
く
そ
う
ろ
う
べ
き
と

こ
そ
覚
え
そ
う
ら
え
。
ま
た
お
の
ず
か
ら
聴ち

ょ
う

聞も
ん

な
ん
ど
に
承
る
に
も
「
法
華
念
仏
一
つ
も
の
」

と
釈
せ
ら
れ
そ
う
ろ
う
。
並
べ
て
修
せ
ん
に
何

か
苦
し
く
そ
う
ろ
う
べ
き
。

答
う
、『
双
巻
経
』
に
三
輩
往
生
の
業
を
説

き
て
と
も
に
「
一
向
専
念
無
量
寿
仏
」
と
の
た

ま
え
り
。『
観
無
量
寿
経
』
に
諸
の
往
生
の
行

お
尋
ね
し
ま
す
。
称
名
念
仏
以
外
の
行
を
修
め
て
往
生
し
よ
う
と
い
う
願
い

は
叶
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、『
法
華
経
』
に
は
「（
経
典
を
学
ん
で
、

そ
の
説
示
の
ま
ま
に
行
を
修
め
れ
ば
）
速
や
か
に
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
の
み

も
と
へ
往
生
す
る
」

（
（5
（

と
説
か
れ
、
密
教
の
中
に
も
往
生
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と

す
る
真
言
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
の
中
に
も
浄
土
往
生
が
叶
え
ら
れ
る
と

い
う
功
徳
を
具
え
た
行
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
穢
れ
た
こ
の
世
界
に
い
な
が
ら
こ
の
身
こ
の
ま
ま
で
さ
と
り
を
開
く
と

い
う
、
あ
り
が
た
い
功
徳
を
具
え
た
行
を
修
め
、
そ
の
功
徳
を
遂
げ
や
す
い
往

生
浄
土
の
た
め
に
振
り
向
け
れ
ば
、
今
生
に
さ
と
り
を
開
く
ま
で
に
は
至
ら
な

く
と
も
、
往
生
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
説
法

な
ど
で
た
ま
た
ま
耳
に
し
た
と
こ
ろ
で
は
、「『
法
華
経
』
を
読
誦
し
て
も
称
名

念
仏
を
修
め
て
も
、
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
功
徳
は
等
し
い
」

（
（5
（

な
ど
と

解
釈
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
行
を
並
行
し
て
修
め
る
こ
と
に
何
か
不

都
合
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
釈
尊
は
『
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
、
浄
土
往
生
の
様
相
を

上
・
中
・
下
に
分
け
た
三
輩
の
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
す
る
往
生
の
行
と
し
て
「
た

だ
ひ
た
す
ら
に
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
よ
」

（
（5
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。『
観
無
量
寿
経
』
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を
集
め
て
説
き
た
ま
う
終
り
に
阿
難
に
付
属
し

た
ま
う
と
こ
ろ
に
は
「
汝
、
こ
の
語こ

と
ば

を
持た

も
て
。

こ
の
語
を
持
て
と
い
う
は
無
量
寿
仏
の
名み

な
を
持

つ
な
り
」
と
説
き
た
ま
う
。
善
導
『
観
経
』
を

釈
し
て
の
た
ま
う
に
「
定
散
両
門
の
益
を
説
く

と
い
え
ど
も
、
仏
の
本
願
に
望
む
れ
ば
、
一
向

に
専
ら
弥
陀
の
名
号
を
称
せ
し
む
る
に
あ
り
」

と
い
う
。

同
じ
き
『
経
』
の
文
に
「
一
一
の
光
明
は
十

方
世
界
の
念
仏
の
衆
生
を
照
ら
し
て
摂
取
し
て

捨
て
た
ま
わ
ず
」
と
説
け
り
。
善
導
釈
し
て
の

た
ま
わ
く
「
余
の
雑ぞ

う

業ご
う

の
者
を
照
ら
し
摂
取
す

と
い
う
こ
と
を
ば
論
ぜ
ず
」
と
そ
う
ろ
う
。
余

行
の
者
は
ふ
つ
と
生
ま
れ
ず
と
い
う
に
あ
ら
ず
。

善
導
も
「
廻
向
し
て
生
ま
る
べ
し
と
い
え
ど
も

諸
の
疎
雑
の
行
と
名
づ
く
」
と
こ
そ
は
仰
せ
ら

れ
た
れ
。

で
は
、
浄
土
往
生
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
を
ま
と
め
て
説
か
れ
て
か
ら
、
最

後
に
阿
難
尊
者
に
「
そ
な
た
は
、
こ
の
言
葉
を
よ
く
よ
く
胸
に
刻
み
、
後
世
に

伝
え
な
さ
い
。
こ
の
言
葉
を
胸
に
刻
む
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
決
し
て
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
後
世
に
伝
え
遺
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

（
（6
（

と
告
げ
ら
れ
ま
し

た
。
善
導
大
師
は
『
観
経
』
の
こ
の
部
分
を
解
釈
さ
れ
て
、「
釈
尊
は
、
心
を

一
つ
の
対
象
に
定
め
て
行
う
善
行
（
定
善
）
と
心
が
散
乱
し
な
が
ら
も
修
め
ら

れ
る
善
行
（
散
善
）
を
説
か
れ
た
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

み
れ
ば
、
そ
の
本
意
は
た
だ
ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
さ
せ
る
こ
と

に
あ
る
」

（
（6
（

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
じ
く
『
観
経
』
の
経
文
に
「
阿
弥
陀
仏
か
ら
放
た
れ
る
ひ
と
筋
ひ
と

筋
の
光
明
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
お
い
て
念
仏
を
称
え
る
人
々
を
照
ら
し
て
、

一
人
も
漏
ら
さ
ず
お
救
い
下
さ
り
、
お
見
捨
て
に
な
る
こ
と
は
な
い
」

（
（6
（

と
説
か

れ
て
い
ま
す
。
善
導
大
師
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
阿
弥
陀
仏
の
光
明
が
、
称

名
念
仏
以
外
の
種
々
雑
多
な
行
を
修
め
る
者
を
照
ら
し
て
救
い
摂
る
と
い
う
こ

と
を
説
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」

（
（6
（

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
お

念
仏
以
外
の
行
を
修
め
る
者
は
ま
っ
た
く
往
生
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
善
導
大
師
も
「
そ
れ
ら
の
功
徳
を
振
り
向
け
れ
ば
往
生
で
き
る
も

の
の
、
い
ず
れ
も
往
生
の
た
め
に
は
疎
遠
で
粗
雑
な
行
と
名
付
け
る
」

（
（6
（

と
お
っ
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『
往
生
要
集
』
の
序
に
も
「
顕
密
の
教
法
、

そ
の
文
一
つ
に
あ
ら
ず
。
事
理
の
業
因
、
そ
の

行
こ
れ
多
し
。
利
智
精
進
の
人
は
い
ま
だ
難
し

と
せ
ず
。
予
が
ご
と
き
の
頑が

ん

魯ろ

の
者
、
あ
に

容た
や
す易

か
ら
ん
や
。
こ
の
故
に
念
仏
の
一
門
に
よ

り
て
経
論
の
要
文
を
集
む
。
こ
れ
を
披ひ

ら
き
こ
れ

を
修
す
る
に
覚
り
易
く
行
じ
易
し
」
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
証
拠
明
ら
め
つ
べ
し
。
教
を
簡
ぶ

に
は
あ
ら
ず
、
機
を
料は

か
ら
う
な
り
。
我
が
力
に

て
生
死
を
離
れ
ん
事
励
み
難
く
し
て
、
偏
に
他

力
の
弥
陀
の
本
願
を
憑
む
な
り
。
先
徳
た
ち
思

い
量
ら
い
て
こ
そ
は
道
綽
は
聖
道
を
捨
て
て
浄

土
の
門
に
入
り
、
善
導
は
雑
行
を
止と

ど
め
て
一
向

に
念
仏
し
て
三
昧
を
得
た
ま
い
き
。
浄
土
宗
の

祖
師
、
次
第
に
相あ

い
続つ

げ
り
。
僅
か
に
一
両
を
挙

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

恵
心
僧
都
源
信
の
『
往
生
要
集
』
の
序
文
に
も
、「
顕
教
に
し
て
も
密
教
に

し
て
も

（
（6
（

、
そ
の
教
え
を
説
く
文
は
一
様
で
は
な
い
。
事
や
理
を
行
ず
る
に
し

て
も

（
（6
（

、
そ
の
行
の
種
類
は
数
多
い
。
秀
で
た
智
慧
を
具
え
精
進
を
重
ね
た
者

で
あ
れ
ば
、
い
ま
だ
に
そ
う
し
た
修
行
の
完
成
は
難
し
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
私
、
源
信
の
よ
う
に
か
た
く
な
で
道
理
を
わ
き
ま
え
な
い
愚
か

者
が
、
ど
う
し
て
た
や
す
く
修
め
ら
れ
る
と
い
う
の
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
念
仏

の
教
え
を
中
心
に
し
て
、
そ
れ
に
関
す
る
重
要
な
文
章
を
経
典
や
論
書
か
ら
集

め
た
の
で
あ
る
。
本
書
を
紐
解
き
修
め
る
な
ら
ば
、
さ
と
り
や
す
く
行
じ
や
す

い
で
あ
ろ
う
」

（
（6
（

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
典
拠
を
よ
く
よ
く
見
究
め
る
べ
き
で
す
。
私
達
が
教

え
に
優
劣
を
つ
け
て
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
私
達
の
身
の
程
に
は
ど
の
よ
う
な
教

え
が
ふ
さ
わ
し
い
か
を
見
定
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
達
の
自
力
に
よ
っ
て

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
す
迷
い
の
世
界
を
離
れ
よ
う
と
し
て
も
、

そ
れ
を
目
指
し
て
励
む
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
た
だ
ひ
た
す
ら
他
力
で
あ
る
阿

弥
陀
仏
の
本
願
を
頼
み
と
す
る
の
で
す
。
先
達
方
も
そ
の
よ
う
に
思
い
巡
ら
さ

れ
た
か
ら
こ
そ
、
道
綽
禅
師
は
聖
道
門
の
教
え
を
捨
て
て
浄
土
門
に
入
り
、
善

導
大
師
は
種
々
雑
多
な
行
を
止
め
て
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
修
め
ら
れ
た
の
で
す
。
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ぐ
。こ

の
朝
に
も
恵
心
、
永
観
な
ん
ど
い
う
自
宗

他
宗
、
偏
に
念
仏
の
一
門
を
勧
め
た
ま
え
り
。

専せ
ん

雑ぞ
う

二に

修し
ゅ

の
義
初
め
て
申
す
に
及
ば
ず
。
浄
土

宗
の
文
多
し
、
細
か
に
御
覧
ず
べ
し
。
ま
た
即

身
得
道
の
行
、
往
生
極
楽
に
及
ば
ざ
ら
ん
や
と

そ
う
ろ
う
は
、
ま
こ
と
に
い
わ
れ
た
る
よ
う
に

そ
う
ら
え
ど
も
、
何な

に
に
も
宗
と
申
す
事
の
そ
う

ろ
う
ぞ
か
し
。

善
導
の
『
観
経
疏
』
に
い
わ
く
「『
般
若
経
』

の
ご
と
き
は
空
慧
を
も
て
宗
と
す
。『
維
摩
経
』

の
ご
と
き
は
不
思
議
解
脱
を
も
て
宗
と
す
。
今

こ
の
『
観
経
』
は
観
仏
三
昧
を
も
て
宗
と
し
、

そ
の
結
果
、
善
導
大
師
は
、
い
つ
し
か
阿
弥
陀
仏
の
お
姿
や
極
楽
浄
土
の
荘
厳

を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
三
昧
の
境
地
を
体
得
さ
れ
た
の
で
す
。
浄
土
宗
の
祖

師
方
は
、
こ
の
よ
う
に
脈
々
と
教
え
を
継
承
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
は
わ

ず
か
に
お
二
方
だ
け
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
日
本
に
も
恵
心
僧
都
源
信
や
永
観
律
師
な
ど
と
い
う
お
念
仏
を
旨
と
す

る
宗
の
僧
侶
も
そ
う
で
な
い
宗
の
僧
侶
も

（
（6
（

、
ひ
と
え
に
お
念
仏
の
教
え
を
勧

め
ら
れ
ま
し
た
。
仏
道
修
行
に
つ
い
て
専
ら
お
念
仏
を
称
え
る
「
専
修
」
と
、

そ
の
他
の
諸
行
を
雑
多
に
修
め
る「
雑
修
」の
二
種
に
分
類
す
る
こ
と
は
、私（
法

然
）
が
は
じ
め
て
申
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
浄
土
宗
に
関
す
る
要
文
は

数
多
い
の
で
、そ
れ
ら
を
詳
し
く
ご
覧
に
な
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、「
こ

の
身
こ
の
ま
ま
で
さ
と
り
を
開
く
ほ
ど
の
行
で
あ
れ
ば
、
浄
土
往
生
を
遂
げ
る

の
に
不
足
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
は
、
広
く
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
い
ず
れ
の
教
え
に
も
宗
旨
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
わ
き
ま

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

す
な
わ
ち
、
善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
に
「『
大
品
般
若
経
』
は
す
べ
て
の

存
在
が
空
で
あ
る
と
知
見
す
る
智
慧
を
も
っ
て
宗
旨
と
す
る
。『
維
摩
経
』
は

私
達
の
思
惟
を
超
え
た
さ
と
り
の
境
地
を
も
っ
て
宗
旨
と
す
る
。
今
、こ
の『
観

経
』
は
阿
弥
陀
仏
の
お
姿
や
極
楽
浄
土
の
あ
り
様
を
深
く
観
想
す
る
観
仏
三
昧
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念
仏
三
昧
を
も
て
宗
と
す
」
と
い
う
が
ご
と
き
。

法
華
は
真
如
実
相
平
等
の
妙
理
を
観
じ
て
証

を
取
る
、
現
身
に
五ご

品ほ
ん

六ろ
っ

根こ
ん

の
位
に
も
叶
う
、

こ
れ
ら
を
も
て
宗
と
す
。
ま
た
真
言
に
は
即
身

成
仏
を
も
て
宗
と
す
。

法
華
に
も
多
く
の
功く

力り
き

を
挙
げ
て
経
を
称ほ

む

る
つ
い
で
に
即
往
安
楽
と
も
い
い
、
ま
た
即
往

兜
率
天
上
と
も
い
う
。
こ
れ
は
便び

ん
宜ぎ

の
説
な
り
。

往
生
を
宗む

ね
と
す
る
に
は
あ
ら
ず
。
真
言
ま
た
か

く
の
ご
と
し
。

法
華
念
仏
一
つ
な
り
と
い
い
て
、
並
べ
て
修

せ
よ
と
い
わ
ば
、善
導
和
尚
は
『
法
華
』『
維
摩
』

等
を
誦
し
き
。
浄
土
の
一
門
に
入
り
に
し
よ
り

こ
の
か
た
一
向
に
念
仏
し
て
あ
え
て
余
の
行
を

雑ま
じ

う
る
事
な
か
り
き
。

を
も
っ
て
宗
旨
と
し
、
ま
た
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
続
け
る
念
仏
三
昧
を

も
っ
て
宗
旨
と
す
る
」

（
（6
（

と
説
か
れ
て
い
る
通
り
で
す
。

天
台
宗
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
や
事
象
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
は
す
べ
て
平
等

で
あ
る
と
い
う
真
理
を
体
得
し
て
さ
と
り
を
開
き
、
こ
の
身
こ
の
ま
ま
で
五
品

の
位
や
六
根
清
浄
の
位

（
（7
（

に
も
至
れ
る
こ
と
を
宗
旨
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
真

言
宗
で
は
、
今
生
に
こ
の
身
こ
の
ま
ま
で
さ
と
り
を
開
く
こ
と
を
宗
旨
と
し
て

い
ま
す
。

天
台
宗
で
は
、
読
誦
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
多
く
の
功
徳

を
挙
げ
て
『
法
華
経
』
を
褒
め
讃
え
て
、
そ
れ
に
続
け
て
「
速
や
か
に
極
楽
浄

土
に
往
生
で
き
る
」

（
（7
（

と
も
、
ま
た
「
速
や
か
に
兜
率
天
に
上
っ
て
生
ま
れ
る
」

（
（7
（

と
も
説
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
一
節
は
、
か
た
わ
ら
に
説
か
れ

た
教
え
で
あ
っ
て
、
浄
土
往
生
を
宗
旨
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

真
言
宗
も
ま
た
同
様
で
す
。

「『
法
華
経
』
を
読
誦
し
て
も
称
名
念
仏
を
修
め
て
も
極
楽
浄
土
に
往
生
す

る
と
い
う
功
徳
は
等
し
い
の
だ
か
ら
並
行
し
て
修
め
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
善
導
大
師
も
か
つ
て
は
『
法
華
経
』
や
『
維

摩
経
』
を
読
誦
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
浄
土
往
生
を
目
指
す
教
え
に
帰

入
さ
れ
て
か
ら
は
、
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
称
え
続
け
、
ま
っ
た
く
他
の
行
を
ま
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し
か
の
み
な
ら
ず
浄
土
宗
の
祖
師
、
相あ

い
続つ

い

で
み
な
一
向
に
名
号
を
称
し
て
余
業
を
雑ま

じ
え
ざ

れ
と
勧
む
。
こ
れ
ら
を
案
じ
て
専
修
の
一
行
に

入い

ら
せ
た
ま
え
と
申
す
な
り
。

問
う
、
浄
土
の
法
門
に
、
ま
ず
何な

に

何な
に

を
見
て

心
付
き
そ
う
ろ
う
な
ん
。

答
う
、
経
に
は
『
双
巻
』『
観
無
量
寿
』『
小

阿
弥
陀
経
』
等
、
こ
れ
を
浄
土
三
部
経
と
名
づ

く
。
文
に
は
善
導
の
『
観
経
疏
』『
六
時
礼
讃
』

『
観
念
法
門
』、道
綽
の
『
安
楽
集
』、慈
恩
の
『
西

方
要
決
』、
懐
感
の
『
群
疑
論
』、
天
台
の
『
十

疑
論
』、
我
が
朝
の
人
師
に
は
恵
心
の
『
往
生

要
集
』
な
ん
ど
こ
そ
は
常
に
人
の
見
る
も
の
に

て
そ
う
ら
え
。
た
だ
し
何
を
御
覧
ぜ
ず
と
も
、

よ
く
御
心
得
て
念
仏
申
さ
せ
た
ま
い
な
ん
に
、

往
生
何
事
か
疑
い
そ
う
ろ
う
べ
き
。

問
う
、
心
を
ば
い
か
よ
う
に
か
遣つ

か
い
そ
う
ろ

じ
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

善
導
大
師
に
限
ら
ず
、
浄
土
宗
の
祖
師
方
は
、
皆
次
々
と
「
ひ
た
す
ら
阿
弥

陀
仏
の
名
号
を
称
え
、
他
の
行
を
ま
じ
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
お
勧
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
推
し
量
っ
て
、
専
ら
称
名
念
仏
一
行
に
邁
進
さ

れ
る
よ
う
に
と
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
浄
土
の
教
え
に
つ
い
て
、
ま
ず
ど
う
い
っ
た
典
籍
を
読
ん

で
正
し
い
理
解
を
身
に
つ
け
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
経
典
と
し
て
は
『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀

経
』
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
「
浄
土
三
部
経
」
と
申
し
ま
す
。
中
国
の
典
籍
と
し

て
は
善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』『
往
生
礼
讃
』『
観
念
法
門
』

（
（7
（

、道
綽
禅
師
の
『
安

楽
集
』、
慈
恩
大
師
の
『
西
方
要
決
』、
懐
感
禅
師
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
』、
天

台
大
師
の
『
浄
土
十
疑
論
』、
ま
た
日
本
の
祖
師
の
著
作
と
し
て
は
恵
心
僧
都

源
信
の
『
往
生
要
集
』
な
ど
は
、
浄
土
の
教
え
に
心
を
寄
せ
る
人
々
が
常
に
見

る
べ
き
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
書
物
を
ご
覧
に
な
ら
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
よ
く
そ
の
道
理
を
心
得
て
お
念
仏
を
お
称
え
す
れ
ば
、
浄
土
往
生
に
何

の
疑
い
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
と
き
の
心
は
ど
の
よ
う
に
調
え
る
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う
べ
き
。

答
う
、
三
心
を
具
足
せ
さ
せ
た
ま
え
。
そ
の

三
心
と
申
す
は
、
一
つ
に
は
至
誠
心
、
二
つ
に

は
深
心
、
三
つ
に
は
廻
向
発
願
心
な
り
。

一
つ
に
至
誠
心
と
い
う
は
、
真
実
の
心
な
り
。

善
導
釈
し
て
の
た
ま
わ
く
「
至
と
い
う
は
真
の

義
、
誠
と
い
う
は
実
の
義
。
真
実
の
心
の
中
に

こ
の
自
他
の
依
正
二
報
を
厭
い
捨
て
て
、
三
業

に
修
す
る
と
こ
ろ
の
行
業
に
必
ず
真
実
を
須も

ち
い

よ
。外ほ

か

に
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
て
内う

ち

に
虚
仮

を
懐
く
者
は
、
日
夜
十
二
時
に
勤
め
行
う
こ
と

頭こ
う
べ

の
火
を
払
う
が
ご
と
く
に
す
れ
ど
も
、
往
生

を
得
ず
と
い
う
。
た
だ
内な

い

外げ

明み
ょ
う

闇あ
ん

を
簡
ば
ず
、

真
実
を
須も

ち
い
る
故
に
至
誠
心
と
名
づ
く
。

二
つ
に
深
心
と
い
う
は
、
深
き
信
な
り
。
決

べ
き
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
い
た
し
ま
す
。
三
心
を
お
具
え
に
な
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
三
心
と
は

一
つ
に
は
至
誠
心
、
二
つ
に
は
深
心
、
三
つ
に
は
回
向
発
願
心
で
す
。

一
つ
目
の
至
誠
心
と
い
う
の
は
、
真
実
の
心
の
こ
と
で
す
。
善
導
大
師
は
三

心
を
解
釈
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
至
と
は
真
の
意
味
で
あ
り
、

誠
と
は
実
の
意
味
で
あ
る
。
真
実
の
心
の
中
に
お
い
て
、
自
身
や
他
の
人
々
が

こ
れ
ま
で
犯
し
、
こ
れ
か
ら
も
犯
す
で
あ
ろ
う
さ
ま
ざ
ま
な
悪
行
や
穢
れ
た
世

界
へ
の
執
着
を
厭
い
捨
て
て
、
自
身
が
修
め
る
身
体
や
言
葉
や
心
の
働
き
に
お

い
て
は
、
必
ず
す
べ
て
阿
弥
陀
仏
や
極
楽
浄
土
に
対
し
て
真
実
の
姿
で
臨
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

外
面
で
は
賢
く
善
良
で
精
進
し
て
い
る
姿
を
見
せ
る
一
方
、
内
面
で
は
嘘
偽

り
の
心
を
抱
い
て
い
る
者
は
、
頭
に
降
り
か
か
っ
た
火
の
粉
を
払
う
よ
う
に
、

昼
も
夜
も
一
日
中
、
浄
土
を
目
指
す
勤
め
を
実
践
し
た
と
し
て
も
往
生
は
叶
わ

な
い
と
い
う
。内
心
も
外
面
の
態
度
も
、人
目
の
あ
る
時
も
人
目
の
な
い
と
き
も
、

ま
っ
た
く
変
わ
り
な
く
、
阿
弥
陀
仏
や
極
楽
浄
土
に
対
し
て
真
実
の
心
を
用
い

る
こ
と
か
ら
至
誠
心
と
名
付
け
る
の
で
あ
る
。

二
つ
目
の
深
心
と
い
う
の
は
、
深
い
信
心
で
あ
る
。
ま
ず
も
っ
て
我
々
は
、
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定
し
て
深
く
信
ぜ
よ
、
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪

生
死
の
凡
夫
な
り
、
曠こ

う

劫ご
う

よ
り
こ
の
か
た
常
に

没し
ず

み
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
。

ま
た
決
定
し
て
深
く
信
ぜ
よ
。
こ
の
阿
弥
陀

仏
、
四
十
八
願
を
も
て
、
衆
生
を
摂し

ょ
う

受じ
ゅ

し
て
疑

い
な
く
慮

う
ら
も
い

な
く
、
か
の
願
力
に
乗の

り
て
定
め

て
往
生
す
と
。

仰
ぎ
願
わ
く
は
仏
の
こ
と
ば
を
信
ぜ
よ
。
も

し
一
切
の
智
者
百
千
万
人
来
た
り
て
経
論
の
証し

ょ
う

を
引
き
て
、
一
切
の
凡
夫
念
仏
し
て
往
生
す
る

こ
と
を
得
ず
と
い
わ
ん
に
、
一
念
の
疑
退
の
心し

ん

を
起
こ
す
べ
か
ら
ず
。

た
だ
報こ

た
え
て
い
う
べ
し
、
汝
が
引
く
と
こ
ろ

の
経
論
、
信
ぜ
ざ
る
に
は
あ
ら
ず
。
汝
が
信
ず

る
と
こ
ろ
の
経
論
は
汝
が
有
縁
の
教き

ょ
う

、
我
が
信

ず
る
と
こ
ろ
は
我
が
有
縁
の
教
。
今
引
く
と
こ

ろ
の
経
論
は
菩
薩
人
天
等
に
通
じ
て
説
け
り
。

今
現
に
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
し
て
き
た
罪
深
い
悪
し
き
凡
夫

で
あ
り
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
過
去
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
こ
の
迷
い
の
世

界
に
常
に
沈
み
、
輪
廻
を
繰
り
返
し
、
こ
の
世
界
か
ら
離
れ
出
る
縁
に
ま
っ
た

く
出
会
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
心
の
底
か
ら
深
く
信
じ
な
さ
い
。

ま
た
、
阿
弥
陀
仏
は
四
十
八
願
を
通
じ
て
衆
生
を
救
い
摂
る
と
い
う
救
い
の

働
き
に
対
し
て
疑
い
を
抱
く
こ
と
な
く
、
い
た
ず
ら
に
不
安
に
思
う
こ
と
な
く
、

そ
の
本
願
の
力
に
よ
っ
て
必
ず
浄
土
往
生
が
叶
う
と
い
う
こ
と
を
心
の
底
か
ら

深
く
信
じ
な
さ
い
。

仰
い
で
願
う
こ
と
は
、
御
仏
の
お
示
し
を
信
じ
な
さ
い
。
も
し
、
百
千
万
に

も
及
ぶ
智
慧
あ
る
人
が
皆
こ
ぞ
っ
て
や
っ
て
来
て
、
経
典
や
論
疏
を
根
拠
と
し

て
示
し
、〈
お
し
な
べ
て
凡
夫
は
、
念
仏
を
称
え
た
と
こ
ろ
で
往
生
す
る
こ
と

な
ど
で
き
な
い
〉
と
批
判
し
た
と
し
て
も
、
た
と
え
一
瞬
で
あ
っ
て
も
念
仏
往

生
に
疑
い
の
心
を
発
し
、
信
心
を
退
転
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
と
し
て
も
、
た
だ
次
の
よ
う
に
答
え
な
さ
い
。〈
あ

な
た
が
示
し
て
い
る
経
典
や
論
疏
を
信
じ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
あ

な
た
が
信
じ
て
い
る
経
典
や
論
疏
は
あ
な
た
に
縁
が
あ
る
教
え
で
あ
り
、
私
が

信
じ
て
い
る
経
典
や
論
疏
は
私
に
縁
が
あ
る
教
え
で
あ
る
。
今
、
あ
な
た
が
引

用
し
て
示
さ
れ
た
経
典
や
論
疏
は
多
く
の
菩
薩
や
人
道
・
天
道
の
衆
生
を
共
通
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こ
の
『
観
経
』
等
の
三
部
は
濁
悪
不
善
の
凡
夫

の
た
め
に
説
き
た
ま
う
。

し
か
れ
ば
か
の
経
を
説
き
た
ま
う
時
に
は
、

対
機
も
別
に
、
所
も
別
に
、
利
益
も
別
な
り
き
。

今
君
が
疑
い
を
聞
く
に
い
よ
い
よ
信
心
を
増
上

す
。
も
し
羅
漢
辟び

ゃ
く

支し

仏ぶ
つ

、
初
地
十
地
の
菩
薩
十

方
に
満
ち
、
化
仏
報
仏
光
を
輝
か
し
、
虚
空
に

舌
を
吐
き
て
生む

ま
れ
ず
と
の
た
ま
わ
ば
、
ま
た

報こ
た

え
て
い
う
べ
し
、
一
仏
の
説
は
一
切
仏
の
説

に
同
じ
。
釈
迦
如
来
の
説
き
た
ま
う
教き

ょ
う

を
改
め

ば
、
制
し
た
ま
う
と
こ
ろ
の
殺
生
十
悪
等
の
罪

を
改
め
て
ま
た
犯
す
べ
し
や
。

前さ
き

の
仏
空そ

ら

事ご
と

し
た
ま
わ
ば
、
後の

ち
の
仏
も
ま
た

空
事
し
た
ま
う
べ
し
。
同
じ
事
な
ら
ば
、
た
だ

為し

初そ

め
た
る
法
を
ば
改
め
じ
と
い
い
て
、
永
く

退
す
る
こ
と
な
か
れ
。
か
る
が
故
に
深
心
な
り
。

の
対
象
と
し
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
『
観
無
量
寿
経
』
な
ど

の
「
浄
土
三
部
経
」
は
、
汚
れ
や
悪
が
は
び
こ
る
時
代
に
お
い
て
善
行
を
修
め

ら
れ
な
い
機
根
の
劣
っ
た
凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た
教
え
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、『
観
無
量
寿
経
』
を
説
か
れ
た
時
と
現
在
と
で
は
、
説
法

の
対
象
で
あ
る
衆
生
の
能
力
も
、
教
え
を
説
か
れ
た
場
所
も
、
そ
の
利
益
も
異

な
る
の
で
あ
る
。
今
、
あ
な
た
が
述
べ
た
疑
い
を
聞
い
た
の
で
、
ま
す
ま
す
私

の
信
心
は
深
ま
っ
た
。
も
し
、
阿
羅
漢

（
（7
（

や
辟
支
仏

（
（7
（

、
初
地
か
ら
十
地
ま
で
の

高
位
の
菩
薩

（
（7
（

が
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
満
ち
広
が
っ
て
、
化
仏

（
（7
（

や
報
仏

（
（7
（

が
そ
の
お

身
体
か
ら
光
を
輝か

が
や

か
せ
、
大
空
に
広
く
長
い
舌
を
伸
ば
さ
れ
て
〈
凡
夫
が
浄
土

往
生
す
る
こ
と
な
ど
決
し
て
な
い
〉
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に

答
え
て
言
う
べ
き
で
あ
る
。〈
お
一
方
の
仏
の
説
示
は
す
べ
て
の
仏
の
説
示
と

共
通
で
あ
る
。
釈
尊
の
説
か
れ
た
教
え
を
改
め
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
戒
め
ら

れ
た
殺
生
を
は
じ
め
と
す
る
十
悪
な
ど
の
罪
の
規
定
を
改
め
て
、
そ
れ
ら
を
犯

し
て
も
構
わ
な
い
な
ど
と
規
定
す
る
と
い
う
の
か
。

過
去
の
仏
が
偽
り
の
説
法
を
さ
れ
た
な
ら
ば
、
後
の
世
の
仏
も
ま
た
偽
り
の

説
法
を
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
同
じ
く
偽
り
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
最
初
に
信

じ
た
仏
の
教
え
を
信
じ
て
い
く
だ
け
で
あ
る
〉
と
宣
言
し
て
、
永
遠
に
お
念
仏

の
信
心
を
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
せ
よ
。
こ
の
故
に
深
心
と
言
う
の
で
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三
つ
に
廻
向
発
願
心
と
い
う
は
、
一
切
の
善

根
を
こ
と
ご
と
く
み
な
廻
向
し
て
往
生
極
楽
の

た
め
と
す
。
決
定
真
実
の
心
の
中う

ち
に
廻
向
し
て

生む

ま
る
る
思
い
を
な
す
な
り
。
こ
の
心
深じ

ん

信し
ん

な

る
事
金
剛
の
ご
と
く
に
し
て
一
切
の
異
見
異
学

別
行
人
等
に
動
乱
破
壊
せ
ら
れ
ざ
れ
」。

「
今
さ
ら
に
行
者
の
た
め
に
一
つ
の
譬
喩
を

説
き
て
外
邪
異
見
の
難
を
防
が
ん
。

人
あ
り
て
西
に
向
い
て
百
里
千
里
を
行
く
に
、

忽
然
と
し
て
中
路
に
二
つ
の
河
あ
り
。
一
つ
は

こ
れ
火
の
河
、南
に
あ
り
。二
つ
は
こ
れ
水
の
河
、

北
に
あ
り
。
各

お
の
お
の

闊ひ
ろ

さ
百
歩
、深
く
し
て
底
な
し
。

正
に
水
火
の
中ち

ゅ
う

間げ
ん

に
一
つ
の
白
き
道
あ
り
。
闊ひ

ろ

さ
四
五
寸
ば
か
り
な
る
べ
し
。
こ
の
道
、
東
の

岸
よ
り
西
の
岸
に
至
る
ま
で
、
長
さ
百
歩
。
そ

あ
る
。

三
つ
目
の
回
向
発
願
心
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
修
め
て
き
た
善
行
の
功
徳

を
こ
と
ご
と
く
極
楽
往
生
の
た
め
に
振
り
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。
嘘
偽
り
の

ま
っ
た
く
な
い
真
実
の
心
の
中
に
善
行
の
功
徳
を
回
向
し
て
、
浄
土
に
往
生
し

よ
う
と
す
る
思
い
を
発
す
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
回
向
発
願
心
を
発
す
に
あ

た
っ
て
は
、
阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
働
き
を
深
く
信
じ
る
思
い
を
金
剛

（
（7
（

の
よ
う

に
固
く
し
て
、
異
な
っ
た
見
解
や
異
な
っ
た
学
問
を
学
び
、
念
仏
と
は
別
の
行

を
修
め
て
い
る
よ
う
な
す
べ
て
の
人
々
に
よ
っ
て
心
を
乱
さ
れ
た
り
、
破
ら
れ

壊
さ
れ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
」

（
（8
（

。

「
今
、
さ
ら
に
念
仏
の
行
者
の
た
め
に
一
つ
の
譬
喩
を
説
い
て
、
邪
な
見
解

や
私
達
と
は
異
な
る
見
方
に
よ
る
非
難
を
防
ぐ
こ
と
と
し
よ
う
。

あ
る
人
が
、
西
へ
向
か
っ
て
百
里
あ
る
い
は
千
里
（
お
よ
そ
五
〇
キ
ロ
あ
る

い
は
五
〇
〇
キ
ロ
）
と
歩
ん
で
い
く
と
、突
然
、二
つ
の
河
が
目
の
前
に
現
れ
る
。

一
つ
は
南
に
伸
び
る
火
の
河
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
北
に
伸
び
る
水
の
川
で
あ

る
。
そ
の
河
幅
は
百
歩
（
お
よ
そ
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
で
、
底
が
分
か
ら
な
い

ほ
ど
深
い
。
ま
さ
に
そ
の
二
つ
の
河
に
挟
ま
れ
た
中
央
に
ひ
と
筋
の
白
い
道
が

あ
る
。
そ
の
道
幅
は
四
寸
か
ら
五
寸
（
お
よ
そ
一
二
セ
ン
チ
か
ら
一
五
セ
ン
チ
）

で
、
こ
の
道
の
長
さ
は
東
の
岸
か
ら
西
の
岸
に
至
る
ま
で
の
百
歩
で
あ
る
。
水
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の
水
の
波
浪
交き

ょ
う

過か

し
て
道
を
湿う

る
お

す
。
火
焔
ま
た

来
た
り
て
道
を
焼
く
。
水
火
相
交
わ
り
て
常
に

休や息
む
こ
と
な
し
。

こ
の
人
す
で
に
空く

う

曠こ
う

の
迥は

る
か
な
る
と
こ
ろ
に

至
る
に
人
な
く
し
て
群
賊
悪
獣
あ
り
。
こ
の
人

の
単ひ

と
り独

行
く
を
見
て
競
い
来
た
り
て
殺
さ
ん
と

す
。
こ
の
人
、
死
を
怖
れ
て
直た

だ
ち

に
走
り
て
西
に

向
か
う
。

忽
然
と
し
て
こ
の
大
河
を
見
る
に
す
な
わ
ち

念ね
ん

言ご
ん

す
ら
く
。
南
北
に
辺ほ

と
り畔

な
し
。
中
間
に
一

つ
の
白
道
を
見
る
。
極
め
て
狭
小
な
り
。
二
つ

の
岸
相
い
去
る
こ
と
近
し
と
い
え
ど
も
い
か
が

行
く
べ
き
。
今
日
定
め
て
死
せ
ん
こ
と
疑
な
し
。

正
し
く
廻か

え
ら
ん
と
欲お

も
え
ば
群
賊
悪
獣
よ
う
や
く

来
た
り
て
逼せ

む
。
南
北
に
去
り
走
ら
ん
と
欲お

も
え

ば
悪
獣
毒
虫
競
い
来
た
り
て
我
に
向
か
う
。
正

に
西
に
向
か
い
て
道
を
尋
ね
て
し
か
も
去
ら
ん

と
欲お

も
え
ば
恐
ら
く
は
こ
の
二
つ
の
河
に
堕
ち
ぬ

の
河
か
ら
は
荒
れ
狂
う
波
が
押
し
寄
せ
て
道
を
濡
ら
し
、
火
の
河
か
ら
は
燃
え

さ
か
る
炎
が
立
ち
昇
っ
て
道
を
焼
い
て
い
る
。
水
と
火
は
、
道
を
濡
ら
し
た
り

焼
い
た
り
し
な
が
ら
互
い
に
白
道
を
覆
い
、
決
し
て
そ
れ
が
止
む
こ
と
は
な
い
。

こ
の
旅
人
は
、
す
で
に
果
て
し
な
く
広
が
る
荒
野
に
辿
り
着
い
て
お
り
、
見

渡
す
限
り
周
囲
に
人
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
盗
賊
や
悪
人
の
集
団
、
人
に
危

害
を
加
え
る
よ
う
な
猛
獣
が
続
け
て
や
っ
て
く
る
。
彼
等
は
、
こ
の
旅
人
が
一

人
で
歩
い
て
い
る
の
を
見
て
、
我
先
に
と
襲
い
掛
か
り
旅
人
を
殺
そ
う
と
し
て

向
か
っ
て
来
る
。
旅
人
は
、
死
を
恐
れ
て
す
ぐ
さ
ま
西
に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。

す
る
と
旅
人
は
、
突
然
こ
の
大
河
を
見
て
、
す
ぐ
さ
ま
心
の
中
で
次
の
よ
う

に
つ
ぶ
や
い
た
。〈
二
つ
の
河
は
北
も
南
も
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
る
。
そ
の

中
間
に
一
つ
の
白
道
が
あ
る
。
白
道
は
極
め
て
狭
く
細
い
道
で
あ
る
。
東
西
両

岸
は
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
ど
う
す
れ
ば
向
こ
う
岸
に
辿
り
着

く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
今
日
ま
さ
に
命
を
落
と
す

運さ
だ
め命

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
来
た
道
を
東
に
戻
ろ
う
と
し
て
も
、
盗
賊

や
悪
人
、
猛
獣
が
迫
っ
て
く
る
。
南
や
北
に
走
り
去
ろ
う
と
し
て
も
、
猛
獣
や

猛
毒
を
持
つ
虫
が
競
っ
て
私
に
襲
い
か
か
っ
て
く
る
。
ま
さ
に
西
に
向
か
お
う

と
こ
の
白
道
を
頼
り
に
進
ん
だ
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
水
と
火
の
二
つ

の
河
に
堕
ち
て
し
ま
う
だ
ろ
う
〉
と
。
こ
の
時
、
こ
の
旅
人
が
抱
い
た
恐
怖
は
、
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べ
し
。
こ
の
時
惶お

そ
る
る
こ
と
い
う
べ
か
ら
ず
。

す
な
わ
ち
思
念
す
ら
く
、
廻か

え
る
と
も
死
し
、

ま
た
去さ

る
と
も
死
せ
ん
。
一
種
と
し
て
も
死
を

勉ま
ぬ
が

れ
ざ
る
も
の
な
り
。
我
む
し
ろ
こ
の
道
を
尋

ね
て
前さ

き
に
向
か
い
て
去
ら
ん
。
す
で
に
こ
の
道

あ
り
。
必
ず
度わ

た
る
べ
し
。

こ
の
念お

も
い
を
な
す
時
に
、
東
の
岸
に
忽
ち
に

人
の
勧
む
る
声
を
聞
く
。
仁き

者み

、
決
定
し
て
こ

の
道
を
尋
ね
て
行
け
。
必
ず
死
の
難
な
け
ん
。

住
せ
ば
す
な
わ
ち
死
な
ん
。

西
の
岸
の
上
に
人
あ
り
て
喚よ

ば
い
て
い
わ
く
、

汝
、
一
心
に
正ま

さ
し
く
念
じ
て
道
を
尋
ね
て
直た

だ
ち

に

進
み
て
疑ぎ

怯こ

退
心
を
生な

さ
ざ
れ
と
。

あ
る
い
は
一い

ち
分ぶ

ん
二に

分ぶ
ん

行ゆ

く
に
群
賊
等
喚よ

ば
い
て

い
わ
く
、
仁き

者み

、
廻か

え
り
来
た
れ
。
か
の
道
は
嶮は

げ

言
葉
に
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
、
こ
の
旅
人
は
次
の
よ
う
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
。〈
東
の
道
に
戻
ろ

う
と
し
て
も
死
ん
で
し
ま
う
し
、
ま
た
、
南
や
北
に
走
り
進
も
う
と
し
て
も
死

ん
で
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
一
つ
と
し
て
死
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、む
し
ろ
私
は
、こ
の
白
道
を
頼
り
と
し
て
、前
に
向
か
っ

て
進
む
こ
と
と
し
よ
う
。
す
で
に
こ
の
白
道
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
必
ず
向
こ
う

岸
に
渡
れ
る
で
あ
ろ
う
〉
と
。

こ
の
よ
う
な
思
い
に
至
っ
た
時
、
た
だ
ち
に
東
の
岸
か
ら
、
あ
る
人
が
、
こ

の
者
へ
次
の
よ
う
に
西
へ
の
歩
み
を
勧
め
る
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。〈
あ
な
た
は
、

心
を
決
め
て
、
こ
の
道
を
頼
り
と
し
て
進
み
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
決
し
て
命

を
落
と
す
と
い
う
災
難
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
留
ま
っ
て
い
て
は
、
す
ぐ

に
で
も
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
〉
と
。

ま
た
西
の
岸
の
上
に
い
る
あ
る
人
が
、
次
の
よ
う
に
こ
の
者
に
呼
び
か
け
て

言
う
。〈
あ
な
た
は
、
心
を
一
つ
に
し
て
、
ま
た
、
覚
悟
を
決
め
て
、
今
す
ぐ

に
こ
の
白
道
を
頼
り
と
し
て
進
ん
で
、
疑
い
迷
う
心
や
怖
じ
気
づ
い
て
道
を
退

こ
う
と
す
る
心
を
発
し
て
は
な
ら
な
い
〉
と
。

ま
た
、
こ
の
旅
人
が
一
歩
二
歩
と
白
道
を
歩
み
出
す
と
、
盗
賊
な
ど
が
次
の

よ
う
に
呼
び
か
け
て
く
る
。〈
お
い
、
お
ま
え
、
戻
っ
て
こ
い
。
こ
の
道
は
荒
々
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し
く
悪
し
き
道
な
り
。
過
ぐ
る
こ
と
を
得
べ
か

ら
ず
。
死
な
ん
こ
と
疑
な
し
。
我
ら
が
衆
は
悪

心
な
し
と
。

こ
の
人
、
喚よ

ば
う
声
を
聞
く
と
い
え
ど
も

廻か
え
り
み顧

ず
、
直た

だ
ち

に
進
み
て
道
を
念
じ
て
し
か
も
行

く
に
、
須し

ゅ
臾ゆ

に
す
な
わ
ち
西
の
岸
に
到
り
て
永

く
諸
の
難
を
離
る
。
善ぜ

ん
友ぬ

、
相
向
い
て
、
慶よ

ろ
こ
び喜

已
む
こ
と
な
し
。
こ
れ
は
喩
な
り
。

次
に
喩
を
合
す
と
い
う
は
、
東
の
岸
と
い
う

は
、
す
な
わ
ち
こ
の
娑
婆
の
火
宅
に
喩
う
る
な

り
。群

賊
悪
獣
、
詐い

つ
わ

り
親ち

か

づ
く
と
い
う
は
、
す

な
わ
ち
衆
生
の
六
根
六
識
六
塵
五
陰
四
大
な
り
。

人
な
き
空く

う

迥き
ょ
う

の
沢
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち
悪

友
に
随
い
て
、
真
の
善
知
識
に
値
わ
ざ
る
な
り
。

し
く
て
危
な
っ
か
し
い
道
だ
。
渡
り
き
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
ぞ
。
間
違
い
な

く
死
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
。
俺
達
は
み
ん
な
悪
心
な
ど
持
っ
て
い
な
い
〉
と
。

こ
の
旅
人
は
、
盗
賊
な
ど
の
こ
う
し
た
呼
び
声
を
聞
い
て
も
振
り
返
る
こ
と

な
く
、
覚
悟
を
決
め
て
す
ぐ
さ
ま
こ
の
道
を
進
ん
で
行
く
と
、
わ
ず
か
な
時
間

で
西
の
岸
に
到
達
し
て
、
そ
の
ま
ま
永
遠
に
様
々
な
厄
難
を
離
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
旅
人
は
真
の
善
き
友
人
と
向
か
い
合
え
た
こ
と
で
、
喜
び
が
心
に
満

ち
溢
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
一
つ
の
喩
え
で
あ
る
。

次
に
こ
の
喩
え
を
解
釈
し
よ
う

（
（8
（

。〈
東
の
岸
〉
と
い
う
の
は
、
多
く
の
煩
悩

に
苛
ま
れ
、
苦
し
み
多
き
娑
婆
世
界
を
燃
え
さ
か
る
家
に
喩
え
た
も
の
で
あ
る
。

〈
盗
賊
や
悪
人
の
集
団
、
人
に
危
害
を
加
え
る
よ
う
な
猛
獣
が
偽
っ
て
親
し

げ
に
近
づ
い
て
く
る
〉
と
い
う
の
は
、
煩
悩
多
き
私
達
衆
生
の
六
つ
の
感
覚
器

官
（
（8
（

、
六
つ
の
認
識

（
（8
（

、
六
つ
の
認
識
対
象

（
（8
（

、
心
身
を
構
成
す
る
五
つ
の
要
素

（
（8
（

、

肉
体
を
形
作
る
四
つ
の
元
素

（
（8
（

の
こ
と
で
あ
る
。

〈
水
と
火
の
二
つ
の
河
に
沿
っ
て
見
渡
す
限
り
人
が
い
な
い
果
て
し
な
く
広

が
る
荒
野
〉
と
い
う
の
は
、
悪
い
友
人
に
し
た
が
っ
て
し
ま
い
、
仏
道
に
導
く

真
の
善
き
人
物
に
出
会
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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水
火
の
二
河
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち
衆
生
の

貪
愛
は
水
の
ご
と
く
瞋
恚
は
火
の
ご
と
く
な
る

に
喩
う
る
な
り
。

中ち
ゅ
う

間げ
ん

の
白
道
四
五
寸
と
い
う
は
、
衆
生
の
貪

瞋
煩
悩
の
中
に
よ
く
清
浄
の
願
往
生
の
心
を
生な

す
な
り
。
貪
瞋
強こ

わ
き
に
よ
る
が
故
に
す
な
わ
ち

水
火
の
ご
と
し
と
喩
う
る
な
り
。
願
心
微す

く
な
き

が
故
に
白
道
の
ご
と
し
と
喩
う
る
な
り
。

水
波
常
に
道
を
湿
す
と
い
う
は
、
愛
心
常
に

起
り
て
善
心
を
染ぜ

ん
汚ま

す
る
な
り
。

ま
た
火
焔
常
に
道
を
焼
く
と
い
う
は
、
瞋し

ん

嫌げ
ん

の
心こ

こ
ろ

よ
く
功
徳
の
法
財
を
焼
く
な
り
。

人
、
道
を
上の

ぼ
る
に
直た

だ
ち

に
西
に
向
か
う
と
い
う

は
、
す
な
わ
ち
諸
の
行
業
を
廻
ら
し
て
直た

だ
ち

に
西

に
向
か
う
に
喩
う
る
な
り
。

〈
水
と
火
の
二
つ
の
河
〉
と
い
う
の
は
、
衆
生
の
貪
り
の
心
は
荒
れ
狂
う
水

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
怒
り
の
心
は
燃
え
盛
る
火
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
、

そ
の
よ
う
に
喩
え
て
い
る
。

〈
水
と
火
の
河
の
中
央
に
あ
る
ひ
と
筋
の
白
い
道
の
幅
が
四
寸
か
ら
五
寸
〉

と
い
う
の
は
、
衆
生
の
貪
り
や
怒
り
と
い
っ
た
煩
悩
の
中
に
あ
っ
て
も
、
浄
土

往
生
を
願
う
清
ら
か
な
心
が
確
か
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
喩
え
て
い
る
。
貪
り
や

怒
り
の
心
が
強
く
激
し
い
の
で
、
荒
れ
狂
う
水
や
燃
え
盛
る
火
の
よ
う
で
あ
る

と
喩
え
、
浄
土
往
生
を
願
う
心
は
取
る
に
足
ら
な
い
ほ
ど
軽
微
な
も
の
な
の
で
、

狭
く
細
い
白
道
の
よ
う
で
あ
る
と
喩
え
て
い
る
。

〈
水
の
河
か
ら
は
荒
れ
狂
う
波
が
押
し
寄
せ
て
道
を
濡
ら
す
〉
と
い
う
の
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
執
着
す
る
心
が
常
に
湧
き
起
こ
り
、
善
行
を
修
め
よ
う
と

す
る
心
を
汚
し
て
し
ま
う
こ
と
を
喩
え
て
い
る
。

ま
た〈
火
の
河
か
ら
は
燃
え
盛
る
炎
が
立
ち
昇
っ
て
道
を
焼
く
〉と
い
う
の
は
、

怒
り
嫌
悪
す
る
心
が
湧
き
起
こ
り
、
仏
法
を
修
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
功
徳
と
い
う
財
産
を
焼
き
尽
く
し
て
し
ま
う
こ
と
を
喩
え
て
い
る
。

〈
旅
人
が
そ
の
白
道
を
進
ん
で
、
す
ぐ
さ
ま
西
に
向
か
う
〉
と
い
う
の
は
、

お
念
仏
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
の
功
徳
を
振
り
向
け
る
な
ど
し
て
、

す
ぐ
さ
ま
西
方
浄
土
を
目
指
し
て
歩
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
喩
え
て
い
る
。
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東
の
岸
に
人
の
声
の
勧
め
遣や

る
を
聞
き
て
道

を
尋
ね
て
直
に
西
に
進
む
と
い
う
は
、
す
な
わ

ち
釈
迦
は
す
で
に
滅
し
た
ま
い
て
後
、
人
見
た

て
ま
つ
ら
ざ
れ
ど
も
、
な
お
教き

ょ
う

法ぼ
う

あ
り
て
尋
ね

つ
べ
し
。
こ
れ
を
声
の
ご
と
し
と
喩
う
る
な
り
。

あ
る
い
は
行
く
こ
と
一
分
二
分
す
る
に
群
賊

等
喚
び
廻か

え
す
と
い
う
は
、
別
解
別
行
悪
見
人
等
、

妄み
だ

り
に
見
解
を
説
き
て
相あ

い
惑
乱
し
、
お
よ
び
み

ず
か
ら
罪
を
造
り
て
退
失
す
る
に
喩
う
る
な
り
。

西
の
岸
の
上
に
人
あ
り
て
喚よ

ば
う
と
い
う
は
、

す
な
わ
ち
弥
陀
の
願
の
意こ

こ
ろ

に
喩
う
る
な
り
。

須
臾
に
す
な
わ
ち
西
の
岸
に
到
り
て
善ぜ

ん
友ぬ

相あ
い

見
て
喜
ぶ
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち
衆
生
久
し
く

〈
東
の
岸
か
ら
、
人
の
声
で
そ
の
旅
人
に
『
こ
の
白
道
を
進
む
よ
う
に
』
と

勧
め
励
ま
し
て
送
り
出
す
声
を
聞
い
て
、
旅
人
が
白
道
を
頼
り
に
す
ぐ
さ
ま
西

に
進
む
〉
と
い
う
の
は
、
釈
尊
が
入
滅
さ
れ
た
後
の
時
代
に
は
、
人
々
は
そ
の

お
姿
を
拝
謁
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
な
お
仏
の
教
え
と
し
て
の
仏

法
（
経
典
）
が
遺
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
信
仰
の
拠
り
所
に
し
て
進
む
こ
と
が
で

き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
〈
旅
人
に
勧
め
励
ま
し
て
送
り
出
す
声
の
よ
う
で
あ

る
〉
と
喩
え
て
い
る
。

〈
ま
た
白
道
を
歩
み
出
す
こ
と
一
歩
二
歩
す
る
と
盗
賊
や
悪
人
の
集
団
な
ど

が
引
き
返
す
よ
う
に
呼
び
か
け
る
〉
と
い
う
の
は
、
お
念
仏
の
歩
み
を
進
め
る

者
と
理
解
を
別
に
し
た
り
、
修
行
を
別
に
し
た
り
、
悪
し
き
見
解
を
抱
い
て
い

る
人
な
ど
が
、
自
分
勝
手
な
見
解
を
示
し
て
念
仏
者
の
心
を
惑
わ
せ
乱
そ
う
と

し
て
、
ま
た
自
ら
も
罪
を
犯
し
て
仏
道
を
退
き
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
喩
え
て

い
る
。

〈
西
の
岸
の
上
に
人
が
い
て
白
道
を
歩
む
者
に
呼
び
か
け
る
〉
と
い
う
の
は
、

お
念
仏
を
称
え
た
者
を
必
ず
救
い
摂
る
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
御
心
を
呼

び
か
け
る
声
に
喩
え
て
い
る
。

〈
わ
ず
か
な
時
間
で
そ
の
ま
ま
西
の
岸
に
到
達
し
て
、
善
き
友
と
相
ま
み
え

て
喜
ぶ
〉
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
は
、
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生
死
に
沈
み
て
曠
劫
に
輪
廻
し
、
迷
倒
し
み
ず

か
ら
纏ま

と
い
て
解
脱
す
る
に
由
な
し
、
仰
ぎ
て
釈

迦
発
遣
し
て
西
方
に
指む向
か
わ
し
め
た
ま
う
。

弥
陀
の
悲
心
、
招
き
喚よ

ば
い
た
ま
う
に
依
り

て
、
二
尊
の
意こ

こ
ろ

に
信
順
し
て
水
火
の
二
河
を
顧

ず
。
念
念
に
遺わ

す
る
る
こ
と
な
く
か
の
願
力
の
道

に
乗
じ
て
、
命
を
捨
て
已
り
て
後
、
か
の
国
に

生
ま
る
る
こ
と
を
得
て
、
仏
を
見
た
て
ま
つ
り

て
、
慶き

ょ
う

喜き

す
る
こ
と
極
り
な
か
ら
ん
。

行
者
、
行
住
坐
臥
の
三
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
、

昼
夜
時
節
を
問
う
こ
と
な
く
、
常
に
こ
の
解さ

と
り

を

な
し
こ
の
想お

も
い

を
な
す
が
故
に
廻
向
発
願
心
と
い

う
。ま

た
廻
向
と
い
う
は
、
か
の
国
に
生
ま
れ
已お

わ

実
に
永
い
期
間
に
わ
た
っ
て
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
し
て
輪

廻
を
さ
ま
よ
い
、
進
む
べ
き
道
を
見
失
っ
て
迷
い
当
惑
し
て
し
ま
い
、
自
ら
は

煩
悩
に
よ
っ
て
が
ん
じ
が
ら
め
と
な
り
、
さ
と
り
に
向
か
う
縁
な
ど
ま
っ
た
く

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
釈
尊
は
人
々
に
西
方
極
楽
浄
土
へ
向
か
っ
て
進
み
な
さ

い
と
教
え
示
し
て
下
さ
る
。

阿
弥
陀
仏
は
大
い
な
る
慈
悲
の
御
心
で
人
々
に
呼
び
か
け
て
西
方
極
楽
浄
土

に
お
招
き
下
さ
る
。
そ
ん
な
釈
尊
と
阿
弥
陀
仏
の
二
尊
の
御
心
を
信
じ
て
、
そ

れ
に
素
直
に
し
た
が
っ
て
、
水
・
火
の
二
つ
の
河
に
喩
え
ら
れ
る
煩
悩
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
浄
土
往
生
の
思
い
を
片
時
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
念
仏
を
称

え
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
頼
り
す
が
っ
て
そ
の
白
道
を
歩
み
、
こ
の
世
で

の
命
を
終
え
た
暁
に
は
、
極
楽
浄
土
に
往
生
し
て
、
阿
弥
陀
仏
に
見
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
上
な
い
喜
び
が
溢
れ
出
て
く
る
。

念
仏
の
行
者
は
、
歩
い
て
い
て
も
止
ま
っ
て
い
て
も
、
座
っ
て
い
て
も
横
に

な
っ
て
い
て
も
、
身
体
と
言
葉
と
心
の
三
つ
の
行
い
に
よ
っ
て
修
め
る
と
こ
ろ

を
、
昼
夜
問
わ
ず
い
つ
い
か
な
る
時
も
、
常
に
こ
う
し
た
二
河
白
道
の
譬
喩
を

受
け
と
め
、
念
仏
の
実
践
と
い
う
白
道
を
歩
み
続
け
る
想
い
を
発
し
て
い
る
の

で
、
回
向
発
願
心
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
善
根
を
振
り
向
け
て
浄
土
往
生
を
願
う
と
い
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り
て
大
悲
を
起お

こ
し
て
生
死
に
還か

え
り
入
り
て
衆
生

を
教
化
す
る
を
廻
向
と
名
づ
く
。

三
心
す
で
に
具
す
れ
ば
行
と
し
て
成
ぜ
ず
と

い
う
こ
と
な
し
。
願
行
す
で
に
成
じ
て
も
し
生

ま
れ
ず
と
い
わ
ば
こ
の
処

こ
と
わ
り

あ
る
こ
と
な
け
ん
」。

以
上
、
善
導
の
釈
の
文
な
り
。

問
う
、『
阿
弥
陀
経
』
の
中
に
一
心
不
乱
と

そ
う
ろ
う
ぞ
か
し
な
。
こ
れ
阿
弥
陀
仏
を
申
さ

ん
時
、
余
事
を
少
し
も
思
い
雑ま

ぜ
そ
う
ろ
う
ま

じ
き
に
や
。
一ひ

と

声こ
え

念
仏
申
さ
ん
程
も
の
を
思
い

雑
ぜ
ざ
ら
ん
事
は
容や

易す

く
そ
う
ら
え
ば
、
一
念

往
生
に
は
漏
る
る
人
そ
う
ら
わ
じ
と
覚
え
そ
う

ろ
う
。
ま
た
命
の
終
る
を
期ご

と
し
て
余
念
な
か

ら
ん
事
は
、
凡
夫
の
往
生
す
べ
き
事
に
て
も
そ

う
ら
わ
ず
。
こ
の
義
い
か
が
心
得
そ
う
ろ
う
べ

き
。

う
回
向
（
往
相
回
向
）
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
の
回
向
と
し
て

（
（8
（

、
極
楽
浄
土

に
往
生
し
た
後
、
大
い
な
る
慈
悲
の
心
を
発
し
て
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ

り
を
繰
り
返
す
世
界
に
戻
っ
て
、
人
々
に
浄
土
へ
の
道
を
教
え
導
く
こ
と
を
回

向
（
還
相
回
向
）
と
名
付
け
る
。

三
心
が
す
で
に
具
わ
っ
た
な
ら
ば
、
修
め
た
行
が
完
成
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
な
い
。
浄
土
往
生
へ
の
願
い
（
三
心
）
と
修
行
（
念
仏
）
が
円
か
に
具
わ
っ

て
い
る
の
に
、浄
土
往
生
が
遂
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
決
し
て
な
い
」

（
（8
（

と
。

以
上
、
善
導
大
師
が
三
心
を
解
釈
さ
れ
た
文
章
で
す
。

お
尋
ね
し
ま
す
。『
阿
弥
陀
経
』
の
中
に
「
一
心
不
乱
」

（
（8
（

と
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
〈
南
無
阿
弥
陀
仏
〉
と
お
念
仏
を
称
え
る
時
、
他
の
こ
と
を
少
し
も
思
い

ま
じ
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
お
念
仏
を
ひ
と
声
称

え
る
程
度
で
あ
れ
ば
、
他
の
こ
と
を
思
い
ま
じ
え
な
い
と
い
う
の
は
た
や
す
い

こ
と
で
す
か
ら
、
一
遍
の
お
念
仏
で
あ
っ
て
も
往
生
す
る
と
い
う
教
え
か
ら
漏

れ
落
ち
る
人
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
臨
終
に
至

る
ま
で
の
一
生
涯
を
通
じ
て
、
他
の
こ
と
を
少
し
も
思
い
ま
じ
え
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
と
て
も
凡
夫
の
往
生
が
叶
う
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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答
う
、
善
導
こ
の
事
を
釈
し
て
の
た
ま
わ
く

「
一ひ

と

度た
び

三
心
を
具
足
し
て
後
、
乱
れ
破
ら
れ
ざ

る
事
金
剛
の
ご
と
く
に
て
、命
畢
る
を
期
と
す
」

る
を
名
づ
け
て
一
心
と
い
う
に
そ
う
ろ
う
。

阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
文
に
「
も
し
我
れ
仏
を

得
た
ら
ん
に
、
十
方
の
衆
生
、
至
心
に
、
信
楽

し
て
、
我
が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
し
て
、
乃
至
十

念
せ
ん
に
、も
し
生
ぜ
ず
ん
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」

と
い
う
。

こ
の
文
に
至
心
と
い
う
は
『
観
経
』
に
明
か

す
と
こ
ろ
の
三
心
の
中
の
至
誠
心
に
当
た
れ
り
。

信
楽
と
い
う
は
深
心
に
当
た
れ
り
。
欲
生
我
国

は
廻
向
発
願
心
に
当
た
れ
り
。
こ
れ
を
総ふ

さ
ね
て

命
畢
る
を
期
と
し
て
乱
れ
ぬ
も
の
を
一
心
と
は

申
す
な
り
。
こ
の
心
を
具
せ
ん
者
、
も
し
は
一

日
二
日
乃
至
十じ

っ

声し
ょ
う

一い
っ

声し
ょ
う

に
必
ず
往
生
す
る
こ
と

を
得
と
い
う
。
い
か
で
か
凡
夫
の
心
に
散
乱
な

き
事
そ
う
ろ
う
べ
き
。
さ
れ
ば
こ
そ
易
行
道
と

お
答
え
し
ま
す
。
善
導
大
師
は
、
こ
う
し
た
心
の
持
ち
よ
う
に
つ
い
て
解
釈

し
て
、「
ひ
と
た
び
三
心
が
具
わ
っ
た
後
な
ら
ば
、
金
剛
石
の
よ
う
に
固
く
て

乱
れ
破
れ
る
こ
と
が
な
い
念
仏
往
生
の
思
い
を
臨
終
の
時
ま
で
続
け
る
さ
ま
」

を
名
付
け
て
「
一
心
」
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
（9
（

。

阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
の
文
に
は

（
（9
（

「
も
し
、私
、法
蔵
菩
薩
が
仏
と
な
っ
た
時
、

あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆
生
が
、
ま
こ
と
の
心
を
も
っ
て
、
深
く
私
の
誓
い
を
信
じ
、

私
が
建
立
し
た
極
楽
浄
土
に
往
生
を
願
い
、
わ
が
名
号
を
称
え
る
こ
と
が
わ
ず

か
十
遍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
必
ず
往
生
を
叶
え
よ
う
。
も
し
そ
れ
が
叶
わ
な

け
れ
ば
、
私
は
決
し
て
さ
と
り
を
開
か
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
文
中
に
あ
る
「
至
心
（
ま
こ
と
の
心
を
も
っ
て
）」
と
い
う
の
は
『
観

無
量
寿
経
』
に
説
き
明
か
さ
れ
て
い
る
三
心
の
中
の
至
誠
心
に
該
当
し
、「
信

楽
（
深
く
私
の
誓
い
を
信
じ
）」
と
い
う
の
は
深
心
に
該
当
し
、「
欲
生
我
国
（
私

が
建
立
し
た
極
楽
浄
土
に
往
生
を
願
い
）」
と
い
う
の
は
回
向
発
願
心
に
該
当

し
ま
す

（
（9
（

。
こ
の
三
つ
の
心
を
ま
と
め
て
、
臨
終
に
至
る
ま
で
浄
土
往
生
の
願

い
が
乱
れ
な
い
こ
と
を
「
一
心
」
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
心
を
具
え
た
人
は
、

一
日
や
二
日
の
お
念
仏
、
あ
る
い
は
、
た
と
え
十
遍
や
一
遍
の
お
念
仏
で
あ
っ

て
も
必
ず
浄
土
往
生
が
叶
う
と
い
い
ま
す
。
私
達
凡
夫
の
心
が
、
ど
う
し
て
散

り
乱
れ
な
い
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
凡
夫
を
浄
土
往
生
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は
申
す
事
に
て
そ
う
ら
え
。

『
双
巻
経
』
の
文
に
は
「
横お

う
に
五
悪
趣
を
截き

り
、
悪
趣
自じ

然ね
ん

に
閉
じ
、
道
に
昇
る
こ
と
窮ぐ

う

極ご
く

な
し
。
往
き
易
く
し
て
人
な
し
」
と
説
け
り
。

ま
こ
と
に
往
き
易
き
事
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
や
そ

う
ろ
う
べ
き
。
劫
を
積
み
て
生
ま
る
と
い
わ
ば
、

命
も
短
く
身
も
堪
え
ざ
ら
ん
人
い
か
が
と
思
う

べ
き
に
、
本
願
に
乃
至
十
念
と
い
う
、
願
成
就

の
文
に
「
乃
至
一
念
も
か
の
仏
を
念
じ
て
心
を

至
し
て
廻
向
す
れ
ば
す
な
わ
ち
か
の
国
に
生
ま

る
る
こ
と
を
得
」
と
い
う
。

造
悪
の
者
生
ま
れ
ず
と
い
わ
ば
、『
観
経
』

の
文
に
「
五
逆
の
罪
人
生
ま
る
」
と
説
く
。
も

し
世
も
下
り
人
の
心
も
愚
か
な
る
時
は
信
心
薄

に
導
く
易
行
道
と
い
う
の
で
す
。

『
無
量
寿
経
』
の
経
文
に
は
「
極
楽
に
往
生
す
れ
ば
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・

人
・
天
と
い
う
五
つ
の
悪
し
き
世
界
へ
と
輪
廻
転
生
す
る
道
を
瞬
く
間
に
断
ち

切
り
、
そ
れ
ら
の
悪
し
き
世
界
に
堕
ち
ゆ
く
道
が
自
ず
と
閉
ざ
さ
れ
て
、
ど
こ

ま
で
も
仏
道
を
昇
り
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
迷
い
の
世
界
を
離
れ
る
に
あ

た
っ
て
浄
土
往
生
の
道
こ
そ
遂
げ
易
い
の
に
、
そ
の
道
を
願
う
人
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す

（
（9
（

。
ま
っ
た
く
極
楽
浄
土
へ
往
き
易
い
と
い
う
点

に
お
い
て
、
お
念
仏
の
教
え
に
勝
る
も
の
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
も
し
途
方
も

な
い
長
期
間
の
修
行
を
積
み
重
ね
て
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
命
も

短
く
、
修
行
に
耐
え
ら
れ
な
い
人
は
、
い
っ
た
い
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か

と
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
第
十
八
願
に
「
乃
至
十
念
（
わ
が
名
号
を
称

え
る
こ
と
が
わ
ず
か
十
遍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）」
と
い
い
、
そ
の
本
願
が
成

就
し
た
こ
と
を
示
す
経
文
に
「
た
と
え
一
遍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
阿
弥
陀
仏

の
名
号
を
称
え
て
、
ま
こ
と
の
心
で
常
に
浄
土
に
振
り
向
け
れ
ば
必
ず
極
楽
浄

土
へ
の
往
生
が
叶
う
」

（
（9
（

と
あ
る
通
り
、
こ
れ
以
上
易
し
い
教
え
は
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
悪
事
を
犯
し
た
人
が
往
生
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、『
観

無
量
寿
経
』
の
文
に
は
、「
五
逆
の
罪
を
犯
し
た
人
で
あ
っ
て
も
念
仏
を
称
え

れ
ば
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
（9
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
も
し
末
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く
し
て
生
ま
れ
難
し
と
い
わ
ば
、『
双
巻
経
』

の
文
に
「
当
来
の
世
、
経
道
滅
尽
せ
ん
に
我
れ

慈
悲
を
も
ち
て
哀
愍
し
て
、
特ひ

と
り
こ
の
経
を
留

め
て
止
住
す
る
こ
と
百
歳
な
ら
ん
。
そ
れ
衆
生

あ
り
て
こ
の
経
に
値
う
者
は
、
意い

の
所
願
に
随

い
て
、
皆
得
度
す
べ
し
」
云
云
。

そ
の
時
の
衆
生
は
三
宝
の
名
を
聞
く
事
な
し
。

諸
の
聖
教
は
竜
宮
に
隠
れ
て
一
巻
も
留
ま
る
も

の
な
し
。
た
だ
邪
悪
無
信
の
盛
り
な
る
衆
生
の

み
あ
り
。
み
な
悪
道
に
堕
ち
ぬ
べ
し
。
弥
陀
の

本
願
を
も
て
、
釈
迦
の
大
悲
深
き
が
故
に
、
こ

の
教
を
留
め
た
ま
え
る
事
百
年
な
り
。
い
わ
ん

や
こ
の
ご
ろ
は
こ
れ
末
法
の
初
め
な
り
。
万
年

の
後
の
衆
生
に
劣
ら
ん
や
。
か
る
が
故
に
易
往

と
い
う
。

法
の
世
に
な
れ
ば
、
人
の
心
も
愚
か
と
な
り
、
信
心
が
薄
く
な
っ
て
浄
土
に
往

生
す
る
こ
と
な
ど
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、『
無
量
寿
経
』の
文
に
は「
末

法
の
世
を
経
た
後
、
私
（
釈
尊
）
の
説
い
た
教
え
が
す
べ
て
消
滅
し
て
し
ま
う

法
滅
の
世
が
訪
れ
た
と
し
て
も
、
私
は
慈
悲
の
心
を
も
っ
て
人
々
を
哀
れ
み
、

こ
の
経
に
説
い
た
念
仏
の
教
え
だ
け
は
、
さ
ら
に
百
年
の
間
、
残
し
留
め
て
お

く
こ
と
と
し
よ
う

（
（9
（

。
そ
し
て
、
人
々
が
こ
の
教
え
に
巡
り
会
え
た
な
ら
ば
、
彼

等
の
願
い
通
り
、
み
な
迷
い
の
世
界
を
離
れ
て
、
浄
土
往
生
を
遂
げ
ら
れ
る
の

で
あ
る
」
と
あ
る
通
り
で
す
。

法
滅
の
時
代
の
衆
生
達
は
仏
法
僧
の
三
宝
の
名
さ
え
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
ろ
も
ろ
の
経
典
は
深
い
海
の
底
に
あ
る
竜
宮
の
中
に
隠
れ
て
し
ま
い
、

一
巻
の
経
典
さ
え
も
こ
の
地
上
に
留
ま
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

（
（9
（

。
た
だ
邪
悪

で
信
仰
心
の
か
け
ら
も
な
い
人
々
だ
け
が
は
び
こ
り
、
み
な
悪
し
き
道
に
堕
ち

て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
中
で
あ
っ
て
も
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に

よ
っ
て
人
々
は
救
わ
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
故
、
慈
悲
深
き
釈
尊
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

そ
の
教
え
を
法
滅
の
後
、
百
年
に
わ
た
っ
て
伝
え
留
め
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
す
。

ま
し
て
現
在
は
ま
だ
末
法
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
て
、
今
に
生
き
る
人
々
が
、
末

法
一
万
年
が
経
過
し
た
後
の
世
に
生
き
る
人
々
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
釈
尊
は
、「
浄
土
往
生
は
た
や
す
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し
か
り
と
い
え
ど
も
こ
の
教
に
値
う
者
は
難

し
。
ま
た
お
の
ず
か
ら
聞
く
と
い
え
ど
も
信
ず

る
事
難
き
が
故
に
、
し
か
も
無
人
と
い
う
。
ま

こ
と
に
理
な
る
べ
し
。

『
阿
弥
陀
経
』
に
「
も
し
は
一
日
も
し
は
二

日
乃
至
七
日
、
名
号
を
執
持
し
て
一
心
不
乱
な

れ
ば
、
そ
の
人
命
終
の
時
に
阿
弥
陀
仏
、
諸
の

聖
衆
と
現
に
そ
の
人
の
前
に
在
す
。
終
る
時
、

心
顛
倒
せ
ず
し
て
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
国
土
に
往

生
す
る
こ
と
を
得
」
と
い
う
。

こ
の
事
を
説
き
た
ま
う
時
に
釈
迦
一
仏
の
所

説
を
信
ぜ
ざ
ら
ん
事
を
恐
れ
て
、
六
方
の
如
来

同
心
同
時
に
各

お
の
お
の

広こ
う

長じ
ょ
う

の
舌
相
を
出
だ
し
て
遍

く
三
千
大
千
世
界
を
覆
い
て
、
も
し
こ
の
こ
と

空
事
な
ら
ば
、
我
が
出
だ
す
と
こ
ろ
の
広
長
の

舌
破
れ
爛た

だ
れ
て
口
に
入い

る
こ
と
あ
ら
じ
と
誓
い

く
叶
う
」

（
（9
（

と
説
か
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
ほ
ど
の
尊
い
教
え
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
お
念
仏
の
教
え
に
巡
り
あ
う
人

は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
ま
た
、
そ
の
教
え
が
自
然
と
耳
に
届
い
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
素
直
に
信
じ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
釈
尊
は
「
し
か
し
な
が
ら
、
結

局
の
と
こ
ろ
、
往
生
す
る
人
は
ま
れ
で
あ
る
」

（
（9
（

と
続
け
て
説
か
れ
た
の
で
す
。

ま
っ
た
く
も
っ
て
釈
尊
の
お
言
葉
通
り
で
す
。

ま
た
『
阿
弥
陀
経
』
に
は
「
一
日
、
二
日
な
い
し
は
七
日
の
間
、
心
を
一
つ

に
し
て
た
だ
ひ
た
す
ら
〈
南
無
阿
弥
陀
仏
〉
と
念
仏
を
称
え
れ
ば
、
そ
の
人
の

臨
終
に
あ
た
り
阿
弥
陀
仏
は
極
楽
の
菩
薩
な
ど
と
共
に
そ
の
人
の
目
の
前
に
出

現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
人
の
命
が
尽
き
る
時
、
心
乱
れ
る
こ
と
な
く
、
阿

弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
へ
往
生
す
る
こ
と
が
叶
う
」

（
（10
（

と
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
釈
尊
が
お
説
き
に
な
っ
た
時
、
人
々
が
釈
迦
一
仏
だ
け
の
教
説

を
信
じ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
恐
れ
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ま
し
ま
す
諸

仏
は
各
々
で
広
く
長
い
舌
を
お
出
し
に
な
っ
て
、
ご
自
身
が
教
化
し
て
い
る
す

べ
て
の
世
界

（
（10
（

を
覆
い
尽
く
し
て
、「
も
し
こ
の
念
仏
往
生
の
教
え
が
何
の
根
拠

も
な
い
絵
空
事
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
私
が
出
し
た
広
く
長
い
舌
は
た
だ
れ
落
ち

て
し
ま
い
、
決
し
て
口
の
中
に
戻
る
こ
と
は
な
い
」

（
（10
（

と
お
誓
い
に
な
り
ま
し
た
。
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た
ま
い
き
。

経
文
、
釈
文
、
顕あ

ら
わ

な
り
。
ま
た
大だ

い
事じ

を
成
じ

た
ま
い
し
時
は
み
な
証し

ょ
う

明み
ょ
う

あ
り
き
。『
法
華
』

を
説
き
た
ま
い
し
時
は
多
宝
一
仏
証
明
し
、『
般

若
』
を
説
き
た
ま
い
し
時
は
四
方
四
仏
証
明
し

た
ま
う
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
一
日
七
日
の
念

仏
の
ご
と
く
、
証
誠
の
盛さ

か
り

な
る
事
は
な
し
。
仏

も
こ
の
事
を
ま
こ
と
に
大
事
に
思お

ぼ
し

召め

し
た
る
に

こ
そ
そ
う
ろ
う
め
れ
。

問
う
、
信
心
の
様よ

う
は
承
り
ぬ
。
行
の
次
第
い

か
が
そ
う
ろ
う
べ
き
。

答
う
、
四し

修し
ゅ

を
こ
そ
は
本も

と
と
す
る
事
に
て
そ

こ
う
し
た
こ
と
は
『
阿
弥
陀
経
』
な
ど
の
経
文
や
『
観
念
法
門
』
な
ど
の
経

文
を
解
釈
し
た
典
籍
の
文
に
明
ら
か
で
す
。
ま
た
、
念
仏
往
生
の
よ
う
な
重
大

な
教
え
が
説
き
終
え
ら
れ
た
時
に
は
、
こ
と
ご
と
く
証
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、『
法
華
経
』
が
説
か
れ
た
時
は
、
大
地
か
ら
出
現
し
た
宝
塔
の
中
に

座
し
て
い
る
多
宝
一
仏
だ
け
が
『
法
華
経
』
の
教
え
を
真
実
で
あ
る
と
証
明
し

（
（10
（

、

『
般
若
経
』
が
説
か
れ
た
時
に
は
、
東
南
西
北
に
ま
し
ま
す
四
人
の
仏
だ
け
が

そ
の
教
え
を
真
実
で
あ
る
と
証
明
し
て
お
ら
れ
ま
す

（
（10
（

。
こ
の
よ
う
な
例
が
あ

る
と
は
い
え
、『
阿
弥
陀
経
』
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
一
日
な
い
し
七
日
の
間

の
念
仏
に
よ
っ
て
浄
土
往
生
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
無
数
の
諸
仏
が
広
く
長
い

舌
を
お
出
し
に
な
っ
て
真
実
の
教
え
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
仏
に

よ
る
証
明
が
大
々
的
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
き
っ
と
諸
仏
も
、『
阿
弥
陀
経
』

に
説
か
れ
る
念
仏
往
生
の
教
え
が
何
よ
り
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
お
思
い
に

な
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
証
明
し
て
下
さ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

質
問
し
ま
す
。
お
念
仏
を
称
え
る
上
で
の
信
心
の
あ
り
さ
ま
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
確
か
に
承
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
念
仏
者
が
日
々
の
生
活
を
送

る
に
あ
た
っ
て
の
あ
り
よ
う
は
ど
の
よ
う
に
心
掛
け
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
念
仏
者
が
日
々
の
生
活
を
送
る
に
あ
た
っ
て
、
他
な
ら
ぬ
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う
ら
え
。
一
つ
に
は
長じ

ょ
う

時じ

修し
ゅ

乃
至
四
つ
に
は
無

余
修
な
り
。

一
つ
に
長
時
修
と
い
う
は
、
慈
恩
の
『
西
方

要
決
』
に
い
わ
く
「
初
発
心
よ
り
こ
の
か
た
恒つ

ね

に
退
転
な
き
な
り
」。
善
導
は
「
命
の
畢お

わ

る
を

期ご

と
誓
い
て
中
止
せ
ざ
れ
」
と
い
う
。

二
つ
に
恭く

敬ぎ
ょ
う

修し
ゅ

と
い
は
「
極
楽
の
仏
法
僧
宝

に
お
い
て
常
に
憶
念
し
て
尊そ

ん

重じ
ゅ
う

を
生な

す
な
り
」、

『
往
生
要
集
』
に
あ
り
。
ま
た
『
要
決
』
に
い

わ
く
「
恭
敬
修
。
こ
れ
に
つ
き
て
五
つ
あ
り
。

一
つ
に
は
有
縁
の
聖
人
を
敬
う
。
二
つ
に
は
有

縁
の
聖
教
を
敬
う
。
三
つ
に
は
有
縁
の
善
知
識

を
敬
う
。
四
つ
に
は
同
縁
の
伴と

も
を
敬
う
。
五
つ

に
は
三
宝
を
敬
う
。

一
つ
に
有
縁
の
聖
人
を
敬
う
と
い
う
は
、
行

四
修
を
根
本
に
据
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
四
修
と
は
、
第
一
の
長
時
修
か
ら
第

四
の
無
余
修
ま
で
で
す
。

第
一
に
長
時
修
と
は
、
慈
恩
大
師
の
『
西
方
要
決
』
に
「
初
め
て
さ
と
り
を

求
め
る
心
を
発
し
て
か
ら
、
退
転
す
る
こ
と
な
く
常
に
西
方
浄
土
を
目
指
す
行

を
修
め
続
け
る
こ
と
で
す
」

（
（10
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
善
導
大
師
は
、「
命

終
わ
る
そ
の
時
ま
で
西
方
浄
土
を
目
指
す
行
を
修
め
続
け
る
の
だ
と
心
得
て
、

〈
途
中
で
止
め
て
な
る
も
の
か
〉
と
誓
う
べ
き
で
あ
る
」

（
（10
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

第
二
に
恭
敬
修
と
は
、「
極
楽
浄
土
に
ま
し
ま
す
阿
弥
陀
仏
、
そ
の
浄
土
に

つ
い
て
説
か
れ
た
教
え
、
そ
の
教
え
を
実
践
す
る
僧
侶
と
い
う
三
宝
を
、
常
に

思
い
留
め
て
、
尊
崇
の
心
を
発
す
こ
と
で
あ
る
」

（
（10
（

と
源
信
の
『
往
生
要
集
』
に

説
か
れ
ま
す
。
ま
た
『
西
方
要
決
』
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。「
恭

敬
修
に
は
、
五
つ
の
敬
う
対
象
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
に
は
念
仏
者
に
縁
の
深
い

極
楽
の
阿
弥
陀
仏
や
観
音
・
勢
至
両
菩
薩
等
の
聖
者
を
敬
う
こ
と
、
二
つ
に
は

念
仏
者
に
縁
の
深
い
阿
弥
陀
仏
の
仏
像
や
〈
浄
土
三
部
経
〉
な
ど
の
経
典
を
敬

う
こ
と

（
（10
（

、
三
つ
に
は
念
仏
者
に
縁
の
あ
る
教
え
に
つ
い
て
お
説
き
下
さ
る
善

知
識
を
敬
う
こ
と
、
四
つ
に
は
縁
あ
っ
て
信
仰
を
同
じ
く
す
る
者
を
敬
う
こ
と
、

五
つ
に
は
広
く
仏
法
僧
の
三
宝
を
敬
う
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。

一
つ
目
の
〈
念
仏
者
に
縁
の
深
い
極
楽
の
阿
弥
陀
仏
や
観
音
・
勢
至
両
菩
薩
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住
坐
臥
に
西
方
を
背
か
ず
、
涕て

い
唾だ

便べ
ん

痢り

に
西
方

に
向
か
わ
ざ
れ
と
い
う
。

二
つ
に
有
縁
の
像
と
教
と
を
敬
う
と
い
う
は
、

阿
弥
陀
仏
の
像
を
造
り
も
画か

き
も
せ
よ
、
広
く

す
る
こ
と
能
わ
ず
ば
一
仏
二
菩
薩
を
作
れ
。
ま

た
教
を
敬
う
と
い
う
は
、『
弥
陀
経
』
等
を
五ご

色し
き

の
袋
に
盛い

れ
て
み
ず
か
ら
も
読
み
他
を
教
え

て
も
読
ま
せ
よ
。
像
と
経
と
室む

ろ
の
中
に
安
置
し

て
六
時
に
礼
懺
し
、
香
華
を
供
養
す
べ
し
。

三
つ
に
有
縁
の
善
知
識
を
敬
う
と
い
う
は
、

浄
土
の
教
を
宣の

べ
ん
者
を
ば
、
も
し
は
千
由ゆ

旬じ
ゅ
ん

よ
り
こ
の
か
た
並
び
に
敬き

ょ
う

重じ
ゅ
う

し
親し

ん

近ご
ん

供
養
す
べ

し
。
別
学
の
者
を
も
総
じ
て
敬
う
心
を
起
す
べ

等
の
聖
者
を
敬
う
こ
と
〉
と
は
、
歩
い
て
い
る
時
も
止
ま
っ
て
い
る
時
も
座
っ

て
い
る
時
も
横
に
な
っ
て
い
る
時
も
、
い
つ
い
か
な
る
時
も
阿
弥
陀
仏
が
お
ら

れ
る
西
の
方
角
に
背
を
向
け
ず
、
涙
や
唾
、
小
便
・
大
便
な
ど
不
浄
な
も
の
を

西
の
方
角
に
向
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
つ
目
の
〈
念
仏
者
に
縁
の
深
い
阿
弥
陀
仏
の
仏
像
や
〈
浄
土
三
部
経
〉
な

ど
の
経
典
を
敬
う
こ
と
〉
と
は
、次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、仏
像
を
敬
う
と
は
、

阿
弥
陀
仏
の
仏
像
を
造
立
し
た
り
、
仏
画
を
描
い
た
り
し
て
敬
い
な
さ
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
無
理
の
な
い
程
度
に
造
っ
た
り
描
い
た
り
す
れ
ば
良
い
の
で

あ
る
が
、
可
能
で
あ
れ
ば
阿
弥
陀
仏
と
観
音
・
勢
至
両
菩
薩
の
三
尊
を
造
っ
て

敬
い
な
さ
い
。
ま
た
、
経
典
を
敬
う
と
は
、『
阿
弥
陀
経
』
な
ど
の
経
典
を
青・

黄
・
赤
・
白
・
黒
と
い
っ
た
五
色
の
糸
で
縫
わ
れ
た
袋
に
納
め
て
尊
び
、
自
ら

こ
れ
を
読
み
、
他
の
人
に
も
教
え
て
読
ま
せ
な
さ
い
。
ま
た
、
仏
像
と
経
典
を

清
め
ら
れ
た
部
屋
に
安
置
し
て
、
一
日
に
六
回
、
そ
の
前
で
礼
拝
や
懴
悔
を
修

め
て
、
お
香
や
お
花
を
捧
げ
て
供
養
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
つ
目
の
〈
念
仏
者
に
縁
の
あ
る
教
え
に
つ
い
て
お
説
き
下
さ
る
善
知
識
を

敬
う
こ
と
〉
と
は
、
浄
土
の
教
え
を
説
こ
う
と
す
る
者
が
お
ら
れ
れ
ば
、
千
由

旬
（
（10
（

と
い
う
遥
か
遠
い
と
こ
ろ
に
お
ら
れ
て
も
ご
く
近
く
に
お
ら
れ
て
も
、
同

じ
よ
う
に
篤
く
敬
い
、
心
を
込
め
て
親
し
く
も
て
な
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
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し
。
も
し
軽
慢
を
生
さ
ば
罪
を
得
る
こ
と
窮

き
わ
ま
り

な
し
」。

「
進
み
て
も
衆
生
の
た
め
に
善
知
識
と
な
り

て
、
必
ず
西
方
に
帰
す
る
こ
と
を
須も

ち
い
よ
。
こ

の
火
宅
に
住
せ
ば
、
退
没
あ
り
て
出
で
難
き
が

故
な
り
。
火
界
の
修
道
甚
だ
難
か
る
べ
き
が
故

に
西
方
に
帰
せ
し
む
。
一
度
往
生
を
果は

つ
れ
ば

三
学
自
然
に
勝
進
し
て
万
行
並
び
に
具
わ
る
が

故
に
、
弥
陀
の
浄
国
は
造
悪
の
地と

こ
ろ

な
し
。」

「
四
つ
に
同
縁
の
伴と

も
を
敬
う
と
い
う
は
、
同

じ
く
業
を
修
す
る
者
な
り
、
み
ず
か
ら
は
障さ

わ
り

重

く
し
て
独ど

く

業ご
う

成
ぜ
ず
と
い
え
ど
も
必
ず
良
き
朋と

も

に
藉よ

り
て
ま
さ
に
行
を
作
す
。
危
う
き
を
扶
け

危
う
き
を
済
う
こ
と
、
同
伴
の
善ぜ

ん

縁ね
ん

な
り
。
深

く
相
憑
み
て
重
く
す
べ
し
。

あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
教
え
を
学
ん
で
い
る
者
で
あ
っ
て
も
同
じ
よ
う
に

敬
う
心
を
発
し
な
さ
い
。
も
し
こ
れ
ら
の
者
を
軽
ん
じ
て
慢
心
を
生
ず
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
計
り
知
れ
な
い
程
の
罪
を
作
っ
た
こ
と
に
な
る
」

（
（11
（

。

「
修
行
が
進
ん
だ
と
し
て
も
慢
心
を
発
さ
ず
、
衆
生
の
た
め
に
自
ら
が
善
知

識
と
な
っ
て
、
西
方
浄
土
へ
の
往
生
に
帰
依
す
る
こ
と
を
促
し
実
践
し
な
さ
い
。

そ
れ
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
生
き
て
い
る
限
り
、
煩
悩
に
よ
っ
て
迷
い
の
世
界

に
沈
み
込
ん
で
し
ま
い
、
そ
こ
か
ら
離
れ
出
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
娑
婆
世
界
に
お
い
て
さ
と
り
を
目
指
す
行
を
進
め
て
い
く
こ
と

は
と
て
も
困
難
な
の
で
あ
る
か
ら
、
西
方
浄
土
の
教
え
に
帰
依
さ
せ
る
の
で
あ

る
。
ひ
と
た
び
浄
土
往
生
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
三
学

（
（11
（

は
自
ず
と
速

や
か
に
進
み
、
い
か
な
る
行
も
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
阿

弥
陀
仏
の
浄
土
で
は
悪
の
は
び
こ
る
場
所
な
ど
な
い
」

（
（11
（

。

「
四
つ
目
の
〈
縁
あ
っ
て
信
仰
を
同
じ
く
す
る
者
を
敬
う
こ
と
〉
と
は
、
行

を
同
じ
く
す
る
者
を
敬
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
自
分
自
身
は
障
り
が
重
く
、

一
人
だ
け
で
は
浄
土
往
生
の
勤
め
を
果
た
し
き
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
良
き
仲
間
を
頼
り
に
す
る
こ
と
で
、
間
違
い
な
く
行
を
修
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
信
仰
が
揺
ら
い
で
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
危
機
か
ら

仲
間
を
励
ま
し
、
そ
の
危
機
か
ら
救
い
出
す
こ
と
、
こ
れ
は
同
志
の
善
き
縁
で
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五
つ
に
三
宝
を
敬
う
と
い
う
は
、
絵
像
木
仏
、

三
乗
の
教
旨
、
聖
僧
菩
薩
破
戒
の
流

と
も
が
ら

ま
で
、

敬う
や
ま
い

を
起
し
慢ま

ん
を
生
ず
る
こ
と
な
か
れ
」。

「
樹
の
傾
き
た
る
は
倒
る
る
に
曲ま

が
れ
る
に
随よ

る
が
ご
と
し
」。「
事
の
礙さ

わ
り

あ
り
て
西
に
向
か
う

に
及
ば
ず
ば
、
た
だ
西
に
向
か
う
想
を
な
す
べ

し
」。三

つ
に
無
間
修
と
い
う
は
、『
要
決
』
に
い

わ
く
「
常
に
念
仏
し
て
往
生
の
心
を
作
せ
。
一

切
の
時
に
お
い
て
心
に
恒
に
想
い
巧た

く
む
べ
し
。

譬た
と
え

ば
、
も
し
人
、
他
に
抄し

ょ
う

掠り
ょ
う

せ
ら
れ
て
身
下
賤

と
な
り
て
艱か

ん

辛し
ん

を
受
く
。
忽
ち
に
父
母
を
思
い

て
本
国
に
走
り
帰
ら
ん
と
欲お

も
う
。

行
く
べ
き
計

は
か
り
ご
と

い
ま
だ
弁わ

き
ま

え
ず
し
て
他た

郷き
ょ
う

に

あ
る
。
深
く
こ
の
善
き
縁
を
互
い
に
頼
り
と
し
て
大
切
に
し
な
さ
い
。

五
つ
目
の
〈
広
く
仏
法
僧
の
三
宝
を
敬
う
こ
と
〉
と
は
、
絵
に
描
い
た
り
木

に
刻
ん
だ
り
し
た
仏
像
（
仏
宝
）、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗

（
（11
（

に
向
け
た
仏

の
み
教
え

（
（11
（

（
法
宝
）、清
浄
な
僧
や
菩
薩
を
は
じ
め
破
戒
の
僧
に
至
る
ま
で
（
僧

宝
）、
こ
と
ご
と
く
敬
い
の
想
い
を
起
こ
し
て
軽
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
」

（
（11
（

と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
善
導
大
師
の
『
往
生
礼
讃
』
に
は
、「
常
に
西
方
に
心
を
傾
け
て
い

る
と
い
う
の
は
、
傾
い
て
生
え
て
い
る
樹
が
倒
れ
る
時
に
は
傾
い
て
い
る
方
に

倒
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
何
か
し
ら
の
障
り
が
あ
っ
て
西
方
浄
土
の
方
角

に
向
か
っ
て
敬
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
た
だ
西
方
浄
土
に
向
か
う

想
い
を
発
し
な
さ
い
」

（
（11
（

と
あ
り
ま
す
。

第
三
に
無
間
修
と
は
、『
西
方
要
決
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。

「
常
に
念
仏
し
て
浄
土
往
生
を
願
う
心
を
発
し
な
さ
い
。
い
か
な
る
時
も
心
の

中
で
常
に
工
夫
し
て
思
い
を
巡
ら
せ
な
さ
い
。
そ
れ
を
例
え
る
な
ら
ば
、
次
の

よ
う
で
あ
る
。
も
し
あ
な
た
が
財
産
を
掠か

す
め
取
ら
れ
て
貧
し
く
落
ち
ぶ
れ
た
身

と
な
っ
て
、
実
に
辛
い
思
い
を
し
た
と
こ
ろ
、
た
だ
ち
に
両
親
の
こ
と
を
思
い

出
し
て
生
れ
故
郷
に
走
り
帰
り
た
い
と
思
っ
た
と
し
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
す
れ
ば
故
郷
に
帰
れ
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
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あ
り
。
日
夜
に
思
惟
す
る
苦
し
み
堪
え
忍
ぶ
べ

か
ら
ず
。
時
と
し
て
本
国
を
念お

も
わ
ず
と
い
う
事

な
し
。
計
を
な
す
事
を
得
て
、
す
で
に
帰
り
て

達
す
る
事
を
得
て
、
父
母
に
親し

ん

近ご
ん

し
ほ
し
き
ま

ま
に
歓
娯
す
る
が
ご
と
し
。

行
者
も
ま
た
し
か
な
り
。
往
因
の
煩
悩
に
善

心
を
壊え

乱ら
ん

せ
ら
れ
て
、
福
智
の
珍
財
並
び
に
散

失
し
て
、
久
し
く
生
死
に
沈
み
て
六
道
に
駈く

馳ち

し
、
苦
し
み
身
心
を
責
む
。
今
善
縁
に
遇
い
て

弥
陀
の
慈
父
を
聞
き
て
、
ま
さ
に
仏
恩
を
念
じ

て
、
報
尽
を
期ご

と
し
て
、
心
に
恒
に
念
う
べ
し
」。

「
心
心
相
続
し
て
余
業
を
間ま

じ
え
ざ
れ
」。

四
つ
に
無
余
修
と
い
う
は
、『
要
決
』
に
い

わ
く
「
専
ら
極
楽
を
求
め
て
礼
念
す
る
な
り
。

諸
余
の
行
業
を
雑
起
せ
ざ
れ
。
所
作
の
業
は
日

別
に
念
仏
す
べ
し
」。

い
ま
だ
に
そ
の
土
地
に
留
ま
り
続
け
て
い
る
。
四
六
時
中
、
あ
れ
こ
れ
と
思
い

悩
む
苦
し
み
を
耐
え
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
ひ
と
時
も

故
郷
を
想
わ
ぬ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
故
郷
に
帰
る
算
段
を
つ
け
、
遂

に
帰
る
こ
と
が
叶
い
、
父
母
に
間
近
に
親
し
く
再
会
し
て
、
思
い
の
ま
ま
に
歓

喜
す
る
、
と
い
う
。

西
方
を
願
う
行
者
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
か
ね
て
起
こ
し
続
け
た
煩

悩
に
よ
っ
て
善
き
心
を
壊
し
乱
さ
れ
て
、
福
徳
や
智
慧
と
い
う
妙
な
る
財
宝
を

失
っ
て
し
ま
い
、
永
く
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
す
輪
廻
に
沈
み

込
ん
で
六
道
を
駆
け
巡
り
、
そ
の
苦
し
み
が
身
と
心
を
責
め
る
。
今
、
善
き
縁

に
巡
り
会
い
、
慈
悲
深
い
父
の
ご
と
き
阿
弥
陀
仏
の
救
い
を
聞
き
、
ま
さ
に
そ

の
仏
の
ご
恩
を
胸
に
刻
み
、
命
尽
き
る
時
ま
で
を
限
り
と
し
て
、
心
に
常
に
阿

弥
陀
仏
を
想
う
べ
き
で
あ
る
」

（
（11
（

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、善
導
大
師
の『
往
生
礼
讃
』

に
は
、「
一
念
々
々
に
絶
え
間
な
く
念
仏
を
続
け
、
他
の
行
を
差
し
挟
ま
ぬ
よ

う
に
せ
よ
」

（
（11
（

と
あ
り
ま
す
。

第
四
に
無
余
修
と
は
、『
西
方
要
決
』
に
は
、「
た
だ
ひ
た
す
ら
極
楽
浄
土
へ

の
往
生
を
求
め
て
礼
拝
や
念
仏
を
修
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
行
を
雑

多
に
修
め
よ
う
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
修
め
る
べ
き
こ
と
と
し
て
、
毎
日
念

仏
に
努
め
な
さ
い
」

（
（11
（

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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善
導
の
の
た
ま
わ
く
「
専
ら
か
の
仏
の
名
号

を
念
じ
、
専
ら
か
の
仏
及
び
か
の
土
の
一
切
の

聖
衆
等
を
讃ほ

め
て
余
業
を
雑
え
ざ
れ
」。

「
専
修
の
も
の
は
百
は
す
な
わ
ち
百
な
が
ら

生
ま
れ
、
雑
修
の
も
の
は
百
が
中
に
希わ

ず
か
に
一

二
な
り
。
雑
縁
に
近
ず
き
ぬ
れ
ば
、
み
ず
か
ら

も
障さ

え
他
の
往
生
の
正
行
を
も
障
う
る
な
り
。

我
み
ず
か
ら
諸
方
を
見み

聞き

く
に
道
俗
の
解
行
不

同
に
し
て
専
雑
異
な
り
。
た
だ
意こ

こ
ろ

を
専
ら
に
作

す
は
十
は
す
な
わ
ち
十
な
が
ら
生
ま
る
。
雑
修

の
者
は
千
が
中
に
一
つ
も
得
ず
」
と
い
う
。

ま
た
善
導
の
御お

ん

弟
子
釈
し
て
の
た
ま
わ
く

「
西
方
浄
土
の
業
を
修
せ
ん
と
欲お

も

わ
ん
者
は
、

四
修
墜お

つ
る
こ
と
な
く
、
三
業
雑ま

じ
わ
る
こ
と
な

く
し
て
、
一
切
の
諸
願
諸
行
を
廃
し
て
、
た
だ

善
導
大
師
は
、「
た
だ
ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
、
ひ
た
す
ら
阿

弥
陀
仏
と
極
楽
浄
土
に
ま
し
ま
す
、
あ
ら
ゆ
る
菩
薩
や
聖
者
な
ど
を
讃
え
て
、

そ
れ
以
外
の
行
を
交
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

（
（12
（

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
善
導
大
師
は
、「
念
仏
を
ひ
た
す
ら
修
め
る
者
は
百
人
の
う
ち
百
人

が
浄
土
に
往
生
し
、
そ
れ
以
外
の
行
を
雑
多
に
修
め
る
者
は
百
人
の
う
ち
わ
ず

か
一
人
か
二
人
が
往
生
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
行
を
雑
多
に
修
め
よ

う
と
す
る
縁
に
近
づ
い
た
な
ら
ば
、
自
ら
が
修
め
る
念
仏
を
妨
げ
て
し
ま
う
ば

か
り
で
な
く
、
他
の
人
が
修
め
る
念
仏
を
妨
げ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
私
自
身

が
各
地
の
様
子
を
見
聞
し
た
と
こ
ろ
、
出
家
の
者
も
在
家
の
者
も
教
え
の
理
解

や
修
行
方
法
が
さ
ま
ざ
ま
で
、
念
仏
を
ひ
た
す
ら
修
め
る
者
や
種
々
の
行
を
雑

多
に
修
め
る
者
な
ど
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
心
を
阿
弥
陀
仏
に
向
け
て
、
ひ
た

す
ら
念
仏
を
称
え
る
者
は
十
人
の
う
ち
十
人
す
べ
て
が
極
楽
浄
土
に
往
生
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
を
雑
多
に
修
め
る
者
は
千
人
の
う
ち
一
人
も
往
生
で
き
な
い
」

（
（12
（

と
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
善
導
大
師
の
弟
子
懐
感
禅
師
は
、「
西
方
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
た

め
の
行
を
修
め
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
う
し
た
四
修
を
怠
る
こ
と
な
く
、
身
と

口
と
心
の
三
業
に
お
い
て
雑
多
な
行
を
交
え
る
こ
と
な
く
、
西
方
浄
土
を
目
指

す
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
願
い
や
行
を
な
げ
う
っ
て
、
た
だ
西
方
浄
土
へ
の
往
生
を
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西
方
の
一
行
一
願
を
修
せ
よ
」
と
こ
そ
そ
う
ら

え
。問

う
、
一
切
の
善
根
は
魔
王
の
た
め
に
妨
げ

ら
る
。
こ
れ
は
い
か
が
し
て
対た

い
治じ

し
そ
う
ろ
う

べ
き
。

答
う
、
魔
界
と
い
う
も
の
は
衆
生
を
誑た

ぶ
ろ
か

す
も
の
な
り
。
一
切
の
行
業
は
自
力
を
憑
む
故

な
り
。
念
仏
の
行
者
は
身
を
ば
罪
悪
生
死
の
凡

夫
と
思
え
ば
、
自
力
を
憑
む
事
な
く
し
て
、
た

だ
弥
陀
の
願
力
に
乗
り
て
往
生
せ
ん
と
願
う
に
、

魔
縁
便た

よ
り

を
得
る
事
な
し
。
観か

ん
慧ね

を
凝こ

ら
す
人
に

も
な
お
九く

境き
ょ
う

の
魔
事
あ
り
と
い
う
。

弥
陀
の
一
事
に
は
も
と
よ
り
魔
事
な
し
、
果か

人に
ん

清
浄
な
る
が
故
に
と
い
え
り
。
仏
を
誑た

ぶ
ろ
か

願
っ
て
念
仏
一
行
を
修
め
な
さ
い
」

（
（12
（

と
解
釈
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

質
問
し
ま
す
。
私
達
の
よ
う
な
煩
悩
具
足
の
凡
夫
が
、
ど
の
よ
う
な
善
行
を

修
め
た
と
し
て
も
、
欲
界
の
魔
王

（
（12
（

に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

（
（12
（

。
こ

う
し
た
妨
げ
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
退
治
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
魔
界
と
も
い
わ
れ
る
迷
い
の
世
界

（
（12
（

は
、
私
達
衆
生
を
だ

ま
し
惑
わ
す
も
の
で
す
。
ど
の
よ
う
な
行
で
あ
れ
、
さ
と
り
を
目
指
し
て
仏
道

を
修
め
る
者
は
、
自
分
の
力
を
よ
り
所
と
し
て
い
る
の
で
、
魔
王
に
よ
っ
て
修

行
を
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。一
方
、念
仏
の
行
者
は
、自
身
の
こ
と
を「
悪

事
を
積
み
重
ね
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
す
凡
夫
に
他
な
ら
な

い
」と
受
け
と
め
て
い
る
の
で
、自
分
の
力
を
よ
り
所
と
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
お
力
に
乗
じ
て
往
生
し
よ
う
と
願
っ
て
い
る
の
で
、

お
念
仏
の
実
践
を
退
転
さ
せ
る
魔
王
に
つ
け
い
れ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ

ん
。（
天
台
宗
に
お
い
て
説
か
れ
る
）
止
観
の
実
践
に
よ
っ
て
さ
と
り
の
智
慧

を
得
よ
う
と
す
る
人
で
あ
っ
て
も
、
清
浄
な
さ
と
り
の
境
地
に
達
す
る
ま
で
は
、

な
お
さ
と
り
を
妨
げ
る
九
段
階
の
魔
事

（
（12
（

が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

一
方
、「
阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
一
事
の
み
は
、
は
じ
め
か
ら
魔
事
な
ど
介
在

す
る
余
地
な
ど
な
い
。
そ
れ
は
、
修
行
の
結
果
、
さ
と
り
を
開
か
れ
た
阿
弥
陀
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す
魔
縁
な
け
れ
ば
念
仏
の
者
を
ば
妨
ぐ
べ
か
ら

ず
。
他
力
を
憑
む
に
よ
る
が
故
な
り
。
百
丈
の

石
を
船
に
置
き
つ
れ
ば
万
里
の
大
海
を
過
ぐ
る

が
ご
と
し
。
ま
た
念
仏
の
行
者
の
前
に
は
弥
陀

観
音
常
に
来
た
り
た
ま
う
。
二
十
五
の
菩
薩
百

重
千
重
に
囲い

遶に
ょ
う

護
念
し
た
ま
う
に
便た

よ
り

を
得
べ
か

ら
ず
。

問
う
、
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
に
い
か
ば
か
り

の
罪
を
か
滅
し
そ
う
ろ
う
。

答
う
、「
一
念
に
よ
く
八
十
億
劫
の
生
死
の

罪
を
滅
す
」
と
い
い
、
ま
た
「
た
だ
仏
の
名み

な
二

菩
薩
の
名み

な
を
聞
く
す
ら
無
量
劫
の
生
死
の
罪
を

除
く
」
な
ん
ど
申
し
そ
う
ろ
う
ぞ
か
し
。

仏
が
ま
こ
と
に
清
浄
だ
か
ら
で
あ
る
」

（
（12
（

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
魔
王
で

あ
っ
て
も
阿
弥
陀
仏
に
つ
け
い
る
こ
と
は
で
き
ず
、
念
仏
の
行
者
の
実
践
を
妨

げ
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
念
仏
の
行
者
は
阿
弥
陀
仏
の
お

力
を
頼
り
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
例
え
る
な
ら
ば
、
と
て
つ
も
な
く
巨
大
な

石
（
（12
（

で
あ
っ
て
も
、
船
に
乗
せ
れ
ば
果
て
し
な
い
大
海
を
進
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
念
仏
の
行
者
の
眼
の
前
に
は
、
阿
弥
陀
仏
や
観
音

菩
薩
が
常
に
お
越
し
下
さ
い
ま
す
。
さ
ら
に
極
楽
の
二
十
五
菩
薩

（
（12
（

は
、
念
仏

行
者
の
周
り
を
百
重
千
重
に
取
り
囲
ん
で
お
守
り
下
さ
る
の
で
、
魔
王
に
つ
け

い
れ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
な
い
の
で
す
。

質
問
し
ま
す
。
阿
弥
陀
仏
の
御
名
を
称
え
る
こ
と
で
、
ど
れ
ほ
ど
の
罪
を
滅

し
て
い
た
だ
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
釈
尊
は
『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
に
お
い
て
、「
一
遍

の
念
仏
を
称
え
る
だ
け
で
、
阿
弥
陀
仏
が
、
八
十
億
劫
と
い
う
は
か
り
知
れ
な

い
長
い
時
間
、
迷
い
の
世
界
を
苦
し
み
さ
ま
よ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
罪
の

報
い
を
滅
せ
ら
れ
る
」

（
（13
（

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、『
同
』
流
通
分
に
お
い

て
「
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
御
名
や
観
音
・
勢
至
菩
両
菩
薩
の
御
名
を
耳
に
す
る
だ

け
で
も
、
無
量
劫
と
い
う
永
い
間
、
迷
い
の
世
界
を
苦
し
み
さ
ま
よ
わ
ね
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
の
罪
の
報
い
を
除
か
れ
る
」

（
（13
（

な
ど
と
仰
っ
て
い
ま
す
。
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問
う
、
念
仏
と
申
し
そ
う
ろ
う
は
仏
の
色
相

を
念
じ
そ
う
ろ
う
か
。

答
う
、
仏
の
色
相
光
明
を
念
ず
る
は
観
仏
三

昧
な
り
。
報ほ

う

身し
ん

を
念
じ
同
体
の
仏
性
を
観
ず
る

は
、
智
浅
く
心
少
な
き
我
ら
は
境
界
に
あ
ら
ず
。

善
導
の
た
ま
わ
く
「
相
を
観
ぜ
ず
し
て
た
だ

名
字
を
称
せ
よ
。
衆
生
、
障さ

わ
り

重
く
し
て
、
観
成

ず
る
こ
と
難
し
。
こ
の
故
に
、
大だ

い

聖し
ょ
う

、
憐

あ
わ
れ
み

を

垂
れ
て
称
名
を
専
ら
に
勧
め
た
ま
え
り
。
心
微か

す

か
に
し
て
、
神

た
ま
し
い

十
方
に
飛
び
散
る
が
故
な
り
」

と
い
え
り
。

ま
た
本
願
の
文
を
善
導
釈
し
て
の
た
ま
わ
く

「
も
し
我
れ
成
仏
せ
ん
に
、
十
方
の
衆
生
、
我

が
名
号
を
称
す
る
こ
と
下
十
声
に
至
る
ま
で
、

質
問
し
ま
す
。
お
念
仏
と
は
、
仏
の
姿
や
形
を
心
に
思
い
描
く
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
か

（
（13
（

。

お
答
え
し
ま
す
。
仏
の
姿・形
や
光
明
等
を
静
め
た
心
に
思
い
描
く
の
は「
観

仏
三
昧
」
と
い
い
ま
す
。
誓
願
と
修
行
を
成
就
し
て
得
ら
れ
た
仏
の
お
姿
を
心

に
思
い
描
い
た
り
、
衆
生
が
身
に
宿
し
て
い
る
さ
と
り
の
本
質
（
仏
性
）
を
観

じ
た
り
す
る
こ
と

（
（13
（

は
、
真
理
を
見
出
す
智
慧
が
浅
く
、
常
に
心
が
散
り
乱
れ

て
し
ま
う
私
達
凡
夫
に
は
到
底
不
可
能
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
善
導
大
師
は
「
阿
弥
陀
仏
の
姿
を
観
じ
る
の
で
は
な
く
、
た

だ
そ
の
御
名
を
称
え
な
さ
い
。
衆
生
は
、
仏
道
を
妨
げ
る
煩
悩
が
極
め
て
重
く
、

仏
の
姿
を
心
に
思
い
描
く
観
想
念
仏
の
修
行
を
成
就
す
る
こ
と
な
ど
困
難
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
尊
い
さ
と
り
を
開
か
れ
た
聖
者
で
あ
る
釈
尊
は
、
苦
し
み

や
迷
い
か
ら
逃
れ
る
術
な
き
衆
生
を
憐
れ
ん
で
、〈
南
無
阿
弥
陀
仏
〉
と
声
に

出
し
て
称
え
る
称
名
念
仏
を
専
ら
勧
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
衆
生

の
心
は
粗
雑
で
あ
り
、
そ
れ
は
四
方
八
方
に
散
乱
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
」

（
（13
（

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
善
導
大
師
は
、
第
十
八
念
仏
往
生
の
本
願
の
文
を
解
釈
し
て
「
も
し
私

（
法
蔵
菩
薩
）
が
さ
と
り
を
開
い
て
仏
に
な
っ
た
時
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆
生
で
、

私
の
名
前
を
〈
南
無
阿
弥
陀
仏
〉
と
、
わ
ず
か
十
遍
称
え
た
者
に
至
る
ま
で
、
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我
が
願
力
に
乗
じ
て
、
も
し
生
ぜ
ず
ば
正
覚
を

取
ら
じ
。
か
の
仏
、
今
現
に
世
に
在
し
て
成
仏

し
た
ま
え
り
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
本
誓
の
重

願
虚
し
か
ら
ず
、
衆
生
称
念
す
れ
ば
必
ず
往
生

す
る
こ
と
を
得
」
と
仰
せ
ら
れ
て
そ
う
ろ
う
。

疾と

く
疾と

く
安
楽
浄
土
に
往
生
せ
さ
せ
お
は
し

ま
し
て
弥
陀
観
音
を
師
と
し
て
『
法
華
』
の
真

如
実
相
平
等
の
妙
理
、『
般
若
』
の
第
一
義
空
、

真
言
の
即
身
成
仏
、
一
切
の
聖
教
心
の
ま
ま
に

解さ
と

ら
せ
お
わ
し
ま
す
べ
し
。
云
云
。

大
胡
太
郎
実
秀
へ
遣
わ
す
御
返
事　
第
十
二

前さ
き

の
便び

ん
に
は
差さ

し
合あ

う
事
そ
う
ら
い
て
、
御
返

事
細
か
に
申
さ
ず
そ
う
ら
い
き
。
定
め
て
不
審

に
思お

ぼ
し

召め

し
そ
う
ろ
う
ら
ん
と
思
い
た
ま
え
そ
う

ろ
う
。

私
の
誓
願
の
力
に
乗
ず
る
こ
と
で
、
も
し
極
楽
に
往
生
し
な
い
な
ら
ば
決
し
て

仏
と
は
な
る
ま
い
、と
お
誓
い
に
な
っ
て
い
る
。（
か
つ
て
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
）

そ
の
仏
は
、
今
現
に
極
楽
世
界
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
阿
弥
陀
仏
と
な
っ
て
お
ら

れ
る
。
よ
く
理
解
し
な
さ
い
。
仏
に
な
る
以
前
に
誓
わ
れ
た
深
重
な
慈
悲
が
籠

も
っ
て
い
る
阿
弥
陀
仏
の
願
い
は
確
か
な
も
の
で
あ
り
、
衆
生
が
救
い
を
求
め

て
阿
弥
陀
仏
の
御
名
を
称
え
れ
ば
必
ず
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
（13
（

と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

一
刻
も
早
く
、
仏
道
修
行
を
や
す
や
す
と
行
う
こ
と
が
で
き
る
安
楽
な
極
楽

浄
土
に
往
生
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
阿
弥
陀
仏
や
観
音
菩
薩
を
師
と
仰
ぎ
、『
法

華
経
』
に
説
か
れ
る
「
真
如
実
相
平
等
の
妙
理
」

（
（13
（

や
『
般
若
経
』
等
に
説
か
れ

る
「
第
一
義
空
」

（
（13
（

、
真
言
宗
で
説
か
れ
る
「
即
身
成
仏
」

（
（13
（

の
教
え
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
仏
の
教
え
を
心
の
ま
ま
に
理
解
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

大
胡
太
郎
実
秀
へ
遣
わ
さ
れ
た
御
返
事　
第
十
二

以
前
に
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
際
に
は
さ
し
つ
か
え
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
お

返
事
を
詳
し
く
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ぞ
か
し
、
い
ぶ
か
し
く
お

思
い
の
こ
と
と
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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さ
て
は
尋
ね
仰
せ
ら
れ
そ
う
ら
い
し
事
ど
も
、

御お
ん

文ふ
み

な
ん
ど
に
て
容
易
く
申
し
開
き
難
き
事
に

て
そ
う
ろ
う
。
あ
わ
れ
京
に
久
し
く
御ご

逗と
う

留り
ゅ
う

そ

う
ら
い
し
時
細
か
に
御ご

沙さ

汰た

そ
う
ら
わ
ま
し
か

ば
善
く
そ
う
ら
い
な
ま
し
。

大お
お

方か
た

は
念
仏
し
て
往
生
す
と
申
す
事
ば
か
り

僅
か
に
承
り
て
そ
う
ろ
う
。
我
が
心
一
つ
に
深

く
信
じ
た
る
ば
か
り
に
て
こ
そ
そ
う
ら
え
ど
も
、

人
ま
で
審つ

ば
び

ら
か
に
申
し
聞
か
せ
な
ん
と
す
る
程

の
身
に
て
そ
う
ら
わ
ね
ば
、
ま
し
て
立
ち
入
り

た
る
事
ど
も
の
不
審
な
ん
ど
御
文
に
て
申
し
開

く
べ
し
と
も
覚
え
そ
う
ら
わ
ね
ど
も
、
僅
か
に

見
及
び
そ
う
ら
わ
ん
程
の
事
を
、
憚は

ば
か

り
参
ら
せ

て
、
と
も
か
く
も
御
返
事
申
し
そ
う
ら
わ
ざ
ら

ん
事
の
懼お

そ
れ
に
て
そ
う
ら
え
ば
、
心
の
及
ぶ
程

は
形
の
ご
と
く
申
し
そ
う
ら
わ
ん
と
存
じ
そ
う

ろ
う
な
り
。

ま
ず
三
心
具
足
し
て
往
生
す
と
申
し
そ
う
ろ

さ
て
、
お
尋
ね
下
さ
っ
た
い
く
つ
か
の
こ
と
は
、
お
手
紙
で
は
簡
単
に
申
し

上
げ
に
く
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
あ
、
あ
な
た
が
京
都
に
長
く
滞
在
さ
れ

て
い
た
時
、
私
に
細
か
く
お
尋
ね
い
た
だ
け
れ
ば
よ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
の
に
。

私
は
、
お
よ
そ
お
念
仏
を
し
て
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
を
、
少
し
ば
か

り
存
じ
上
げ
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
私
は
、
自
分
自
身
の
心
ひ
と
つ
に
お
い

て
念
仏
往
生
の
教
え
を
深
く
信
じ
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
他

の
人
に
ま
で
詳
し
く
説
き
聞
か
せ
よ
う
と
す
る
ほ
ど
の
者
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
、
教
え
の
深
い
部
分
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
疑
問
な
ど
お
手
紙
で
は
ご

説
明
で
き
る
と
も
思
え
ま
せ
ん
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
わ
ず
か
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
す
が
私
の
存
じ
上
げ
て
い
る
こ
と
を
は
ば
か
り
遠
慮
し
て
、
何
と
も
お
返

事
を
申
し
上
げ
ま
せ
ん
こ
と
も
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
の
で
、
お
伝
え
で
き
る
程

度
の
こ
と
は
形
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
三
心
を
す
べ
て
具
え
て
往
生
す
る
と
申
し
ま
す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
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う
事
は
、
ま
こ
と
に
そ
の
名み

ょ
う

目も
く

ば
か
り
を
打
聞

く
時
に
は
い
か
な
る
心
を
申
す
や
ら
ん
と
こ
と

ご
と
し
く
覚
え
そ
う
ら
い
ぬ
べ
け
れ
ど
も
、
善

導
の
御み

心こ
こ
ろ

に
て
は
心
得
易
き
事
に
て
そ
う
ろ
う

な
り
。
必
ず
し
も
習
い
沙
汰
せ
ざ
ら
ん
無
智
の

人
や
、
解さ

と
り

な
か
ら
ん
女
人
な
ん
ど
の
え
具
せ
ぬ

程
の
心
ば
え
に
て
は
そ
う
ら
わ
ぬ
な
り
。

た
だ
ま
め
や
か
に
往
生
せ
ん
と
欲お

も
い
て
念
仏

申
さ
ん
人
は
、
自じ

然ね
ん

に
具
足
し
ぬ
べ
き
心
に
て

そ
う
ろ
う
も
の
を
。
そ
の
故
は
三
心
と
申
す
は

『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
そ
う
ろ
う
様
は

「
も
し
衆
生
あ
り
て
か
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願

わ
ん
者
は
、
三
種
の
心
を
発
し
て
す
な
わ
ち
往

生
す
べ
し
。
何
等
を
か
三
つ
と
す
る
。
一
つ
に

は
至
誠
心
、
二
つ
に
は
深
心
、
三
つ
に
は
廻
向

発
願
心
な
り
。
こ
の
三
心
を
具
す
る
者
は
必
ず

か
の
国
に
生
ま
る
」
と
説
か
れ
た
り
。

し
か
る
に
善
導
和
尚
の
御
意
に
よ
ら
ば
、
初

そ
の
名
称
だ
け
を
耳
に
す
る
時
、
ど
の
よ
う
な
心
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
物
々
し
く
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
善
導
大
師
の
お
考
え
に
よ
れ
ば
具

え
や
す
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
必
ず
し
も
、
仏
教
を
学
び
理
解
す
る
機
会
に

巡
り
会
わ
な
か
っ
た
無
智
の
人
や
、
仏
教
の
教
え
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境

か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
女
性
な
ど
で
あ
っ
た
と
し
て
も
具
え
ら
れ
な
い
心
の

こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

た
だ
心
か
ら
往
生
を
願
っ
て
お
念
仏
を
称
え
て
い
る
人
に
は
三
心
は
自
ず
と

具
わ
る
も
の
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
以
下
に
述
べ
る
通
り
で
す
。
ま
ず
、
三
心

と
申
し
ま
す
の
は
、『
観
無
量
寿
経
』
に
「
か
の
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と

願
う
衆
生
は
、
三
種
の
心
を
発
し
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
往
生
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
何
を
三
種
の
心
と
い
う
の
か
。
一
つ
に
は
至
誠
心
、
二
つ
に
は
深
心
、

三
つ
に
は
回
向
発
願
心
で
あ
る
。
こ
の
三
心
を
具
え
る
者
は
必
ず
極
楽
浄
土
に

往
生
す
る
」

（
（13
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
三
心
に
つ
い
て
、
善
導
大
師
の
お
考
え
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
は
じ
め
の
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め
に
至
誠
心
と
い
う
は
真
実
の
心
な
り
。
真
実

と
い
う
は
、
い
わ
く
、
内
は
虚
し
く
し
て
外
を

飾
る
心
の
な
き
を
申
す
な
り
。

す
な
わ
ち『
観
経
疏
』に
釈
し
て
い
わ
く「
外

に
は
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
、
内
に
は
虚
仮
を

懐
く
こ
と
を
得
ざ
れ
」
と
い
え
り
。
こ
の
釈
の

意
は
、
内
は
愚
か
に
し
て
外
に
は
賢
き
人
と
思

わ
れ
ん
と
振
る
舞
い
、
内
に
は
悪
を
造
り
外
に

は
善
人
の
由よ

し
を
示
し
、
内
に
は
懈
怠
の
心
を
懐

き
て
外
に
は
精
進
の
相
を
現
ず
る
を
、
真
実
な

ら
ぬ
心
と
は
申
す
な
り
。
外
も
内
も
あ
り
の
ま

ま
に
て
飾
る
心
の
な
き
を
至
誠
心
と
名
づ
く
る

に
こ
そ
そ
う
ろ
う
め
れ
。

二
つ
に
深
心
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
深

く
信
ず
る
心
な
り
。
何
事
を
深
く
信
ず
る
ぞ
と

い
う
に
、
ま
ず
諸
の
煩
悩
を
具
足
し
多
く
の
罪

を
造
り
て
余
の
善
根
な
ん
ど
な
か
ら
ん
凡
夫
、

阿あ

弥み

陀だ

仏ほ
と
け

の
大
悲
本
願
を
仰
ぎ
て
そ
の
仏
の
大

至
誠
心
と
は
真
実
の
心
の
こ
と
で
す
。
真
実
と
い
う
の
は
、
内
面
に
は
阿
弥
陀

仏
に
向
け
た
真
実
の
心
が
な
い
の
に
外
面
ば
か
り
を
飾
り
立
て
よ
う
と
す
る
心

の
な
い
こ
と
を
い
う
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、『
観
経
疏
』
に
お
い
て
、
そ
の
こ
と
を
解
釈
し
て
「
外
面
に
は

賢
く
善
人
ぶ
っ
て
仏
道
修
行
に
励
ん
で
い
る
姿
を
表
す
一
方
、
内
面
に
は
阿
弥

陀
仏
に
向
け
た
嘘
偽
り
の
心
を
抱
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

（
（14
（

と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
解
釈
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
内
面
は
愚
か
で

あ
る
の
に
外
面
は
賢
い
人
に
思
わ
れ
よ
う
と
振
る
舞
っ
た
り
、
ま
た
、
内
面
は

悪
い
心
を
働
か
せ
て
い
る
の
に
外
面
は
善
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
た

り
、
ま
た
、
内
面
は
怠
け
心
を
抱
い
て
い
る
の
に
外
面
は
精
進
し
て
い
る
か
の

よ
う
に
振
る
舞
っ
た
り
す
る
こ
と
を
真
実
で
は
な
い
心
と
言
う
の
で
す
。
外
面

も
内
面
も
阿
弥
陀
仏
に
向
け
て
あ
り
の
ま
ま
の
真
実
を
も
っ
て
飾
る
心
の
な
い

こ
と
こ
そ
至
誠
心
と
名
付
け
る
の
で
す
。

二
つ
目
に
深
心
と
は
、
す
な
わ
ち
深
く
信
じ
る
心
の
こ
と
で
す
。
何
を
深
く

信
じ
る
の
か
と
い
う
と
、
ま
ず
は
私
達
自
身
が
諸
々
の
煩
悩
を
断
ち
切
る
こ
と

が
で
き
ず
、
多
く
の
罪
を
犯
し
て
し
ま
い
、
お
念
仏
以
外
の
善
根
な
ど
ま
っ
た

く
修
め
ら
れ
な
い
凡
夫
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
る
の
で
す
。
次
に
そ
ん
な
私
達
が

阿
弥
陀
仏
の
大
い
な
る
慈
悲
に
基
づ
い
て
建
て
ら
れ
た
本
願
を
仰
い
で
、
阿
弥
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悲
の
名
号
を
称
え
て
、
も
し
は
百
年
に
て
も
、

も
し
は
四
五
十
年
に
て
も
、
も
し
は
十
二
十
年

に
て
も
、
乃
至
一
二
年
に
て
も
あ
れ
、
す
べ
て

往
生
せ
ん
と
思
い
始
め
た
ら
ん
時
よ
り
し
て
最

後
臨
終
の
時
に
至
る
ま
で
懈
怠
せ
ず
、
も
し
は

七し
ち

日に
ち

一い
ち

日に
ち

十じ
っ

声し
ょ
う

一い
っ

声し
ょ
う

に
て
も
多
く
も
少
く
も
称

名
念
仏
の
人
は
決
定
し
て
往
生
す
べ
し
と
信
じ

て
、
乃
至
一
念
も
疑
う
心
な
き
を
深
心
と
は
申

す
な
り
。

し
か
る
に
諸
の
往
生
を
願
う
人
、
本
願
の
名

号
を
持た

も
ち
な
が
ら
な
お
内
に
妄
念
の
起
る
を
恐

れ
、
外ほ

か
に
余
善
の
少
な
き
に
よ
り
て
も
偏
に
我

が
身
を
軽
し
め
て
往
生
を
不
定
に
思
わ
ば
、
す

で
に
本
願
を
疑
う
な
り
。

さ
れ
ば
善
導
は
遐は

る
か
に
未
来
の
行
者
の
こ
の

疑う
た
が
い

を
残
さ
ん
事
を
鑑か

が

み
て
そ
の
疑
心
を
除
き

陀
仏
の
大
い
な
る
慈
悲
の
働
き
の
及
ぶ
名
号
を
称
え
る
こ
と
が
、
例
え
ば
百
年

で
あ
っ
て
も
、
四
十
年
や
五
十
年
で
あ
っ
て
も
、
十
年
や
二
十
年
で
あ
っ
て
も
、

あ
る
い
は
、
一
年
や
二
年
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
、
浄
土
往

生
を
目
指
し
た
時
か
ら
最
後
臨
終
の
時
に
至
る
ま
で
懈な

ま
け
怠
る
こ
と
な
く
、
さ

ら
に
は
、
わ
ず
か
七
日
や
一
日
の
期
間
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
、
た

と
え
十
遍
や
一
遍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
称
名
念

仏
の
行
者
は
必
ず
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
、
上
は
一
生
涯

を
尽
く
し
て
称
え
る
お
念
仏
か
ら
下
は
わ
ず
か
一
遍
の
お
念
仏
に
至
る
ま
で
、

浄
土
往
生
が
叶
う
こ
と
を
疑
わ
な
い
心
を
深
心
と
い
う
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
浄
土
往
生
を
願
う
人
々
の
中
に
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
誓
わ

れ
た
行
で
あ
る
名
号
を
称
え
る
こ
と
を
相
続
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
や
は
り
内

に
迷
い
の
心
が
沸
き
起
こ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
ま
た
日
々
の
生
活
の
中
で
お
念

仏
以
外
の
善
行
を
実
践
す
る
こ
と
が
少
な
い
こ
と
に
罪
悪
感
を
お
ぼ
え
て
、
む

や
み
に
自
分
を
軽
ん
じ
て
、
自
身
の
往
生
な
ど
叶
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と

思
っ
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
も
し
そ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
す
で

に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
疑
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

そ
れ
故
、
善
導
大
師
は
、
は
る
か
先
の
未
来
の
行
者
が
、
こ
の
阿
弥
陀
仏
の

本
願
に
疑
い
を
抱
い
て
し
ま
う
こ
と
を
予
想
し
て
、
そ
う
し
た
疑
い
の
心
を
取
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て
決
定
の
心
を
勧
め
ん
が
た
め
に
、
煩
悩
を
具

足
し
て
罪
業
を
造
り
善
根
少
な
く
智
解
な
か
ら

ん
凡
夫
、
十
声
一
声
ま
で
の
念
仏
に
よ
り
て
決

定
し
て
往
生
す
べ
き
理

こ
と
わ
り

を
審く

わ

し
く
釈
し
教
え

た
ま
え
る
な
り
。

た
と
い
多
く
の
仏
空
の
中
に
充
ち
満
ち
て
光

を
放
ち
舌
を
舒の

べ
て
「
造
罪
の
凡
夫
念
仏
し
て

往
生
す
と
い
う
こ
と
は
僻ひ

が

事ご
と

な
り
、
信
ず
べ
か

ら
ず
」
と
の
た
ま
う
と
も
、
そ
れ
に
よ
り
て
一

念
も
驚
き
疑
う
心
あ
る
べ
か
ら
ず
。

そ
の
故
は
阿
弥
陀
仏
い
ま
だ
仏
に
成
り
た
ま

わ
ざ
り
し
昔
「
も
し
我
れ
仏
に
成
り
た
ら
ん
時
、

十
方
の
衆
生
、
我
が
名
号
を
十と

声こ
え

称
え
一ひ

と

声こ
え

も

称
え
ん
、
称
う
る
事
上
百
年
よ
り
下
十
声
一
声

ま
で
に
せ
ん
に
、
も
し
我
が
国
に
生
ま
れ
ず
と

い
わ
ば
我
仏
に
成
ら
じ
」
と
誓
い
た
ま
い
た
り

し
に
、
そ
の
願
虚
し
か
ら
ず
し
て
仏
に
成
り
て

り
除
き
、
彼
等
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
深
く
信
じ
る
心
を
勧
め
る
た
め
に
、
煩

悩
を
断
つ
こ
と
が
で
き
ず
に
罪
を
造
り
、
あ
る
い
は
、
善
行
の
実
践
が
少
な
く

て
仏
の
智
慧
を
具
え
ら
れ
ず
、
そ
れ
に
基
づ
く
実
践
を
修
め
ら
れ
な
い
凡
夫
で

あ
っ
て
も
、
わ
ず
か
十
遍
や
一
遍
の
お
念
仏
に
よ
っ
て
、
必
ず
往
生
す
る
こ
と

が
で
き
る
道
理
を
つ
ま
び
ら
か
に
解
釈
し
て
教
え
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
た
と
え
多
く
の
仏
が
空
中
に
満
ち
溢
れ
る
ほ
ど
に
現
れ
て
、
光
を

放
ち
広
く
長
い
舌
を
お
出
し
に
な
っ
て
、「
こ
れ
ま
で
罪
を
犯
し
続
け
、
こ
れ

か
ら
も
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
凡
夫
が
念
仏
を
称
え
る
だ
け
で
浄
土
往

生
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
教
え
は
間
違
い
で
あ
る
。
信
じ
て
は
い
け

な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
言
葉
に
よ
っ
て
一
瞬
た
り
と
も
驚

き
や
疑
い
の
心
を
発
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
は
、
阿
弥
陀
仏
が
成
仏
を
目
指
し
て
修
行
さ
れ
て
い
た
昔
、「
も

し
私
が
仏
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆
生
が
、
私
の
名
を
わ
ず
か

十
遍
や
一
遍
称
え
た
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
上
は
百
年
間
も

念
仏
を
称
え
続
け
る
こ
と
か
ら
、
下
は
わ
ず
か
十
遍
や
一
遍
だ
け
の
念
仏
を
称

え
る
こ
と
に
至
る
ま
で

（
（14
（

、
そ
の
者
達
の
往
生
を
叶
え
る
よ
う
に
し
よ
う
。
も

し
そ
れ
が
叶
わ
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、私
は
仏
に
な
ら
な
い
」と
お
誓
い
に
な
り
、

そ
の
誓
願
は
達
成
し
て
成
仏
を
遂
げ
ら
れ
、
す
で
に
長
い
時
間
が
経
っ
て
い
る
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す
で
に
久
し
く
な
り
た
ま
え
り
。
知
る
べ
し
、

そ
の
名
号
を
称
え
ん
人
は
必
ず
往
生
す
べ
し
と

い
う
事
を
。

ま
た
釈
迦
仏
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
出
で
た
ま

い
て
、
一
切
衆
生
の
た
め
に
か
の
弥
陀
の
本
願

を
説
き
て
念
仏
往
生
を
勧
め
た
ま
え
り
。

ま
た
六
方
恒
沙
の
諸
仏
、
各

お
の
お
の

広こ
う

長じ
ょ
う

の
舌
を

出
だ
し
て
「
釈
迦
の
念
仏
し
て
往
生
す
と
説
き

た
ま
う
は
決
定
な
り
、
諸
の
衆
生
深
く
信
じ
て

少
し
も
疑
う
心
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
爾そ

こ
ば
く許

の
仏

た
ち
の
一
仏
も
残
ら
ず
一
味
同
心
に
証
誠
し
た

ま
え
り
。

す
で
に
阿
弥
陀
仏
は
そ
の
願
を
立
て
た
ま
う
。

釈
迦
仏
、
そ
の
願
の
虚
し
か
ら
ざ
る
事
を
説
き

勧
め
た
ま
う
。
六
方
恒
沙
の
諸
仏
は
そ
の
説
の

真
実
な
る
事
を
証
誠
し
た
ま
え
り
。

こ
の
外ほ

か
に
い
ず
れ
の
仏
の
ま
た
こ
れ
ら
の
諸

仏
に
違
い
て
、
凡
夫
念
仏
し
て
往
生
せ
ず
、
と

か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
る
人
は
、
必
ず
浄
土
往
生

が
叶
う
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
釈
尊
が
こ
の
娑
婆
世
界
に
お
出
ま
し
に
な
っ
て
、
す
べ
て
の
衆
生
の
た

め
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
お
説
き
に
な
っ
て
念
仏
往
生
の
教
え
を
勧
め
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
の
数
ほ
ど
の
数
限
り
な
い
仏
が
、

そ
れ
ぞ
れ
広
く
長
い
舌
を
出
し
て
「
釈
尊
が
〈
念
仏
を
称
え
れ
ば
必
ず
浄
土
往

生
が
叶
う
〉
と
説
か
れ
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
真
実
で
あ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
衆

生
は
、
そ
の
こ
と
を
深
く
信
じ
て
一
瞬
た
り
と
も
疑
う
心
を
発
し
て
は
い
け
な

い
」
と
述
べ
、
実
に
た
く
さ
ん
の
仏
が
一
仏
も
違
う
こ
と
な
く
、
心
を
一
つ
に

し
て
お
念
仏
の
教
え
を
証
明
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

す
で
に
阿
弥
陀
仏
は
、
念
仏
往
生
の
誓
願
を
お
建
て
に
な
り
ま
し
た
。
釈
尊

は
、
そ
の
念
仏
往
生
の
誓
願
が
報
わ
れ
て
成
就
さ
れ
た
こ
と
を
説
き
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
数
限
り
な
い
仏
は
、
そ
の
念
仏
往
生
の
誓
願
が
真

実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
他
、
念
仏
往
生
の
真
実
を
証
明
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
諸
仏
と
意
見

を
異
に
し
て
〈
凡
夫
が
念
仏
を
称
え
て
も
往
生
し
な
い･･･

〉
な
ど
と
い
う
理
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は
の
た
ま
う
べ
き
ぞ
と
い
う
理

こ
と
わ
り

を
も
て
、
多

く
の
仏
現
じ
て
の
た
ま
う
と
も
そ
れ
に
驚
き
て
、

さ
て
は
念
仏
往
生
叶
う
ま
じ
き
か
、
と
信
心
を

破
り
疑
心
を
起
す
べ
か
ら
ず
。
い
わ
ん
や
菩
薩

た
ち
の
の
た
ま
わ
ん
を
や
、
い
わ
ん
や
羅ら

漢か
ん

辟び
ゃ
く

支し

等
を
や
と
釈
し
た
ま
い
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

い
か
に
い
わ
ん
や
近
来
の
凡
夫
の
い
い
妨
げ

ん
を
や
。
い
か
に
め
で
た
き
人
と
申
す
と
も
善

導
和
尚
に
勝ま

さ
り
た
て
ま
つ
り
て
往
生
の
道
を
知

り
た
ら
ん
事
も
有
り
難
く
そ
う
ろ
う
。

善
導
は
ま
た
た
だ
の
凡
夫
に
は
あ
ら
ず
、
す

な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
の
化
身
な
り
。
か
の
仏
、
我

が
本
願
を
弘
め
て
遍
く
一
切
衆
生
に
知
ら
し
め

て
決
定
し
て
往
生
せ
さ
せ
ん
料り

ょ
う

に
、
か
り
そ
め

に
凡
夫
の
人
と
生
ま
れ
て
善
導
和か

尚し
ょ
う

と
い
わ
れ

た
ま
う
な
り
。
い
わ
ば
そ
の
教き

ょ
う

は
仏
説
に
て
こ

そ
そ
う
ら
え
。

屈
を
も
っ
て
、
仮
に
多
く
の
仏
が
現
れ
て
言
い
募
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
説
示

に
驚
い
て
〈
そ
れ
な
ら
ば
お
念
仏
を
称
え
て
も
往
生
は
叶
わ
な
い
の
で
は
な
い

か
〉
と
念
仏
往
生
の
信
心
を
損
な
っ
て
し
ま
い
、
疑
い
の
心
を
発
す
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
仮
に
菩
薩
達
が
言
い
募
っ
た
と
し
て

も
、
な
お
さ
ら
疑
い
の
心
を
発
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
し
、
ま
し
て
や
仮
に
阿
羅

漢
（
（14
（

や
辟
支
仏

（
（14
（

等
が
言
い
募
っ
た
と
し
て
も
な
お
さ
ら
疑
い
の
心
を
発
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
、
と
解
釈
し
て
お
ら
れ
ま
す

（
（14
（

。

さ
ら
に
言
う
ま
で
も
な
く
、
末
法
の
時
代
に
生
ま
れ
た
凡
夫
が
言
い
募
っ
て

念
仏
往
生
の
信
心
を
妨
げ
た
し
て
も
な
お
さ
ら
疑
い
の
心
を
発
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
ど
れ
ほ
ど
仏
典
を
学
び
仏
道
に
励
ま
れ
た
立
派
な
お
方
で
あ
っ
て
も
、

善
導
大
師
に
勝
っ
て
浄
土
往
生
の
道
を
ご
存
じ
の
方
な
ど
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
善
導
大
師
は
、
私
達
の
よ
う
な
た
だ
の
凡
夫
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な

わ
ち
、阿
弥
陀
仏
の
化
身
な
の
で
す
。
阿
弥
陀
仏
が
、ご
自
身
の
本
願
を
広
め
て
、

す
べ
て
の
衆
生
に
あ
ま
ね
く
知
ら
し
め
て
、
必
ず
や
浄
土
往
生
を
遂
げ
さ
せ
る

た
め
に
、
一
時
的
に
凡
夫
と
し
て
人
の
世
に
生
ま
れ
て
、
善
導
大
師
と
呼
ば
れ

て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
善
導
大
師
の
教
え
は
仏
説
に
他
な
ら

な
い
の
で
す
。
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い
か
に
い
わ
ん
や
垂す

い

迹じ
ゃ
く

の
方か

た

に
て
も
現げ

ん

身し
ん

に
念
仏
三
昧
を
得
て
、
目
の
当
た
り
浄
土
の
荘

厳
を
見
、
仏
に
向
い
た
て
ま
つ
り
て
直
ち
に
仏

の
教
え
を
承
り
て
の
た
ま
え
る
こ
と
ば
ど
も
な

り
。
本ほ

ん
地じ

を
思
う
に
も
垂
迹
を
訪た

ず
ぬ
る
に
も
か

た
が
た
仰
い
で
信
ず
べ
し
。

さ
れ
ば
誰た

れ

も
誰た

れ

も
煩
悩
の
濃
き
薄
き
を
顧

み
ず
、
罪
障
の
軽
き
重
き
を
も
沙
汰
せ
ず
、
た

だ
口
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
ん
声
に
つ
き
て

決
定
往
生
の
思お

も
い

を
な
す
べ
し
。
そ
の
決
定
の
心

を
や
が
て
深
心
と
は
名
づ
く
る
な
り
。
そ
の
深

心
を
具
し
ぬ
れ
ば
決
定
し
て
往
生
す
る
な
り
。

詮
ず
る
と
こ
ろ
は
と
に
も
か
く
に
も
深
心
念
仏

し
て
往
生
す
と
い
う
こ
と
を
深
く
信
じ
て
疑
わ

ぬ
を
深
心
と
は
名
づ
け
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

三
つ
に
廻
向
発
願
心
と
い
う
は
、
こ
れ
ま
た

別
の
心
に
は
そ
う
ら
わ
ず
。
我
が
所
修
の
行
業

ま
し
て
や
善
導
大
師
が
阿
弥
陀
仏
の
垂
迹

（
（14
（

の
姿
と
し
て
こ
の
世
に
お
出
ま

し
に
な
っ
た
時
に
は
、
そ
の
身
に
お
い
て
念
仏
三
昧

（
（14
（

の
境
地
に
入
ら
れ
て
、
ま

の
あ
た
り
に
浄
土
の
荘
厳
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
に
お
目
に
か
か
っ
て
、

善
導
大
師
の
お
姿
と
し
て
直
接
阿
弥
陀
仏
か
ら
教
え
を
承
っ
た
上
で
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
お
言
葉
な
の
で
す
。
善
導
大
師
の
本
地

（
（14
（

の
お
立
場
を
思
い
巡

ら
し
て
み
て
も
、
垂
迹
の
お
姿
を
考
え
て
み
て
も
、
ど
れ
も
こ
れ
も
仰
い
で
信

ず
る
べ
き
な
の
で
す
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
、
人
々
が
具
え
て
い
る
煩
悩
が
濃
い
と
か
薄
い
と
か
に
つ

い
て
省
み
る
こ
と
も
な
く
、
人
々
が
犯
し
て
き
た
罪
障
の
軽
い
と
か
重
い
と
か

に
つ
い
て
問
題
と
し
て
論
ず
る
こ
と
も
な
く
、
た
だ
口
に
〈
南
無
阿
弥
陀
仏
…
〉

と
ひ
と
声
ひ
と
声
称
え
る
毎
に
必
ず
や
浄
土
往
生
が
叶
う
と
い
う
決
定
往
生
の

思
い
を
発
す
べ
き
な
の
で
す
。
そ
の
ひ
と
声
毎
に
決
定
往
生
が
叶
う
と
い
う
心

を
そ
の
ま
ま
深
心
と
名
付
け
る
の
で
す
。
そ
の
深
心
を
具
え
て
い
る
の
で
必
ず

浄
土
往
生
を
遂
げ
る
の
で
す
。
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
と
に
も
か
く
に
も
お
念
仏

を
称
え
て

（
（14
（

往
生
す
る
と
い
う
こ
と
を
深
く
信
じ
て
疑
わ
な
い
心
を
深
心
と
名

付
け
ら
れ
た
の
で
す
。

第
三
に
回
向
発
願
心
と
は
、
こ
れ
は
ま
た
と
り
た
て
て
特
別
な
心
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
自
身
が
修
め
た
行
の
功
徳
を
専
ら
極
楽
に
回
向
し
て
浄
土
往
生
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を
一
向
に
極
楽
に
廻
向
し
て
往
生
を
願
う
心
な

り
。「

か
く
の
ご
と
き
の
三
心
を
具
し
て
必
ず
往

生
す
べ
し
。
こ
の
心
一
つ
も
少か

け
ぬ
れ
ば
往
生

せ
ず
」
と
善
導
は
釈
し
た
ま
え
る
な
り
。
た
と

い
真
実
の
心
あ
り
て
上う

え
を
飾
ら
ず
と
も
、
仏
の

本
願
を
疑
わ
ば
す
で
に
深
心
少か

け
た
る
念
仏
な

り
。
た
と
い
疑
心
な
く
と
も
外ほ

か
を
飾
り
て
内う

ち
に

ま
こ
と
の
心
な
く
ば
至
誠
心
少か

け
た
る
心
な
る

べ
し
。

た
と
い
こ
の
二
心
を
具
し
て
飾
る
心
も
疑
心

も
な
く
と
も
、
極
楽
に
生
ま
れ
ん
と
思
う
心
な

く
ば
廻
向
発
願
心
少か

け
ぬ
べ
し
。
三
心
を
心
得

分
か
つ
時
に
は
か
く
の
ご
と
く
別
別
な
る
様
な

れ
ど
も
、
詮
ず
る
と
こ
ろ
は
真
実
の
心
を
発
し

て
深
く
本
願
を
信
じ
て
往
生
を
欣
う
心
を
三
心

具
足
の
心
と
は
申
す
な
り
。

ま
こ
と
に
こ
れ
程
の
心
だ
に
も
具
足
せ
ず
し

を
願
う
心
で
す
。

「
こ
う
し
た
三
心
を
具
え
れ
ば
、
必
ず
浄
土
往
生
は
遂
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

三
心
の
中
、
一
つ
で
も
欠
け
て
し
ま
え
ば
浄
土
往
生
は
叶
い
ま
せ
ん
」

（
（14
（

と
善
導

大
師
は
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
阿
弥
陀
仏
に
向
け
て
真
実
で
あ
っ
て
外

面
を
取
り
繕
う
と
す
る
心
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
仏
の
本
願
を
疑
っ
た
な
ら

ば
、
も
は
や
深
心
が
欠
け
て
い
る
お
念
仏
と
な
る
の
で
す
。
一
方
、
た
と
え
阿

弥
陀
仏
の
本
願
を
疑
う
心
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
外
面
ば
か
り
を
取
り
繕
っ

て
内
面
に
は
阿
弥
陀
仏
に
向
け
た
誠
の
心
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
至
誠
心
が
欠
け

て
い
る
心
と
な
る
の
で
す
。

た
と
え
こ
れ
ら
至
誠
心
と
深
心
を
具
え
て
い
て
取
り
繕
う
心
や
疑
い
の
心
が

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
極
楽
に
往
生
し
よ
う
と
思
う
心
が
な
け
れ
ば
回
向
発
願

心
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
三
心
を
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
心
得
よ

う
と
す
る
時
に
は
、
こ
の
よ
う
に
別
々
の
あ
り
さ
ま
に
見
え
ま
す
が
、
結
局
の

と
こ
ろ
は
真
実
の
心
を
発
し
て
、
深
く
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
て
、
浄
土
往

生
を
欣
う
心
を
三
心
具
足
の
心
と
い
う
の
で
す
。

ま
こ
と
に
こ
れ
程
の
心
で
さ
え
も
具
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
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て
は
、
い
か
が
往
生
程
の
大
事
を
ば
遂
げ
た
ま

う
べ
き
や
。
こ
の
心
は
申
せ
ば
、
ま
た
易
き
事

に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

こ
れ
を
か
よ
う
に
心
得
知
ら
ね
ば
と
て
、
ま

た
え
具
足
せ
ぬ
心
に
て
は
そ
う
ら
わ
ぬ
な
り
。

そ
の
名
を
だ
に
も
知
ら
ぬ
者
も
こ
の
心
を
ば
具

え
つ
べ
く
そ
う
ろ
う
。
よ
く
よ
く
知
り
た
ら
ん

人
の
中
に
も
、
そ
の
ま
ま
に
具
せ
ぬ
も
そ
う
ら

い
ぬ
べ
き
心
ば
え
に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

さ
れ
ば
こ
そ
い
う
に
甲
斐
な
き
人
な
ら
ぬ
者

ど
も
の
中
よ
り
も
、
た
だ
ひ
ら
に
念
仏
申
す
ば

か
り
に
て
往
生
し
た
り
と
い
う
事
は
昔
よ
り
申

し
伝
え
た
る
事
に
て
そ
う
ら
え
。
そ
れ
ら
は
み

な
知
ら
ね
ど
も
三
心
を
具
し
た
る
人
に
て
あ
り

け
り
と
心
得
ら
る
る
事
に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

ま
た
年と

し
ご
ろ
念
仏
申
し
た
る
人
の
、
臨
終
の

悪わ
ろ

き
事
の
そ
う
ろ
う
は
、
前さ

き
に
申
し
つ
る
よ
う

に
上う

え
ば
か
り
を
飾
り
て
貴
き
念
仏
者
と
人
に
い

浄
土
往
生
の
よ
う
な
一
大
事
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
言
っ
て
み

れ
ば
、
こ
の
三
心
を
具
え
る
の
は
、
こ
れ
も
ま
た
た
や
す
い
こ
と
な
の
で
す
。

三
心
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
あ
り
よ
う
を
心
得
て
理
解

し
て
い
な
け
れ
ば
、
ま
た
具
足
で
き
な
い
心

（
（15
（

で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
三
心
の
名
称
さ
え
知
ら
な
い
者
で
あ
っ
て
も
こ
の
心
を
し
っ
か
り
具

え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
そ
の
一
方
、
よ
く
よ
く
三
心
の
あ
り
よ
う
を

知
っ
て
い
る
人
の
中
に
も
、
そ
の
通
り
に
は
具
え
て
い
な
い
人
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
よ
う
な
心
持
ち
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
三
心
に
つ
い
て
細
か
く
説
明
し
て
も
理
解
が

及
ば
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
々
の
中
か
ら
も
、
た
だ
ひ
た
す
ら
お
念
仏

を
称
え
る
こ
と
で
往
生
し
た
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
昔
か
ら
申
し
伝
え
ら
れ

て
い
る
通
り
で
す
。
彼
等
は
皆
、
三
心
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た

け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
三
心
を
具
え
た
人
で
あ
っ
た
の
だ
な
ぁ
と
納
得
で
き
る

事
例
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
長
年
に
わ
た
っ
て
お
念
仏
を
称
え
た
人
が
、
臨
終
を
迎
え
て
穏
や
か
で

な
い
様
子
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
先
程
も
述
べ
た
よ
う
に
外
面
ば
か
り
を
飾

り
立
て
て
〈
い
か
に
も
貴
き
念
仏
者
だ
〉
と
人
に
言
わ
れ
よ
う
と
だ
け
思
っ
て
、
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わ
れ
ん
と
の
み
思
い
て
、
下し

た
に
は
深
く
本
願
を

も
信
ぜ
ず
ま
め
や
か
に
往
生
を
も
願
わ
ぬ
人
に

て
こ
そ
は
そ
う
ろ
う
ら
め
と
心
得
ら
れ
そ
う
ろ

う
な
り
。
さ
れ
ば
こ
の
三
心
を
具
せ
ざ
る
故
に

臨
終
も
悪わ

ろ
く
往
生
も
せ
ぬ
事
に
て
そ
う
ろ
う
な

り
と
し
ろ
し
め
す
べ
き
な
り
。

か
く
申
し
そ
う
ら
え
ば
、
か
く
は
往
生
は
大

事
の
事
に
こ
そ
と
思お

ぼ
し

召め

す
事
ゆ
め
ゆ
め
そ
う
ろ

う
ま
じ
き
な
り
。
一
定
往
生
す
べ
し
と
思
い
取

ら
ぬ
心
を
や
が
て
深
心
少か

け
て
往
生
せ
ぬ
心
と

は
申
し
そ
う
ら
え
ば
、
い
よ
い
よ
一
定
の
往
生

と
こ
そ
思
召
す
べ
き
事
に
て
そ
う
ら
え
。

ま
め
や
か
に
往
生
の
こ
こ
ろ
ざ
し
あ
り
て
弥

陀
の
本
願
を
疑
わ
ず
し
て
念
仏
を
申
さ
ん
人
は
、

臨
終
の
悪わ

ろ
き
事
は
大お

お

方か
た

は
そ
う
ろ
う
ま
じ
き
な

り
。
そ
の
故
は
仏
の
来
迎
し
た
ま
う
事
は
も
と

よ
り
行
者
の
臨
終
正
念
の
た
め
に
て
そ
う
ろ
う

な
り
。
そ
れ
を
心
得
ぬ
人
は
み
な
我
が
臨
終
正

内
面
に
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
深
く
信
じ
る
こ
と
も
な
く
、
真
剣
に
浄
土
へ
の

往
生
を
願
う
こ
と
も
な
い
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
人
で
あ
ろ
う
と
心
得
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
人
は
、
こ
う
し
た
三
心
を
具
え

る
こ
と
が
な
い
の
で
臨
終
が
穏
や
か
で
な
く
、
浄
土
往
生
も
遂
げ
ら
れ
な
い
の

だ
、
と
解
釈
す
べ
き
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
申
し
上
げ
て
し
ま
う
と
、「
そ
の
よ
う
な
三
心
で
あ
れ
ば

（
（15
（

、

私
達
に
は
浄
土
往
生
な
ど
到
底
遂
げ
ら
れ
な
い
」
と
お
思
い
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
必
ず
往
生

を
遂
げ
る
の
だ
」
と
し
っ
か
り
と
信
じ
ら
れ
ず
に
疑
っ
て
し
ま
う
心
を
、
と
り

も
な
お
さ
ず
深
心
が
欠
け
て
い
て
浄
土
往
生
な
ど
で
き
な
い
心
と
申
し
ま
す
の

で
、
い
よ
い
よ
「
必
ず
往
生
を
遂
げ
る
の
だ
」
と
お
思
い
に
な
る
べ
き
で
す
。

心
か
ら
往
生
し
た
い
と
い
う
志
が
あ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
疑
う
こ
と

な
く
お
念
仏
を
称
え
て
い
る
人
は
、
臨
終
に
取
り
乱
し
て
し
ま
う
こ
と
は
ま
ず

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
、
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
さ
れ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
お

念
仏
を
称
え
る
人
の
臨
終
に
あ
た
っ
て
、
彼
等
を
安
ら
か
な
心
持
ち
へ
と
導
く

た
め
だ
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
経
緯
を
理
解
し
て
い
な
い
人
は
み
な
、「
自
分

自
身
が
臨
終
に
お
い
て
安
ら
か
な
心
持
ち
で
お
念
仏
を
称
え
た
時
、
は
じ
め
て
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念
に
て
念
仏
申
し
た
ら
ん
時
に
仏
は
迎
え
た
ま

う
べ
き
な
り
と
の
み
心
得
て
そ
う
ろ
う
は
、
仏

の
願
を
も
信
ぜ
ず
経
の
文
を
も
心
得
ぬ
人
に
て

そ
う
ろ
う
な
り
。

そ
の
故
は
『
称
讃
浄
土
経
』
に
い
わ
く
「
仏
、

慈
悲
を
も
て
加
え
祐た

す
け
て
心
を
し
て
乱
ら
し
め

た
ま
わ
ず
」
と
説
か
れ
て
そ
う
ら
え
ば
、
た
だ

の
時
に
よ
く
よ
く
申
し
置
き
た
る
念
仏
に
よ
り

て
臨
終
に
必
ず
仏
は
来
迎
し
た
ま
う
べ
し
。
仏

の
来
迎
し
た
ま
う
を
見
た
て
ま
つ
り
て
、
行
者

正
念
に
住
す
と
申
す
義
に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

し
か
る
に
前
の
念
仏
を
虚
し
く
思
い
な
し
て

由よ
し

な
く
臨
終
正
念
を
の
み
祈
る
人
な
ん
ど
の
そ

う
ろ
う
は
ゆ
ゆ
し
き
僻ひ

が

胤い
ん

に
入い

り
た
る
事
に
て

そ
う
ろ
う
な
り
。
さ
れ
ば
仏
の
本
願
を
信
ぜ
ん

人
は
、
予か

ね
て
臨
終
を
疑
う
心
あ
る
べ
か
ら
ず

と
こ
そ
覚
え
そ
う
ら
え
。

た
だ
当
時
申
さ
ん
念
仏
を
ば
い
よ
い
よ
も
心

阿
弥
陀
仏
は
私
の
も
と
へ
お
迎
え
に
来
て
下
さ
る
は
ず
だ
」
と
ば
か
り
理
解
し

て
お
り
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
も
信
じ
て
い
な
い
人
で
あ
り
、
経
文
の
意
味
内
容

も
心
得
て
い
な
い
人
な
の
で
す
。

そ
の
理
由
は
、『
称
讃
浄
土
経
』
に
「
阿
弥
陀
仏
は
、
慈
悲
の
力
を
念
仏
者

に
加
え
ら
れ
、
彼
等
を
助
け
守
ろ
う
と
し
て
、
彼
等
の
心
を
散
乱
し
な
い
よ
う

に
し
て
下
さ
る
」

（
（15
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
常
日
頃
か
ら
よ
く
よ
く
称
え
て

き
た
お
念
仏
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
臨
終
に
あ
た
り
必
ず
阿
弥
陀
仏
は
来
迎
し
て

下
さ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
し
て
下
さ
る
の
を
拝
見
し
て
、

念
仏
行
者
は
、
安
ら
か
な
心
持
ち
に
定
ま
り
留
ま
る
と
い
う
意
味
な
の
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
普
段
称
え
て
い
る
お
念
仏
は
無
益
だ
と
思
い
込
ん
で
、
わ
け

も
な
く
、
臨
終
に
あ
た
っ
て
安
ら
か
な
心
持
ち
に
な
る
こ
と
だ
け
を
願
っ
て
祈

る
人
達
が
い
る
の
は
、
た
い
へ
ん
誤
っ
た
考
え
方
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
も
そ
も
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
て
い
る
人
は
、
常
日
頃
か
ら
、

阿
弥
陀
仏
の
臨
終
来
迎
を
疑
う
心
を
抱
い
て
は
な
ら
な
い
と
受
け
と
め
て
お
り

ま
す
。

ひ
た
す
ら
、
そ
の
時
々
に
称
え
る
お
念
仏
を
、
ま
す
ま
す
心
の
限
り
を
尽
く
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を
至
し
て
申
す
べ
き
に
て
そ
う
ろ
う
。
い
つ
か

は
仏
の
本
願
に
も
臨
終
の
時
念
仏
申
し
た
ら
ん

人
を
の
み
迎
え
ん
と
は
立
て
た
ま
い
て
そ
う
ろ

う
。臨

終
の
念
仏
に
て
往
生
す
と
申
す
事
は
日
ご

ろ
往
生
を
も
願
わ
ず
念
仏
を
も
申
さ
ず
し
て
、

偏ひ
と
え

に
罪
を
の
み
造
り
た
る
悪
人
の
す
で
に
死
な

ん
と
す
る
時
、
初
め
て
善
知
識
の
勧す

す
め

に
遇
い
て

念
仏
し
て
往
生
す
と
こ
そ
『
観
経
』
に
も
説
か

れ
て
そ
う
ら
え
。

も
と
よ
り
の
行
者
は
臨
終
の
沙
汰
を
ば
強あ

な
が

ち

に
す
べ
き
様よ

う
は
そ
う
ら
わ
ぬ
な
り
。
仏
の
来
迎

一
定
な
ら
ば
臨
終
の
正
念
も
ま
た
一
定
と
思お

ぼ
し

召め

す
べ
き
な
り
。
こ
の
大
意
を
も
て
よ
く
よ
く
御

心
を
止
め
て
心
得
さ
せ
た
ま
う
べ
く
そ
う
ろ
う
。

ま
た
罪
を
造
り
た
る
人
だ
に
も
念
仏
し
て
往

生
す
、
ま
し
て
『
法
華
経
』
な
ん
ど
う
ち
読
み

て
念
仏
申
さ
ん
は
何な

に
か
は
苦
し
か
る
べ
き
と
人

し
て
称
え
る
べ
き
で
す
。
い
っ
た
い
い
つ
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
お
い
て
〈
阿
弥

陀
仏
が
臨
終
の
時
に
お
念
仏
を
称
え
て
い
る
人
だ
け
を
極
楽
浄
土
に
迎
え
摂

る
〉
と
お
立
て
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

臨
終
に
称
え
る
お
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
す
る
と
い
う
事
は
、
常
日
頃
浄
土
往

生
を
願
う
こ
と
も
な
く
、お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
も
な
く
、専
ら
罪
の
み
を
造
っ

て
い
る
悪
人
が
、
今
ま
さ
に
命
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
時
、
は
じ
め
て
善
知

識
に
よ
る
お
念
仏
の
勧
め
に
お
会
い
し
て
、
勧
め
ら
れ
た
通
り
に
お
念
仏
を
称

え
て
浄
土
往
生
を
遂
げ
た
と
確
か
に
『
観
無
量
寿
経
』
に
も
説
か
れ
て
い
ま
す
。

常
日
頃
か
ら
お
念
仏
を
称
え
て
い
る
者
は
、
臨
終
に
あ
た
っ
て
特
別
な
心
の

準
備
を
す
る
必
要
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
お
念
仏
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
が

確
か
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
臨
終
に
お
い
て
私
達
が
安
ら
か
な
心
持
ち
に
な

れ
る
こ
と
も
ま
た
確
か
な
も
の
だ
と
お
思
い
に
な
る
べ
き
で
す
。
こ
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
こ
と
の
肝
要
を
よ
く
よ
く
お
心
に
留
め
て
、
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、「
罪
を
犯
し
た
人
で
さ
え
お
念
仏
を
称
え
れ
ば
極
楽
に
往
生
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
『
法
華
経
』
な
ど
を
い
く
ら
か
読
誦
し
つ
つ
、

お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
ど
う
し
て
問
題
と
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
そ
ち
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人
の
申
し
そ
う
ろ
う
ら
ん
こ
と
は
、
京き

ょ
う

辺へ
ん

に
も

さ
よ
う
に
申
し
そ
う
ろ
う
人
人
多
く
そ
う
ら
え

ば
、
ま
こ
と
に
さ
ぞ
そ
う
ろ
う
ら
ん
。
そ
れ
は

余
宗
の
心
に
て
こ
そ
そ
う
ろ
う
ら
め
。
善
し
悪

し
を
定
め
申
す
べ
き
に
そ
う
ら
わ
ず
。
僻ひ

が

事ご
と

と

申
さ
ば
恐
れ
あ
る
方か

た
多
く
そ
う
ろ
う
。

た
だ
し
浄
土
宗
の
心
、善
導
の
御
釈
に
は「
往

生
の
行
に
大
き
に
分
か
ち
て
二
つ
と
す
。
一
つ

に
は
正
行
、
二
つ
に
は
雑
行
な
り
」。

始
め
に
正
行
と
い
う
は
こ
れ
に
数あ

ま
た多

の
行
あ

り
。
始
め
に
読
誦
正
行
と
い
う
は
、こ
れ
は『
無

量
寿
経
』『
観
経
』『
阿
弥
陀
経
』
等
の
『
三
部

経
』
を
読
誦
す
る
な
り
。
次
に
観
察
正
行
と
い

う
は
、
こ
れ
は
か
の
国
の
依
正
二
報
の
あ
り
さ

ま
を
観
ず
る
な
り
。
次
に
礼
拝
正
行
と
い
う
は
、

こ
れ
は
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
す
る
な
り
。
次
に
称

名
正
行
と
い
う
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
う
る

ら
の
人
々
が
言
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
都
と
そ
の
周
辺
に
も
そ
の
様

に
言
っ
て
い
る
人
達
が
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
の
で
、
さ
ぞ
や
お
っ
し
ゃ
る
通
り

の
状
況
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
理
解
は
、
他
宗
の
受
け
と
め
方
で
あ
れ
ば

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
善
し
悪
し
を
判
定
し
て
申
し
上
げ
る
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
そ
う
し
た
理
解
は
間
違
い
で
あ
る
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
は

ば
か
り
の
あ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
。

と
は
い
う
も
の
の
、
浄
土
宗
の
受
け
と
め
方
に
つ
い
て
、
善
導
大
師
の
『
観

経
疏
』
に
は
「
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
へ
往
生
す
る
た
め
の
行
は
、
大
き
く
分

け
て
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
正
行
で
あ
り
、
二
つ
目
は
雑
行
で
あ
る
」

（
（15
（

と
あ
り

ま
す
。

は
じ
め
に
正
行
に
は
多
く
の
行
が
あ
り
ま
す
。
は
じ
め
に
読
誦
正
行
と
は
、

『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
と
い
う
「
浄
土
三
部
経
」
を
声

を
出
し
て
読
む
こ
と
を
い
い
ま
す
。
次
に
観
察
正
行
と
は
、
極
楽
浄
土
の
阿
弥

陀
仏
や
観
音
・
勢
至
両
菩
薩
の
お
姿
な
ど
と
極
楽
浄
土
の
あ
り
さ
ま
を
心
に
思

い
浮
か
べ
る
こ
と
で
す
。
次
に
礼
拝
正
行
と
は
、
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
礼
拝
を

捧
げ
る
こ
と
で
す
。
次
に
称
名
正
行
と
は
、〈
南
無
阿
弥
陀
仏
〉
と
お
念
仏
を

称
え
る
こ
と
で
す
。
次
に
讃
歎
供
養
正
行
と
は
、
阿
弥
陀
仏
を
讃
え
て
、
阿
弥

陀
仏
に
供
養
の
誠
を
施
す
こ
と
で
す
。



127　『黒谷上人語灯録』（和語）　巻第十三　現代語訳③

研究成果報告

な
り
。
次
に
讃
歎
供
養
正
行
と
い
う
は
、
こ
れ

は
阿
弥
陀
仏
を
讃
歎
し
た
て
ま
つ
る
な
り
。

こ
れ
を
指
し
て
五
種
の
正
行
と
名
づ
く
。
讃

歎
と
供
養
と
を
二
つ
の
行
と
す
る
時
は
六
種
の

正
行
と
も
申
す
な
り
。

こ
の
正
行
に
つ
き
て
総ふ

さ
ね
て
二
つ
と
す
。
一

つ
に
は
「
一
心
に
、
専
ら
弥
陀
の
名
号
を
称
え

た
て
ま
つ
り
て
、
立た

ち
居い

起お
き

臥ふ
し

昼
夜
に
忘
る
る
こ

と
な
く
念
念
に
捨
て
ざ
る
者
を
、
こ
れ
を
正
定

の
業
と
名
づ
く
、
か
の
仏
の
本
願
に
順
ず
る
が

故
に
」
と
申
し
て
、
念
仏
を
も
て
正ま

さ
し
く
定
め

た
る
往
生
の
業
と
立
て
て
「
も
し
礼
誦
等
に
よ

る
を
ば
名
づ
け
て
助
業
と
す
」
と
申
し
て
、
念

仏
の
外ほ

か
の
礼
拝
や
読
誦
や
讃
歎
供
養
な
ん
ど
を

ば
、
か
の
念
仏
を
助
く
る
業
と
申
し
て
そ
う
ろ

う
な
り
。

さ
て
こ
の
正
定
業
と
助
業
と
を
除
き
て
そ
の

外
の
諸
の
業
を
ば
み
な
雑
行
と
名
づ
く
。
布
施

こ
れ
ら
を
指
し
て
「
五
種
の
正
行
」
と
名
付
け
ま
す
。
讃
歎
と
供
養
と
を
二

つ
の
行
と
す
る
時
は
「
六
種
の
正
行
」
と
も
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
正
行
を
ま
と
め
て
二
つ
と
し
ま
す
。
善
導
大
師
は
、
一
つ
に
は
「
心
を

一
つ
に
し
て
た
だ
ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
、
立
っ
て
い
る
と
き
も

座
っ
て
い
る
と
き
も
、
起
き
て
い
る
と
き
も
横
に
な
っ
て
い
る
と
き
も
、
昼
も

夜
も
、
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
ひ
と
声
ひ
と
声
の
念
仏
を
怠
ら
ず
に
称
え
る
こ
と

を
ま
さ
に
浄
土
往
生
が
叶
う
行
（
正
定
の
業
）
と
名
付
け
る
。
そ
れ
は
阿
弥
陀

仏
の
本
願
に
順
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」

（
（15
（

と
述
べ
ら
れ
て
、
お
念
仏
を
阿
弥
陀

仏
に
よ
っ
て
正
し
く
定
め
ら
れ
た
浄
土
往
生
の
た
め
の
行
（
正
定
の
業
）
で
あ

る
と
す
る
の
で
す
。
ま
た
善
導
大
師
は
、「
も
し
礼
拝
正
行
や
読
誦
正
行
な
ど

を
修
め
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
念
仏
に
心
を
向
け
さ
せ
る
行
（
助

業
）
と
名
付
け
る
」

（
（15
（

と
述
べ
ら
れ
て
、
お
念
仏
以
外
の
礼
拝
正
行
や
読
誦
正
行

や
讃
歎
供
養
正
行
な
ど
を
、
お
念
仏
を
助
け
る
行
（
助
業
）
と
い
う
の
で
す
。

さ
て
こ
の
正
定
の
業
と
助
業
を
除
い
た
、
そ
れ
以
外
の
諸
々
の
行
を
雑
行
と

名
付
け
ま
す
。
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
等
の
六
波
羅
蜜
、『
法
華
経
』
の
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持
戒
忍
辱
精
進
等
の
六
度
万
行
も
、『
法
華
経
』

を
も
読
み
、
真
言
を
も
行
い
、
か
く
の
ご
と
く

の
諸
の
行
を
ば
み
な
こ
と
ご
と
く
雑
行
と
名
づ

く
。
前さ

き
の
正
行
を
修
す
る
を
ば
専せ

ん

修じ
ゅ

の
行
者
と

い
い
、
後
の
雑
行
を
修
す
る
を
ば
、
雑ざ

っ

修し
ゅ

の
行

者
と
申
し
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

「
こ
の
二
行
の
得
失
を
判
ず
る
に
、
前さ

き
の
正

行
を
修
す
る
に
は
心
常
に
か
の
国
に
親し

ん

近ご
ん

し
て

憶
念
間ひ

ま
な
し
。
後
の
雑
行
を
行
ず
る
に
は
心
常

に
間け

ん

断だ
ん

す
、
廻
向
し
て
生
ま
る
る
こ
と
を
得
べ

し
と
い
え
ど
も
す
べ
て
疎そ

雑ぞ
う

の
行
と
名
づ
く
」

と
い
い
て
極
楽
に
疎
き
行
と
い
え
り
。

ま
た
専
修
の
者
は
十
人
は
十
人
な
が
ら
生
ま

れ
、
百
人
は
百
人
な
が
ら
生
ま
る
。
何
を
も
て

の
故
に
。
外ほ

か
の
雑
縁
な
く
し
て
正
念
を
得
る
が

故
に
、
弥
陀
の
本
願
と
相あ

い

応か
な

う
が
故
に
、
釈
迦

の
教
に
違た

が
わ
ざ
る
が
故
に
。

読
誦
、
真
言
を
唱
え
る
な
ど
と
い
っ
た
諸
々
の
行
を
み
な
す
べ
て
雑
行
と
名
付

け
る
の
で
す
。
前
に
述
べ
た
正
行
を
修
め
る
者
を
専
修
の
行
者
と
い
い
、
後
に

述
べ
た
雑
行
を
修
め
る
者
を
雑
修
の
行
者
と
い
い
ま
す
。

「
こ
の
二
行
の
得
失
を
判
断
す
る
な
ら
ば
、
前
の
正
行
を
修
め
る
者
は
、
心

が
常
に
極
楽
浄
土
や
阿
弥
陀
仏
と
親
し
く
か
つ
近
く
、
そ
の
想
い
が
決
し
て
途

切
れ
る
こ
と
が
な
い
。
後
の
雑
行
を
行
じ
る
者
は
、
心
が
常
に
極
楽
浄
土
や
阿

弥
陀
仏
と
途
切
れ
て
し
ま
う
。
雑
行
を
修
め
た
功
徳
を
極
楽
に
回
向
し
た
な
ら

ば
浄
土
往
生
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
す

べ
て
疎
く
雑
多
な
行
と
名
付
け
る
」

（
（15
（

と
い
い
、
雑
行
は
極
楽
浄
土
に
疎
い
行
と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
お
念
仏
を
中
心
に
修
め
る
専
修
の
行
者
は
、
十
人
い
れ
ば
十
人
す
べ
て

が
往
生
し
、
百
人
い
れ
ば
百
人
す
べ
て
が
往
生
し
ま
す
。
そ
れ
は
い
か
な
る
理

由
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
専
修
の
行
は
、
種
々
雑
多
な
妨
げ
に
結
び
つ
く
よ

う
な
縁
が
な
い
の
で
心
の
安
定
を
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願

に
適
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
釈
尊
の
教
え
に
相
違
し
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
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雑
行
の
者
は
百
人
が
中
に
一
二
人
生
ま
れ
、

十
人
が
中
に
四
五
人
生
ま
る
。

何
を
も
て
の
故
に
。
雑
縁
乱
動
し
て
正
念
を

失
う
が
故
に
、
弥
陀
の
本
願
と
相
応
せ
ざ
る
が

故
に
、
釈
迦
の
教お

し
え

に
随
わ
ざ
る
が
故
に
、
係け

念ね
ん

相
続
せ
ざ
る
が
故
に
、
憶
念
間
断
す
る
が
故
に
、

み
ず
か
ら
も
往
生
の
業
を
障さ

え
他た

の
往
生
を
も

障さ

う
る
が
故
に
な
ん
ど
釈
せ
ら
れ
て
そ
う
ろ
う

め
れ
ば
、
善
導
和か

尚し
ょ
う

を
深
く
信
じ
て
浄
土
宗
に

入い

ら
ん
人
は
、
一
向
に
正
行
を
修
す
べ
し
と
申

す
事
に
て
そ
う
ら
え
。

そ
の
上
は
善
導
の
教お

し
え

を
背
き
て
余
行
を
加
え

ん
と
欲お

も
わ
ん
人
は
各
習
い
た
る
様よ

う
と
も
こ
そ
候

ら
め
。
そ
れ
を
善
し
悪
し
と
は
い
か
が
申
し
そ

う
ろ
う
べ
き
。

善
導
の
御み

心こ
こ
ろ

に
て
勧
め
た
ま
え
る
行
ど
も
を

雑
行
を
修
め
る
者
は
、
百
人
の
中
に
は
わ
ず
か
一
人
か
二
人
し
か
、
千
人
の

中
に
は
わ
ず
か
四
人
か
五
人
し
か
往
生
で
き
ま
せ
ん

（
（15
（

。

そ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
雑
修
の
行
は
、
種
々
雑
多

な
縁
と
結
び
つ
い
て
心
が
乱
れ
動
き
安
定
を
失
う
か
ら
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の

本
願
に
適
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
釈
尊
の
教
え
に
相
違
し
て
い
る
か
ら
で

あ
り
、
阿
弥
陀
仏
や
極
楽
浄
土
に
寄
せ
る
心
が
続
か
な
い
か
ら
で
あ
り
、
常
に

阿
弥
陀
仏
や
極
楽
浄
土
を
心
に
思
い
留
め
る
こ
と
が
途
絶
え
て
し
ま
う
か
ら
で

あ
り
、
自
身
の
浄
土
往
生
の
実
践
の
妨
げ
と
な
る
か
ら
で
あ
り
、
周
囲
の
人
々

の
浄
土
往
生
の
実
践
の
妨
げ
と
も
な
る
か
ら
で
あ
る
な
ど
と
善
導
大
師
は
解
釈

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
善
導
大
師
を
深
く
信
じ
て
浄
土
宗
の
教
え

に
帰
依
し
た
人
は
、
心
を
一
つ
に
し
て
た
だ
ひ
た
す
ら
正
行
を
修
め
な
さ
い
と

申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

浄
土
宗
の
教
え
に
帰
依
し
た
状
況
に
お
い
て
、
善
導
大
師
の
教
え
に
従
わ
ず
、

お
念
仏
以
外
の
行
を
あ
れ
こ
れ
と
修
め
て
み
よ
う
と
思
う
よ
う
な
人
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
学
び
修
め
て
き
た
事
情
な
ど
が
き
っ
と
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う

（
（15
（

。
そ
れ

に
つ
い
て
「
善
い
」「
悪
い
」
な
ど
と
ど
う
し
て
申
し
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
し
ょ

う
か
。

善
導
大
師
の
御
心
に
よ
っ
て
お
勧
め
い
た
だ
い
た
正
行
を
差
し
置
き
な
が
ら
、
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措お

き
な
が
ら
、
勧
め
た
ま
わ
ぬ
行
を
少
し
に
て

も
加
う
べ
き
様
な
し
と
申
す
事
に
て
そ
う
ら
え
。

勧
め
た
ま
え
る
正
行
ば
か
り
だ
に
も
な
お
物

憂
き
身
に
て
、
い
ま
だ
勧
め
た
ま
わ
ぬ
雑
行
を

加
え
ん
事
は
ま
こ
と
し
か
ら
ぬ
方
も
そ
う
ろ
う

ぞ
か
し
。

ま
た
罪
を
造
る
人
だ
に
も
念
仏
し
て
往
生
す
、

ま
し
て
善
な
れ
ば
『
法
華
経
』
な
ん
ど
を
読
ま

ん
は
何
か
苦
し
か
ら
ん
な
ん
ど
申
し
そ
う
ろ
う

ら
ん
こ
そ
無
下
に
気け

穢ぎ
た

な
く
覚
え
そ
う
ら
え
。

往
生
を
助
け
ば
こ
そ
い
み
じ
く
も
そ
う
ら
わ

め
。
障

さ
ま
た
げ

に
な
ら
ぬ
ば
か
り
を
い
み
じ
き
事
と

て
加
え
行
わ
ん
事
は
何
か
は
詮
に
て
そ
う
ろ
う

べ
き
。

さ
れ
ば
悪
を
ば
仏
の
心
に
造
れ
と
や
勧
め
さ

せ
た
ま
う
。
構
え
て
止と

ど
め
よ
と
こ
そ
誡
め
た
ま

え
ど
も
、
凡
夫
の
習な

ら
い

当
時
の
惑ま

ど
い

に
引
か
れ
て
悪

を
造
る
は
力
及
ば
ぬ
事
に
て
こ
そ
そ
う
ら
え
。

お
勧
め
に
な
ら
な
い
行
を
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
修
め
加
え
る
必
要
な
ど
あ
り
ま

せ
ん
、
と
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

善
導
大
師
が
お
勧
め
に
な
ら
れ
た
正
行
の
み
を
修
め
よ
う
と
い
う
こ
と
さ
え

気
が
進
ま
な
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
な
の
に
、
お
勧
め
に
な
ら
れ
て
い
な
い
雑
行

を
も
加
え
て
修
め
よ
う
な
ど
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
不
誠
実
な
態
度

と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
「
罪
を
犯
し
た
人
で
あ
っ
て
も
念
仏
を
称
え
て
往
生
す
る
と
言
う
の
で

あ
れ
ば
、
ま
し
て
善
行
に
他
な
ら
な
い
『
法
華
経
』
な
ど
を
読
誦
す
る
こ
と
に

対
し
て
、
ど
う
し
て
差
し
障
り
が
あ
る
も
の
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る

こ
と
こ
そ
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
い
や
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

浄
土
往
生
に
心
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
れ
ば
こ
そ
素
晴
ら
し
く
も
あ
り
ま

し
ょ
う
。
浄
土
往
生
の
障
害
と
な
ら
な
い
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
善
行
と
し

て
追
加
し
て
修
め
よ
う
な
ど
と
い
う
こ
と
に
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
意
味
が
あ
る

と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
悪
に
つ
い
て
言
え
ば
、
仏
の
御
心
に
「
罪
を
犯
し
な
さ
い
」
と

勧
め
ら
れ
る
お
考
え
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。「
決
し
て
罪
を
犯
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
」と
誡
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、そ
こ
が
凡
夫
の
悲
し
さ
、

そ
の
時
そ
の
時
の
煩
悩
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
悪
行
を
犯
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ま
こ
と
に
悪
を
造
る
人
の
様
に
、
し
か
る
べ
く

て
経
も
読
み
た
く
余
行
も
加
え
た
が
ら
ん
事
は

力
及
ば
ず
。

た
だ
し
『
法
華
経
』
な
ん
ど
を
読
ま
ん
事
を

一ひ
と

こ
と
ば
な
り
と
も
悪
を
造
ら
ん
事
に
い
い
並

べ
て
、
そ
れ
も
苦
し
か
ら
ね
ば
ま
し
て
こ
れ
は

な
ん
ど
申
す
ら
ん
事
こ
そ
不ふ

便び
ん

の
事
に
て
そ
う

ら
え
。

深
き
御み

法の
り

も
悪
し
く
心
得
る
人
に
遇
い
ぬ
れ

ば
、
却か

え
り
て
も
の
な
ら
ず
聞
こ
え
そ
う
ろ
う
事

こ
そ
あ
さ
ま
し
く
覚
え
そ
う
ら
え
。
こ
れ
を
か

よ
う
に
申
し
そ
う
ら
え
ば
、
余
行
の
人
人
は
腹

立
つ
事
に
て
そ
う
ろ
う
に
、
御み

心こ
こ
ろ

一
つ
に
心
得

て
広
く
散
ら
さ
せ
た
ま
う
ま
じ
く
そ
う
ろ
う
。

あ
ら
ぬ
解さ

と
り

の
人
の
と
も
か
く
も
申
し
そ
う
ら

わ
ん
事
を
ば
耳
に
聞
き
入
れ
さ
せ
た
ま
わ
で
、

し
て
し
ま
う
の
は
、
私
達
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
こ

う
し
て
人
が
悪
行
を
犯
し
て
し
ま
う
よ
う
に
、
浄
土
往
生
の
障
害
と
な
ら
な
い

と
い
う
だ
け
の
理
由
で
当
然
の
ご
と
く
『
法
華
経
』
も
読
誦
し
よ
う
と
し
た
り
、

お
念
仏
以
外
の
行
も
修
め
よ
う
と
し
た
り
し
た
が
る
の
は
、
私
達
の
力
で
は
ど

う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、『
法
華
経
』
な
ど
を
読
誦
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
、
わ
ず
か
で
あ
っ

て
も
、
悪
事
を
犯
す
こ
と
と
同
列
の
よ
う
に
み
な
し
て
、
そ
の
悪
事
を
犯
す
こ

と
も
差
し
支
え
が
な
い
の
な
ら
ば
、
ま
し
て
や
『
法
華
経
』
を
読
誦
す
る
こ
と

が
差
し
支
え
に
な
る
は
ず
が
な
い
な
ど
と
言
っ
て
い
る
こ
と
こ
そ
、
あ
わ
れ
む

べ
き
こ
と
な
の
で
す
。

奥
深
い
御
教
え
で
あ
っ
て
も
心
得
違
い
の
人
に
出
く
わ
し
て
し
ま
っ
て
は
、

か
え
っ
て
中
途
半
端
な
教
え
に
聞
こ
え
て
き
て
何
と
も
嘆
か
わ
し
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。
と
は
い
え
、
お
念
仏
以
外
の
行
を
修
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う

に
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
と
、
余
行
を
修
め
て
い
る
人
々
は
腹
を
立
て
る
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
、
あ
な
た
お
一
人
の
胸
に
納
め
る
よ
う
に
心
得
て
い
た
だ
き
、

外
に
言
い
触
ら
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

（
（15
（

。

私
達
と
は
ま
っ
た
く
理
解
の
異
な
る
人
が
あ
れ
こ
れ
と
言
い
立
て
て
く
る
で

あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
お
聞
き
入
れ
に
な
る
こ
と
な
く
、
た
だ
ひ
と
筋
に
善
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た
だ
一ひ

と

筋す
じ

に
善
導
の
御お

ん

勧す
す
め

に
随
い
て
、
い
ま
少

し
も
一
定
往
生
す
る
念
仏
の
数す

遍へ
ん

を
申
し
添
え

ん
と
思お

ぼ
し

召め

す
べ
き
事
に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

た
と
い
往
生
の
障さ

わ
り

と
こ
そ
な
ら
ず
と
も
不
定

の
往
生
と
は
聞
こ
え
て
そ
う
ろ
う
め
れ
ば
、
一

定
往
生
の
正
行
を
修
す
べ
き
行
の
暇い

と
ま

を
容い

れ
て

不
定
の
往
生
の
業
を
加
え
ん
事
は
、
且か

つ
う
は
損

に
て
は
そ
う
ら
わ
ず
や
。
よ
く
よ
く
心
得
さ
せ

た
ま
う
べ
き
事
に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

た
だ
し
か
く
申
し
そ
う
ら
え
ば
雑
行
を
加
え

ん
人
は
永
く
往
生
す
ま
じ
な
ん
ど
申
す
事
に
て

は
そ
う
ら
わ
ず
。
い
か
さ
ま
に
も
余
行
の
人
な

り
と
も
、
す
べ
て
人
を
下
し
人
を
譏そ

し
る
事
は
ゆ

ゆ
し
き
過と

が
重
き
事
に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。
よ
く

よ
く
御お

ん

慎つ
つ
し

み
そ
う
ら
い
て
雑
行
の
人
な
れ
ば
と

て
侮あ

な
ず

る
御み

心こ
こ
ろ

の
そ
う
ろ
う
ま
じ
く
そ
う
ろ
う
な

り
。
よ
か
れ
あ
し
か
れ
人
の
上
の
善
し
悪
し
を

思
い
容い

れ
ぬ
が
よ
き
事
に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。

導
大
師
の
お
勧
め
に
し
た
が
っ
て
、
必
ず
浄
土
往
生
が
叶
う
と
い
う
お
念
仏
を

称
え
る
回
数
を
、
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
加
え
て
み
よ
う
と
お
思
い
に
な
る
べ
き

な
の
で
す
。

た
と
え
浄
土
往
生
の
障
害
に
は
な
ら
な
い
ま
で
も
、
お
念
仏
以
外
の
行
は
往

生
が
叶
う
か
ど
う
か
定
か
で
な
い
行
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
ず
往
生

が
叶
う
正
行
と
し
て
修
め
る
べ
き
お
念
仏
の
時
間
を
割
い
て
ま
で
し
て

（
（16
（

、
往

生
が
叶
う
か
ど
う
か
定
か
で
な
い
行
を
加
え
て
し
ま
う
の
は
、
重
ね
て
の

（
（16
（

損

失
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
よ
く
心
得
て
い
た
だ
く

べ
き
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
申
し
ま
し
て
も
「
浄
土
往
生
の
た
め
に
雑
多
な
行
を

加
え
修
め
よ
う
と
い
う
人
は
、
永
い
間
、
往
生
が
叶
わ
な
い
で
あ
ろ
う
」
な
ど

と
言
い
立
て
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
お
念
仏
以
外
の
行

を
修
め
て
い
る
人
で
あ
っ
て
も
、
お
し
な
べ
て
人
を
見
下
し
た
り
非
難
し
た
り

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
た
い
罪
な
の
で
す
。
よ
く
よ
く
そ
う
し
た
物
言
い
は
慎

ま
れ
て
、
雑
多
な
行
を
修
め
て
い
る
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
侮
る
御
心
を
抱
い
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
善
く
も
悪
く
も
人
様
が
修
め
て
い
る
行
の
是
非
な
ど
判
断
を

下
さ
な
い

（
（16
（

の
が
善
い
こ
と
な
の
で
す
。
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ま
た
こ
こ
ろ
ざ
し
も
と
よ
り
こ
の
門
に
あ
り

て
進
み
ぬ
べ
か
ら
ん
を
ば
拵こ

し
ら

え
勧
め
さ
せ
た
ま

う
べ
く
そ
う
ろ
う
。
解さ

と
り

違た
が

い
て
あ
ら
ぬ
さ
ま
な

ら
ん
人
な
ん
ど
に
論
じ
合
わ
せ
た
ま
う
事
は
あ

る
ま
じ
き
事
に
て
そ
う
ろ
う
。

よ
く
よ
く
習
い
知
り
た
ま
い
た
る
聖ひ

じ
り

た
ち
だ

に
も
、
さ
よ
う
の
事
を
ば
慎
み
て
お
わ
し
ま
し

あ
い
て
そ
う
ろ
う
ぞ
。
ま
し
て
殿と

の

原ば
ら

な
ん
ど
の

御お
ん

身み

に
て
は
一
定
僻ひ

が

事ご
と

に
て
そ
う
ら
わ
ん
ず
る

に
そ
う
ろ
う
。

た
だ
御お

ん
身み

一
つ
に
ま
ず
よ
く
よ
く
往
生
を
願

い
て
念
仏
を
励
ま
せ
た
ま
い
て
、
位
高
き
往
生

を
遂
げ
て
急
ぎ
娑
婆
に
還
り
て
人
を
ば
導
か
せ

た
ま
え
。

か
よ
う
に
審く

わ
し
く
書
き
つ
け
て
申
し
そ
う
ろ

う
事
も
か
え
す
が
え
す
憚は

ば
か

り
思
う
事
に
て
そ
う

ろ
う
な
り
。
あ
な
か
し
こ
、
あ
な
か
し
こ
。
御

披
露
そ
う
ろ
う
ま
じ
く
そ
う
ろ
う
。
あ
な
か
し

ま
た
、
そ
の
志
が
は
じ
め
か
ら
こ
の
浄
土
門

（
（16
（

に
あ
っ
て
、
そ
の
道
を
歩
ん

で
い
く
で
あ
ろ
う
人
々
を
育
て
上
げ
、
そ
の
教
え
を
お
勧
め
に
な
る
の
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
理
解
が
噛
み
合
わ
ず
に
異
な
る
行
を
修
め
て
い
る
人
々
と
論
じ
合

わ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

浄
土
門
に
つ
い
て
よ
く
よ
く
学
び
知
り
尽
く
し
て
い
る
尊
い
僧
達
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
よ
う
な
論
争
は
慎
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
ま
し
て
武
士
で
あ
る
御
身
に

と
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
論
争
に
関
わ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
誤
り
と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
に
も
か
く
に
も
あ
な
た
ご
自
身
が
、
ま
ず
は
よ
く
よ
く
浄
土
往
生
を
願
っ

て
お
念
仏
に
励
ま
れ
て
、
高
い
位
へ
の
往
生
を
遂
げ
て

（
（16
（

、
急
い
で
こ
の
娑
婆

世
界
に
戻
っ
て
来
て
、
人
々
を
お
導
き
下
さ
い
ま
せ
。

こ
の
よ
う
に
こ
ま
ご
ま
と
書
き
つ
け
て
申
し
上
げ
た
こ
と
も
、
返
す
返
す
も

畏
れ
多
く
思
う
次
第
で
す
。
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。
他
の
方
に
は
お
見
せ
し

な
い
で
下
さ
い
ま
せ
。
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。
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こ
、
あ
な
か
し
こ
。

三
月
十
四
日　
源
空

黒
谷
上
人
語
灯
録
巻
第
十
三

注（
1
）
和
語
―
当
巻
の
み
詞
書
の
ル
ビ
が
「
和や

ま
と

語こ
と
ば

」
と
な
っ
て
お
り
、

他
の
巻
の
詞
書
で
は
「
和わ

語ご

」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
釈
文
は

「
和わ

語ご

」
を
採
用
し
て
い
る
。

（
2
）進
す
る
―
詞
書
で
は「
九
条
殿
下
の
北
政
所
へ
進ま

い
ら

す
る
御
返
事
」、

釈
文
で
は
「
九
条
殿
下
の
北
の
政
所
へ
進ま

い
ら

す
る
御
返
事
」、
ま
た

昭
法
全
で
は
「
九
条
殿
下
の
北
政
所
へ
進
ず
る
御
返
事
」（
昭
法

全
五
三
三
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
3
）進
す
る
―
詞
書
で
は「
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進し

ん

す
る
御
返
事
」、

釈
文
で
は
「
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進ま

い
ら

す
る
御
返
事
」、
ま
た
御

法
語
本
文
前
の
タ
イ
ト
ル
は
詞
書
釈
文
と
も
に
「
鎌
倉
の
二
位

の
禅
尼
へ
進ま

い
ら

す
る
御
返
事
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
）
真
言
止
観
─
真
言
と
は
、
真
理
を
引
き
起
こ
そ
う
と
働
く
言

葉
で
あ
り
、
止
観
と
は
、
止
と
は
心
を
一
つ
の
対
象
に
集
中
す

る
こ
と
で
、
観
と
は
止
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
正
し
い
智
慧
に

基
づ
い
て
対
象
を
明
ら
か
に
捉
え
、
さ
と
り
に
至
ろ
う
と
す
る

行
法
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
広
く
こ
う
し
た
密
教
や
顕
教
に
お
い

て
修
さ
れ
る
行
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）『
往
生
要
集
』
第
五
大
門
（
浄
全
一
五
・
一
〇
八
上
）

（
6
）
三
昧
発
得
─
心
や
す
ら
か
で
静
寂
な
状
態
に
達
し
、
阿
弥
陀

仏
と
そ
の
極
楽
浄
土
の
荘
厳
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
そ
の
境

地
を
体
得
す
る
こ
と
。

（
7
）『
観
経
疏
』
散
善
義
に
「
正
に
念
仏
三
昧
の
功
能
超
絶
し
て
、

実
に
雑
善
を
も
て
比
類
と
な
す
こ
と
を
得
る
に
あ
ら
ざ
る
こ
と

を
顕
す
」（
聖
典
二
・
三
二
三
／
浄
全
二
・
七
一
上
）
と
あ
り
、

諸
行
に
比
し
て
念
仏
三
昧
の
功
徳
が
素
晴
ら
し
い
と
説
か
れ
て

い
る
。

（
8
）『
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
二
四
九
／
浄
全
一
・
一
九
）

（
9
）『
往
生
要
集
』
第
十
大
門
に
「
問
う
、
往
生
業
の
中
に
は
念
仏

を
最
と
す
。
余
業
の
中
に
於
い
て
亦
最
も
と
す
る
や
。
答
う
、

余
の
行
法
の
中
に
も
此
れ
亦
最
勝
な
り
」（
浄
全
一
五
・
一
四
八

下
）
と
あ
り
、
諸
行
に
比
し
て
念
仏
三
昧
の
功
徳
が
素
晴
ら
し

い
と
説
か
れ
て
い
る
。

（
10
）
七
難
消
滅
の
法
─
衆
生
が
被
る
七
つ
の
災
難
か
ら
逃
れ
る
た

三
月
十
四
日
源
空

黒
谷
上
人
語
灯
録
巻
第
十
三
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め
に
修
さ
れ
た
法
。
七
難
は
『
仁
王
般
若
経
』『
薬
師
瑠
璃
光
経
』

『
法
華
経
』
普
門
品
な
ど
に
説
か
れ
、
普
門
品
に
よ
れ
ば
火
難
・

水
難
・
羅
刹
難
・
刀
杖
難
・
鬼
難
・
枷
鎖
難
・
怨
賊
難
の
七
つ

を
い
う
。「
七
難
消
滅
護
国
頌
」
に
「「
国
家
隆
平
に
し
て
人
道

を
求
め 
依
正
安
穏
に
し
て
念
仏
を
修
せ
ん
」（『
伝
教
大
師
全
集
』

四
・
三
一
五
〜
八
）
と
あ
る
こ
と
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
11
）
こ
の
朝
に
渡
ら
ず
―
元
亨
版
に
「
浄
土
の
教
文
は
こ
の
朝
に

渡
ら
ず
と
考
え
そ
う
ら
い
て
」と
あ
る
箇
所
は
、正
徳
版
に
は「
浄

土
の
教
文
は
。
わ
た
り
は
て
す
と
か
ん
か
へ
て
候
」（
浄
全
九
・

五
三
二
下
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
正
徳
版
の
説
示
に
沿
っ
て
現

代
語
訳
を
施
し
た
。

（
12
）
末
法
万
年
の
後
三
宝
み
な
失
せ
て
後
─
こ
こ
は
『
無
量
寿
経
』

の
「
当
来
の
世
、
経
道
滅
尽
せ
ん
に
、
我
れ
慈
悲
を
も
っ
て
哀

愍
し
て
、特
り
こ
の
経
を
留
め
て
、止
住
す
る
こ
と
百
歳
な
ら
ん
」

（
聖
典
一
・
二
八
五
／
浄
全
一
・
三
六
）
に
基
づ
い
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

（
13
）
方
便
の
時
節
末
法
に
当
た
り
て
、
今
の
教
こ
れ
な
り
―
こ
こ

は
『
観
経
疏
』
定
善
義
の
「
諸
仏
出
世
し
て
種
種
に
方
便
を
以
て
、

衆
生
を
勧
化
し
た
ま
う
こ
と
は
、
た
だ
悪
を
制
し
福
を
修
し
て

人
天
の
楽
を
受
け
し
め
ん
と
欲
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
人

天
の
楽
は
、
な
お
し
電
光
の
ご
と
し
、
須
臾
に
す
な
わ
ち
捨
て

還
っ
て
三
悪
に
入
っ
て
、
長
時
に
苦
を
受
く
。
こ
の
因
縁
に
為
っ

て
、
た
だ
勧
め
て
、
す
な
わ
ち
浄
土
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
求
め
し
め
、

無
上
菩
提
に
向
わ
し
む
」（
聖
典
二
・
二
五
二
／
浄
全
二
・
四
〇
上
）

に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、「
方
便
の
時
節
」

は
、「
方
今
（
只
今
、
現
在
、
現
今
）」
の
誤
写
か
。

（
14
）
こ
の
辺
─
『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
に
は
「
此
辺
に
ま
う
て

来
て
と
は
元
祖
の
草
庵
の
こ
と
也
」（
浄
全
九
・
七
六
七
下
～
七

六
八
上
）
と
あ
る
。

（
15
）
頓
教
─
速
や
か
に
修
行
が
完
成
す
る
教
え
の
こ
と
。
釈
尊
の

教
説
を
整
理
し
て
体
系
づ
け
る
教
相
判
釈
が
行
わ
れ
る
中
で
生

ま
れ
た
概
念
で
あ
り
、
時
代
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
内
容
に
変

化
が
み
ら
れ
る
。
頓
教
と
対
に
な
る
の
は
、
漸
教
で
あ
る
。
漸

教
は
次
第
に
修
行
が
完
成
す
る
教
え
の
こ
と
で
あ
る
。

（
16
）
大
地
微
塵
劫
─
非
常
に
長
い
時
間
の
こ
と
。
大
地
を
極
め
て

細
か
な
塵
に
し
、
そ
れ
を
す
べ
て
数
え
あ
げ
る
の
に
か
か
る
時

間
以
上
の
途
方
も
な
い
時
間
を
意
味
す
る
。

（
17
）『
法
事
讃
』（
浄
全
四
・
二
五
下
）

（
18
）
い
か
に
い
わ
ん
や
凡
夫
の
力
は
及
ぶ
ま
じ
く
そ
う
ろ
う
―
「
そ

う
ろ
う
」
の
後
に
「
を
や
」
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、「
い

か
に
い
わ
ん
や
」
か
ら
始
ま
る
文
章
が
必
ず
し
も
反
語
表
現
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
事
情
も
考
慮
し

た
上
で
現
代
語
訳
し
た
。

（
19
）
上
品
上
生
─
九
種
類
あ
る
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
の
あ
り
方
の
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一
つ
。
上
品
上
生
で
極
楽
浄
土
へ
往
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

速
や
か
に
往
生
後
に
再
び
迷
い
の
世
界
へ
戻
り
、
人
々
を
教
導

で
き
る
。

（
20
）
人
々
─
こ
こ
で
い
う
「
人
々
」
に
は
、
消
息
の
相
手
で
あ
る

北
条
政
子
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

（
21
）前さ

き

の
ご
と
く
そ
う
ろ
う
べ
し
─『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』に「
先

の
ご
と
く
お
ぼ
し
め
す
べ
く
と
は
、
次
上
の
雑
善
根
を
も
す
す

め
給
へ
と
云
ふ
を
指
す
な
り
」（
浄
全
九
・
七
六
八
上
）
と
あ
り
、

そ
れ
に
準
じ
て
現
代
語
訳
を
施
し
た
。

（
22
）一
切
は
摂
ま
り
て
そ
う
ろ
う
─『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』に「
一

切
は
お
さ
ま
り
て
候
也
と
は
、
凡
そ
往
生
の
行
に
三
心
五
念
四

修
三
種
行
儀
な
ど
種
々
の
こ
と
あ
れ
ど
も
只
六
字
を
唱
ふ
る
に

あ
る
な
り
」（
浄
全
九
・
七
六
八
上
）
と
あ
り
、
そ
れ
に
準
じ
て

現
代
語
訳
を
施
し
た
。

（
23
）身
口
の
不
浄
を
も
嫌
わ
ぬ
行
─『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』に「
身

口
の
不
浄
等
と
は
一
乗
骨
目
章
｛
華
厳
宗
元
暁
作
｝
偈
に
曰
不

論
不
浄
不
論
心
乱
但
念
弥
陀
即
得
往
生
と
此
の
意
也
」（
浄
全
九
・

七
六
九
上
）
と
あ
る
。

（
24
）
楽
行
往
生
─
元
亨
版
と
『
西
方
指
南
抄
』
に
は
「
楽
行
往
生
」

と
あ
り
、
正
徳
版
や
『
四
十
八
巻
伝
』
に
は
「
易
行
往
生
」
と

あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
制
約
を
離
れ
た
念
仏
に
よ
る
往
生
の
こ
と
。

（
25
）
楽
行
往
生
と
は
申
し
伝
え
て
そ
う
ろ
う
な
り
─
「
楽
行
往
生
」

と
「
申
し
伝
え
」
て
い
る
典
籍
に
つ
い
て
は
不
明
。

（
26
）
執
論
─
『
四
十
八
巻
伝
』
で
は
「
宗
論
」
と
あ
る
（
聖
典
六
・

三
六
八
）。

（
27
）
過と

が

─
『
西
方
指
南
抄
』
に
は
「
サ
ト
リ
」
と
あ
る
（
昭
法
全

五
三
二
）。「
過
」
に
は
、「
過
ぎ
る
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
「
過

あ
や
ま
ち

」
の
意
味
で
現
代
語
訳
し
た
。

（
28
）
録
内
─
『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
に
は
、「
元
祖
被
閲
の
蔵
は

開
元
録
也
」（
浄
全
九
・
七
六
九
下
）
と
記
し
て
お
り
、
法
然
上

人
所
覧
の
一
切
経
目
録
を
「
開
元
釈
教
録
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、『
選
択
集
』
第
一
二
章
に
お
い
て
法
然
上
人
は
、「
貞

元
入
蔵
録
」
所
収
の
典
籍
を
「
翻
訳
将
来
の
経
」（
聖
典
三
・
一

六
九
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
切
経
目
録
の
基
準
と
し

て
「
貞
元
入
蔵
録
」
を
用
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）
い
ず
れ
の
月
日
─
『
四
十
八
巻
伝
』
一
五
（
聖
典
六
・
一
七

九
～
一
八
一
）
に
は
、妙
香
院
（
良
快
、九
条
兼
実
の
子
）
の
『
浅

近
念
仏
抄
』
序
文
が
挙
げ
ら
れ
、『
要
義
問
答
』
の
こ
の
箇
所
と

近
似
す
る
内
容
が
説
か
れ
て
い
る
（『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』〈
浄

全
九
・
七
七
〇
上
〉）。
ま
た
、『
要
義
問
答
』
に
て
こ
の
後
に
引

か
れ
る
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
も
『
浅
近
念
仏
抄
』
の
文
と
し

て
『
四
十
八
巻
伝
』
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）
五
衰
退
没
─
天
界
の
住
人
の
死
に
際
し
て
あ
ら
わ
れ
る
五
種
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の
衰
弱
の
様
相
。そ
の
内
容
や
順
序
は
経
説
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

『
往
生
要
集
』
で
は
『
六
波
羅
蜜
経
』
に
よ
り
、
①
頭
上
の
花
鬘

が
萎
み
、
②
天
衣
が
塵
や
垢
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
、
③
腋
の
下
よ

り
汗
が
流
れ
、④
目
が
く
ら
み
、⑤
天
界
の
生
活
を
嘆
く
、と
い
っ

た
五
種
の
相
を
挙
げ
る
。

（
31
）
生
・
老
・
病
・
死
・
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会
苦
な
ど
の
苦
し
み

─
四
苦
八
苦
の
内
、
求
不
得
苦
・
五
陰
盛
苦
は
略
さ
れ
て
い
る

（『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』〈
浄
全
九
・
七
七
〇
上
〉
参
照
）。

（
32
）
戯た

わ
む

れ
に
尼
の
衣
を
着
、酒
に
酔
い
て
出
家
を
し
た
る
人
─
『
和

語
灯
録
日
講
私
記
』
に
は
、「
蓮
華
色
比
丘
尼
」
と
「
酔
婆
羅
門
」

の
二
つ
の
因
縁
に
関
し
て
『
大
智
度
論
』
を
も
と
に
、『
優
鉢
羅

華
比
丘
尼
本
生
経
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
に
、『
四
分
律
行
事
鈔
』

『
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
』な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
浄
全
九
・

七
七
〇
上
～
下
）。『
今
昔
物
語
集
』な
ど
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）
勝
如
聖
人
─
勝
如
（
七
八
一
～
八
六
六
）
は
勝
尾
寺
（
弥
勒
寺
）

の
住
僧
。

（
34
）『
往
生
拾
因
』（
浄
全
一
五
・
三
七
五
下
）
取
意

（
35
）
釈
迦
如
来
、
当
来
導
師
の
慈
尊
に
付
属
し
た
ま
う
─
『
大
方

等
大
集
経
』
五
六
（
正
蔵
一
三
・
三
八
一
中
）。『
往
生
要
集
』

第
九
大
門
（
浄
全
一
五
・
一
五
二
下
）
に
引
用
さ
れ
る
。

（
36
）
竜
華
三
会
─
弥
勒
菩
薩
が
兜
率
天
よ
り
人
間
界
に
下
生
し
て
、

竜
華
樹
の
下
で
悟
り
を
得
て
、
三
会
（
三
回
）
に
わ
た
り
説
法

す
る
こ
と
。『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
に
は
「
三
会
得
脱
と
は
、

龍
華
会
に
し
て
弥
勒
を
見
奉
り
て
得
脱
す
る
を
三
会
得
脱
と
云

う
。（
中
略
）
弥
勒
成
仏
し
て
、
初
会
の
説
法
の
時
に
は
九
十
六

億
の
人
、
阿
羅
漢
を
得
、
第
二
会
の
時
に
は
九
十
四
億
の
人
、

阿
羅
漢
を
得
、
第
三
会
時
に
は
九
十
二
億
の
人
、
阿
羅
漢
を
得
。

釈
迦
遺
法
の
弟
子
、
三
帰
五
戒
を
た
も
ち
、
袈
裟
を
か
く
る
ほ

ど
の
人
は
、
皆
初
会
に
得
度
す
」（
浄
全
九
・
七
七
〇
下
）
と
い

う
『
弥
勒
成
仏
経
』
の
説
が
挙
げ
ら
れ
、
持
戒
の
出
家
者
は
初

会
に
得
度
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

（
37
）
あ
る
『
経
』
の
文
─
出
典
不
明
。『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
に
も
、

「
未
だ
在
家
の
持
戒
よ
り
出
家
の
破
戒
は
勝
れ
る
と
云
ふ
文
を
得

ず
。
若
し
考
え
得
ば
此
に
つ
く
べ
き
な
り
」（
浄
全
九
・
七
七
一
上
）

と
あ
る
。「
あ
る
経
」
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
元
照
「
為

判
府
蒋
枢
密
開
講
要
義
」（『
芝
苑
遺
編
』
巻
下
所
収
、『
卍
続
蔵
』

五
九
・
六
四
二
中
）
に
は
、
受
戒
後
の
破
戒
行
為
は
受
戒
を
し

て
い
な
い
よ
り
は
は
る
か
に
良
い
と
し
て
、
受
戒
の
大
切
さ
が

説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
聖
冏
『
顕
浄
土
伝
戒
論
』
に
は
、「
設

い
此
れ
を
破
る
と
も
、
受
戒
の
功
徳
、
即
ち
無
尽
な
り
。（
中
略
）

破
戒
と
云
わ
る
る
と
も
、
無
戒
と
は
云
わ
れ
ず
。
汝
若
し
破
戒

を
恐
る
れ
ば
、何
ぞ
無
戒
を
恐
れ
ざ
る
」（
浄
全
一
五
・
八
九
七
上
）

と
し
て
、
受
戒
の
功
徳
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
38
）解
脱
幢
相
の
衣
─
袈
裟
の
こ
と
。『
往
生
要
集
』下
末
に
は
、『
地
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蔵
十
輪
経
』
に
よ
っ
て
「
十
輪
経
の
偈
に
云
わ
く
、
恒
河
沙
の

仏
の
解
脱
幢
相
衣
を
被
る
に
、
此
に
於
い
て
悪
心
を
お
こ
さ
ば
、

定
め
て
無
間
獄
に
堕
す
と
。｛
袈
裟
を
名
づ
け
て
解
脱
幢
の
衣
と

為
す
｝」（
浄
全
一
五
・
一
五
三
上
）
と
あ
る
。

（
39
）宝
の
山
に
入
り
て
手
を
空
し
く
し
て
還
る
─『
大
智
度
論
』(

正

蔵
二
五
・
六
三
上)

。『
観
心
略
要
集
』（
仏
全
三
一
・
一
五
六
下
）

に
引
用
さ
れ
る
。

（
40
）『
安
楽
集
』
上
（
浄
全
一
・
六
九
三
上
）
取
意

（
41
）
法
華
三
昧
―
「
法
華
経
」
の
真
髄
を
体
得
す
る
三
昧
。
智
顗

は
大
蘇
山
の
慧
思
の
下
で
法
華
三
昧
の
前
方
便(

準
備
的
な
段
階
。

空
観
に
相
当)

を
得
た
と
さ
れ
、
の
ち
に
そ
の
内
容
を
空
仮
中

三
諦
円
融
、
一
心
三
観
の
説
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
。
ま
た
そ
の

境
地
を
証
得
す
る
た
め
の
行
法
を
も
法
華
三
昧
と
称
す
る
。
す

な
わ
ち
智
顗
は
四
種
三
昧
の
内
、
半
行
半
坐
三
昧
に
法
華
三
昧

行
法
（
懺
儀
）
を
位
置
づ
け
た
が
、こ
れ
が
法
華
三
昧
と
い
わ
れ
、

法
華
懺
法
の
通
称
と
な
る
。

（
42
）
六
根
―
眼
根
・
耳
根
・
鼻
根
・
舌
根
・
身
根
・
意
根
の
六
つ

の
認
識
器
官
（
能
力
）。

（
43
）三
密
の
行
法
―
密
教
に
お
い
て
、仏
の
身
口
意
の
行
為
を
身
密
・

口
密
・
意
密
の
三
密
と
す
る
。
行
者
が
、
手
に
手
印
を
結
び
、

口
に
真
言
を
読
誦
し
、
心
に
本
尊
の
観
想
を
行
う
と
い
う
修
法

（
三
密
の
行
法
）
に
よ
り
、
仏
と
我
と
が
不
二
一
体
と
な
っ
て
三

業
が
三
密
に
浄
化
さ
れ
る
と
い
う
。

（
44
）
四
道
―
煩
悩
を
消
滅
さ
せ
て
、
涅
槃
に
入
る
た
め
の
修
行
階

位
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
『
大
智
度
論
』
の
解
釈
に
基
づ
き
、
四

道
を
四
向
四
果
と
捉
え
る
。
す
な
わ
ち
、
①
預
流
、
②
一
来
、

③
不
還
、
④
阿
羅
漢
の
そ
れ
ぞ
れ
に
向
（
向
か
っ
て
修
行
す
る

段
階
）
と
果
（
到
達
し
た
境
地
）
を
立
て
る
。
な
お
四
道
と
は
、

三
学
を
修
す
る
加
行
道
、
正
し
い
智
慧
を
起
こ
し
て
煩
悩
を
断

ず
る
無
間
道
、
無
間
道
の
後
に
起
こ
る
智
慧
に
よ
っ
て
正
し
く

仏
法
を
理
解
す
る
解
脱
道
、
そ
の
後
さ
ら
に
定
と
慧
が
発
達
し

て
い
く
勝
進
道
の
こ
と
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。

（
45
）
三
明
六
通
―
三
明
と
は
、
宿
命
通
・
天
眼
通
・
漏
尽
通
の
三

つ
の
智
慧
の
こ
と
。
こ
れ
ら
三
明
は
修
行
者
が
も
つ
超
人
的
な

能
力
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
神
足
通
・
他
心
通
・
天
耳
通
の
三

つ
を
加
え
て
六
神
通
と
す
る
。

（
46
）『
大
集
月
蔵
経
』
に
い
わ
く
―
『
大
方
等
大
集
経
』
月
蔵
分
（
正

蔵
一
三
・
三
六
三
上
～
中
、
二
六
七
上
、
三
七
七
上
）
取
意

（
47
）
五
濁
―
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
増
進
す
る
五
つ
の
け
が
れ
の

こ
と
。
①
劫
濁
―
時
代
の
乱
れ
の
こ
と
で
あ
り
、
戦
乱
・
飢
饉
・

疫
病
な
ど
が
多
く
な
る
こ
と
。
②
見
濁
―
思
想
の
乱
れ
の
こ
と

で
あ
り
、邪
悪
な
思
想
が
は
び
こ
る
こ
と
。
③
煩
悩
濁
―
貪
・
瞋
・

痴
の
三
毒
煩
悩
な
ど
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
。
④
衆
生
濁
―
人
々

の
資
質
が
低
下
し
て
教
え
の
理
解
力
が
劣
化
す
る
こ
と
。
⑤
命
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濁
―
人
々
の
寿
命
が
短
く
な
る
こ
と
。

（
48
）『
安
楽
集
』
上
（
浄
全
一
・
六
九
三
上
）

（
49
）
永
観
の
い
わ
く
―
『
往
生
拾
因
』（
浄
全
一
五
・
三
九
四
上
）

に
は
、「
真
言
止
観
の
行
は
道
幽
か
に
し
て
迷
い
易
く
、
三
論
法

相
の
教
は
理
奧
く
し
て
悟
り
難
し
」
と
説
か
れ
、「
要
義
問
答
」

の
「
真
言
止
観
は
理
奥
く
し
て
悟
り
難
く
、
三
論
法
相
は
道
幽

か
に
し
て
迷
い
易
し
」
と
い
う
説
示
と
異
な
る
。『
往
生
拾
因
』

の
原
文
と
異
な
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（
50
）
兜
率
の
往
生
─
『
和
語
灯
録
』
で
は
「
往
生
」
と
示
さ
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
『
西
方
指
南
抄
』
に
基
づ
き
、「
上
生
」
と
訳
し
た
。

（
51
）
天
台
大
師
─
原
文
で
は
「
天
台
大
師
」
と
示
さ
れ
る
が
、
引

用
文
は
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
内
容
で
あ
り
、
湛
然
を
指
す

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、「
妙
楽
大
師
湛
然
」
と
訳
し
た
。

（
52
）
天
台
大
師
の
の
た
ま
わ
く
―
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』（
正
蔵
四

六
・
一
八
二
下
）。
こ
こ
に
説
か
れ
る
「
一
準
」
に
つ
い
て
、『
和

語
灯
録
』
の
元
亨
版
な
ど
で
は
「
一
順
」
と
示
さ
れ
、「
寛
永
版
」

で
は
原
文
と
同
様
に
「
一
準
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

両
者
の
意
味
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
訳
し
た
。

（
53
）
難
易
相
違
の
証
拠
ど
も
を
引
け
り
―
『
往
生
要
集
』（
浄
全
一

五
・
六
四
下
～
六
八
上
）
に
は
、「
大
文
第
三
に
極
楽
の
証
拠
を

明
か
さ
ば
二
有
り
。
一
に
は
十
方
に
対
し
、
二
に
は
兜
率
に
対

せ
ん
」
と
し
て
、
十
方
浄
土
や
兜
率
天
と
極
楽
浄
土
に
関
す
る

勝
劣
・
難
易
を
示
す
諸
経
論
が
示
さ
れ
る
。
初
め
に
十
方
浄
土

と
の
対
比
に
関
し
て
『
往
生
要
集
』
に
挙
げ
ら
れ
る
諸
経
論
に

つ
い
て
、『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
で
は
、「
天
台
諸
経
論
」「
無

量
寿
経
観
経
往
生
論
等
数
十
余
部
経
論
」「
迦
才
師
は
浄
土
論
に

十
二
経
七
論
を
引
け
り
」「
恵
心
は
更
に
諸
の
顕
密
の
教
中
に
於

て
、十
五
部
を
別
出
せ
り
」（『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』〈
浄
全
九
・

七
七
一
下
～
七
七
二
上
〉）
と
示
さ
れ
、兜
率
天
に
対
し
て
は
「
懐

感
禅
師
群
疑
論
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
54
）
御
覧
ぜ
さ
せ
た
ま
え
―
「
御
覧
ず
」
は
平
安
時
代
か
ら
用
い

ら
れ
、「
見
給
う
」
よ
り
尊
敬
の
度
合
が
高
い
。
古
く
は
天
皇
・

皇
后
な
ど
に
用
い
た
。「
さ
せ
た
ま
え
」
は
二
重
尊
敬
（
最
高
敬

語
）
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

（
55
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
一
二
五
／
浄
全
二
・
五
八
下
）

取
意
。
聖
典
四
巻
三
八
〇
頁
一
〇
行
目
の
カ
ギ
括
弧
（
閉
じ
）

の
位
置
を
後
に
移
し
た
。
該
当
箇
所
の
五
種
正
行
の
順
序
が
相

違
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』

に
は
、「
一
に
は
礼
拝
の
正
行
と
は
、
此
の
次
第
疏
と
違
せ
り
。

只
意
を
取
り
て
暗
に
仰
せ
ら
る
ゝ
故
に
混
雑
せ
り
」（
浄
全
九
・

七
七
二
上
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
西
方
指
南
抄
』
本
に
は
、「
一

ニ
ハ
礼
拝
ノ
正
行
、
二
ニ
ハ
讃
歎
供
養
ノ
正
行
、
三
ニ
ハ
読
誦

正
行
、
四
ニ
ハ
観
察
正
行
、
五
ニ
ハ
称
名
ノ
正
行
ナ
リ
」（
昭
法

全
六
一
七
）
と
あ
る
。
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（
56
）『
観
経
疏
』
定
善
義
（
聖
典
二
・
一
〇
五
／
浄
全
二
・
四
九
上
）

（
57
）『
法
華
経
』
六
（
正
蔵
九
・
五
四
下
）。『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』

に
は
、「
法
華
経
と
は
、薬
王
品
｛
科
註
七
／
三
十
丁
｝
に
云
わ
く
、

若
し
女
人
有
り
て
、
是
の
経
典
を
聞
き
て
、
説
の
如
く
修
行
せ
ば
、

此
に
於
い
て
、
命
終
し
て
即
ち
安
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
の
大
菩

薩
衆
に
囲
繞
せ
ら
る
る
住
処
に
往
き
て
蓮
華
の
中
の
宝
座
の
上

に
生
れ
ん
」（
浄
全
九
・
七
七
二
上
）
と
あ
る
。

（
58
）
法
華
念
仏
一
つ
も
の
─
『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
に
は
、『
沙

石
集
』
や
『
法
華
直
談
』
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
典
拠
を
挙
げ
て

い
る
が
（
浄
全
九
・
七
七
二
下
～
七
七
三
上
）、
明
確
な
も
の
は

示
し
が
た
い
。
法
華
三
昧
と
念
仏
三
昧
を
含
む
四
種
三
昧
か
ら

展
開
さ
れ
た
「
朝
題
目
夕
念
仏
」
な
ど
と
い
っ
た
受
け
と
め
か

ら
派
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
59
）『
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
七
一
～
七
三
／
浄
全
一
・
一
九
～

二
〇
）。
ち
な
み
に
下
輩
に
は
、「
一
向
専
意
乃
至
十
念
念
無
量

寿
仏
」
と
あ
る
。

（
60
）『
観
経
』（
聖
典
一
・
一
九
三
／
浄
全
一
・
五
一
）

（
61
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
一
五
三
／
浄
全
二
・
七
一
下
）

（
62
）『
観
経
』（
聖
典
一
・
一
六
六
／
浄
全
一
・
四
四
）

（
63
）『
観
念
法
門
』（
浄
全
四
・
二
二
八
下
）

（
64
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
一
二
六
／
浄
全
二
・
五
八
下
）

（
65
）
顕
密
の
教
法
―
顕
教
と
密
教
の
こ
と
。
仏
の
教
説
を
大
き
く

二
分
し
た
も
の
で
、
顕
教
と
は
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
誰
に
で

も
は
っ
き
り
と
わ
か
る
言
葉
や
文
字
で
明
確
に
説
か
れ
た
教
え

を
指
し
、
密
教
と
は
法
身
で
あ
る
大
日
如
来
が
自
ら
さ
と
り
の

境
地
を
享
受
す
る
（
自
受
法
楽
）
た
め
に
示
し
た
秘
密
の
教
え

を
指
す
。
日
本
に
お
い
て
は
、
真
言
宗
の
「
東
密
」
と
天
台
宗

の
「
台
密
」
が
あ
る
。

（
66
）
事
理
の
業
因
―
森
羅
万
象
の
事
相
を
観
ず
る
事
観
と
、
普
遍

的
か
つ
唯
一
平
等
の
真
理
そ
の
も
の
を
観
ず
る
理
観
の
こ
と
。

源
信
は
『
往
生
要
集
』
中
に
お
い
て
仏
の
姿
や
そ
の
功
徳
、
さ

ら
に
は
浄
土
の
具
体
的
様
相
を
想
起
す
る
観
想
念
仏
を
事
と
理

に
大
別
し
、
三
身
即
一
の
仏
を
観
ず
る
理
観
に
堪
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
者
は
、
仏
の
相
好
を
個
々
に
観
ず
る
事
観
を
修
し
、

そ
れ
す
ら
も
修
せ
な
い
者
は
帰
命
・
引
摂
・
往
生
の
三
想
を
通

じ
て
一
心
に
称
念
せ
よ
と
説
い
た
（
浄
全
一
五
・
八
五
下
）。

（
67
）『
往
生
要
集
』
上
（
浄
全
一
五
・
三
七
上
）

（
68
）
自
宗
他
宗
―
正
徳
版
に
は
、「
自
宗
他
宗
の
人
師
」（
浄
全
九
・

五
四
〇
上
）
と
あ
る
。
な
お
、『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
に
「
永

観
は
三
論
宗
な
り
」（
浄
全
九
・
七
七
四
上
）
と
あ
り
、
恵
心
を

自
宗
、永
観
を
他
宗
と
し
て
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

永
観
は
『
往
生
拾
因
』
に
は
「
念
仏
宗　

永
観
集
」（
浄
全
一
五
・

三
七
一
上
）
と
記
載
が
あ
る
。

（
69
）『
観
経
疏
』
玄
義
分
（
聖
典
二
・
九
／
浄
全
二
・
三
下
）
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（
70
）
五
品
六
根
の
位
―
天
台
宗
で
立
て
る
修
道
者
の
階
位
の
う
ち
、

五
品
弟
子
位
と
六
根
清
浄
位
の
こ
と
。
五
品
弟
子
位
と
は
菩
薩

の
五
十
二
位
に
お
け
る
十
信
以
前
、
す
な
わ
ち
外
凡
の
位
を
随

喜
品
・
読
誦
品
・
説
法
品
・
兼
行
六
度
品
・
正
行
六
度
品
の
五

種
に
区
別
し
た
も
の
で
、
円
教
の
六
即
位
の
中
で
は
第
三
の
観

行
即
に
あ
た
る
。
六
根
清
浄
位
と
は
十
信
の
位
を
指
し
、
菩
薩

の
六
根
（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
）
が
仏
に
似
て
清
ら
か

に
な
る
こ
と
か
ら
、
同
六
即
位
の
中
で
は
第
四
の
相
似
即
に
あ

た
る
。『
法
華
経
』
法
師
功
徳
品
第
一
九
に
は
「
若
し
善
男
子
善

女
人
、
是
の
法
華
経
を
受
持
し
、
若
し
は
読
み
、
若
し
は
誦
し
、

若
し
は
解
説
し
、若
し
は
書
写
せ
ん
。（
中
略
）是
の
功
徳
を
以
て
、

六
根
を
荘
厳
し
て
、
皆
清
浄
な
ら
し
め
ん
」（
正
蔵
九
・
四
七
下
）

と
あ
り
、『
法
華
経
』
を
受
持
・
読
・
誦
・
解
説
・
書
写
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
六
根
が
清
浄
と
な
り
、
種
々
の
功
徳
が
得
ら
れ
る

と
説
く
。

（
71
）『
法
華
経
』
六
（
正
蔵
九
・
五
四
下
）

（
72
）『
法
華
経
』
七
（
正
蔵
九
・
六
一
下
）

（
73
）
善
導
の
『
観
経
疏
』『
六
時
礼
讃
』『
観
念
法
門
』
―
『
和
語

灯
録
日
講
私
記
』
に
は
、「
文
に
は
善
導
等
と
は
法
事
讃
を
略
し

た
ま
ふ
。
般
舟
讃
は
本
よ
り
元
祖
不
見
な
り
。
元
祖
の
御
時
代

未
だ
流
布
せ
ざ
る
故
な
り
」（
浄
全
九
・
七
七
五
下
）

（
74
）
阿
羅
漢
―
仏
道
修
行
に
お
け
る
最
高
位
、
ま
た
如
来
の
十
号

の
一
つ
で
も
あ
る
。
供
養
に
値
す
る
聖
者
の
こ
と
。

（
75
）
辟
支
仏
―
独
力
で
さ
と
り
を
開
い
た
人
。
独
覚
、
縁
覚
と
も

い
う
。

（
76
）
初
地
十
地
の
菩
薩
―
菩
薩
の
五
十
二
位
の
階
位
の
う
ち
第
四

十
一
か
ら
五
十
番
目
の
位
に
あ
た
る
。
十
聖
と
も
い
う
。

（
77
）
化
仏
―
仏
が
神
通
力
に
よ
っ
て
別
の
姿
で
現
出
さ
せ
た
身
。

変
化
仏
と
も
い
う
。

（
78
）
報
仏
―
菩
薩
の
立
て
た
本
願
が
成
就
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
身
。

（
79
）
金
剛
―
金
剛
石
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
の
こ
と
。
鉱
物
の
な
か

で
最
も
硬
い
こ
と
か
ら
信
心
な
ど
が
強
固
な
様
子
に
喩
え
る
と

き
に
用
い
ら
れ
る
。

（
80
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
浄
全
二
・
五
五
下
～
五
九
上
）
取
意

（
81
）
次
に
喩
を
合
す
と
い
う
は
―
『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
に
「
次

に
た
と
へ
を
合
す
等
と
は
已
下
、
譬
の
中
に
未
だ
法
に
合
せ
ざ

る
有
り
。
三
心
私
記
の
下
に
委
釈
有
り
。
弁
ず
べ
き
也
」（
浄
全

九
・
七
七
五
下
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
河
白
道
の

比
喩
の
合
釈
す
べ
て
に
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い

う
指
摘
が
あ
る
。

（
82
）
六
根
―
六
つ
の
認
識
器
官
の
こ
と
。
眼
根
・
耳
根
・
鼻
根
・

舌
根
・
身
根
・
意
根
の
六
種
を
い
い
、
前
の
五
つ
は
視
覚
・
聴
覚
・

嗅
覚
・
味
覚
・
触
覚
を
支
え
る
感
覚
器
官
で
あ
り
、
意
根
は
概
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念
的
な
認
識
を
支
え
る
器
官
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
83
）
六
識
―
六
つ
の
認
識
の
こ
と
。
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・

身
識
・
意
識
の
六
種
を
い
い
、
六
根
と
六
境
が
接
触
す
る
こ
と

で
生
じ
る
視
覚
認
識
・
聴
覚
認
識
・
嗅
認
識
覚
・
味
覚
認
識
・

触
覚
認
識
と
概
念
的
認
識
の
こ
と
。

（
84
）
六
塵
―
六
境
と
も
い
い
、
色
境
・
声
境
・
香
境
・
味
境
・
触
境
・

法
境
の
六
種
の
認
識
対
象
の
こ
と
。
眼
根
の
対
象
と
な
る
色
・
形
、

耳
根
の
対
象
と
な
る
音
声
、
鼻
根
の
対
象
と
な
る
香
り
、
舌
根

の
対
象
と
な
る
味
、
身
根
の
対
象
と
な
る
接
触
、
意
根
の
対
象

と
な
る
存
在
の
こ
と
。

（
85
）
五
陰
―
五
蘊
と
も
い
い
、
心
身
を
構
成
す
る
色
蘊
・
受
蘊
・

想
蘊
・
行
蘊
・
識
蘊
の
五
つ
の
要
素
。
色
蘊
は
肉
体
、
受
蘊
は

感
受
、
想
蘊
は
表
象
、
行
蘊
は
意
思
、
識
蘊
は
認
識
の
こ
と
で

あ
る
。

（
86
）
四
大
―
物
質
、
あ
る
い
は
肉
体
を
構
成
す
る
四
つ
の
要
素
。

地
大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
の
四
種
の
こ
と
。
具
体
的
に
は
、

地
大
は
堅
さ
の
こ
と
で
あ
り
爪
や
髪
な
ど
を
構
成
す
る
要
素
、

水
大
は
潤
い
の
こ
と
で
あ
り
唾
液
や
血
液
な
ど
を
構
成
す
る
要

素
、火
大
は
温
か
さ
の
こ
と
で
あ
り
体
温
な
ど
を
構
成
す
る
要
素
、

風
大
は
動
き
の
こ
と
で
あ
り
呼
気
や
吸
気
な
ど
を
構
成
す
る
要

素
で
あ
る
。

（
87
）
ま
た
廻
向
と
い
う
は
―
『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
に
「
又
回

向
と
い
ふ
は
と
は
、
上
来
は
往
相
回
向
也
。
自
下
は
略
し
て
還

相
回
向
を
明
か
す
也
」（
浄
全
九
、
七
七
六
上
）
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

（
88
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
浄
全
二
・
五
五
下
～
五
九
上
）
取
意

（
89
）
一
心
不
乱
―
『
阿
弥
陀
経
』（
聖
典
一
・
三
一
八
／
浄
全
一
・

五
四
）。

（
90
）善
導
こ
の
事
を
釈
し
て
の
た
ま
わ
く
―『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』

に
「
答
。
善
導
此
事
を
釈
し
て
と
は
、
散
善
義
廻
向
心
の
下
の

釈
を
取
意
し
て
書
き
給
う
な
り
」（
浄
全
九
・
七
七
六
上
）
と
あ
り
、

『
観
経
疏
』「
回
向
発
願
心
釈
」
の
「
こ
の
心
、深
く
信
ず
る
こ
と
、

な
お
し
金
剛
の
ご
と
く
に
し
て
（
中
略
）
た
だ
こ
れ
決
定
し
て

一
心
に
投
じ
、
正
直
に
進
ん
で
か
の
人
の
語
を
聞
い
て
、
す
な

わ
ち
進
退
し
、
心
に
怯
弱
を
生
ず
る
こ
と
有
っ
て
、
回
顧
し
て

道
に
落
つ
る
こ
と
を
得
ざ
れ
」（
浄
全
二
・
五
九
上
）
と
い
っ
た

説
示
を
取
意
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
『
日
講
私
記
』

の
指
摘
の
よ
う
に
、
法
然
上
人
は
、
質
問
者
が
『
阿
弥
陀
経
』

所
説
の
「
一
心
不
乱
」
に
つ
い
て
問
う
て
い
る
の
に
対
し
て
、

広
く
念
仏
者
の
心
の
あ
り
よ
う
を
通
じ
て
回
答
し
て
い
る
と
想

定
さ
れ
る
。

（
91
）
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
文
―
『
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
二
二
七

／
浄
全
一
・
七
）。

（
92
）『
観
経
』
に
明
か
す
と
こ
ろ
の
三
心
―
聖
典
一
・
三
〇
五
～
三
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〇
六
／
浄
全
一
・
四
六
。

（
93
）
横
に
五
悪
趣
を
截
り
、
悪
趣
自
然
に
閉
じ
、
道
に
昇
る
こ
と

窮
極
な
し
。
往
き
易
く
し
て
人
な
し
―『
無
量
寿
経
』（
聖
典
一・

二
六
〇
／
浄
全
一
・
二
四
）。

（
94
）
願
成
就
の
文
―
『
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
二
四
九
／
浄
全
一
・

一
九
）。

（
95
）
五
逆
の
罪
人
生
ま
る
―
『
観
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
三
一
二

～
三
一
三
／
浄
全
一
・
五
〇
）。

（
96
）こ
の
経
を
留
め
て
止
住
す
る
こ
と
百
歳
な
ら
ん
―『
無
量
寿
経
』

（
聖
典
一
・
二
八
五
／
浄
全
一
・
三
六
）。

（
97
）
諸
の
聖
教
は
竜
宮
に
隠
れ
て
一
巻
も
留
ま
る
も
の
な
し
―
『
和

語
灯
録
日
講
私
記
』
に
は
、懐
感
の
『
群
疑
論
』
と
僧
祐
の
『
釈

迦
譜
』が
関
連
の
あ
る
文
献
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
浄
全
九
・

七
七
六
下
）。『
群
疑
論
』
に
は
「
衆
生
、
薄
福
に
し
て
感
化
の

縁
絶
え
ぬ
れ
ば
、所
有
る
聖
教
皆
龍
宮
に
隠
れ･･･

」（
浄
全
六
・

四
六
上
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
末
法
灯
明
記
』
に
「
教
法
は
竜
宮

に
蔵
ま
る
」（『
伝
教
大
師
全
集
』
三
、
四
八
四
）
と
あ
る
。

（
98
）
易
往
―
『
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
二
六
〇
／
浄
全
一
・
二
四
）。

（
99
）
し
か
も
無
人
―
『
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
二
六
〇
／
浄
全
一
・

二
四
）。

（
100
）『
阿
弥
陀
経
』（
聖
典
一
・
三
一
八
～
三
一
九
／
浄
全
一
・
五
四
）。

（
101
）
三
千
大
千
世
界
―
一
人
の
仏
が
教
化
す
る
世
界
で
あ
り
、
三

千
大
千
世
界
の
三
千
と
は
小
千
・
中
千
・
大
千
の
三
種
の
千
世

界
の
こ
と
。
一
世
界
が
千
個
集
ま
っ
た
も
の
が
小
千
世
界
、
小

千
世
界
が
千
個
集
ま
っ
た
も
の
が
中
千
世
界
、
中
千
世
界
が
千

個
集
ま
っ
た
も
の
が
大
千
世
界
と
さ
れ
る
。
三
千
大
千
世
界
が

あ
ら
ゆ
る
方
向
に
広
が
っ
て
い
る
と
す
る
の
が
仏
教
の
宇
宙
観

と
い
え
る
。

（
102
）
六
方
の
如
来
同
心
同
時･･･

―
こ
こ
は
『
観
念
法
門
』
の
「
又
、

弥
陀
経
に
云
う
が
如
き
…
自
然
に
壊
爛
せ
ん
と
」（
浄
全
四
・
二

三
五
下
）
と
い
っ
た
一
節
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
103
）『
法
華
』
を
説
き
た
ま
い
し
時
は
多
宝
一
仏
証
明
し
―
―
羅
什

訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
「
此
の
宝
塔
の
中
に
如
来
の
全
身
有
り
。

乃
往
過
去
に
東
方
の
無
量
千
万
億
阿
僧
祇
の
世
界
、
国
を
宝
浄

と
名
く
。
彼
の
中
に
仏
有
り
、号
し
て
多
宝
と
曰
う
。
其
の
仏
、本
、

菩
薩
の
道
を
行
ず
る
時
、
大
誓
願
を
作
し
て
、
若
し
我
れ
成
仏

し
て
滅
度
の
後
、十
方
の
国
土
に
於
て
法
華
経
を
説
く
処
あ
ら
ば
、

我
が
塔
廟
、
是
の
経
を
聴
か
ん
が
為
の
故
に
、
其
の
前
に
涌
現

し
て
、
為
に
証
明
を
作
し
、
讃
じ
て
善
哉
と
言
う
」（
正
蔵
九
・

三
二
下
）
と
あ
る
。

（
104
）『
般
若
』
を
説
き
た
ま
い
し
時
は
四
方
四
仏
証
明
し
た
ま
う
―

『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
に
『
法
事
讃
私
記
』
を
引
き
、『
般
若
経
』

の
説
示
が
見
出
せ
ず
、『
金
光
明
経
』
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る（
浄
全
九
・
七
七
六
下
）。
一
般
的
に
四
方
四
仏
の
証
明
は『
金
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光
明
経
』
等
の
説
と
さ
れ
、『
放
光
般
若
経
』
は
東
西
南
北
上
下

の
六
仏
で
あ
り
、『
大
品
般
若
経
』
は
十
維
十
仏
で
あ
る
（
望
月

信
亨
『
浄
土
教
の
起
原
及
発
達
』
四
六
三
～
四
七
〇
頁
）。
な
お
、

伝
証
空
『
選
択
密
要
決
』
に
「「
故
法
花
経
」
と
は
多
宝
一
仏
の

証
明
な
り
。「
金
光
明
経
」
と
は
四
方
四
仏
の
証
明
な
り
。「
今

弥
陀
功
徳
」
と
は
唯
だ
慈
悲
の
故
に
、
以
て
機
を
簡
ば
ず
。
十

方
恒
沙
諸
仏
は
皆
共
に
証
す
る
な
り
」（
正
蔵
八
三
・
三
五
五
上
）

と
あ
り
、
永
観
『
往
生
拾
因
』
に
「
之
に
依
り
て
十
方
恒
沙
諸

仏
は
広
長
の
舌
を
出
し
て
各

お
の
お
の

勧
進
を
垂
れ
た
も
う
。
是
れ
実
語

を
表
す
る
な
り
。
仰

そ
も
そ
も

彼
の
信
を
取
る
べ
し
。
鷲
峯
の
妙
法
は
多

宝
一
仏
の
証
明
す
。
又
、
王
城
の
金
典
は
四
方
四
仏
倶
に
説
く
。

凡
そ
厥
れ
処
処
の
集
会
の
道
場
も
今
の
説
の
舌
相
証
誠
の
盛さ

か
り

あ

る
に
は
如
か
ず
」（
浄
全
一
五
・
三
七
三
上
）
と
あ
る
。

（
105
）『
西
方
要
決
』（
浄
全
六
・
六
〇
四
下
）

（
106
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
五
下
）

（
107
）『
往
生
要
集
』（
浄
全
一
五
・
八
八
下
）

（
108
）
有
縁
の
聖
教
―
原
文
に
は
「
有
縁
の
聖
教
」
と
あ
る
が
、
後

の
文
（『
西
方
要
決
』）
に
「
有
縁
の
像
と
教
を
敬
う
」
と
詳
説

さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
聖
教
」
を
「
仏
像
や
経
典
」

と
訳
し
た
。

（
109
）
由
旬
…
長
さ
の
単
位
で
、
牛
が
一
日
で
進
む
距
離
が
一
由
旬

と
さ
れ
る
。

（
110
）『
西
方
要
決
』（
浄
全
六
・
六
〇
四
下
）

（
111
）
三
学
…
仏
道
修
行
で
得
る
べ
き
も
の
の
三
大
要
素
で
、
戒
律
・

禅
定
・
智
恵
の
こ
と
。

（
112
）『
安
楽
集
』（
浄
全
一
・
七
〇
八
上
～
下
）
取
意

（
113
）
三
乗
…
悟
り
を
求
め
る
者
の
分
別
で
、
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・

菩
薩
乗
の
こ
と
。菩
薩
乗
を
上
位
と
し
て
悟
り
と
の
縁
が
深
ま
る
。

大
乗
仏
教
で
は
声
聞
は
仏
の
教
え
を
聞
い
た
が
実
践
を
し
な
い

者
、
縁
覚
は
自
行
に
励
み
化
他
行
が
欠
け
た
者
で
、
菩
薩
は
自

行
化
他
共
に
具
わ
る
も
の
と
す
る
。

（
114
）
三
乗
の
教
旨
―
『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
に
は
「
三
乗
の
教

旨
と
は
、
四
諦
・
十
二
因
縁
・
六
度
等
の
教
法
也
」（
浄
全
九
・

七
七
八
上
）
と
あ
る
。

（
115
）『
西
方
要
決
』（
浄
全
六
・
六
〇
五
下
）

（
116
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
六
下
）。『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』

に
は「
木
の
か
た
ふ
き
た
る
等
と
は
上
来
は
要
决
を
略
抄
し
玉
ふ
。

此
の
恭
敬
修
の
五
種
は
慈
恩
の
釈
な
れ
ば
、
善
導
五
種
正
行
の

中
の
供
養
正
行
并
に
礼
讃
の
恭
敬
修
と
は
其
意
各
別
也
。
初
学

の
人
心
得
べ
し
。
扨
自
下
は
西
方
を
恭
敬
す
る
と
云
に
付
て
礼

讃
の
釈
を
出
し
玉
ふ
也
」（
浄
全
九
・
七
七
八
上
～
下
）
と
あ
る
。

（
117
）『
西
方
要
決
』（
浄
全
六
・
六
〇
五
下
）

（
118
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
六
下
）

（
119
）『
西
方
要
決
』（
浄
全
六
・
六
〇
五
下
）
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（
120
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
五
下
）
取
意

（
121
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
六
下
～
三
五
七
上
）
取
意

（
122
）『
釈
浄
土
群
疑
論
』（
浄
全
六
・
四
九
下
）

（
123
）魔
王
―
欲
界
の
最
高
位
で
あ
る
第
六
他
化
自
在
天
の
王
の
こ
と
。

法
然
上
人
述
『
無
量
寿
経
釈
』
に
「
魔
王
と
は
欲
界
の
第
六
天

他
化
自
在
の
王
な
り
」（
昭
法
全
七
六
）
と
あ
る
。

（
124
）
魔
王
の
た
め
に
妨
げ
ら
る
―
智
顗
『
天
台
小
止
観
』
に
は
「
覚

知
魔
事
」
に
つ
い
て
の
項
目
が
あ
り
、「
如
何
を
か
魔
事
と
名
づ

く
る
や
。
仏
の
如
き
は
、
功
徳
・
智
慧
を
以
て
衆
生
を
度
脱
し

て
涅
槃
に
入
ら
し
む
る
を
事
と
為
す
。
魔
も
亦
た
是
く
の
如
く
、

常
に
衆
生
の
善
根
を
破
壊
し
て
生
死
に
流
転
せ
し
む
る
を
も
っ

て
事
と
為
す
。
若
し
能
く
心
を
道
門
に
安
ず
る
に
、
道
高
け
れ

ば
則
ち
魔
盛
ん
な
り
。故
に
須
ら
く
善
く
魔
事
を
識
る
べ
し
」（
正

蔵
四
六
・
五
〇
六
下
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
、
魔
事
と
は
魔
が
衆

生
の
善
根
を
破
壊
し
て
迷
い
の
生
存
を
繰
り
返
さ
せ
る
事
を
意

味
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
法
然
上
人
『
逆
修
説
法
』
初
七

日
（
昭
法
全
二
三
五
）
に
も
「
対
治
魔
事
」
に
関
す
る
言
及
が

あ
り
、こ
の
『
天
台
小
止
観
』
の
言
及
を
意
識
し
た
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
問
答
も
、
同
じ
く
天
台
に
お
け
る
魔
事
の
理
解

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

（
125
）
魔
界
―
魔
境
、
魔
郷
と
同
じ
く
、
迷
い
の
世
界
の
こ
と
。

（
126
）
九
境
の
魔
事
―
法
然
上
人
『
逆
修
説
法
』
初
七
日
に
も
「
天

台
止
観
の
四
種
三
昧
を
修
行
す
る
に
、
十
種
境
界
の
発
る
中
に

『
魔
事
境
来
る
』
と
云
う
」（
昭
法
全
二
三
五
）
と
あ
り
、
天
台

止
観
の
観
察
の
対
象
で
あ
る
十
種
の
境
界
の
な
か
に
も
魔
事
が

現
れ
、
仏
道
修
行
を
妨
げ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
は
具
体
的
に
九
種
の
境
界
が
何
か
は
明
確
に
示
さ
れ
な
い
が
、

先
に
引
用
し
た
『
天
台
小
止
観
』
に
「
若
し
能
く
心
を
道
門
に

安
ず
る
に
、
道
高
け
れ
ば
則
ち
魔
盛
ん
な
り
」（
正
蔵
四
六
・
五

〇
六
下
）
と
あ
る
通
り
、
十
境
十
乗
観
法
で
も
、
修
行
が
進
む

に
つ
れ
て
魔
事
が
覚
知
さ
れ
、
そ
れ
が
修
行
の
完
成
で
あ
る
涅

槃
ま
で
続
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

（
127
）
弥
陀
の
一
事
～
果
人
清
浄
な
る
が
故
に
―
『
和
語
灯
録
日
講

私
記
』（
浄
全
九
・
七
八
〇
上
）
で
は
、
宋
・
択
瑛
撰
『
浄
土
修

証
儀
』「
弥
陀
の
一
教
は
魔
事
な
し
。
果
人
を
縁
ず
る
が
故
に
」

と
元
照
撰
『
観
経
義
疏
』「
今
、
弥
陀
果
得
真
実
の
境
界
を
観
ず

る
が
故
に
魔
事
な
し
」（
浄
全
五
・
三
六
三
上
）
を
提
示
し
た
う

え
で
、「
果
人
清
浄
」
に
つ
い
て
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
珍
海
撰
『
決
定
往
生
集
』
に
「
択
瑛

師
云
、
十
乗
の
理
観
は
猶
し
九
境
の
魔
事
を
発
す
。
弥
陀
の
一

門
は
本
よ
り
魔
事
な
し
。
弥
陀
を
以
て
境
と
な
し
、
果
人
清
浄

な
る
が
故
に
」（
浄
全
一
五
・
四
九
六
上
）
と
あ
り
、
法
然
上
人

は
こ
う
し
た
一
文
を
取
意
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
128
）
百
丈
の
石
―
一
般
的
に
「
丈
」
は
高
さ
を
示
す
単
位
と
さ
れ
、
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一
丈
は
約
三
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
大
数
と
し
て
現

代
語
訳
し
た
。

（
129
）
二
十
五
の
菩
薩
―
『
観
念
法
門
』
に
は
「『
十
往
生
経
』
に
説

く
が
如
き
、〈
仏
、山
海
慧
菩
薩
、及お

以よ

び
阿
難
に
告
げ
た
ま
わ
く
。

若も

し
人
有
り
て
、
專
ら
西
方
の
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
往
生
を
願

ぜ
ば
、
我
れ
今
よ
り
已い

去ご

、
常
に
二
十
五
の
菩
薩
を
使つ

か

わ
し
て

行
者
を
影
護
せ
し
め
、悪
鬼
悪
神
を
し
て
行
者
を
悩
乱
せ
し
め
ず
、

日
夜
に
常
に
安
穩
な
る
こ
と
を
得
し
む
〉
と
。
此
れ
は
、
亦
た

是
れ
現
生
護
念
增
上
縁
な
り
」（
浄
全
四
・
二
二
九
上
）
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
善
導
大
師
は
複
数
の
著
作
に
お

い
て
『
十
往
生
阿
弥
陀
仏
国
経
』（『
十
往
生
経
』）
を
引
用
し
て
、

阿
弥
陀
仏
が
つ
か
わ
し
た
二
十
五
の
菩
薩
が
極
楽
往
生
を
願
う

念
仏
行
者
を
護
念
す
る
功
徳
を
説
い
て
い
る
。法
然
上
人
も
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
善
導
大
師
の
言
葉
を
『
選
択
集
』
等
に
引
用
し
、

念
仏
行
者
に
対
す
る
二
十
五
菩
薩
の
護
念
が
あ
る
と
説
明
し
て

い
る
。

（
130
）一
念
に
よ
く
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
滅
す
―『
観
無
量
寿
経
』

（
聖
典
一
・
一
八
六
／
浄
全
一
・
五
〇
）。『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』

に
は
「
一
念
の
力
、
九
十
億
劫
百
億
劫
に
及
ば
ず
、
唯
八
十
億

劫
の
罪
を
滅
す
と
は
、
不
思
議
の
仏
法
に
際
限
有
る
に
似
た
り
。

何
ぞ
無
量
億
劫
の
罪
障
を
滅
せ
ざ
る
や
と
云
ふ
と
き
（
中
略
）

一
義
に
仏
力
に
際
限
有
る
に
は
あ
ら
ず
。
今
八
十
億
に
限
る
は
、

只
是
れ
、
凡
夫
の
心
力
、
八
十
億
の
外
に
及
ば
ざ
る
故
に
、
経

に
只
八
十
億
劫
の
罪
を
滅
す
と
説
き
た
も
う
」（
浄
全
九
・
七
八

〇
下
）
と
あ
り
、
八
十
億
劫
が
九
十
億
劫
や
百
億
劫
、
無
量
億

劫
に
及
ば
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
凡
夫
に
と
っ
て
心
の

及
ぶ
範
囲
が
八
十
億
劫
で
あ
り
、
仏
力
に
限
り
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
131
）た
だ
仏
の
名
二
菩
薩
の
名
を
聞
く
す
ら
―『
観
無
量
寿
経
』（
聖

典
一
・
一
九
三
／
浄
全
一
・
五
一
）。

（
132
）
仏
の
色
相
を
念
じ
そ
う
ろ
う
か
―
仏
の
色
相
を
観
じ
る
こ
と

が
念
仏
で
は
な
い
の
か
と
い
う
問
い
の
背
景
に
は
、
源
信
『
往

生
要
集
』
巻
中
（
浄
全
一
五
・
七
九
上
）
の
観
察
門
に
お
け
る

観
想
念
仏
の
説
示
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
が
当
時
の
浄
土
教
や
念

仏
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
理
解
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
133
）
同
体
の
仏
性
を
観
ず
る
―
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て

撰
述
さ
れ
た
密
教
系
の
浄
土
教
テ
キ
ス
ト
に
伝
覚
鑁
『
孝
養
集
』

が
あ
る
。
こ
こ
に
「
彼
法
性
真
如
の
理
は
、
十
方
の
仏
菩
薩
に

も
一
切
衆
生
に
も
蟻
け
ら
に
至
る
迄
も
露
塵
か
は
る
事
な
く
、

皆
い
ま
せ
共
た
ふ
ろ
き
迷
へ
る
故
に
此
生
死
に
は
沈
め
り
。
所

以
に
妄
想
を
留
め
て
我
身
の
仏
性
を
観
念
す
べ
き
な
り
。
我
心

是
諸
仏
の
心
な
り
。
諸
仏
の
心
此
れ
我
心
な
り
。
法
身
同
き
が

故
に
。
真
如
一
な
る
が
故
に
。
法
身
同
な
れ
ば
報
身
・
応
身
皆

同
じ
。
三
身
皆
同
け
れ
ば
一
切
の
相
好
功
徳
皆
同
じ
。
故
に
我
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身
の
仏
性
を
観
ず
る
が
則
三
世
十
方
の
諸
仏
を
念
じ
奉
る
功
徳

と
は
成
る
な
り
」（
続
浄
一
五
・
四
九
下
）
な
ど
と
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
法
然
上
人
ご
在
世
当
時
、
仏
と
本
来
平
等
で
同
質
の
性

質
を
観
じ
る
こ
と
が
諸
仏
を
念
じ
る
こ
と
に
な
る
と
の
見
解
が

あ
り
、
こ
れ
が
「
念
仏
」
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
推

察
さ
れ
る
。

（
134
）
善
導
『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
六
上
）

（
135
）
善
導
『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
七
六
上
）

（
136
）
真
如
実
相
平
等
の
妙
理
―
誰
も
が
本
質
的
に
は
平
等
に
具
え

て
い
る
と
い
う
、
あ
り
の
ま
ま
の
さ
と
り
の
姿
を
観
ず
る
法
門
。

（
137
）
第
一
義
空
―
一
切
の
迷
い
が
な
く
な
っ
た
絶
対
な
る
さ
と
り

の
境
地
の
こ
と
で
あ
り
、
究
極
の
真
理
で
あ
る
空
の
こ
と
。

（
138
）
即
身
成
仏
―
現
世
に
受
け
た
そ
の
身
そ
の
ま
ま
で
さ
と
り
を

開
き
仏
と
な
る
こ
と
。

（
139
）『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
そ
う
ろ
う
様
は
―
『
観
無
量
寿

経
』
上
品
上
生
（
聖
典
一
・
三
〇
五
～
三
〇
六
、
浄
全
一
・
四
六
）。

原
文
で
は
、「
三
種
の
心
を
発
す
べ
し
。
す
な
わ
ち
往
生
す
」
と

あ
る
。

（
140
）『
観
経
疏
』（
聖
典
二
・
二
八
八
、
浄
全
二
・
五
五
下
）

（
141
）
称
う
る
事
上
百
年
よ
り
下
十
声
一
声
ま
で
に
せ
ん
に
―
『
西

方
指
南
抄
』
に
は
、「
モ
シ
ワ
レ
仏
ニ
ナ
リ
タ
ラ
ム
ニ
、
ワ
カ
名

号
ヲ
ト
ナ
フ
ル
事
、
十
声
一
声
マ
テ
セ
ム
モ
ノ
、
ワ
カ
ク
ニ
ニ

ム
マ
レ
ス
ハ
、
ワ
レ
仏
ニ
ナ
ラ
シ
ト
、
チ
カ
ヒ
タ
マ
ヒ
タ
リ
シ
」

（
昭
法
全
五
一
七
）
と
説
か
れ
て
お
り
、
該
当
部
分
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
。

（
142
）
羅
漢
―
小
乗
仏
教
の
最
高
の
さ
と
り
に
達
し
た
聖
者
の
こ
と
。

（
143
）
辟
支
―
独
力
で
さ
と
り
に
向
か
い
、
さ
と
り
を
開
い
た
人
の

こ
と
。

（
144
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
、
浄
全
二
・
五
六
上
）

取
意
。

（
145
）
垂
迹
―
仏
菩
薩
が
衆
生
を
教
化
す
る
た
め
に
神
や
人
間
の
姿

と
し
て
現
れ
た
姿
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
阿
弥
陀
仏
の
垂
迹
と
し

て
善
導
が
こ
の
世
に
姿
を
現
し
た
こ
と
を
指
す
。

（
146
）
念
仏
三
昧
―
一
般
に
心
を
静
め
て
念
仏
に
称
え
る
こ
と
や
仏

菩
薩
の
姿
や
そ
の
功
徳
や
荘
厳
を
憶
念
す
る
境
地
に
い
た
る
方

法
を
指
す
が
、
浄
土
宗
に
お
い
て
は
、
専
ら
念
仏
を
称
え
続
け

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
善
導
大
師
が
称
名
や
観
想
の

行
法
に
よ
っ
て
浄
土
の
荘
厳
や
阿
弥
陀
仏
に
ま
み
え
る
に
至
っ

た
境
地
を
指
す
。

（
147
）
本
地
―
教
化
の
た
め
に
姿
を
現
わ
し
た
人
間
や
神
の
本
体
と

し
て
の
仏
菩
薩
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
垂
迹
と
し
て
こ
の
世
に
姿

を
現
し
た
善
導
大
師
の
本
体
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
の
こ
と
を
指

す
。

（
148
）
深
心
念
仏
し
て
―
『
西
方
指
南
抄
』
や
『
九
巻
伝
』
等
に
は
「
深
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心
」
の
二
文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
（
昭
法
全
五
一
九
）、

そ
れ
に
基
づ
い
て
現
代
語
訳
し
た
。

（
149
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
四
下
）

（
150
）
え
具
足
せ
ぬ
心
―
こ
の
中
、「
え
」
に
つ
い
て
聖
典
の
詞
書
で

は
「
□
」
で
表
現
さ
れ
読
み
切
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
釈
文

で
は
「
え
」
と
翻
刻
さ
れ
、『
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵　

黒
谷
上
人

語
燈
録　

元
亨
版　

翻
刻
お
よ
び
総
索
引
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇

二
〇
年
）
で
も
「
え
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
（
一
一
九
頁
下
段
）。

（
151
）
か
く
は
―
聖
典
の
詞
書
と
釈
文
で
は
「
か
く
は
」
で
翻
刻
さ

れ
て
い
る
が
、『
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵　

黒
谷
上
人
語
燈
録　

元

亨
版　

翻
刻
お
よ
び
総
索
引
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
で

は
「
さ
て
は
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
（
一
二
〇
頁
下
段
）。

（
152
）『
称
讃
浄
土
経
』（
浄
全
一
・
一
八
八
上
）

（
153
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
四
、
浄
全
二
・
五
八
下
）

（
154
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
四
、
浄
全
二
・
五
八
下
）

（
155
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
四
、
浄
全
二
・
五
八
下
）

（
156
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
四
～
二
九
五
、
浄
全
二
・

五
八
下
）

（
157
）
十
人
が
中
に
四
五
人
生
ま
る
―
『
往
生
礼
讃
』
に
は
「
千
時

希
に
五
三
を
得
」（
浄
全
四
・
三
五
六
下
）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
「
十
人
が
中
に
四
五
人
生
ま
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
十
」

を
「
千
」
の
翻
刻
ミ
ス
と
解
釈
し
て
現
代
語
訳
を
施
し
て
い
る
。

（
158
）
釈
文
は
「
各
習
い
た
る
様
ど
も
こ
そ
そ
う
ら
わ
め
」（
聖
典
四
・

四
〇
五
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
詞
書
で
は
「
お
の
お
の
な
ら
ひ

た
る
様
と
も
こ
そ
候
ら
め
」（
聖
典
四
・
一
二
四
）
と
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
詞
書
を
用
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
現
代
語
訳
を
施
し

て
い
る
。

（
159
）
釈
文
は
「
散
ら
せ
給
う
ま
じ
く
」（
聖
典
四
・
四
〇
六
）
と
な
っ

て
い
る
が
、
詞
書
で
は
「
ち
ら
さ
せ
給
ま
し
く
」（
聖
典
四
・
一

二
四
）
と
あ
り
、
詞
書
の
「
散
ら
さ
せ
」
を
用
い
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
現
代
語
訳
を
施
し
て
い
る
。

（
160
）
容い

れ
て
―
元
亨
版
で
は
「
い
れ
て
」
と
あ
り
、九
巻
伝
で
は
「
入

れ
て
」
と
な
る
。

（
161
）
且か

つ

う
は
―
『
西
方
指
南
抄
』
に
は
、「
且
は
」
を
欠
く
。
元
亨

版
と
九
巻
伝
で
は
、「
且
は
」
と
あ
る
。
正
徳
版
で
は
、「
且
に
」

と
な
る
（
昭
法
全
五
二
六
註
②
）。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
を
勘
案

し
て
「
重
ね
て
の
」
と
現
代
語
訳
し
た
。

（
162
）
容い

れ
ぬ
―
元
亨
版
で
は
「
い
れ
ぬ
」
と
あ
り
、九
巻
伝
で
は
「
入

れ
ぬ
」
と
な
る
。

（
163
）こ
の
門
―『
大
胡
太
郎
実
秀
に
遣
わ
す
御
返
事
』に
お
い
て「
門
」

は
初
出
だ
が
、文
脈
上
、「
浄
土
門
」
と
し
て
現
代
語
訳
を
施
し
た
。

（
164
）
位
高
き
往
生
を
遂
げ
て
―
現
世
の
行
為
に
応
じ
た
九
通
り
の

浄
土
往
生
（
九
品
）
の
中
、
上
品
に
往
生
し
た
者
は
、
速
や
か

に
還
相
回
向
が
で
き
る
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
法
然
上
人
も
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「
上
品
ノ
往
生
手
ヲ
ヒ
ク
へ
カ
ラ
ス
」（『
三
部
経
大
意
』
昭
法
全

四
五
）
な
ど
と
教
示
さ
れ
て
い
る
。
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１
．
は
じ
め
に

当
研
究
班
は
、
寺
院
・
僧
侶
の
布
教
教
化
活
動
に
つ
い
て
、

主
に
布
教
師
の
視
点
か
ら
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
令
和
五

年
度
よ
り
、「『
三
部
経
』
説
教
の
研
究
―
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集

の
作
成
―
」
を
テ
ー
マ
と
し
研
究
会
を
開
催
し
た
。
な
お
、
本

研
究
の
期
間
は
三
年
間
と
す
る
。

浄
土
宗
の
説
教
に
は
、「
讃
題
」（
経
文
や
祖
師
法
語
の
一
節
）

を
頂
戴
し
て
説
き
示
し
、
称
名
念
仏
を
も
っ
て
結
勧
す
る
と
い

う
型
（
五
段
法
・
七
段
法
な
ど（

（
（

）
が
あ
る
。
現
在
で
は
、
総

本
山
知
恩
院
『
元
祖
大
師
御
法
語
』（
前
篇
・
後
篇
）
か
ら
法

然
上
人
の
お
言
葉
を
讃
題
と
し
て
頂
戴
す
る
こ
と
が
多
い
。
仏

教
徒
と
し
て
、
な
に
ゆ
え
我
々
は
念
仏
行
を
頂
戴
し
実
践
し
布

教
す
る
の
か
。
浄
土
宗
開
宗
八
五
〇
年
の
節
目
に
、
あ
ら
た
め

て
「
凡
入
報
土
」
を
お
示
し
く
だ
さ
っ
た
法
然
上
人
の
御
心
を

拝
し
、
仏
教
の
教
理
（
無
常
・
無
明
・
因
果
・
苦
・
生
死
輪
廻

／
仏
の
智
慧
、
慈
悲
、
覚
り
…
）
に
立
ち
返
っ
て
法
を
説
く
こ

と
を
考
え
る
こ
と
と
し
た
。
そ
こ
で
本
研
究
は
、
仏
説
を
直
に

頂
戴
し
て
お
伝
え
す
る
こ
と
を
意
識
し
、『
三
部
経
』
説
教
を

想
定
し
た
「
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
」
の
作
成
を
目
標
に
掲
げ
た
。

令
和
五
年
度
は
『
無
量
寿
経
』
巻
上
よ
り
讃
題
を
選
定
し
、

次
に
挙
げ
る
「
凡
例
」
に
沿
っ
て
ま
と
め
た
も
の
が
本
報
告
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
従
来
の
檀
信
徒
を
対
象
と
し
た
法
話
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教
化
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
、
幅
広
い
聴

衆
に
対
す
る
仏
教
法
話
に
つ
い
て
も
参
考
と
な
る
資
料
を
意
識

令
和
五
年
度　

布
教
研
究　

研
究
成
果
報
告

『
三
部
経
』
説
教
の
研
究 

―
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
の
作
成
―
（
一
）

『
無
量
寿
経
』
巻
上
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し
た
も
の
で
あ
る
。

２
．
凡
例

①
〈
讃
題
〉

『
浄
土
宗
聖
典
』
第
一
巻
よ
り
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

※�

四
十
八
願
よ
り
讃
題
を
選
定
す
る
に
あ
た
り
、
聖
冏
上
人
の

『
浄
土
二
蔵
二
教
略
頌
』
に
お
け
る
三
種
の
分
類
を
参
考
に

し
た（

（
（

。
第
一
に
仏
の
有
り
様
に
関
す
る
誓
願（
摂
法
身
の
願
）、

第
二
に
仏
国
土
の
有
り
様
に
関
す
る
誓
願
（
摂
浄
土
の
願
）、

第
三
に
教
化
に
関
す
る
誓
願
（
摂
衆
生
の
願
）
で
あ
る
。
選

定
し
た
讃
題
は
、
基
本
的
に
第
一
・
第
二
に
あ
た
る
誓
願
お

よ
び
第
三
の
う
ち
凡
夫
（
人
・
天
）
に
向
け
た
誓
願
で
あ
る
。

第
三
に
お
け
る
聖
人
（
声
聞
・
菩
薩
）
に
向
け
た
誓
願
は
、

今
回
の
研
究
範
囲
と
し
な
か
っ
た
。

②
〈
現
代
語
訳
〉

浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『【
現
代
語
訳
】
浄
土
三
部
経
』（
浄

土
宗
、
二
〇
一
一
）
よ
り
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

そ
の
讃
題
に
て
お
伝
え
す
る
内
容
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
並
べ
た
。

「
／
」
の
あ
と
に
は
、
讃
題
を
掲
げ
る
法
話
が
特
に
適
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
法
要
行
事
等
を
挙
げ
た
。

※�

「
年
回
法
要
」
は
、
そ
の
前
後
の
短
い
時
間
に
讃
題
を
拝
読

し
て
法
話
を
勤
め
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
内
容

が
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
讃
題
に
は
設
定
に
掲
げ
た
。
ま

た
、
年
忌
に
よ
っ
て
ご
遺
族
の
心
情
に
変
化
が
あ
る
た
め
、

充
分
に
慮
っ
て
導
入
や
話
材
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

各
讃
題
の
要
旨
を
一
言
で
言
い
表
し
た
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
案
で
あ
る
。
寺
報
、
掲
示
伝
道
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
使
え

る
も
の
を
意
識
し
た
。

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

主
に
、
義
山
上
人
（
一
六
四
八
―
一
七
一
七
）
の
講
説
を
記

し
た『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』を
参
照
し
た
。『
三
経
随
聞
講
録
』

は
『
浄
土
宗
全
書
』
巻
一
四
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で

は
特
に
、
平
成
一
九
年
度
よ
り
発
足
し
た
「
近
世
浄
土
宗
学
の
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基
礎
的
研
究
」（
平
成
二
六
年
度
か
ら
は
「
教
学
研
究
Ⅱ
〈
京

都
分
室
〉）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
研
究
成
果
で
あ
る
、
左

記
の
資
料
を
大
い
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

・��「『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
上
之
一
―
四　
書
き
下
し
」

（『
教
化
研
究
』
第
二
一
号
〈
二
〇
一
〇
年
〉
―
第
二
四
号
〈
二

〇
一
三
年
〉）

⑥
〈
解
説
〉

讃
題
に
採
り
上
げ
た
経
文
の
簡
単
な
解
説
で
あ
る
。
ま
た
、

関
連
す
る
経
文
（
願
文
に
対
す
る
願
成
就
文
や
御
法
語
な
ど
）

を
こ
こ
で
示
し
た
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉
は
、
研
究
班
一
名
が
執
筆
を
担
当
し
、

研
究
会
に
て
内
容
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。（
記
名
原
稿
）

基
本
的
に
は
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
の
箇
条
書
き
で
あ
る
。
適
宜
、

法
話
原
稿
を
付
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
現
在
起
き
て
い
る

時
事
問
題
や
身
近
な
問
題
に
繋
が
る
よ
う
努
め
た
記
述
も
あ
る
。

〇
〈
そ
の
他
〉

・�

注
な
ど
に
お
け
る
書
名
は
、
次
の
よ
う
な
略
号
を
用
い
た
。

　
聖
典　
　
…
『
浄
土
宗
聖
典
』

　
昭
法
全　
…�

『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
平
楽
寺
書
店
、

一
九
五
五
）

　
浄
全　
　
…
『
浄
土
宗
全
書
』

　
続
浄　
　
…
『
浄
土
宗
全
書
続
篇
』

　
正
蔵　
　
…
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

　
現
代
語
訳
…�

『【
現
代
語
訳
】
浄
土
三
部
経
』（
浄
土
宗
、

二
〇
一
一
）

３
．
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
（『
無
量
寿
経
』
巻
上
）

３
―
１
「
如
来
無
尽
の
大
悲
」

①
〈
讃
題
〉

「
如
来
無
尽
の
大
悲
を
も
っ
て
、
三
界
を
矜こ

う

哀あ
い

す
。
所
以
に
世

に
出
興
し
て
、
光ひ

ろ
く
道
教
を
闡ひ

ら
き
、
群
萌
を
拯す

く
わ
ん
と
欲
し
て
、

恵
む
に
真
実
の
利
を
も
っ
て
す
」（
聖
典
一
・
二
一
八
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
如
来
と
は
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
大
悲
の
心
で
迷
い
の
世
界

〔
の
人
々
〕
を
憐
れ
む
。
そ
れ
故
、〔
迷
い
の
〕
世
界
に
お
出
ま
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し
に
な
っ
て
覚
り
へ
の
道
を
弘
く
説
き
明
か
し
、
あ
ら
ゆ
る

人
々
を
救
お
う
と
願
っ
て
、
恵
み
と
し
て
〔
覚
り
の
世
界
へ
と

導
く
と
い
う
〕
真
実
の
利
益
を
施
す
〔
方
な
の
で
あ
る
〕」（
現

代
語
訳
・
三
五
―
三
六
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

如
来
、
大
悲
、
三
界
、
矜
哀
、
真
実
の
利
／
一
般
仏
教
法
話
会
、

十
夜
会
、
通
夜
・
葬
儀
、
年
回
法
要

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
仏
よ
、
人
々
を
救
え
！
」

「
人
々
よ
、
私
が
救
う
ぞ
！
」

「
救
い
た
い
仏
と
救
わ
れ
た
い
私
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

如
来
…
梵
語tathāgata

の
訳
語
。
如
去
、
多
陀
阿
伽
度
、

多
陀
阿
伽
陀
と
も
訳
す
。「
そ
の
よ
う
に
行
く
者
」「
そ
の
よ

う
に
実
践
を
し
た
者
」「
人
々
を
救
う
た
め
に
そ
の
よ
う
に

来
た
者
」、
す
な
わ
ち
仏
の
こ
と
。
如
来
の
十
号
の
一
つ
。

如
来
は
イ
ン
ド
の
諸
宗
教
で
す
ぐ
れ
た
宗
教
者
に
対
す
る
呼

び
名
で
、
仏
教
で
は
仏
や
世
尊
と
同
様
に
覚
者
を
意
味
す
る
。

釈
迦
牟
尼
仏
を
釈
迦
牟
尼
如
来
、
阿
弥
陀
仏
を
阿
弥
陀
如
来

と
い
う
。

・�

大
悲
…
仏
の
大
悲
。
大
慈
悲
、
大
慈
大
悲
と
も
い
う
。「
慈
」

は
梵
語m

aitrī

、「
悲
」
は
梵
語karun

・ā

の
訳
語
。
仏
・

菩
薩
が
人
々
を
あ
わ
れ
み
、楽
を
与
え
、苦
を
取
り
除
く
こ
と
。

経
典
で
は
筏
に
喩
え
ら
れ
る
。
法
然
上
人
の
『
逆
修
説
法
』

一
七
日
に
は
「
次
に
は
道
の
先
達
の
為
に
来
迎
し
た
も
う
な

り
。
或
は
往
生
伝
に
沙
門
志
法
の
遺
書
に
曰
く
、
我
、
生
死

の
海
に
在
て
、
幸
に
聖
の
船
筏

4

4

に
値
り（

（
（

」
と
あ
る
。
聖
光

上
人
の
『
授
手
印
』
序
に
「
法
蔵
菩
薩
の
大
悲
誓
願
の
筏4

、

今
の
弥
陀
覚
王
の
広
度
衆
生
の
船（

（
（

」
と
あ
る
。

・�

三
界
…
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
こ
と
。
衆
生
が
輪
廻
し
て

生
死
を
繰
り
返
す
三
種
の
境
界
。
三
界
は
五
趣
（
あ
る
い
は

六
趣
）
と
と
も
に
仏
教
の
世
界
観
を
表
し
て
い
る
。
欲
界
に

は
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
・
天
の
五
趣
、
色
界
と
無
色
界

に
は
天
の
み
し
か
存
在
し
な
い
。
三
界
は
煩
悩
に
縛
ら
れ
輪

廻
に
さ
ま
よ
う
境
界
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
を
厭
い
、
速
や
か

に
抜
け
出
す
べ
き
境
界
で
も
あ
る
。
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・�

矜
哀
…
「
矜
」
は
あ
わ
れ
む
、「
哀
」
は
か
な
し
む
の
意
。『
菩

薩
本
縁
経
』『
賢
愚
経
』『
正
法
華
経
』『
華
厳
経
』
等
に
出
る
。

『
無
量
寿
経
』
で
は
こ
の
箇
所
の
み
出
る
。

・�

道
教
…
仏
道
、
仏
教
を
指
す
。
こ
の
箇
所
の
少
し
前
に
も

「（
諸
々
の
菩
薩
は
）
諸
仏
の
国
に
遊
ん
で
、
普
く
道
教

4

4

を
現

ず（
（
（

」
と
あ
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

如
来
は
こ
の
世
の
衆
生
を
憐
れ
み
、
真
実
の
道
に
向
か
わ
せ

る
た
め
に
教
え
を
説
き
、
こ
の
世
に
現
れ
た
こ
と
を
説
く
。

こ
こ
で
の
「
如
来
」
は
諸
仏
一
般
の
仏
を
指
す
。
讃
題
の
経

文
は
、『
無
量
寿
経
』
巻
上
の
序
分
で
、
五
徳
瑞
現
の
後
、

釈
尊
が
い
つ
も
よ
り
増
し
て
非
常
に
輝
か
し
い
お
顔
を
さ
れ

て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
阿
難
尊
者
が
釈
尊
に
問
い
（
諸
根

悦
予
、
光
顔
巍
巍
）、
そ
れ
に
対
し
て
釈
尊
が
如
来
の
様
相

を
様
々
に
説
く
。
引
き
続
き
、
正
宗
分
に
お
い
て
教
え
を
説

く
き
っ
か
け
と
な
る
場
面
で
あ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

如
来
（
仏
）
が
こ
の
世
に
現
れ
た
理
由
を
、
改
め
て
法
話
で

取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
衆
生
が
実
は
救
わ
れ

る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
き
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
説
法
前
の
釈
尊
の
お
姿
が
、
い
つ
も
よ
り

も
輝
き
が
増
し
、
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か

ら
説
か
れ
る
阿
弥
陀
様
の
本
願
念
仏
の
教
え
の
す
ば
ら
し
さ

が
、
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
で
き
る
で
し
ょ

う
。

・�『
無
量
寿
経
』
中
で
こ
の
讃
題
の
経
文
に
続
く
も
の
と
し
て
、

「（
如
来
は
）
無
量
億
劫
に
も
、
値
い
難
く
見
難
し
。
な
お
霊

瑞
華
の
、
時と

き

時あ
っ
て

す
な
わ
ち
出
づ
る
が
ご
と
し（

（
（

」
と
あ
り
、

仏
の
こ
の
世
で
の
出
現
が
非
常
に
稀
有
で
あ
る
こ
と
を
霊
瑞

華
の
喩
え
で
説
く
。
霊
瑞
華
は
優
曇
華
、
優
曇
波
羅
華
（
梵

語
でudum

bara

）
と
も
い
い
、
ク
ワ
科
の
イ
チ
ジ
ク
属
の

一
種
。
経
典
で
は
伝
説
上
の
植
物
と
し
て
扱
わ
れ
、
三
千
年

に
一
度
し
か
咲
か
な
い
花
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
花
が
咲
く
時

は
転
輪
聖
王
（
特
に
金
輪
王
。
須
弥
山
の
四
州
を
統
治
す
る

王
）
が
姿
を
現
す
と
い
わ
れ
ま
す
。

・�

仏
の
出
現
が
稀
有
で
あ
る
こ
と
の
説
示
に
つ
い
て
、『
元
祖
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大
師
御
法
語
』
前
篇
第
一
「
難
値
得
遇
」
と
関
連
付
け
て
も

良
い
で
し
ょ
う
。「
正
に
今
、
多
生
曠
劫
を
経
て
も
、
生
ま

れ
難
き
人
界
に
生
ま
れ
て
、
無
量
億
劫
を
送
り
て
も
、
遇
い

難
き
仏
教
に
遇
え
り
。
釈
尊
の
在
世
に
遇
わ
ざ
る
事
は
悲
し

み
な
り
と
雖
も
、
教
法
流
布
の
世
に
遇
う
事
を
得
た
る
は
、

こ
れ
喜
び
也（

（
（

」
の
御
文
を
讃
題
に
添
え
る
も
の
と
し
て
簡

略
に
取
り
上
げ
て
、「
盲
亀
浮
木
の
喩
え
」
を
付
け
加
え
な

が
ら
お
伝
え
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

・�

如
来
の
大
悲
は
、
し
ば
し
ば
親
の
子
に
対
す
る
思
い
に
譬
え

ら
れ
ま
す
。『
元
祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
第
二
七
「
親
縁
」

に
は
「
衆
生
仏
を
礼
す
れ
ば
、
仏
こ
れ
を
見
給
う
。〈
中
略
〉

仏
も
衆
生
も
親
子
の
ご
と
く

4

4

4

4

4

4

な
る
故
に
、
親
縁
と
名
付
く（

（
（

」

と
あ
り
、
仏

≒
親
、
衆
生

≒

子
、
す
な
わ
ち
「
仏
と
凡
夫
」

と
い
う
関
係
性
に
お
い
て
表
現
さ
れ
ま
す
。
親
と
い
う
も
の

は
常
に
子
に
目
を
向
け
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
、
思
い
を
寄

せ
る
存
在
で
あ
り
、
は
た
ま
た
子
に
危
機
が
迫
れ
ば
、
自
分

の
身
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
も
我
が
子
を
助
け
よ
う
と
し
ま
す
。

そ
れ
と
同
様
に
仏
と
い
う
の
も
常
に
衆
生
に
目
を
向
け
救
お

う
と
働
き
が
け
て
い
る
存
在
で
あ
り
、
身
口
意
の
三
業
に

よ
っ
て
仏
と
衆
生
は
呼
応
関
係
に
あ
る
べ
き
こ
と
を
お
伝
え

し
ま
し
ょ
う
。

�

ま
た
、
親
も
凡
夫
で
あ
る
が
た
め
に
、
そ
の
思
い
や
愛
情
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
我
が
子
を
蔑

な
い
が
し

ろ
に
す
る
親
、
傷
つ

け
る
親
、
殺
め
る
親
も
い
ま
す
。
や
む
を
得
な
い
事
情
で
我

が
子
を
手
放
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
一
方
で
、
仏
の
大

悲
の
み
心

4

4

は
限
り
が
な
く
、
私
た
ち
三
界
の
衆
生
を
見
捨
て

る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
の

大
悲
は
第
十
八
願
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
や
、「
摂
益
文
」

に
説
か
れ
る
よ
う
に
そ
の
大
悲
は
「
光
明
」
と
し
て
こ
の
世

を
照
ら
し
働
き
か
け
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
も
付
け
加
え
て

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
北
條
竜
士
）

３
―
２
「
法
蔵
説
話
」

①
〈
讃
題
〉

「
時
に
国
王
あ
り
。
佛
の
説
法
を
聞
き
て
、
心
に
悦
豫
を
懐
き
、
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す
な
わ
ち
無
上
正
真
の
道
意
を
発
し
、
国
を
棄
て
王
を
捐
て
て
、

行
じ
て
沙
門
と
な
る
。
名
づ
け
て
法
蔵
と
い
う
。
高
才
勇
哲
に

し
て
、
世
と
超
異
せ
り
」（
聖
典
一
・
二
二
〇
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
時
を
同
じ
く
し
て
、〔
あ
る
〕
国
王
が
い
た
。〔
世
自
在
王
〕

仏
の
説
法
を
聞
い
て
、心
に
〔
目
の
前
が
晴
れ
わ
た
る
よ
う
な
〕

深
い
感
銘
を
受
け
、
そ
の
ま
ま
こ
の
上
な
い
覚
り
を
求
め
る
心

を
発
し
、
国
政
か
ら
も
王
位
か
ら
も
退
き
、
修
行
す
べ
く
沙
門

と
な
っ
た
。〔
そ
の
沙
門
は
〕
法
蔵
と
呼
ば
れ
た
。
す
ぐ
れ
た

才
能
を
身
に
具
え
、
志
の
堅
固
な
る
こ
と
は
、
す
で
に
世
間
を

超
越
し
て
い
た
」 （
現
代
語
訳
・
三
八
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

法
蔵
説
話
、
本
願
、
発
心
、
報
身
／
十
夜
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
一
念
発
起
」

「
法
蔵
の
発
心
」

「
菩
薩
の
歩
み
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

国
王
…
法
蔵
菩
薩
の
前
身
。『
無
量
寿
経
』
に
は
法
蔵
菩
薩

の
国
王
時
代
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
義
山
の
『
無

量
寿
経
隋
聞
講
録
』
に
よ
る
と
、『
平
等
覚
経
』
に
は
「
世

饒
王
」、『
大
悲
分
陀
利
経
』
に
は
「
離
諍
王
」
と
い
う
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
然
上
人
も
法
蔵
菩
薩
の
国
王
時

代
の
名
前
を
、『
無
量
寿
経
釈
』
の
中
で
、「
離
垢
浄
王
」、「
無

諍
念
王
」
と
記
し
て
い
る
。
国
王
の
名
に
つ
い
て
、
法
然
門

下
の
間
で
は
、「
無
諍
念
王
」
と
い
う
表
記
が
多
く
み
ら
れ
る
。

・�

佛
…
こ
こ
で
の
佛
は
世
自
在
王
仏
を
指
す
。
阿
弥
陀
仏
が
法

蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
因
位
の
時
に
帰
依
し
導
か
れ
た
仏
。『
無

量
寿
経
』
に
よ
る
と
、
久
遠
の
昔
、
錠
光
如
来
が
世
に
出
て

衆
生
を
教
化
し
た
後
、
次
々
と
五
十
三
仏
が
出
世
し
て
、
そ

の
次
に
出
た
過
去
仏
と
さ
れ
る
。
世
自
在
王
仏
は
法
蔵
菩
薩

の
た
め
に
二
百
一
十
億
の
諸
仏
刹
土
の
天
人
の
善
悪
、
国
土

の
粗
妙
を
説
き
、
こ
れ
を
示
現
し
て
観
見
さ
せ
、
こ
れ
に
よ

り
法
蔵
菩
薩
は
四
十
八
願
を
発
す
こ
と
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

・�

悦
豫
…
喜
び
楽
し
む
こ
と
。
喜
び
が
表
に
現
れ
た
す
が
た
。
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・�
沙
門
…
出
家
修
行
者
の
こ
と
。

・�
正
真
道
意
…
菩
提
心
の
こ
と
。
法
蔵
菩
薩
の
発
心
の
こ
と
を

指
す
。

・�

法
蔵
…
阿
弥
陀
仏
の
前
身
。
阿
弥
陀
仏
が
菩
薩
で
あ
っ
た
時

の
名
前
。

・�

高
才
勇
哲
…
智
慧
が
人
よ
り
優
れ
、
意
志
が
強
い
こ
と
。

⑥
〈
解
説
〉

そ
も
そ
も
阿
弥
陀
仏
は
、
仏
に
な
る
前
に
一
国
の
国
王
で

あ
っ
た
。
そ
の
国
王
で
あ
っ
た
時
に
世
自
在
王
如
来
と
い
う
仏

の
教
え
を
聞
き
、
感
銘
を
受
け
、
発
心
し
た
。
国
王
は
世
自
在

王
如
来
に
憧
れ
の
心
を
抱
き
、
如
来
と
同
じ
よ
う
に
多
く
の

人
々
を
救
い
た
い
と
願
い
、
王
位
を
捨
て
て
出
家
し
、
法
蔵
と

い
う
修
行
者
に
な
っ
た
。
こ
の
讃
題
は
、
阿
弥
陀
仏
が
、
出
家

す
る
に
至
る
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

阿
弥
陀
仏
は
、
最
初
か
ら
仏
で
な
く
、
も
と
は
我
々
と
同
じ
、

た
だ
の
人
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
間
で
あ
っ
た
国
王
が
出
家

し
、
阿
弥
陀
如
来
と
い
う
仏
に
な
る
、「
国
王
→
法
蔵
菩
薩

→
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
順
序
立
て
て
説
く
の

も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

�

そ
の
一
連
の
流
れ
は
、『
無
量
寿
経
』
に
よ
る
と
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

一
、�

あ
る
国
王
が
、
世
自
在
王
如
来
の
説
法
を
聞
き
、
菩
提

心
を
起
こ
し
、
王
位
を
捨
て
て
、
法
蔵
菩
薩
と
い
う
沙

門
に
な
っ
た
。

二
、�

法
蔵
菩
薩
は
、
世
自
在
王
如
来
に
、
如
何
な
る
浄
土
を

建
立
す
べ
き
か
、
尋
ね
る
と
、
世
自
在
王
如
来
は
、
法

蔵
菩
薩
の
た
め
に
二
百
一
十
億
に
も
及
ぶ
浄
土
の
長
所
、

短
所
を
説
き
、
実
際
に
浄
土
の
様
子
を
法
蔵
菩
薩
に
見

せ
た
。

三
、�

法
蔵
菩
薩
は
、
世
自
在
王
如
来
の
説
く
浄
土
を
参
考
に
、

理
想
の
浄
土
を
建
立
す
る
た
め
に
、
五
劫
の
間
、
思
惟

し
て
、
衆
生
済
度
の
た
め
に
四
十
八
の
本
願
を
立
て
た
。

四
、�
法
蔵
菩
薩
は
、
四
十
八
の
本
願
を
成
就
す
べ
く
、
兆
載

永
劫
と
い
う
永
遠
に
近
い
時
間
、
修
行
に
努
め
た
。
そ
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の
結
果
、
本
願
は
成
就
さ
れ
、
阿
弥
陀
仏
と
い
う
仏
と

な
り
、
西
方
に
極
楽
浄
土
と
い
う
最
高
の
浄
土
を
建
立

し
た
。
阿
弥
陀
仏
は
、
も
う
す
で
に
十
劫
も
昔
か
ら
極

楽
浄
土
に
在
し
、
現
在
も
極
楽
浄
土
で
説
法
し
て
い
る
。

�

以
上
、
国
王
が
阿
弥
陀
仏
に
な
る
ま
で
の
概
略
を
述
べ
た
が
、

こ
れ
を
「
法
蔵
説
話
」
と
い
う
。
こ
の
「
法
蔵
説
話
」
を
説

く
時
に
、
客
観
的
な
説
話
、
神
話
、
お
と
ぎ
話
と
し
て
絵
空

事
の
よ
う
に
説
く
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
を
救
わ
ん
が
た
め

に
、
五
劫
思
唯
と
兆
載
永
劫
の
修
行
の
結
果
、
仏
と
な
ら
れ

た
血
の
通
う
、
温
も
り
を
持
っ
た
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
こ
と
を

強
調
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

・�

浄
土
宗
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
仏
格
を
報
身
と
定
義
す
る
。
善

導
大
師
は
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
、

　

�『
無
量
寿
経
』
に
云
く
、「
法
蔵
比
丘
、
世
饒
王
仏
の
所
に

在
っ
て
、
菩
薩
の
道
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
四
十
八
願
を

発
し
、一
一
に
願
じ
て
言
く
、も
し
我
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、

十
方
の
衆
生
、
我
が
名
号
を
称
し
て
我
が
国
に
生
ぜ
ん
と

願
じ
て
、
下
十
念
に
至
る
ま
で
、
も
し
生
ぜ
ず
ん
ば
、
正

覚
を
取
ら
じ
」
と
。
今
す
で
に
成
仏
し
た
ま
う
、
す
な
わ

ち
こ
れ
酬
因
の
身
な
り（

（
（

。

　

�

と
述
べ
、
四
十
八
願
を
建
て
そ
の
願
を
成
就
し
た
こ
と
を

も
っ
て
「
酬
因
の
身
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
法
然
上
人
も
『
無
量
寿
経
釈
』
の
中
で
、

　

�

お
よ
そ
万
行
の
因
に
答
え
て
万
徳
の
果
を
感
ず
る
こ
と
、

依
因
感
果
、
華
の
果
を
結
ぶ
が
如
し
。
業
に
酬
い
て
報
を

招
く
、
響
の
声
に
随
う
に
似
た
り
、
こ
れ
す
な
わ
ち
法
蔵

比
丘
実
修
の
万
行
に
酬
い
て
、
弥
陀
如
来
実
証
の
万
徳
を

得
た
ま
え
る
報
身
如
来
な
り（

（1
（

。

　

�

と
述
べ
、報
身
と
は
、万
行
の
因
に
答
え
て
、感
得
す
る
「
酬

因
の
身
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
酬
因
の
身
は
、

阿
弥
陀
仏
の
報
身
と
し
て
の
仏
格
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

�

し
た
が
っ
て
、
我
々
浄
土
宗
教
師
が
説
く
阿
弥
陀
仏
は
、「
酬

因
の
身
」
で
あ
る
報
身
の
阿
弥
陀
仏
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

・�
浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
、
平
成
一
二
年
に
「
布
教
・
情
報

研
究
班
」
が
、
阿
弥
陀
仏
の
説
き
方
に
つ
い
て
、
浄
土
宗
内

で
出
版
さ
れ
て
い
る
書
籍
調
査
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
「
阿
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弥
陀
仏
の
表
現
」
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た（

（1
（

。

　

① 

法
蔵
説
話
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
を
説
く

　

② 
無
量
寿
・
無
量
光
か
ら
阿
弥
陀
仏
を
説
く

　

③ 
大
宇
宙
・
生
命
の
根
源
で
あ
る
と
阿
弥
陀
仏
を
説
く

　

④ 

私
た
ち
の
親
様
、
大
親
様
と
し
て
阿
弥
陀
仏
を
説
く

　

⑤ �

お
陰
様
で
生
か
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
お
陰
様
こ
そ
阿

弥
陀
仏
で
あ
る
と
説
く

　

⑥ �

私
た
ち
は
阿
弥
陀
仏
か
ら
命
を
授
か
り
、
阿
弥
陀
仏

の
も
と
に
帰
る
と
説
く

　

⑦ 

私
の
心
の
中
に
阿
弥
陀
仏
が
在
す
と
説
く

　

�

以
上
、
阿
弥
陀
仏
の
説
き
方
に
つ
い
て
、
七
つ
に
分
類
分
け

さ
れ
て
お
り
、
当
時
、
布
教
の
現
場
に
お
い
て
も
様
々
な
阿

弥
陀
仏
の
説
き
方
が
な
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
、
浄
土
宗
が

定
義
す
る
報
身
の
阿
弥
陀
仏
と
は
、
異
な
る
説
き
方
も
見
受

け
ら
れ
る
。

�

こ
の
よ
う
な
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
、
深
貝
慈
孝
師
（
一
九

三
七
―
二
〇
〇
一
）
は
、
論
文
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
指

摘
し
て
い
る
。

　

�

た
と
え
ば
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
所
帰
の
仏
に
つ
い

て
い
う
場
合
に
も
、
阿
弥
陀
仏
は
宇
宙
の
大
生
命
だ
と
か
、

本
願
は
宇
宙
の
救
済
の
意
志
だ
と
か
の
説
が
浄
土
宗
門
人

に
よ
っ
て
説
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
法
然
上

人
の
教
え
に
従
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
立
場
を
異
に
す
る

仏
教
者
の
所
説
に
随
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
説

か
れ
る
阿
弥
陀
仏
は
、
我
わ
れ
浄
土
宗
教
師
が
所
帰
と
す

る
阿
弥
陀
仏
で
は
な
い
の
で
あ
る（

（1
（

。

�

以
上
、
深
貝
慈
孝
師
の
指
摘
通
り
、
我
々
浄
土
宗
教
師
が
説

く
阿
弥
陀
仏
は
①
の
法
蔵
説
話
に
基
づ
く
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、

「
酬
因
の
身
」
で
あ
る
報
身
の
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

《
十
分
法
話
例
》

令
和
六
年
は
、
法
然
上
人
が
浄
土
宗
を
開
か
れ
て
八
五
〇
年

目
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
今
か
ら
八
五
〇
年
前
に
法

然
上
人
は
、「
我
、
浄
土
宗
を
立
つ
る
心
は
、
凡
夫
の
報
土
に

生
ま
る
る
こ
と
を
、
示
さ
む
た
め
な
り
」
と
浄
土
宗
を
開
く
旨

を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
法
然
上
人
の
浄
土
立
教
開
宗
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の
目
的
は
、
凡
夫
で
あ
る
我
々
が
報
土
で
あ
る
極
楽
浄
土
に
往

生
が
叶
う
「
凡
入
報
土
」
の
教
え
を
明
か
す
た
め
に
あ
っ
た
の

で
す
。「
報
土
」
と
は
、
仏
さ
ま
の
本
願
成
就
の
お
浄
土
を
指

し
ま
す
。
な
ら
ば
、
そ
の
お
浄
土
に
在
す
仏
さ
ま
は
、
当
然
、

そ
の
修
行
に
報
い
ら
れ
て
仏
と
な
ら
れ
た
「
報
身
」
の
阿
弥
陀

さ
ま
で
あ
り
ま
す
。
法
然
上
人
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
念
仏

を
も
っ
て
し
て
報
身
・
阿
弥
陀
さ
ま
の
報
土
へ
往
生
で
き
る
こ

と
を
世
に
広
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

　

�

も
し
我
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
の
衆
生
、
至
心
に
信

楽
し
て
、
我
が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
し
て
、
乃
至
十
念
せ
ん

に
、
も
し
生
ぜ
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
。

と
い
う
御
文
で
す
。

こ
の
御
文
は
、『
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
四
十
八
項
目
あ

る
願
い
の
中
の
第
十
八
番
目
に
あ
た
る
願
い
で
す
。
ち
な
み
に
、

四
十
八
項
目
あ
る
願
い
の
こ
と
を
「
本
願
」
と
申
し
ま
す
。

「
本
願
」
と
は
、「
も
と
も
と
は
願
で
あ
っ
た
」
と
い
う
意

味
で
、
こ
こ
に
は
願
が
成
就
し
て
い
る
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ

て
お
り
、
例
え
て
言
う
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
仏
さ
ま
に
な

る
前
に
宣
言
さ
れ
た
公
約
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
の
公
約
に

四
十
八
項
目
の
内
容
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
さ
ら
に
、

法
然
上
人
は
、
十
八
番
目
の
願
を
四
十
八
願
の
中
心
に
そ
え
、

本
願
の
王
で
あ
る
と
し
て
、
第
十
八
願
の
こ
と
を
「
王
本
願
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

第
十
八
願
を
現
代
語
に
訳
し
ま
す
と
、「
私
が
仏
と
な
っ
た

暁
に
は
、
極
楽
往
生
を
願
い
、
念
仏
を
称
え
る
、
す
べ
て
の
者

を
極
楽
浄
土
に
救
い
摂
っ
て
や
ろ
う
。
も
し
、
救
い
の
手
か
ら

一
人
で
も
取
り
残
す
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
私
は
決
し
て
仏

と
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。
つ
ま
り
、
如
何
な
る
者

で
も
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
念
仏
を
称
え
た
な
ら
ば
、
阿
弥

陀
さ
ま
は
、
す
べ
て
の
者
を
平
等
に
極
楽
浄
土
に
往
生
さ
せ
る

と
誓
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
浄
土
宗
で
は
、
こ
の

第
十
八
願
の
こ
と
を
「
念
仏
往
生
の
願
」
と
呼
び
、
重
視
す
る

の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
「
法
蔵
説
話
」
と
い
っ
て
、
阿
弥
陀
さ

ま
が
仏
さ
ま
に
な
ら
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
、
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
も
そ
も
阿
弥
陀
さ
ま
と
い
う
仏
さ
ま
は
、
最
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初
か
ら
仏
さ
ま
で
は
な
く
、
も
と
は
私
た
ち
と
同
じ
た
だ
の
人

間
で
し
た
。
そ
の
証
拠
に
、
阿
弥
陀
さ
ま
は
遥
か
遠
い
昔
、
と

あ
る
国
の
国
王
で
し
た
。
そ
の
国
王
が
、「
世
自
在
王
如
来
」

と
い
う
仏
さ
ま
の
ご
説
法
を
聞
か
れ
、
そ
の
ご
説
法
に
い
た
く

感
動
さ
れ
、
自
分
も
世
自
在
王
如
来
さ
ま
の
よ
う
な
仏
さ
ま
に

な
り
た
い
と
憧
れ
の
心
を
抱
き
、
実
際
、
王
位
を
捨
て
て
出
家

さ
れ
ま
す
。
出
家
さ
れ
た
時
の
お
名
前
を
「
法
蔵
菩
薩
」
と
い

い
ま
す
。
ち
な
み
に
「
菩
薩
」
と
は
「
覚
り
を
求
め
る
人
」
と

い
う
意
味
で
す
か
ら
、
仏
に
成
る
こ
と
を
目
指
し
修
行
に
励
ん

で
い
る
最
中
の
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
そ
の
修
行
中
に
、
法

蔵
菩
薩
さ
ま
は
世
自
在
王
如
来
さ
ま
の
前
で
「
す
べ
て
の
者
を

救
い
た
い
」
と
願
わ
れ
ま
す
。
そ
の
願
い
を
世
自
在
王
如
来
さ

ま
は
一
旦
、
退
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
す

べ
て
の
者
を
救
う
と
い
う
行
為
が
、
た
っ
た
一
人
で
、
一
升
の

桝
で
も
っ
て
大
海
、
大
き
な
海
の
海
水
を
一
滴
残
ら
ず
掬
い
と

る
の
と
同
様
に
、
困
難
極
ま
り
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
世
自
在
王
如
来
さ
ま
は
、
法
蔵
菩
薩
さ
ま
の
「
す
べ

て
の
者
を
救
い
た
い
」
と
い
う
熱
意
に
押
さ
れ
、
た
と
え
大
海

の
海
水
で
あ
っ
て
も
、
根
気
よ
く
永
い
永
い
時
間
を
か
け
て
掬

い
続
け
れ
ば
、
い
つ
か
は
一
滴
残
ら
ず
掬
い
取
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
直
し
、
願
い
の
実
現
に
向
け
て
、
世
自
在
王
如
来
さ

ま
は
、
法
蔵
菩
薩
さ
ま
に
二
百
一
十
億
に
も
の
ぼ
る
様
々
な
お

浄
土
を
お
見
せ
に
な
り
ま
す
。　

こ
の
時
、
法
蔵
菩
薩
さ
ま
は
数
多
く
の
お
浄
土
を
具
に
ご
覧

に
な
り
、
五
劫
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
を
か
け
考

え
抜
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
浄
土
の
長
所
と
短
所
を
取
捨
選
択

し
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
四
十
八
項
目
と
し
て
選
び
取
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
を
、「
五
劫
思
惟
」
と
申
し
ま
す
。
ち
な
み
に
「
劫
」

と
は
、
時
間
の
単
位
で
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
の
長
さ
か
と
い

う
と
、
四
十
里
四
方
の
大
き
な
岩
が
あ
る
と
し
ま
す
。
こ
の
里

と
い
う
距
離
の
単
位
も
中
国
の
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
ま
い

り
ま
す
が
、
仮
に
一
里
を
四
キ
ロ
で
計
算
す
る
と
一
六
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
四
方
の
大
き
な
岩
に
対
し
て
、
百
年
に
一
度
、
天
か

ら
舞
い
降
り
て
き
た
天
女
が
、
羽
衣
で
岩
を
ス
ッ
と
ひ
と
撫
で

い
た
し
ま
す
。
す
る
と
、
そ
の
時
の
摩
擦
が
生
じ
、
そ
の
摩
擦

に
よ
っ
て
、
ほ
ん
の
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
岩
が
擦
り
切
れ
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ま
す
。
そ
れ
を
、
百
年
に
一
度
繰
り
返
し
、
徐
々
に
岩
が
擦
り

減
っ
て
完
全
に
岩
が
無
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
ま
だ
足
り
な
い

時
間
が
一
劫
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
そ
の
一
劫
の
五

倍
で
す
か
ら
、
私
た
ち
の
想
像
を
絶
す
る
人
智
を
超
え
た
長
い
、

長
い
時
間
が
「
五
劫
」
と
い
う
時
間
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に

法
蔵
菩
薩
さ
ま
は
、「
五
劫
」
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
間
、

考
え
に
考
え
抜
か
れ
、
最
高
の
お
浄
土
を
建
立
す
る
た
め
に

様
々
な
お
浄
土
か
ら
、
こ
れ
以
上
は
な
い
最
高
の
組
み
合
わ
せ

と
し
て
四
十
八
の
長
所
を
選
び
抜
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
四
十
八

の
長
所
が
、
さ
き
ほ
ど
申
し
ま
し
た
四
十
八
願
、
ご
本
願
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
法
蔵
菩
薩
さ
ま
は
世
自
在
王
如
来

さ
ま
の
前
で
四
十
八
項
目
の
様
々
な
願
い
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
法
蔵
菩
薩
さ
ま
は
、
願
い
を
願
い
の
ま
ま
で
終
わ

ら
せ
る
こ
と
な
く
実
現
に
向
け
て
、
今
度
は
「
兆
載
永
劫
」
と

こ
れ
ま
た
永
遠
に
も
思
え
る
永
い
時
間
を
か
け
て
修
行
に
励
ま

れ
、
そ
れ
こ
そ
自
ら
の
目
玉
を
施
し
、
時
に
は
自
ら
の
肉
を
差

し
出
し
、
あ
る
い
は
自
ら
の
生
き
血
を
与
え
て
ま
で
、
命
が
け

で
ご
修
行
に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
「
兆
載
永
劫
」
に
ま
で
及
ぶ
、
ご
修
行
の
結
果
、
法
蔵

菩
薩
さ
ま
は
、
つ
い
に
四
十
八
願
を
全
て
実
現
さ
れ
、
阿
弥
陀

さ
ま
と
い
う
仏
さ
ま
に
な
り
、
太
陽
の
沈
む
西
の
方
角
、
こ
こ

か
ら
遥
か
彼
方
西
方
十
万
億
土
離
れ
た
所
に
、
西
方
極
楽
浄
土

と
い
う
最
高
の
お
浄
土
を
建
立
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
そ

の
極
楽
浄
土
に
私
た
ち
を
救
わ
ん
が
た
め
に
、
阿
弥
陀
さ
ま
は
、

南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
の
御
名
号
に
、
兆
載
永
劫
に
ま
で
及
ぶ

ご
修
行
の
全
て
の
功
徳
を
収
め
込
ん
で
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
が

南
無
阿
弥
陀
仏
と
お
念
仏
を
称
え
る
だ
け
で
極
楽
に
往
生
が
叶

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
も
、
今
か
ら
十
劫
も
遥
か
昔
に
仏
さ
ま
と
な
り
、
そ
の

時
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
ず
っ
と
「
我
が
名
を
呼
べ
、
な

ら
ば
必
ず
救
う
」
と
願
い
を
か
け
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が
こ
の
口
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と

お
念
仏
を
称
え
る
だ
け
で
、
す
べ
て
の
者
が
極
楽
浄
土
に
間
違

い
な
く
救
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
す
べ
て
の
者
の
中
に
は
、
こ
の
私

も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
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法
然
上
人
の
弟
子
で
あ
る
親
鸞
聖
人
が
『
歎
異
抄
』
で
「
弥
陀

の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
え
に
親
鸞
一

人
が
為
な
り
け
り
」
と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
私
に
向
け

ら
れ
た
願
で
あ
る
と
い
う
受
け
取
り
が
大
切
な
の
で
す
。
つ
ま

り
、こ
の
私
を
救
わ
ん
が
た
め
に
阿
弥
陀
さ
ま
は
、「
五
劫
思
惟
」

し
て
く
だ
さ
り
、
さ
ら
に
は
「
兆
載
永
劫
」
に
も
及
ぶ
ご
修
行

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、阿
弥
陀
さ
ま
は
「
す
べ
て
の
者
を
救
い
た
い
」

と
い
う
願
い
（
願
）
と
、
そ
の
願
い
の
実
現
に
向
け
て
の
ご
修

行
（
行
）
に
報
い
て
、
仏
さ
ま
と
な
ら
れ
た
の
で
、
阿
弥
陀
さ

ま
の
こ
と
を
「
酬
因
感
果
身
」
と
も
言
う
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
阿
弥
陀
さ
ま
は
、「
願
」
と
「
行
」
と
い
う
因

に
酬
い
て
、「
仏
の
覚
り
」
と
い
う
果
を
感
じ
ら
れ
た
姿
、
形

の
あ
る
報
身
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
が
南
無
阿
弥
陀
仏
と
呼
べ
ば
、

そ
の
声
に
応
え
て
く
だ
さ
る
、
血
の
通
う
、
温
も
り
を
持
っ
た

仏
さ
ま
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）

３
―
３
「
生
死
を
過
度
す
」

①
〈
讃
題
〉

「
願
わ
く
は
我
れ
作
佛
し
て
、
聖
法
王
に
斉
し
く
、
生
死
を
過

度
し
て
、
解
脱
せ
ず
と
い
う
こ
と
な
か
ら
ん
」（
聖
典
一
・
二

二
一
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
願
わ
く
は
〔
こ
の
〕
私
は
仏
と
な
っ
て

〔
あ
な
た
の
よ
う
な
〕
聖
な
る
法
王
と
同
じ
く

生し
ょ
う

死じ

〔
を
繰
り
返
す
人
々
〕
を
救
い
摂
り

必
ず
解
脱
を
果
た
さ
せ
た
い
」（
現
代
語
訳
・
四
〇
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

歎
仏
頌
、
仏
、
法
蔵
菩
薩
、
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
、
志
願
、
生
死

輪
廻
、
慈
悲
、
救
い
、
解
脱
／
仏
教
法
話
、
一
般
聴
衆

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
生
死
の
苦
か
ら
救
い
摂
ろ
う
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

作
仏
…
仏
に
作な

る
こ
と
を
い
う
。
成
仏
。『
随
聞
講
録
』
に

は
「
上
求
は
自
れ
の
為
に
非
ず
。
是
れ
化
他
の
為
な
り（

（1
（

」
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と
あ
る
。

・�
聖
法
王
…
『
随
聞
講
録
』
に
は
、「
聖
は
无
漏
の
義
な
る
が

故
に
何
れ
の
仏
に
も
通
ず
べ
し
と
雖
も
、
今
は
世
自
在
王
仏

を
指
す
な
り（

（1
（

」
と
あ
る
。

・�

生
死
を
過
度
し
て
…
『
随
聞
講
録
』
に
は
、「
生
死
の
苦
果

を
過
度
す
。
此
れ
苦
を
棄
つ
る
な
り
。
過
と
は
度
な
り
。
度

と
は
出
な
り（

（1
（

」
と
あ
る
。

・�

解
脱
…
道
光
『
無
量
寿
経
鈔
』
に
は
「
過
度
は
苦
を
棄
て
解

脱
は
業
を
離
る（

（1
（

」
と
あ
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�「
歎
仏
頌
」
の
一
節
。
法
蔵
菩
薩
様
が
世
自
在
王
仏
の
尊
容

や
智
慧
光
明
を
称
讃
し
た
後
に
発
し
た
、
最
初
の
願
い
で
あ

る
。
こ
れ
は
『
無
量
寿
経
』
全
体
に
お
い
て
も
、
法
蔵
様
ご

自
身
の
言
と
し
て
最
初
に
発
せ
ら
れ
た
願
い
と
な
る
。
そ
れ

は
、
世
自
在
王
仏
の
よ
う
な
強
大
な
力
を
持
っ
た
仏
に
成
っ

て
、
生
死
を
繰
り
返
す
人
々
を
救
い
摂
り
、
必
ず
覚
り
の
境

地
へ
至
ら
せ
た
い
と
い
う
利
他
の
願
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
利
他
の
願
い
は
、同
じ
く「
歎
仏
頌
」の
中
の
一
節
に「
我

れ
ま
さ
に
一
切
を
哀
愍
し
度
脱
す
べ
し
」（
聖
典
一
・
二
二

二
頁
）
と
謳
わ
れ
、ま
た
「
歎
仏
頌
」
を
説
き
お
わ
っ
て
後
に
、

「
願
わ
く
は
佛
、〈
中
略
〉
諸
も
ろ
の
生
死
、
勤
苦
の
本
を
抜

か
し
め
た
ま
え
」（
聖
典
一
・
二
二
三
頁
）
と
発
せ
ら
れ
て

い
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

法
蔵
様
が
、
ま
ず
最
初
に
発
し
た
願
い
で
あ
る
と
い
う
こ
と

�

四
十
八
願
に
て
具
体
的
な
仏
お
よ
び
仏
国
土
の
理
想
像
が
誓

わ
れ
る
前
に
、「
歎
仏
頌
」
に
お
い
て
、
①
仏
と
し
て
の
一

切
衆
生
救
済
、
②
菩
薩
道
の
完
遂
、
③
理
想
の
仏
国
土
の
建

立
、
④
往
生
人
の
平
安
、
と
い
っ
た
四
十
八
願
の
骨
子
と
も

い
え
る
誓
願
（
志
願（

（1
（

）
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

・�

仏
と
は

�

同
じ
く
「
歎
仏
頌
」
に
は
「
無
明
と
欲
と
怒ぬ

と
、
世
尊
は
永

く
な
し
」（
聖
典
一
・
二
二
一
頁
）
／
「
愚
か
さ
や
欲
深
さ

や
怒
り
〔
な
ど
と
い
っ
た
煩
悩
は
〕
／
世
尊
に
は
断
じ
て
な

く
」（
現
代
語
訳
・
四
〇
頁
）
と
あ
る
。
み
仏
は
痴
（
お
ろ

か
さ
）・
貪
（
む
さ
ぼ
り
）・
瞋
（
い
か
り
）
の
三
毒
を
断
じ



165　『三部経』説教の研究 ―讃題・フレーズ集の作成―（一）『無量寿経』巻上

研究成果報告

て
い
る
。
だ
か
ら
我
ら
凡
夫
の
所
行
に
怒
り
を
振
る
わ
せ
罰

を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
た
だ
慈
悲
哀
愍
の
御
心
に

よ
り
、
悲
し
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
菩
薩
も
ま
た
し
か
り
。
阿

弥
陀
様
や
菩
薩
と
な
っ
た
往
生
人
（
故
人
・
ご
先
祖
さ
ま
）

を
な
る
べ
く
悲
し
ま
せ
な
い
よ
う
な
日
々
の
暮
ら
し
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
、
あ
わ
せ
て
ま
た
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
生
活

を
共
に
歩
み
ま
し
ょ
う
と
お
伝
え
す
る
。

・�

世
間
一
般
の
感
覚
と
仏
教
の
世
界
観
の
違
い
を
伝
え
る

�

「
生
死
」
は
、
一
般
的
に
は
「
せ
い
し
」
と
読
む
。
こ
の
場

合
は
基
本
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
一
生
以
外
は
念
頭
に

な
い
。
し
か
し「
し
ょ
う
じ
」と
読
む
場
合
は
仏
教
語
で
あ
っ

て
、
生
ま
れ
か
わ
り
死
に
か
わ
り
を
繰
り
返
す
こ
と
を
い
う
。

生
死
輪
廻
や
生
死
流
転
な
ど
と
も
い
い
、
我
ら
衆
生
は
生
死

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
こ
と
を
示
す
。
仏
教
の
目
的
は
、

生
死
に
お
け
る
永
続
の
苦
し
み
（
世
間
一
般
に
い
う
と
こ
ろ

の
「
死
ん
だ
ら
終
わ
り
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
苦
し
み
）
を

い
か
に
し
て
終
わ
ら
せ
る
か
、
で
あ
る
。

�

ま
た
、
業
（
心
身
に
よ
る
行
為
）
が
生
死
輪
廻
を
引
き
起
こ

す
原
動
力
で
あ
る
。
三
毒
煩
悩
を
断
っ
て
業
を
離
れ
、
生
死

輪
廻
の
苦
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
解
脱
と
い
う
。
こ
う
し

た
仏
教
の
基
本
も
あ
わ
せ
て
お
伝
え
し
た
い
。

・�

こ
の
「
生
死
」
の
苦
し
み
・
悲
し
み
を
、
い
か
に
我
が
身
に

引
き
あ
て
て
伝
え
る
か

�

弘
法
大
師
の
有
名
な
お
言
葉
に
、「
生
ま
れ
生
ま
れ
生
ま
れ

生
ま
れ
て
生
の
始
め
に
暗
く
、
死
に
死
に
死
に
死
ん
で
死
の

終
わ
り
に
冥く

ら

し
」（『
秘
蔵
宝
鑰
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
何
処

か
ら
来
て
何
処
へ
往
く
の
か
分
か
ら
ず
、
不
安
を
抱
え
な
が

ら
生
き
て
い
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
な
ん
と
な

く
良
い
世
界
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
の
で
は
、
と
い
う
根
拠
の

な
い
想
い
に
よ
っ
て
こ
の
不
安
か
ら
目
を
背
け
て
も
い
よ
う
。

こ
の
我
々
に
付
き
ま
と
う
、
漠
然
と
し
て
い
る
が
強
烈
な
不

安
は
、
現
代
に
あ
っ
て
尚
も
大
き
く
存
在
し
、
閉
塞
感
や
生

き
づ
ら
さ
を
助
長
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
世
間
に
お
い
て
、

宗
教
者
こ
そ
が
、
自
身
の
信
仰
（
の
世
界
観
）
に
基
づ
い
て
、

過
去
世
と
未
来
世
（
往
く
べ
き
世
界
）
を
明
確
に
お
伝
え
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
法
然
上
人
の
お
示
し
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の
中
よ
り
、『
登
山
状
』
に
見
ら
れ
る
「
難
値
得
遇（

（1
（

」
の
御

法
語
や
「
無
常
迅
速（

（1
（

」
の
御
法
語
な
ど
を
頂
戴
し
、
過
去
・

現
在
・
未
来
の
真
の
有
り
様
を
お
取
り
次
ぎ
す
る
。

・�

生
死
出
離
、「
念
仏
し
て
西
方
に
往
く
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
」。

�

善
導
大
師
は
、「
二
河
白
道
」
の
譬
え
の
中
で
「
衆
生
久
し

く
生
死
に
沈
ん
で
矌
劫
に
淪
回
し
、
迷
倒
自
纏
し
て
、
解
脱

す
る
に
由
し
無
し
。
仰
い
で
釈
迦
発
遣
し
て
西
方
に
指
向
せ

し
む
る
こ
と
を
蒙
り
、
ま
た
弥
陀
、
悲
心
を
も
っ
て
招
喚
し

た
ま
う（

（2
（

」
と
述
べ
ら
れ
、『
法
事
讃
』
で
は
「
種
種
の
法
門

は
み
な
解
脱
す
れ
ど
も
念
仏
し
て
西
方
に
往
く
に
過
ぎ
た
る

は
な
し（

（2
（

」
と
仰
っ
て
い
る
。
法
然
上
人
は
「
悪
業
煩
悩
の

縄
を
断
た
ず
ば
な
ん
ぞ
生
死
繋
縛
の
身
を
解
脱
す
る
こ
と
を

得
ん
や（

（2
（

」（「
三
学
非
器
」
の
御
法
語
）
と
の
嘆
き
の
中
で
、

法
蔵
菩
薩
つ
ま
り
阿
弥
陀
様
が
願
い
誓
わ
れ
た
「
選
択
本
願

念
仏
」
に
帰
依
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
我
ら
に
と
っ
て
唯
一
最

高
の
解
脱
の
法
こ
そ
称
名
念
仏
で
あ
る
と
頂
戴
し
、
日
々
の

念
仏
を
お
勧
め
す
る
。

�

ま
た
、
檀
信
徒
以
外
の
一
般
聴
衆
へ
の
仏
教
法
話
で
は
、「
八

万
四
千
の
法
門
あ
れ
ど
も
、
こ
の
私
は
称
名
念
仏
を
も
っ
て

生
死
出
離
の
道
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
自
身
の
信
仰
の

結
論
と
実
践
を
示
せ
ば
よ
い
。も
ち
ろ
ん
、極
楽
往
生
を
も
っ

て
生
死
出
離
を
遂
げ
た
い
と
思
わ
れ
た
方
に
は
称
名
念
仏
を

お
勧
め
す
る
。

【
参
照
】

・�

井
野
周
隆
「
十
分
法
話
例
（
歎
仏
頌
）」（「
常
用
の
偈
文
を

通
し
た
法
話
の
研
究
（
二
）」、『
教
化
研
究
』
三
四
・
八
二

―
八
六
頁
）

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

３
―
４
「
大
安
を
作
さ
ん
」

①
〈
讃
題
〉

「
吾
れ
誓
う
、
佛
を
得
る
ま
で
に
、
普
く
こ
の
願
を
行
じ
て
、

一
切
の
恐
懼
に
、
大
安
を
作
さ
ん
」（
聖
典
一
・
二
二
二
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
は
誓
う

仏
と
な
る
そ
の
時
ま
で
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い
つ
何
時
で
も
こ
う
し
た
願
い
を
叶
え
る
べ
く
励
み

数
々
の
苦
し
み
に
慄
く
す
べ
て
の
人
の
た
め
に

大
い
な
る
安
ら
ぎ〔
を
与
え
る
存
在
〕と
な
ろ
う
」（
現
代
語
訳・

四
一
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

歎
仏
頌
、
志
願
、
精
進
、
努
力
、
大
乗
菩
薩
道
、
仏
／
仏
教
法
話
、

学
生
へ
の
法
話

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
夢
叶
う
ま
で
挑
戦
！！
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

普
く
こ
の
願
を
行
じ
て
…
「
こ
の
願
」
と
は
、
文
脈
上
、
３

―
３
「
生
死
を
過
度
す
」
の
願
い
と
思
わ
れ
る
が
、
義
山
上

人
は
「
此
の
願
と
は
下
に
『
一
切
恐
懼
為
作
大
安
』
と
云

う（
（2
（

」
と
記
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
利
益
衆
生
の
願
で

あ
る
。
ま
た
「
普
く
…
行
じ
て
」
と
は
同
所
に
「
今
日
よ
り

仏
果
を
得
る
に
至
る
ま
で
此
願
を
行
ず
」
と
解
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
御
文
の
前
文
に
示
さ
れ
る
「
布
施
調
意
、
戒
忍
精
進
、

か
く
の
ご
と
き
は
三
昧
と
智
慧
と
を
上す

ぐ

れ
た
り
と
す
」、
つ

ま
り
菩
薩
の
六
波
羅
蜜
を
励
み
行
じ
て
仏
果
を
得
る
旨
を
示

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

・�

恐
懼
…
煩
悩
に
よ
っ
て
恐
れ
お
の
の
く
衆
生
の
こ
と
を
い
う
。

・�

大
安
…
大
い
な
る
安
ら
ぎ
を
与
え
る
存
在
、つ
ま
り
仏
の
こ
と
。

⑥
〈
解
説
〉

・�『
無
量
寿
経
』
巻
上
の
中
の
、
い
わ
ゆ
る
「
歎
仏
頌
」
の
中

に
あ
る
一
文
。
法
蔵
菩
薩
が
世
自
在
王
仏
の
徳
を
讃
歎
し
、

出
家
す
る
願
意
を
説
き
、
世
自
在
王
仏
と
諸
仏
に
悟
り
の
証

明
を
請
う
。

・�

法
蔵
菩
薩
が
仏
と
な
る
そ
の
日
ま
で
修
行
に
励
み
、仏
と
な
っ

た
後
は
、
衆
生
救
済
を
誓
う
御
文
で
あ
る
。

・�

法
蔵
菩
薩
と
し
て
の
総
願
で
あ
る
。「
総
願
偈
」（
四
弘
誓
願
）

と
照
ら
し
あ
わ
せ
て
頂
戴
し
た
い
御
文
で
あ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

〔
教
員
の
立
場
か
ら
〕

・�
我
々
は
夢
や
目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き

た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
夢
や
目
標
が
叶
う
よ
う
に
挑
戦
し

続
け
、
も
し
そ
れ
が
叶
っ
た
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
人
々
に
恩
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返
し
を
す
る
よ
う
な
行
動
を
す
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。

・�
し
か
し
人
生
の
中
で
、
多
く
は
つ
ま
づ
き
と
失
敗
に
終
わ
る

こ
と
が
現
実
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
時
、
自
然
の
ま
ま
の
人

間
か
ら
は
、
悲
し
み
、
苦
し
み
、
執
着
や
煩
悩
の
心
は
無
く

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
心
が
悲
し
み
や
苦
し
み
や
不
安
に
さ

い
な
ま
れ
る
時
、法
蔵
菩
薩
（
阿
弥
陀
仏
）
の
み
心
に
触
れ
て
、

そ
の
苦
し
み
や
悲
し
み
を
一
緒
に
受
け
止
め
て
頂
き
、
前
を

向
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

・�

阿
弥
陀
仏
や
諸
仏
の
救
い
の
働
き
は
、
今
現
在
の
こ
の
私
の

様
々
な
恐
れ
や
不
安
、
苦
し
み
を
共
有
し
、
決
し
て
見
離
す

こ
と
は
な
い
。
我
ら
を
精
一
杯
つ
つ
み
、
安
堵
の
心
を
恵
ん

で
く
だ
さ
る
。

・�『
維
摩
経
』
に
「
衆
生
病
め
ば
則
ち
菩
薩
も
病
み
、
衆
生
の

病
愈
ゆ
れ
ば
菩
薩
も
ま
た
愈
ゆ（

（2
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
私
の

悲
し
み
や
苦
し
み
は
、
私
だ
け
の
も
の
の
よ
う
で
あ
り
つ
つ

も
、
そ
れ
は
仏
様
や
菩
薩
様
の
悲
し
み
な
の
で
は
な
い
か
。

私
が
悲
し
む
時
、
仏
様
菩
薩
様
も
同
じ
よ
う
に
悲
し
ん
で
く

だ
さ
り
、
私
が
喜
ぶ
時
、
同
じ
よ
う
に
喜
び
微
笑
ん
で
く
だ

さ
る
の
で
あ
る
。

〇�

【
話
材
】
金
子
み
す
ゞ
「
さ
び
し
い
と
き
」

　
わ
た
し
が
さ
び
し
い
と
き
に　
よ
そ
の
人
は
知
ら
な
い
の

　
わ
た
し
が
さ
び
し
い
と
き
に　
お
友
だ
ち
は
わ
ら
う
の

　
わ
た
し
が
さ
び
し
い
と
き
に　
お
母
さ
ん
は
や
さ
し
い
の

　

�

わ
た
し
が
さ
び
し
い
と
き
に　

ほ
と
け
さ
ま
は
さ
び
し
い

の

・�

我
々
教
員
は
、
悩
む
生
徒
が
い
れ
ば
共
に
悩
み
、
悲
し
む
生

徒
が
い
れ
ば
共
に
悲
し
み
、
喜
ぶ
生
徒
が
い
れ
ば
共
に
喜
ぶ

存
在
で
あ
り
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。
生
徒
の
夢
や
目
標
が
叶

う
よ
う
に
応
援
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

�

も
ち
ろ
ん
人
と
し
て
僧
侶
と
し
て
、
仏
菩
薩
の
み
心
を
理
想

と
し
、
檀
信
徒
や
ご
縁
の
あ
っ
た
方
に
は
、
わ
ず
か
な
り
と

も
心
か
ら
寄
り
添
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

〇�

【
話
材
】
し
ず
か
ち
ゃ
ん
の
パ
パ
の
言
葉
（『
ド
ラ
え
も
ん
』

二
五
巻
「
の
び
太
の
結
婚
前
夜
」
よ
り
）

�
「
の
び
太
く
ん
を
選
ら
ん
だ
き
み
の
判
断
は
正
し
か
っ
た
と

思
う
よ
」
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�

「
あ
の
青
年
は
人
の
し
あ
わ
せ
を
願
い
、
人
の
不
幸
を
悲
し

む
こ
と
の
で
き
る
人
だ
。
そ
れ
が
い
ち
ば
ん
人
間
に
と
っ
て

だ
い
じ
な
こ
と
な
ん
だ
か
ら
ね
」

�

「
か
れ
な
ら
、
ま
ち
が
い
な
く
き
み
を
し
あ
わ
せ
に
し
て
く

れ
る
と
、
ぼ
く
は
信
じ
て
い
る
よ
」

�

（
執
筆
者
：
青
木
篤
史
）

３
―
５
「
国
土
第
一
」

①
〈
讃
題
〉

「
か
く
の
ご
と
く
精
進
に
し
て
、
威
神
量
り
難
か
ら
ん
に
、
我

が
作
佛
の
国
土
を
し
て
第
一
な
ら
し
め
ん
。
そ
の
衆
、
奇
妙
に

し
て
、
道
場
超
絶
し
、
国
、
泥
洹
の
ご
と
く
に
し
て
、
等
双
な

か
ら
ん
」（
聖
典
一
・
二
二
二
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
こ
の
よ
う
に
勤
め
て

〔
彼
ら
の
光
明
に
〕
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の

強
大
な
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
に
し
て
も

私
が
仏
と
な
っ
た
暁
の
〔
我
が
〕
国
土
を

最
も
す
ぐ
れ
た
〔
世
界
〕
と
し
よ
う

そ
こ
に
住
む
人
々
は
え
も
言
わ
れ
ぬ
ほ
ど
素
晴
ら
し
く

修
行
の
場
と
し
て
も
〔
他
を
〕
凌
駕
し

〔
そ
の
〕
国
土
は
さ
な
が
ら
涅
槃
の
よ
う
な
〔
楽
し
み
が
溢
れ
〕

〔
他
に
〕比
肩
で
き
る〔
国
土
な
ど
〕な
い
よ
う
に
し
よ
う
」（
現

代
語
訳
・
四
二
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

歎
仏
頌
、
菩
薩
の
大
慈
悲
、
志
願
、
国
土
第
一
、
凡
入
報
土
、

仏
道
修
行
の
道
場

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
法
蔵
菩
薩
の
志
は
深
く
広
く
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

如
是
精
進
威
神
難
量
…「
こ
の
二
句
は
神
通
荘
厳
な
り
。諸
佛
、

各
お
の
そ
の
土
に
お
い
て
懇
ろ
に
化
事
を
作
す
。
故
に
『
精

進
』
と
い
う
。
化
を
現
ず
る
こ
と
算
の
表ほ

か
な
り
、
故
に
『
難

量
』
と
い
う
。
著
楽
な
き
こ
と
を
顕
す
。
三
禅
の
楽
を
受
く

れ
ど
も
、
一
念
の
著
な
き
こ
と
漏
尽
の
人
の
ご
と
し（

（2
（

」（『
無

量
寿
経
合
讃
』）。
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・�

威
神
…
仏
菩
薩
の
、
凡
夫
に
は
理
解
で
き
な
い
不
可
思
議
な

徳
の
働
き
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
特
に
光
明
の
威
徳
神
力
を

い
う（

（2
（

。

・�

令
我
作
佛
国
土
第
一
…
「
総
じ
て
最
勝
を
求
む（

（2
（

」（『
無
量

寿
経
合
讃
』）。

・�

其
衆
奇
妙
…
「
已
下
の
四
句
、
別
し
て
最
勝
を
求
む
。
こ
の

句
は
衆
第
一
を
明
か
す
。
い
わ
く
、
六
通
自
在
等（

（2
（

」（『
無

量
寿
経
合
讃
』）。

・�

道
場
超
絶
…
「
こ
の
句
は
成
佛
第
一
な
り
。『
道
場
』
は
こ

れ
佛
果
の
異
称
な
り
。
速
疾
に
成
佛
す
。
故
に
『
超
絶
』
と

い
う（

（2
（

」（『
無
量
寿
経
合
讃
』）。

・�

道
場
…
「
道
場
行
と
は
、
菩
提
の
果
徳
な
り
、
こ
れ
を
名
づ

け
て
道
と
な
す
。
場
と
は
そ
の
処
の
別
称
な
り（

（3
（

」（
浄
影
寺

慧
遠
『
維
摩
経
義
記
』）。

・�

国
如
泥
洹
…
「
こ
の
句
は
快
楽
第
一
な
り
。『
泥
洹
』、
こ
こ

に
円
寂
と
い
う
。
彼
土
の
快
楽
、
涅
槃
に
次
ぐ
べ
し
。
故
に

も
っ
て
こ
れ
に
誓
う
。
下
の
文
に
い
わ
く
、『
微
玅
快
樂
次

於
無
爲
泥
洹
之
道
』
と（

（3
（

」（『
無
量
寿
経
合
讃
』）。

・�

而
無
等
雙
…
「
こ
の
句
は
諸
も
ろ
の
最
勝
を
結
し
て
国
土
第

一
の
義
を
成
ず（

（3
（

」（『
無
量
寿
経
合
讃
』）。

⑥
〈
解
説
〉

・�「
歎
仏
頌
」は
法
蔵
菩
薩
が
世
自
在
王
如
来
の
行
徳
を
讃
歎
し
、

そ
れ
を
念
じ
つ
つ
、
自
身
の
広
大
な
「
志
願（

（3
（

」
を
告
白
し
、

如
来
と
諸
仏
に
そ
の
証
明
を
請
う
偈
文
で
あ
る
。
そ
の
「
志

願
」
は
法
蔵
菩
薩
が
こ
の
後
、
四
十
八
願
を
発
し
た
ま
う
基

礎
と
な
る
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
川
合
梁
定
師
の
『
浄
土
三
部
経

説
教
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
志
願
」
は
三
つ
あ
る
。（
一
）

一
切
衆
生
の
恐
れ
と
悩
み
を
救
っ
て
や
り
た
い
、（
二
）
我

が
作
仏
し
て
構
え
る
浄
土
は
、
諸
仏
の
国
に
比
べ
て
第
一
に

な
ら
し
め
た
い
、（
三
）
清
き
心
の
悦
び
を
得
さ
せ
て
快
楽

安
穏
な
ら
し
め
た
い
、
と
い
う
願
い
で
あ
る（

（3
（

。
讃
題
は
「
我

が
作
仏
し
て
構
え
る
浄
土
は
、
諸
仏
の
国
に
比
べ
て
第
一
に

な
ら
し
め
た
い
」
と
の
「
志
願
」
で
あ
る
。

・�
国
土
第
一
と
は
、
決
し
て
諸
仏
の
中
に
お
い
て
競
争
す
る
の

で
は
な
い
。
衆
生
救
済
の
た
め
に
国
土
を
最
勝
の
も
の
と
し

て
荘
厳
せ
ず
に
は
お
か
な
い
と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
れ
は
善
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導
大
師
が
「
一
々
の
誓
願
は
衆
生
の
た
め
な
り（

（3
（

」（『
般
舟

讃
』）
と
説
か
れ
た
如
く
、大
慈
大
悲
の
顕
れ
に
他
な
ら
な
い
。

そ
し
て
そ
の
願
い
は
二
百
一
十
億
の
土
の
中
よ
り
選
取
さ
れ

た
仏
国
土
と
し
て
成
就
し
た
ま
う
。

・�

そ
の
土
に
生
ま
れ
た
も
の
は
奇
妙
す
な
わ
ち
最
勝
な
る
快
楽

神
通
の
自
在
を
得
せ
し
め
る
と
い
う
は
、
往
生
人
が
単
に
そ

の
快
楽
を
享
受
す
る
為
で
は
な
く
、
菩
薩
道
の
実
践
の
為
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
仏
道
を
成
ず
る
に
比
肩
す

る
も
の
が
な
い
場
と
し
て
の
浄
土
を
建
立
し
た
い
と
い
う
願

い
で
あ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

最
勝
た
る
仏
国
土
を
成
就
せ
し
め
ん
た
め
に
、
法
蔵
菩
薩
は
、

五
劫
思
惟
し
て
、
二
百
一
十
億
の
仏
土
よ
り
選
択
し
、
四
十

八
願
を
建
て
、
兆
載
永
劫
の
修
行
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
。
す

な
わ
ち
報
身
報
土
た
る
こ
と
を
伝
え
る
。
志
願
の
深
さ
を
示

す
。
真
理
そ
の
も
の
で
あ
る
法
身
で
は
、
か
よ
う
な
願
い
も

慈
悲
も
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

・�

そ
の
土
は
、
聖
人
も
悪
人
も
す
べ
て
の
も
の
が
等
し
く
生
ま

れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
で
も
、
最
勝
第
一
で
あ
る
。

そ
れ
が
叶
う
の
は
、
王
本
願
た
る
第
十
八
願
に
誓
わ
れ
た
称

名
念
仏
に
よ
る
。
法
然
上
人
は
こ
の
義
を
顕
わ
さ
ん
が
た
め

に
「
我
、
浄
土
宗
を
立
つ
る
心
は
、
凡
夫
の
報
土
に
生
ま
る

る
こ
と
を
、
示
さ
む
た
め
な
り（

（3
（

」
と
、
浄
土
宗
を
お
開
き

に
な
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
志
願
の
広
さ
を
示
す
。

・�

法
蔵
菩
薩
の
志
願
の
深
広
を
受
け
取
る
前
提
と
し
て
、
こ
の

私
が
ま
さ
に
罪
悪
、
煩
悩
に
ま
み
れ
た
凡
夫
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
。

・�「
そ
の
衆
、
奇
妙
に
し
て
」
の
「
奇
妙
」
と
は
、
そ
の
土
に

生
ま
れ
た
も
の
が
快
楽
神
通
自
在
に
し
て
優
れ
て
い
る
と
い

う
意
で
受
け
取
る
の
が
宗
の
本
義
で
は
あ
る
。
一
方
で
、「
奇

妙
」
に
は
普
通
に
は
な
い
不
思
議
な
こ
と
と
い
う
意
味
も
あ

り
、
本
来
な
ら
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な

凡
夫
も
皆
等
し
く
そ
の
土
の
妙
な
る
菩
薩
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
不
思
議
を
示
し
て
い
る
と
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
は
な
い
か（

（3
（

。（「
瓦
礫
変
成
金（

（3
（

」、『
選
択
集
』
三
）
そ
の

意
味
で
も
他
の
仏
国
を
超
絶
し
、
ま
た
等
し
く
な
ら
ぶ
も
の
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が
な
い
と
伝
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

・�
そ
の
土
に
生
ま
れ
た
も
の
は
、
神
通
自
在
に
し
て
、
三
禅
の

楽
を
受
け
、
そ
の
楽
は
涅
槃
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
決
し

て
そ
れ
に
執
着
す
る
こ
と
は
な
い
。
善
導
大
師
が
「
楽
多
け

れ
ど
も
道
を
廃
す
る
こ
と
な
し（

（4
（

」（『
往
生
礼
讃
』）
と
述
べ

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
快
楽
は
仏
道
を
成
ず
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
極
楽
浄
土
は
い
わ
ゆ
る
天
国
の
よ

う
な
快
楽
境
で
は
な
く
、
仏
道
修
行
の
道
場
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
。

※
３
―
２
９
「
第
三
十
九
、
受
楽
無
染
願
」
を
参
照
の
事
。

・�

そ
の
道
場
に
て
法
蔵
菩
薩
が
と
り
わ
け
哀
愍
し
て
仏
道
を
成

就
せ
し
め
た
い
と
願
う
の
は
、
悲
し
み
や
苦
し
み
に
あ
え
い

で
い
る
凡
夫
で
あ
る
。（「
浄
土
宗
意
本
為
凡
夫
兼
為
聖
人（

（4
（

」、

『
選
択
集
』
一
）
そ
れ
は
す
な
わ
ち
私
自
身
で
あ
り
、
一
切

衆
生
の
た
め
の
願
い
と
は
、
こ
の
私
の
た
め
の
願
い
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
る
。

・�

法
蔵
菩
薩
が
世
自
在
王
仏
の
御
許
に
て
か
く
な
る
志
願
を
発

さ
れ
た
ご
と
く
、
我
ら
も
ま
た
阿
弥
陀
仏
の
御
前
に
て
、
い

つ
の
日
か
そ
の
志
を
述
べ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
我
が

浄
土
を
建
立
す
べ
く
誓
願
を
建
て
る
で
あ
ろ
う
。
我
ら
が
菩

薩
道
を
歩
む
上
で
の
最
も
良
き
手
本
と
し
て
法
蔵
菩
薩
の
あ

り
さ
ま
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
、
我
ら
の
浄
土
で
の
未
来

像
を
生
き
生
き
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

�

（
執
筆
者
：
大
髙
源
明
）

３
―
６
「
快
楽
安
穏
な
ら
し
め
ん
」

①
〈
讃
題
〉

「
我
れ
ま
さ
に
一
切
を
哀
愍
し
度
脱
す
べ
し
。
十
方
よ
り
来
生

せ
ん
も
の
、
心し

ん

悦ね
つ

清
浄
に
し
て
、
す
で
に
我
が
国
に
到
ら
ば
、

快
楽
安
穏
な
ら
し
め
ん
」（
聖
典
一
・
二
二
二
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
必
ず
や
私
は
す
べ
て
の
人
々
に
憐
れ
み
の
心
を
注
ぎ

〔
迷
い
の
世
界
か
ら
〕
救
い
導
く
の
で
あ
る

い
か
な
る
世
界
か
ら
で
も
〔
我
が
国
土
に
〕
往
生
す
る
者
は

心
が
悦
び
に
湧
き
立
ち
澄
み
わ
た
り

我
が
国
土
に
往
生
し
た
時
に
は
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〔
み
な
〕
心
安
ら
か
に
幸
せ
な
思
い
に
満
た
し
め
よ
う
」（
現

代
語
訳
・
四
三
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

歎
仏
頌
、
志
願
、
慈
悲
、
極
楽
浄
土
、
往
生
人
、
衆
生
無
辺
誓

願
度
、
摂
衆
生
願
、
総
願

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
仏
様
の
願
い　
～　

救
い
た
い　

幸
せ
に
し
た
い　
～　

」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

一
切
…
十
方
衆
生
の
こ
と
。

・�

度
脱
…
世
の
人
々
を
迷
い
か
ら
救
い
出
し
て
悟
り
の
世
界
に

入
ら
せ
る
こ
と
。 

・�

十
方
来
生
…
『
随
聞
講
録
』
に
は
「
五
乗
斉
し
く
摂
し
尽
く

す
故
に
、
此
に
生
ず
る
者
の
多
き
を
云
う
な
り（

（4
（

」
と
あ
る
。

五
乗
と
は
、
人
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
こ
と
。

・�

心
悦
清
浄
…
『
無
量
寿
経
合
讃
』
に
は
「
帰
心
、
こ
れ
純
な

り（
（4
（

」
と
あ
り
、『
随
聞
講
録
』
に
は
、「
今
、
此
の
心
と
云

う
は
、
行
を
兼
ぬ
る
心
な
り
。
近
を
之
を
言
わ
ば
、
三
心
具

足
の
者
を
心
悦
清
浄
と
云
う
。
意
の
云
わ
く
、
本
願
に
値
遇

ス
ル
コ
ト
ヲ
悦
び
、
阿
弥
陀
仏
を
帰
敬
し
た
て
ま
つ
り
渇
仰

の
心
、
純
ナ
ル
ハ
、
心
悦
ナ
リ
。 

其
の
上
に
安
心
を
具
足

し
て
虚
仮
を
離
る
等
、
清
浄
な
り（

（4
（

」
と
あ
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�「
歎
仏
頌
」
の
後
半
に
説
か
れ
る
こ
の
御
文
は
、
法
蔵
菩
薩

が
最
初
に
発
こ
し
た
誓
願
の
中
の
摂
衆
生
願
で
あ
り
、
全
て

の
人
を
「
救
い
た
い　

幸
せ
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
二
百
一
十
億
の
浄
土

を
ご
覧
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
菩
薩
の
総
願
（
衆
生
無
辺
誓
願

度
）
と
い
え
る
。
別
願
は
、
四
十
八
願
の
内
、
第
十
二
・
第

十
三
・
第
十
七
・
第
三
十
一
・
第
三
十
二
願
を
除
い
た
四
十

三
の
本
願
と
し
て
具
体
的
な
摂
衆
生
願
が
誓
わ
れ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

ま
ず
、
こ
の
世
は
無
常
で
あ
り
、
四
苦
八
苦
か
ら
逃
れ
ら
れ

な
い
世
界
で
あ
り
、
煩
悩
を
抑
え
き
れ
な
い
凡
夫
と
凡
夫
が

傷
つ
け
あ
う
世
界
で
あ
り
、
自
然
災
害
や
戦
争
な
ど
で
苦
を

受
け
る
な
ど
、
苦
し
み
多
き
娑
婆
世
界
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
今
生
の
後
も
輪
廻
を
繰
り
返
す
中
で
苦
を
受
け
続
け
る
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存
在
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

・�
元
国
王
と
し
て
娑
婆
世
界
の
現
実
を
直
視
し
た
法
蔵
菩
薩
は
、

一
切
衆
生
に
憐
れ
み
の
心
を
発
こ
し
、「
す
べ
て
の
者
を
苦

し
み
か
ら
救
い
た
い　

幸
せ
に
し
た
い
」
と
い
う
極
め
て
純

粋
で
あ
り
、
実
現
が
極
め
て
難
し
い
願
い
を
建
て
ら
れ
た
こ

と
を
伝
え
た
い
。

・�

法
蔵
菩
薩
の
目
的
は
、「
す
べ
て
の
者
を
必
ず
救
う
」
こ
と

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
実
現
に
は
と
て
つ
も
な
い
歳
月
を

要
し
た
。（
五
劫
思
惟
し
て
二
百
一
十
億
の
浄
土
を
選
択
→

四
十
八
願
→
本
願
完
成
の
た
め
兆
載
永
劫
の
修
行
→
成
仏
・

本
願
成
就
）
法
蔵
菩
薩
の
大
慈
悲
が
深
広
で
あ
る
こ
と
の
一

端
を
伝
え
た
い
。

・�

阿
弥
陀
仏
の
成
仏
に
よ
り
「
す
べ
て
の
者
を
苦
し
み
か
ら
救

い
た
い　

幸
せ
に
し
た
い
」
と
い
う
広
大
な
願
い
が
完
成
し

て
い
る
こ
と
を
明
か
し
、「
す
べ
て
の
者
」
の
中
に
「
自
分
」

が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
「
自
分
」
が
阿
弥
陀
仏
の
願
い

に
気
づ
き
受
け
止
め
る
こ
と
な
く
今
も
娑
婆
に
い
る
こ
と
、

阿
弥
陀
仏
の
願
い
に
応
え
て
日
々
お
念
仏
を
唱
え
る
だ
け
で

「
自
分
」
が
安
ら
ぎ
の
み
の
世
界
で
あ
る
極
楽
に
必
ず
往
生

で
き
る
こ
と
を
伝
え
、
毎
日
お
念
佛
精
進
す
る
こ
と
を
勧
め

た
い
。

・�

別
願
と
し
て
の
四
十
三
項
目
の
本
願
（
第
十
二
・
第
十
三
・

第
十
七
・
第
三
十
一
・
第
三
十
二
願
を
除
い
た
本
願
）
を
合

せ
て
説
く
こ
と
で
、
法
蔵
菩
薩
の
思
い
を
さ
ら
に
伝
え
る
こ

と
も
で
き
る
。

・�

阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
に
包
ま
れ
て
娑
婆
を
生
き
る
自
分
が
出
来

る
範
囲
で
、
御
縁
の
あ
る
方
に
対
し
て
「
苦
し
み
か
ら
救
い

た
い　

幸
せ
に
し
た
い
（
娑
婆
で
の
救
い
や
幸
せ
に
は
限
り

が
あ
る
が
・
・
・
）」
と
願
う
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を

伝
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

�

（
執
筆
者
：
中
川
正
業
）

３
―
７
「
忍
終
不
悔
」

①
〈
讃
題
〉

「
た
と
い
身
を　

諸
も
ろ
の
苦
毒
の
中
に
止
む
と
も
、
我
が
行

は
精
進
に
し
て
、
忍
ん
で
終
に
悔
い
ざ
ら
ん
」（
聖
典
一
・
二
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二
三
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
た
と
え
〔
我
が
〕
身
を

苦
し
み
に
満
ち
た
世
界
に
沈
め
よ
う
と
も

私
の
修
行
は
怠
る
こ
と
な
く

耐
え
忍
び
決
し
て
悔
い
る
ま
い
」（
現
代
語
訳
・
四
四
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

歎
仏
頌
、
精
進
、
努
力
、
忍
辱
、
無
常
、
忍
終
不
悔
／
仏
教
法
話
、

学
生
へ
の
法
話

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
悔
い
の
な
い
人
生
を
送
り
ま
し
ょ
う
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

精
進
…
仏
道
修
行
に
邁
進
す
る
こ
と
。
ひ
た
す
ら
努
力
し
て

怠
け
る
こ
と
な
く
、
仏
道
に
か
な
っ
た
善
行
を
勇
敢
に
実
践

し
続
け
る
こ
と
。

・�

苦
毒
…
地
獄
、
三
悪
道
で
の
苦
痛
の
こ
と
。

・�

忍
…
堪
え
忍
ぶ
こ
と
。
忍
辱
。
六
波
羅
蜜
の
一
つ
に
も
数
え

ら
れ
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�『
無
量
寿
経
』
巻
上
の
、
い
わ
ゆ
る
「
歎
仏
頌
」
の
最
後
の

一
文
。
法
蔵
菩
薩
が
世
自
在
王
如
来
の
徳
を
讃
歎
し
、
出
家

す
る
願
意
を
説
き
、
世
自
在
王
如
来
と
諸
仏
に
悟
り
の
証
明

を
請
う
偈
頌
で
あ
る
。

・�

俳
優 

高
倉
健
氏
の
座
右
の
銘
で
あ
る
。（「
往
く
道
は
精
進

に
し
て
、
忍
び
て
終
わ
り
悔
い
な
し
」）
こ
れ
は
天
台
宗
の

大
阿
闍
梨
で
あ
る
、
酒
井
雄
哉
師
か
ら
贈
ら
れ
た
言
葉
で
あ

る
。
映
画「
南
極
物
語
」の
撮
影
は
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
一
文
に
背
中
を
押
さ
れ
撮
影
に
臨
ん
だ
と
さ
れ
る
。
酒

井
師
は
高
倉
氏
の
こ
と
を
、「
あ
の
人
は
お
侍
さ
ん
や
思
う
。

す
べ
て
に
命
懸
け
で
、
い
つ
も
刃
の
上
を
歩
い
て
い
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
お
人
や
と
思
う
」
と
語
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
、

こ
の
一
文
と
出
会
い
完
成
さ
れ
た
人
格
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

中
高
生
に
対
し
て
の
話
の
場
合
、「
無
常
」
と
い
う
こ
と
を

重
ね
て
話
す
と
良
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
世
は
無
常
な
の
だ
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か
ら
、
一
日
一
日
、
一
分
一
秒
を
無
駄
に
せ
ず
、
今
や
る
べ

き
こ
と
は
何
か
を
見
極
め
、
目
の
前
に
あ
る
や
る
べ
き
こ
と

に
全
力
を
尽
く
し
精
進
し
続
け
、
将
来
後
悔
し
な
い
よ
う
に

今
を
大
切
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
説
く
べ
き

で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
楽
し
い
無
常
」と「
苦

し
い
無
常
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
例
）�「
世
の
中
の　

娘
が
嫁
と　

花
咲
い
て　

カ
カ
ア
と
し

ぼ
ん
で　

バ
バ
ア
と
散
り
行
く
」（
一
休
宗
純
の
名
言

…
上
の
句
が
楽
し
い
無
常
、
下
の
句
が
苦
し
い
無
常
）

※�

当
然
、
男
子
も
ジ
ジ
イ
と
散
り
ゆ
く
。
ま
た
、
嫁
と
花
咲
く

だ
け
が
幸
せ
と
は
限
ら
な
い
現
代
で
す
。

「
楽
し
い
無
常
」

（
例
）�

勉
強
す
れ
ば
テ
ス
ト
の
点
数
が
良
く
な
る
、
心
身
に
良

い
成
長
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
苦
し
い
無
常
」

（
例
）�

学
ん
だ
こ
と
を
復
習
し
な
け
れ
ば
、忘
れ
て
い
く
。（
成

績
が
下
が
る
）

・�

生
徒
に
「
今
日
が
人
生
最
後
の
日
だ
と
し
た
ら
、
あ
な
た
は

何
を
し
ま
す
か
？
」
と
問
い
か
け
て
み
る
。

（
返
答
例
）�

目
一
杯
遊
ぶ
。
昔
か
ら
の
友
達
と
会
う
。
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
る
。
等
々
。

・�

自
分
の
目
標
や
決
意
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
叶
う
ま
で
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説

く
。

・�

何
事
も
不
退
転
の
決
意
で
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
精
進
努

力
を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
。

・�

人
は
ま
だ
見
ぬ
困
難
に
立
ち
向
か
う
と
き
に
「
人
事
を
尽
く

し
て
天
命
を
待
つ
」
と
い
う
表
現
を
使
う
よ
う
に
、
突
然
訪

れ
た
試
練
に
対
し
て
「
必
要
な
時
に
必
要
な
事
が
起
き
る
」

と
い
う
心
持
に
な
る
よ
う
に
、
今
で
き
る
こ
と
に
全
力
を
尽

く
せ
ば
、
最
後
に
後
悔
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

・�

同
時
に
我
々
浄
土
宗
僧
侶
は
、
法
蔵
菩
薩
さ
ま
の
こ
の
力
強

い
決
意
を
受
け
止
め
、
日
々
の
念
仏
お
よ
び
教
化
活
動
（
自

行
化
他
）
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

【
注
意
点
】

・�

中
高
生
に
説
く
場
合
は
、「
耐
え
忍
ぶ
」
と
い
う
部
分
で
、
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頑
張
る
中
に
悩
み
苦
し
み
を
伴
っ
て
も
、
何
が
何
で
も
そ
れ

に
耐
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
解
釈
を
さ
れ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
。
悩
み
を
抱
え
て
い
る
生
徒
が
多
い
昨
今
で
、

こ
の
話
を
す
る
場
合
は
注
意
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

・�「
頑
張
れ
な
い
自
分
」
と
い
う
の
も
大
人
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
る
。
阿
弥
陀
仏
は
も
っ
と
わ
か
っ
て
下
さ
る
。
決
し
て
見

捨
て
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
生
徒
に
伝
え
る
と
よ
い
。

【
参
照
】

・�

北
條
竜
士
「
五
分
法
話
例
（
歎
仏
頌
）」（「
常
用
の
偈
文
を

通
し
た
法
話
の
研
究
（
二
）」）、『
教
化
研
究
』
三
四
・
八
六

―
八
八
頁
）

�

（
執
筆
者
：
青
木
篤
史
）

３
―
８
「
至
心
精
進
求
道
不
止
」

①
〈
讃
題
〉

「
譬
え
ば
大
海
の
ご
と
き
も
、
一
人
升
量
し
て
、
劫
数
を
経
歴

せ
ば
、
な
お
底
を
窮
め
て
、
そ
の
妙
宝
を
得
べ
し
。
人
、
至
心

あ
っ
て
、
精
進
に
道
を
求
め
て
止
ま
ず
ん
ば
、
会
ず
ま
さ
に
剋

果
す
べ
し
。
い
ず
れ
の
願
か
得
ざ
ら
ん
と
」（
聖
典
一
・
二
二

三
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
た
と
え
ば
、〔
た
っ
た
〕
一
人
で
大
海
〔
の
水
〕
を
升
で
〔
汲

み
取
ろ
う
と
し
よ
う
。
そ
れ
が
い
か
に
困
難
な
こ
と
で
あ
ろ
う

と
も
〕
長
い
長
い
時
間
を
か
け
た
な
ら
、
必
ず
〔
海
〕
底
に
至

る
ま
で
〔
汲
み
尽
く
し
、
底
に
沈
ん
で
い
た
〕
珍
宝
を
手
に
い

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。〔
同
様
に
〕
人
が
嘘
偽
り
の
な
い
心
を

懐
き
果
敢
に
覚
り
を
求
め
て
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、〔
い

つ
か
〕
必
ず
成
し
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
願
い
で
あ
っ

て
も
叶
わ
ぬ
も
の
が
あ
ろ
う
か
」（
現
代
語
訳・四
五
―
四
六
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

五
劫
思
惟
、
不
可
思
議
兆
載
永
劫
の
修
行
、
精
進
、
求
道
／
十

夜
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
誠
の
決
意
は
実
を
結
ぶ
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

妙
…
極
め
て
勝
れ
て
い
る
こ
と
。
人
智
で
は
は
か
り
知
る
事
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が
出
来
な
い
程
勝
れ
て
い
る
こ
と
。
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な

い
程
勝
れ
て
い
る
こ
と
。

・�
劫
…
イ
ン
ド
の
時
間
単
位
の
最
長
単
位
。
四
十
里
四
方
の
岩

山
を
百
年
ご
と
に
天
界
よ
り
天
女
が
飛
来
し
、
そ
の
衣
で
払

拭
し
、
そ
の
岩
山
が
磨
滅
し
て
も
終
わ
ら
な
い
と
の
譬
え
が

あ
り
、「
盤
石
劫
」
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
四
方
一
由
旬
の

鉄
城
に
芥
子
粒
を
満
た
し
、
百
年
ご
と
に
一
粒
取
り
去
る
事

を
繰
り
返
し
、
そ
の
鉄
城
が
空
に
な
っ
て
も
終
わ
ら
な
い
と

の
譬
え
も
あ
る
。
こ
れ
を
「
芥
子
劫
」
と
呼
ぶ
。

・�

至
心
…
こ
の
上
な
く
誠
実
な
心
の
こ
こ
と
。嘘
偽
り
の
な
い
心
。

・�

剋
果
…
必
ず
成
し
遂
げ
る
こ
と
。

・�

世
自
在
王
仏
…
阿
弥
陀
仏
が
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
時
に
帰
依

し
た
仏
。『
無
量
寿
経
』
巻
上
に
は
錠
光
如
来
よ
り
五
十
三

仏
が
娑
婆
に
出
で
て
衆
生
を
教
化
し
た
後
に
出
で
た
過
去
仏

と
し
て
説
か
れ
る
。
法
蔵
菩
薩
の
為
に
二
百
一
十
億
の
諸
仏

刹
土
の
人
天
の
善
悪
、
国
土
の
粗
妙
を
説
き
、
こ
れ
を
示
現

し
て
観
見
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
法
蔵
菩
薩
は
四
十
八
願
を

発
す
こ
と
と
な
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�『
無
量
寿
経
』
巻
上
で
、
法
蔵
菩
薩
が
世
自
在
王
仏
の
徳
を

讃
嘆
し
、
出
家
す
る
願
意
を
説
き
、
世
自
在
王
仏
の
証
明
を

請
う
「
歎
仏
頌
」
に
続
く
経
文
。
世
自
在
王
仏
が
、
法
蔵
菩

薩
の
悟
り
へ
の
意
思
が
堅
固
な
こ
と
（「
た
と
い
身
を　

諸

も
ろ
の
苦
毒
の
中
に
止
む
と
も
、
我
が
行
は
精
進
に
し
て
、

忍
ん
で
終
に
悔
い
ざ
ら
ん（

（4
（

」）
を
受
け
て
、
悟
り
へ
の
道
が

確
か
に
叶
う
で
あ
ろ
う
事
を
、
譬
え
を
以
て
説
く
。「
授
記
」

と
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
経
文
で
あ
る
。

・�

こ
の
経
文
に
続
き
、
世
自
在
王
仏
は
、
法
蔵
菩
薩
に
二
百
一

十
億
の
諸
仏
刹
土
の
人
天
の
善
悪
、
国
土
の
粗
妙
を
示
現
し
、

五
劫
思
惟
の
後
に
四
十
八
願
を
発
す
。

・�

法
蔵
菩
薩
は
、
四
十
八
願
を
発
し
た
後
、「
四
誓
偈
」
の
頌

を
説
く
。「
四
誓
偈
」
の
末
に
は
法
蔵
菩
薩
の
「
受
記
」
が

説
か
れ
る
事
も
あ
わ
せ
て
受
け
止
め
る
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ

う
。「
こ
の
願
も
し
剋
果
せ
ば
、
大
千
ま
さ
に
感
動
す
べ
し
。

／
虚
空
の
諸
も
ろ
の
天
人　

ま
さ
に
珍
妙
の
華
を
雨
ら
す
べ

し（
（4
（

」。
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・�『
登
山
状
』
に
、「
昔
の
太
子
は
、
万
里
の
波
を
凌
ぎ
て
、
竜

王
の
如
意
宝
珠
を
得
給
え
り
。
今
の
我
等
は
、
二
河
の
水
火

を
分
け
て
弥
陀
本
願
の
宝
珠
を
得
た
り（

（4
（

」
と
あ
る
。
波
羅

奈
国
の
大
施
太
子
は
、
貧
民
を
救
わ
ん
と
竜
王
に
乞
う
て
如

意
宝
珠
を
得
る
が
、
竜
臣
の
宝
珠
を
惜
し
む
心
が
大
き
か
っ

た
た
め
に
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
大
施
太
子
は
海
水

を
貝
殻
を
も
っ
て
汲
み
干
す
決
意
を
す
る
。
海
水
多
し
と
い

え
ど
も
限
り
あ
り
、
今
生
で
汲
み
つ
く
せ
な
け
れ
ば
生
死
を

重
ね
て
汲
み
干
す
と
誓
っ
た
。
こ
の
誓
い
の
心
の
誠
に
、
天

神
が
感
応
し
て
汲
む
事
を
助
け
た
。
今
の
我
々
は
二
河
の
水

火
を
わ
け
て
弥
陀
本
願
の
宝
珠
を
得
る
事
が
出
来
た
が
、
異

学
意
見
に
よ
り
こ
れ
を
奪
わ
れ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
六

方
の
諸
仏
が
信
の
手
を
差
し
伸
べ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の

真
を
証
明
す
る
。
法
蔵
菩
薩
の
成
仏
は
世
自
在
王
仏
が
間
違

い
な
い
事
を
証
明
す
る
。

・�『
無
量
寿
経
』
巻
上
に
は
、「
国
を
棄
て
王
を
捐
て
、
財
色
を

絶
去
し
て
、自
ら
六
波
羅
蜜
を
行
じ
、人
を
教
え
て
行
ぜ
し
む
。

無
央
数
劫
に
、
功
を
積
み
徳
を
累
ぬ
。
そ
の
生
処
に
随
っ
て
、

意
の
所
欲
に
あ
っ
て
、
無
量
の
宝
蔵
、
自
然
に
発
応
し
、
無

数
の
衆
生
を
教
化
し
安
立
し
て
、
無
上
正
真
の
道
に
住
せ
し

む
。
あ
る
い
は
長
者
居
士
、
豪
姓
尊
貴
と
な
り
、
あ
る
い
は

刹
利
国
君
・
転
輪
聖
帝
と
な
り
、
あ
る
い
は
六
欲
天
主
乃
至

梵
王
と
な
り
、
常
に
四
事
を
も
っ
て
、
一
切
の
諸
佛
を
供
養

し
恭
敬
し
た
て
ま
つ
る（

（4
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
不
可
思
議
兆

載
永
劫
の
修
行
は
、
変
易
生
死
（
悲
願
の
力
に
よ
っ
て
肉
体

や
寿
命
を
自
在
に
改
変
で
き
る
菩
薩
の
生
死
の
こ
と
）
に
よ

り
、
自
ら
の
意
思
で
六
道
輪
廻
に
お
け
る
生
死
を
繰
り
返
し
、

そ
の
境
遇
に
随
っ
て
、
六
波
羅
蜜
の
修
行
や
、
飲
食
、
衣
服
、

臥
具
、
湯
薬
の
四
事
供
養
を
修
す
る
さ
ま
が
説
か
れ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

法
蔵
菩
薩
の
成
仏
へ
の
決
意
の
誠
の
御
心
と
、
世
自
在
王
仏

の
授
記
を
有
難
く
受
け
止
め
さ
せ
て
頂
く
事
の
で
き
る
経
文

で
あ
り
、
五
劫
思
惟
、
不
可
思
議
兆
載
永
劫
の
御
修
行
が
如

何
に
困
難
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
ご
修
行
を
成
し
遂
げ
ら

れ
、
成
仏
さ
れ
た
事
を
伝
え
る
。

・�「
歎
仏
頌
」
の
「
た
と
い
身
を　

諸
も
ろ
の
苦
毒
の
中
に
止
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む
と
も
、
我
が
行
は
精
進
に
し
て
、
忍
ん
で
終
に
悔
い
ざ
ら

ん
」
の
決
意
の
程
は
測
り
難
い
が
、
大
海
に
水
を
た
だ
一
人

で
す
べ
て
汲
み
干
さ
ん
と
す
る
程
の
、
法
蔵
菩
薩
の
決
意
の

誠
の
有
難
さ
を
お
伝
え
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
嘘
偽
り

な
き
決
意
に
対
し
て
の
世
自
在
王
仏
の
「
人
が
嘘
偽
り
の
な

い
心
を
懐
き
果
敢
に
覚
り
を
求
め
て
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
け

れ
ば
、
い
つ
か
必
ず
成
し
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
願

い
で
あ
っ
て
も
叶
わ
ぬ
も
の
が
あ
ろ
う
か
」
と
の
授
記
を
あ

わ
せ
て
お
伝
え
し
た
い
。

・�

二
百
一
十
億
の
諸
仏
刹
土
の
人
天
の
善
悪
、
国
土
の
粗
妙
を

つ
ぶ
さ
に
観
察
し
て
、
完
全
な
る
仏
国
土
を
造
り
、
そ
の
仏

国
土
に
往
生
し
た
人
天
は
退
転
す
る
こ
と
な
く
成
仏
へ
の
道

を
歩
む
事
が
出
来
る
。
そ
の
仏
国
土
に
往
生
を
願
う
全
て
の

衆
生
を
如
何
に
し
て
救
う
の
か
と
思
惟
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
全
て
を
成
就
す
る
為
に
果
て
し
な
き
御
修
行
を
重
ね

ら
れ
た
結
果
の
本
願
成
就
、
十
劫
正
覚
で
あ
る
と
の
事
を
伝

え
る
。

・�

法
蔵
菩
薩
の
ご
修
行
（
布
施
の
行
の
一
端
で
も
お
伝
え
し
た

い
）

『
無
量
寿
経
釈
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

�

施
し
た
目
は
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
ほ
ど
も
多
く
、
そ
れ
は

乞
眼
婆
羅
門
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
生
血
を
飲
み
も
の
と
し

て
い
る
人
が
あ
り
、
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
与
え
た
と
こ
ろ
、

そ
の
量
は
須
弥
山
を
と
り
ま
く
四
大
海
の
水
ほ
ど
も
あ
っ

た
と
い
い
、
ま
た
肉
を
食
べ
る
の
を
こ
と
と
し
て
い
る
人

に
、
身
の
肉
を
切
り
与
え
た
と
こ
ろ
、
そ
の
量
は
須
弥
山

の
高
さ
ほ
ど
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
与
え

た
舌
は
大
鉄
囲
山
、
耳
は
純
陀
羅
山
、
花
は
毘
不
羅
山
、

歯
は
嗜
闍
堀
山
ほ
ど
の
高
さ
も
あ
り
、
身
の
皮
は
三
千
大

千
世
界
に
敷
く
ほ
ど
の
広
さ
に
も
な
っ
た（

（4
（

。

・�

法
蔵
菩
薩
の
ご
修
行
の
時
間

「
不
可
思
議
」（
十
の
六
十
四
乗
）・「
兆
」（
十
の
十
二
乗
）・「
載
」

（
十
の
四
十
四
乗
）・「
永
劫
」（
未
来
に
お
い
て
時
間
が
永
い
事
）。

・�『
登
山
状
』
の
大
施
太
子
や
、
二
河
白
道
の
話
を
し
て
も
良

い
だ
ろ
う
。
我
々
は
、
法
蔵
菩
薩
や
大
施
太
子
の
よ
う
な
完

璧
な
る
決
意
に
は
程
遠
く
、
頼
り
な
く
思
え
る
よ
う
な
心
か
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も
し
れ
な
い
が
、
往
生
を
願
い
、
お
念
仏
を
称
え
る
な
か
に
、

阿
弥
陀
様
の
お
導
き
、
六
方
の
諸
仏
の
証
明
を
頂
く
有
難
さ

を
伝
え
た
い
。

・�【
話
材
】『
ハ
チ
ド
リ
の
ひ
と
し
ず
く（

（5
（

』

�

南
米
ア
ン
デ
ス
に
伝
わ
る
物
語
で
、
分
か
り
や
す
い
比
喩
で

あ
る
。

　
森
が
燃
え
て
い
ま
し
た

　
森
の
生
き
も
の
た
ち
は
わ
れ
先
に
と
逃
げ
て
い
き
ま
し
た

　
で
も
ク
リ
キ
ン
デ
ィ
と
い
う
名
の
ハ
チ
ド
リ
だ
け
は

　
い
っ
た
り
き
た
り

　

�

口
ば
し
で
水
の
し
ず
く
を
一
滴
ず
つ
運
ん
で
は
火
の
上
に

落
し
て
い
き
ま
す

　
動
物
た
ち
が
そ
れ
を
見
て

　
「
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
っ
た
い
何
に
な
る
ん
だ
」

　
と
い
っ
て
笑
い
ま
す

　
ク
リ
キ
ン
デ
ィ
は
こ
う
答
え
ま
し
た

　
「
私
は
、
私
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
る
だ
け
」

�

（
執
筆
者
：
山
田
紹
隆
）

３
―
９
「
第
一
、
無
三
悪
趣
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
国
に
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
あ

ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
一
無
三
悪
趣
願
、
聖
典
一
・
二

二
五
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕
国
土
で
地
獄
道
・
餓
鬼
道
・

畜
生
道
〔
に
苦
し
む
者
〕
が
、〔
万
が
一
に
も
〕
あ
る
よ
う
な

ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
現

代
語
訳
・
四
七
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

・�

本
願
、第
一
願
、因
果
、凡
夫
、苦
、三
悪
趣
、抜
苦
与
楽
（
阿

弥
陀
仏
の
大
悲
の
本
願
に
よ
っ
て
、
極
楽
世
界
に
地
獄
・
餓

鬼
・
畜
生
の
苦
し
い
境
遇
は
存
在
し
な
い
）
／
施
餓
鬼
会 

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
極
楽
に
三
途
の
苦
し
み
無
し
」
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⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�
本
願
…
覚
り
に
至
る
以
前
の
修
行
時
代
（
因
位
）
に
た
て
た

誓
願
の
こ
と
。
法
然
上
人
撰
と
伝
わ
る
『
四
箇
條
問
答
』
に

は
「
本
願
と
云
う
こ
と
は
、
も
と
の
願
い
と
訓
ず
る
な
り（

（5
（

」

と
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
は
、
全
て
に
「
不
取
正
覚
」

と
あ
り
、
自
身
の
成
仏
を
賭
け
た
誓
願
で
あ
る
。

・�

悪
趣
…
悪
し
き
行
い
を
し
た
者
が
趣
く
所
。『
無
量
寿
経
』

に
も
「
た
だ
衆
悪
を
作
し
て
、
善
本
を
修
せ
ず
。
皆
悉
く
自

然
に
、
諸
も
ろ
の
悪
趣
に
入
る（

（5
（

」
と
あ
る
。

・�

地
獄
…
殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫
・
妄
語
・
飲
酒
な
ど
の
悪
業
の

報
い
で
堕
ち
る
地
下
の
牢
獄
。
奈
落
と
も
い
う
。
犯
し
た
罪

業
に
応
じ
て
、
獄
卒
か
ら
筆
舌
に
つ
く
せ
ぬ
様
々
な
呵
責
を

受
け
る
。

・�

餓
鬼
…
慳
貪
・
嫉
妬
な
ど
の
報
い
で
堕
ち
る
境
涯
。
常
に
飢

渇
に
苦
し
む
。

・�

畜
生
…
鳥
・
獣
・
魚
な
ど
、
人
間
以
外
の
生
き
物
。
俗
に
「
恥

知
ら
ぬ
は
畜
生
、
念
の
深
き
は
畜
生
」
な
ど
と
い
う
。
性
質

は
愚
か
で
、
貪
欲
・
淫
欲
の
み
持
ち
、
身
内
で
も
害
し
合
い
、

多
苦
少
楽
の
境
涯
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

師
の
世
自
在
王
仏
に
請
い
、
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
国
土
を

つ
ぶ
さ
に
見
聞
し
た
法
蔵
菩
薩
は
、
粗
悪
な
る
を
除
き
、
精

妙
な
る
を
選
り
す
ぐ
っ
て
、
自
身
が
や
が
て
建
て
る
浄
土
の

理
想
と
し
、
五
劫
に
及
ぶ
思
惟
の
末
、
そ
の
実
現
を
誓
っ
た
。

師
の
世
自
在
王
仏
は
「
後
進
の
菩
薩
た
ち
の
た
め
に
そ
の
誓

願
を
述
べ
よ
」
と
仰
せ
に
な
り
、
法
蔵
菩
薩
は
こ
れ
に
答
え

て
四
十
八
の
誓
願
を
述
べ
る
。
そ
の
第
一
が
、「
無
三
悪
趣

の
願
」
で
あ
る
。

・�

願
成
就
文
（
義
山（

（5
（

）
は
、
巻
上
の
「
ま
た
地
獄
・
餓
鬼
・

畜
生
、
諸
難
の
趣
な
く
、
ま
た
四
時
、
春
秋
冬
夏
な
し
。
不

寒
不
熱
に
し
て
、
常
和
調
適
な
り
」（
聖
典
一
・
二
三
六
頁
）

で
あ
る
。
／
「
ま
た
〔
さ
ら
に
、
そ
こ
に
は
〕
地
獄
や
餓
鬼

や
畜
生
な
ど
と
い
っ
た
悪
し
き
迷
い
の
境
涯
も
な
い
。
加
え

て
春
夏
秋
冬
と
い
う
四
季
も
な
く
、
暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
常

に
快
適
で
心
地
よ
い
」（
現
代
語
訳
・
六
八
頁
）。
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⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�
ま
ず
は
悪
を
な
し
、
善
を
な
さ
ぬ
者
は
「
皆
悉
く
自
然
に
、

諸
も
ろ
の
悪
趣
に
入
る（

（5
（

」
と
い
う
「
因
果
律
」
の
中
に
生

き
て
い
る
私
で
あ
る
と
の
自
覚
を
促
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た

い
。

・�

諸
々
の
悪
業
を
、
自
ら
嬉
々
と
し
て
積
み
重
ね
て
い
る
私
た

ち
で
あ
り
、
本
来
の
行
先
は
三
悪
趣
で
し
か
な
い
。

・�

し
か
し
、
そ
れ
を
覆
す
よ
う
な
善
行
は
、
少
し
も
喜
ん
で
で

き
な
い
「
凡
夫
」
の
我
が
身
で
あ
る
。

・�

施
餓
鬼
会
で
の
法
話
で
あ
れ
ば
、
大
上
段
か
ら
「
自
分
よ
り

劣
る
亡
者
に
施
し
て
や
る
」
と
い
う
意
識
は
捨
て
て
、
む
し

ろ
来
世
の
自
身
の
姿
と
し
て
受
け
と
め
る
べ
き
旨
を
伝
え
る
。

・�

仏
の
救
い
の
対
象
は
、
六
道
の
衆
生
（
生
き
と
し
い
け
る
も

の
す
べ
て
）
で
あ
り
、
人
間
だ
け
を
都
合
よ
く
救
う　

教
え

で
は
な
い
こ
と
も
、
言
い
添
え
て
お
き
た
い
。
仏
が
願
わ
れ

る
の
は
、
生
き
と
し
い
け
る
も
の
の
「
苦
」
か
ら
の
解
放
・

解
脱
で
あ
り
、
苦
し
む
境
涯
を
無
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
願
い
が
「
無
三
悪
趣
」
と
誓
わ
れ
、
そ
の
実
現
は
「
願
成

就
文
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。

・�

法
然
上
人
は
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
い
て
「
極
楽
世
界
の
中

に
す
で
に
三
悪
趣
無
し（

（5
（

」
と
申
さ
れ
、
そ
の
証
と
し
て
「
ま

た
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
、
諸
難
の
趣
な
し
と
云
え
る
こ
れ
な

り（
（5
（

」
と
願
成
就
の
文
を
示
さ
れ
て
い
る
。

・�

ま
た
、
こ
の
苦
の
境
涯
の
存
在
し
な
い
浄
土
が
、
私
た
ち
の

苦
を
除
く
た
め
に
用
意
さ
れ
た
、
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
に
基

づ
く
の
だ
と
い
う
こ
と
も
お
伝
し
た
い
。『
無
量
寿
経
釈
』

に「
そ
も
そ
も
こ
の
四
十
八
の
願
は
、皆
抜
苦
与
楽
の
義
有
り
。

し
か
る
故
は
、
大
悲
は
抜
苦
な
り
、
大
慈
は
与
楽
な
り
。
第

一
の
無
三
悪
趣
は
大
悲
抜
苦
な
り（

（5
（

」
と
の
お
示
し
が
あ
る
。

法
蔵
菩
薩
の
「
衆
生
の
苦
を
取
り
除
い
て
や
り
た
い
」
と
の

大
悲
の
願
い
が
極
楽
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
和
歌
・
道
詠
な
ど
】

「�
地
獄
餓
鬼　

畜
生
修
羅
は　

世
の
中
の　

凡
夫
の
つ
ね
の　

す
み
か
な
り
け
り
」（
至
道
無
難
）

「�

み
な
人
は　

欲
悪
業
に　

ひ
か
さ
れ
て　

地
ご
く
を
願
う　

娑
婆
の
有
さ
ま
」（
木
喰
）
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「�

お
の
れ
い
ま　

人
と
生
れ
て　

き
し
も
の
の　

い
ず
れ
の
か

た
に　

向
け
て
さ
を
（
棹
）
さ
す
」（
山
﨑
辨
榮
）

�

（
執
筆
者
：
八
木
英
哉
）

【
参
考
】

※�

四
十
八
願
の
願
文
を
讃
題
と
し
て
拝
読
す
る
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
前
文
案
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

「
つ
つ
し
み
敬
っ
て
拝
読
し
た
て
ま
つ
る
、

　
例
① �

釈
迦
牟
尼
世
尊
、『
無
量
寿
経
』
に
阿
弥
陀
仏
の
本

願
を
示
し
の
た
ま
わ
く
…
」

　
例
② �『
仏
説
無
量
寿
経
』
巻
上
に
、
法
蔵
菩
薩
、
そ
の
本

願
に
誓
い
の
た
ま
わ
く
…
」

　
例
③ �『
仏
説
無
量
寿
経
』
巻
上
に
、
西
方
願
王
阿
弥
陀
仏
、

そ
の
本
願
を
誓
い
て
の
た
ま
わ
く
…
」

３
―
１
０
「
第
二
、
不
更
悪
趣
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
人
天
、
寿
終
の
後
、

ま
た
三
悪
道
に
更
ら
ば　
正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
二
不
更
悪
趣
願
、

聖
典
一
・
二
二
五
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕
国
土
に
住
む
人
々
や
天
人

が
命
を
終
え
た
後
、〔
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
〕
三
悪
道
に
堕

ち
る
こ
と
が
、〔
万
が
一
に
も
〕
あ
る
よ
う
な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕

私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
現
代
語
訳
・
四
七
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

・�

本
願
、
第
二
願
、
因
果
、
凡
夫
、
苦
、
悪
趣
、
輪
廻
転
生
、

六
道
、
三
悪
道
、
抜
苦
与
楽
（
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
の
本
願
に

よ
っ
て
、
極
楽
世
界
に
往
生
す
れ
ば
二
度
と
地
獄
・
餓
鬼
・

畜
生
の
苦
し
い
境
涯
に
転
生
す
る
こ
と
は
な
い
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
極
楽
に
生
ず
れ
ば
、
再
び
悪
道
に
戻
る
こ
と
無
し
」

「
二
度
と
苦
界
に
戻
さ
ぬ
誓
い
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�
本
願
…
覚
り
に
至
る
以
前
の
修
行
時
代
（
因
位
）
に
た
て
た

誓
願
の
こ
と
。
法
然
上
人
撰
と
伝
わ
る
『
四
箇
條
問
答
』
に

は
「
本
願
と
云
う
こ
と
は
、
も
と
の
願
い
と
訓
ず
る
な
り（

（5
（

」
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と
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
は
、
全
て
に
「
不
取
正
覚
」

と
あ
り
、
自
身
の
成
仏
を
賭
け
た
誓
願
で
あ
る
。

・�

不
更
…
「
か
え
ら
ず
」
と
読
み
、
こ
こ
で
は
悪
趣
に
転
生
し

な
い
と
い
う
こ
と
。

・�

悪
趣
…
悪
し
き
行
い
を
し
た
者
が
趣
く
所
。『
無
量
寿
経
』

に
も
「
た
だ
衆
悪
を
作
し
て
、
善
本
を
修
せ
ず
。
皆
悉
く
自

然
に
、
諸
も
ろ
の
悪
趣
に
入
る（

（5
（

」
と
あ
る
。

・�

人
天
…
通
常
は
三
界
六
道
内
の
人
と
天
人
を
指
す
が
、
こ
こ

で
は
極
楽
国
土
に
往
生
し
た
人
や
天
人
の
意
。『
無
量
寿
経
』

に
「
そ
の
諸
も
ろ
の
声
聞
・
菩
薩
・
天
・
人
、
智
慧
高
明
に

神
通
洞
達
し
、
咸
同
じ
く
一
類
に
し
て
、
形
異
状
な
し
。
た

だ
余
方
に
因
順
す
る
が
故
に
、
天
・
人
の
名
あ
り
。
顔
貌
端

正
に
し
て
、
世
に
超
え
て
希
有
な
り
。
容
色
微
妙
に
し
て
、

天
に
あ
ら
ず
人
に
あ
ら
ず
、
皆
自
然
虚
無
の
身
、
無
極
の
体

を
受
く（

（6
（

」
と
あ
り
、
各
々
の
業
の
報
い
に
よ
っ
て
分
段
生

死
し
た
人
間
や
天
人
と
は
異
な
る
。
人
天
の
名
は
、
往
生
以

前
の
余
方
（
他
の
世
界
）
の
呼
び
名
に
順
じ
た
も
の
で
あ
る
。

・�

三
悪
道
…
前
項
の
地
獄
道
・
餓
鬼
道
・
畜
生
道
の
三
こ
と
。

三
悪
趣
と
も
い
う
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

師
の
世
自
在
王
仏
に
請
い
、
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
国
土
を

つ
ぶ
さ
に
見
聞
し
た
法
蔵
菩
薩
は
、
粗
悪
な
る
を
除
き
、
精

妙
な
る
を
選
り
す
ぐ
っ
て
、
自
身
が
や
が
て
建
て
る
浄
土
の

理
想
と
し
、
五
劫
に
及
ぶ
思
惟
の
末
、
そ
の
実
現
を
誓
っ
た
。

そ
の
第
一
「
無
三
悪
趣
の
願
」
に
続
い
て
誓
わ
れ
た
の
が
、

第
二
「
不
更
悪
趣
の
願
」
で
あ
る
。

・�

願
成
就
文
（
義
山（

（6
（

）
は
、
巻
下
の
「
ま
た
か
の
菩
薩
、
乃

至
成
佛
ま
で
、
悪
趣
に
更
ら
ず
。
神
通
自
在
に
し
て
、
常
に

宿
命
を
識
る
。
他
方
の
五
濁
悪
世
に
生
じ
て
、
示
現
し
て
か

れ
に
同
ず
る
こ
と
、
我
が
国
の
ご
と
く
な
ら
ん
を
ば
除
く
」

（
聖
典
一・二
五
六
頁
）
で
あ
る
。
／
「
ま
た
〔
極
楽
世
界
の
〕

菩
薩
た
ち
は
仏
と
な
る
ま
で
の
間
、〔
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
〕

悪
し
き
境
涯
に
堕
ち
る
こ
と
が
な
く
、
思
い
通
り
に
神
通
力

を
駆
使
し
て
、
過
去
世
〔
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
〕
を

常
に
知
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。〔
た
だ
し
極
楽
の
菩
薩

が
悪
し
き
境
涯
に
堕
ち
る
こ
と
が
な
い
と
は
い
っ
て
も
、
極
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楽
〕
以
外
の
五
濁
悪
世
に
〔
敢
え
て
〕
生
ま
れ
よ
う
と
す
る

者
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。〔
と
い
う
の
も
彼
ら
が
そ
う
し

た
世
界
に
、〕そ
こ
に
応
じ
た
身
と
し
て
現
れ
る
の
は
、私〔
釈

尊
の
住
す
る
こ
の
娑
婆
〕
世
界
〔
で
菩
薩
た
ち
が
、
衆
生
を

救
い
導
い
て
い
る
の
〕
と
同
じ
な
の
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・

一
一
九
頁
）

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

第
一
願
と
同
様
、ま
ず
は
悪
を
な
し
、善
を
な
さ
ぬ
者
は
「
皆

悉
く
自
然
に
、諸
も
ろ
の
悪
趣
に
入
る（

（6
（

」
と
い
う
「
因
果
律
」

の
中
に
生
き
て
い
る
私
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
お

き
た
い
。

・�

自
ら
為
し
た
業
の
報
い
で
輪
廻
転
生
す
る
限
り
、
六
道
の
中

は
い
ず
れ
も
や
が
て
は
寿
命
尽
き
て
、
再
び
苦
の
あ
る
世
界

へ
生
ま
れ
変
わ
る
、
苦
の
連
鎖
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。

そ
こ
か
ら
解
脱
を
遂
げ
さ
せ
、
二
度
と
苦
汁
を
な
め
さ
せ
ま

い
と
す
る
の
が
第
二
「
不
更
悪
趣
の
願
」
で
あ
る
。

・�

法
然
上
人
は
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
い
て
「
彼
の
諸
仏
の
土

の
中
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
た
と
い
国
の
中
に
三
悪
道
無
し

と
い
え
ど
も
、
そ
の
国
の
人
天
寿
終
の
後
、
そ
の
国
土
よ
り

去
っ
て
、
ま
た
三
悪
趣
に
更
る
の
土
有
り
。
あ
る
い
は
悪
道

に
更
ら
ざ
る
の
土
有
り
。
す
な
わ
ち
そ
の
悪
道
に
更
る
麁
悪

の
国
土
を
選
捨
し
て
、
そ
の
悪
道
に
更
ら
ざ
る
善
妙
の
国
土

を
選
取
す
る
が
故
に
選
択
と
云
う
な
り（

（6
（

」
と
申
さ
れ
、『
無

量
寿
経
』
の
願
成
就
文
に
は
、
そ
の
成
就
の
証
と
し
て
「
ま

た
か
の
菩
薩
、
乃
至
成
佛
ま
で
、
悪
趣
に
更
ら
ず（

（6
（

」
と
説

示
さ
れ
て
い
る
。

・�

ま
た
、
こ
の
苦
の
境
涯
の
存
在
し
な
い
浄
土
が
、
私
た
ち
の

苦
を
除
く
た
め
に
用
意
さ
れ
た
、
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
に
基

づ
く
の
だ
と
い
う
こ
と
も
お
伝
え
し
た
い
。『
無
量
寿
経
釈
』

に「
そ
も
そ
も
こ
の
四
十
八
の
願
は
、皆
抜
苦
与
楽
の
義
有
り
。

し
か
る
故
は
、
大
悲
は
抜
苦
な
り
、
大
慈
は
与
楽
な
り
。
第

一
の
無
三
悪
趣
は
大
悲
抜
苦
な
り
。
第
二
の
不
更
悪
趣
も
ま

た
こ
れ
大
悲
抜
苦
な
り（

（6
（

」
と
の
お
示
し
が
あ
る
。
第
一
「
無

三
悪
趣
の
願
」
同
様
、
法
蔵
菩
薩
の
「
衆
生
の
苦
を
取
り
除

い
て
や
り
た
い
」
と
の
大
悲
の
願
い
が
、
す
で
に
極
楽
に
お

い
て
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ご
本
願
を
通
し
て
お
伝
え
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す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

・�「
天
界
」
と
「
極
楽
」
を
対
比
さ
せ
て
、
や
が
て
善
縁
尽
き

れ
ば
苦
界
に
転
落
し
て
い
く
危
惧
の
あ
る
「
天
界
」
と
、
本

願
力
に
よ
っ
て
再
び
悪
趣
に
転
落
す
る
心
配
の
一
切
無
い

「
極
楽
」
の
差
異
を
示
す
こ
と
も
、
願
往
生
の
心
を
育
む
糧

と
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』の
中
に
、

「
な
が
く
生
死
を
は
な
れ
、
三
界
に
う
ま
れ
じ
」
と
願
っ
て

い
る
が
、
極
楽
に
往
生
し
て
も
縁
が
尽
き
れ
ば
再
び
こ
の
世

に
転
生
す
る
と
い
う
の
は
本
当
か
と
問
う
質
問
者
が
あ
る
。

対
し
て
法
然
上
人
が
示
さ
れ
た
答
え
は
「
こ
れ
も
ろ
も
ろ
の

ひ
が
事
に
て
候
。
極
楽
へ
ひ
と
た
び
う
ま
れ
候
い
ぬ
れ
ば
、

な
が
く
こ
の
世
に
返
る
事
候
わ
ず
、
み
な
ほ
と
け
に
な
る
事

に
て
候
な
り（

（6
（

」
で
あ
る
。

・�

第
十
五
「
眷
属
長
寿
の
願
」
に
は
、
極
楽
国
中
の
人
天
の
寿

命
に
「
限
量
無
か
ら
ん
」
と
も
誓
わ
れ
て
お
り
、
そ
も
そ
も

寿
命
尽
き
て
他
の
世
界
に
転
生
す
る
心
配
自
体
が
無
い
。
ま

た
往
生
人
の
「
滅
度
」
を
保
証
さ
れ
て
い
る
第
十
一
「
住
正

定
聚
の
願
」
も
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
本
願
と
も
か
ら
め
て
、

自
他
の
退
転
を
防
ぎ
、
成
仏
を
確
実
に
保
証
さ
れ
る
究
極
の

浄
土
は
「
西
方
極
楽
」
と
説
き
、
願
往
生
の
お
念
仏
を
お
勧

め
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

（
執
筆
者
：
八
木
英
哉
）

３
―
１
１
「
第
三
、
悉
皆
金
色
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
人
天
、
悉
く
真
金
色

な
ら
ず
ん
ば
、正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
三
悉
皆
金
色
願
、聖
典
一・

二
二
五
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕国
土
に
住
む
人
々
や
天
人〔
の

肌
〕
が
、
一
人
で
も
金
色
に
輝
い
て
い
な
い
こ
と
が
、〔
万
が

一
に
も
〕
あ
る
よ
う
な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
」（
現
代
語
訳
・
四
八
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
三
願
、
金
色
、
与
楽
、
聖
衆
倶
会
楽
、
増
進
仏
道
楽

／
年
回
法
要
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④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
お
姿
に
導
か
れ
て
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

真
金
色
…
『
随
聞
講
録
』
に
「
真
と
は
似
に
対
す
。〈
中
略
〉

然
る
に
金
色
を
取
る
こ
と
、
仏
色
に
順
ず
る
が
故
な
り（

（6
（

」

と
あ
る
。
ま
た
『
逆
修
説
法
』
一
七
日
に
は
、「
但
黄
金
の

み
有
て
、不
変
の
色
な
り
。是
の
故
に
十
方
三
世
一
切
の
諸
仏
、

皆
常
住
不
変
の
相
を
顕
さ
ん
が
為
、
黄
金
の
色
を
現
じ
た
ま

へ
る
な
り（

（6
（

」
と
あ
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

自
ら
が
成
仏
し
建
立
し
た
国
土
（
極
楽
浄
土
）
の
人
天
を
、

一
人
残
ら
ず
真
金
色
に
し
た
い
と
い
う
願
で
あ
る
。
法
然
上

人
は
第
三
願
に
つ
い
て
「
す
な
わ
ち
黄
白
二
類
の
粗
悪
の
国

土
を
選
捨
し
て
、
黄
金
一
色
の
善
妙
の
国
土
を
選
取
す
る
が

故
に
選
択
と
云
う
な
り
」（『
選
択
集
』
第
三
章
、
聖
典
三
・

一
一
六
頁
／
昭
法
全
・
三
一
八
頁
）
と
い
い
、
四
十
八
願
に

は
抜
苦
と
与
楽
の
義
が
あ
る
な
か
で
与
楽
の
願
で
あ
る（『
無

量
寿
経
釈
』、昭
法
全・七
四
頁
）と
し
て
い
る
。『
随
聞
講
録
』

に
は
、
身
の
色
が
「
同
じ
か
ら
ざ
る
に
由
る
が
故
に
、
互
に

勝
劣
を
生
じ
、
常
に
憂
悩
を
懐
く
。
法
蔵
、
顕
色
不
同
の
有

情
を
愍
念
し
て
、
此
の
願
を
選
択
し
て
衆
生
を
摂
す（

（6
（

」
と

あ
る
。

・�「
第
三
十
七　

極
樂
菩
薩
悉
皆
金
色
事
」（
聖
光
上
人
『
浄
土

宗
要
集
』）

　

�

問
、
四
十
八
願
の
中
、
第
三
の
願
は
何
の
願
な
り
と
云
う

べ
き
や
。
答
、
所
生
の
菩
薩
の
悉
皆
金
色
を
願
ず
る
な
り
。

菩
薩
は
眞
金
色
な
り
。
難
じ
て
云
、
極
樂
に
往
生
し
な
ば

身
色
は
何
の
色
に
て
も
有
り
な
ん
。
何
ぞ
必
ず
金
色
と
願

じ
給
え
る
や
。
強
に
選
て
金
色
な
ら
し
め
ん
と
願
じ
給
え

る
は
何
の
深
意
あ
り
や
。
答
、
諸
佛
の
土
の
莊
嚴
を
選
擇

し
て
極
樂
國
土
を
莊
嚴
し
給
え
る
時
、
諸
佛
の
身
色
皆
金

色
な
れ
ば
な
り
。
諸
土
の
上
品
の
莊
嚴
を
選
取
し
て
極
樂

淨
土
を
成
就
し
た
ま
う
時
、
諸
佛
の
身
色
悉
皆
金
色
な
る

を
取
て
我
が
土
の
菩
薩
の
身
色
も
佛
の
身
色
の
如
く
ナ
ラ

シ
メ
ン
ト
願
じ
給
え
る
な
り
。
難
じ
て
云
、
佛
の
身
色
と

同
く
金
色
せ
し
む
る
は
何
の
用
あ
り
や
。
答
、
佛
は
皆
金
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色
の
相
を
具
し
給
え
り
。
見
る
者
、
敬
重
の
想
を
成
ず
。

二
に
希
有
不
思
議
の
思
を
成
ず
が
故
に
。
難
じ
て
云
、
何

の
修
因
を
も
っ
て
皆
金
色
果
報
を
得
る
や
。
答
、
大
論
の

文
を
見
る
に
檀
波
羅
蜜
を
修
す
る
が
故
に
皆
金
色
の
相
を

得
と
見
え
た
り
。
難
じ
て
云
、
我
れ
等
、
檀
波
羅
蜜
を
修

さ
ず
、
た
だ
念
佛
ば
か
り
を
以
っ
て
往
生
せ
ば
、
修
因
す

で
に
無
し
。
相
好
あ
に
あ
ら
ん
や
。
答
、
自
力
修
行
の
修

因
は
叶
ざ
る
が
故
に
、
佛
、
願
を
発
こ
し
た
ま
え
り
。
こ

れ
即
ち
彌
陀
の
願
力
な
り
。
仍
っ
て
失
な
し（

（7
（

。

・�

貞
極
上
人
の
『
三
十
二
相
顕
要
鈔
』
に
は
「
一
切
の
大
衆
是

を
拝
見
し
て
愛
楽
せ
ず
と
云
こ
と
な
し
。
如
来
金
色
身
の
容

儀
。
是
を
見
る
人
善
念
を
生
じ
て
功
徳
を
損
ね
ず（

（7
（

」
と
あ
る
。

・�

願
成
就
文
①
（
義
山（

（7
（

）
は
、
巻
上
の
「
阿
難
。
か
の
佛
の

国
土
の
諸
も
ろ
の
往
生
せ
る
者
は
、
か
く
の
ご
と
き
の
清
浄

の
色
身
、
諸
も
ろ
の
妙
音
声
、
神
通
功
徳
を
具
足
す
」（
聖

典
一
・
二
四
三
―
二
四
四
頁
）
で
あ
る
。
／
「
阿
難
よ
。
か

の
〔
無
量
寿
〕
仏
の
〔
極
楽
〕
世
界
に
往
生
す
る
者
は
み
な
、

確
か
に
そ
の
姿
形
は
清
ら
か
で
、〔
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
〕

音
声
は
妙
な
る
響
き
で
あ
っ
て
、
神
通
力
や
〔
様
々
な
〕
功

徳
を
具
え
て
い
る
」（
現
代
語
訳
・
八
〇
頁
）（
こ
の
御
文
は
、

第
五
～
十
願
の
成
就
文
（
義
山（

（7
（

）
で
も
あ
る
）

・�

願
成
就
文
②
（
義
山（

（7
（

）
は
、
巻
下
の
「
身
色
相
好
、
功
徳

弁
才
、具
足
し
荘
厳
し
て
、与
に
等
し
き
者
な
し
」（
聖
典
一・

二
六
〇
頁
）
で
あ
る
。
／
「〔
ま
た
彼
ら
に
は
〕
姿
形
と
い
い
、

功
徳
と
い
い
、
軽
や
か
な
弁
舌
と
い
い
、〔
お
よ
そ
考
え
ら

れ
得
る
〕
す
べ
て
の
長
所
が
〔
他
と
〕
比
べ
よ
う
も
な
い
ほ

ど
に
具
わ
っ
て
い
る
。」（
現
代
語
訳
・
一
二
七
頁
）

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

法
事
に
お
い
て
、
極
楽
往
生
し
た
方
の
戒
名
が
、
位
牌
に
金

色
に
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
通
し
て
、
菩
薩
と
し
て
仏
道
修

行
に
励
ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

・�「
倶
会
一
処
」「
一
蓮
托
生
」
を
願
う
方
も
多
い
が
、「
死
後

に
ま
で
一
緒
に
い
た
く
な
い
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
も
あ

る
。
娑
婆
で
人
間
と
し
て
過
ご
し
た
頃
で
あ
れ
ば
、
欲
望
を

抑
え
き
れ
な
い
凡
夫
で
あ
る
が
故
に
、
良
く
な
い
人
間
関
係

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
極
楽
に
往
け
ば
、
仏
様
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と
同
じ
金
色
の
姿
を
し
た
菩
薩
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
良
い

関
係
の
中
で
共
に
仏
道
修
行
を
励
む
こ
と
が
で
き
る
。

・�
仏
の
金
色
の
姿
を
見
れ
ば
、
欲
の
心
が
無
く
、
廃
悪
修
善
の

業
が
自
然
に
生
じ
る
。（
解
説
の
貞
極
上
人
資
料
参
照
）
極

楽
の
菩
薩
が
、
仏
と
同
じ
金
色
の
姿
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

お
互
い
の
尊
い
姿
を
見
る
こ
と
で
欲
の
心
が
出
ず
、
反
対
に

敬
い
の
心
が
生
じ
る
。
ま
た
お
互
い
が
善
縁
と
な
っ
て
、
修

行
に
よ
る
功
徳
を
重
ね
ら
れ
る
。
修
行
を
す
る
の
に
最
適
な

環
境
で
あ
る
極
楽
浄
土
を
建
立
し
て
く
だ
さ
っ
た
阿
弥
陀
仏

の
大
慈
悲
を
伝
え
る
こ
と
も
出
来
る
。

・�

人
間
は
肌
の
色
な
ど
の
違
い
に
対
し
て
、
偏
見
に
よ
り
優
劣

を
加
え
て
し
ま
い
、
つ
い
差
別
の
心
を
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

凡
夫
の
愚
か
さ
を
十
分
に
理
解
さ
れ
た
阿
弥
陀
仏
（
法
蔵
菩

薩
）
が
、
極
楽
の
菩
薩
が
悉
皆
金
色
で
あ
る
よ
う
本
願
と
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
差
別
も
な
い
し
、
苦
し
め
あ
い
も
な
い
世

界
が
極
楽
浄
土
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
ま
た
そ
う
い
う
世

界
を
目
指
す
私
達
だ
か
ら
こ
そ
、
娑
婆
に
お
い
て
も
差
別
の

心
が
生
じ
な
い
よ
う
、
他
者
に
苦
悩
を
与
え
な
い
よ
う
に
、

心
が
け
て
生
き
る
こ
と
も
お
勧
め
し
た
い
。

・�

娑
婆
に
お
い
て
、
金
は
他
の
金
属
に
比
べ
て
錆
び
に
く
い
性

質
で
、
経
年
に
よ
る
退
色
や
腐
食
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、

不
変
の
も
の
と
し
て
高
い
価
値
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
娑

婆
世
界
の
も
の
に
常
（
不
変
）
で
あ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、

金
で
あ
っ
て
も
退
色
や
腐
食
を
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
極
楽
で
金
色
の
姿
を
得
た
菩
薩
は
、
後
に
佛
に
成
っ

て
以
後
も
、
貴
い
姿
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
容
姿

に
お
い
て
苦
悩
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
凡
夫
が
、
極
楽
に
往
生

す
れ
ば
、
何
の
煩
い
も
無
く
修
行
に
専
念
で
き
る
こ
と
を
伝

え
る
。

・�

以
上
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、
娑
婆
と
は
異
な
る
極
楽

で
の
姿
を
提
示
し
て
、
聴
衆
に
欣
慕
の
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、「
極
楽
往
生
の
た
め
に
は
、
日
々
の
念
仏
信
仰
が
大
切

で
あ
る
」
と
伝
え
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
。

�

（
執
筆
者
：
中
川
正
業
）
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３
―
１
２
「
第
四
、
無
有
好
醜
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
人
天
、
形
色
不
同
に

し
て
、
好
醜
あ
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
四
無
有
好
醜
願
、

聖
典
一
・
二
二
五
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕
国
土
に
住
む
人
々
や
天
人

の
姿
形
が
ま
ち
ま
ち
で
、
美
し
い
・
醜
い
と
い
っ
た
差
が
、〔
万

が
一
に
も
〕
あ
る
よ
う
な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。」（
現
代
語
訳
・
四
八
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
四
願
、
形
色
不
同
、
人
の
物
差
し
の
拙
さ
（
好
い
醜

い
と
い
う
の
は
人
の
物
差
し
、
仏
の
物
差
し
に
そ
ん
な
も
の
は

な
い
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
極
楽
に
良
い
醜
い
は
な
い
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

形
色
…
姿
か
た
ち
の
こ
と
。『
随
聞
講
録
』
に
は
、「
形
色
等

と
は
、
顕
色
に
非
ざ
る
こ
と
を
顕
す（

（7
（

」
と
あ
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

願
意
に
つ
い
て
『
随
聞
講
録
』
に
は
、
姿
か
た
ち
が
ま
ち
ま

ち
で
、
美
し
い
・
醜
い
と
い
っ
た
差
が
あ
る
と
、「
或
い
は

憍
慢
が
生
じ
、
或
い
は
恥
辱
を
懐
き
て
、
常
に
苦
患
を
増

す（
（7
（

」
た
め
、
こ
れ
を
哀
愍
し
て
建
て
ら
れ
た
願
で
あ
る
と

い
う
。

・�

願
成
就
文
（
香
川（

（7
（

）
は
、
巻
上
の
「
そ
の
諸
も
ろ
の
声
聞
・

菩
薩
・
天
・
人
、
智
恵
高
明
に
神
通
洞
達
し
、
咸
同
じ
く
一

類
に
し
て
、
形
異
状
な
し
。
た
だ
余
方
に
因
順
す
る
が
故
に
、

天
・
人
の
名
あ
り
。
顔
貌
端
正
に
し
て
、
世
に
超
え
て
希
有

な
り
。
容
色
微
妙
に
し
て
、
天
に
あ
ら
ず
人
に
あ
ら
ず
、
皆

自
然
虚
無
の
身
、
無
極
の
体
を
受
く
」（
聖
典
一・二
四
四
頁
）

で
あ
る
。
／
「
そ
の
〔
極
楽
世
界
に
い
る
〕
声
聞
や
菩
薩
、

天
人
や
人
々
は
す
ぐ
れ
た
智
慧
を
持
つ
〔
と
同
時
に
、
あ
ら

ゆ
る
〕
神
通
力
を
す
っ
か
り
具
え
、
み
な
一
様
に
同
じ
姿
で

あ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
な
い
。
た
だ
、
も
と
い
た
世
界
に
ち

な
ん
で
、
天
と
か
人
と
い
う
名
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
顔
立
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ち
は
〔
極
め
て
〕
端
正
で
、
今
ま
で
誰
も
見
た
こ
と
が
な
い

ほ
ど
な
の
だ
。
そ
の
容
姿
は
喩
え
よ
う
も
な
く
端
麗
で
、〔
名

こ
そ
天
・
人
と
は
い
っ
て
も
〕
実
際
は
天
で
も
人
で
も
な
く
、

そ
も
そ
も
〔
蜃
気
楼
の
よ
う
に
〕
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
く
、

物
質
的
な
肉
体
を
持
た
な
い
存
在
な
の
で
あ
る
」（
現
代
語

訳
・
八
一
頁
）。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�「
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
に
は
容
姿
の
良
い
者
・
醜
い
者
は

な
く
、す
べ
て
は
同
じ
よ
う
な
美
し
い
者
に
生
ま
れ
変
わ
る
」

と
受
け
取
ら
れ
る
こ
の
本
願
だ
が
、「
そ
の
身
そ
の
ま
ま
極

楽
に
生
ま
れ
、
美
し
い
醜
い
と
い
っ
た
物
差
し
は
な
く
な
り
、

す
べ
て
が
尊
重
さ
れ
る
」
と
い
う
説
き
方
が
で
き
れ
ば
と
思

う
。

《
法
話
例
》

「
阿
弥
陀
様
の
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
た
者
は
、
ど
ん
な
者
で

も
美
し
い
者
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
、
醜
い
す
が
た
に
は
な
ら
な

い
の
だ
…
」
と
、
何
か
引
っ
か
か
り
な
が
ら
話
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
案
の
定
質
問
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

「
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
身
そ
の
ま
ま
、
美

し
い
と
か
醜
い
と
か
、
そ
う
い
う
物
の
見
方
は
な
く
な
る
…
そ

う
と
ら
え
て
も
ら
え
た
方
が
、
私
は
う
れ
し
い
で
す
」
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
私
は
そ
の
通
り
だ
と
頷
き
、
反
省
し
た
こ
と
を

忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
現
代
に
お
け
る
理
想
的
な
物
の
見
方
を
前
提
と
し
て
、

お
釈
迦
様
の
お
言
葉
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
も
の
に
な
り
ま
す

が
、
多
様
性
を
認
め
合
う
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
価
値
観
が
あ
り

そ
れ
を
否
定
せ
ず
に
尊
重
し
合
お
う
と
い
う
こ
と
は
、
現
代
に

お
い
て
大
い
に
大
切
な
考
え
方
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

お
経
文
を
見
ま
す
と
、
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
た
者
が
「
形
色

不
同
に
し
て
好
醜
あ
れ
ば
」
私
は
仏
に
は
な
ら
な
い
と
あ
り
、

ま
た
、
極
楽
浄
土
で
は
「
同
じ
く
一
類
に
し
て
、
形
異
状
な
し
」

と
あ
り
ま
す
。
す
こ
し
難
し
い
で
す
が
、
確
か
に
「
み
ん
な
同

じ
姿
に
な
る
」と
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
ね
。し
か
し
、「
姿

形
も
な
く
、こ
の
上
な
い
姿
を
得
る
」と
も
説
か
れ
て
お
り
、「
ど

ん
な
姿
に
も
な
れ
る
」
と
受
け
取
る
こ
と
も
出
来
そ
う
で
す
。
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み
ん
な
が
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
な
り
た
い
姿
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
身
体
を
得
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
ど

ん
な
姿
に
も
な
れ
る
体
に
み
ん
な
が
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
な
ら
ば
大
丈
夫
で
す
ね
。

阿
弥
陀
様
は
、
極
楽
浄
土
で
こ
の
私
が
ど
ん
な
姿
に
な
ろ
う

と
も
、「
す
ば
ら
し
い
ね
」
と
心
か
ら
認
め
て
下
さ
る
、
ま
た

極
楽
浄
土
に
お
ら
れ
る
全
て
の
化
仏
菩
薩
様
達
も
同
じ
な
ん
で

す
ね
。
あ
あ
、
な
ん
と
心
強
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

私
達
は
こ
の
現
世
で
全
て
の
人
た
ち
を
認
め
、
尊
重
す
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
ね
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
凡

夫
で
あ
る
私
達
は
全
て
を
尊
重
で
き
な
い
と
い
う
限
界
を
併
せ

持
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
人
が
一
生
懸
命

や
っ
て
い
る
こ
と
も
、
私
は
正
し
い
と
は
思
え
な
い
と
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
自
分
が
正
し
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
、
一
生
懸
命
精
一
杯
自
分
を
信
じ
て
や
っ
て

い
る
こ
と
も
、
認
め
て
も
ら
え
ず
、
悲
し
い
思
い
を
す
る
こ
と

も
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
が
こ
の
現
世
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
こ
の
現
世
が
私
達
凡
夫
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
社

会
だ
か
ら
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

私
も
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
や
っ
て
い
ま
す

し
、
こ
う
い
う
姿
で
い
る
こ
と
に
想
い
を
も
っ
て
生
き
て
い
る

つ
も
り
で
す
。
し
か
し
、
認
め
て
く
れ
る
人
は
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
最
近
で
は
笑
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
街
に
出
る
と

み
ん
な
に
笑
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
し
、
歳
を
か
さ
ね

る
に
つ
れ
て
、
目
に
映
る
も
の
、
自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
に

対
す
る
評
価
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
怖
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
で

も
一
生
懸
命
や
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
笑
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
、

認
め
て
も
ら
え
な
い
こ
と
、
そ
れ
で
も
認
め
て
ほ
し
い
こ
と
、

そ
れ
を
１
０
０
％
の
人
た
ち
が
、
１
０
０
％
認
め
て
く
れ
る
世

界
、そ
れ
が
極
楽
浄
土
だ
と
思
う
と
、涙
が
出
て
き
ま
せ
ん
か
…
。

認
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、
努
力
の
結
果
称
賛
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
世
の
中
に
は
あ
り
ま
す

ね
？
例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
結
果
を
残
し
た
り
、
新
た
な

開
発
を
し
て
世
の
中
が
大
き
く
変
わ
っ
た
り
、
や
り
遂
げ
た
先

に
認
め
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
は
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
途
中
は
苦
し
い
も
の
だ
と
察
し
ま
す
。
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そ
う
し
て
苦
し
む
人
の
ほ
ん
の
一
握
り
の
人
が
称
賛
さ
れ
、
認

め
て
も
ら
え
る
の
が
現
世
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ほ
と
ん

ど
の
人
は
認
め
て
も
ら
え
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し
な
が
ら
生
き

て
い
る
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
か
が
で
す
か
？
そ

う
い
う
経
験
を
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

そ
う
し
た
想
い
を
持
つ
方
で
あ
れ
ば
、
先
に
お
伝
え
し
た
極

楽
浄
土
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
現
世
で
は
到

底
か
な
わ
な
い
で
あ
ろ
う
、
全
て
の
人
を
全
て
の
人
が
認
め
て

称
賛
す
る
こ
と
、
だ
れ
に
も
認
め
ら
れ
な
い
自
分
を
、
心
の
底

か
ら
み
ん
な
が
認
め
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
が
確
実
に

そ
こ
に
あ
る
ん
で
す
ね
。「
認
め
て
も
ら
え
な
い
こ
と
知
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
こ
と
、
私
は
知
っ

て
ま
す
。
私
は
心
か
ら
あ
な
た
を
認
め
ま
す
」
全
て
の
仏
様
菩

薩
様
が
認
め
て
く
れ
る
。
極
楽
浄
土
は
こ
う
し
た
世
界
だ
と
教

え
、
そ
う
い
う
世
界
に
連
れ
て
行
っ
て
下
さ
る
の
が
阿
弥
陀
様

の
誓
願
、
第
四
番
目
「
無
有
好
醜
の
願
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は

な
い
か
と
、
紹
介
し
た
ご
指
摘
の
経
験
も
踏
ま
え
、
お
伝
え
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
認
め
て
く
れ
る
世
界
、
極
楽
浄
土
。
阿
弥
陀
様
だ

け
が
連
れ
て
行
っ
て
下
さ
い
ま
す
。
南
無
阿
弥
陀
仏
と
お
称
え

し
て
、
阿
弥
陀
様
の
お
迎
え
を
お
願
い
致
し
ま
し
ょ
う
。
南
無

阿
弥
陀
仏
。

�

（
執
筆
者
：
郡
嶋
昭
示
）

３
―
１
３
「
第
十
一
、
住
正
定
聚
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
人
天
、
定
聚
に
住
し
、

必
ず
滅
度
に
至
ら
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
十
一
住
正

定
聚
願
、
聖
典
一
・
二
二
六
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕
国
土
に
住
む
人
々
や
天
人
が
、

〔
覚
り
を
開
い
て
仏
に
な
る
こ
と
が
確
約
さ
れ
て
い
る
〕
正
定

聚
〔
の
状
態
に
万
が
一
に
も
〕
な
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

〔
そ
の
間
、〕私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
現
代
語
訳・

四
九
頁
）
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③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
十
一
願
、
正
定
聚
、
処
不
退
、
必
至
滅
度
、
／
十
夜

会④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
必
ず
覚
り
へ
と
至
ら
せ
よ
う
」

「
必
ず
仏
へ
と
育
て
上
げ
よ
う
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

定
聚
…
正
定
聚
の
こ
と
。『
随
聞
講
録
』
に
は
「
正
定
聚
即
ち
、

処
不
退
な
り（

（7
（

」
と
あ
る
。
正
定
聚
は
、
仏
に
な
れ
る
こ
と

が
定
ま
っ
て
い
る
境
地
の
こ
と
。
処
不
退
と
は
、
極
楽
浄
土

の
徳
と
し
て
、
そ
の
国
に
生
ま
れ
た
者
は
修
行
が
後
戻
り
す

る
こ
と
な
く
、
三
悪
道
な
ど
の
悪
趣
に
退
転
す
る
こ
と
も
な

い
こ
と
を
い
う
。

・�

滅
度
…
生
死
輪
廻
の
苦
を
「
滅
」
し
て
、覚
り
の
境
地
に
「
渡

（
＝
度
）」
る
こ
と
。『
随
聞
講
録
』
に
は
「
大
乗
の
滅
度
、

即
ち
仏
果
を
指
す
な
り（

（7
（

」
と
あ
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

穢
土
で
の
修
行
は
、
一
尺
の
善
を
成
せ
ば
一
丈
ほ
ど
後
退
す

る
と
い
う（

（8
（

。
法
蔵
さ
ま
が
ご
覧
に
な
っ
た
二
百
一
十
億
の

浄
土
の
中
、
あ
る
浄
土
の
衆
生
は
仏
道
修
行
を
す
れ
ど
も
、

多
く
は
退
転
し
て
必
堕
地
獄
の
邪
定
聚
に
入
る
の
で
あ
る
。

法
蔵
さ
ま
は
退
堕
の
衆
生
を
憐
れ
ん
で
こ
の
願
を
建
て
ら
れ
、

我
ら
を
摂
取
し
て
く
だ
さ
る（

（8
（

。

・�

願
成
就
文
（
義
山（

（8
（

）
は
、
巻
下
冒
頭
の
「
佛
、
阿
難
に
告

げ
た
ま
わ
く
。
そ
れ
衆
生
あ
っ
て
、
か
の
国
に
生
ず
る
者
は
、

皆
悉
く
正
定
の
聚
に
住
す
。
所
以
は
何
ん
。
か
の
佛
国
の
中

に
は
、
諸
も
ろ
の
邪
聚
お
よ
び
不
定
聚
な
し
」（
聖
典
一
・

二
四
九
頁
）で
あ
る
。
／「
釈
尊
が〔
私
〕阿
難
に
仰
せ
に
な
っ

た
。「
さ
て
、
誰
で
あ
れ
〔
無
量
寿
仏
の
極
楽
〕
世
界
に
往

生
す
る
者
は
、
み
な
こ
と
ご
と
く
〔
覚
り
を
開
い
て
仏
に
な

る
こ
と
が
確
約
さ
れ
て
い
る
〕
正
定
聚
〔
の
状
態
〕
に
あ
る
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
の
仏
の
世
界
に
は
〔
地
獄
・
餓
鬼
・

畜
生
の
三
悪
道
に
堕
ち
る
〕
邪
聚
〔
の
存
在
〕
も
な
い
か
ら

で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
一
〇
〇
頁
）。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

こ
の
讃
題
は
、
我
ら
退
堕
の
衆
生
を
憐
れ
ん
で
の
ご
誓
願
で
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あ
る
。
ま
ず
は
阿
弥
陀
さ
ま
の
大
慈
悲
の
御
心
を
お
伝
え
す

る
と
共
に
、
第
一
・
二
願
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
正
定
聚

の
境
地
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
。

・�

そ
の
上
で
、「
必
ず
滅
度
に
至
ら
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」、

つ
ま
り
「
必
ず
仏
へ
と
育
て
上
げ
る
」
と
誓
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
尊
く
頂
戴
す
る
。
仏
教
の
最
終
目
標
で
あ
る
覚
り
の
境

地
を
、
我
ら
に
お
約
束
下
さ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
四
十

八
願
の
願
文
中
、
往
生
人
の
成
仏
を
明
確
に
お
示
し
下
さ
っ

て
い
る
の
は
こ
の
願
文
の
み
で
あ
る
。
本
経
巻
上
の
最
後
の

御
文
に
も
、
阿
弥
陀
仏
の
化
仏
で
あ
る
「
か
く
の
ご
と
き
の

諸
佛
、
各
お
の
無
量
の
衆
生
を
、
佛
の
正
道
に
安
立
せ
し
め

た
ま
う（

（8
（

／
そ
れ
ら
の
仏
は
各
々
、
数
限
り
な
い
衆
生
が
覚

り
へ
と
続
く
道
を
し
っ
か
り
歩
む
よ
う
に
さ
せ
る
の
で
あ

る（
（8
（

」
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
極
楽
の
荘

厳
は
、
往
生
を
果
た
し
た
全
て
の
衆
生
を
覚
り
の
境
地
へ
導

く
た
め
の
お
計
ら
い
で
あ
り
、
四
十
八
願
す
べ
て
が
我
ら
を

「
滅
度
に
至
ら
せ
る
」
た
め
の
誓
願
な
の
で
あ
る
。

・�「
四
弘
誓
願
」
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
、

「
こ
の
私
が
必
ず
仏
に
成
れ
る
」
と
い
う
未
来
像
を
、
共
に

抱
く
こ
と
が
で
き
る
。

・�

極
楽
浄
土
は
尊
く
有
り
難
く
も
、
単
な
る
「
あ
の
世
」
で
は

な
い
。
往
生
人
お
よ
び
未
来
の
私
が
極
楽
浄
土
に
て
、
仏
道

修
行
や
菩
薩
行
を
「
極
め
て
楽
し
く
」
修
め
る
姿
を
お
伝
え

す
る
。（「
浄
土
十
楽
」
の
増
進
仏
道
楽
な
ど
参
照
）

・�

逆
に
、こ
の
穢
土
で
の
修
行
の
難
し
さ
を
説
く
。（
例
え
ば『
登

山
状
』
に
は
、「
或
る
文
に
は
、『
一
人
一
日
の
中
に
八
億
四

千
の
念
あ
り
。
念
々
の
中
の
所
作
、皆
是
れ
三
途
の
業
な
り
』

と
い
え
り（

（8
（

」
と
あ
る
）
し
か
し
念
仏
は
易
行
で
あ
り
、
我

ら
凡
夫
で
も
精
進
で
き
る
。

・�

浄
土
宗
の
み
教
え
は
、
我
ら
に
と
っ
て
釈
尊
一
代
仏
教
の
結

論
で
あ
る
。
往
生
浄
土
の
そ
の
先
に
、
必
ず
成
仏
へ
と
至
る

仏
道
が
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
、
だ
か
ら
こ
そ
称
名
念
仏
を

結
勧
す
る
の
で
あ
る
。

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）
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３
―
１
４
「
第
十
二
、
光
明
無
量
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
光
明
能
く
限
量
あ
っ
て
、
下
、

百
千
億
那
由
他
諸
佛
の
国
を
照
ら
さ
ざ
る
に
至
ら
ば
、
正
覚
を

取
ら
じ
」（
第
十
二
光
明
無
量
願
、
聖
典
一
・
二
二
六
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
が
放
つ
〕
光
明
の
輝
き
に
〔
万

が
一
に
も
〕
限
界
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
百
千
億
那
由
他
も
の

み
仏
の
国
々
を
照
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

〔
そ
の
間
、〕私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
現
代
語
訳・

四
九
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
十
二
願
、
光
明
、
光
明
無
量
、
光
明
摂
取
／
通
夜
、

彼
岸
会
、
十
夜
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
仏
さ
ま
の
み
光
に
限
り
な
し
」

「
一
人
も
捨
て
ず
」

「
仏
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
私
」　

「
摂
取
の
ひ
か
り
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

光
明
…
仏
菩
薩
の
智
慧
の
働
き
を
象
徴
す
る
光
。
中
で
も
阿

弥
陀
仏
が
放
つ
光
明
は
、
際
限
が
な
い
。
つ
ま
り
、
本
願
成

就
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
働
き
で
あ
る
光
明
は
全
世

界
を
照
ら
し
て
い
る
の
と
同
時
に
、
全
て
の
人
に
等
し
く
降

り
注
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
観
経
』
に
、「
光
明
、
徧
く

十
方
世
界
を
照
ら
し
て
、
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
て
捨
て
た

ま
わ
ず（

（8
（

」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
念
仏
を
称
え
る
者
の
み
、

そ
の
光
に
摂
取
さ
れ
、
阿
弥
陀
仏
に
救
済
さ
れ
る
。
法
然
上

人
は
『
逆
修
説
法
』
三
七
日（

（8
（

で
光
明
の
働
き
に
つ
い
て
、
全

世
界
を
照
ら
す
光
明
の
働
き
を
「
常
光
」
と
し
、
念
仏
を
称

え
る
者
の
み
を
照
ら
す
光
明
の
働
き
を
「
神
通
光
」
と
し
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
法
然
上
人
作
で
あ
る
「
月
影
」
の

道
詠
を
解
説
す
る
中
で
、藤
堂
恭
俊
台
下
は
、前
半
の
句
「
月

か
げ
の
い
た
ら
ぬ
さ
と
は
な
け
れ
ど
も
」は「
常
光
」を
指
し
、

後
半
の
句
「
な
が
む
る
人
の
心
に
ぞ
す
む
」
は
「
神
通
光
」

を
指
す
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
浄
土
宗
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
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身
心
か
ら
放
た
れ
る
全
世
界
を
照
ら
す
光
明
の
働
き
を
、「
色

光
」
と
い
い
、
と
く
に
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
に
よ
っ
て
念
仏
者

を
摂
取
す
る
光
明
の
働
き
を
「
心
光
」
と
も
い
う
。

・�

那
由
他
…
（nayuta

）
の
音
写
語
。
那
由
多
と
も
書
く
。
イ

ン
ド
の
数
量
の
単
位
で
、
一
千
億
と
も
、
一
千
万
と
も
い
わ

れ
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

願
名
に
つ
い
て

�

四
十
八
の
誓
願
の
う
ち
第
十
二
番
目
の
願
。
第
十
二
願
は
、

「
光
明
無
量
願
」、「
光
明
遍
照
無
数
諸
国
願
」、
な
ど
と
称
さ

れ
る
願
文
で
あ
る（

（8
（

。
ち
な
み
に
浄
土
宗
で
は
、
了
慧
道
光

の
『
無
量
寿
経
鈔
』
の
呼
称
に
基
づ
き
、
第
十
二
願
を
「
光

明
無
量
願
」
と
呼
び
習
わ
し
て
い
る
。

・�

第
十
二
願
の
内
容
に
つ
い
て

�

第
十
二
願
の
内
容
は
、「
自
分
が
仏
と
な
っ
た
暁
に
は
、
光

明
に
際
限
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
阿

弥
陀
仏
の
梵
語
名
は
、「
ア
ミ
タ
ー
バ
」
と
い
い
、
無
量
光

と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
こ
の
願
は
阿
弥
陀
仏
の
名
に
対
応

し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

�

こ
の
願
が
建
て
ら
れ
た
意
図
は
、
諸
仏
の
う
ち
の
あ
る
仏
は

百
仏
世
界
を
照
ら
し
、
あ
る
仏
は
一
仏
土
の
み
し
か
照
ら
さ

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
諸
仏
の
光
明
に
限
り
が
あ
り
、

光
明
の
届
か
な
い
所
で
は
、
仏
の
救
い
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う

人
々
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
、
阿
弥
陀
仏
は
念
仏
を
称
え
る

全
て
の
人
々
を
救
う
た
め
に
、
光
明
に
限
り
が
な
く
、
全
世

界
に
光
明
を
届
け
る
た
め
、
い
か
な
る
仏
も
実
現
し
え
な

か
っ
た
「
光
明
無
量
の
願
」
を
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

・�

阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
十
二
の
徳
用
に
つ
い
て（

（8
（

�

「
光
明
無
量
の
願
」
を
成
就
さ
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
は
、

以
下
の
十
二
の
徳
用
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
仏
格
を
あ

た
え
て
十
二
光
仏
と
も
い
う
。

一
、�

無
量
光
…
『
観
経
』
に
八
万
四
千
の
相
・
八
万
四
千
の

随
形
好
・
八
万
四
千
の
光
明
と
あ
る
が
如
く
、
そ
の
光

明
は
ま
こ
と
に
算
数
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
な
い
と
い
う
こ

と
。

二
、�
無
辺
光
…
照
ら
す
と
こ
ろ
が
極
ま
り
な
い
故
に
、
ど
こ
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ま
で
も
有
縁
の
衆
生
を
求
め
て
済
度
し
よ
う
と
い
う
こ

と
。

三
、�
無
碍
光
…
こ
の
世
の
日
月
灯
燭
な
ど
は
、
へ
だ
て
る
物

が
あ
れ
ば
光
を
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
る
に
仏

の
光
明
は
、
大
小
も
ろ
も
ろ
の
山
を
も
徹
し
照
ら
し
て
、

こ
の
界
の
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
さ
れ
る
の
に
、
障
害
と

な
る
も
の
は
何
も
な
い
と
い
う
こ
と
。

四
、�

無
対
光
…
他
の
仏
の
光
明
と
比
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い

ほ
ど
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
勝
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

五
、�

焔
王
光
…
三
途
の
暗
闇
も
徳
光
を
蒙
る
と
い
う
こ
と
。

六
、�

清
浄
光
…
無
貪
の
善
根
よ
り
生
ず
る
と
こ
ろ
の
光
。
こ

の
清
浄
光
に
触
れ
る
者
は
必
ず
そ
れ
ら
の
貪
欲
の
罪
を

滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
か
の
仏
が
無
貪
の
清
浄

光
を
放
っ
て
照
触
摂
取
し
て
く
だ
さ
る
が
故
に
、淫
貪・

財
貪
の
不
浄
を
除
き
、
無
戒
や
破
戒
の
罪
を
滅
し
て
、

無
貪
善
根
の
身
と
な
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
は
持
戒

清
浄
な
人
と
同
列
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

七
、�

歓
喜
光
…
無
瞋
の
善
根
よ
り
生
ず
る
と
こ
ろ
の
光
。
こ

の
光
に
触
れ
る
者
は
瞋
恚
の
罪
を
滅
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
故
に
瞋
恚
憎
盛
の
人
で
あ
っ
て
も
、
専
ら
念
仏
を

修
す
る
時
、
か
の
仏
が
歓
喜
光
で
摂
取
し
て
く
だ
さ
る

が
故
に
、
瞋
恚
の
罪
を
滅
し
、
そ
れ
は
忍
辱
波
羅
蜜
の

人
と
同
じ
価
値
が
あ
る
と
い
う
。

八
、�

智
慧
光
…
無
癡
の
善
根
よ
り
生
ず
る
と
こ
ろ
の
光
。
み

仏
は
久
し
く
一
切
の
智
慧
を
学
ん
で
愚
痴
の
煩
悩
を
絶

ち
尽
く
し
、
こ
の
光
を
得
ら
れ
た
か
ら
「
無
癡
所
生
の

光
」
と
い
う
。
こ
の
光
は
愚
痴
の
罪
を
滅
し
、
無
明
の

闇
を
破
る
と
い
う
こ
と
。

九
、�

不
断
光
…
常
に
照
ら
し
て
絶
え
な
い
光
。
仏
の
光
明
が

長
時
不
断
に
照
益
を
為
す
と
い
う
こ
と
。

十
、�

難
思
光
…
仏
以
外
の
声
聞
や
縁
覚
と
い
う
位
の
者
で
は
、

測
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
徳
光
と
い
う
こ
と
。

十
一�

、
無
称
光
…
世
の
言
相
を
過
ぐ
。
余
乗
な
ど
の
堪
説
す

る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
つ
ま
り
文
字
や
言
葉
で
は
表
し

難
く
、
説
明
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。

十
二�

、
超
日
月
光
…
世
の
色
相
を
過
ぐ
。
日
夜
恒
に
照
ら
す
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こ
と
娑
婆
二
曜
の
輝
き
に
同
じ
か
ら
ず
。
つ
ま
り
阿
弥

陀
仏
の
光
明
の
照
り
輝
く
さ
ま
は
、
こ
の
世
の
太
陽
や

月
の
比
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

・�

願
成
就
文
（
義
山（

（9
（

）
は
、「
無
量
寿
佛
の
威
神
光
明
、
最
尊

第
一
な
り
。
諸
佛
の
光
明
、
能
く
及
ば
ざ
る
所
な
り
」（
聖

典
一
・
二
三
七
頁
）
で
あ
る
。
／
「〔
法
蔵
菩
薩
は
す
で
に

仏
と
な
り
、
無
量
寿
仏
と
い
う
名
の
仏
と
な
ら
れ
た
。〕
無

量
寿
仏
の
強
大
な
力
み
な
ぎ
る
光
明
は
、
み
仏
方
の
中
で
も

最
も
尊
く
最
高
〔
の
輝
き
〕
で
あ
り
、
他
の
諸
々
の
仏
の
光

明
が
到
底
、
追
随
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」（
現
代
語
訳
・

六
九
頁
）。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

阿
弥
陀
仏
が
放
つ
光
明
は
、
い
か
な
る
諸
仏
の
光
明
よ
り
勝

れ
て
お
り
、
最
尊
第
一
で
あ
る
こ
と
を
⑥
の
「
解
説
」
で
挙

げ
た
「
十
二
光
」
の
徳
用
を
例
に
出
し
て
伝
え
る
と
よ
い
。

例
え
ば
、
法
然
上
人
は
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

�

障
ら
れ
ぬ　

光
も
あ
る
を　

を
し
な
べ
て　

隔
て
顔
な
る　

朝
霞
か
な

　
〈
訳
〉

　

�

遮
る
こ
と
の
で
き
な
い
光
と
い
う
も
の
が
あ
る
も
の
な
の

に
、
朝
霞
が
一
様
に
太
陽
の
光
を
遮
っ
て
、
い
か
に
も
す

べ
て
の
光
を
遮
っ
て
い
る
よ
う
に
た
な
び
い
て
い
る
こ
と

よ（
（9
（

。

�

右
の
法
然
上
人
の
和
歌
は
、阿
弥
陀
仏
の
「
十
二
光
」
の
う
ち
、

何
も
の
に
も
遮
ら
れ
な
い
「
無
碍
光
」
を
意
識
し
て
詠
ま
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
は
、
何
も
の
に

も
遮
ら
れ
な
い
「
無
碍
光
」
と
い
う
徳
が
具
わ
っ
て
い
る
。

た
だ
、
太
陽
の
光
が
朝
霞
に
は
遮
ら
れ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀

仏
の
光
明
も
我
々
の
煩
悩
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
、
煩
悩
に
束
縛
さ
れ
て

い
る
我
々
凡
夫
に
で
も
、
念
仏
さ
え
称
え
れ
ば
必
ず
届
く
こ

と
を
、
法
然
上
人
の
和
歌
を
用
い
な
が
ら
伝
え
る
と
よ
い
。

・�
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
、
本
願
を
成
就
し
た
こ
と
で
、
全
て
の

人
に
降
り
注
が
れ
て
い
る
が
、
そ
の
光
明
に
摂
め
取
ら
れ
る
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の
は
、
念
仏
を
称
え
る
者
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

法
然
上
人
は
、『
選
択
集
』
第
七
章
段
篇
目
に
「
弥
陀
の
光

明
余
行
の
者
を
照
ら
さ
ず
、
た
だ
念
仏
の
行
者
を
摂
取
し
た

ま
う
の
文
」と
掲
げ
、和
歌
に
も
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

�

月
影
の　

至
ら
ぬ
里
は　

無
け
れ
ど
も　

眺
む
る
人
の　

心
に
ぞ
澄
む

　
〈
訳
〉

　

�

月
の
光
が
照
ら
さ
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
月
を
眺
め
る

人
の
心
に
こ
そ
月
は
澄
み
渡
る
の
で
あ
る（

（9
（

。
�

こ
れ
は
、
浄
土
宗
の
宗
歌
に
も
定
め
ら
れ
て
お
り
、
詞
書
に

「
光
明
遍
照
十
方
世
界
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
の
心
を
」
と
付

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
然
上
人
が
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
月

の
光
に
例
え
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
月
影
」
と
は
、

月
の
光
の
こ
と
で
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
表
す
。
つ
ま
り
、

阿
弥
陀
仏
の
光
明
が
全
世
界
を
照
ら
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、

月
の
光
も
全
て
の
場
所
を
く
ま
な
く
照
ら
し
て
く
れ
て
い
る
。

�

し
か
し
、
建
物
の
中
に
い
た
り
、
他
の
こ
と
に
気
を
と
ら
わ

れ
て
い
た
ら
、月
の
光
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。実
際
に
、

こ
の
目
で
月
を
眺
め
て
こ
そ
、
月
の
光
に
心
が
奪
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
ま
さ
に
、月
の
光
と
同
様
に
、念
仏
を
称
え
て
こ
そ
、

阿
弥
陀
仏
の
本
願
他
力
の
御
心
を
頂
戴
で
き
、
極
楽
浄
土
へ

と
救
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
聴
衆
に
、
阿
弥
陀

仏
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
身
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
、

実
際
に
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
を
称
え
る
こ
と
を
勧
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・�

光
明
に
つ
い
て
法
然
上
人
が
、『
逆
修
説
法
』
三
七
日
の
中

で
説
い
て
い
る
「
常
光
」
と
「
神
通
光
」
の
違
い
に
つ
い
て

も
説
明
し
て
お
く
と
よ
い
。

《
十
分
法
話
例
》

あ
る
お
寺
の
掲
示
板
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

「
の
ぞ
み
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ひ
か
り
は
あ
り
ま
す
」

こ
の
言
葉
は
新
幹
線
の
駅
員
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
だ

そ
う
で
す
が
、
こ
の
言
葉
の
経
緯
を
申
し
ま
す
と
心
理
学
者
の

河
合
隼
雄
さ
ん
（
一
九
二
八
～
二
〇
〇
七
）
が
切
羽
詰
ま
っ
た

急
用
で
、
終
電
間
際
に
新
幹
線
に
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
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況
に
あ
り
ま
し
た
。
急
い
で
新
幹
線
の
切
符
売
り
場
に
来
た
河

合
さ
ん
が
「
ま
だ
新
幹
線
は
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

駅
員
さ
ん
が
さ
っ
き
の
言
葉
を
告
げ
ら
れ
た
の
で
す
。
駅
員
さ

ん
か
ら
し
て
み
た
ら
「
の
ぞ
み
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ひ
か
り
は

あ
り
ま
す
」
と
、
た
だ
事
実
を
伝
え
ら
れ
た
だ
け
な
の
で
す
が
、

こ
の
言
葉
が
こ
の
時
、
河
合
隼
雄
さ
ん
の
心
に
グ
サ
ッ
と
刺

さ
っ
た
の
で
す
。
お
そ
ら
く
、
河
合
隼
雄
さ
ん
が
こ
の
言
葉
に
、

こ
れ
で
何
と
か
目
的
地
ま
で
辿
り
つ
け
る
と
い
う
光
を
見
い
だ

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

『
無
量
寿
経
』
と
い
う
お
経
に
よ
る
と
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
も
「
ひ
か
り
」
が
あ
り
、
そ
の
「
ひ
か
り
」
に
照
ら
さ
れ

て
い
る
と
教
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
「
ひ
か
り
」
の
こ
と
を
光
明

と
い
い
ま
す
。
光
明
と
は
阿
弥
陀
さ
ま
か
ら
放
た
れ
る
光
の
こ

と
で
、
智
慧
の
働
き
を
表
し
て
い
ま
す
。
阿
弥
陀
さ
ま
の
光
明

は
限
り
が
な
く
、全
世
界
を
照
ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

阿
弥
陀
さ
ま
の
光
明
は
、
全
て
の
人
に
等
し
く
降
り
注
が
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
光
明
に
摂
め
取
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と
お
念
仏
を
称
え
る
人
で
す
。
そ
の
こ
と
は
、

『
観
経
』
に
も
、「
光
明
、
徧
く
十
方
世
界
を
照
ら
し
て
、
念
仏

の
衆
生
を
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
わ
ず
」
と
説
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
念
仏
を
称
え
る
者
の
み
、
光
明
に
摂
取
さ
れ
、
阿
弥
陀
さ

ま
の
お
救
い
に
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ま
た
、
我
が
宗
祖
法
然
上
人
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
光
明
を
月

の
光
に
例
え
て
、
三
十
一
文
字
の
お
歌
に
し
次
の
よ
う
に
詠
ま

れ
ま
し
た
。

　

�

月
影
の　

至
ら
ぬ
里
は　

無
け
れ
ど
も　

眺
む
る
人
の　

心
に
ぞ
澄
む

ち
な
み
に
月
影
と
は
、
月
の
光
の
こ
と
で
す
。
月
の
光
は
、

阿
弥
陀
さ
ま
の
光
明
と
同
じ
よ
う
に
、「
至
ら
ぬ
里
は　

無
け

れ
ど
も
」
と
あ
る
よ
う
に
全
世
界
を
照
ら
し
、
全
て
の
人
に
等

し
く
降
り
注
が
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
そ
の
月

の
光
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
人
と
で
き
な
い
人
が
い
ま
す
。

約
十
年
前
の
読
売
新
聞
の
投
書
欄
に
、
当
時
、
六
十
五
歳
の

齊
藤
さ
ん
と
い
う
方
が
次
の
よ
う
な
投
書
を
寄
せ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

�

子
ど
も
の
頃
、
い
た
ず
ら
を
す
る
と
、
夜
に
外
へ
出
さ
れ
、
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闇
の
恐
怖
を
味
わ
っ
た
。
だ
か
ら
、
暗
い
中
を
出
か
け
る

の
に
は
、
随
分
、
勇
気
が
い
っ
た
。
上
級
生
に
な
る
と
、

家
か
ら
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
っ
た
公
民
館
で

の
珠
算
塾
に
通
い
始
め
た
。
だ
が
、
夜
は
遠
く
感
じ
た
。

頼
り
は
懐
中
電
灯
。
手
提
げ
袋
に
入
れ
た
そ
ろ
ば
ん
が
カ

タ
コ
ト
と
鳴
る
と
お
び
え
た
。
帰
り
際
、
空
を
見
上
げ
、

幻
想
的
な
光
景
に
気
づ
い
た
。
空
に
浮
か
ぶ
ま
ん
丸
い
月
。

月
の
光
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
私
は
心
を
奪
わ
れ
、
立
ち

尽
く
し
た（

（9
（

。

こ
の
斎
藤
さ
ん
の
よ
う
に
、
お
月
さ
ん
の
光
に
心
を
奪
わ
れ
、

立
ち
尽
く
す
こ
と
の
で
き
る
人
は
、「
眺
む
る
人
」
で
あ
り
ま
す
。

要
は
、
実
際
に
月
を
こ
の
目
で
見
た
人
に
し
て
、
初
め
て
「
心

に
ぞ
澄
む
」
と
い
う
境
地
が
得
ら
れ
、
私
た
ち
の
心
が
、
月
の

光
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
澄
み
渡
っ
て
い
く
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
光
明
も
全
て
の
人
に
届
い
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
尚
且
つ
そ
の
光
明
に
摂
め
取
ら
れ
、
阿

弥
陀
さ
ま
の
お
救
い
に
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、「
我
が

名
を
呼
べ
、
な
ら
ば
必
ず
救
う
」
と
い
う
阿
弥
陀
さ
ま
の
願
い

に
応
え
て
、
実
際
、
こ
の
口
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
お
念
仏
を
称

え
た
人
で
あ
り
ま
す
。
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
さ
ま
は
決
し
て
、
お

念
仏
を
称
え
る
私
た
ち
を
お
見
捨
て
に
な
る
こ
と
は
な
い
の
で

す
。
最
後
に
、
私
た
ち
は
、
こ
の
世
で
覚
り
を
開
き
、
仏
と
な

る
「
の
ぞ
み
」
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
光
明
に
摂

取
さ
れ
る
こ
と
で
、
仏
と
な
れ
る
「
ひ
か
り
」
が
あ
る
の
で
す
。

ど
う
ぞ
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
救
い
に
預
か
る
た
め
に
も
、
共
々

に
お
念
仏
を
称
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）

３
―
１
５
「
第
十
三
、
寿
命
無
量
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
寿
命
能
く
限
量
あ
っ
て
、
下
、

百
千
億
那
由
他
劫
に
至
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
十
三
寿

命
無
量
願
、
聖
典
一
・
二
二
六
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
万
が
一
に
も
自
分
自
身
の
〕
寿
命

に
限
り
が
あ
る
よ
う
な
ら
ば
、〔
た
と
え
そ
れ
が
〕
百
千
億
那
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由
他
劫
と
い
う
〔
無
限
に
近
い
年
月
を
〕
下
ら
な
い
と
し
て
も
、

〔
そ
の
間
、〕私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
現
代
語
訳・

四
九
―
五
〇
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
十
三
願
、
寿
命
無
量

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
限
り
な
い
救
い
」

「
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

有
能
限
量
…
『
隨
聞
講
録
』
に
は
「
此
れ
は
是
れ
無
量
之
無

量
に
し
て
有
量
之
無
量
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
無
量
寿
仏
と

名
づ
く（

（9
（

」
と
解
説
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
無
限
に
近
い
数

で
あ
っ
た
と
し
て
も
限
り
が
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
際
限
の
無
い
無
量
の
寿
命
が
誓
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
百
千
億
那
由
他
劫
」
と
し
て
無
限

に
近
い
年
月
が
例
示
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
際
限
が
あ
る
場

合
に
は
、
決
し
て
仏
と
成
ら
な
い
こ
と
が
固
く
誓
わ
れ
て
い

る
。

・�

百
千
億
那
由
他
劫
…
仏
教
の
時
間
的
単
位
の
最
長
で
あ
る

「
劫
」
に
、「
那
由
他
」
と
い
う
極
め
て
大
き
な
単
位
を
重
ね
、

無
限
に
近
い
時
間
を
表
し
て
い
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

願
成
就
文
（
義
山（

（9
（

）
は
『
無
量
寿
経
』
巻
上
の
「
佛
、
阿

難
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
ま
た
無
量
寿
佛
の
寿
命
長
久
に
し
て
、

称
計
す
べ
か
ら
ず
。
汝
む
し
ろ
知
ら
ん
や
。
た
と
い
十
方
世

界
の
無
量
の
衆
生
を
し
て
、
皆
人
身
を
得
せ
し
め
、
悉
く
声

聞
・
縁
覚
を
成
就
せ
し
め
て
、
す
べ
て
共
に
集
会
し
、
禅
思

一
心
に
、
そ
の
智
力
を
竭
く
し
て
、
百
千
万
劫
に
、
悉
く
共

に
推
算
し
て
、
そ
の
寿
命
の
長
遠
の
数
を
計
る
と
も
、
窮
尽

し
て
、
そ
の
限
極
を
知
る
こ
と
能
わ
じ
」（
聖
典
一
・
二
三

八
頁
）
で
あ
る
。
／
「〔
ま
た
さ
ら
に
〕
釈
尊
が
〔
私
〕
阿

難
に
仰
せ
に
な
っ
た
。『
ま
た
無
量
寿
仏
の
寿
命
は
果
て
し

な
く
、と
て
も
計
り
知
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。〔
も
ち
ろ
ん
〕

そ
な
た
に
分
か
る
は
ず
も
な
い
。
た
と
え
、
あ
ら
ゆ
る
世
界

の
数
限
り
な
い
命
あ
る
も
の
た
ち
を
み
な
人
の
身
に
し
て
、

〔
そ
の
上
、
そ
の
〕
す
べ
て
に
声
聞
や
縁
覚
〔
の
境
地
を
〕
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完
成
さ
せ
、〔
そ
う
し
た
彼
ら
が
〕
み
な
共
々
に
集
ま
っ
て
、

精
神
を
研
ぎ
澄
ま
せ
た
寂
静
の
境
地
に
入
り
智
慧
の
限
り
を

尽
く
し
て
、
百
千
万
劫
と
い
う
永
い
時
間
を
か
け
、
み
な
協

力
し
て
そ
の
〔
無
量
寿
仏
の
〕
寿
命
が
ど
れ
ほ
ど
長
い
か
を

〔
何
と
か
〕
算
出
し
よ
う
と
し
て
も
、
答
え
に
辿
り
着
く
こ

と
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、〔
た
だ
、
と
め
ど
な
く
計
算
を
繰

り
返
す
ば
か
り
〕
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
七
一
―
七
二
頁
）

・�『
無
量
寿
経
』
の
経
題
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
阿
弥

陀
如
来
さ
ま
は
誓
願
を
成
就
し
て
、
無
量
寿
を
持
つ
仏
で
あ

る
。
寿
命
が
無
量
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
阿
弥
陀
仏

の
寿
命
が
量
り
知
れ
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
救

済
の
は
た
ら
き
も
時
間
的
な
限
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
。
ま
た
『
阿
弥
陀
経
』
に
も
「
か
の
仏
の
寿
命
、
お

よ
び
そ
の
人
民
、
無
量
無
辺
阿
僧
祇
劫
な
り（

（9
（

」
と
説
か
れ
る
。

・�

法
然
上
人
は
『
逆
修
説
法
』
三
七
日
に
お
い
て
、「
惣
じ
て

仏
の
功
徳
を
論
ず
る
に
能
持
所
持
の
二
義
有
り
。
寿
命
を
以

て
能
持
と
云
い
自
余
の
諸
功
徳
を
悉
く
所
持
と
云
う
な
り
。

一
切
の
万
徳
は
み
な
寿
命
の
持
つ
所
な
る
が
故
な
り
。〈
中

略
〉
た
だ
彼
の
仏
寿
命
無
く
ば
、
彼
等
の
功
徳
荘
厳
等
、
何

に
依
り
て
か
留
ま
る
べ
き
。
然
れ
ば
四
十
八
願
の
中
に
も
、

寿
命
無
量
の
願
に
自
余
の
所
願
を
ば
納
め
た
る
な
り
。
た
と

い
第
十
八
願
の
念
仏
往
生
の
願
、
広
く
諸
機
を
摂
し
て
済
度

す
る
に
似
た
り
と
雖
も
、
仏
寿
も
し
短
く
ば
、
そ
の
願
な
お

広
か
ら
ず
。〈
中
略
〉
こ
れ
を
以
て
こ
れ
を
思
え
ば
、
済
度

利
生
の
方
便
、
寿
命
の
長
遠
な
る
に
過
ぎ
た
る
は
無
く
、
大

慈
大
悲
の
誓
願
、
寿
命
の
無
量
な
る
に
顕
る
る
故
な
り（

（9
（

」

と
説
か
れ
、
阿
弥
陀
仏
の
寿
命
は
諸
願
の
能
持
で
あ
り
、
諸

願
は
み
な
寿
命
無
量
の
願
に
納
め
ら
れ
、
寿
命
無
量
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
第
十
八
願
に
よ
っ
て
一
切
の
衆
生
を
救
済
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
説
示
さ
れ
て
い
る
。（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞

典
』
参
照
）

・�

法
然
上
人
は
『
三
部
経
釈
』
に
お
い
て
「
光
明
無
量
の
願
は

横
に
一
切
衆
生
を
広
く
摂
取
せ
ん
が
た
め
な
り
。
寿
命
無
量

の
願
は
竪
に
十
方
世
界
を
久
し
く
利
益
せ
ん
が
た
め
な
り（

（9
（

」

と
説
か
れ
、
広
く
久
し
く
衆
生
を
平
等
救
済
す
る
た
め
の
重

要
な
願
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
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⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�
こ
の
「
誓
願
」
を
法
話
で
伝
え
る
際
に
は
、
そ
こ
に
込
め
ら

れ
て
い
る
大
慈
悲
に
あ
ら
た
め
て
思
い
を
馳
せ
た
い
も
の
で

す
。
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は
「
無
量
寿
仏
」
と
も
、「
無
量
光
仏
」

と
も
称
え
ら
れ
ま
す
。
ど
こ
に
い
て
も
無
量
の
光
明
で
照
ら

し
て
下
さ
り
、
ど
の
時
代
を
生
き
て
い
る
と
し
て
も
無
量
寿

を
持
つ
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は
念
仏
の
衆
生
を
お
救
い
下
さ
い

ま
す
。
浄
土
の
荘
厳
も
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
お
救
い
も
、

限
り
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
真
の
救
済
と
は
異
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
時
間
に
お
け
る
制
限
は
な
く
、
限
り
の
無

い
無
量
の
寿
命
を
も
ち
、
そ
の
仏
国
土
で
あ
る
西
方
極
楽
浄

土
も
、
第
十
八
願
に
お
け
る
念
仏
往
生
の
誓
い
も
、
決
し
て

途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
も
の
な
の
で
す
。
そ
れ
は
、
阿
弥
陀

如
来
さ
ま
が
、
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
す
べ
て
の
者
を
救
い

た
い
と
い
う
大
慈
悲
の
表
れ
で
あ
り
、
転
じ
て
こ
の
「
私
」

が
ど
の
時
代
に
生
き
よ
う
と
も
必
ず
救
お
う
と
御
心
を
向
け

て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
誓
願
に
つ
い

て
お
話
す
る
際
に
は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
私
た
ち

に
対
し
て
、
大
慈
悲
の
御
心
を
も
っ
て
「
今
現
に
在
し
ま
す

阿
弥
陀
如
来
さ
ま（

（9
（

」
が
救
い
た
い
と
願
い
を
向
け
て
下
さ
っ

て
い
る
こ
と
を
、
自
ら
の
信
仰
と
あ
わ
せ
て
お
話
す
る
こ
と

が
肝
要
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
宮
田
恒
順
）

３
―
１
６
「
第
十
五
、
眷
属
長
寿
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
人
天
、
寿
命
能
く
限

量
な
か
ら
ん
。
そ
の
本
願
あ
っ
て
脩
短
自
在
な
ら
ん
を
ば
除
く
。

も
し
し
か
ら
ず
ん
ば
、正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
十
五
眷
属
長
寿
願
、

聖
典
一
・
二
二
六
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕
国
土
に
住
む
人
々
や
天
人

の
寿
命
に
限
り
が
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。〔
た
だ
し
〕
彼
ら
に

本
願
と
し
て
〔
寿
命
の
〕
長
短
を
自
由
に
し
た
い
者
に
つ
い
て

は
除
く
こ
と
と
し
よ
う
。〔
万
が
一
に
も
〕
そ
の
よ
う
に
で
き

な
い
の
で
あ
れ
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
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か
な
い
」（
現
代
語
訳
・
五
〇
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
十
五
願
、
眷
属
長
寿

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
皆
、
命
は
意
の
ま
ま
に
」

「
い
つ
ま
で
も　

命
の
尽
き
ぬ　

よ
ろ
こ
び
に
（
私
に
／
幸
せ

に
）」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

眷
属
…
一
般
に
は
一
族
、
親
族
、
身
内
、
仲
間
の
意
。
仏
教

で
は
特
に
仏
・
菩
薩
を
取
り
巻
く
も
の
の
こ
と
を
い
う
。
こ

こ
で
は
西
方
極
楽
浄
土
の
衆
生
を
指
す
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

願
成
就
文
①
（
義
山（

（10
（

）
は
『
無
量
寿
経
』
巻
上
の
「
声
聞
・

菩
薩
・
天
・
人
の
衆
の
寿
命
の
長
短
も
、
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。

算
数
譬
喩
の
能
く
知
る
所
に
あ
ら
ず
」（
聖
典
一・二
三
八
頁
）

で
あ
る
。
／
「〔
ま
た
、
そ
の
無
量
寿
仏
の
世
界
で
は
、
そ

こ
に
い
る
〕
声
聞
や
菩
薩
や
天
人
や
人
々
の
寿
命
の
長
さ
も
、

〔
無
量
寿
仏
と
〕
同
じ
よ
う
に
〔
計
り
知
れ
な
い
〕。
計
算
し

て
も
比
喩
を
用
い
て
も
、理
解
が
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
」（
現

代
語
訳
・
七
二
頁
）

・�

願
成
就
文
②
（
義
山（

（10
（

）
は
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
「
寿
、

一
劫
百
劫
千
万
億
劫
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
自
在
に
意
に

随
っ
て
、
皆
こ
れ
を
得
べ
し
。
無
為
自
然
に
し
て
、
泥
洹
の

道
に
次
げ
り
」（
聖
典
一
・
二
六
七
頁
）
で
あ
る
。
／
「〔
そ

の
上
、
極
楽
世
界
に
往
生
し
た
者
は
〕
一
劫
で
も
百
劫
で
も

千
万
億
劫
で
も
望
め
ば
望
む
だ
け
、
思
い
の
ま
ま
に
寿
命
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
取
り
立
て
て
何
も
し
な
く
て
も
、〔
そ

の
振
る
舞
い
は
〕
自
然
と
覚
り
へ
の
道
に
通
じ
て
い
く
の
で

あ
る
」（
現
代
語
訳
・
一
四
〇
頁
）

・�

四
十
八
の
誓
願
の
う
ち
第
十
五
番
目
の
願
。
西
方
極
楽
浄
土

に
お
い
て
は
、
阿
弥
陀
如
来
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
国
中
の

衆
生
は
皆
そ
の
寿
命
が
無
量
で
あ
る
。『
阿
弥
陀
経
』に
も「
か

の
仏
の
寿
命
、
お
よ
び
そ
の
人
民
、
無
量
無
辺
阿
僧
祇
劫
な

り（
（10
（

」
と
説
か
れ
る
。

・�

法
然
上
人
は
『
逆
修
説
法
』
三
七
日
に
お
い
て
、「
弥
陀
如

来
の
寿
命
無
量
の
願
を
発
さ
れ
た
る
は
、
御
身
の
た
め
に
長
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寿
の
果
報
を
求
め
給
う
に
は
あ
ら
ず
。
済
度
利
生
の
し
か
る

べ
き
た
め
な
り
。
ま
た
衆
生
を
し
て
欣
求
の
心
を
発
さ
し
め

ん
が
た
め
な
り
。
一
切
衆
生
は
み
な
寿
な
が
か
ら
ん
を
願
う

が
故
な
り（

（10
（

」
と
説
か
れ
、
阿
弥
陀
如
来
が
極
楽
に
往
生
し

た
衆
生
に
無
量
の
寿
命
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
極
楽
へ

往
生
す
る
心
を
発
さ
し
め
る
た
め
で
あ
る
と
説
示
さ
れ
て
い

る
。

・�『
無
量
寿
経
』に
は
衆
生
の
寿
命
に
関
す
る
苦
し
み
と
し
て「
天

寿
を
全
う
せ
ず
に
終
わ
る（

（10
（

」、「
輪
廻
の
苦
し
み
の
中
で
受

け
る
寿
命
は
あ
る
時
に
は
長
く
あ
る
時
に
は
短
い（

（10
（

」、「
必

ず
死
ぬ（

（10
（

」
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
肉
体
的
・
精
神
的
苦

し
み
か
ら
娑
婆
を
生
き
る
衆
生
が
救
わ
れ
る
た
め
に
、
阿
弥

陀
如
来
さ
ま
は
こ
の
誓
願
を
構
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
て
お
き
た
い
。

・�「
脩
短
自
在
」
と
あ
る
の
は
、
往
生
人
が
仏
道
を
歩
む
上
で
、

決
し
て
寿
命
の
長
短
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
が
無
い
と
い
う
こ

と
。
無
量
の
寿
命
を
持
ち
、
悟
り
に
至
る
ま
で
決
し
て
成
仏

の
道
半
ば
で
寿
命
が
尽
き
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
往
生
人
が

何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
、
衆
生
済
度
の
た
め
に
あ
え
て
短

い
寿
命
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
も
叶
う
。
す
な
わ
ち
、
往

生
人
が
仏
道
を
歩
む
上
で
寿
命
は
意
の
如
く
で
あ
り
、
何
の

煩
い
も
無
い
と
い
う
こ
と
を
指
す
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は
、
ご
自
身
の
寿
命
だ
け
で
な
く
、
西
方

極
楽
浄
土
に
住
ま
う
仏
菩
薩
、
そ
し
て
衆
生
の
寿
命
に
限
り

の
無
い
よ
う
誓
い
を
立
て
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
大
切

な
事
は
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は
凡
夫
の
憂
い
や
迷
い
、
悲
し

み
を
、
悉
く
そ
の
仏
の
眼
で
見
通
し
て
下
さ
り
、
私
た
ち
が

心
か
ら
往
生
を
願
え
る
よ
う
に
お
誓
い
を
立
て
て
下
さ
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
世
は
、
五
濁
悪
世
の
穢
土
で

あ
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
決
し
て
こ
の
寿
命
を
意
の
如
く

永
ら
え
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
の
寿
命
に
つ
い

て
、
ま
た
大
切
な
御
方
の
寿
命
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
悲
し

み
や
苦
し
み
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
阿
弥

陀
如
来
さ
ま
は
そ
の
姿
を
よ
く
よ
く
ご
覧
に
な
り
、
捨
て
置

く
の
で
は
な
く
、
も
う
決
し
て
そ
の
よ
う
な
想
い
を
さ
せ
な
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い
た
め
に
と
、
抜
苦
与
楽
の
姿
で
、
こ
の
眷
属
長
寿
の
誓
い

を
立
て
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
大

慈
悲
の
も
と
約
束
さ
れ
た
こ
の
願
に
よ
っ
て
、
お
浄
土
で
は

こ
の
寿
命
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
再
会
を
果
た
し
た

多
く
の
往
生
人
の
方
と
共
に
、
菩
薩
と
し
て
よ
ろ
こ
び
の

日
々
が
送
る
こ
と
が
叶
う
の
だ
と
お
伝
え
す
る
こ
と
が
肝
要

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

・�

ま
た
一
方
で
、
こ
の
世
の
中
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
自
身
の

寿
命
は
意
の
如
く
な
ら
ず
、
無
常
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
れ
を

救
う
た
め
に
誓
わ
れ
た
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
尊
い
ご
本
願
に

も
、
目
を
背
け
て
し
ま
う
よ
う
な
愚
か
さ
を
持
っ
て
し
ま
っ

て
お
り
ま
す（

（10
（

。
こ
の
世
で
の
仮
初
め
の
楽
し
さ
ば
か
り
に

囚
わ
れ
て
、
寿
命
の
限
り
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
終
え
た
後

に
迎
え
る
輪
廻
に
つ
い
て
も
、
恐
ろ
し
さ
や
悲
し
み
か
ら
目

を
背
け
た
く
な
る
私
た
ち「
人
」の
現
実
の
姿
で
す
。
し
か
し
、

だ
か
ら
こ
そ
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は
大
慈
悲
の
御
心
で
ご
誓

願
を
構
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
愚
か
さ
を
抱
え
な
が
ら
で
も
、

必
ず
西
方
の
極
楽
浄
土
に
救
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
つ
一
つ
の

ご
誓
願
を
凡
夫
の
為
に
お
立
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
法
然
上

人
の
御
法
語
に
「
あ
る
時
に
は
世
間
の
無
常
な
る
事
を
思
い

て
こ
の
世
の
幾
程
な
き
事
を
知
れ
。
あ
る
時
に
は
仏
の
本
願

を
思
い
て
必
ず
迎
え
た
ま
え
と
申
せ（

（10
（

」
と
示
さ
れ
る
よ
う
、

折
に
触
れ
て
思
い
起
こ
し
、
日
々
の
身
を
正
し
、
お
念
仏
を

相
続
す
る
こ
と
を
目
の
前
の
皆
さ
ま
に
お
勧
め
し
て
参
り
た

く
思
い
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
宮
田
恒
順
）

３
―
１
７
「
第
十
六
、
無
諸
不
善
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
人
天
、
乃
至
不
善
の

名
あ
る
こ
と
を
聞
か
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
十
六
無
諸
不

善
願
、
聖
典
一
・
二
二
六
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕
国
土
に
住
む
人
々
や
天
人
が
、

善
な
ら
ざ
る
も
の
の
名
称
を
万
が
一
に
も
耳
に
す
る
こ
と
が
あ

る
よ
う
な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
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な
い
」（
現
代
語
訳
・
五
〇
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
十
六
願
、
不
善
の
名
、
悪
／
法
話
会
、
彼
岸
会
、
十

夜
会
、
施
餓
鬼
会
等

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
さ
あ
、
不
善
の
な
い
世
界
へ
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

乃
至
…
『
随
聞
講
録
』
に
は
「
乃
至
と
は
体
よ
り
名
に
至
る

を
説
き
て
乃
至
と
い
う
。
乃
至
の
言
は
悪
趣
の
形
を
摂
す
と

見
る
べ
し
。
鈔
主
の
い
う
こ
の
如
き
悪
体
は
皆
今
経
に
摂
す
。

乃
至
の
言
、
最
も
巧
説
な
り
と
」（
浄
全
一
四
・
三
一
七
頁
）

・�

不
善
の
名
…
梵
語akusala. 

善
で
は
な
い
名
称
。
悪
。
川

合
梁
定
『
浄
土
三
部
経
和
解
』
に
は
、「
不
善
の
名
と
は
悪

逆
徳
者
犯
罪
人
等
の
忌
み
嫌
は
る
べ
き
不
愉
快
の
名
称
に
て

其
上
の
句
に
乃
至
と
有
る
の
は
名
称
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
形

体
を
も
籠
め
た
る
意
味
で
、
あ
る
国
土
に
は
た
と
い
不
善
者

の
形
体
は
な
く
と
も
、
そ
の
名
称
が
あ
る
の
が
あ
る
。
ま
た

あ
る
国
土
に
は
名
実
と
も
に
あ
る
の
が
あ
れ
ど
も
、
我
が
国

土
に
は
一
切
不
善
の
形
体
は
無
論
、
そ
の
名
称
す
ら
無
か
ら

し
め
た
し
と
、
即
ち
清
浄
な
る
仏
国
を
期
せ
ら
れ
た
の
で
、

こ
れ
を
第
十
六
無
諸
不
善
の
願
と
い
う
の
で
あ
る（

（10
（

」
と
す
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

こ
の
第
十
六
願
は
四
十
八
願
中
、
衆
生
の
有
り
様
に
関
す
る

誓
願
（
摂
衆
生
願
）
で
あ
り
、
法
蔵
菩
薩
が
成
仏
後
に
成
就

す
る
仏
国
土
で
は
、
人
天
が
「
不
善
の
名
」
を
聞
く
こ
と
が

な
い
よ
う
に
と
い
う
願
文
で
あ
る
。「
不
善
の
名
」と
は
、『
浄

土
三
部
経
和
解
』
に
「
不
善
の
名
と
は
悪
逆
徳
者
犯
罪
人
等

の
忌
み
嫌
は
る
べ
き
不
愉
快
の
名
称
」
と
あ
る
よ
う
に
、
悪

人
や
罪
人
な
ど
の
名
称
と
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら

の
存
在
は
も
ち
ろ
ん
、
名
称
ま
で
も
な
い
よ
う
に
と
誓
わ
れ

た
願
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

第
十
六
願
を
法
話
の
讃
題
と
し
て
取
り
挙
げ
る
場
合
、
願
文

中
の
「
不
善
の
名
」
と
い
う
言
葉
の
説
明
と
し
て
、「
善
で

な
い
こ
と
」「
善
で
な
い
こ
と
の
名
称
」、
も
し
く
は
「
悪
い

行
な
い
や
悪
い
者
」「
そ
の
名
称
や
概
念
」
さ
え
も
極
楽
浄
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土
で
は
存
在
せ
ず
、
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
人
々
は
、
不
善

な
こ
と
を
耳
に
す
る
こ
と
さ
え
も
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
往
生
し
た
人
々
に
と
っ
て
は
「
悪
」
と

い
う
考
え
、
そ
の
思
い
さ
え
も
湧
き
起
こ
ら
な
い
世
界
で
あ

る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
ょ
う
。

・�

一
方
で
こ
の
娑
婆
世
界
で
は
、
悪
の
概
念
や
悪
人
に
よ
る
悪

行
が
横
行
し
、
世
界
情
勢
は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
の
職
場
や

学
校
、
家
庭
と
い
っ
た
日
常
の
社
会
生
活
に
お
い
て
も
、
い

さ
か
い
や
思
い
煩
う
こ
と
が
絶
え
な
い
。
そ
れ
は
私
た
ち
人

間
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
身
勝
手
な
善
悪
の
基
準
で
振
舞
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
一
部
の
支
配
者
や
政
治
家
が
引
き
起
こ
す

戦
争
、
有
利
な
側
の
一
方
的
な
見
方
が
起
こ
す
差
別
、
健
常

者
に
よ
る
障
害
者
に
対
す
る
差
別
、
加
害
者
側
の
偏
っ
た
思

考
に
よ
っ
て
起
こ
る
殺
人
事
件
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
で
蔓
延
す
る
誹
謗
中
傷
、
お
年
寄
り
か
ら
財
産
を
搾
取

す
る
悪
徳
な
業
者
、
家
庭
や
身
内
関
係
の
間
で
起
こ
る
い
さ

か
い
。
す
べ
て
自
分
た
ち
の
都
合
や
、
身
勝
手
な
善
悪
の
基

準
で
引
き
起
こ
る
悪
で
あ
る
。
ま
さ
に
十
悪
五
逆
の
私
た
ち

で
あ
る
。
釈
尊
は
、
こ
の
よ
う
な
私
た
ち
の
た
め
に
真
実
の

善
悪
の
基
準
で
あ
る
八
正
道
、
す
わ
な
ち
①
正
見
（
か
た
よ

ら
な
い
見
方
）・
②
正
思
惟
（
か
た
よ
ら
な
い
考
え
方
）・
③

正
語
（
か
た
よ
ら
な
い
言
説
）・
④
正
業
（
正
し
い
行
為
）・

⑤
正
命
（
正
し
い
生
活
）
⑥
正
精
進
（
正
し
い
努
力
）
⑦
正

念
（
正
し
い
思
念
）
⑧
正
定
（
正
し
い
禅
定
）、
ま
た
十
善

業
（
不
殺
・
不
盗
・
不
邪
婬
・
不
妄
語
・
不
両
舌
・
不
悪
口
・

不
綺
語
・
不
貪
欲
・
不
瞋
恚
・
不
邪
見
）
の
教
え
を
示
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
修
め
ら
れ
な
い
私
た
ち
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
せ
め
て
次
生
（
来
世
）
で
は
極
楽
浄

土
へ
往
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
六
道
輪
廻
か
ら

の
解
脱
を
目
指
す
べ
き
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
ょ
う
。

�

ま
た
、
悪
に
つ
い
て
は
『
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
五
悪
段

の
内
容
に
触
れ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
、

第
一
悪
は
殺
生
、互
い
に
傷
付
け
合
う
こ
と
、弱
肉
強
食
の
悪
、

第
二
悪
は
偸
盗
、
物
惜
し
み
、
騙
し
合
う
こ
と
、
第
三
悪
は

邪
婬
か
ら
生
じ
る
殺
戮
強
奪
、
第
四
悪
は
妄
語
、
悪
口
、
両

舌
、
綺
語
と
い
っ
た
口
業
の
過
、
第
五
悪
は
飲
酒
に
よ
っ
て
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引
き
起
こ
さ
れ
る
様
々
な
悪
業
を
説
く
。

【
参
考
】

・�「
不
善
の
名
」
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
翻
訳
を
挙
げ
て
お
く
。

［
坪
井
俊
英
師
訳
（
漢
訳
よ
り
）］

　

�「
も
し
わ
た
し
が
仏
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
わ
た
く
し
の
構
え

る
浄
土
の
人
び
と
の
な
か
に
、
小
乗
の
修
行
者
や
不
良
や
悪

人
や
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
名
前
も
な
い
国
に
し
た
い
。
も

し
こ
れ
が
あ
る
な
れ
ば
仏
に
は
な
り
ま
せ
ん
。」（
坪
井
俊
英

『
浄
土
三
部
経
概
説
』
法
藏
館
・
一
九
五
頁
）

　
［
梵
文
和
訳
］

　

�「
世
尊
よ
。
も
し
も
、
わ
た
く
し
が
覚
り
を
得
た
後
に
、
か

の
仏
国
土
の
生
け
る
者
ど
も
の
間
に
、〈
悪
い
者
〉
と
い
う

名
称
だ
け
で
も
あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
ら
、
そ
の
間
は
わ
た
し

く
は
、〈
こ
の
上
な
い
正
し
い
覚
り
〉
を
現
に
覚
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
」（
岩
波
文
庫
『
浄
土
三
部
経
』・
三
七

頁
）

　

�「
世
尊
、
も
し
も
私
が
菩
提
に
到
達
し
た
と
き
、
か
の
仏
国

の
有
情
た
ち
の
な
か
に
、
悪
い
も
の
の
名
前
だ
け
で
も
あ
る

よ
う
で
あ
っ
た
ら
、
そ
の
あ
い
だ
は
、
私
は
こ
の
上
な
い
完

全
な
正
覚
を
さ
と
る
こ
と
は
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
（「
大

乗
仏
典
六
・
浄
土
三
部
経
」・
二
五
頁
）

・�

川
合
梁
定
『
浄
土
三
部
経
和
解
』
参
照
。

・�『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
不
善
」「
八
正
道
」「
十
善
」「
五
悪
」

の
項
参
照
。

�

（
執
筆
者
：
北
條
竜
士
）

３
―
１
８
「
第
十
七
、
諸
佛
称
揚
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
世
界
の
無
量
の
諸
佛
、

悉
く
咨し

嗟さ

し
て
、我
が
名
を
称
せ
ず
ん
ば
、正
覚
を
取
ら
じ
」（
第

十
七
諸
佛
称
揚
願
、
聖
典
一
・
二
二
七
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
無
数
の
み
仏
が
お

一
人
で
も
私
を
称
讃
せ
ず
、
私
の
名
を
称
え
な
い
よ
う
な
こ
と

が
、〔
万
が
一
に
も
〕
あ
る
な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
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な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
現
代
語
訳
・
五
〇
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
十
七
願
、
称
名
、
称
讃
・
讃
嘆
・
称
揚
、
聞
名
／
年

回
法
要
、
仏
名
会
、
十
夜
会
、
念
仏
会
等

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
阿
弥
陀
様
を
称
（
た
た
）
え
ぬ
仏
な
し
」

「
阿
弥
陀
様
の
一
切
衆
生
救
済
の
願
い
」

「
阿
弥
陀
様
を
敬
い
讃
嘆
し
て
お
念
仏
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

咨
嗟
…
『
随
聞
講
録
』
に
「
咨
は
讃
な
り
。
嗟
は
嘆
な
り（

（11
（

」

と
あ
り
、
讃
嘆
す
る
（
ほ
め
た
た
え
る
）
事
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

四
十
八
の
誓
願
の
う
ち
第
十
七
番
目
の
願
。
四
十
八
の
誓
願

の
中
で
三
願
あ
る
摂
法
身
願
の
一
願（

（11
（

。
十
方
世
界
の
す
べ

て
の
諸
仏
が
阿
弥
陀
様
を
称
揚
（
讃
嘆
・
称
讃
）
す
る
こ
と

か
ら
「
諸
佛
称
揚
（
し
ょ
ぶ
つ
し
ょ
う
よ
う
）
の
願（

（11
（

」
と

い
う
。『
随
聞
講
録
』
に
「
六
八
願
の
中
に
此
の
願
、
最
も

最
要
な
り（

（11
（

」
と
あ
る
よ
う
に
四
十
八
願
の
誓
願
中
で
こ
の

願
は
極
め
て
重
要
な
願
で
あ
る
と
い
え
る
。
と
い
う
の
も
、

こ
の
願
が
成
就
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
お
釈
迦
様
は
『
浄
土

三
部
経
』
を
説
か
れ
阿
弥
陀
様
を
称
讃
し
、
そ
の
中
の
一
巻

『
阿
弥
陀
経
』
で
は
、
六
方
の
諸
佛
が
阿
弥
陀
様
を
称
讃
し

な
が
ら
本
願
の
誤
り
な
き
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
の
で
あ

る（
（11
（

。

�

つ
ま
り
こ
の
願
の
成
就
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
世
界
で
阿
弥

陀
様
の
御
名
と
そ
の
功
徳
を
聞
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で

あ
る（

（11
（

。
今
現
に
、私
た
ち
が
、阿
弥
陀
様
の
御
名
を
聞
き
（
聞

名
）、往
生
を
願
っ
て（
願
往
生
）お
念
仏
を
お
称
え
す
る（
称

名
）
と
い
う
縁
に
巡
り
遇
え
て
い
る
の
も
こ
の
願
が
成
就
し

た
お
陰
と
い
え
る
の
で
あ
る（

（11
（

。

・�

願
成
就
文
①（
義
山（

（11
（

）
は
、「
無
量
寿
佛
の
光
明
顕
赫
に
し
て
、

十
方
を
照
耀
す
。
諸
佛
の
国
土
に
、
聞
こ
え
ず
と
い
う
こ
と

な
し
。
た
だ
我
れ
今
、
そ
の
光
明
を
称
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
。

一
切
の
諸
佛
・
声
聞
・
縁
覚
・
諸
も
ろ
の
菩
薩
衆
も
、
咸
く

共
に
歎
誉
し
た
ま
う
こ
と
、ま
た
か
く
の
ご
と
し
」（
聖
典
一・

二
三
七
頁
）
で
あ
る
。
／
「
無
量
寿
仏
の
光
明
は
眩
く
輝
き
、
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あ
ら
ゆ
る
世
界
を
照
ら
し
、諸
々
の
仏
の
世
界
に
お
い
て〔
そ

の
光
明
へ
の
称
讃
が
〕
聞
こ
え
な
い
所
は
な
い
。
今
、私
〔
釈

尊
〕
だ
け
が
そ
の
光
明
を
称
讃
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
み
仏
や
声
聞
や
縁
覚
、
そ
し
て
諸
々
の
菩
薩
た
ち
も

み
な
同
じ
よ
う
に
称
讃
し
て
い
る
の
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・

七
〇
頁
）。

※�

あ
ら
ゆ
る
世
界
の
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
も
称
讃
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
注
目
し
た
い
。

・�

願
成
就
文
②
（
義
山（

（11
（

）
は
、「
十
方
恒
沙
の
諸
佛
如
来
、
皆

共
に
無
量
寿
佛
の
威
神
功
徳
の
不
可
思
議
な
る
こ
と
を
讃
歎

し
た
ま
う
」（
聖
典
一
・
二
四
九
頁
）
で
あ
る
。
／
「〔
だ
か

ら
こ
そ
〕
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ま
し
ま
す
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂

の
数
に
も
等
し
い
様
々
な
み
仏
方
は
、
こ
ぞ
っ
て
み
な
無
量

寿
仏
の
強
大
な
力
と
い
う
人
知
の
想
像
を
絶
し
た
功
徳
を
称

讃
す
る
の
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
一
〇
〇
頁
）。

・�

願
成
就
文
③
（
義
山（

（11
（

）
は
、「
佛
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
わ
く
。

無
量
寿
佛
の
威
神
極
ま
り
な
し
。
十
方
世
界
の
無
量
無
辺
不

可
思
議
の
諸
佛
如
来
、称
歎
し
た
ま
わ
ず
と
い
う
こ
と
な
し
」

（
聖
典
一
・
二
五
一
頁
）
で
あ
る
。
／
「〔
さ
て
〕
釈
尊
が
阿

難
に
〔
次
の
よ
う
に
〕
仰
せ
に
な
っ
た
。「
無
量
寿
仏
が
具

え
る
強
大
な
力
に
は
際
限
が
な
い
。〔
だ
か
ら
こ
そ
〕
あ
ら

ゆ
る
世
界
に
数
え
て
も
数
え
て
も
限
り
な
く
お
ら
れ
る
み
仏

方
は
、〔
無
量
寿
仏
を
〕褒
め
讃
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い
」

（
現
代
語
訳
・
一
〇
三
頁
）。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

阿
弥
陀
様
の
一
切
衆
生
救
済
の
願
い
を
受
け
取
ら
せ
て
い
た

だ
く

�

阿
弥
陀
様
は
当
願
に
あ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
仏
様
か
ら
称

讃
さ
れ
る
こ
と
を
願
わ
れ
た
。
そ
れ
は
阿
弥
陀
様
と
い
う
仏

様
が
一
切
の
衆
生
が
救
わ
れ
る
本
願
念
仏
を
す
べ
て
の
世
界

に
隈
な
く
弘
め
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
を
救
い
取

り
た
い
と
願
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
如
何
に
阿

弥
陀
様
が
私
た
ち
衆
生
に
対
し
て
慈
悲
深
い
仏
様
で
あ
る
の

か
を
お
伝
え
し
た
い
。

・�
お
念
仏
の
み
教
え
に
出
遇
え
た
の
も
こ
の
願
の
お
陰

�

解
説
で
も
述
べ
た
が
、
こ
の
願
が
成
就
し
て
い
る
が
故
に
、
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お
釈
迦
様
等
の
諸
仏
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
様
の
御
名
が
十
方
の

世
界
を
超
え
て
聞
え
て
い
る（

（12
（

。
こ
の
願
が
な
け
れ
ば
、
お

釈
迦
様
が
阿
弥
陀
様
を
称
讃
せ
ず
に
、
浄
土
三
部
経
を
説
か

ず
、
私
た
ち
が
阿
弥
陀
様
の
御
名
を
聞
か
ず（

（12
（

、
お
念
仏
の

み
教
え
に
出
遇
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
当
願
が
如
何
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
願
で
あ
る
か
、
有
難
い
願
な
の
か
を
お

伝
え
し
た
い
。

・�

お
釈
迦
様
を
お
手
本
と
し
て
法
を
説
く

�

お
釈
迦
様
が
阿
弥
陀
様
を
称
讃
さ
れ
な
が
ら
お
念
仏
の
み
教

え
（『
浄
土
三
部
経
』）
を
説
か
れ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
僧
侶

も
法
話
の
際
に
は
、
阿
弥
陀
様
を
称
讃
し
て
お
念
仏
の
み
教

え
を
説
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・�

阿
弥
陀
様
を
称
讃
し
、
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
こ
と
を
勧
め

る

�

聴
衆
も
阿
弥
陀
様
を
称
讃
し
な
が
ら
、
お
念
仏
を
お
称
え
す

る
よ
う
に
お
勧
め
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
四
修

の
一
つ
で
あ
る
恭
敬
修
を
勧
め
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

【
参
考
】

・�

解
説
等
を
書
く
に
あ
た
り
、
了
慧
や
義
山
等
の
注
釈
書
に
加

え
て
次
の
論
文
も
参
考
に
し
た
。

　

�

袖
山
榮
輝
「『
無
量
寿
経
』
光
明
歎
徳
章
と
『
阿
弥
陀
経
』

―
い
わ
ゆ
る「
称
讃
」と「
阿
弥
陀
仏
」―
を
め
ぐ
っ
て
」（『
佛

教
文
化
研
究
』
五
三
、
淨
土
宗
敎
學
院
、
二
〇
〇
九
）。

�

（
執
筆
者
：
岩
井
正
道
）

３
―
１
９
「
第
十
八
、
念
佛
往
生
願
」

※�

本
稿
は
、「
た
だ
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
」
に
注
目
し

て
作
成
し
た
。

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、十
方
衆
生
、至
心
に
信
楽
し
て
、

我
が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
し
て
、
乃
至
十
念
せ
ん
に
、
も
し
生
ぜ

ず
ん
ば
、正
覚
を
取
ら
じ
。
た
だ
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
」

（
第
十
八
念
佛
往
生
願
、
聖
典
一
・
二
二
七
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
誰
で
あ
れ
〕
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
住
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む
す
べ
て
の
人
々
が
ま
こ
と
の
心
を
も
っ
て
、
深
く
私
の
誓
い

を
信
じ
、
私
の
国
土
に
往
生
し
よ
う
と
願
っ
て
、
少
な
く
と
も

十
遍
、
私
の
名
を
称
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〔
万
が
一
に
も
〕

往
生
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕

私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
だ
し
五
逆
罪
を
犯
す

者
と
、
仏
法
を
謗
る
者
は
除
く
こ
と
と
す
る
」（
現
代
語
訳
・

五
〇
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
十
八
願
、
選
択
本
願
念
仏
、
超
世
の
願
、
王
本
願
、

往
生
、
十
念
、
称
名
、
五
逆
、
誹
謗
正
法
／
十
夜
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
悪
人
が
救
わ
れ
て
も
い
い
の
？
」

「
本
当
に
悪
人
が
救
わ
れ
て
も
い
い
の
？
」（
井
野
周
隆
）

「�

世
間
の
も
の
さ
し
、
仏
の
も
の
さ
し
（
ま
な
ざ
し
）」（
井
野

周
隆
）

「
罪
を
憎
ん
で
人
を
き
ら
わ
ず
」（
井
野
周
隆
）

「
罪
人
な
お
生
ま
る
、
い
わ
ん
や
善
人
を
や
」（
宮
入
良
光
）

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

五
逆
…
五
無
間
業
と
も
い
う
。
犯
す
と
無
間
地
獄
に
堕
ち
る

と
い
う
、最
も
重
い
罪
悪
。『
俱
舎
論
』
一
八
に
は
、殺
母
（
母

を
殺
す
）、
殺
父
（
父
を
殺
す
）、
殺
阿
羅
漢
（
聖
者
を
殺
す
）、

出
仏
身
血
（
仏
の
身
体
を
傷
つ
け
る
）、
破
和
合
僧
（
教
団

を
分
裂
さ
せ
て
乱
す
）と
説
か
れ
て
い
る
。
法
然
上
人
は「
正

如
房
へ
遣
わ
す
御
文
」
の
中
で
、

　

�

ま
た
五
逆
罪
と
申
し
て
現
身
に
父
を
殺
し
母
を
殺
し
悪
心

を
も
て
仏
を
殺
し
諸
宗
を
破
し
、
か
く
の
ご
と
く
重
き
罪

を
造
り
て
、
一
念
懺
悔
の
心
も
な
か
ら
ん
、
そ
の
罪
に
よ

り
て
、
無
間
地
獄
に
堕
ち
て
多
く
の
劫
を
送
り
て
苦
を
受

く
べ
か
ら
ん
者（

（12
（

　

�

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
上
人
の
解
釈
も
『
倶
舎
論
』
と
同

じ
で
あ
ろ
う
。

�

そ
の
『
倶
舎
論
』
一
八
に
は
、「
父
母
を
害
す
る
は
是
れ
恩

田
を
棄
つ
る
な
り
」
と
あ
り
、ど
の
様
な
恩
か
と
い
え
ば
「
身

を
生
ず
る
の
本
な
る
が
故
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
徳
田

と
は
、
謂
は
く
、
余
の
阿
羅
漢
等
な
り
。
諸
の
勝
徳
を
具
し
、
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及
び
能
く
〔
他
の
勝
徳
を
〕
生
ず
る
が
故
な
り
。
徳
の
所
依

を
壊
す
る
が
故
に
逆
罪
を
成
ず
る
な
り
」
と
あ
る（

（12
（

。
父
母

に
は
大
恩
が
あ
り
、
阿
羅
漢
・
仏
・
教
団
は
徳
を
生
み
出
す

存
在
だ
か
ら
こ
そ
、
害
す
れ
ば
必
堕
無
間
と
な
る
の
で
あ
る
。

�

ま
た
『
観
経
疏
』
序
分
義
に
は
、
三
福
の
実
践
行
を
お
示
し

に
な
る
と
こ
ろ
で
、

　

�〔
三
福
の
中
の
〕
第
一
の
「
孝
養
父
母
」
と
は
、
こ
れ
は

一
切
の
凡
夫
は
す
べ
て
縁
に
よ
っ
て
〔
こ
の
世
界
に
〕
生

を
享
け
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〈
中
略
〉
た
だ
〔
そ

れ
ぞ
れ
の
〕
縁
が
互
い
に
相
寄
っ
て
誕
生
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
つ
ま
り
父
と
母
が
い
る
〔
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〕

父
と
母
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、〔
こ
の
父
と
母
に
対
し
て
〕

大
恩
が
あ
る
。〈
中
略
〉身
体
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
、〔
つ

ま
り
〕
自
身
の
〔
こ
れ
ま
で
の
〕
輪
廻
の
中
に
お
け
る
行

為
の
積
み
重
ね
（
業
識
）
を
内
な
る
因
と
し
、〔
さ
ら
に
〕

父
の
精
と
母
の
血
を
外
の
縁
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。〔
こ

の
〕
内
な
る
因
と
外
の
縁
と
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
こ
の

身
が
あ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
父
と
母
に
対
す

る
恩
は
重
い
の
だ
。〈
中
略
〉
ま
た
父
と
母
は
、こ
の
〔
娑

婆
〕
世
界
に
お
い
て
福
徳
を
生
み
出
す
究
極
〔
の
存
在
〕

で
あ
る
。〔
ま
た
〕
仏
は
、
覚
り
の
世
界
に
お
い
て
福
徳

を
生
み
出
す
究
極
〔
の
存
在
〕
で
あ
る（

（12
（

。

　

�

と
あ
り
、
父
母
は
大
恩
あ
る
存
在
で
あ
り
娑
婆
に
お
け
る
福

田
の
極
み
、
仏
は
覚
り
の
世
界
に
お
け
る
福
田
の
極
み
で
あ

る
と
お
示
し
で
あ
る
。
ま
た
法
然
上
人
は
「
我
が
身
の
人
と

な
り
て
往
生
を
願
い
念
仏
す
る
事
は
、
偏
に
我
が
父
母
の
養

い
立
て
た
れ
ば
こ
そ
あ
れ（

（12
（

」
と
、
父
母
へ
の
大
恩
を
説
い

て
い
る
。

・�

誹
謗
正
法
…
正
法
す
な
わ
ち
仏
法
を
誹
謗
す
る
こ
と
。
謗
法

ま
た
は
破
法
、
断
法
と
も
い
う
。
主
に
大
乗
経
典
に
対
す
る

誹
謗
を
意
味
す
る
。

『
往
生
論
註
』
に
は
、

　
�

問
う
て
曰
く
、
何
等
の
相
か
是
れ
誹
謗
正
法
な
る
や
。
答

え
て
曰
く
、
若
し
仏
無
く
、
仏
の
法
も
無
く
、
菩
薩
無
く
、

菩
薩
の
法
も
無
し
と
言
わ
ん
。
是
の
如
き
等
の
見
、
若
し

は
心
に
自
ら
解
し
、
若
し
は
他
に
従
い
て
受
け
て
、
其
の
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心
、
決
定
す
る
を
皆
誹
謗
正
法
と
名
づ
く（

（12
（

。

　
�

と
あ
っ
て
、「
誹
謗
」
と
は
仏
法
僧
の
三
宝
の
存
在
を
完
全

に
否
定
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
単
に
み
教
え
を
け
な
し

罵
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
法
宝
を
壊
す
る
こ
と
で
あ
り
、

縁
起
や
因
果
と
い
っ
た
道
理
お
よ
び
自
身
が
存
在
す
る
理
を

も
否
定
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

�

ま
た
誹
謗
正
法
は
、
五
逆
罪
を
超
え
て
最
も
重
い
罪
に
な
る

と
い
う
。『
往
生
論
註
』
に
は
そ
の
理
由
と
し
て
、

　

�

若
し
諸
仏
菩
薩
世
間
出
世
間
の
善
道
を
説
き
て
衆
生
を
教

化
し
た
ま
う
を
無
く
す
る
者
、
豈
に
仁
義
礼
智
信
有
る
こ

と
を
知
ら
ん
や
。
是
の
如
き
は
世
間
一
切
の
善
法
、
皆
断

じ
、
出
世
間
一
切
の
賢
聖
、
皆
な
滅
す（

（12
（

。

　

�

と
記
さ
れ
、
正
法
お
よ
び
仏
菩
薩
の
否
定
は
、
世
間
一
切
の

善
法
と
出
世
間
一
切
の
賢
人
聖
人
を
断
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。

ゆ
え
に
「
五
逆
罪
は
正
法
を
無
く
す
る
よ
り
生
ず（

（12
（

」
と
し
、

正
法
な
ど
無
い
と
い
う
誤
っ
た
見
解
か
ら
五
逆
罪
が
生
じ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�「
王
本
願
」（
我
ら
に
最
も
親
し
い
行
で
あ
り
、
四
十
八
願
の

本
体
で
あ
る
）

　

�『
選
択
集
』
第
六
章
に
は
、「
お
よ
そ
四
十
八
願
、
皆
本
願
な

り
と
い
え
ど
も
、
殊
に
念
仏
を
以
て
、
往
生
の
規
と
為
す
。

故
に
善
導
の
『
釈
』
に
云
く
、〈
弘
誓
多
門
に
し
て
四
十
八

な
れ
ど
も
、
偏
に
念
仏
を
標
し
て
、
最
も
親
し
と
す
。
人
能

く
仏
を
念
ず
れ
ば
、
仏
ま
た
念
じ
た
ま
う
。
専
心
に
仏
を
想

え
ば
、
仏
人
を
知
り
た
ま
う（

（12
（

〉」
と
理
由
を
挙
げ
て
、「
故

に
知
ん
ぬ
。
四
十
八
願
の
中
に
、
す
で
に
念
仏
往
生
の
願
を

以
て
、
本
願
の
中
の
王
と
為
す
」（
聖
典
三
・
一
三
五
頁
）

と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た「
逆
修
説
法
」三
七
日
に
お
い
て
は
、

「
其
の
四
十
八
願
の
中
に
第
十
八
の
念
仏
往
生
の
願
を
以
て

本
躰
と
す
る
な
り（

（13
（

」
と
あ
る
。

・�

願
成
就
文
①
（
義
山（

（13
（

）
は
、
巻
下
の
「
あ
ら
ゆ
る
衆
生
、

そ
の
名
号
を
聞
き
て
、
信
心
歓
喜
し
て
、
乃
至
一
念
、
至
心

に
廻
向
し
て
、
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち

往
生
を
得
て
、
不
退
転
に
住
す
。
た
だ
五
逆
と
正
法
を
誹
謗
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す
る
と
を
除
く
」（
聖
典
一・二
四
九
頁
）
で
あ
る
。
／
「〔
そ

し
て
、そ
れ
ら
の
世
界
の
〕
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
〔
諸
仏
に
よ
っ

て
讃
え
ら
れ
る
無
量
寿
仏
の
〕
名
を
耳
に
し
て
、〔
自
ら
も

そ
の
仏
に
〕
想
い
を
募
ら
せ
、〔
そ
の
仏
に
〕
夢
中
に
な
っ
て
、

た
と
え
一
遍
で
あ
っ
て
も
念
仏
を
称
え
て
、
心
の
底
か
ら
全

身
全
霊
を
込
め
て
、
か
の
〔
極
楽
〕
世
界
に
往
生
し
た
い
と

願
う
な
ら
ば
〔
命
終
の
後
に
は
、
た
だ
ち
に
〕
直
接
〔
極
楽

世
界
へ
の
〕
往
生
が
叶
い
、
覚
り
の
境
地
に
至
る
ま
で
退
転

す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
〔
よ
く
心
得
よ
〕。
五
逆
罪
を

犯
し
た
者
と
仏
の
教
え
を
謗
る
者
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
」

（
現
代
語
訳
・
一
〇
〇
頁
）。

・�

願
成
就
文
②
（
義
山（

（13
（

）
は
、
巻
下
の
「
そ
の
佛
の
本
願
の
力
、

名
を
聞
き
て
往
生
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
皆
悉
く
か
の
国
に

到
っ
て　

自
ず
か
ら
不
退
転
に
到
る
」（
聞
名
得
益
偈
、
聖

典
一
・
二
五
三
頁
）
で
あ
る
。
／
「
か
の
〔
無
量
寿
〕
仏
の

本
願
が〔
実
現
し
〕／
そ
の
力〔
を
発
揮
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
〕

／
そ
の
仏
の
名
を
聞
い
て
往
生
を
願
う
〔
者
は
〕
／
み
な
こ

と
ご
と
く
〔
極
楽
世
界
に
到
達
し
て
〕
／
〔
覚
り
を
得
る
ま

で
仏
道
か
ら
〕
退
転
す
る
こ
と
の
な
い
境
地
に
／
知
ら
ぬ
間

に
達
す
る
の
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
一
一
一
頁
）

・�

抑
止
門
と
摂
取
門
（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
参
照
）

弥
陀
化
身
善
導
大
師
は
『
観
経
疏
』
散
善
義
に
お
い
て
、

　

�

こ
の
義
仰
い
で
抑
止
門
の
中
に
就
い
て
解
せ
ん
。
四
十
八

願
の
中
に
、
謗
法
と
五
逆
と
を
除
け
る
が
ご
と
き
は
、
然

る
に
こ
の
二
業
は
そ
の
障
さ
わ
り
極
め
て
重
し
。
衆
生
も

し
造
れ
ば
、
直
に
阿
鼻
に
入
る
。
歴り

ゃ
っ

劫こ
う

周し
ゅ
う

慞し
ょ
う

す
と
も
、
出

ず
べ
き
に
由
し
無
し
。
た
だ
如
来
、
そ
の
、
こ
の
二
の
過と

が

を
造
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
て
、
方
便
し
て
止と

ど
め
て
往
生
を
得

ず
と
言の

た
ま

う
。
ま
た
こ
れ
摂
せ
ざ
る
に
は
あ
ら
ず
。
ま
た
下

品
下
生
の
中
に
、
五
逆
を
取
っ
て
謗
法
を
除
く
こ
と
は
、

そ
の
五
逆
は
す
で
に
作
れ
り
。
捨
て
て
流
転
せ
し
む
べ
か

ら
ず
。
還
っ
て
大
悲
を
発
お
こ
し
て
摂
取
し
て
往
生
せ
し

む
。
然
る
に
謗
法
の
罪
は
い
ま
だ
為つ

く
ら
ず
。
ま
た
止
め
て

も
し
謗
法
を
起
さ
ば
、
す
な
わ
ち
生
ず
る
こ
と
を
得
ず
と

言
う
。
こ
れ
は
未
造
業
に
つ
い
て
解
す（

（13
（

。

　

�

と
記
し
、
十
八
願
の
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
は
「
未
だ
悪
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を
造
ら
な
い
者
」（
未
造
悪
）
を
抑
止
す
る
た
め
に
説
か
れ

た
も
の
と
示
し
（
抑
止
門
）、
ま
た
『
観
経
』
下
品
下
生
の

文（
（13
（

を
受
け
て
「
已
に
五
逆
や
謗
法
罪
を
造
っ
た
者
」（
已
造

悪
）
で
あ
っ
て
も
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
に
よ
っ
て
摂
取
さ
れ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
摂
取
門
）。
ま
た
『
法
事
讃
』
上

に
は
、「
仏
願
力
を
以
て
五
逆
と
十
悪
と
罪
滅
し
て
生
ず
る

こ
と
を
得
。
誹
謗
と
闡
提
と
廻
心
し
て
皆
往
く（

（13
（

」
と
あ
り
、

誹
謗
の
罪
を
犯
し
た
者
や
闡
提
（
仏
の
教
え
を
信
じ
ず
、
成

仏
す
る
因
縁
を
も
た
な
い
者
）
で
も
廻
心
し
念
仏
す
れ
ば
往

生
は
か
な
う
と
し
て
い
る
。

�

ち
な
み
に
、聖
光
上
人
は
『
西
宗
要
』
五
四
「
唯
除
五
逆
事
」

（
浄
全
一
〇
・
二
一
七
頁
上
）
に
お
い
て
、
抑
止
門
が
釈
尊

に
よ
る
も
の
な
の
か
法
蔵
菩
薩
に
よ
る
も
の
な
の
か
問
い
、

法
然
上
人
か
ら
の
伝
聞
と
し
て
法
蔵
菩
薩
の
抑
止
門
で
あ
る

と
結
論
づ
け
て
い
る
。
一
方
、良
忠
上
人
は
『
散
善
義
略
鈔
』

（
浄
全
二
・
六
一
〇
頁
下
）
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
の
抑
止
で

あ
る
と
す
る
が
、『
伝
通
記
』
散
善
義
記
三
（
浄
全
二
・
四

二
九
頁
下
）
に
お
い
て
は
、
抑
止
摂
取
と
も
釈
尊
に
よ
る
も

の
と
し
た
上
で
阿
弥
陀
仏
の
抑
止
で
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

五
逆
罪
は
、
仏
教
の
基
本
と
し
て
「
無
間
地
獄
に
堕
ち
て
多

く
の
劫
を
送
り
て
苦
を
受（

（13
（

」
け
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い

ほ
ど
の
罪
業
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
す
る
。
十
八
願
文
に
よ

れ
ば
、
そ
れ
は
往
生
の
妨
げ
と
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。

・�

特
に「
殺
父
母
」に
限
っ
て
み
て
み
る
と
、ま
ず
は
⑤〈
語
義
・

用
語
解
説
〉
に
記
し
た
よ
う
な
父
母
の
大
恩
を
伝
え
、
今
一

度
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
思
い
巡
ら
し
て
い

た
だ
く
の
が
よ
か
ろ
う
。（
例
え
ば『
登
山
状
』の
お
言
葉〈『
元

祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
第
一
「
難
値
得
遇
」〉
な
ど
を
お
伝

え
す
る
）

�

そ
の
う
え
で
、
こ
の
娑
婆
は
も
ち
ろ
ん
流
転
三
界
中
に
恩
愛

の
絆
は
断
ち
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
す
る（「
報

恩
偈（

（13
（

」
参
照
）。
そ
し
て
家
族
の
絆
と
い
え
ば
聞
こ
え
は
い

い
が
、
現
実
は
愛
憎
悲
喜
こ
も
ご
も
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』

に
「
世
間
の
人
民
・
父
子
・
兄
弟
・
夫
婦
家
室
・
中
外
の
親
属
、

ま
さ
に
相
敬
愛
し
て
、
相
憎
嫉
す
る
こ
と
な
く
、
有
無
相
通
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じ
て
、
貪
惜
を
得
る
こ
と
な
く
、
言
色
常
に
和
し
て
、
相
違

戻
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し（

（13
（

」
と
の
お
示
し
が
あ
る
の
は
、

家
族
親
族
と
い
っ
た
近
し
い
間
柄
だ
か
ら
こ
そ
「
相
敬
愛
」

す
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
お
示
し
の
す
ぐ

後
に
は
、哀
し
い
か
な
、「
世
間
の
事
、更
に
相
患
害
す
」（
世

間
を
生
き
抜
く
と
い
う
こ
と
は
、〔
ど
こ
か
で
〕
互
い
に
傷

つ
け
合
う
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る（

（13
（

）
と
あ
る
の
だ
。

遺
産
相
続
に
お
け
る
骨
肉
の
争
い
や
老
老
介
護
に
よ
る
憔
悴

の
果
て
の
事
件
な
ど
、
殺
人
事
件
の
約
半
数
が
親
族
間
と
い

わ
れ
る
現
代
日
本
で
あ
る
。
ま
た
「
毒
親
」
や
「
親
捨
て
」

の
よ
う
に
、
親
子
で
あ
れ
ば
こ
そ
互
い
に
傷
つ
け
合
う
と
い

う
現
実
が
あ
る
。
我
ら
に
と
っ
て
も
機
縁
に
よ
っ
て
は
全
く

他
人
事
で
は
な
い
問
題
な
の
で
あ
る
。

・�

誹
謗
正
法
に
つ
い
て
、法
然
上
人
は『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』

の
六
七
番
目
に
お
い
て
、

　

�

一
つ
、
誹
謗
正
法
は
五
逆
の
罪
に
多
く
増
り
と
申
し
そ
う

ろ
う
は
、
ま
こ
と
に
て
そ
う
ろ
う
か
。

　

�

答
う
、こ
れ
は
い
と
人
の
せ
ぬ
こ
と
に
て
そ
う
ろ
う（

（14
（

。（
こ

れ
は
あ
ま
り
人
が
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

�

と
お
答
え
に
な
ら
れ
た
。
話
し
方
は
控
え
め
か
も
し
れ
な
い

が
、
お
よ
そ
人
が
為
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
誠
に
強

い
御
心
が
感
じ
ら
れ
る
。
⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉
に
あ
る

よ
う
に
、「
誹
謗
正
法
」
は
単
に
仏
法
を
罵
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
三
宝
の
完
全
な
否
定
で
あ
り
、
世
間
一
切
の
善

法
と
出
世
間
一
切
の
賢
人
聖
人
を
断
滅
す
る
ほ
ど
の
こ
と
と

な
る
。
道
徳
や
倫
理
観
が
益
々
廃
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
不
安
が
募
る
世
の
中
で
、
ま
ず
は
因
果
の
道
理
や
生
死
輪

廻
と
い
っ
た
仏
教
の
世
界
観
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

【
話
材
】

「
情
け
は
人
の
為
な
ら
ず
」（
因
果
の
道
理
・
善
因
楽
果
）

「
人
を
呪
わ
ば
穴
二
つ
」（
因
果
の
道
理
・
悪
因
苦
果
）

「
袖
す
り
合
う
も
多
生
の
縁
」（
生
死
輪
廻
）

�
そ
の
う
え
で
、「
津
戸
の
三
郎
入
道
へ
つ
か
は
す
御
返
事
」

に
あ
る
よ
う
に
、

　

�

こ
の
弥
陀
の
名
号
を
称
え
て
永
き
生
死
を
忽
ち
に
截
り
常
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住
の
極
楽
に
往
生
す
と
い
う
頓
教
の
御
法
を
謗
り
滅
ぼ
し

て
、
こ
の
罪
に
よ
り
て
永
く
三
悪
道
に
沈
む
と
い
え
る
な

り
。
か
く
の
ご
と
き
の
人
に
は
大
地
微
塵
劫
を
過
ぐ
と
も
、

永
く
三
悪
道
の
身
を
離
る
る
事
を
得
べ
か
ら
ず
と
い
え
る

な
り（

（14
（

。

　
と
の
お
示
し
を
胸
に
止
め
た
い
。

・�

し
か
し
阿
弥
陀
仏
（
法
蔵
菩
薩
）
は
、「〔
誰
で
あ
れ
〕
あ
ら

ゆ
る
世
界
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
（
十
方
衆
生
）」
を
救
わ

ん
が
た
め
に
「
念
仏
往
生
の
願
」
を
お
建
て
下
さ
っ
た
の
で

あ
る
。
大
慈
悲
の
み
心（

（14
（

ゆ
え
に
、
我
ら
が
五
逆
（
お
よ
び

誹
謗
正
法
）
の
罪
を
造
る
こ
と
及
び
そ
の
報
い
を
恐
れ
、
あ

え
て
「
た
だ
し
五
逆
罪
を
犯
す
者
と
、
仏
法
を
謗
る
者
は
除

く
こ
と
と
す
る
」
と
付
し
て
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
抑
止

門
）。
こ
れ
は
念
仏
往
生
乃
至
成
仏
へ
と
至
る
巧
み
な
手
立

て
で
あ
り
、
五
逆
謗
法
罪
の
者
を
も
漏
ら
さ
ず
救
い
摂
る
故

（
摂
取
門
）、
諸
仏
諸
菩
薩
の
誓
願
を
超
え
た
、「
超
世
の
願
」

と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
我
ら
に
と
っ
て
最
も
親
し

い
行
で
あ
り
四
十
八
願
の
本
体
で
あ
る
故
に
、
法
然
上
人
は

「
王
本
願
」
と
お
示
し
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。

※
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』（
六
五
番
目
）

　
一
つ
、
五
逆
十
悪
、
一
念
十
念
に
滅
び
そ
う
ろ
う
か
。

　
答
う
、
疑
い
な
く
そ
う
ろ
う（

（14
（

。

・�

も
ち
ろ
ん
仏
教
徒
と
し
て
、
法
然
上
人
が
お
示
し
く
だ
さ
る

よ
う
に
、
各
々
で
き
る
限
り
の
廃
悪
修
善
に
努
め
る
べ
き
こ

と
を
、
あ
わ
せ
て
お
伝
え
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

�

罪
を
ば
十
悪
五
逆
の
者
な
お
生
ま
る
と
信
じ
て
小
罪
を
も

犯
さ
じ
と
思
う
べ
し（

（14
（

。

　

�

諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
は
、
三
世
の
諸
仏
の
通
戒
な
り
。

善
を
修
す
る
も
の
は
善
趣
の
報
を
え
、
悪
を
行
ず
る
者
は

悪
道
の
果
を
感
ず
と
い
う
。
こ
の
因
果
の
道
理
を
き
け
ど

も
き
か
ざ
る
が
ご
と
し
。
は
じ
め
て
い
う
に
あ
た
わ
ず
、

し
か
れ
ど
も
分
に
し
た
が
い
て
悪
業
を
と
ど
め
よ
、
縁
に

ふ
れ
て
念
仏
を
行
じ
往
生
を
期
す
べ
し（

（14
（

。

・�
そ
し
て
父
母
等
へ
の
真
の
報
恩
を
問
う
な
ら
ば
、
お
互
い
凡

夫
の
身
で
あ
り
な
が
ら
も
、
共
に
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
照
ら

さ
れ
な
が
ら
仏
教
徒
と
し
て
こ
の
世
を
歩
み（「
と
も
い
き
」）、
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命
終
の
後
は
共
に
極
楽
に
往
き
て
生
ま
れ
て
仏
道
を
成
ず
る

身
で
あ
る
（「
共
生
極
楽
成
仏
道
」、「
総
願
偈
」
参
照
）
と

決
着
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
々
の

お
念
仏
を
お
勧
め
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

【
付
記
（
私
案
）】

※
第
三
十
五
願
（
女
人
往
生
願
）
に
つ
い
て

・�

第
十
八
念
仏
往
生
願
に
お
い
て
対
象
を
「
十
方
衆
生
」
と
し

な
が
ら
、な
ぜ
別
に
「
女
人
往
生
」
の
願
を
建
て
ら
れ
た
の
か
。

・�「
十
二
問
答
」
の
中
で
法
然
上
人
は
、「
十
方
衆
生
の
こ
と
ば

の
中
に
有
智
無
智
、
有
罪
無
罪
、
善
人
悪
人
、
持
戒
破
戒
、

男
子
女
子
、
三
宝
滅
尽
の
後
の
百
歳
ま
で
の
衆
生
み
な
籠
る

な
り（

（14
（

」
と
仰
っ
て
お
ら
れ
る
。

・�

し
か
し
自
他
の
区
別
が
あ
る
以
上
、
私
た
ち
衆
生
は
身
勝
手

な
欲
望
ゆ
え
に
、
不
平
等
な
見
方
（
偏
見
）
か
ら
差
別
を
生

ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。

「
欲
に
ひ
か
れ
、
好
み
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
人
は
、
ど
う
し
て

自
分
の
偏
見
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
か
れ
は
、

み
ず
か
ら
完
全
で
あ
る
と
思
い
な
し
て
い
る
。
か
れ
は
知
る
に

任
せ
て
語
る
で
あ
ろ
う（

（14
（

」（『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』）

・�

無
意
識
の
「
偏
見
」。

【
話
材
】公
益
社
団
法
人
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｃ
Ｍ（

（14
（

（
ラ
ジ
オ
版
）

（
包
丁
で
野
菜
を
切
る
音
…
）

「
キ
ッ
チ
ン
で
夕
食
の
支
度
を
す
る
人
が
い
ま
す
」

（
オ
フ
ィ
ス
の
環
境
音
…
）

「
オ
フ
ィ
ス
で
部
下
の
資
料
に
目
を
通
す
人
が
い
ま
す
」

（
レ
ス
ト
ラ
ン
の
環
境
音
…
）

「
夜
景
の
見
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
支
払
い
を
す
る
人
が
い
ま
す
」

（
黒
板
に
チ
ョ
ー
ク
で
字
を
書
く
音
…
）

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
夢
を
発
表
す
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

想
像
し
た
の
は
男
性
の
姿
で
す
か
？
女
性
の
姿
で
す
か
？

無
意
識
の
偏
見
に
気
づ
く
こ
と
か
ら
、
は
じ
め
ま
せ
ん
か
」

・�「
常
識
」
に
囚
わ
れ
た
我
ら
。

【
話
材
】
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
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EIGH
T
EEN

.

（�

常
識
と
は
、
一
八
歳
ま
で
に
身
に
つ
け
た
偏
見
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
こ
と
を
い
う
）

・�

お
そ
ら
く
、
法
蔵
菩
薩
が
ご
覧
に
な
っ
た
二
百
一
十
億
の
世

界
の
中
に
は
、衆
生
に
何
ら
か
の
性
差
が
あ
り
、煩
悩
に
よ
っ

て
起
こ
る
不
平
等
な
見
方
（
偏
見
）
に
よ
っ
て
、
差
別
が
存

在
す
る
世
界
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
偏
見

や
差
別
は
、「
常
識
」
と
い
う
名
の
も
と
に
、
そ
し
て
本
人

た
ち
も
気
が
付
か
ぬ
う
ち
に
、
自
他
お
よ
び
集
団
社
会
を
縛

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
常
識
」
に
よ
っ
て
、「
私
〔
の
性
〕

は
、救
い
に
あ
ず
か
れ
な
い
」
と
、第
十
八
願
に
疑
い
を
持
っ

て
苦
し
む
も
の
も
現
れ
よ
う
。
そ
う
し
た
往
生
へ
の
疑
い
を

生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の
大
慈
大
悲
の
顕
れ
が
、
第
三
十
五
願

で
あ
る
。

・�『
無
量
寿
経
釈
』
に
は
「
或
い
は
道
俗
有
っ
て
曰
く
、
女
人

浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
ず
と
云
う
は
此
れ
は
是
れ
妄
説
な

り
信
ず
べ
か
ら
ず
。
云
云
。
是
れ
則
ち
女
人
の
苦
を
抜
て
、

女
人
楽
を
与
へ
る
慈
悲
の
御
意
の
誓
願
利
生
な
り（

（14
（

」
と
あ
る
。

※�

ま
た
、
第
三
十
五
願
を
第
三
十
六
常
修
梵
行
願
と
の
関
係
で

捉
え
る
見
方
も
参
照
の
こ
と
。

・�『【
現
代
語
訳
】
浄
土
三
部
経
』
の
第
三
十
五
願
現
代
語
訳
。

・�

袖
山
榮
輝「『
無
量
寿
経
』第
三
十
五
願
考
察
の
一
視
座
」（『
高

橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
論
集　

浄
土
学
佛
教
学
論
叢
』
第
二

巻
、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
四
）

�

（
執
筆
者
：
布
教
研
究
班
）

３
―
２
０
「
第
十
九
、
来
迎
引
接
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、十
方
の
衆
生
、菩
提
心
を
発
し
、

諸
も
ろ
の
功
徳
を
修
し
、
至
心
に
発
願
し
て
、
我
が
国
に
生
ぜ

ん
と
欲
せ
ん
に
、
寿
終
の
時
に
臨
ん
で
、
も
し
大
衆
の
与
に
囲

繞
せ
ら
れ
て
、
そ
の
人
の
前
に
現
ぜ
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」

（
第
十
九
来
迎
引
接
願
、
聖
典
一
・
二
二
七
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
誰
で
あ
れ
〕
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
住
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む
す
べ
て
の
人
々
が
覚
り
の
境
地
を
求
め
、
様
々
な
功
徳
を
積

み
、
ま
こ
と
の
心
を
も
っ
て
私
の
国
土
に
往
生
し
た
い
と
の
願

い
を
発
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〔
そ
の
者
が
〕
命
を
終
え
よ

う
と
す
る
時
、〔
万
が
一
に
も
私
が
〕
多
く
の
聖
者
た
ち
と
と

も
に
そ
の
人
の
前
に
現
れ
出
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、

〔
そ
の
間
、〕私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
現
代
語
訳・

五
一
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
十
九
願
、
来
迎
引
接
、
囲
繞
、
臨
終
／
通
夜
、
彼
岸
会
、

十
夜
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
仏
さ
ま
の
お
迎
え
」

「
仏
さ
ま
の
道
案
内
」

「
握
手
の
宗
教
」　

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

菩
提
心
…
悟
り
を
求
め
る
心
。
法
然
上
人
は
菩
提
心
を
往
生

の
た
め
の
行
業
と
し
て
、
廃
捨
し
た
。
法
然
上
人
は
菩
提
心

に
つ
い
て
、『
三
部
経
大
意
』
の
中
で
「
浄
土
宗
ノ
心
ハ
浄

土
ニ
生
レ
ム
ト
願
ル
ヲ
菩
提
心
ト
云
ヘ
リ（

（15
（

」
と
述
べ
、『
逆

修
説
法
』
二
七
日
で
も
、「
今
、
浄
土
宗
ノ
菩
提
心
ト
は
、

先
ズ
浄
土
二
往
生
シ
テ
、
一
切
衆
生
ヲ
度
シ
、
一
切
ノ
煩
悩

ヲ
断
ジ
、
一
切
ノ
法
門
ヲ
悟
リ
、
無
上
菩
提
ヲ
證
ン
ト
欲
ス

ル
之
心
也（

（15
（

」
と
あ
り
、
浄
土
宗
の
菩
提
心
と
は
、
浄
土
に

往
生
を
願
う
願
往
生
心
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

・�

寿
終
…
臨
終
、
命
が
終
わ
る
。

・�

囲
繞
…
周
り
を
取
り
囲
む
。『
選
択
集
』
に
「
ま
た
前
の
二

十
五
の
菩
薩
等
と
と
も
に
、
百
重
千
重
に
行
者
を
囲
繞
し
て
、

行
住
坐
臥
、一
切
の
時
処
を
問
わ
ず
、も
し
は
昼
、も
し
は
夜
、

常
に
行
者
を
離
れ
た
ま
わ
ず（

（15
（

」
と
あ
り
、
仏
、
菩
薩
が
、

そ
の
人
を
取
り
巻
く
こ
と
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

願
名
に
つ
い
て

�
四
十
八
の
誓
願
の
う
ち
第
十
九
番
目
の
願
。
第
十
九
願
は
、

「
来
迎
引
接
願
」、「
聖
衆
来
迎
願
」、「
臨
終
現
前
願
」、「
行

者
命
終
現
前
導
生
願
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
願
文
で
あ
る（

（15
（

。

ち
な
み
に
浄
土
宗
で
は
、
了
慧
道
光
の
『
無
量
寿
経
鈔
』
の
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呼
称
に
基
づ
き
、
第
十
九
願
を
「
来
迎
引
接
願
」
と
呼
び
習

わ
し
て
い
る
。

・�
願
成
就
文
（
義
山（

（15
（

）
は
、
巻
下
の
「
佛
、
阿
難
に
告
げ
た

ま
わ
く
。
十
方
世
界
の
諸
天
人
民
、
そ
れ
至
心
あ
っ
て
、
か

の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
に
、
凡
そ
三
輩
あ
り
。
そ
の
上
輩

の
者
は
、
家
を
捨
て
欲
を
棄
て
て
、
沙
門
と
な
り
、
菩
提
心

を
発
し
、
一
向
に
専
ら
無
量
寿
佛
を
念
じ
、
諸
も
ろ
の
功
徳

を
修
し
て
、
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
。
こ
れ
等
の
衆
生
、

寿
終
の
時
に
臨
ん
で
、
無
量
寿
佛
、
諸
も
ろ
大
衆
と
与
に
、

そ
の
人
の
前
に
現
じ
た
ま
う
。
す
な
わ
ち
か
の
佛
に
随
っ
て
、

そ
の
国
に
往
生
し
、
す
な
わ
ち
七
宝
華
の
中
に
お
い
て
、
自

然
に
化
生
す
。
不
退
転
に
住
し
て
、
智
慧
勇
猛
、
神
通
自
在

な
り
。
こ
の
故
に
阿
難
、そ
れ
衆
生
あ
っ
て
、今
世
に
お
い
て
、

無
量
寿
佛
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲
さ
ば
、
ま
さ
に
無
上
菩

提
の
心
を
発
し
て
、
功
徳
を
修
行
し
て
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と

願
ず
べ
し
〈
中
輩
・
下
輩
は
省
略
〉」（
聖
典
一
・
二
四
九
―

二
五
一
頁
）
で
あ
る
。
／
「〔
そ
こ
で
ま
た
〕
釈
尊
が
阿
難

に
仰
せ
に
な
っ
た
。『
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
天
人
や
人
々
の
中
で
、

心
の
底
か
ら
〔
無
量
寿
仏
の
極
楽
〕
世
界
に
往
生
し
た
い
と

願
う
〔
者
は
〕、お
お
よ
そ
〔
次
の
〕
三
通
り
に
分
け
ら
れ
る
。

〔
ま
ず
〕
そ
の
〔
第
一
は
〕
上
輩
の
者
〔
で
あ
る
。
彼
ら
〕

は
出
家
し
て
諸
々
の
欲
望
を
捨
て
去
ろ
う
と
〔
人
里
離
れ
た

場
所
で
修
行
に
励
む
〕
沙
門
と
な
り
、
覚
り
を
目
指
す
心
を

発
し
た
上
で
、
た
だ
ひ
た
す
ら
無
量
寿
仏
〔
を
慕
っ
て
そ
〕

の
名
を
称
え
、〔
さ
ら
に
〕
諸
々
の
功
徳
を
積
ん
で
〔
極
楽
〕

世
界
に
往
生
し
た
い
と
願
う
〔
者
た
ち
で
あ
る
〕。
こ
う
し

た
者
た
ち
が
命
尽
き
よ
う
と
す
る
時
、
無
量
寿
仏
は
〔
極
楽

の
〕
聖
者
た
ち
と
と
も
に
、
そ
の
人
の
前
に
姿
を
現
す
の
で

あ
る
。〔
そ
し
て
〕
す
ぐ
に
〔
無
量
寿
〕
仏
〔
の
後
ろ
〕
に

付
き
随
っ
て
〔
極
楽
〕
世
界
に
往
生
し
、〔
そ
の
極
楽
の
池
の
〕

七
種
の
宝
玉
で
で
き
て
い
る
蓮
の
華
の
中
に
忽
然
と
生
ず
る

の
だ
。〔
そ
し
て
〕
覚
り
に
至
る
ま
で
決
し
て
退
転
す
る
こ

と
の
な
い
境
地
に
立
っ
て
〔
歩
を
進
め
〕、
果
敢
に
智
慧
を

究
め
、
神
通
力
を
自
在
に
駆
使
す
る
の
で
あ
る
。〈
中
輩
・

下
輩
は
省
略
〉」（
現
代
語
訳
・
一
〇
一
―
一
〇
三
頁
）。

・�

第
十
九
願
の
内
容
に
つ
い
て
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�

第
十
九
願
の
内
容
は
、「
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆
生
が
菩
提
心

を
発
し
功
徳
を
修
し
て
至
心
に
往
生
を
願
う
な
ら
ば
、
そ
の

人
の
命
終
の
と
き
に
聖
衆
と
共
に
来
迎
す
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
文
の
内
容
だ
け
で
は
、

臨
終
に
阿
弥
陀
仏
が
行
者
の
前
に
現
れ
る
ま
で
に
留
ま
り
、

願
成
就
文
の
「
こ
れ
等
の
衆
生
、
寿
終
の
時
に
臨
ん
で
、
無

量
寿
佛
、
諸
も
ろ
大
衆
と
与
に
、
そ
の
人
の
前
に
現
じ
た
ま

う
。
す
な
わ
ち
か
の
佛
に
随
っ
て
、
そ
の
国
に
往
生
し
、
す

な
わ
ち
七
宝
華
の
中
に
お
い
て
、
自
然
に
化
生
す
」
の
御
文

に
よ
っ
て
、
来
迎
引
接
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

�

法
然
上
人
も
、「
三
部
経
大
意
」
に
お
い
て
、「
次
ニ
三
輩
往

生
ノ
文
ア
リ
。
是
ハ
第
十
九
ノ
臨
終
現
前
ノ
願
成
就
ノ
文

也（
（15
（

」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
臨
終
ノ
時
ニ
ミ
ツ
カ
ラ
菩
薩
聖

衆
囲
繞
シ
テ
、
其
人
ノ
前
ニ
現
セ
ム
ト
云
フ
願
ヲ
建
テ
給
ヘ

リ
。
第
十
九
ノ
願
是
也（

（15
（

」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第

十
九
願
と
三
輩
段
と
の
関
連
が
言
え
る
。
ま
た
、
第
十
九
願

と
来
迎
引
接
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
法
然
上
人
は
、「
逆
修

説
法
」
第
一
七
日
に
お
い
て
「
其
来
迎
引
接
願
者
、
即
是
四

十
八
願
中
第
十
九
願
也（

（15
（

」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第

十
九
願
の
内
容
は
「
来
迎
引
接
」
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

�

了
慧
道
光
の
『
無
量
寿
経
鈔
』
に
よ
る
と
、「
来
迎
引
接
願
」

が
誓
わ
れ
た
訳
は
、
凡
夫
が
臨
終
の
際
に
、
正
念
を
得
さ
せ

る
た
め
に
あ
る
と
い
う（

（15
（

。

・�『
観
経
』、『
阿
弥
陀
経
』
に
お
け
る
来
迎
引
接
の
記
述
つ
い

て

�

来
迎
引
接
に
つ
い
て
『
観
経
』
上
品
上
生
段
に
は
、「
か
の

国
に
生
ず
る
時
、
こ
の
人
、
精
進
勇
猛
な
る
が
故
に
、
阿
弥

陀
如
来
、
観
世
音
・
大
勢
至
・
無
数
の
化
佛
・
百
千
の
比
丘
・

声
聞
大
衆
・
無
数
の
諸
天
・
七
宝
の
宮
殿
と
与
な
り
。
観
世

音
菩
薩
は
金
剛
台
を
執
り
、
大
勢
至
菩
薩
と
与
に
行
者
の
前

に
至
り
、
阿
弥
陀
佛
は
大
光
明
を
放
っ
て
、
行
者
の
前
を
照

ら
し
、
諸
も
ろ
の
菩
薩
と
与
に
手
を
授
け
て
迎
接
し
た
ま

う（
（15
（

」
と
あ
り
、『
観
経
』
所
説
の
九
品
段
の
中
に
、
九
品
中
、

中
品
下
生
、
下
品
下
生
を
除
く
、
残
り
の
七
品
位
に
お
い
て
、

内
容
は
違
え
ど
も
来
迎
引
接
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
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�

ま
た
、『
阿
弥
陀
経
』
に
も
、「
そ
の
人
命
終
の
時
に
臨
ん
で
、

阿
弥
陀
佛
、
諸
も
ろ
の
聖
衆
と
と
も
に
、
現
に
そ
の
前
に
在

す
。
こ
の
人
終
わ
る
時
、
心
顛
倒
せ
ず
、
す
な
わ
ち
阿
弥
陀

佛
の
極
楽
国
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
得（

（16
（

」
と
あ
り
、
来
迎

引
接
が
説
か
れ
て
い
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

法
然
上
人
の
来
迎
に
つ
い
て
の
お
言
葉
は
、
多
く
の
遺
文
に

説
か
れ
て
い
る
が
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
当
時
の
仏
教

界
に
お
い
て
常
識
で
あ
っ
た「
臨
終
→
正
念
→
来
迎
→
往
生
」

と
い
う
死
の
過
程
に
対
し
、
新
た
に
「
臨
終
→
来
迎
→
正
念

→
往
生
」と
い
う
死
の
過
程
を
提
唱
し
た
点
に
あ
る
。つ
ま
り
、

法
然
上
人
は
、
来
迎
に
対
す
る
捉
え
方
を
「
正
念
来
迎
」
か

ら
「
来
迎
正
念
」
に
百
八
十
度
転
換
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

�

法
然
上
人
は
来
迎
の
働
き
に
つ
い
て
、『
逆
修
説
法
』
第
一

七
日（

（16
（

に
お
い
て
以
下
の
三
義
を
挙
げ
て
い
る
。

ⅰ
、
行
者
を
正
念
に
至
ら
し
め
る
た
め

ⅱ
、
極
楽
浄
土
へ
道
案
内
す
る
た
め

ⅲ
、
魔
事
を
対
治
す
る
た
め

�

こ
の
三
義
の
う
ち
、
法
然
上
人
が
来
迎
の
働
き
と
し
て
重
要

視
さ
れ
た
の
は
ⅰ
の「
行
者
を
正
念
へ
と
導
く
た
め
」で
あ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
我
々
凡
夫
は
死
に
臨
ん
で
、
境
界
愛
（
妻

子
・
親
族
・
家
屋
・
財
産
等
に
対
す
る
執
着
心
執
着
心
）・

自
体
愛
（
自
己
の
身
命
に
対
す
る
執
着
心
）・
当
生
愛
（
命

終
の
後
に
自
ら
の
生
が
ど
う
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
不
安
）

と
い
う
三
種
の
愛
心
が
起
こ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
法

然
上
人
は
、
こ
の
三
種
の
愛
心
を
滅
す
る
た
め
に
阿
弥
陀
仏

が
来
迎
す
る
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
心
が
乱
れ
る
こ
と
な
く
、

心
が
顛
倒
す
る
こ
と
な
く
、
正
念
を
得
て
死
に
臨
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
死
に
臨
ん
で
三
種
の
愛
心

が
起
こ
る
こ
と
は
、
現
代
の
我
々
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
す
る
か
ら
こ
そ
、
我
々
の
死
に
対
す

る
恐
怖
心
や
不
安
、
虚
無
感
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

心
穏
や
か
に
死
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
同
時
に
、

だ
か
ら
こ
そ
臨
終
に
向
け
て
常
平
生
か
ら
念
仏
を
称
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
伝
え
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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・�『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
巻
三
七
に
お
い
て
、
法
然
上
人
の

臨
終
の
様
子
を
伝
え
る
中
で
来
迎
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

　

�

十
一
の
辰
時
に
、
上
人
起
き
居
給
い
て
高
声
念
仏
し
給
う
。 

聞
く
人
皆
涙
を
流
す
。
弟
子
等
に
告
げ
て
宣
わ
く
、「
高

声
に
念
仏
す
べ
し
。
弥
陀
仏
の
来
り
給
え
る
な
り
。
こ
の

御
名
を
唱
う
れ
ば
、
一
人
と
し
て
往
生
せ
ず
と
い
う
事
な

し
」
と
て
、
念
仏
の
功
徳
を
誉
め
給
う
事
、
恰
も
昔
の
如

し
。「
観
音
・
勢
至
菩
薩
、
聖
衆
現
じ
て
ま
し
ま
す
。
拝

み
奉
る
や
」
と
宣
え
ば
、
弟
子
等
「
拝
み
奉
ら
ず
」
と
申

す
。
こ
れ
を
聞
き
給
い
て
、「
愈
々
念
仏
す
べ
し
」
と
勧

め
給
う（

（16
（

。

�

法
然
上
人
は
往
生
さ
れ
る
二
週
間
前
の
建
暦
二
年
（
一
二
一

二
）
の
一
月
十
一
日
に
、
阿
弥
陀
仏
や
菩
薩
衆
の
来
迎
が
あ

る
こ
と
を
弟
子
達
に
告
げ
、
来
迎
の
可
視
に
つ
い
て
弟
子
達

に
尋
ね
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
弟
子
達
に
は
来
迎
の
姿
を
見

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
法
然
上
人
の
眼
に
は
、
確
か

に
来
迎
の
姿
が
映
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
然
上
人
の

来
迎
の
場
面
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
現
代
に
お
い
て
も
看
取

る
側
に
は
来
迎
の
姿
が
見
え
な
く
て
も
、
こ
の
世
を
旅
立
つ

往
生
人
の
眼
に
は
間
違
い
な
く
来
迎
の
姿
が
映
っ
て
い
る
こ

と
を
説
く
確
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

・�「
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
」
な
ど
の
来
迎
図
の
コ
ピ
ー

を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
往
生
人
が
阿
弥
陀
仏
や
菩
薩
衆
に
囲

ま
れ
て
、
極
楽
浄
土
に
導
か
れ
る
様
を
視
覚
的
に
訴
え
る
こ

と
が
で
き
、
来
迎
の
有
難
さ
を
伝
え
る
一
助
と
な
ろ
う
。
そ

の
際
に
、
来
迎
図
の
コ
ピ
ー
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
阿
弥

陀
仏
や
菩
薩
衆
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
粗
末
に
扱
わ
ず
、
大

切
に
保
管
す
る
よ
う
注
意
喚
起
を
促
す
。

・�

来
迎
の
こ
と
を
我
が
国
で
は
「
お
迎
え
」
と
も
い
う
が
、
そ

の
「
お
迎
え
」
の
事
例
に
つ
い
て
、
最
古
は
平
安
時
代
中
期

に
慶
滋
保
胤
が
編
纂
し
た『
日
本
往
生
極
楽
記
』に
見
ら
れ
る
。

そ
の
後
、「
お
迎
え
」
の
事
例
は
、
数
々
の
往
生
伝
の
中
で

描
か
れ
、
現
代
ま
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

�

ま
た
、
こ
の
「
お
迎
え
」
が
昨
今
、
医
学
の
世
界
で
も
「
お

迎
え
現
象
」
と
呼
ば
れ
、
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
そ
の
背
景
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に
は
、
長
年
、
仙
台
を
中
心
に
末
期
が
ん
の
患
者
を
在
宅
で

看
取
っ
て
き
た
在
宅
緩
和
ケ
ア
医
の
故
岡
部
健
医
師
の
影
響

が
大
き
い
。
岡
部
医
師
は
、
二
千
人
以
上
を
看
取
っ
て
き
た

経
験
か
ら
、「
お
迎
え
」
が
あ
る
こ
と
を
医
学
の
世
界
で
も

訴
え
て
こ
ら
れ
た
。
実
際
に
、
岡
部
医
師
は
「
お
迎
え
」
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

�

あ
れ
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
四
肢
に
麻
痺
が
あ
っ
た
八
十

歳
の
女
性
だ
っ
た
。
定
義
如
来
（
定
義
如
来
と
は
仙
台
特

有
の
呼
び
名
で
阿
弥
陀
仏
の
別
名
を
指
す
。
仙
台
に
は
、

定
義
山
信
仰
と
い
う
山
岳
信
仰
が
あ
り
、
そ
の
山
の
麓
に

西
方
寺
と
い
う
浄
土
宗
寺
院
が
あ
り
、
そ
の
ご
本
尊
で
あ

る
阿
弥
陀
仏
の
こ
と
を
定
義
如
来
と
呼
ん
で
い
る
）
の
お

札
を
飾
っ
て
い
た
の
で
、「
定
義
山
、
よ
く
行
っ
た
の
」

と
声
を
か
け
た
ら
「
今
で
も
定
義
山
を
信
じ
て
、
お
念
仏

を
あ
げ
て
る
ん
で
す
」と
言
う
。そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ

た
頃
、
突
然
、
こ
う
言
わ
れ
た
。

　

�「
小
さ
な
定
義
如
来
さ
ん
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
」

　

�

お
念
仏
を
あ
げ
て
い
る
と
、
定
義
如
来
の
姿
が
小
さ
く
見

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。〈
中
略
〉

　

�「
よ
か
っ
た
ね
、
最
後
に
阿
弥
陀
さ
ん
が
お
迎
え
に
来
て

く
れ
る
と
い
い
ね
。
定
義
如
来
さ
ん
見
え
る
よ
う
に
な
っ

た
ん
だ
か
ら
き
っ
と
来
る
と
思
う
よ
」

　

�

私
が
こ
う
言
う
と
、
本
当
に
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。
こ
の
瞬

間
に
、
私
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
は
終
わ
っ
た
よ
う
な
も
の

だ
。
家
族
も
そ
れ
を
聞
い
て
い
て
「
よ
か
っ
た
ね
、
亡
く

な
る
時
は
阿
弥
陀
さ
ん
が
い
い
ね
」
な
ん
て
話
に
な
っ
た

の
だ
か
ら
、
も
う
私
が
往
診
に
行
か
な
く
て
も
い
い
の
で

あ
る（

（16
（

。

�

こ
の
よ
う
に
、
岡
部
医
師
は
多
く
の
患
者
を
看
取
っ
た
経
験

か
ら
「
お
迎
え
」
が
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
れ
、
臨
床
の
現
場

に
お
い
て
、「
お
迎
え
」
に
勝
る
治
療
は
な
い
と
述
べ
て
お

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
事
例
を
示
し
な
が
ら
、

現
在
、「
お
迎
え
現
象
」
と
い
っ
て
医
学
の
世
界
で
も
注
目

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
と
、
来
迎
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
で
あ
ろ
う
。
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・�
親
鸞
聖
人
は
来
迎
に
つ
い
て
「
臨
終
の
来
迎
を
ま
つ
も
の
は
、

い
ま
だ
信
心
を
え
ぬ
も
の
な
れ
ば
、
臨
終
を
こ
こ
ろ
に
か
け

て
な
げ
く
な
り（

（16
（

」
と
述
べ
、
ま
た
「
臨
終
ま
つ
こ
と
な
し
、

来
迎
た
の
む
こ
と
な
し（

（16
（

」
と
述
べ
、
あ
ま
り
重
視
し
て
い

な
い
。し
た
が
っ
て
、同
じ
念
仏
を
旨
と
す
る
浄
土
真
宗
で
は
、

来
迎
に
つ
い
て
積
極
的
に
説
け
な
い
の
に
対
し
、
浄
土
宗
で

は
来
迎
を
説
け
る
こ
と
を
強
み
と
し
て
、
も
っ
と
世
間
一
般

に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

《
十
分
法
話
例
》

「
お
迎
え
は　
ど
こ
か
ら
来
る
の
と　
孫
が
聞
く
」

こ
の
川
柳
は
、
あ
る
雑
誌
に
七
十
代
の
女
性
が
投
稿
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
女
性
が
お
孫
さ
ん
の
側
で
「
早

く
お
迎
え
に
き
て
ほ
し
い
」
と
何
気
な
く
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。こ
の
言
葉
を
聞
い
た
お
孫
さ
ん
が「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

一
体
ど
こ
か
ら
お
迎
え
に
来
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
不
思
議
に

思
っ
て
尋
ね
た
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
川
柳
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
早
く
お
迎
え
に
来
て
ほ
し
い
」、
こ
れ
は
、
よ
く
お
年
寄
り
の

方
が
お
っ
し
ゃ
る
言
葉
の
一
つ
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
、
も
し
お

孫
さ
ん
か
ら
「
ど
こ
か
ら
来
る
の
と
」
と
尋
ね
ら
れ
て
は
っ
き

り
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
正
解
を
申
し
ま
す
と
、

ま
ず
こ
こ
で
い
う
お
迎
え
の
主
語
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
を
指
し
ま

す
。
な
ら
、ど
こ
か
ら
来
る
か
と
い
う
と
、阿
弥
陀
さ
ま
の
世
界
、

つ
ま
り
西
方
極
楽
浄
土
で
す
。

こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀
さ
ま
が
極
楽
浄
土
か
ら
私
た
ち
の
命
が

尽
き
る
時
、
お
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
「
来
迎
」
と
申

し
ま
す
。
そ
し
て
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
私
た
ち
と
共
に
極
楽
浄
土

へ
と
道
案
内
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
「
引
接
」
と
申
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
第
十
九
番
目
の
ご
本
願
に
「
必

ず
迎
え
に
行
っ
て
、極
楽
浄
土
に
導
く
ぞ
」と
お
誓
い
く
だ
さ
っ

て
い
る
の
で
す
。
そ
の
「
来
迎
引
接
」
に
預
か
る
た
め
に
も
、

ま
ず
口
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
て
頂
き
た
い
の
で
す
。

法
然
上
人
の
お
言
葉
に
も
来
迎
に
つ
い
て
、「
た
だ
一
向
に

念
仏
だ
に
も
申
せ
ば
、
仏
の
来
迎
は
法
爾
の
道
理
に
て
疑
い
な

し
」
と
出
て
ま
い
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
念
仏

を
称
え
れ
ば
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
来
迎
は
動
か
し
よ
う
の
な
い
自

然
の
道
理
だ
と
い
う
の
で
す
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
太
陽
が
東
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か
ら
昇
り
、
西
へ
沈
ん
で
い
く
よ
う
に
、
水
が
上
流
か
ら
下
流

へ
と
流
れ
る
よ
う
に
、
火
が
下
か
ら
上
に
燃
え
広
が
っ
て
い
く

の
と
同
様
に
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
来
迎
も
疑
い
よ
う
の
な
い
現
象

な
の
で
す
。
実
際
、
法
然
上
人
も
臨
終
の
際
に
阿
弥
陀
さ
ま
や

観
音
菩
薩
さ
ま
、
勢
至
菩
薩
さ
ま
か
ら
来
迎
を
頂
か
れ
て
お
り

ま
す
。

法
然
上
人
は
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
正
月
二
十
五
日
、
八

十
歳
で
ご
往
生
を
遂
げ
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
往
生
さ
れ
る

二
週
間
前
、
法
然
上
人
の
枕
辺
を
お
弟
子
さ
ん
た
ち
が
取
り
囲

む
中
、
法
然
上
人
が
お
弟
子
さ
ん
達
に
次
の
よ
う
に
語
り
か
け

る
場
面
が
お
伝
記
に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

�「
お
前
達
も
大
き
な
声
で
念
仏
す
る
が
よ
い
。
今
こ
こ
に

阿
弥
陀
さ
ま
や
観
音
菩
薩
さ
ま
、
勢
至
菩
薩
さ
ま
が
お
迎

え
に
来
ら
れ
、
お
姿
を
現
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
お
前

達
も
来
迎
の
姿
が
見
え
て
お
る
か
」

残
念
な
が
ら
、
お
弟
子
さ
ん
達
の
眼
に
は
何
も
見
え
な
か
っ

た
そ
う
で
す
が
、
法
然
上
人
の
眼
に
は
間
違
い
な
く
、
阿
弥
陀

さ
ま
や
菩
薩
さ
ま
の
来
迎
の
姿
が
映
っ
て
い
た
の
で
す
。

法
然
上
人
が
、
臨
終
の
際
に
ご
覧
に
な
っ
た
来
迎
の
様
子
を

絵
図
に
表
し
ま
す
と
、
こ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
（
来
迎
図
を
紹

介
）。
こ
れ
は
、総
本
山
知
恩
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
国
宝
「
阿

弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
」、
俗
に
「
早
来
迎
」
と
呼
ば
れ
る

来
迎
図
の
コ
ピ
ー
で
す
。
こ
の
来
迎
図
の
真
ん
中
の
上
あ
た
り

に
多
く
の
菩
薩
さ
ま
達
を
引
き
連
れ
て
い
る
お
方
が
阿
弥
陀
さ

ま
で
す
。
こ
こ
に
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
を
は
じ
め
観
音
菩
薩
さ
ま
、

勢
至
菩
薩
さ
ま
と
い
っ
た
多
く
の
菩
薩
さ
ま
が
私
た
ち
の
も
と

に
一
刻
も
早
く
駆
け
つ
け
て
救
っ
て
や
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
姿

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
来
迎
し

て
く
だ
さ
る
か
ら
こ
そ
、
死
の
恐
怖
や
不
安
に
苛
ま
れ
ず
、
安

ら
か
な
境
地
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
つ
ま

り
、
お
念
仏
を
信
仰
す
る
私
た
ち
も
こ
の
よ
う
な
中
で
最
期
を

迎
え
て
い
く
の
で
あ
り
ま
し
て
、
単
に
極
楽
往
生
と
い
う
こ
と

だ
け
で
な
く
、
来
迎
と
い
う
こ
と
が
死
に
臨
ん
だ
時
に
、
と
て

も
心
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
け
っ
し
て
暗
い

道
を
た
っ
た
一
人
で
ト
ボ
ト
ボ
と
歩
い
て
死
出
の
旅
に
向
か
う

の
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
さ
ま
や
菩
薩
さ
ま
に
囲
ま
れ
る
中
、
極
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楽
浄
土
へ
と
生
ま
れ
て
ゆ
く
の
で
す
。

あ
る
先
徳
が
、
こ
の
来
迎
の
姿
か
ら
お
念
仏
の
み
教
え
の
こ

と
を
「
握
手
の
宗
教
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
所
以
は
、

生
前
に
お
念
仏
を
称
え
て
い
た
方
で
あ
れ
ば
、
命
終
わ
る
時
、

阿
弥
陀
さ
ま
が
救
い
の
御
手
を
差
し
出
し
、
私
た
ち
の
手
を

ギ
ュ
ッ
と
握
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
か
ら
「
握
手
の
宗
教
」
と
表

現
さ
れ
た
の
で
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
さ
ん
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
差
し

出
さ
れ
た
救
い
の
御
手
を
常
日
頃
か
ら
離
さ
ぬ
よ
う
、
お
念
仏

を
共
々
に
称
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）

３
―
２
１
「
第
二
十
、
係
念
定
生
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
の
衆
生
、
我
が
名
号
を

聞
き
て
、
念
を
我
が
国
に
係
け
て
、
諸
も
ろ
の
徳
本
を
植
え
、

至
心
に
廻
向
し
て
、
我
が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
せ
ん
に
、
果
遂
せ

ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
二
十
係
念
定
生
願
、
聖
典
一・

二
二
七
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
誰
で
あ
れ
〕
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
住

む
す
べ
て
の
人
々
が
〔
仏
と
し
て
の
〕
私
の
名
（
名
号
）
を
聞

い
て
、
私
の
国
土
に
想
い
を
馳
せ
、〔
そ
し
て
〕
様
々
な
功
徳

を
積
み
重
ね
、
ま
こ
と
の
心
を
も
っ
て
〔
そ
れ
ら
の
功
徳
を
〕

振
り
向
け
て
、
私
の
国
へ
の
往
生
を
望
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

〔
万
が
一
に
も
そ
れ
が
〕
果
た
さ
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
現

代
語
訳
・
五
一
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
二
十
願
、
係
念
、
徳
本
、
廻
向
／
彼
岸
会
、
盂
蘭
盆

会④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
励
も
う
！
」

「
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
、
ひ
た
走
れ
！
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

係
念
…
念
を
係
け
る
。
思
い
を
一
つ
の
と
こ
ろ
に
向
け
る
。

思
い
を
向
け
る
。
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・�

徳
本
…
功
徳
。
善
根
。
さ
と
り
の
果
を
も
た
ら
す
も
と
と
な

る
善
根
。

・�
廻
向
…
廻
し
向
け
る
。
方
向
を
転
じ
て
、
あ
る
対
象
に
向
け

る
こ
と
。
自
己
が
行
っ
た
善
を
め
ぐ
ら
し
ひ
る
が
え
し
て
自

己
の
た
め
、
あ
る
い
は
他
人
の
た
め
に
差
し
向
け
る
こ
と
。

梵
語parin

・ām
a

の
訳
で
、
自
己
の
修
め
た
善
行
・
功
徳
を

め
ぐ
ら
し
転
じ
て
自
ら
の
悟
り
や
一
切
衆
生
の
悟
り
の
た
め

に
振
り
向
け
る
こ
と
。『
無
量
寿
経
』
の
中
で
廻
向
の
語
が

出
る
の
は
第
二
十
願
と
巻
下
の
一
箇
所
の
み
で
あ
る
（
聖
典

一
・
二
二
七
、
二
四
九
頁
）。

・�

果
遂
…
果
た
し
遂
げ
る
。
目
的
を
達
成
す
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

第
二
十
願
は
四
十
八
願
中
、
第
十
八
願
と
第
十
九
願
を
一
括

り
と
し
、
合
わ
せ
て
「
三
願
」
と
呼
ば
れ
る
。
法
然
上
人
は
、

第
十
八
願
を
念
仏
す
る
衆
生
は
必
ず
往
生
す
る
こ
と
を
誓
う

願
と
し
（
念
仏
往
生
願
）、
第
十
九
願
を
第
十
八
願
に
お
け

る
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
、
必
ず
来
迎
す
る
こ
と
を
誓
う
願

と
し
（
来
迎
引
接
願
）、
ま
た
第
二
十
願
は
、
第
十
八
願
の

念
仏
行
者
が
係
念
し
て
い
れ
ば
必
ず
往
生
で
き
る
こ
と
を
誓

う
願
と
す
る
（
係
念
定
生
願
）。
つ
ま
り
法
然
上
人
は
、
第

十
八
願
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
念
仏
往
生
の
確
実
性
が
第
二

十
願
で
強
調
さ
れ
、
第
十
九
願
で
臨
終
時
に
阿
弥
陀
仏
の
来

迎
が
必
ず
あ
る
こ
と
を
、
こ
れ
ら
三
願
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
。

�

一
方
、
法
然
上
人
門
下
で
は
、
長
西
は
第
二
十
願
を
「
諸
行

往
生
願
」
と
名
づ
け
、
諸
行
の
報
土
往
生
を
誓
っ
た
本
願
で

あ
り
、
諸
行
が
本
願
行
で
あ
る
と
し
て
諸
行
本
願
義
を
提
唱

し
た
。
ま
た
隆
寛
は
第
十
九
願
を
、
聖
道
門
の
行
者
が
縁
に

あ
っ
て
浄
土
門
に
帰
し
、
三
心
を
お
こ
し
て
往
生
を
遂
げ
る

こ
と
を
示
す
願
と
し
、
第
二
十
願
は
自
力
の
念
仏
お
よ
び
諸

行
を
行
じ
て
い
る
者
が
回
心
し
、
三
心
を
お
こ
し
て
往
生
を

遂
げ
る
こ
と
を
示
す
願
と
す
る
。

�

ち
な
み
に
、
第
二
十
願
に
対
応
す
る
願
成
就
文
は
説
か
れ
な

い
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
無
量
寿
経
』
巻
下
に
第
十
八
願
の

成
就
文
と
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
衆
生
、
そ
の
名
号
を
聞
き
て
、

信
心
歓
喜
し
て
、
乃
至
一
念
、
至
心
に
廻
向
し
て
、
か
の
国

に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
往
生
を
得
て
、
不
退
転
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に
住
す
。
た
だ
五
逆
と
正
法
を
誹
謗
す
る
と
を
除
く
」（
聖

典
一・二
四
九
頁
）
と
あ
り
、「
其
聞
名
号
」
と
「
至
心
廻
向
」

の
語
が
第
二
十
願
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

第
二
十
願
を
法
話
の
讃
題
と
し
て
取
り
挙
げ
る
場
合
、
願
文

中
の
「
係
念
」
と
「
廻
向
」
の
言
葉
を
取
り
上
げ
て
法
話
の

組
み
立
て
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

・�「
係
念
」
と
は
、
念
を
係
け
る
、
思
い
を
一
つ
の
と
こ
ろ
に

向
け
る
こ
と
で
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は

阿
弥
陀
さ
ま
の
極
楽
浄
土
に
念
を
係
け
る
、
思
い
を
向
け
る

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
十
方
世
界
に
浄
土
は
種
々
多
く
あ
る
け

れ
ど
も
、
凡
夫
の
往
生
が
叶
う
極
楽
浄
土
だ
け
に
思
い
を
係

け
る
べ
き
で　
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
ょ
う
。

�

関
連
す
る
話
材
と
し
て
は
、
安
心
起
行
の
「
起
行
」
で
あ
る

「
四
修
」
の
み
教
え
を
取
り
上
げ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
（『
元

祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
第
二
三
）。
四
修
と
は
恭
敬
修
、
無

余
修
、
無
間
修
、
長
時
修
の
四
種
の
行
で
、
た
だ
ひ
た
す
ら

に
極
楽
浄
土
を
求
め
る
心
を
起
こ
し
、
お
念
仏
を
相
続
す
る

た
め
の
態
度
・
方
法
を
い
う
。
例
え
ば
、『
西
方
要
決
』
に

お
い
て
無
余
修
を
説
く
中
で
は
、
遠
い
異
郷
で
辛
苦
を
強
い

ら
れ
て
い
る
者
が
、
故
郷
の
父
母
の
も
と
へ
帰
る
こ
と
に
つ

い
て
、
片
時
も
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
比
喩
に
用
い
、

常
に
極
楽
往
生
の
思
い
を
な
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る

（
浄
全
六
・
六
○
五
頁
）（
要
義
問
答
、
聖
典
四
・
三
九
三
頁
）。

�

ま
た
、
蓮
生
房
（
熊
谷
直
実
公
）
の
「
東
行
逆
馬
」
の
逸
話

を
取
り
上
げ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
（
勅
伝
二
七
、
聖
典
六
・

四
一
五
頁
）。
こ
の
逸
話
は
蓮
生
房
が
京
都
よ
り
故
郷
の
武

蔵
国
熊
谷
へ
馬
に
乗
っ
て
下
る
際
に
、
西
に
背
を
向
け
ず
に

関
東
へ
下
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
馬
に
逆
さ
に
跨
っ
て
下

向
し
た
と
い
う
も
の
で
、
念
仏
行
者
は
常
に
西
方
極
楽
浄
土

に
思
い
を
係
け
、
お
念
仏
の
相
続
す
べ
き
こ
と
を
教
示
す
る

も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
も
蓮
生
房
を
見
習
う
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
し
ょ
う
。

�
た
だ
し
、「
一
枚
起
請
文
」
に
「
三
心
四
修
と
申
す
こ
と
の

候
は
、
皆
決
定
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
に
て
往
生
す
る
ぞ
と
思

う
う
ち
に
こ
も
り
候
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
四
修
の
行
も
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た
だ
専
ら
お
念
仏
を
相
続
す
る
こ
と
に
帰
結
す
る
こ
と
を
お

伝
え
し
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
】

・�『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
三
願
」「
四
修
」「
熊
谷
次
郎
直
実
」

「
回
向
」
の
項
参
照
。

�

（
執
筆
者
：
北
條
竜
士
）

３
―
２
２
「
第
二
十
一
、
三
十
二
相
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
人
天
、
悉
く
三
十
二

大
人
の
相
を
成
満
せ
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
二
十
一

三
十
二
相
願
、
聖
典
一
・
二
二
七
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕
国
土
に
住
む
人
々
や
天
人
が
、

み
な
〔
仏
の
身
に
具
わ
る
と
い
う
〕
三
十
二
種
類
の
す
ぐ
れ
た

特
徴
を
、〔
万
が
一
に
も
、
た
っ
た
一
つ
で
も
〕
具
え
な
い
よ

う
な
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
」（
現
代
語
訳
・
五
一
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
二
十
一
願
、
三
十
二
相
、
菩
薩
、
極
楽
浄
土
、
慈
悲

の
姿
／
通
夜
、
年
回
法
要
、
彼
岸
、
仏
教
法
話

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
極
楽
浄
土
で
の
お
姿
」

「
仏
さ
ま
の
お
姿
」

「
菩
薩
さ
ま
の
証
し
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

三
十
二
相
…
仏
の
身
体
に
備
わ
っ
て
い
る
三
十
二
種
類
の
す

ぐ
れ
た
特
徴
。
こ
こ
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
、『
新
纂
浄
土

宗
大
辞
典
』
に
よ
り
そ
の
名
称
の
み
を
列
挙
す
る（

（16
（

。

　

�

1
足
下
安
平
立
相 

2
足
下
二
輪
相 

3
長
指
相 

4
足
跟
広
平

相 

5
手
足
指
縵
網
相 

6
手
足
柔
軟
相 

7
足
趺
高
満
相 

8

伊
泥
延
腨
相 

9
正
立
手
摩
膝
相 

10
陰
蔵
相 

11
身
広
長
等
相 

12
毛
上
向
相 

13
一
一
孔
一
毛
生
相 

14
金
色
相 

15
丈
光
相 

16
細
薄
皮
相 

17
七
処
隆
満
相 

18
両
腋
下
隆
満
相 

19
上
身
如

獅
子
相 
20
大
直
身
相 

21
肩
円
好
相 

22
四
十
歯
相 

23
歯
斉

相 

24
牙
白
相 

25
獅
子
頰
相 

26
味
中
得
上
味
相 

27
大
舌
相 
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28
梵
声
相 

29
真
青
眼
相 

30
牛
眼
睫
相 

31
頂
髻
相 

32
白
毛

相
⑥
〈
解
説
〉

・�

四
十
八
願
の
う
ち
第
二
十
一
番
目
の
願
。
極
楽
浄
土
の
菩
薩

の
姿
と
し
て
、
仏
の
三
十
二
相
が
備
わ
る
こ
と
が
説
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
「
三
十
二
相
願
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

・�

願
成
就
文
は『
無
量
寿
経
』巻
下
の「
阿
難
。
そ
れ
衆
生
あ
っ

て
、
彼
の
国
に
生
ず
る
者
は
、
皆
悉
く
三
十
二
相
を
具
足
す
」

（
聖
典
三
、二
五
六
頁
）で
あ
る
。／「
と
こ
ろ
で
阿
難
よ
。人
々

が
〔
極
楽
〕
世
界
に
往
生
し
た
な
ら
ば
、
誰
も
が
み
な
〔
仏

の
特
徴
で
あ
る
〕
三
十
二
相
を
具
え
る
こ
と
に
な
る
」（
現

代
語
訳
・
一
一
八
頁
）。

・�

と
く
に
こ
の
願
の
成
就
文
は
、『
選
択
集
』
三
で
願
成
就
の

事
例
と
し
て
第
一
「
無
三
悪
趣
の
願
」
と
と
も
に
明
示
さ
れ

て
い
る（

（16
（

。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

菩
薩
と
い
う
立
場
に
な
る

�

初
期
仏
教
経
典
で
あ
る
阿
含
経
な
ど
、
数
多
く
の
経
典
に
説

か
れ
る
三
十
二
相
は
、
ま
さ
に
仏
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
の
一

つ
ひ
と
つ
を
見
れ
ば
、
仏
の
慈
悲
や
救
済
が
表
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
特
徴
を
備
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
極
楽
浄
土
に
往
生
し

た
後
に
は
、
他
者
を
救
済
す
る
側
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
往
生
し
た
後
に
は
阿
弥
陀
さ

ま
と
共
に
こ
ち
ら
に
残
る
多
く
の
方
々
を
救
い
導
く
、
菩
薩

と
い
う
立
場
へ
と
至
る
こ
と
を
示
す
大
事
な
願
で
あ
る
と
受

け
取
れ
る
。
こ
の
願
を
用
い
て
、
菩
薩
と
い
う
存
在
は
い
か

な
る
立
場
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
説
く
こ
と
も
で
き
る
だ

ろ
う（

（16
（

。

・�

凡
夫
の
下
劣
性
と
比
較
す
る

�

凡
夫
で
あ
る
私
た
ち
が
極
楽
浄
土
で
三
十
二
相
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
至
ら
ぬ
私
た
ち
を
菩
薩
ま
で

引
き
上
げ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
本
願
力
の
絶
大
さ
を
伝
え
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。
三
十
二
相
は
大
悲
の
は
た
ら
き
の
結
果
、

般
若
波
羅
蜜
や
布
施
等
の
結
果
と
し
て
具
わ
る
と
さ
れ
て
い

る（
（16
（

。
つ
ま
り
、
そ
れ
を
一
気
に
具
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
本
願
力
の
尊
さ
な
の
で
あ
る
。
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・�

三
十
二
相
を
話
材
と
す
る

�
三
十
二
相
の
中
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
を
取
り
上
げ
て
話
材
と
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
仏
像
の
見
た
目
か
ら
わ
か
り
や
す

い
も
の
（
頂
髻
相
、
白
毫
相
な
ど
）
を
取
り
上
げ
る
場
合
は
、

本
尊
な
ど
仏
像
を
示
し
な
が
ら
話
す
こ
と
も
で
き
る
。
前
の

項
目
で
示
し
た
よ
う
に
本
来
、
一
つ
ひ
と
つ
具
わ
る
も
の
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
年
回
法
要
な
ど
で
シ
リ
ー
ズ
化
す

る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

例
と
し
て
、
い
く
ら
か
左
記
に
上
げ
て
み
る
。

　

1
足
下
安
平
立
相
（
そ
く
げ
あ
ん
び
ょ
う
り
ゅ
う
そ
う
）

�

い
わ
ゆ
る
扁
平
足
と
言
わ
れ
る
相
だ
が
、
踏
ま
な
い
土
が
無

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
仏
さ
ま
の
平
等
救
済
の
姿
が
表
さ
れ

て
い
る
。

　

5
手
足
指
縵
網
相
（
し
ゅ
そ
く
し
ま
ん
も
う
そ
う
）

�

手
で
水
を
掬
う
時
、
必
ず
指
の
間
か
ら
僅
か
な
水
が
こ
ぼ
れ

て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
そ
の
小
さ
な
隙
間
さ
え
も

無
く
す
ほ
ど
の
仏
さ
ま
の
大
慈
悲
の
象
徴
が
こ
の
相
で
あ
る
。

　

27
大
舌
相
（
だ
い
ぜ
っ
そ
う
）

�

古
代
イ
ン
ド
で
言
葉
の
真
実
を
証
明
す
る
た
め
に
舌
を
出
す

と
い
う
風
習
が
あ
っ
た
。
こ
の
相
が
表
す
の
は
、
仏
が
説
き

示
す
も
の
に
は
決
し
て
嘘
偽
り
が
な
く
、
真
実
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
阿
弥
陀
経
』
で
は
、
諸
仏

が
三
千
大
千
世
界
を
覆
う
舌
を
出
し
、
嘘
偽
り
の
無
い
阿
弥

陀
仏
へ
の
称
讃
が
示
さ
れ
る
。

・�

話
材
と
し
て

○�

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
書
道
の
習
熟
法
に
「
臨
書
」
が
あ
る
。

名
筆
と
さ
れ
る
古
典
を
手
本
と
し
、
そ
の
特
徴
を
よ
く
観
察

し
て
書
写
す
る
こ
と
を
い
う
。
中
で
も
、
書
聖
と
称
さ
れ
る

王
羲
之
の
作
品
は
、
書
道
を
学
ぶ
も
の
に
と
っ
て
は
、
誰
も

が
憧
れ
、
そ
の
特
徴
を
習
得
し
た
い
と
臨
書
を
志
す
も
の
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
世
界
で
も
、
憧
れ
の
対
象
の
特
徴
を
得

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
起
こ
る
の
は
当
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。

�

仏
教
徒
に
と
っ
て
、
憧
れ
を
抱
く
対
象
は
紛
れ
も
な
く
仏
さ

ま
で
あ
る
。
究
極
的
な
目
標
が
仏
に
成
る
と
い
う
教
え
だ
か

ら
こ
そ
、
同
じ
よ
う
な
特
徴
を
得
た
い
と
い
う
こ
と
は
仏
教

徒
の
基
本
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
特
徴
そ
の
も
の
と
い
う
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よ
り
は
、
そ
れ
に
表
さ
れ
て
い
る
慈
悲
の
姿
こ
そ
が
、
仏
教

徒
と
し
て
の
憧
れ
と
な
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
伝
え
た
い
。
仏

教
徒
と
し
て
の
憧
れ
で
あ
る
仏
さ
ま
の
慈
悲
の
お
姿
を
得
て

い
く
と
い
う
こ
と
も
こ
の
願
の
有
り
難
さ
で
あ
り
、
お
伝
え

す
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

○
『
梁
塵
秘
抄
』
に
記
さ
れ
る
仏
歌

　

�「
弥
陀
の
御
顔（
み
か
お
）は
秋
の
月　
青
蓮（
し
ょ
う
れ
ん
）

の
眼
（
ま
な
こ
）
は
夏
の
池　

四
十
の
歯
ぐ
き
は
冬
の
雪　

三
十
二
相
春
の
花
」

　

�

現
代
語
訳
：
阿
弥
陀
如
来
の
お
顔
は
秋
の
月
の
よ
う
に
ま
ろ

や
か
だ
。
青
蓮
華
よ
り
青
い
眼
は
涼
し
い
夏
の
池
に
、
四
十

の
歯
は
冬
の
雪
に
似
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
三
十
二

相
は
春
の
花
の
よ
う
に
華
麗
で
あ
る
よ
。

　

�

解
説
：
四
季
の
比
喩
の
原
拠
の
大
半
が
、
阿
弥
陀
如
来
の
姿

を
心
を
こ
ら
し
て
思
い
浮
か
べ
る
「
観
想
」
を
説
く
『
往
生

要
集
』
に
あ
る
と
は
い
え
、
各
句
は
美
し
い
連
接
で
あ
り
、

こ
と
に
第
四
句
が
巧
み
に
一
首
を
ま
と
め
て
い
る（

（17
（

。

�

（
執
筆
者
：
工
藤
大
樹
）

３
―
２
３
「
第
三
十
一
、
国
土
清
浄
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
国
土
清
浄
に
し
て
、
皆
悉
く

十
方
一
切
無
量
無
数
不
可
思
議
の
諸
佛
世
界
を
照
見
せ
ん
こ
と
、

な
お
し
明
鏡
を
も
っ
て
そ
の
面
像
を
覩
る
が
ご
と
く
な
ら
ん
。

も
し
し
か
ら
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
三
十
一
国
土
清

浄
願
、
聖
典
一
・
二
二
九
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕
国
土
は
、
ま
る
で
磨
き
上

げ
ら
れ
た
鏡
が
〔
見
る
者
の
〕
顔
を
鮮
明
に
映
し
出
す
よ
う
に
、

数
限
り
な
い
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
映
し
出

す
ほ
ど
清
ら
か
に
し
よ
う
。〔
万
が
一
に
も
〕
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
で
あ
れ
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
」（
現
代
語
訳
・
五
四
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
三
十
一
願
、
国
土
清
浄
、
照
見
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④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
国
土
光
中
に
諸
仏
世
界
を
映
し
出
そ
う
」

「
国
土
清
浄
に
し
て
諸
仏
世
界
を
映
し
出
そ
う
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

国
土
清
浄
…
極
楽
の
荘
厳
は
、
垣
根
や
壁
ま
で
も
皆
、
透
き

徹
っ
て
い
て
光
明
を
放
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
清
浄
と
い

う
。

・�

照
見
…
〔
十
方
の
諸
仏
世
界
の
様
子
が
〕
光
明
の
中
に
現
れ

出
で
て
見
て
と
れ
る
こ
と
。

・�

覩
る
…
見
わ
け
る
。
よ
く
見
る
こ
と
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

四
十
八
願
中
、
仏
国
土
の
有
り
よ
う
に
関
す
る
誓
願
（
摂
浄

土
願
）
で
あ
る
。（
第
四
十
見
諸
仏
土
願
は
、
極
楽
の
菩
薩

の
利
益
を
説
く
）

・�『
随
聞
講
録
』
に
は
「
彼
の
土
の
菩
薩
、
意
楽
に
依
り
て
浄

穢
倶
に
照
見
す
べ
し
。
大
悲
心
、
起
る
と
き
は
即
ち
穢
土
を

現
ず
。
悲
心
、
衆
生
を
愍
れ
む
が
故
に
之
を
見
て
下
化
の
心

を
発
す
。
上
求
心
、
起
る
と
き
は
則
ち
浄
土
を
現
ず
。
之
を

見
て
尚
、
仏
果
を
求
む（

（17
（

」
と
あ
る
。

・�

願
成
就
文
（
香
川（

（17
（

）
は
、
巻
上
の
「
か
の
佛
の
国
土
は
、

清
浄
安
穏
に
し
て
微
妙
快
楽
な
り
。
無
為
泥
洹
の
道
に
次
げ

り
」（
聖
典
一・二
四
四
頁
）
で
あ
る
。
／
「
か
の
〔
無
量
寿
〕

仏
の
〔
極
楽
〕
世
界
は
清
ら
か
に
澄
み
わ
た
り
、
穏
や
か
な

安
ら
ぎ
に
満
ち
、
喩
え
よ
う
も
な
い
幸
福
に
包
ま
れ
て
い
る
。

〔
そ
こ
に
い
る
者
は
〕
迷
い
な
き
覚
り
へ
と
歩
む
こ
と
と
な

る
の
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
八
一
頁
）。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

先
立
た
れ
た
ご
家
族
・
ご
先
祖
さ
ま
（
往
生
人
）
は
清
浄
な

国
土
に
お
い
て
光
明
に
包
ま
れ
、
願
成
就
文
に
も
あ
る
よ
う

に
「
穏
や
か
な
安
ら
ぎ
に
満
ち
、
喩
え
よ
う
も
な
い
幸
福
に

包
ま
れ
て
い
る
」
ご
様
子
を
お
伝
え
す
る
。

・�

極
楽
自
体
は
、
阿
弥
陀
仏
が
清
浄
・
安
穏
・
快
楽
の
み
を
選

び
取
ら
れ
て
建
立
さ
れ
た
浄
土
で
あ
る
。
こ
の
現
世
に
お
け

る
災
害
疫
病
戦
乱
の
悲
し
み
を
共
に
し
、
だ
か
ら
こ
そ
極
楽

に
は
そ
の
よ
う
な
災
い
が
一
切
無
い
（
起
き
な
い
）
よ
う
荘

厳
さ
れ
た
旨
を
お
伝
え
す
る
。
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・�
一
方
、
荘
厳
の
光
の
中
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
世
界
の
、
清

ら
か
な
様
相
の
み
な
ら
ず
穢
れ
た
様
相
お
よ
び
善
悪
苦
楽
の

業
縁
な
ど
の
一
切
が
現
れ
る
。
往
生
人
は
極
楽
に
居
な
が
ら

こ
れ
ら
の
諸
相
を
明
ら
か
に
見
て
と
る
の
で
、
自
然
に
悪
を

避
け
善
を
求
め
る
心
（
探
湯
不
及
の
情
）
が
わ
き
起
こ
る（

（17
（

。

ま
た
当
然
、
往
生
人
は
以
前
に
生
死
輪
廻
し
た
苦
界
の
様
相

お
よ
び
各
世
界
で
の
縁
者
の
現
在
の
様
子
を
観
る
こ
と
と
も

な
ろ
う
。

・�

大
悲
心
（
抜
苦
）
の
思
い
で
諸
仏
世
界
の
穢
土
の
諸
相
を
見

て
は
下
化
衆
生
の
心
を
発
し
、
上
求
菩
提
の
思
い
で
浄
土
の

諸
相
を
見
て
は
覚
り
を
目
指
す
心
が
強
ま
る
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
往
生
人
は
自
ず
か
ら
「
迷
い
な
き
覚
り
へ
と
歩
む

こ
と
と
な
る
」。

・�

お
そ
ら
く
、極
楽
で
の
修
行
が
あ
る
程
度
す
す
ん
だ
往
生
人
は
、

自
身
の
目
指
す
仏
お
よ
び
や
が
て
自
身
が
建
立
す
る
仏
国
土

の
理
想
像
を
求
め
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
現
世
の
災
い
に
は
、

目
を
背
け
て
し
ま
う
自
分
で
あ
っ
た
り
、
例
え
ど
れ
ほ
ど
力

を
尽
く
せ
ど
も
限
界
が
あ
っ
て
、
無
力
無
気
力
に
苛
ま
れ
た

り
も
し
よ
う
。（
お
そ
ら
く
法
蔵
菩
薩
様
も
、
国
王
と
い
う

世
俗
の
力
・
世
俗
の
宝
〈
宝
蔵
〉
で
は
一
切
衆
生
の
救
済
と

い
う
願
い
は
叶
え
ら
れ
な
い
と
の
結
論
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い（

（17
（

）
し
か
し
極
楽
に
お
い
て
は
、
阿
弥
陀
様
・
極
楽

浄
土
を
究
極
の
理
想
と
し
な
が
ら
、
ま
さ
に
阿
弥
陀
様
が
選

び
取
ら
れ
た
よ
う
に
、
自
身
の
理
想
の
成
仏
と
国
土
建
立
を

目
指
し
て
諸
仏
世
界
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
そ
の
た
め
に
第
四
十
見
諸
仏
土
願
も
ご
用
意
下
さ
っ
た
阿

弥
陀
仏
の
大
慈
悲
で
あ
る
）

・�

こ
う
し
た
極
楽
の
様
子
や
、
菩
薩
と
し
て
仏
道
を
歩
む
往
生

人
の
お
姿
を
お
伝
え
し
、
故
人
へ
の
追
慕
と
極
楽
へ
の
欣
慕

の
念
を
聴
衆
と
共
に
す
る
。
そ
し
て
、
阿
弥
陀
様
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
菩
薩
と
な
っ
た
ご
先
祖
様
・
故
人
が
喜
ん
で
く

だ
さ
る
よ
う
な
日
々
の
歩
み
を
お
勧
め
し
、
悲
し
ま
せ
る
よ

う
な
行
い
は
互
い
に
慎
み
、
何
よ
り
念
仏
相
続
を
も
っ
て
結

勧
と
す
る
。
そ
れ
こ
そ
、
極
楽
の
皆
様
が
最
も
喜
ん
で
下
さ

る
勤
め
だ
か
ら
で
あ
る
。
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【
参
考
】

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕
国
土
の
菩
薩
た
ち
が
、
数

限
り
な
い
清
ら
か
な
仏
の
世
界
を
見
て
み
た
い
と
思
う
な
ら
、

そ
の
時
に
は〔
い
つ
で
も
〕、ま
る
で
磨
き
上
げ
ら
れ
た
鏡
が〔
見

る
者
の
〕
顔
を
鮮
明
に
映
し
出
す
よ
う
に
、〔
私
の
国
土
の
〕

宝
玉
で
で
き
た
樹
々
の
中
に
〔
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
の
世
界
を
〕
そ

の
願
い
の
通
り
に
映
し
出
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
。〔
万
が
一
に

も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
が
仏

と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
第
四
十
見
諸
仏
土
願
、
現
代

語
訳
・
五
七
頁
）

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

３
―
２
４
「
第
三
十
二
、
国
土
厳
飾
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
地
よ
り
已
上
、
虚
空
に
至
る

ま
で
、宮
殿
楼
閣
、池
流
華
樹
、国
中
の
あ
ら
ゆ
る
一
切
の
万
物
、

皆
無
量
の
雑
宝
、
百
千
種
の
香
を
も
っ
て
、
共
に
合
成
し
、
厳

飾
奇
妙
に
し
て
、
諸
も
ろ
の
人
天
を
超
え
ん
。
そ
の
香
、
普
く

十
方
世
界
に
薫
じ
て
、
菩
薩
聞
く
者
は
、
皆
佛
行
を
修
せ
ん
。

も
し
か
く
の
ご
と
く
な
ら
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
三

十
二
国
土
厳
飾
願
、
聖
典
一
・
二
二
九
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
国
土
の
〕
大
地
か
ら
天
空
に

至
る
ま
で
、〔
そ
の
間
に
あ
る
〕
宮
殿
・
楼
閣
・
池
や
〔
湧
き

出
る
〕
水
流
・
花
々
や
樹
々
〔
な
ど
〕、
国
中
の
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
み
な
、
す
べ
て
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
様
々
な
宝
玉
〔
の

彩
り
〕を
具
え
、さ
ら
に
百
千
種
類
も
の
芳
香
を
醸
し
出
し
、〔
そ

の
美
し
く
〕
厳
か
に
飾
ら
れ
た
絶
妙
な
〔
様
子
が
、他
の
国
の
〕

人
々
や
天
人
た
ち〔
の
そ
れ
〕を
凌
駕
す
る
よ
う
に
し
よ
う
。〔
さ

ら
に
〕
そ
の
香
り
を
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
漂
わ
せ
、〔
こ
れ
を
〕

か
い
だ
菩
薩
た
ち
が
み
な
仏
道
に
励
む
よ
う
に
し
よ
う
。〔
万

が
一
に
も
〕
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私

は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
現
代
語
訳
・
五
四
―
五

五
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
三
十
二
願
、
国
土
厳
飾
、
聞
香
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④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
宝
玉
と
香
り
を
以
っ
て
導
か
ん
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

宮
殿
楼
閣
…
極
楽
浄
土
の
荘
厳
の
一
つ
。
仏
菩
薩
、
天
人
が

住
ま
う
。
七
宝
で
造
ら
れ
る
。『
観
経
』
に
は
「
楼
閣
千
万

あ
り
。
百
宝
を
も
っ
て
合
成
せ
り（

（17
（

」（
水
想
観
）
と
あ
る
。

・�

七
宝
…
金
・
銀
・
瑠
璃
・
珊
瑚
・
琥
珀
・
硨
磲
・
碼
碯
。

・�

池
流
…
八
功
徳
水
（
澄
浄
・
清
冷
・
甘
美
・
柔
軟
・
潤
沢
・

安
和
・
飲
食
飢
渇
）
と
支
流
の
こ
と
。『
観
経
』（
池
想
観
）

参
照
。

・�

華
樹
…
七
宝
の
宝
樹
、
金
色
や
紅
色
の
光
を
放
つ
。
ま
た
、

華
に
は
蓮
華
も
含
む
。『
観
経
』（
樹
想
観
・
華
座
観
）
参
照
。

・�

百
千
種
の
香
…
極
楽
の
七
宝
、
皆
香
気
有
り
。
穢
土
の
金
銀

に
は
香
気
無
く
、
香
木
に
は
妙
な
る
光
無
し
。
極
楽
の
諸
宝

は
光
と
香
気
有
り
。

・�

普
薫
十
方
世
界
…
極
楽
の
香
気
は
、
浄
土
・
穢
土
の
普
く
世

界
に
薰
ず
る
。
香
薫
は
穢
土
を
隔
た
ず
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

四
十
八
願
中
、
極
楽
浄
土
の
国
土
の
あ
り
よ
う
に
関
す
る
誓

願
（
摂
浄
土
願
）。

・�

極
楽
浄
土
の
宮
殿
楼
閣
、
蓮
池
お
よ
び
支
流
、
華
樹
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
万
物
は
無
量
の
雑
宝
と
妙
な
る
香
に
よ
り
造
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
香
気
は
普
く
十
方
世
界
に
薫
習
す
る
。
そ
の

香
を
聞
く
者
は
、
自
然
と
仏
道
修
行
を
修
め
た
い
心
を
発
す
。

・�

願
成
就
文
①
（
義
山（

（17
（

）
は
、
巻
下
の
「
そ
の
佛
の
国
土
は
、

自
然
の
七
宝
、
金
・
銀
・
瑠
璃
・
珊
瑚
・
琥
珀
・
硨
磲
・
碼

碯
を
も
っ
て
合
成
し
て
地
と
せ
り
」（
聖
典
一
・
二
三
六
頁
）

で
あ
る
。
／
「〔
そ
し
て
〕
そ
の
仏
の
世
界
に
〔
広
が
る
〕

大
地
は
、
そ
も
そ
も
金
・
銀
・
瑠
璃
・
珊
瑚
・
琥
珀
・
硨
磲
・

碼
碯
の
七
宝
か
ら
な
り
、（〔
実
に
〕
広
々
と
し
て
際
限
が
な

い
）」（
現
代
語
訳
・
六
七
頁
）。

・�
願
成
就
文
②
（
義
山（

（17
（

）
は
、「
ま
た
講
堂
・
精
舎
・
宮
殿
・

楼
観
あ
り
。
皆
七
宝
の
荘
厳
、自
然
の
化
成
な
り
」（
聖
典
一・

二
四
二
頁
）
で
あ
る
。
／
「
さ
ら
に
〔
極
楽
世
界
に
は
無
量

寿
仏
が
法
を
説
く
〕
講
堂
が
あ
り
、〔
無
量
寿
仏
や
極
楽
の
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住
人
が
起
居
す
る
〕精
舎
が
あ
り
、宮
殿
や
楼
閣
が
あ
る
。〔
そ

れ
ら
は
〕
み
な
そ
れ
ぞ
れ
七
種
の
宝
玉
で
で
き
て
お
り
、〔
無

量
寿
仏
の
成
道
と
同
時
に
〕
最
初
か
ら
出
現
し
て
い
る
」（
現

代
語
訳
・
七
七
頁
）。

・�

願
成
就
文
③
（
義
山（

（17
（

）
は
、「
黄
金
の
池
に
は
、
底
に
白
銀

の
沙
あ
り
。
白
銀
の
池
に
は
、
底
に
黄
金
の
沙
あ
り
。
水
精

の
池
に
は
、
底
に
瑠
璃
の
沙
あ
り
。
瑠
璃
の
池
に
は
底
に
水

精
の
沙
あ
り
。
珊
瑚
の
池
に
は
、
底
に
琥
珀
の
沙
あ
り
。
琥

珀
の
池
に
は
、
底
に
珊
瑚
の
沙
あ
り
。
硨
磲
の
池
に
は
、
底

に
碼
碯
の
沙
あ
り
。
碼
碯
の
池
に
は
、
底
に
硨
磲
の
沙
あ
り
。

白
玉
の
池
に
は
、
底
に
紫
金
の
沙
あ
り
。
紫
金
の
池
に
は
、

底
に
白
玉
の
沙
あ
り
」（
聖
典
一
・
二
四
二
頁
）
で
あ
る
。

／
「〔
そ
れ
ら
沐
浴
用
の
池
の
う
ち
、〕
黄
金
の
池
の
底
に
は

白
銀
の
砂
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
白
銀
の
池
の
底
に
は
黄
金
の

砂
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
水
晶
の
池
の
底
に
は
瑠
璃
の

砂
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
瑠
璃
の
池
の
底
に
は
水
晶
の
砂
が
敷

き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
珊
瑚
の
池
の
底
に
は
琥
珀
の
砂
が
敷

き
詰
め
ら
れ
、
琥
珀
の
池
の
底
に
は
珊
瑚
の
砂
が
敷
き
詰
め

ら
れ
て
い
る
。
硨
磲
の
池
の
底
に
は
碼
碯
の
砂
が
敷
き
詰
め

ら
れ
、
碼
碯
の
池
の
底
に
は
硨
磲
の
砂
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て

い
る
。
白
い
宝
玉
の
池
の
底
に
は
紫
金
の
砂
が
敷
き
詰
め
ら

れ
、
紫
金
の
池
の
底
に
は
白
い
宝
玉
の
砂
が
敷
き
詰
め
ら
れ

て
い
る
」（
現
代
語
訳
・
七
八
頁
）。

・�

願
成
就
文
④
（
香
川（

（17
（

）
は
、「
も
し
食
せ
ん
と
欲
す
る
時
は
、

七
宝
の
𥁊
器
、
自
然
に
前
に
在
り
。
金
・
銀
・
瑠
璃
・
硨
磲
・

碼
碯
・
珊
瑚
・
琥
珀
・
明
月
真
珠
、
か
く
の
ご
と
き
の
諸
𥁊
、

意
に
随
っ
て
至
り
、
百
味
の
飲
食
、
自
然
に
盈
満
す
。
こ
の

食
あ
り
と
い
え
ど
も
、
実
に
食
す
る
者
な
し
。
た
だ
色
を
見
、

香
を
聞
い
て
、
意
に
食
な
り
と
お
も
え
ば
、
自
然
に
飽
足
す
。

身
心
柔
軟
に
し
て
、
味
著
す
る
所
な
り
。
事
お
わ
れ
ば
化
し

去
り
、時
至
れ
ば
ま
た
現
ず
」（
聖
典
一・二
四
四
頁
）
／
「
食

事
を
摂
り
た
い
と
思
え
ば
七
宝
で
で
き
た
食
器
が
忽
然
と
目

の
前
に
現
れ
る
。〔
そ
れ
ら
は
〕
金
で
で
き
た
も
の
、
銀
で

で
き
た
も
の
、
瑠
璃
で
で
き
た
も
の
、
硨
磲
で
で
き
た
も
の
、

碼
碯
で
で
き
た
も
の
、
珊
瑚
で
で
き
た
も
の
、
琥
珀
で
で
き

た
も
の
、
明
月
真
珠
で
で
き
た
も
の
な
ど
で
あ
っ
て
、
そ
れ
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ら
の
食
器
は〔
極
楽
の
住
人
の
〕思
う
が
ま
ま
に
や
っ
て
き
て
、

様
々
な
食
べ
物
や
飲
み
物
が
自
ず
と
山
盛
り
に
な
っ
て
現
れ

る
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
に
食
事
が
目
の
前
に
現
れ
て
も
、

実
際
に
そ
れ
を
口
に
す
る
者
は
誰
も
い
な
い
。
そ
の
色
形
を

見
た
り
、
香
り
を
楽
し
ん
で
、
心
に
『
こ
れ
が
食
事
で
あ
る
』

と
思
え
ば
、
そ
れ
だ
け
で
自
然
と
満
腹
に
な
る
の
で
あ
る
。

身
も
心
も
満
ち
足
り
、
食
べ
物
に
執
着
す
る
こ
と
が
な
い
。

そ
う
し
て
食
事
が
済
め
ば
、〔
食
べ
物
を
山
盛
り
に
し
た
食

器
は
〕
消
え
去
り
、〔
や
が
て
ま
た
食
事
の
〕
時
間
に
な
れ

ば
再
び
現
れ
る
の
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
八
〇
―
八
一
頁
）。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

極
楽
浄
土
の
宮
殿
楼
閣
や
、蓮
池
、宝
樹
等
の
あ
ら
ゆ
る
物
は
、

諸
々
の
宝
と
百
千
種
に
も
及
ぶ
香
に
よ
り
自
然
と
造
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
荘
厳
は
妙
な
る
物
で
あ
り
、
諸
仏
の
国
土
の
人

天
の
所
有
す
る
物
を
遥
か
に
超
え
て
い
る
。

・�「
戒
香
」「
定
香
」「
解
脱
香
」
の
意
の
通
り
、
戒
を
保
つ
、

定
の
境
地
に
至
る
、
智
慧
の
眼
が
開
か
れ
る
と
、
そ
の
身
か

ら
自
然
と
香
気
が
薫
習
す
る
よ
う
に
、
極
楽
浄
土
の
宮
殿
や

楼
閣
、
蓮
池
、
宝
樹
等
は
香
気
を
放
っ
て
い
る
。

・�

そ
の
香
を
聞
く
者
は
自
然
と
仏
道
を
求
め
る
心
が
起
こ
る
。

香
は
「
か
ぐ
」
事
は
無
粋
と
さ
れ
、
古
来
よ
り
「
聞
く
」
と

表
現
す
る
。

・�「
聞
く
」
は
自
然
と
耳
に
入
る
事
で
、「
聴
く
」
は
意
識
し
て

聞
く
事
で
あ
り
、
浄
土
の
香
り
は
求
め
ず
と
も
自
然
と
身
に

入
り
込
む
か
の
よ
う
に
、
み
教
え
が
身
に
染
み
わ
た
り
、
自

然
と
仏
道
修
行
を
修
め
た
い
と
の
心
を
起
こ
す
よ
う
に
な
る
。

・�

娑
婆
世
界
の
諸
々
の
宝
は
、
光
は
放
つ
が
香
気
は
無
い
。
香

木
も
妙
な
る
香
り
は
す
る
が
、
光
を
放
つ
事
は
無
い
。
極
楽

世
界
の
万
物
は
、
光
を
放
ち
香
気
を
持
つ
。
そ
の
美
し
さ
と

香
り
の
素
晴
ら
し
さ
は
、想
像
も
つ
か
な
い
。本
堂
や
仏
壇
は
、

こ
の
誓
願
の
如
く
あ
り
た
い
と
願
い
荘
厳
さ
れ
る
（
実
際
は

極
楽
の
様
相
を
再
現
す
る
事
は
不
可
能
だ
が
）。
本
堂
、
仏

壇
の
荘
厳
に
、
極
楽
世
界
の
有
り
よ
う
に
憧
れ
の
心
を
抱
き
、

良
き
香
木
や
線
香
を
焚
く
事
に
よ
っ
て
、
仏
道
を
修
め
た
い

と
の
心
を
起
こ
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

・�

極
楽
浄
土
の
香
り
は
穢
土
ま
で
薫
習
す
る
。
穢
土
に
あ
っ
て
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煩
悩
具
足
の
身
で
あ
る
が
、
我
が
身
が
妙
な
る
香
気
を
薫
習

す
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
願
う
「
香
偈
」
は
、
こ
の
穢
土
に

あ
り
な
が
ら
、
仏
法
を
伝
え
修
め
た
い
と
の
誓
い
で
も
あ
ろ

う
。

※�

中
川
正
業
・
宮
田
恒
順
・
山
田
紹
隆
「
香
偈
」（「
常
用
の
偈

文
を
通
し
た
法
話
の
研
究
（
一
）」、『
教
化
研
究
』
三
三
・

二
六
〇
頁
上
―
二
六
五
頁
下
）
参
照
。

・�

昨
今
は
香
り
の
無
い
お
線
香
や
お
焼
香
も
あ
る
が
、
香
を
焚

く
事
は
、
仏
様
を
敬
う
心
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
。
出
来
る

だ
け
良
い
香
り
の
お
線
香
や
、
お
香
を
焚
く
事
の
大
切
さ
を

も
伝
え
た
い
。

・�

娑
婆
世
界
は
誘
惑
も
多
く
、
こ
の
身
は
煩
悩
を
具
え
て
い
る
。

し
か
し
、
本
堂
や
仏
壇
の
荘
厳
を
拝
し
、
香
を
焚
く
時
に
は
、

極
楽
浄
土
の
様
相
に
思
い
を
馳
せ
、
憧
れ
を
抱
き
た
い
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
極
楽
浄
土
の
万
物
よ
り
薫
習
す
る
香
気
を

通
し
て
教
え
を
聞
き
、
仏
法
を
頂
く
事
の
有
難
さ
に
思
い
を

致
し
な
が
ら
、
極
楽
往
生
の
思
い
を
再
確
認
し
、
念
仏
相
続

を
も
っ
て
結
勧
と
す
る
。

【
和
歌
・
道
詠
な
ど
】

「
阿
弥
陀
仏
と　
申
す
ば
か
り
を　
つ
と
め
に
て

　
浄
土
の
荘
厳　
見
る
ぞ
う
れ
し
き
」（
法
然
上
人
）

�

（
執
筆
者
：
山
田
紹
隆
）

３
―
２
５
「
第
三
十
三
、
触
光
柔
軟
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
無
量
不
可
思
議
の
諸
佛

世
界
の
衆
生
の
類
、
我
が
光
明
を
蒙
っ
て
、
そ
の
身
に
触
れ
ん

者
は
、
身
心
柔
軟
に
し
て
、
人
天
を
超
過
せ
ん
。
も
し
し
か
ら

ず
ん
ば
、正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
三
十
三
触
光
柔
軟
願
、聖
典
一・

二
二
九
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
数
限
り
な
い
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
に

生
き
て
い
る
者
が
、
そ
の
身
を
私
の
光
明
に
て
ら
さ
れ
た
な
ら

ば
、
身
も
心
も
や
わ
ら
ぎ
、〔
他
の
〕
人
々
や
天
人
よ
り
も
〔
幸

福
な
者
〕
と
な
る
よ
う
に
し
よ
う
。〔
万
が
一
に
も
〕
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
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は
い
か
な
い
」（
現
代
語
訳
・
五
五
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
三
十
三
願
、
光
明
、
触
光
、
身
心
柔
軟
／
年
回
法
要
、

別
時
念
仏
会
、
十
夜
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
身
心
と
も
に
和
ら
ぐ
御
光
」

「
光
明
に
照
ら
さ
れ
る
と
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

光
明
…
３
―
１
４
「
第
十
二
、光
明
無
量
願
」
の
項
目
を
参
照
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

四
十
八
願
の
う
ち
第
三
十
三
番
目
の
願
。
阿
弥
陀
仏
の
光
明

に
触
れ
る
と
身
心
柔
軟
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
「
触
光
柔

軟
の
願
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

・�

願
成
就
文（
義
山（

（18
（

）
は
、『
無
量
寿
経
』
巻
上
の
い
わ
ゆ
る
「
光

明
歎
徳
章
」
に
あ
る
「
そ
れ
衆
生
あ
っ
て
、
こ
の
光
に
遇
う

者
は
、
三
垢
消
滅
し
身
意
柔
軟
な
り
。
歓
喜
踊
躍
し
て
、
善

心
生
ず
」（
聖
典
一・二
三
七
頁
）で
あ
る
。
／「〔
誰
で
あ
れ
〕

生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
、
こ
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
た
な
ら

ば
、〔
貪
り
・
瞋
り
・
愚
か
さ
と
い
っ
た
〕
三
種
の
心
の
汚

れ
が
消
え
去
っ
て
身
も
心
も
や
わ
ら
ぎ
、
歓
喜
に
満
ち
溢
れ

て
踊
ら
ん
ば
か
り
と
な
り
、
善
行
を
積
も
う
と
す
る
心
が
生

じ
て
く
る
」（
現
代
語
訳
・
七
〇
頁
）。

�

た
だ
し
、
義
山
の
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
に
は
、「
三
垢

消
滅
と
は
、
即
ち
三
毒
を
指
し
て
、
三
垢
と
曰
う
。
光
触
を

蒙
る
故
に
、
能
く
貪
等
を
滅
す
。
問
う
、
設
い
、
光
力
と
雖

も
、
具
縛
の
凡
夫
、
何
ぞ
速
か
に
惑
を
滅
せ
ん
。
答
う
、
三

毒
漸
薄
、
之
を
名
づ
け
て
、
滅
と
す
。
断
惑
と
謂
う
に
は
非

ず
。
要
を
挙
げ
て
、
之
を
言
わ
ば
、
発
心
以
前
の
三
毒
と
、

称
念
已
後
の
三
毒
と
定
め
て
同
ず
べ
か
ら
ず
。
三
毒
、
若
し

微
薄
の
分
有
ら
ば
、
当
に
知
る
べ
し
、
光
益
な
り
と
、
若
し

其
の
分
無
く
ん
ば
、
深
く
慚
愧
す
べ
し（

（18
（

」
と
あ
り
、
光
明

に
照
ら
さ
れ
る
こ
と
で
三
毒
が
完
全
に
消
滅
す
る
の
で
は
な

く
、
だ
ん
だ
ん
と
薄
ま
っ
て
い
く
と
受
け
止
め
る
べ
き
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

第
十
二
願
と
の
関
係
（
第
十
二
願
の
項
目
要
参
照
）
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�

第
三
十
三
願
だ
け
で
は
、願
文
の
「
諸
佛
世
界
の
衆
生
の
類
」

か
ら
、
そ
の
対
象
が
浄
土
の
衆
生
に
限
ら
れ
た
も
の
と
捉
え

ら
れ
る
が
、
光
明
に
限
り
が
な
い
と
い
う
第
十
二
願
「
光
明

無
量
の
願
」
と
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
こ
の
私
た
ち

も
間
違
い
な
く
触
光
柔
軟
の
対
象
で
あ
る
と
受
け
止
め
ら
れ

る
。

・�

十
二
光
仏
に
つ
い
て
（
詳
細
に
つ
い
て
は
第
十
二
願
の
項
目

に
記
載
有
）

�

光
明
に
関
す
る
も
の
と
し
て
『
無
量
寿
経
』
巻
上
に
説
か
れ

る
十
二
光
仏
も
踏
ま
え
て
お
伝
え
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
。

�

〔
際
限
の
な
い
光
を
放
つ
〕
無
辺
光
仏
、〔
何
も
の
に
も
遮
ら

れ
な
い
光
を
放
つ
〕
無
礙
光
仏
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
こ
の

世
界
に
お
い
て
は
病
室
の
ベ
ッ
ド
の
上
や
ど
の
よ
う
な
場
所

で
も
、
さ
ら
に
は
三
悪
道
（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
）
に
い
た

と
し
て
も
光
明
に
触
れ
る
と
身
心
柔
軟
と
な
る
こ
と
が
伝
え

ら
れ
る
。

�

こ
の
点
に
関
し
て
、
関
連
す
る
法
然
上
人
の
御
法
語
を
次
に

示
す
。

　

�

当
時
日
ご
と
の
御
念
仏
を
も
、
か
つ
が
つ
回
向
し
ま
い
ら

せ
ら
れ
候
う
べ
し
。
亡
き
人
の
た
め
に
念
仏
を
廻
向
し
候

え
ば
、
阿
弥
陀
仏
、
光
を
放
ち
て
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生

を
照
ら
し
給
い
候
え
ば
、
こ
の
三
悪
道
に
沈
み
て
苦
を
受

く
る
者
、
そ
の
苦
し
み
休
ま
り
て
、
命
終
わ
り
て
後
、
解

脱
す
べ
き
に
て
候（

（18
（

。

�

ま
た
、〔
貪
り
を
取
り
除
き
人
の
心
を
清
ら
か
に
す
る
光
を

放
つ
〕清
浄
光
仏
、〔
人
の
瞋
り
の
心
を
取
り
除
く
光
を
放
つ
〕

歓
喜
光
仏
、〔
愚
か
さ
と
い
っ
た
人
の
煩
悩
を
取
り
除
く
光

を
放
つ
〕
智
慧
光
仏
は
関
連
性
が
強
い
。
願
成
就
文
も
意
識

し
て
、
柔
軟
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
三
毒
が
薄
ま
り
、
善
行

を
積
も
う
と
す
る
心
が
生
じ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
と
お
伝
え

す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

・�

摂
益
文
や
三
身
礼
で
も
示
さ
れ
る
よ
う
な
光
明
に
関
す
る
偈

文
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
す
る
こ
と
も
で
き
る（

（18
（

。

・�
実
体
験
と
し
て
感
じ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る

�

程
度
や
表
現
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
触
光
柔
軟
を
実
感
で
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き
た
と
い
う
経
験
を
持
つ
念
仏
者
は
少
な
く
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
実
体
験
に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ

ろ
う
。
た
だ
し
、
体
験
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
伝
わ

ら
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

【
実
体
験
の
事
例
】

⑴
別
時
念
仏
中
に
懺
悔
の
思
い
が
深
ま
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

�

と
く
に
別
時
念
仏
中
な
ど
に
は
、
光
明
に
照
ら
さ
れ
る
こ
と

で
、
自
身
の
煩
悩
を
よ
り
深
く
自
覚
し
、
懺
悔
の
思
い
が
深

ま
る
と
い
う
実
感
を
抱
く
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
懺
悔
、
念
仏

に
よ
り
、
三
毒
煩
悩
が
薄
ま
る
思
い
に
至
る
。

�

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
貞
極
上
人
は
問
い
を
立
て
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

�

問
、
念
仏
す
る
時
妄
念
の
発
る
を
云
何
す
べ
き
。

　

�

答
、
闇
き
室
の
中
に
は
、
空
塵
見
え
ざ
る
に
、
朝
日
の
影

窓
よ
り
さ
し
入
る
を
見
れ
ば
、
其
光
り
の
中
に
空
の
塵
充

ち
満
た
り
、
人
力
い
か
ん
ぞ
此
塵
を
除
き
捨
て
む
、
煩
悩

妄
念
本
来
常
に
相
続
せ
り
、
無
明
の
闇
心
中
に
は
是
を
知

ら
ざ
り
き
。〈
中
略
〉

　

�

上
人
曰
、
欲
界
散
地
の
凡
夫
、
妄
念
を
や
め
て
念
仏
せ
ん

と
申
す
は
、
生
れ
つ
き
た
る
目
鼻
を
取
り
捨
て
ん
と
云
は

ん
が
如
し
。
此
御
教
訓
を
能
々
心
得
て
、
唯
助
け
玉
へ
南

無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
し
て
、
妄
念
を
見
る

時
、
今
如
来
の
光
明
我
心
を
照
し
玉
ふ
ら
ん
と
思
へ
、
か

く
言
へ
ば
と
て
妄
念
善
き
も
の
に
非
ず
、
唯
仏
光
の
照
し

入
る
方
を
有
難
と
思
ひ
て
念
仏
す
べ
し
。
前
年
此
心
を
或

る
人
に
示
し
侍
る
歌
に
、

　
　

�

朝
日
さ
す
窓
の
光
の
一
筋
に 

厭
い
捨
て
ば
や
塵
の
世

の
中（

（18
（

�

朝
日
が
差
し
込
む
こ
と
で
宙
に
舞
う
塵
が
よ
く
見
え
る
と
い

う
た
と
え
を
用
い
、
光
明
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
煩
悩
が
照

ら
さ
れ
、
懺
悔
→
念
仏
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑵
浄
土
宗
新
聞
の
コ
ラ
ム
よ
り

�
「
心
臓
の
手
術
を
受
け
る
時
に
お
念
仏
を
称
え
る
と
、
阿
弥

陀
さ
ま
に
お
ま
か
せ
と
思
い
、
安
心
し
て
す
っ
か
り
気
分
が

楽
に
な
り
ま
し
た（

（18
（

」

⑶
東
日
本
大
震
災
遺
族
の
会
で
の
お
話
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�

ご
長
男
を
津
波
で
亡
く
し
た
方
が
「
阿
弥
陀
さ
ま
が
強
い
す

く
い
の
光
で
照
ら
し
て
く
だ
さ
る
」
と
い
う
話
を
聞
き
、
心

の
支
え
と
な
っ
た
。
い
ま
で
は
毎
日
仏
壇
の
前
で
お
念
仏
を

称
え
る
と
、
阿
弥
陀
様
に
悩
み
や
苦
し
み
を
聞
い
て
い
た
だ

い
て
い
る
思
い
に
な
り
、
心
が
和
ら
ぐ
。

・�

注
意
点
と
し
て

�

身
心
柔
軟
だ
け
で
は
、
真
の
救
い
と
は
な
ら
ず
、
や
は
り
往

生
極
楽
を
勧
め
る
こ
と
が
第
一
義
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。「
光
明
摂
取
」
と
合
わ
せ
て
、
お
伝
え
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

�

（
執
筆
者
：
工
藤
大
樹
）

３
―
２
６
「
第
三
十
四
、
聞
名
得
忍
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
無
量
不
可
思
議
の
諸
佛

世
界
の
衆
生
の
類
、
我
が
名
字
を
聞
き
て
、
菩
薩
の
無
生
法
忍
、

諸
も
ろ
の
深
総
持
を
得
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
三
十

四
聞
名
得
忍
願
、
聖
典
一
・
二
三
〇
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
数
限
り
な
い
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
に

生
き
て
い
る
者
が
、〔
仏
と
し
て
の
〕
私
の
名
を
聞
い
た
な
ら
ば
、

菩
薩
の
〔
獲
得
す
べ
き
〕
無
生
法
忍
と
、
仏
法
を
記
録
し
て
決

し
て
忘
れ
な
い
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
。〔
万
が
一
に

も
〕
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と

な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。」（
現
代
語
訳
・
五
五
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
三
十
四
願
、
菩
薩
、
聞
名
、
無
生
法
忍
、
総
持
、
忘

れ
な
い
力

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
阿
弥
陀
様
の
お
力
が
届
く
範
囲
は
計
り
知
れ
な
い
」

「
た
と
え
極
楽
浄
土
に
往
生
し
な
か
っ
た
人
で
あ
っ
て
も
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

聞
名
…
仏
や
菩
薩
の
名
を
聞
く
こ
と
。
つ
ま
り
そ
れ
で
仏
や

菩
薩
の
存
在
や
功
徳
を
認
識
す
る
事
。

・�
無
生
法
忍
…
真
理
を
獲
得
す
る
事
、
具
さ
に
は
全
て
の
物
は

生
ま
れ
て
消
滅
す
る
と
い
う
認
識
を
離
れ
る
こ
と
。
空
を
悟
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る
こ
と
。
こ
の
境
地
を
得
る
と
悟
り
の
境
地
に
入
る
。
道
光

の
整
理
に
よ
る
と
、
初
地
の
境
地
な
の
で
は
な
い
か
と
し
て

い
る
。

・�

総
持
…
仏
の
み
教
え
を
記
憶
し
て
忘
れ
な
い
こ
と
、
能
力
。

善
い
法
を
保
持
し
、
悪
を
離
れ
る
こ
と
。『
随
聞
講
録
』
に

総
持
と
は
、「
為
得
大
利
無
上
功
徳
、
多
善
因
縁
、
具
包
衆
徳
、

是
れ
を
総
持
と
名
づ
く
。
見
生
、
無
生
、
衆
徳
の
総
持
、
若

し
三
心
を
具
し
て
、
名
号
を
唱
念
す
れ
ば
、
任
運
無
功
用
に

平
等
の
善
根
、
則
ち
成
満
す
る
が
故
に（

（18
（

」
と
い
い
、
三
心

具
足
し
て
称
名
念
仏
を
修
し
た
功
徳
を
指
し
て
い
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

四
十
八
の
誓
願
の
う
ち
第
三
十
四
番
目
の
願
。「
阿
弥
陀
仏

の
名
を
聞
い
た
も
の
は
、
無
生
法
忍
と
い
う
境
地
を
得
、
ま

た
聞
い
た
教
え
を
決
し
て
忘
れ
な
い
境
地
を
得
る
」
と
い
う

こ
と
か
ら
、「
聞
名
得
忍
願
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

・�

願
成
就
文
（
香
川（

（18
（

）
は
『
無
量
寿
経
』
巻
上
の
「
微
風
、

徐
く
動
い
て
、
諸
も
ろ
の
枝
葉
を
吹
く
に
、
無
量
の
妙
法
の

音
声
を
演
出
す
。
そ
の
声
、
流
布
し
て
、
諸
佛
の
国
に
徧
す
。

そ
の
音
を
聞
く
者
は
、
深
法
忍
を
得
て
、
不
退
転
に
住
す
…
」

（
聖
典
一
・
二
四
一
頁
）
で
あ
る
。
／
「〔
そ
の
上
〕
穏
や
か

な
風
が
そ
よ
ぎ
〔
道
場
樹
の
〕
枝
葉
を
〔
優
し
く
〕
揺
ら
す
と
、

真
理
を
顕
す
調
べ
が
数
限
り
な
く
奏
で
ら
れ
、
そ
の
音
色
は

広
が
り
に
広
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
に
行
き
わ
た
る
。

〔
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
仏
の
世
界
の
人
々
が
ひ
と
た
び
〕
そ

の
調
べ
を
聞
い
た
な
ら
ば
、
奥
深
い
真
理
を
〔
よ
く
〕
身
に

修
め
、
覚
り
の
道
を
歩
み
つ
づ
け
決
し
て
退
く
こ
と
が
な
い

…
」（
現
代
語
訳
・
七
五
頁
）。

・�

対
象
は
「
数
限
り
な
い
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
世
界
に
住
む
者
」
と

あ
り
、
極
楽
浄
土
以
外
の
諸
仏
世
界
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と

し
て
も
、
阿
弥
陀
仏
の
力
で
無
生
法
忍
を
得
、
輪
廻
か
ら
解

脱
で
き
る
と
い
う
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�
阿
弥
陀
仏
の
ふ
と
こ
ろ
の
広
さ

�
阿
弥
陀
様
は
自
分
の
世
界
は
お
ろ
か
、
他
の
仏
の
世
界
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
者
で
あ
っ
て
も
そ
の
救
い
の
力
を
届
け
て
下

さ
る
と
い
う
こ
と
が
受
け
取
れ
る
。
阿
弥
陀
様
は
私
達
人
間
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と
違
っ
て
、
ど
ん
な
壁
を
も
関
係
な
く
そ
の
お
力
を
届
け
て

下
さ
る
と
い
う
、
分
け
隔
て
無
さ
や
普
遍
さ
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

・�

阿
弥
陀
様
の
名
を
聞
き
、
存
在
を
確
認
す
る
だ
け
で
…

�

そ
の
阿
弥
陀
様
の
名
を
聞
い
て
阿
弥
陀
様
の
存
在
を
知
る
だ

け
で
、
た
と
え
な
か
な
か
成
仏
が
出
来
な
い
世
界
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
菩
薩
と
し
て
歩
み
成
仏
を
遂
げ

る
事
が
出
来
る
。「
う
ち
の
お
父
様
は
信
心
が
な
く
て
、
神

様
仏
様
な
ん
て
全
く
信
じ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
…
」
と
い

う
方
に
も
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

・�

阿
弥
陀
仏
の
名
、
教
え
は
微
風
に
よ
っ
て
響
き
渡
る

�

願
成
就
文
に
は
、「
極
楽
浄
土
の
微
風
が
、
木
々
の
せ
せ
ら

ぎ
を
生
み
、
そ
の
音
に
乗
っ
て
妙
な
る
法
が
響
き
渡
る
」
と

い
う
。
極
楽
浄
土
の
不
思
議
な
様
子
、
清
浄
な
世
界
が
改
め

て
伝
わ
っ
て
く
る
。

・�「
聞
名
に
よ
っ
て
無
生
忍
を
得
る
」
こ
と
は
阿
弥
陀
仏
の
他

に
も
例
が
あ
る

�

了
慧
道
光
の
『
無
量
寿
経
鈔
』
に
よ
る
と
、
空
海
『
十
住
心

論
』
に
は
「
過
去
無
数
劫
に
海
徳
と
い
う
仏
が
い
て
、
諸
仏

は
こ
の
仏
に
随
っ
て
発
願
し
、
こ
の
仏
の
名
を
聞
い
て
皆
仏

と
な
っ
た
と
い
う
例
が
あ
る（

（18
（

」
と
伝
え
て
い
る
。
阿
弥
陀

仏
は
「
超
世
の
願
」
を
誓
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
海
徳
に
劣

る
こ
と
は
無
い
は
ず
で
あ
る
と
い
う
。

・�

注
意
点

�

娑
婆
の
衆
生
が
名
を
聞
く
こ
と
で
す
ぐ
さ
ま
無
生
忍
を
得
る

と
い
う
理
解
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
か
？
こ
の
願
文
は

諸
仏
世
界
（
浄
土
・
仏
国
土
）
の
衆
生
が
対
象
で
あ
り
、
娑

婆
世
界
の
我
ら
衆
生
が
対
象
と
い
う
理
解
は
注
意
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
道
光
『
無
量
寿
経
鈔
』
で
は
「
仏
国
土
の
菩
薩
は

名
を
聞
い
て
無
生
忍
を
得
る
が
、
凡
夫
は
念
仏
と
い
う
起
行

が
必
要
で
あ
る（

（18
（

」
と
い
い
、
義
山
『
随
聞
講
録
』
で
は
「
聞

我
名
号
と
は
、
唯
、
聞
と
言
う
と
雖
も
、
是
れ
但
聞
に
非
ず
。

必
ず
所
帰
と
去
行
と
を
兼
ぬ
。
今
、
聞
を
挙
げ
て
、
所
帰
と

去
行
と
を
摂
す（

（19
（

」
と
い
い
、「
聞
く
」
に
は
阿
弥
陀
仏
の
極

楽
浄
土
を
求
め
て
称
名
念
仏
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
と
理
解

し
て
い
る
。「
名
を
聞
く
」
者
に
は
願
往
生
心
が
生
じ
、
念
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仏
を
申
す
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

�

（
執
筆
者
：
郡
嶋
昭
示
）

３
―
２
７
「
第
三
十
七
、
人
天
致
敬
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
無
量
不
可
思
議
の
諸
佛

世
界
の
諸
天
人
民
、
我
が
名
字
を
聞
き
て
、
五
体
投
地
し
、
稽

首
作
礼
し
、
歓
喜
信
楽
し
て
、
菩
薩
の
行
を
修
せ
ん
に
、
諸
天

世
人
、
敬
い
を
致
さ
ず
と
い
う
こ
と
な
か
ら
ん
。
も
し
し
か
ら

ず
ん
ば
、正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
三
十
七
人
天
致
敬
願
、聖
典
一・

二
三
〇
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
数
限
り
な
い
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
に

住
む
天
人
や
人
々
の
中
で
、〔
仏
と
し
て
の
〕
私
の
名
を
聞
く

者
は
、
地
に
伏
し
て
恭
し
く
礼
拝
し
、
心
の
底
か
ら
大
い
に
歓

喜
し
、
菩
薩
の
行
を
修
め
て
、
諸
々
の
天
人
や
世
界
の
人
々
の

誰
か
ら
も
畏
敬
さ
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
。〔
万
が
一
に
も
〕
そ

れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
現
代
語
訳
・
五
六
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
三
十
七
願
、
菩
薩
、
六
波
羅
蜜
、
念
仏
、
聞
名
、
礼
拝
、

称
名
、
五
体
投
地
、
畏
敬
（
恭
敬
）
／
彼
岸
会
、
十
夜
会
、
仏

名
会
、
別
時
念
仏
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「〔
真
の
〕
念
仏
者
は
敬
わ
れ
る
」

「
念
仏
し
て
、
互
い
に
敬
い
合
お
う
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

五
体
投
地
…
頭
部
・
両
肘
・
両
膝
の
身
体
の
五
体
を
地
に
投

げ
だ
し
て
、
最
高
の
敬
意
を
表
す
礼
拝
。

・�

稽
首
…
頭
を
深
く
地
に
つ
け
る
こ
と
。

・�

歓
喜
信
楽
…
「
歓
喜
」
は
阿
弥
陀
仏
の
名
を
聞
い
て
踊
り
喜

ぶ
こ
と
。「
信
楽
」
は
信
じ
願
う
こ
と
。

・�
菩
薩
行
…
六
度
（
六
波
羅
蜜
）
の
こ
と
。
大
乗
の
菩
薩
が
悟

り
に
至
る
た
め
に
実
践
す
る
六
つ
の
実
践
徳
目
。
即
ち
、
布

施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禅
定
・
智
慧
の
六
つ
。
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⑥
〈
解
説
〉

・�
四
十
八
の
誓
願
の
う
ち
第
三
十
七
番
目
の
願
。「
人
天
致
敬（
に

ん
で
ん
ち
き
ょ
う
）
の
願（

（19
（

」
と
い
う
。
願
文
中
の
「
諸
天

世
人
、
敬
い
を
致
さ
ず
と
い
う
こ
と
な
か
ら
ん
」
と
い
う
阿

弥
陀
様
（
法
蔵
菩
薩
）
の
願
い
か
ら
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
阿
弥
陀
様
の
仏
国
土
を
除
い
た
仏
国
土
に
お
い
て
、

阿
弥
陀
様
の
名
を
聞
い
て
（
聞
名（

（19
（

）、
礼
拝
し
、
お
お
い
に

喜
び
、
菩
薩
行
を
行
じ
て
い
る
天
人
や
人
々
は
、
天
人
や
世

界
の
人
々
の
誰
か
ら
も
敬
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

・�

菩
薩
行
に
つ
い
て

�

菩
薩
行
と
い
え
ば
、
通
常
、
六
波
羅
蜜
の
こ
と
を
指
す
が
、

例
え
ば
義
山
の
解
釈
で
は
「
六
度
等
を
指
す
。
問
う
。
凡
夫
、

豈
に
六
度
の
行
に
堪
え
ん
や
。
答
う
。
分
に
随
い
て
之
を
修

す
。
菩
薩
に
同
じ
か
ら
ず
。
或
い
は
唯
、
念
仏
を
菩
薩
行
と

名
づ
く
。
大
乗
の
行
な
る
が
故
に（

（19
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
凡
夫
（
私
た
ち
）
は
で
き
る
範
囲
で
六
波

羅
蜜
を
行
じ
る
か
、
あ
る
い
は
お
念
仏
の
み
で
も
よ
い
と
解

釈
す
る
。

・�

致
敬
に
つ
い
て

�

致
敬
に
つ
い
て
、
義
山
は
「
念
仏
の
行
者
に
限
ら
ず
と
雖
も
、

真
実
の
念
仏
者
は
、
一
分
一
分
に
人
の
尊
敬
ア
ル
モ
ノ
な
り
。

〈
中
略
〉
此
の
如
き
は
皆
、
願
功
な
り（

（19
（

」
と
述
べ
、
ま
た
川

合
は
「
即
ち
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
渇
仰
し
て
、
称
名
念
仏
す
る

者
は
即
ち
世
人
よ
り
信
頼
致
敬
せ
ら
る
る
の
で
あ
る（

（19
（

」
と

述
べ
て
い
る
。
阿
弥
陀
様
に
帰
依
し
、
心
か
ら
お
念
仏
を
お

称
え
す
る
真
の
念
仏
者
は
、
す
べ
て
の
天
人
や
人
々
か
ら
敬

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

・�

願
成
就
文
（
香
川（

（19
（

）
は
、「
専
ら
法
を
楽
求
し
て
、
心
に
厭

足
な
し
。
常
に
広
説
を
欲
し
て
、志
疲
倦
な
し
。
法
鼓
を
撃
ち
、

法
幢
を
建
て
、
慧
日
を
曜
か
し
、
痴
闇
を
除
き
、
六
和
敬
を

修
す
。
常
に
法
施
を
行
じ
、志
勇
精
進
に
し
て
、心
退
弱
せ
ず
。

世
の
燈
明
と
な
っ
て
、最
勝
の
福
田
な
り
。常
に
導
師
と
な
っ

て
、
等
し
く
し
て
憎
愛
な
し
。
た
だ
正
道
を
楽
っ
て
、
余
の

欣
戚
な
し
。
諸
も
ろ
の
欲
刺
を
抜
い
て
、
も
っ
て
群
生
を
安

ん
ず
。功
慧
殊
勝
に
し
て
、尊
敬
せ
ら
れ
ず
と
い
う
こ
と
な
し
。

三
垢
の
障
り
を
滅
し
て
、
諸
も
ろ
の
神
通
に
遊
ぶ
。
因
力
・
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縁
力
・
意
力
・
願
力
・
方
便
の
力
・
常
力
・
善
力
・
定
力
・

慧
力
・
多
聞
の
力
・
施
戒
忍
辱
精
進
禅
定
智
慧
の
力
・
正
念

正
観
諸
も
ろ
の
通
明
の
力
・
如
法
に
諸
も
ろ
の
衆
生
を
調
伏

す
る
力
、
か
く
の
ご
と
く
等
の
力
、
一
切
具
足
せ
り
。
身
色

相
好
、功
徳
弁
才
、具
足
し
荘
厳
し
て
、与
に
等
し
き
者
な
し
。

無
量
の
諸
佛
を
恭
敬
し
供
養
し
て
、
常
に
諸
佛
に
共
に
称
歎

せ
ら
る
。
菩
薩
の
諸
波
羅
蜜
を
究
竟
し
、
空
無
相
無
願
三
昧

と
不
生
不
滅
と
の
、
諸
も
ろ
の
三
昧
門
を
修
し
て
、
声
聞
縁

覚
の
地
を
遠
離
せ
り
」（
聖
典
一
・
二
五
九
頁
）
で
あ
る
。

／
「〔
ま
た
彼
ら
は
〕
あ
く
ま
で
も
教
え
を
求
め
続
け
、
う

ん
ざ
り
す
る
こ
と
が
な
い
。
絶
え
ず
〔
教
え
を
〕
説
き
弘
め

よ
う
と
願
い
続
け
、
疲
れ
て
そ
の
思
い
が
途
切
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。〔
戦
に
打
ち
鳴
ら
す
〕
太
鼓
の
よ

う
に
教
え
を
轟
か
せ
、〔
戦
場
で
の
〕
旗
印
の
よ
う
に
教
え

を
高
く
掲
げ
て
い
る
。〔
ま
た
〕
太
陽
の
よ
う
に
明
る
い
智

慧
の
光
を
輝
か
せ
、〔
人
々
の
煩
悩
と
い
う
〕
愚
か
さ
の
闇

を
取
り
除
い
て
、〔
さ
ら
に
彼
ら
は
〕
心
を
一
つ
に
に
し
て

修
行
し
、
敬
い
合
っ
て
い
る
。
常
に
教
え
を
説
い
て
〔
人
々

を
導
き
、
仏
道
を
歩
む
〕
志
は
ひ
る
む
こ
と
な
く
勇
ま
し
く
、

損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。〔
自
ら
の
迷
い
の
〕
世
界
を
照

ら
す
灯
火
と
な
り
、〔
人
々
に
〕
こ
れ
以
上
な
い
幸
福
を
与

え
る
の
だ
。
常
に
〔
人
々
を
〕
導
く
師
と
な
り
、〔
そ
の
慈

し
み
に
は
〕
分
け
隔
て
が
な
く
、
誰
か
を
憎
ん
だ
り
選
り
好

み
を
し
た
り
し
な
い
。
た
だ
ひ
た
す
ら
に
仏
道
の
み
を
望
み
、

〔
喜
び
悲
し
み
に
〕
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
が
な
い
。
欲
望
と

い
う
刺
を
抜
き
取
っ
て
、
人
々
〔
の
痛
み
〕
を
取
り
除
く
の

で
あ
る
。〔
こ
う
し
た
菩
薩
た
ち
の
具
え
る
〕
功
徳
と
智
慧

は
極
め
て
す
ぐ
れ
て
お
り
、
尊
敬
さ
れ
な
い
者
は
誰
一
人
と

し
て
い
な
い
。〔
彼
ら
は
〕
三
種
の
煩
悩
（
貪
・
瞋
・
癡
）

と
い
う
障
害
を
断
じ
て
い
て
、
様
々
な
神
通
力
を
自
在
に
操

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。〔
彼
ら
極
楽
世
界
の
菩
薩
た

ち
に
は
〕
こ
れ
ま
で
功
徳
を
積
み
重
ね
て
き
た
力
（
因
力
）

が
あ
り
、
師
に
恵
ま
れ
て
い
る
力
（
縁
力
）
が
あ
り
、
修
行

が
道
理
に
適
っ
て
い
る
と
認
識
す
る
力
（
意
力
）
が
あ
り
、

覚
り
を
求
め
る
力
（
願
力
）
が
あ
り
、
修
行
の
秘
訣
を
つ
か

ん
で
い
る
力
（
方
便
之
力
）
が
あ
り
、
常
に
修
行
を
続
け
て



256

い
る
力
（
常
力
）
が
あ
り
、
善
行
に
い
そ
し
む
力
（
善
力
）

が
あ
り
、
心
を
静
め
て
い
る
力
（
定
力
）
が
あ
り
、
諦
か
に

観
て
取
る
力
（
慧
力
）
が
あ
り
、
教
え
を
聞
き
会
得
し
て
い

る
力
（
多
聞
之
力
）
が
あ
る
。〔
ま
た
〕
布
施・持
戒・忍
辱・

精
進
・
禅
定
・
智
慧
の
六
波
羅
蜜
を
修
め
て
い
る
力
（
施
戒

忍
辱
精
進
禅
定
智
慧
之
力
）
が
あ
る
。〔
ま
た
〕
何
を
想
い

描
い
て
も
煩
悩
を
伴
わ
ず
、
何
を
見
て
も
邪
な
想
い
を
懐
く

こ
と
が
な
く
、
自
身
の
過
去
世
を
知
る
能
力
・
は
る
か
遠
く

や
未
来
を
見
通
す
能
力
・
は
る
か
遠
く
の
音
を
聞
き
取
る
能

力
・
他
人
の
心
を
知
る
能
力
・
思
い
の
ま
ま
瞬
時
に
移
動
す

る
能
力
・
自
ら
の
煩
悩
を
断
ち
切
る
能
力
（
正
念
正
観
諸
通

明
力
）
が
あ
る
。〔
そ
し
て
〕
み
仏
方
に
倣
い
人
々
を
救
い

導
く
力
（
如
法
調
伏
諸
衆
生
力
）
が
あ
る
の
で
あ
る
。〔
彼

ら
菩
薩
た
ち
に
は
〕
こ
の
よ
う
な
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
力
が
余

す
と
こ
ろ
な
く
具
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。〔
ま
た
彼
ら
に

は
〕
姿
形
と
い
い
、
功
徳
と
い
い
、
軽
や
か
な
弁
舌
と
い
い
、

〔
お
よ
そ
考
え
ら
れ
得
る
〕
す
べ
て
の
長
所
が
〔
他
と
〕
比

べ
よ
う
も
な
い
ほ
ど
に
具
わ
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
み
仏
方

を
敬
い
、供
養
を
捧
げ
、常
に
み
仏
方
は
こ
ぞ
っ
て〔
彼
ら
を
〕

称
讃
す
る
の
で
あ
る
。〔
彼
ら
極
楽
世
界
の
〕
菩
薩
た
ち
は

覚
り
を
得
る
た
め
に
修
め
る
べ
き
行
を
す
べ
て
究
め
、
す
べ

て
の
存
在
は
う
つ
り
か
わ
り
（
空
）、〔
そ
れ
故
〕
定
ま
っ
た

姿
形
も
な
く
（
無
相
）、〔
従
っ
て
〕
執
着
す
る
こ
と
は
何
も

な
い（
無
願
）〔
と
体
得
す
る
〕深
い
精
神
統
一
の
状
態
と
、〔
こ

の
世
に
は
〕
生
じ
る
も
の
も
な
け
れ
ば
滅
す
る
も
の
も
な
い

と
い
う
境
地
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
精
神
集
中
を
達
成
し
、〔
覚

り
の
境
地
を
独
り
楽
し
む
だ
け
の
〕
声
聞
や
縁
覚
の
立
場
を

離
れ
て
、〔
菩
薩
の
境
地
を
究
め
尽
く
し
て
〕
い
る
」（
現
代

語
訳
・
一
二
六
―
一
二
八
頁
）。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

お
念
仏
の
勧
め

�

解
説
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
願
文
中
に
出
て
く
る
菩
薩
行
と

は
通
常
、
六
波
羅
蜜
の
菩
薩
行
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
し

か
し
、
凡
夫
で
あ
る
私
た
ち
が
菩
薩
行
を
行
じ
て
ゆ
く
こ
と

は
甚
だ
難
し
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
先
に
解

説
で
述
べ
た
義
山
等
の
注
釈
に
し
た
が
っ
て
、
凡
夫
で
あ
る
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私
た
ち
に
と
っ
て
の
菩
薩
行
と
は
称
名
念
仏
で
あ
る
と
お
伝

え
し
、
お
念
仏
を
お
勧
め
し
て
ゆ
く
の
が
法
話
の
基
本
構
成

と
な
る
で
あ
ろ
う（

（19
（

。

・�

五
体
投
地
の
勧
め
―
お
念
仏
の
呼
び
水
と
し
て
―

�

願
文
中
に
「
五
体
投
地
」
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
礼
拝
念

仏
す
る
法
会
の
機
会
に
こ
の
願
文
を
紹
介
し
て
も
よ
い
だ
ろ

う
。「
礼
拝
（
五
体
投
地
）
は
お
念
仏
の
呼
び
水
」
と
先
達

か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
礼
拝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
口

か
ら
お
念
仏
が
自
然
と
こ
ぼ
れ
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
願
文

に
あ
る
よ
う
に
、
礼
拝
し
よ
ろ
こ
び
に
包
ま
れ
な
が
ら
（
歓

喜
信
楽
）、
お
念
仏
を
お
称
え
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
伝

え
し
た
い
。

・�

真
の
念
仏
者
は
敬
わ
れ
る
―
互
い
に
敬
い
合
お
う
―

�

「
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
も
の
は
敬
わ
れ
る
」
と
い
う
こ
と

が
こ
の
願
文
の
眼
目
で
あ
る
。
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
周
り
の
者
か
ら
敬
わ
れ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
お
伝

え
す
る
。
ま
た
、
お
念
仏
を
日
々
お
称
え
す
る
念
仏
者
同
士

は
、
互
い
に
敬
い
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
も
の
で
あ
る

こ
と
を
お
伝
え
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

【
関
連
の
あ
る
お
歌
】

「
拝
む
人　
周
り
の
ひ
と
か
ら　
拝
ま
れ
る
（
敬
わ
れ
る
）」

「
親
が
拝
め
ば　
子
も
拝
む　
拝
む
姿
の　

美
し
さ
」

�

（
執
筆
者
：
岩
井
正
道
）

３
―
２
８
「
第
三
十
八
、
衣
服
随
念
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
人
天
、
衣
服
を
得
ん

と
欲
せ
ば
、
念
に
随
っ
て
す
な
わ
ち
至
ら
ん
。
佛
の
所
讃
の
ご

と
く
な
る
応
法
の
妙
服
、
自
然
に
身
に
あ
ら
ん
。
も
し
裁
縫
擣

染
浣
濯
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
三
十
八
衣

服
随
念
願
、
聖
典
一
・
二
三
〇
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕
国
土
の
人
々
や
天
人
が
、

衣
服
を
手
に
入
れ
た
い
と
思
え
ば
、
思
っ
た
だ
け
で
す
ぐ
に
現

れ
、〔
し
か
も
〕
諸
仏
の
お
褒
め
に
あ
ず
か
る
よ
う
な
、
修
行

者
に
ふ
さ
わ
し
い
尊
い
衣
が
気
が
つ
か
ぬ
う
ち
に
ま
と
っ
て
い



258

る
よ
う
に
し
よ
う
。〔
ま
た
、
そ
の
衣
は
誰
か
が
布
を
〕
裁
断

し
て
縫
い
合
せ
、
染
め
て
濯
い
だ
も
の
で
も
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
よ
う
に
し
よ
う
。〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う

で
あ
れ
ば
、そ
の
間
、私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
現

代
語
訳
・
五
六
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

本
願
、
第
三
十
八
願
、
応
法
妙
服
、
慈
悲
、
増
進
仏
道
楽
／
五

重
相
伝
、
彼
岸
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
妙
な
る
衣
で
仏
道
修
行
に
集
中
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

応
法
妙
服
…
『
随
聞
講
録
』
に
は
、「
如
法
衣
な
る
が
故
に

応
法
と
云
う
」「
自
然
の
衣
な
る
が
故
に
妙
服
と
云
う（

（19
（

」
と

あ
る
。

・�

裁
縫
…
布
を
断
ち
切
り
、
縫
い
あ
わ
せ
る
こ
と
。

・�

擣
染
…
つ
や
だ
し
に
た
め
に
衣
を
た
た
い
た
り
、
染
色
し
た

り
す
る
こ
と
。

・�

浣
濯
…
洗
い
す
す
ぐ
こ
と
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

願
意
に
つ
い
て
『
随
聞
講
録
』
に
は
、「
所
見
の
土
の
中
に
、

或
る
土
の
衆
生
は
衣
服
の
故
に
身
心
を
苦
労
し
て
衆
罪
を
造

る
〈
中
略
〉
或
る
土
の
衆
生
は
、自
然
の
法
衣
、身
に
在
り
て
、

念
に
随
う
。
法
蔵
、
衣
服
に
辛
苦
す
る
を
愍
念
し
て
、
此
の

願
を
選
択
し
て
衆
生
を
摂
す
る
な
り（

（19
（

」
と
あ
る
。

・�

願
成
就
文
（
香
川（

（20
（

）
は
、「
阿
難
。
か
の
佛
の
国
土
の
諸
も

ろ
の
往
生
せ
る
者
は
、
か
く
の
ご
と
き
の
清
浄
の
色
身
、
諸

も
ろ
の
妙
音
声
、
神
通
功
徳
を
具
足
す
。
処
す
る
所
の
宮
殿
、

衣
服
飲
食
、
衆
も
ろ
の
妙
華
香
、
荘
厳
の
具
、
第
六
天
の
自

然
の
物
の
ご
と
し
」（
聖
典
一
・
二
四
三
頁
）
で
あ
る
／
「
阿

難
よ
。
か
の
〔
無
量
寿
〕
仏
の
〔
極
楽
〕
世
界
に
往
生
す
る

者
は
み
な
、
確
か
に
そ
の
姿
形
は
清
ら
か
で
、〔
口
か
ら
発

せ
ら
れ
る
〕
音
声
は
妙
な
る
響
き
で
あ
っ
て
、
神
通
力
や

〔
様
々
な
〕
功
徳
を
具
え
て
い
る
。〔
ま
た
〕
住
ま
い
と
す
る

宮
殿
、
衣
服
、
食
べ
物
や
飲
み
物
、〔
あ
た
り
の
〕
花
々
や
香
、

美
し
さ
を
演
出
す
る
装
飾
品
は
、
ま
る
で
他
化
自
在
天
に
自

ず
と
具
わ
っ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
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八
〇
頁
）

・�
袈
裟
に
つ
い
て
は
、「
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話
の
研
究

（
二
）」
の
「
袈
裟
」（
井
野
周
隆
・
大
髙
源
明
執
筆
、『
教
化

研
究
』
三
四
・
一
二
八
―
一
三
三
頁
）
を
参
照
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

不
寒
不
暑
の
極
楽
浄
土
で
は
、
衣
で
寒
暖
を
調
整
す
る
必
要

は
無
い
。
そ
う
し
た
環
境
に
お
い
て
如
法
な
衣
を
自
然
に
頂

戴
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
衣
（
食
住
）
に
一

切
の
患
い
が
無
い
の
が
極
楽
浄
土
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
娑
婆

世
界
で
は
、
衣
（
食
住
）
が
整
わ
な
い
環
境
も
存
在
す
る
。

戦
争
な
ど
で
厳
し
い
生
活
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

大
き
な
災
害
が
起
き
て
す
べ
て
の
財
産
を
失
う
事
も
あ
る
の

が
娑
婆
世
界
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
に
な
ら
な
く
て
も
、

見
た
目
を
気
に
し
た
り
、貪
欲
に
よ
り
、よ
り
よ
い
衣（
食
住
）

を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。
時
に
は
他
者
の
も
の
を
盗
ん
だ
り
、

嫉
ん
だ
り
し
て
、
苦
悩
を
増
や
す
こ
と
と
な
る
縁
に
な
る
の

が
衣
服
で
あ
る
。
そ
う
し
た
苦
悩
は
極
楽
浄
土
に
往
生
す
れ

ば
、
一
切
無
く
な
る
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
は
、
娑
婆
で
の

凡
夫
の
在
り
方
を
徹
底
的
に
見
つ
め
、
大
慈
悲
を
も
っ
て
修

行
に
専
念
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

を
伝
え
る
。
娑
婆
と
極
楽
を
対
比
す
る
こ
と
で
大
慈
悲
が
鮮

明
と
な
る
。

・�

極
楽
で
は
自
然
に
い
た
だ
け
る
妙
服
を
縫
う
必
要
も
な
け
れ

ば
、
洗
濯
す
る
必
要
も
な
い
。
そ
の
時
間
を
仏
道
修
行
に
充

て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
娑
婆
世
界
で
は
、
か
つ
て

洗
濯
板
な
ど
を
用
い
て
洗
濯
し
て
い
た
時
代
と
比
べ
れ
ば
、

大
幅
に
手
間
暇
が
か
か
ら
な
い
時
代
と
な
っ
た
。
そ
の
空
い

た
時
間
は
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
間
と

し
て
の
限
ら
れ
た
命
を
娯
楽
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
生
き
る

こ
と
は
大
切
に
し
た
い
。
し
か
し
、
人
間
と
し
て
生
き
て
い

る
こ
と
を
見
つ
め
、
法
を
求
め
た
り
、
お
念
仏
を
唱
え
る
時

間
に
充
て
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
伝
え
る
こ
と
も
で

き
る
。

・�
外
見
を
気
に
す
る
こ
と
も
よ
い
が
、
内
面
を
気
に
す
る
き
っ

か
け
と
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

�

「
外
を
飾
る
の
に
は
金
と
時
を
惜
し
ま
ず　

内
を
清
む
る
に
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は
金
も
時
も
惜
し
む
」

・�
初
期
仏
教
の
出
家
修
行
者
は
、
死
体
を
遺
棄
す
る
場
所
で
死

体
か
ら
取
っ
た（
捨
て
ら
れ
た
）布
を
得
て
袈
裟
に
し
て
い
た
。

極
楽
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
無
量
寿
を
得
る
こ
と
と
な
る
か

ら
、死
者
は
お
ら
ず
、死
体
か
ら
布
を
取
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

つ
ま
り
極
楽
で
は
如
法
衣
を
被
着
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
に
な
る
。
往
生
人
が
無
量
寿
を
得
る
と
い
う
ご
利
益
を
優

先
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
往
生
人
が
自
然
に
袈
裟
を
得
て
修

行
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
ま
で
配
慮
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

・�（「
応
法
妙
服 

自
然
在
身
」
と
書
か
れ
た
浄
衣
を
身
に
着
け

た
五
重
相
伝
の
受
者
に
対
し
て
）
如
法
な
姿
で
修
行
に
励
む

五
重
相
伝
の
期
間
に
限
ら
ず
、
成
満
後
も
浄
衣
を
身
に
着
け

る
こ
と
を
勧
め
る
。
す
く
な
く
と
も
袈
裟
は
毎
日
必
ず
身
に

着
け
て
日
課
称
名
に
勤
め
る
こ
と
を
伝
え
る
。

・�

以
上
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、
妙
服
を
い
た
だ
き
、
身

も
心
も
整
え
て
仏
道
修
行
に
励
め
る
極
楽
浄
土
に
欣
慕
の
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、「
極
楽
往
生
の
た
め
に
は
、
日
々
の

念
仏
信
仰
を
人
生
の
柱
に
」
と
伝
え
る
こ
と
が
最
も
大
切
で

あ
る
。

�

（
執
筆
者
：
中
川
正
業
）

３
―
２
９
「
第
三
十
九
、
受
楽
無
染
願
」

①
〈
讃
題
〉

「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
人
天
、
受
く
る
所
の

快
楽
、漏
尽
比
丘
の
ご
と
く
な
ら
ず
ん
ば
、正
覚
を
取
ら
じ
」（
第

三
十
九
受
楽
無
染
願
、
聖
典
一
・
二
三
一
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕
国
土
の
人
々
や
天
人
の
〔
身

も
心
も
安
ら
ぐ
〕幸
福
に
つ
い
て
、す
べ
て
の
煩
悩
を
断
ち
切
っ

た
出
家
修
行
者〔
の
境
地
〕と
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
し
よ
う
。〔
万

が
一
に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、〔
そ
の
間
、〕

私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（
現
代
語
訳
・
五
七
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

厭
離
穢
土
欣
求
浄
土
、
無
常
と
常
住
、
凡
夫
の
楽
と
菩
薩
の
楽
、

極
楽
は
仏
道
修
行
の
道
場
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④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
楽
多
け
れ
ど
も
道
を
廃
す
る
こ
と
な
し
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

説
我
得
佛
国
中
人
天
所
受
快
楽
不
如
漏
尽
比
丘
者
…
「
著
楽

な
き
こ
と
を
顕
す
。
三
禅
の
楽
を
受
く
れ
ど
も
、
一
念
の
著

な
き
こ
と
漏
尽
の
人
の
ご
と
し（

（20
（

」（『
無
量
寿
経
合
讃
』）。

・�

人
天
…
「
人
天
と
は
荘
厳
経
に
は
所
有
菩
薩
と
云
う（

（20
（

」（『
無

量
寿
経
鈔
』）。
普
通
、
六
道
の
中
の
人
道
と
天
道
を
指
し
、

ま
た
そ
こ
を
自
ら
の
境
界
と
し
て
存
在
す
る
人
間
・
天
人
を

指
す
。
四
十
八
願
の
幾
つ
か
の
願
文
中
に
「
国
中
の
人
天
」

と
見
ら
れ
る
が
、
巻
上
に
「
因
順
餘
方（

（20
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、

極
楽
国
中
で
は
往
生
以
前
の
境
涯
に
よ
る
呼
び
名
が
あ
る
だ

け
で
あ
る
。

・�

快
楽
…
曇
鸞
大
師
は「
楽
」の
意
味
に
三
種
あ
る
と
し
て「
第

一
は
外
楽
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
眼
耳
鼻
舌
身
の
五
つ
の
感
官

が
外
界
の
対
象
た
る
い
ろ・か
た
ち
あ
る
も
の
、音
声
、香
、味
、

触
れ
ら
れ
る
も
の
に
働
い
て
感
受
す
る
楽
し
み
を
い
う
。
第

二
の
意
味
は
内
楽
で
あ
る
。
こ
れ
は
初
禅
、
二
禅
、
三
禅
の

禅
定
を
修
め
て
い
る
意
識
内
の
楽
し
み
を
い
う
。
第
三
の
意

味
は
法
楽
楽
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
楽
（
真
理
の
教
え
を
味
わ

い
楽
し
む
こ
と
）
の
楽
し
み
で
、
智
慧
か
ら
生
ず
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
智
慧
か
ら
生
ず
る
楽
し
み
は
、
阿
弥
陀
仏
の
功

徳
を
愛
楽
す
る
こ
と
か
ら
起
こ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
愛
楽
の

心
が
自
我
へ
の
貪
著
を
遠
ざ
け
る
心
（
遠
離
我
心
）
で
あ
り
、

衆
生
を
な
ぐ
さ
め
安
ん
ず
る
こ
と
の
な
い
心
を
遠
ざ
け
る
心

（
遠
離
無
安
衆
生
心
）
で
あ
り
、
そ
し
て
、
自
身
を
尊
重
し

敬
愛
す
る
心
を
遠
ざ
け
る
心
（
遠
離
自
供
養
心
）
な
の
で
あ

る（
（20
（

」
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
良
忠
上
人
は
、
内

楽
を
有
漏
、
法
楽
楽
を
出
世
の
楽
と
し
て
い
る（

（20
（

。
極
楽
は
、

外
楽
（
徳
風
ゆ
る
く
起
こ
り
て
寒
か
ら
ず
暑
か
ら
ず
等
）
内

楽
（
三
禅
の
楽
を
受
く
。『
合
讃
』
に
よ
る
）
法
楽
楽
（
一

念
の
著
な
き
こ
と
漏
尽
の
人
の
ご
と
し
。『
合
讃
』
に
よ
る
）、

す
べ
て
が
極
ま
っ
た
世
界
で
あ
る
が
、
第
三
十
九
願
で
誓
わ

れ
た
快
楽
と
は
、
無
執
着
の
出
世
間
の
楽
で
あ
る
法
楽
楽
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・�

漏
尽
比
丘
…
声
聞
羅
漢
の
中
で
優
れ
し
證
を
得
た
人
を
云
ふ
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意
味
で
、
其
人
な
れ
ば
一
切
の
快
楽
に
對
し
て
無
着
無
執
で

あ
る
か
ら
其
執
着
無
き
を
そ
れ
に
喩
へ
ら
れ
た（

（20
（

。

⑥
〈
解
説
〉

・�「
願
意
は
所
見
の
土
の
中
に
或
る
土
の
衆
生
は
刹
那
の
楽
に

著
し
て
永
劫
の
苦
を
忘
る
。
或
る
土
の
衆
生
は
快
楽
不
退
に

し
て
著
心
無
し
。
法
蔵
著
楽
の
衆
生
を
愍
念
し
て
此
の
願
を

選
擇
し
て
衆
生
を
摂
す（

（20
（

」（『
無
量
寿
経
鈔
』
四
）。

・�「
澄
憲
の
云
、
穢
土
の
快
楽
は
皆
是
れ
麤
弊
也
。
亦
意
の
如

く
な
ら
ず
。
得
る
に
難
く
失
う
こ
と
易
し
。
初
は
楽
し
み
後

は
苦
し
む
。
凡
夫
之
に
著
す
る
こ
と
猶
を
塵
の
膠
に
著
か
如

し
。
始
の
楽
に
著
し
て
後
の
苦
を
知
ら
ず
。
少
楽
を
受
け
又

多
苦
に
遇
う
。〈
中
略
〉
彼
の
浄
土
の
如
き
は
三
禅
の
楽
を

受
け
て
、
一
念
の
著
無
き
こ
と
は
漏
盡
比
丘
の
如
し
。
あ
に

之
を
欣
わ
ざ
ら
ん
乎（

（20
（

」（『
無
量
寿
経
鈔
』
四
）。

・�

願
成
就
文
（
義
山（

（20
（

）
は
、「
譬
へ
ば
比
丘
の
、
滅
尽
三
昧
を

得
た
る
が
ご
と
し
」（
聖
典
一・二
四
六
頁
）で
あ
る
。
／「
そ

れ
は
ま
る
で
修
行
者
が
最
高
の
法
悦
に
浸
っ
て
い
る
よ
う
な

も
の
な
の
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
八
四
頁
）。
ま
た
『
無
量

寿
経
合
讃
』
に
は
、「『
譬
如
』
等
と
は
、
譬
喩
の
意
に
楽
着

な
き
こ
と
を
顕
す
。『
倶
舎
論
』
根
品
に
い
わ
く
、『
ま
た
、

別
法
あ
り
て
、
能
く
心
。
心
所
を
し
て
、
滅
せ
し
む
る
を
滅

尽
定
と
名
づ
く
』。
こ
れ
す
な
わ
ち
第
三
十
九
受
楽
無
染
の

願
の
成
就
な
り（

（21
（

」
と
あ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

苦
を
嫌
い
、楽
を
求
め
る
の
は
、誰
も
が
願
う
こ
と
で
あ
る
が
、

し
か
し
な
が
ら
そ
の
「
楽
」
に
執
着
す
る
な
ら
ば
、
迷
い
を

生
ん
で
却
っ
て
「
苦
」
の
因
と
な
る
こ
と
を
示
す
。『
無
量

寿
経
』
巻
下
に
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

�

田
あ
れ
ば
田
に
憂
う
。
宅
あ
れ
ば
宅
に
憂
う
。
牛
馬
・
六

畜
・
奴
婢
・
銭
財
・
衣
食
・
什
物
ま
た
共
に
こ
れ
を
憂
う
。

思
い
を
重
ね
息
き
を
累
み
て
、
憂
念
愁
怖
す
。〈
中
略
〉

田
な
け
れ
ば
ま
た
憂
え
て
、
田
あ
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、
宅

な
け
れ
ば
ま
た
憂
え
て
、宅
あ
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。〈
中
略
〉

た
ま
た
ま
一
つ
あ
れ
ば
ま
た
一
つ
少
け
、
こ
れ
あ
れ
ば
こ

れ
を
少
く
。
斉
等
あ
ら
ん
と
思
う
。
適
た
ま
欲
し
て
具
に

あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
ま
た
糜み

散さ
ん

す（
（21
（

。
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※�
「�

思
う
こ
と　
一
つ
叶
え
ば　

ま
た
二
つ　

三
つ
四
つ
五
つ　

六
（
難
）
か
し
の
世
や（

（21
（

」

・�

財
産
、
健
康
、
名
誉
な
ど
我
々
の
喜
び
を
支
え
る
も
の
は
、

そ
れ
ら
を
失
っ
た
時
に
苦
し
み
の
原
因
と
も
な
る
。
諸
行
無

常
は
釈
尊
が
説
か
れ
た
真
理
で
あ
り
、
こ
の
娑
婆
に
永
遠
の

喜
び
は
な
い
こ
と
を
説
く
。

・�

そ
れ
に
対
し
、
極
楽
浄
土
は
「
衆
も
ろ
の
苦
あ
る
こ
と
な
く
、

た
だ
諸
も
ろ
の
楽
の
み
を
受
く（

（21
（

」（『
阿
弥
陀
経
』）
と
い
う

世
界
で
あ
り
、
常
住
の
世
界
で
あ
る
。

・�

極
楽
浄
土
は
、
名
の
如
く
楽
の
極
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
の
土
に
生
ま
れ
た
も
の
は
、
そ
の
快
楽
に
執
着
す
る
こ
と

が
な
い
。
こ
の
故
に
善
導
大
師
は
「
楽
多
け
れ
ど
も
道
を
廃

す
る
こ
と
な
し（

（21
（

」（『
往
生
礼
讃
』）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
極
楽
浄
土
が
単
な
る
快
楽
境
で
は
な
く
、
ま
さ
に

法
楽
の
場
で
あ
り
、
仏
道
修
業
に
い
そ
し
む
場
で
あ
る
こ
と

を
表
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
天
国
と
の
違
い
を
示
す
こ
と
が

で
き
よ
う
。

・�

法
然
上
人
は
「
誹
謗
と
も
に
縁
と
し
て
先
に
生
ま
れ
て
後
を

導
か
ん
。
引
接
縁
は
こ
れ
浄
土
の
楽
し
み
な
り（

（21
（

」
と
述
べ
、

浄
土
の
楽
と
し
て
、化
他
行
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。こ
の
楽
は
、

往
生
人
が
、
極
楽
で
の
快
楽
の
境
地
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

穢
土
に
下
っ
て
自
在
に
他
の
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
楽
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
出
世
間
の
楽
か
ら
進

ん
で
い
わ
ば
出
出
世
間
の
楽
へ
進
む
道
程
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
第
三
十
九
願
は
菩
薩
が
化
他
行
を
修
す
る

た
め
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
阿
弥
陀
仏
が
こ

の
願
を
誓
わ
れ
た
深
意
が
あ
る
と
説
く
こ
と
も
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

�

（
執
筆
者
：
大
髙
源
明
）

３
―
３
０
「
和
顔
愛
語
」

①
〈
讃
題
〉

「
虚こ

偽ぎ

諂て
ん

曲ご
く

の
心し

ん
あ
る
こ
と
な
し
。
和わ

顔げ
ん

愛あ
い

語ご

し
て
、
意こ

こ
ろ

に
先

だ
っ
て
承じ

ょ
う

問も
ん

す
」（
聖
典
一
・
二
三
五
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「〔
ま
た
法
蔵
菩
薩
は
他
人
に
対
し
て
〕
偽
り
や
へ
つ
ら
い
の
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心
な
ど
ま
っ
た
く
な
く
、
そ
の
表
情
は
穏
や
か
に
微
笑
み
、
語

り
か
け
る
言
葉
は
優
し
く
響
き
、
相
手
の
気
持
ち
を
察
し
て
話

し
か
け
る
の
で
あ
っ
た
」（
現
代
語
訳
・
六
五
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

・�

法
蔵
菩
薩
、
菩
薩
、
菩
薩
行
、
六
波
羅
蜜
、
布
施
、
無
財
の

七
施
、和
顔
悦
色
施
、愛
語
（
言
辞
）
施
／
授
戒
会
、帰
敬
式
、

彼
岸
会
、
仏
教
法
話
、
学
生
へ
の
法
話

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
菩
薩
様
の
お
人
柄
」

「
相
手
へ
の
接
し
方
」

「
相
手
に
真
剣
に
向
き
合
う
」

「
虚
偽
諂
曲
の
心
あ
る
こ
と
な
し
―
偽
ら
ず
、
自
分
の
心
を
曲

げ
な
い
心
―
」

「
和
顔
愛
語
―
い
つ
も
笑
顔
で
優
し
い
言
葉
―
」

「
先
意
承
問
（
ぜ
ん
に
じ
ょ
う
も
ん
）
―
相
手
の
気
持
ち
を
汲

ん
で
行
動
―
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

諂
曲
…
自
分
の
意
志
を
ま
げ
て
、他
人
に
こ
び
へ
つ
ら
う
こ
と
。

・�

和
顔
愛
語
…
な
ご
や
か
な
笑
顔
と
や
さ
し
い
言
葉
。

・�

先
意
承
問
…
相
手
の
思
い
を
先
に
慮
っ
て
、
相
手
の
思
い
を

満
た
す
よ
う
に
話
し
掛
け
る
こ
と
。

⑥
〈
解
説
〉

�

法
蔵
菩
薩
は
四
十
八
の
誓
願
を
成
就
す
る
た
め
に
長
く
厳
し

い
菩
薩
行
を
行
じ
ら
れ
た
。
そ
の
菩
薩
行
と
し
て
法
蔵
菩
薩

が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
人
々
に
接
し
て
い
た
の
か
が
説
か

れ
て
い
る
箇
所
が
こ
の
讃
題
で
あ
る
。

�

義
山
に
よ
れ
ば
「
虚
偽
諂
曲
」
と
「
和
顔
」
と
「
愛
語
先
意

承
問
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
意
」
と
「
身
」
と
「
口
」
の
三
業
に

配
当
さ
れ
る（

（21
（

。
つ
ま
り
、
法
蔵
菩
薩
は
御
自
身
の
身
口
意

す
べ
て
で
も
っ
て
、
真
剣
に
相
手
に
向
き
合
っ
て
、
相
手
に

応
じ
て
、
法
を
説
か
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�
法
蔵
菩
薩
を
お
手
本
と
し
て

�
法
蔵
菩
薩
が
菩
薩
と
し
て
行
じ
て
お
ら
れ
た
人
々
と
の
接
し

方
が
説
か
れ
て
い
る
の
が
こ
の
讃
題
で
あ
る
。
私
た
ち
は
ど
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こ
ま
で
も
凡
夫
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
法
蔵
菩
薩
を
お
手
本

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
人
々
に
接
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
ゆ

く
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

※�

法
蔵
菩
薩
の
接
し
方
に
つ
い
て
は
、
３
―
４
「
大
安
を
作
さ

ん
」
も
参
照
。

・�

法
然
上
人
を
お
手
本
と
し
て

�

法
然
上
人
の
人
々
へ
の
教
化
姿
勢
も
ま
さ
に
こ
の
讃
題
の
通

り
の
姿
勢
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
救
い
を
求
め
て
訪

ね
て
く
る
人
々
に
対
し
て
、
法
然
上
人
は
嘘
偽
り
の
な
い
心

で
、
自
身
の
信
仰
の
意
志
を
曲
げ
る
こ
と
な
く
（
無
有
虚
偽

諂
曲
之
心
）、和
や
か
な
笑
顔
と
優
し
い
言
葉
で
も
っ
て
（
和

顔
愛
語
）、
相
手
の
気
持
ち
を
慮
っ
て
、
そ
の
人
に
応
じ
て

お
念
仏
の
み
教
え
を
説
か
れ
て
い
た
（
先
意
承
問
）
こ
と
が
、

今
に
伝
わ
る
お
伝
記
や
上
人
の
お
言
葉
を
通
し
て
伝
わ
っ
て

く
る（

（21
（

。
私
た
ち
僧
侶
も
法
を
説
く
際
に
は
、
そ
の
よ
う
な

態
度
で
人
々
に
説
い
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
聴

衆
に
も
法
然
上
人
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
よ
く
よ
く
お
伝
え

し
て
、
法
然
上
人
の
説
か
れ
た
お
念
仏
の
み
教
え
を
有
難
く

頂
戴
し
て
、
共
々
に
お
念
仏
に
励
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
お
勧
め

し
た
い
。

・�

虚
偽
諂
曲
の
心
―
現
代
社
会
の
問
題
を
考
え
る
機
会
と
し
て

―

�

私
た
ち
は
と
き
に
自
身
の
心
を
偽
り
自
分
の
意
思
を
曲
げ
て

他
人
に
こ
び
へ
つ
ら
う
よ
う
な
心
に
な
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
例
え
ば
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
現

場
を
目
撃
し
た
と
す
る
。
い
じ
め
は
い
け
な
い
と
わ
か
っ
て

い
な
が
ら
も
、
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
る
の
が
嫌
で
、
見
て
見

ぬ
振
り
を
し
た
り
、
い
じ
め
る
側
に
加
担
し
て
し
ま
う
と

い
っ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。

�

こ
の
よ
う
な
ま
さ
に
「
虚
偽
諂
曲
の
心
」
が
多
く
の
人
々
の

心
に
深
く
根
付
い
て
ゆ
け
ば
ゆ
く
ほ
ど
社
会
は
よ
り
悪
い
方

向
へ
向
か
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
自
身
の
「
虚
偽
諂
曲
の
心
」
を
取
り
除
い
て
ゆ

き
、
正
直
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪
に
目
を
背
け
る

こ
と
な
く
悪
を
排
除
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
い
て
ゆ
く
こ

と
が
大
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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�

聴
衆
に
「
虚
偽
諂
曲
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
、「
い
じ
め
」

や
「
不
正
の
隠
蔽
」、「
戦
争
」
等
の
現
代
社
会
に
お
け
る
様
々

な
問
題
に
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ど
の
よ
う
な
心
で
向
き

合
っ
て
ゆ
く
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
、
話
を
す
る
の
は
い
か

が
で
あ
ろ
う
か
。

・�

布
施
の
実
践
と
し
て
の
和
顔
愛
語
―
通
仏
教
的
お
話
と
し
て

―

�

和
顔
（
和
顔
悦
色
施
）
と
愛
語
（
言
辞
施
）
は
「
無
財
の
七

施（
（21
（

」
に
も
数
え
ら
れ
る
布
施
行
で
あ
る
か
ら
、
通
仏
教
的

な
布
施
の
実
践
を
説
く
お
話
を
組
み
立
て
る
の
も
よ
い
で
あ

ろ
う
。
特
に
彼
岸
会
は
通
仏
教
的
に
は
六
波
羅
蜜
の
実
践
を

勧
め
る
期
間
で
あ
る
の
で
、
六
波
羅
蜜
の
中
の
布
施
行
の
実

践
と
し
て
和
顔
・
愛
語
の
お
話
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
教
育
現
場
等
に
お
い
て
も
学
生
・
生
徒
・
児
童

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
人
々
（
仲
間
）
に
接
し
て
ゆ
く
べ
き

な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
場
合
に
、
こ
の

和
顔
・
愛
語
を
中
心
と
し
て
こ
の
讃
題
を
紹
介
す
る
の
も
よ

い
で
あ
ろ
う
。

・�

悩
み
苦
し
ん
で
い
る
人
々
に
対
し
て
の
接
し
方

�

「
愛
語
先
意
承
問
」
と
は
相
手
の
言
葉
を
慮
っ
て
相
手
に
声

を
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
人
、
困
っ
て

い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
人
の
こ
と
を
慮
っ
て
声
を
か
け
て

ゆ
く
、
行
動
し
て
ゆ
く
大
切
さ
を
お
伝
え
し
た
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

・�

法
名
（
戒
名
）
と
し
て
の
「
和
顔
」

�

ご
生
前
に
笑
顔
を
周
り
に
振
り
ま
い
て
、
周
り
の
人
々
を
笑

顔
に
し
て
お
ら
れ
た
檀
家
様
に
は
「
和
顔
」
と
い
う
二
文
字

を
法
名
の
一
部
と
し
て
お
授
け
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ご
親
族

に
対
し
て
法
事
の
席
で
、
和
顔
と
い
う
二
文
字
を
、
ま
た
こ

の
讃
題
を
ご
紹
介
し
て
ご
法
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
も
よ

い
だ
ろ
う
。

【「
和
顔
愛
語
」
に
つ
い
て
の
話
材
】

〇�

絵
本
『
泥
か
ぶ
ら
』
眞
山
美
保
（
原
作
）、
瑞
雲
舎
、
二
〇

一
二
。

�
「
泥
か
ぶ
ら
」
と
い
う
あ
だ
名
を
付
け
ら
れ
、
周
り
か
ら
虐

げ
ら
れ
て
い
た
一
人
の
少
女
が
、
決
し
て
笑
顔
を
絶
や
す
こ
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と
な
く
、
美
し
く
成
長
を
遂
げ
て
い
く
様
子
を
描
い
た
作
品
。

〇
モ
デ
ル
の
ア
ン
ミ
カ
さ
ん
の
座
右
の
銘

�

ア
ン
ミ
カ
さ
ん
は
「
美
人
と
は
一
緒
に
い
て
心
地
よ
い
人
」

と
考
え
る
母
か
ら
「
和
顔
愛
語
」
と
い
う
言
葉
を
教
え
て
も

ら
い
、
そ
の
言
葉
を
大
切
に
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
。

〇�

江
崎
グ
リ
コ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
（
二
〇
一
七
年
放
送
）
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン

�

「
人
は
な
ぜ
笑
う
の
だ
ろ
う　

笑
顔
で
い
る
と
頼
り
に
さ
れ

る　

笑
顔
で
い
る
と
若
々
し
く
い
ら
れ
る　

大
切
な
人
を
想

う
と　

自
然
な
笑
顔
に
な
る　

子
ど
も
は
一
日
四
〇
〇
回
笑

う　

大
人
に
な
る
と
十
五
回
に
減
る　

幸
せ
だ
か
ら
笑
う
の

で
は
な
く　

笑
う
か
ら
幸
せ
に
な
れ
る　

あ
な
た
が
笑
う
と
、

世
界
は
変
わ
る
」

〇
平
和
は
微
笑
か
ら
始
ま
る
（
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
）

〇�

笑
顔
は
女
の
子
が
で
き
る
最
高
の
メ
イ
ク
（
マ
リ
リ
ン
・
モ

ン
ロ
ー
）

【「
和
顔
愛
語
」
に
関
す
る
お
歌（

（21
（

】

「�

老
い
の
身
に　

う
れ
し
き
も
の
と　
人
問
わ
ば　

　
和
顔
愛
語
と　
我
は
答
え
む
」（
藤
本
淨
本
）

「
誰
よ
り
も　
先
に
よ
き
声　
よ
き
笑
顔
」

「
微
笑
み
は　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も　
ど
な
た
に
も
」

　
（
前
川
進
一
）

「
微
笑
み
は　
微
笑
み
を
生
む　
春
の
風
」

「
微
笑
み
は　
み
ん
な
も
っ
て
る　
宝
物
」

�

（
執
筆
者
：
岩
井
正
道
）

３
―
３
１
「
十
劫
正
覚
」

①
〈
讃
題
〉

「
阿
難
ま
た
問
い
た
て
ま
つ
る
。
そ
の
佛
、
成
道
よ
り
以
来
、

幾
ば
く
時
を
逕す

ぐ
る
と
や
せ
ん
。
佛
の
の
た
ま
わ
く
。
成
佛
よ

り
已
来
、
凡
そ
十
劫
を
歴
た
り
」（
聖
典
一
・
二
三
六
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
阿
難
が
ま
た
尋
ね
た
。『
そ
の
仏
が
覚
り
を
開
か
れ
て
か
ら
、

こ
れ
ま
で
一
体
ど
れ
ほ
ど
の
時
が
経
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
』。

釈
尊
が
仰
せ
に
な
っ
た
。『〔
そ
の
仏
が
〕覚
り
を
開
か
れ
て
か
ら
、

お
よ
そ
十
劫
と
い
う
〔
永
い
〕
時
を
経
て
い
る
』」（
現
代
語
訳・
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六
七
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

十
劫
正
覚
、
成
道
、
成
仏
／
十
夜
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
十
劫
正
覚
の
本
願
に
出
逢
え
た
悦
び
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

阿
難
…
十
大
弟
子
の
一
人
で
釈
尊
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
と
さ

れ
て
い
る
。
多
聞
第
一
。
第
一
結
集
の
時
に
は
法
を
誦
し
た

と
さ
れ
る
。

・�

成
道
…
修
行
し
て
悟
り
を
開
き
、
仏
と
成
る
こ
と
。

・�

成
仏
…
仏
と
成
る
こ
と
。
成
仏
道
、
成
道
、
成
正
覚
な
ど
と

同
義
。

・�

劫
…
イ
ン
ド
の
時
間
単
位
の
最
長
単
位
。
四
十
里
四
方
の
岩

山
を
百
年
ご
と
に
天
界
よ
り
天
女
が
飛
来
し
、
そ
の
衣
で
払

拭
し
、
そ
の
岩
山
が
磨
滅
し
て
も
終
わ
ら
な
い
と
の
譬
え
が

あ
り
、「
盤
石
劫
」
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
四
方
一
由
旬
の

鉄
城
に
芥
子
粒
を
満
た
し
、
百
年
ご
と
に
一
粒
取
り
去
る
事

を
繰
り
返
し
、
そ
の
鉄
城
が
空
に
な
っ
て
も
終
わ
ら
な
い
と

の
譬
え
も
あ
る
。
こ
れ
を
「
芥
子
劫
」
と
呼
ぶ
。

・�

十
劫
…
一
劫
の
十
倍
。
十
劫
の
昔
に
成
仏
し
た
こ
と
に
よ
り

「
十
劫
の
弥
陀
」と
呼
ば
れ
る
。「
阿
弥
陀
佛
、成
佛
よ
り
已
来
、

今
に
お
い
て
十
劫
な
り（

（22
（

」（『
阿
弥
陀
経
』）。

⑥
〈
解
説
〉

・�

阿
弥
陀
仏
が
十
劫
の
昔
に
、確
か
に
成
仏
し
た
事
が
説
か
れ
る
。

・�『
無
量
寿
経
』
巻
上
で
、
法
蔵
菩
薩
の
五
劫
思
惟
、
四
十
八
願
、

不
可
思
議
兆
載
永
劫
の
修
行
の
様
子
を
説
か
れ
た
後
に
続
く

経
文
で
、
阿
難
尊
者
の
問
い
に
釈
尊
が
答
え
る
。

・�「
阿
難
、
佛
に
も
う
さ
く
。
法
蔵
菩
薩
、
す
で
に
成
佛
し
て
、

滅
度
を
取
り
た
ま
う
と
や
せ
ん
。
い
ま
だ
成
佛
し
た
ま
わ
ず

と
や
せ
ん
。
今
現
に
在
す
と
や
せ
ん
」に
対
し
て「
法
蔵
菩
薩
、

今
す
で
に
成
佛
し
て
、
現
に
西
方
に
在
す
。
こ
こ
を
去
る
こ

と
十
万
億
刹
な
り
。
そ
の
佛
の
世
界
を
名
づ
け
て
安
楽
と
い

う
」と
の
問
答
に
続
い
て
、阿
難
尊
者
が
質
問
を
重
ね
る
部
分
。

三
部
経
を
通
し
て
、
阿
難
尊
者
が
重
ね
て
問
う
部
分
は
極
め

て
稀
で
あ
る
。

・�

本
願
成
就
、
光
明
摂
取
、
来
迎
引
接
が
確
か
な
事
の
証
明
と
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な
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

阿
弥
陀
様
が
十
劫
の
昔
に
成
仏
さ
れ
、
衆
生
に
対
し
て
「
南

無
阿
弥
陀
仏
と
我
が
名
を
称
え
よ
、必
ず
極
楽
浄
土
に
救
う
」

と
呼
び
か
け
続
け
て
下
さ
っ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
煩
悩

具
足
、
無
明
の
存
在
故
に
、
そ
の
阿
弥
陀
様
の
呼
び
か
け
を

知
ら
ず
、
気
付
か
ず
に
、
六
道
輪
廻
を
続
け
て
い
た
私
達
自

身
の
現
状
を
伝
え
、
過
去
世
に
ど
の
よ
う
な
因
と
縁
が
あ
っ

た
の
か
知
る
由
も
な
い
が
、
こ
の
度
、
人
と
し
て
生
ま
れ
た

事
は
仏
教
の
道
理
で
は
、
仏
縁
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し

か
も
お
念
仏
の
縁
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
阿
弥
陀
様
の
本
願

に
出
遇
え
た
。
こ
の
事
の
有
難
さ
を
伝
え
た
い
。

・�

十
劫
正
覚
に
よ
り
、
本
願
成
就
、
光
明
摂
取
、
来
迎
引
接
、

四
十
八
願
が
確
か
に
成
就
し
た
と
の
事
を
伝
え
る
事
も
大
切

で
あ
ろ
う
。『
無
量
寿
経
』
で
は
、
こ
の
一
節
の
後
に
願
成

就
文
（
第
三
十
二
・
一
・
十
二
・
三
十
三
・
十
七
・
十
三
・

十
五
・
十
四
願
）
が
続
き
、
極
楽
浄
土
の
荘
厳
、
阿
弥
陀
仏

の
光
明
寿
命
等
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
で
、
自
分
自

身
が
有
難
く
頂
い
て
い
る
部
分
を
伝
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

・�

阿
難
尊
者
が
重
ね
て
釈
尊
に
問
う
程
に
、
阿
弥
陀
様
の
素
晴

ら
し
さ
、（
五
劫
思
惟
、
四
十
八
願
、
不
可
思
議
兆
載
永
劫

の
修
行
）
が
経
典
か
ら
伝
わ
る
。
阿
難
尊
者
程
の
感
動
を
凡

夫
で
あ
る
我
々
は
感
じ
得
る
事
は
出
来
な
い
が
、
万
分
の
一

で
も
、
阿
難
尊
者
の
お
心
を
感
じ
、
伝
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

・�

阿
難
尊
者
は
、
釈
尊
の
入
滅
時
に
阿
羅
漢
果
を
得
て
い
な
い

と
の
理
由
で
、
第
一
結
集
の
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
釈
尊
の
教
え
を
誤
る
事
な
く
、
正
確
に
記
憶
し
て
い

た
た
め
に
参
加
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。
釈
尊
の
後
継
で
あ
る

摩
訶
迦
葉
尊
者
は
阿
難
尊
者
の
参
加
を
認
め
な
か
っ
た
が
、

瞑
想
修
行
を
す
す
め
、
第
一
結
集
の
朝
に
悟
り
を
得
た
と
伝

わ
る
。
美
男
子
故
に
女
難
を
被
る
事
が
度
々
で
あ
り
な
が
ら

も
、
志
操
堅
固
に
し
て
修
行
に
励
む
が
、「
定
」
と
「
慧
」

が
定
ま
ら
ず
悟
り
の
境
地
に
至
ら
な
か
っ
た
。
多
聞
第
一
で

あ
っ
た
が
悟
り
を
得
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
阿
難
尊
者
が
、

阿
弥
陀
様
の
存
在
の
尊
さ
に
、
聞
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と

の
想
い
が
伝
わ
る
一
節
で
あ
ろ
う
。
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・�

阿
難
尊
者
は
釈
尊
へ
の
取
次
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
の

説
も
あ
る（

（22
（

。
釈
尊
の
養
母
、
摩
訶
波
闍
波
提
ら
が
出
家
す

る
際
、
釈
尊
は
最
初
認
め
な
か
っ
た
が
、
阿
難
尊
者
の
説
得

で
認
め
ら
れ
た
。
摩
訶
波
闍
波
提
は
、
一
説
に
摩
耶
夫
人
の

妹
で
あ
り
、
同
時
に
浄
飯
王
に
嫁
い
だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

焔
口
餓
鬼
が
、
阿
難
尊
者
を
脅
迫
し
救
い
を
求
め
た
事
が
、

施
餓
鬼
会
の
由
来
と
も
な
る
。
餓
鬼
ま
で
も
が
阿
難
尊
者
に

す
が
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

・�『
一
紙
小
消
息
』
や
『
登
山
状
』
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
人

と
し
て
生
ま
れ
、
遇
い
難
き
仏
教
に
遇
え
た
。
し
か
も
仏
教

の
中
で
も
念
仏
の
御
教
え
に
遇
い
、
極
楽
往
生
が
叶
う
身
と

な
っ
た
事
の
有
難
さ
を
伝
え
る
。
三
世
因
果
の
中
で
、
今
、

阿
弥
陀
様
の
本
願
に
遇
え
た
事
が
い
か
に
稀
で
あ
る
の
か
を

伝
え
た
い
。

【
和
歌
・
道
詠
な
ど
】

「�

我
が
名
呼
べ　

必
ず
救
う
の　

弥
陀
の
声　

今
よ
う
や
く
に　

逢
え
た
悦
び
」（
筆
者
詠
む
）

「�

我
聞
と　

つ
と
ふ
る
人
の　

な
か
り
せ
は　

い
か
て
仏
の　

法の
り

を
し
ら
ま
し
」（『
拾
玉
集
』
前
大
僧
正
慈
鎮
）

�

（
執
筆
者
：
山
田
紹
隆
）

３
―
３
２
「
神
通
功
徳
」

①
〈
讃
題
〉

「
阿
難
、
か
の
佛
の
国
土
の
諸
も
ろ
の
往
生
せ
る
者
は
、
か
く

の
ご
と
き
の
清
浄
の
色
身
、
諸
も
ろ
の
妙
音
声
、
神
通
功
徳
を

具
足
す
」（
聖
典
一
・
二
四
三
―
二
四
四
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
阿
難
よ
。
か
の
〔
無
量
寿
〕
仏
の
〔
極
楽
〕
世
に
往
生
す
る

も
の
は
み
な
、
確
か
に
そ
の
姿
形
は
清
ら
か
で
、〔
口
か
ら
発

せ
ら
れ
る
〕
音
声
は
妙
な
る
響
き
で
あ
っ
て
、神
通
力
や
〔
様
々

な
〕
功
徳
を
具
え
て
い
る
」（
現
代
語
訳
・
八
〇
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

身
相
神
通
楽
、
六
神
通
、
菩
薩
道
の
実
践
、
還
相
回
向
／
年
回

法
要
、
十
夜
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
覚
り
の
力
は
衆
生
の
た
め
に
」
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「
浄
土
か
ら
の
見
守
り
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

清
浄
色
身
…
身
業
の
勝
な
り
。
即
ち
真
金
色
の
故
に
色
、
清

浄
な
り
。
す
な
わ
ち
第
三
願
（
悉
皆
金
色
）
の
成
就
な
り
。

諸
相
を
具
す
る
が
故
に
身
、
清
浄
な
り
。
す
な
わ
ち
第
二
十

一
（
三
十
二
相
）
の
成
就
な
り
。

・�

諸
妙
音
声
…
口
業
の
勝
な
り
。
弁
無
礙
の
故
に
、
音
声
、
妙

な
り
。
す
な
わ
ち
第
三
十
（
智
弁
無
窮
）
の
成
就
な
り
。

・�

神
通
功
徳
…
「
意
業
の
勝
な
り
。
六
通
を
具
す
る
が
故
に
、

意
功
徳
な
り
。
即
ち
第
五
と
六
と
七
と
八
と
九
と
十
と
の
成

就
な
り（

（22
（

」（『
無
量
寿
経
合
讃
』）。

⑥
〈
解
説
〉

・�

こ
の
節
は
浄
土
に
往
生
し
た
も
の
が
受
け
る
快け

楽ら
く

（
浄
仏
国

土
に
お
い
て
得
ら
れ
る
安
楽
）
の
一
部
を
説
い
た
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
浄
土
に
往
生
し
た
も
の
は
身
口
意
の
三
業
が

清
浄
と
な
り
、
身
は
金
色
、
三
十
二
相
を
具
し
、
口
に
は
微

妙
な
音
声
を
、
意
に
は
六
神
通
等
の
功
徳
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。

※�

悉
皆
金
色
・
三
十
二
相
に
つ
い
て
は
、
第
三
願
・
第
二
十
一

願
の
解
説
を
参
照
の
こ
と
。

・�

こ
の
御
文
は
、
第
五
願
（
宿
命
智
通
）
か
ら
第
十
願
（
速
得

漏
尽
）
ま
で
の
、
六
神
通
諸
願
の
願
成
就
文
（
義
山（

（22
（

）
で

あ
る
。
ま
た
、第
三
願
（
悉
皆
金
色
）
の
願
成
就
文
で
も
あ
る
。

・�「
身
相
神
通
楽
」
と
し
て
浄
土
十
楽
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ

る（
（22
（

。（『
往
生
要
集
』）

・�

六
神
通
に
つ
い
て
、『
発
願
文
講
説
』
に
は
、

　

�

得
六
神
通
、
妙
用
は
か
り
が
た
き
を
神
と
云
、
自
在
に
し

て
塞
る
こ
と
な
き
を
通
と
云
、
一
宿
命
通
、
二
天
眼
、
三

天
耳
、
四
他
心
、
五
神
境
、
六
漏
盡
通
。

　

�

宿マ

マ
通
命
、
極
楽
に
往
生
す
れ
ば
先
自
身
の
宿
命
を
知
り
、

及
六
道
衆
生
の
各
々
の
宿
命
其
所
作
の
事
を
知
て
、
上
は

弥
陀
大
悲
の
恩
を
謝
し
、
下
は
一
切
衆
生
の
世
々
の
恩
を

報
ず
、
天
眼
通
を
得
て
は
六
道
衆
生
の
此
に
死
し
彼
こ
に

生
じ
て
苦
を
受
け
楽
を
受
る
相
を
見
、
又
父
母
師
長
妻
子

の
三
途
に
落
て
苦
し
む
を
見
る
、
天
耳
通
を
得
て
は
其
愁

嘆
の
聲
を
聞
き
、
他
心
通
を
得
て
は
其
心
中
の
所
念
を
さ
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と
り
、
神
境
通
を
得
て
は
、
十
方
世
界
に
遊
戯
し
て
其
苦

を
抜
き
楽
を
與
へ
、
漏
盡
通
と
は
生
死
の
罪
縛
を
悉
く
解

脱
し
て
寂
然
清
朗
な
る
を
云
、
自
の
罪
縛
あ
り
て
は
他
を

度
す
る
こ
と
自
由
を
得
ず
云
々
。（『
大
日
比
三
師
講
説
集
』

上
・
九
八
四
―
五
頁
）

　

�

と
あ
る
。
林
隆
碩
勧
学
は
右
の
順
序
は
四
十
八
願
の
説
相
に

従
っ
た
も
の
で
、
供
仏
利
生
の
次
第
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
、

次
の
よ
う
に
相
伝
す
る
と
し
て
い
る
。

　

�

先
づ　

宿
命
を
以
て
昔
の
恩
所
を
知
り　

次
に
、
天
眼
を

以
て
其
の
在
所
を
見　

次
に
、
天
耳
以
つ
て
其
の
音
聲
を

聞
き　

次
に
他
心
を
以
つ
て
衆
生
種
々
の
欲
相
を
識
知
し　

次
に
、
神
境
を
以
つ
て
其
の
所
に
飛
至
し　

而
し
て
、
親

近
供
養
し
、
現
身
説
法
す
。
云
々
（『
発
願
文
講
話
』・
八

八
頁
）

・�

六
神
通
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
一
つ
一
つ
、
四
静
慮
（
禅
定
）

の
難
し
い
修
行
に
よ
り
漸
く
得
る
こ
と
の
で
き
る
力
で
あ
る

が
、
浄
土
に
往
生
し
た
も
の
に
は
仏
願
力
に
よ
り
、
生
得
と

し
て
自
然
に
備
わ
る
の
で
あ
る
。

�

三
明
の
自
然
な
る
は
佛
願
に
乗
ず
れ
ば
な
り
。
須
臾
に
合
掌

し
て
神
通
を
得
る（

（22
（

。（『
法
事
讃
』）

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

浄
土
で
受
け
る
快
楽
は
、
往
生
人
が
単
に
そ
れ
を
享
受
す
る

為
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
六
神
通
を

得
る
の
は
、
菩
薩
道
の
実
践
、
浄
仏
国
土
成
就
衆
生
の
為
で

あ
る
。

　

�

問
う
て
曰
わ
く
、
神
通
に
は
何
な
る
次
第
か
有
る
。
答
え

て
曰
わ
く
、
菩
薩
は
五
欲
を
離
れ
て
諸
禪
を
得
、
慈
悲
あ

る
が
故
に
衆
生
の
爲
に
神
通
を
取
り
、
諸
の
希
有
奇
特
の

事
を
現
じ
て
衆
生
の
心
を
し
て
清
淨
な
ら
し
む
。
何
を
以

て
の
故
に
。
若
し
希
有
の
事
な
け
れ
ば
多
く
の
衆
生
を
し

て
得
度
せ
し
む
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
な
り（

（22
（

。（『
大
智
度

論
』）

�
善
導
大
師
は
「
彼
の
国
に
到
り
已
っ
て
六
神
通
を
得
て
十
方

界
に
入
て
苦
の
衆
生
を
救
摂
せ
ん（

（22
（

」
と
衆
生
済
度
の
利
他

行
と
し
て
の
還
相
廻
向
を
説
か
れ
、
浄
土
教
に
お
け
る
大
乗
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菩
薩
道
を
お
示
し
に
な
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
押
さ
え
て
お

か
な
い
と
、
説
き
方
に
よ
っ
て
は
神
通
力
を
荒
唐
無
稽
な
超

能
力
の
よ
う
に
受
け
取
る
む
き
も
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。

菩
薩
道
を
実
践
す
る
手
段
と
し
て
阿
弥
陀
仏
が
本
願
に
誓
い
、

生
得
と
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

�

我
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
今
未
だ
力
を
得
ず
。

当
に
浄
土
に
生
じ
已
に
悲
願
力
を
成
就
し
て
生
死
に
還
入

し
、
普
く
衆
生
を
度
す
べ
し（

（22
（

。（
賢
洲
『
浄
土
論
註
研
機

鈔
』）

・�

源
信
僧
都
は
『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
「
身
相
神
通
楽
」（
浄

土
十
楽
の
第
三
）
に
続
い
て
、
そ
の
神
通
力
を
も
っ
て
、
有

縁
の
衆
生
を
引
接
で
き
る
と
し
て
「
引
接
結
縁
楽
」（
浄
土

十
楽
の
第
六
）
を
説
か
れ
て
い
る
。

　

�

と
こ
ろ
で
も
し
極
楽
に
生
ま
れ
た
の
な
ら
、
智
慧
は
あ
く

ま
で
も
高
く
明
晰
と
な
り
、
超
人
的
な
神
通
力
は
洞
く
達

し
て
、
生
ま
れ
か
わ
る
ご
と
に
恩
恵
を
受
け
た
者
、
知
り

合
っ
た
者
を
意
の
ま
ま
に
極
楽
に
連
れ
て
く
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
天
眼
（
超
人
的
な
眼
力
）
を
も
っ
て
か
つ
て

生
ま
れ
た
所
を
見
、
天
耳
（
超
人
的
な
聴
力
）
を
も
っ
て

さ
ま
ざ
ま
の
声
を
聞
く
。
宿
命
智
（
過
去
を
知
る
超
人
的

な
智
）
に
よ
り
、か
つ
て
受
け
た
恩
を
憶
い
、他
心
通
（
他

人
の
心
を
知
る
超
人
的
な
智
）
を
も
っ
て
相
手
の
心
を
理

解
す
る
。
神
境
通
（
超
人
的
な
脚
力
）
に
よ
り
思
う
が
ま

ま
に
意
と
す
る
所
へ
赴
き
姿
を
変
え
、
方
便
力
と
い
う
巧

妙
な
手
だ
て
の
力
を
発
揮
し
て
人
を
教
誡
し
、
導
く
の
で

あ
る（

（22
（

。（『
往
生
要
集
』）

・�

法
然
上
人
は
こ
れ
ら
の
説
示
を
受
け
、
菩
薩
道
の
実
践
と
い

う
こ
と
を
第
一
義
と
し
な
が
ら
「
娑
婆
で
ご
縁
の
あ
っ
た

方
々
を
見
守
り
、
浄
土
へ
導
き
た
い
」
と
い
う
我
々
凡
夫
の

心
を
汲
ん
で
「
父
母
師
長
の
生
所
を
訪
ね
て
」
な
ど
、
ご
縁

の
あ
っ
た
方
々
へ
の
還
相
回
向
を
説
か
れ
て
い
る
。

　
�

さ
そ
う
ら
え
ば
後
の
世
を
訪
い
ぬ
べ
き
人
そ
う
ら
わ
ん
人

も
そ
れ
を
憑
ま
ず
し
て
、
我
と
励
み
て
念
仏
申
し
て
急
ぎ

極
楽
へ
参
り
て
、
五
通
三
明
を
悟
り
て
、
六
道
四
生
の
衆

生
を
利
益
し
、
父
母
師
長
の
生
所
を
訪
ね
て
心
の
ま
ま
に

迎
え
取
ら
ん
と
思
う
べ
き
に
て
そ
う
ろ
う
な
り（

（23
（

。（『
往
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生
浄
土
用
心
』）

・�
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
讃
題
中
の
神
通
力
を
説
く
に
あ
た
っ

て
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
て
み
た
い
。
篤
信
の
方
に
は
、
神
通

力
を
用
い
て
大
乗
菩
薩
道
を
実
践
す
る
、
往
生
人
の
未
来
像

を
説
く
こ
と
が
出
来
よ
う
。
年
配
の
方
に
は
、
老
い
の
中
で

日
々
衰
え
ゆ
く
容
姿
や
身
体
機
能
を
、
以
前
を
遥
か
に
超
え

て
再
び
得
る
こ
と
の
歓
び
、
あ
る
い
は
子
や
孫
を
浄
土
よ
り

見
守
る
未
来
を
語
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ま
た
、
年
回
忌
な

ど
の
席
で
は
亡
き
方
か
ら
の
還
相
廻
向
を
説
く
こ
と
が
で
き

る
。

�

以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
通
力
に
つ
い
て
試
案
を
述
べ
る
こ
と
と
す

る
。

・�「
宿
命
通
」
に
つ
い
て

�

阿
弥
陀
仏
自
ら
往
生
人
に
人
間
界
に
あ
っ
た
時
の
辛
苦
の
模

様
を
お
尋
ね
下
さ
り
、
共
に
痛
み
嘆
い
て
、
そ
の
苦
し
み
は

我
が
身
の
巡
り
合
わ
せ
で
あ
る
か
ら
決
し
て
他
を
恨
ん
で
は

な
ら
な
い
と
お
諭
し
下
さ
る
と
い
う（

（23
（

。

　

�

善
導
大
師
は
般
舟
讃
の
中
で
「
父
に
当
る
阿
弥
陀
仏
は
、

子
で
あ
る
往
生
人
を
迎
え
て
説
法
の
座
に
入
ら
し
め
、
ま

ず
人
間
界
に
あ
っ
た
時
の
辛
苦
に
つ
い
て
問
い
給
う
。
往

生
人
は
答
え
て
い
っ
た
。
前
の
世
で
五
戒
十
戒
を
保
っ
て

い
た
報
い
で
人
間
界
に
生
ま
れ
た
と
い
っ
て
も
、
仏
法
に

も
本
願
に
も
会
わ
ず
に
悪
業
を
重
ね
て
い
た
の
で
あ
る
と
。

阿
弥
陀
仏
と
菩
薩
た
ち
は
自
分
の
子
供
が
苦
し
ん
で
い
た

話
を
聞
い
て
、
み
な
痛
み
嘆
き
給
う
た
。
そ
し
て
阿
弥
陀

仏
は
も
ろ
も
ろ
の
仏
子
に
告
げ
て
の
給
う
た
。
自
ら
つ

く
っ
た
悪
業
に
よ
っ
て
自
ら
の
苦
し
み
を
受
け
た
の
で
あ

る
か
ら
、
決
し
て
他
を
怨
ん
で
は
な
ら
な
い
と
。
次
い
で

阿
弥
陀
仏
は
も
ろ
も
ろ
の
仏
子
に
告
げ
て
の
給
う
の
に
、

極
楽
浄
土
と
人
間
界
と
を
較
べ
る
と
、
ど
の
よ
う
に
違
っ

て
い
る
か
と
。
往
生
人
た
ち
は
答
え
奉
ら
ん
と
し
て
も
、

悲
喜
こ
も
ご
も
来
っ
て
、
合
掌
し
た
ま
ま
何
も
い
う
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
」
と
説
い
て
い
る（

（23
（

。（『
父
子
相
迎
』）

�
こ
れ
ら
の
説
示
は
現
に
今
、
苦
し
み
の
中
に
い
る
聴
衆
の
心

に
届
く
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
往
生
人
は
自
分
の
苦
し
み
の

原
因
を
知
る
と
と
も
に
、
今
極
楽
に
あ
る
歓
び
を
か
み
し
め
、
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阿
弥
陀
仏
の
御
恩
を
謝
す
。
や
が
て
果
て
し
な
い
輪
廻
の
中

で
六
道
衆
生
か
ら
受
け
た
恩
を
も
知
っ
て
、
そ
れ
に
報
ず
べ

く
衆
生
を
済
度
す
る
機
縁
と
な
る
の
で
あ
る
。

・�「
天
眼
通
」「
天
耳
通
」「
他
心
通
」「
神
境
通
」
に
つ
い
て

�

こ
れ
ら
の
通
力
に
よ
り
有
縁
無
縁
の
衆
生
を
利
益
す
る
に
無

礙
な
る
こ
と
、
あ
る
い
は
自
在
に
諸
仏
の
浄
土
を
巡
り
、
供

養
、
聞
法
し
て
仏
道
を
増
進
す
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

�

さ
ら
に
有
縁
の
衆
生
へ
の
化
益
と
し
て
、
浄
土
に
往
生
す
れ

ば
ご
縁
の
あ
っ
た
大
切
な
方
の
も
と
に
還
相
回
向
で
き
る
。

あ
る
い
は
年
忌
等
の
追
善
の
席
で
は
、
今
は
亡
き
大
切
な
方

か
ら
還
相
回
向
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
説
け
よ
う
。

　

�

い
わ
ゆ
る
年
忌
法
要
等
の
廻
向
で
は
還
相
廻
向
と
い
う
教

え
が
浄
土
宗
に
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
も
っ
と
大
事
に
考
え

な
き
ゃ
い
け
な
い
。（
松
島
定
宣
『
浄
土
宗
の
廻
向
』・
一

五
頁
）

　

�

こ
の
よ
う
に
法
然
上
人
は
、
先
立
た
れ
た
方
が
こ
の
娑
婆

世
界
に
遺
し
た
方
を
お
浄
土
か
ら
お
守
り
し
た
い
、
お
浄

土
へ
お
導
き
し
た
い
と
い
う
思
い
、
逆
に
、
残
さ
れ
た
方

が
先
立
た
れ
た
方
に
見
守
ら
れ
た
い
。
共
に
そ
ば
に
い
て

欲
し
い
と
い
う
私
た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
の
切
な
る
思
い
を

大
切
に
さ
れ
た
の
で
す
。
な
ん
と
大
ら
か
で
あ
た
た
か
い

法
然
上
人
の
み
教
え
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
俱
会
一
処
に

し
て
も
、
還
相
廻
向
に
し
て
も
、
娑
婆
と
浄
土
と
そ
の
場

を
ど
れ
ほ
ど
隔
て
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
先
立
た

れ
た
方
と
残
さ
れ
た
方
と
の
心
と
心
の
つ
な
が
り
は
決
し

て
失
わ
れ
な
い
と
い
う
教
え
は
、
大
き
な
悲
し
み
に
う
ち

ひ
し
が
れ
て
い
る
ご
遺
族
の
方
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
人
生

を
力
強
く
生
き
て
い
く
た
め
の
こ
れ
以
上
な
い
大
き
な
心

の
支
え
と
な
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
私

た
ち
浄
土
宗
僧
侶
は
、
こ
う
し
た
法
然
上
人
の
優
し
さ
を

し
っ
か
り
と
受
け
と
め
、
亡
き
方
と
今
に
生
き
る
私
た
ち
、

さ
ら
に
は
私
た
ち
の
次
の
世
代
の
方
々
と
を
結
ぶ
お
念
仏

と
い
う
命
の
絆
を
ご
遺
族
の
方
に
も
し
っ
か
り
と
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
林

田
康
順
『
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
の
布
教
Ｑ
＆
Ａ
』・
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一
五
四
―
五
頁
）

・�「
漏
盡
通
」
に
つ
い
て

�
三
毒
煩
悩
に
纏
わ
れ
悩
み
尽
き
な
い
我
が
身
で
あ
る
が
、
浄

土
で
は
煩
悩
に
さ
い
な
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
、
寂
然
た
る
境

地
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
境
地

は
も
ち
ろ
ん
衆
生
済
度
た
め
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

【
和
歌
・
道
詠
な
ど
】

「�

思
う
こ
と　
一
つ
叶
え
ば　
ま
た
二
つ　
三
つ
四
つ
五
つ

　
六
（
難
）
か
し
の
世
や
」

「
恐
る
べ
し　
カ
ッ
と
い
か
り
の　
胸
の
火
が

　
我
と
わ
が
身
を　
焼
き
つ
く
す
な
り
」

「
良
い
仲
も　
近
頃
う
と
く　
な
り
に
け
り　
隣
に
蔵
を

　
建
て
し
よ
り
の
ち
」

「
冬
は
ま
た　
夏
が
ま
し
ぢ
ゃ
と　
思
い
け
り
」

（�

以
上
、
上
田
見
宥
編
『
こ
と
ば
の
華　

道
詠
集
録
』〈
総

本
山
知
恩
院
布
教
師
会
〉・
五
八
―
六
四
頁
）

「
吝
い
貪
し
憎
い
可
愛
い
は
寝
る
間
も
絶
へ
ぬ
身
の
上
」

　
（『
的
門
上
人
全
集
』
一
・
五
頁
）

《
法
話
例
》

只
今
は
○
○
様
の
十
三
回
忌
を
共
々
に
念
仏
を
お
称
え
し
、

お
勤
め
い
た
し
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
十
二
年
、
○

○
様
も
こ
の
間
お
浄
土
で
益
々
仏
道
を
増
進
（
漏
盡
通
）、
身

に
つ
け
ら
れ
た
お
覚
り
の
力
（
神
通
力
）
を
も
っ
て
こ
の
道
場

に
ご
来
臨
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
（
神
境
通
）。
そ
し
て

皆
さ
ま
の
お
念
仏
の
声
を
聞
き
（
天
耳
通
）、
ま
た
ご
家
族
一

同
が
お
集
ま
り
の
姿
、
と
り
わ
け
成
長
し
た
お
孫
様
の
姿
を
ご

覧
に
な
っ
て
（
天
眼
通
）
さ
ぞ
か
し
お
喜
び
に
な
ら
れ
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
声
も
お
聞
き
下
っ
て
い
る
（
他
心
通
）
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

浄
土
宗
の
教
え
で
は
、
私
た
ち
が
亡
き
方
に
手
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
、
亡
き
方
も
残
さ
れ
た
も
の
が
正
し
き
道
を
歩
み
ま
す

よ
う
思
い
を
掛
け
、
時
に
は
目
に
は
見
え
な
い
、
耳
に
は
聞
こ

え
ま
せ
ん
が
、
お
覚
り
の
力
を
も
っ
て
お
護
り
お
導
き
を
下
さ

る
と
の
お
示
し
が
あ
り
ま
す
。
専
門
の
言
葉
で
「
還
相
廻
向
」

と
申
し
ま
す
。
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私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
も
お
師
匠
様
、
私
の
叔
父
に
あ

た
り
ま
す
が
、
十
三
回
忌
を
迎
え
ま
し
た
。
叔
父
は
北
海
道
の

お
寺
で
住
職
を
さ
れ
て
お
り
、
中
々
普
段
は
会
う
機
会
も
少
の

う
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
尊
敬
す
る
お
師
匠
様
で
あ
り
ま
し
た
。

少
し
前
で
す
が
、
私
自
身
、
僧
侶
と
し
て
の
在
り
方
や
、
お

檀
家
様
に
法
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
折
、
ふ
と
手
に
し
た
浄
土
宗
か
ら
出

さ
れ
て
い
る
冊
子
に
、
私
の
お
師
匠
様
の
書
か
れ
た
原
稿
が

載
っ
て
お
り
ま
し
た
。
随
分
昔
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の

原
稿
の
存
在
を
知
ら
ず
偶
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

原
稿
を
読
み
進
め
る
う
ち
に
お
師
匠
様
の
生
前
の
柔
ら
か
な

笑
顔
や
口
調
が
目
の
当
た
り
蘇
り
、
胸
が
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
私
の
求
め
て
い
た
答
の
手
掛
か
り
が
そ
こ
に
書

か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
そ
う
思
い
当
た
っ
た

時
に
冊
子
を
手
に
し
た
こ
と
が
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
、「
お

師
匠
様
が
お
浄
土
か
ら
私
に
教
え
を
下
さ
っ
た
」
と
し
か
受
け

取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
お
檀
家
さ
ま
や
ご
縁
の
あ
る
方
か
ら
相
談
を
受
け

た
際
、ど
う
お
答
え
す
れ
ば
よ
い
の
か
迷
っ
た
時
に
自
然
と「
あ

あ
、
お
師
匠
様
は
こ
ん
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
な
あ
」

と
そ
の
姿
や
言
葉
を
思
い
浮
か
べ
て
、
応
対
し
て
い
た
こ
と
に

思
い
至
り
ま
し
た
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
亡
き
お
師
匠
様

か
ら
、
導
き
を
い
た
だ
い
て
い
た
ん
だ
な
あ
と
。
思
わ
ず
手
が

合
わ
さ
り
ま
し
た
。

皆
様
方
の
中
に
も
、
あ
る
い
は
同
じ
よ
う
な
体
験
を
さ
れ
た

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
浄
土
か
ら
の
よ
い

お
便
り
も
、
受
け
取
る
側
の
心
が
閉
じ
て
お
り
ま
す
と
、
素
直

に
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
心
を
開
い
て
、
亡

き
人
か
ら
の
お
導
き
を
頂
戴
で
き
ま
す
よ
う
お
伝
え
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
こ
の
席
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
同
称
十

念�

（
執
筆
者
：
大
髙
源
明
）

４
．
参
考
資
料
（
敬
称
略
、
発
行
年
順
）

〈
讃
題
に
つ
い
て
〉

『
説
教
賛
題
要
文
』（
岸
上
恢
嶺
編
、
一
八
八
〇
）
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『
讃
題
集　
吉
水
法
語
抄
』（
知
恩
院
布
教
師
会
発
行
）

「�
讃
題
の
例
と
解
説
」（
浄
土
眞
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
Ｈ

Ｐ（
（23
（

）

〈
三
部
経
に
つ
い
て
〉

『�

三
部
経
釈
』（『
無
量
寿
経
釈
』『
観
無
量
寿
経
釈
』『
阿
弥
陀

経
釈
』）

：
昭
法
全
・
六
七
―
一
五
八
頁

：�『
法
然
全
集
』
第
一
巻
（『
三
部
経
大
意
』『
無
量
寿
経
釈
』

『
観
無
量
寿
経
釈
』『
阿
弥
陀
経
釈
』
収
録
、
現
代
語
訳
併

記
）

『
逆
修
説
法
』

：
浄
全
九
・
三
八
三
―
四
一
七
頁

：
昭
法
全
・
二
三
二
―
二
七
三
頁
、
二
七
四
―
三
一
〇
頁

：�『
黒
谷
上
人
語
燈
録
写
本
集
成
１
』（
浄
土
宗
総
合
研
究
所

編
、
浄
土
宗
、
二
〇
一
一
）・
一
四
一
―
二
七
八
頁

：�『
法
然
房
源
空
述 

逆
修
説
法
』（
眞
柄
和
人
・
齋
藤
蒙
光
・

吉
原
寬
樹
・
岩
谷
隆
法
訳
注
、
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研

究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
三
）

『
浄
土
三
部
経
合
讃
』（
観
徹
撰
、
一
七
二
五
）

：�『
浄
土
宗
選
集
』
第
三
・
四
巻
（
同
朋
舎
、
一
九
八
五
）

に
書
き
下
し
収
録

『
三
経
随
聞
講
録
』（
義
山
講
説
・
素
中
記
、
一
七
二
七
）

：
浄
全
一
四
・
二
四
八
―
七
五
八
頁

：「
義
山
『
浄
土
三
部
経
随
聞
講
録
』
対
照
表
」

　
（『
教
化
研
究
』
第
一
九
号
〈
二
〇
〇
九
〉）

：「『
阿
弥
陀
経
随
聞
講
録
』
書
き
下
し
」

　
（『
教
化
研
究
』
第
二
〇
号
〈
二
〇
一
〇
〉）

：「『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
上
之
一
―
四　
書
き
下
し
」

　

�（『
教
化
研
究
』
第
二
一
号
〈
二
〇
一
〇
〉
―
第
二
四
号
〈
二

〇
一
三
〉）

：「『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
下
之
一
―
二　
書
き
下
し
」

　

�（『
教
化
研
究
』第
二
五
号
〈
二
〇
一
四
〉
―
第
二
六
号
〈
二

〇
一
五
〉）

：「『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
上　
書
き
下
し
」

　

�（『
教
化
研
究
』
第
二
七
号
〈
二
〇
一
六
〉）

：「『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
中
之
一
―
二　
書
き
下
し
」
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�（『

教
化
研
究
』第
二
八
号
〈
二
〇
一
七
〉
―
第
二
九
号
〈
二

〇
一
八
〉）

：「『
観
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
下
之
一
―
二

　

�（『
教
化
研
究
』
第
三
〇
号
〈
二
〇
一
九
〉
―
第
三
一
号
〈
二

〇
二
〇
〉）

『
浄
土
三
部
経
和
解
』（
川
合
梁
定
著
、
宗
粹
社
、
一
九
二
二
）

「�

浄
土
三
部
経
説
教
」（『
浄
土
宗
布
教
全
書
』
一
六
所
収
、
川

合
梁
定
著
、
浄
土
教
報
社
、
一
九
三
一
）

『�

浄
土
三
部
経
概
説　

新
訂
版
』（
坪
井
俊
映
著
、
法
藏
館
、

一
九
九
六
）

『
浄
土
三
部
経
講
座
』（
坪
井
俊
映
著
、
浄
土
宗
、
二
〇
〇
二
）

『�

総
研
叢
書　

第
８
集　

浄
土
宗
の
「
浄
土
三
部
経
」
理
解
―

法
然
上
人
と
親
鸞
聖
人
の
相
違
を
め
ぐ
っ
て
―
』（
浄
土
宗

総
合
研
究
所
編
、
浄
土
宗
、
二
〇
一
四
）

『�【
現
代
語
訳
】
浄
土
三
部
経
』（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
、
浄

土
宗
、
二
〇
一
一
）

『�

尾
張
教
区
浄
土
宗
青
年
会
５
０
周
年
記
念
事
業　

尾
張
浄
青

研
修
ノ
ー
ト
（
三
経
一
論
）』（
尾
張
教
区
浄
土
宗
青
年
会
、

二
〇
二
二
）

〈
そ
の
他
〉

・�

令
和
五
年
三
月
二
日
、
齊
藤
舜
健
主
任
研
究
員
・
井
野
周
隆

研
究
員
を
講
師
と
し
て
所
内
勉
強
会
「『
三
部
経
』
に
つ
い

て
―
『
三
部
経
』
説
教
に
む
け
て
―
」
を
開
催
し
、
ご
教
示

い
た
だ
い
た
。

・�

袖
山
榮
輝
主
任
研
究
員
よ
り
講
義
資
料「
四
十
八
願
を
め
ぐ
っ

て
」（
全
二
七
回
分
）
を
頂
戴
し
、
研
究
班
内
で
共
有
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

５
．
お
わ
り
に

本
報
告
は
、
あ
く
ま
で
も
素
案
で
あ
り
、
一
例
と
し
て
の
提

案
に
す
ぎ
な
い
。
昨
年
度
の
報
告
に
も
記
し
た
が
、
讃
題
と
し

て
頂
戴
す
る
経
文
の
内
容
を
到
底
語
り
尽
く
せ
た
と
は
言
え
な

い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え
、
自
ら
の

言
葉
で
伝
え
る
こ
と
で
、
初
め
て
完
成
す
る
類
の
資
料
で
あ
る
。

ま
た
、
研
究
会
当
初
よ
り
意
識
し
た
点
を
以
下
に
挙
げ
て
お

く
。
充
分
に
達
成
で
き
た
と
は
い
え
な
い
が
、
本
報
告
を
ご
活
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用
し
て
い
た
だ
く
に
あ
た
っ
て
皆
様
に
も
ご
思
案
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

・�
浄
土
宗
の
檀
信
徒
は
も
と
よ
り
、
浄
土
宗
以
外
の
一
般
聴
衆

に
も
〝
伝
わ
る
〟
法
話
を
考
え
て
み
る
。

・�

仏
教
を
お
伝
え
す
る
。そ
の
結
論
と
し
て
の
称
名
念
仏
で
あ
る
。

仏
教
の
中
の
念
仏
（
釈
尊
付
属
の
念
仏
）
を
意
識
す
る
。

・�

イ
ン
ド
と
日
本
、
時
と
場
所
を
越
え
て
人
間
共
通
の
変
わ
ら

ぬ
部
分
を
説
き
示
す
。

・�

本
願
念
仏
の
法
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
仏
教
〔
概
論
〕
的

な
法
話
に
繋
が
る
讃
題
を
、
意
識
し
て
選
定
す
る
。

注（
1
）『
浄
土
宗 

法
話
の
い
ろ
は 

上 

基
礎
編
』（
浄
土
宗
、
二
〇
一
七
）・

三
二
―
七
一
頁
。

（
2
）
浄
全
一
二
・
九
頁
上
―
下
。

（
3
）
昭
法
全
・
二
三
五
頁
。

（
4
）
聖
典
五
・
二
二
三
頁
。

（
5
）
聖
典
一
・
一
五
頁
。

（
6
）
聖
典
一
・
二
一
八
頁
。

（
7
）
聖
典
六
・
五
一
九
―
五
二
〇
頁
。

（
8
）
聖
典
六
・
三
四
〇
頁
。

（
9
）
聖
典
二
・
一
八
二
―
一
八
三
頁
。

（
10
）
昭
法
全
・
七
九
頁
。

（
11
）「
Ｐ
Ｃ
の
普
及
化
と
「
阿
弥
陀
仏
の
表
現
」
に
つ
い
て
」、『
教
化
研

究
』
一
一
。

（
12
）
深
貝
慈
孝
「
第
六
章　

往
生
浄
土
の
理
解
―
一
浄
土
宗
教
師
と
し

て
―
」（『
中
国
浄
土
教
と
浄
土
宗
学
の
研
究
』、
思
文
閣
出
版
、
二

〇
〇
二
）・
四
四
五
頁
。『
佛
教
文
化
研
究
』
四
五
（
淨
土
宗
敎
学
院
、

二
〇
〇
一
）。

（
13
）
浄
全
一
四
・
二
九
二
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
二
三
頁
上
。

（
14
）
浄
全
一
四
・
二
九
二
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
二
三
頁
上
―

下
。

（
15
）
浄
全
一
四
・
二
九
二
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
二
三
頁
下
。

（
16
）
浄
全
一
四
・
六
〇
頁
下
。

（
17
）「
歎
仏
頌
」
の
直
後
に
「
そ
の
時
、
世
自
在
王
佛
、
こ
の
高
明
の
志

願
の
深
広
な
る
こ
と
を
知
ら
し
め
て
」（
聖
典
一
・
二
二
三
頁
）
と

あ
る
。

（
18
）『
元
祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
第
一
、
聖
典
六
・
五
一
九
―
五
二
〇
頁
。

（
19
）『
元
祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
第
二
二
、
聖
典
六
・
五
二
一
頁
。

（
20
）『
観
経
疏
』
散
善
義
、
聖
典
三
・
二
九
九
頁
。

（
21
）『
法
事
讃
』
下
、
浄
全
四
・
二
五
頁
。
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（
22
）「
諸
人
伝
説
の
こ
と
ば
」、
聖
典
四
・
四
八
四
頁
。

（
23
）
浄
全
一
四
・
二
九
二
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
二
四
頁
上
。

（
24
）
正
蔵
一
四
・
五
四
四
頁
中
。

（
25
）『
浄
土
宗
選
集
』
三
・
七
一
頁
。

（
26
）
浄
全
一
四
・
二
九
〇
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
二
〇
頁
下
。

（
27
）『
浄
土
宗
選
集
』
三
・
七
一
頁
。

（
28
）
同
右
。

（
29
）
同
右
。

（
30
）
正
蔵
三
八
・
四
六
四
頁
上
。

（
31
）『
浄
土
宗
選
集
』
三
・
七
一
頁
。

（
32
）
同
右
。

（
33
）「
歎
仏
頌
」
の
直
後
に
「
そ
の
時
、
世
自
在
王
佛
、
こ
の
高
明
の
志

願
の
深
広
な
る
こ
と
を
知
ら
し
め
て
」（
聖
典
一
・
二
二
三
頁
）
と

あ
る
。

（
34
）真
宗
大
谷
派
で
は「
四
十
八
願
は
阿
弥
陀
如
来
の
別
願
で
あ
り
、「
嘆

佛
偈
」（
歎
仏
頌
の
こ
と
。
真
宗
で
は
嘆
佛
偈
と
称
す
。
筆
者
注
）

は
総
願
の
関
係
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
総
願
の
中
に
別
願
が
包
ま
れ

て
あ
り
、別
願
も
ま
た
総
願
に
帰
着
す
る
。
そ
れ
を
示
す
も
の
が
「
重

誓
偈
」（
四
誓
偈
の
こ
と
。
真
宗
で
は
重
誓
偈
と
称
す
。
筆
者
注
）

で
あ
る
」
と
す
る
。（
曽
我
量
深
『
嘆
仏
偈
講
話
』・
七
頁
）
そ
し
て

そ
の
関
係
を
曽
我
師
は
「「
嘆
佛
偈
」
は
、
い
わ
ば
憲
法
の
前
文
で
、

重
誓
偈
は
結
文
、
四
十
八
願
は
如
来
荘
厳
浄
土
の
憲
法
で
あ
る
」（
曽

我
量
深
『
嘆
仏
偈
講
話
』・
九
二
頁
）
と
例
え
て
い
る
。
歎
仏
頌
と

四
十
八
願
の
関
係
を
考
え
る
に
参
考
と
な
る
見
方
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

（
35
）『
浄
土
宗
布
教
全
書
』
一
六
・
二
九
―
三
一
頁
。

（
36
）
浄
全
四
・
五
三
〇
頁
。

（
37
）
聖
典
六
・
六
五
頁
。

（
38
）
蓬
茨
祖
運
『
お
聖
教
に
学
ぶ
１　
嘆
佛
偈
』
の
「『
そ
の
衆
、
奇
妙

に
し
て
』〈
中
略
〉
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
悪

人
も
、
愚
か
な
人
も
聖
人
も
凡
人
も
、
み
な
そ
ろ
っ
て
生
ま
れ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
」（
五
一

―
五
二
頁
）
と
の
記
述
を
参
考
に
し
た
。

（
39
）
聖
典
三
・
二
六
／
一
二
〇
頁
。

（
40
）
浄
全
四
・
三
六
九
頁
。

（
41
）
聖
典
三
・
七
／
九
九
頁
。

（
42
）
浄
全
一
四
・
二
九
四
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
二
六
頁
下
。

（
43
）『
浄
土
宗
選
集
』
三
・
七
一
―
七
二
頁
。

（
44
）
浄
全
一
四
・
二
九
四
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
二
六
頁
下
―

四
二
七
頁
上
。

（
45
）
聖
典
一
・
二
二
三
頁
。

（
46
）
聖
典
一
・
二
三
四
頁
。

（
47
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
三
二
、聖
典
六・五
三
五
頁
。（
原
典
は
『
賢

愚
経
』
の
「
大
施
抒
海
品
」）
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（
48
）
聖
典
一
・
二
三
五
頁
。

（
49
）
大
橋
俊
雄
『
法
然
全
集
』
一
（
春
秋
社
、
一
九
八
九
）・
九
九
頁
、

浄
全
九
・
三
二
二
頁
下
。

（
50
）
辻
信
一
監
修
『
ハ
チ
ド
リ
の
ひ
と
し
ず
く　

い
ま
、
私
に
で
き
る

こ
と
』（
光
文
社
、
二
〇
〇
五
）。

（
51
）
昭
法
全
・
七
〇
〇
頁
。

（
52
）
聖
典
一
・
二
七
五
―
二
七
六
頁
。

（
53
）
浄
全
一
四
・
三
七
〇
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
四
四
頁
下
。

（
54
）
聖
典
一
・
二
七
五
―
二
七
六
頁
。

（
55
）
昭
法
全
・
七
三
頁
。

（
56
）
昭
法
全
・
七
三
頁
。

（
57
）
昭
法
全
・
七
四
頁
。

（
58
）
昭
法
全
・
七
〇
〇
頁
。

（
59
）
聖
典
一
・
二
七
五
―
二
七
六
頁
。

（
60
）
聖
典
一
・
二
四
四

（
61
）
浄
全
一
四
・
四
二
二
四
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
〇
二
頁
上
。

（
62
）
聖
典
一
・
二
七
五
―
二
七
六
頁
。

（
63
）
昭
法
全
・
七
三
頁
。

（
64
）
昭
法
全
・
七
三
頁
。

（
65
）
昭
法
全
・
七
四
頁
。

（
66
）
昭
法
全
・
六
五
二
頁

（
67
）
浄
全
一
四
・
三
〇
九
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
五
一
頁
上
。

（
68
）
昭
法
全
・
二
三
三
頁
。

（
69
）
浄
全
一
四
・
三
〇
九
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
五
〇
頁
下
―

四
五
一
頁
上
。

（
70
）
浄
全
一
〇
・
一
九
四
頁
。

（
71
）『
四
休
菴
貞
極
全
集
』
中
・
六
九
一
頁
上
。

（
72
）
浄
全
一
四
・
三
八
七
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
七
五
頁
上
。

（
73
）
浄
全
一
四
・
三
八
七
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
七
五
頁
上
。

（
74
）
浄
全
一
四
・
四
三
四
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
二
三
頁
上
。

（
75
）
浄
全
一
四
・
三
一
〇
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
五
一
頁
下
。

（
76
）
浄
全
一
四
・
三
〇
九
頁
下
―
三
一
〇
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
二
・

四
五
一
頁
下
。

（
77
）
香
川
孝
雄
『
無
量
壽
經
の
諸
本
對
照
研
究
』、
四
一
頁
。

（
78
）
浄
全
一
四
・
三
一
四
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
五
八
頁
上
。

（
79
）
浄
全
一
四
・
三
一
四
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
五
八
頁
下
。

（
80
）
浄
全
一
四
・
三
一
四
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
五
九
頁
上
。

（
81
）
浄
全
一
四
・
三
一
四
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
五
八
頁
上
。

（
82
）
浄
全
一
四
・
三
九
八
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
二
六
三
頁
下
。

（
83
）
聖
典
一
・
二
四
七
頁
。

（
84
）
現
代
語
訳
・
八
五
頁
。

（
85
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
三
二
、
聖
典
六
・
五
二
〇
頁
。
道
綽
禅
師

が
『
安
楽
集
』
に
引
用
し
て
い
る
、『
浄
度
菩
薩
経
』
に
基
づ
く
御

文
で
あ
る
。
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（
86
）
聖
典
一
・
三
〇
〇
頁
。

（
87
）
昭
法
全
・
二
四
六
―
二
四
七
頁
。

（
88
）
坪
井
俊
映
『
浄
土
三
部
経
概
説
』
新
訂
版
（
法
藏
館
、一
九
九
六
）・

八
七
頁
参
照
。

（
89
）
上
田
見
宥
「
阿
弥
陀
仏
を
ど
う
説
く
か
」（『
佛
教
文
化
研
究
』
四
六
、

浄
土
宗
教
学
院
、
二
〇
〇
二
）
参
照
。

（
90
）
浄
全
一
四
・
三
七
〇
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
四
五
頁
下
。

（
91
）
伊
藤
真
宏
『
法
然
さ
ま
二
十
三
の
お
歌
―
こ
こ
ろ
に
ふ
れ
る
教
え

に
親
し
む
―
』（
浄
土
宗
、
二
〇
一
八
）。

（
92
）
伊
藤
真
宏
『
法
然
さ
ま
二
十
三
の
お
歌
―
こ
こ
ろ
に
ふ
れ
る
教
え

に
親
し
む
―
』（
浄
土
宗
、
二
〇
一
八
）。

（
93
）「
読
売
新
聞
」
二
〇
一
四
年
、
四
月
一
三
日
。

（
94
）
浄
全
一
四
・
三
一
五
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
二
・
四
六
〇
頁
上
。

（
95
）
浄
全
一
四
・
三
七
五
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
五
四
頁
上
。

（
96
）
聖
典
一
・
三
一
八
頁
。

（
97
）
昭
法
全
・
二
四
八
―
二
四
九
頁
。

（
98
）
聖
典
四
・
二
八
八
頁
。

（
99
）『
阿
弥
陀
経
』
に
「
今
現
に
在
し
て
説
法
し
た
ま
う
」（
聖
典
一
・

三
一
六
頁
）
と
あ
る
。

（
100
）
浄
全
一
四
・
三
七
六
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
五
四
頁
下
。

（
101
）
浄
全
一
四
・
四
六
〇
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
六
八
頁
上
。

（
102
）
聖
典
一
・
三
一
八
頁
。

（
103
）
昭
法
全
・
二
四
九
頁
。

（
104
）
聖
典
一
・
二
六
二
頁
。

（
105
）
聖
典
一
・
二
六
八
―
二
六
九
頁
。

（
106
）
聖
典
一
・
二
七
四
頁
。

（
107
）
聖
典
一
・
二
七
四
―
二
七
五
頁
。『
無
量
寿
経
』
五
悪
段
参
照
。

（
108
）
聖
典
四
・
四
四
四
―
四
四
五
頁
。

（
109
）
川
合
梁
定
『
浄
土
三
部
経
和
解
』・
八
八
頁
。

（
110
）
浄
全
一
四
・
三
一
八
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
三
・
二
六
九
頁
上
。

（
111
）
浄
影
寺
慧
遠
『
無
量
寿
経
義
疏
』（
浄
全
五
・
二
七
頁
上
）。

（
112
）
道
光
『
無
量
寿
経
鈔
』（
浄
全
一
四
・
八
八
頁
上
）。

（
113
）
浄
全
一
四
・
三
一
八
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
三
・
二
六
八
頁
上
。

（
114
）『
阿
弥
陀
経
』「
六
方
段
」（
聖
典
一
・
三
一
九
―
三
二
一
頁
）。

（
115
）
第
三
十
七
人
天
致
敬
願
は
、
阿
弥
陀
様
の
御
名
を
聞
い
た
人
天
が

菩
薩
行
を
修
し
て
、
人
天
か
ら
敬
わ
れ
る
と
い
う
願
で
あ
る
が
、
当

願
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
世
界
で
阿
弥
陀
様
の
御
名
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
願
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
116
）
法
然
上
人
の
『
三
部
経
釈
』
に
は
「
名
号
を
も
て
因
と
し
て
衆
生

を
引
接
し
た
ま
う
事
を
一
切
衆
生
に
遍
く
聞
か
し
め
ん
が
た
め
」（
聖

典
四・二
八
七
頁
）
と
あ
り
、道
光
『
無
量
寿
経
鈔
』
に
は
「
我
等
、今
、

往
生
の
教
に
値
う
も
、
偏
に
此
の
願
の
恩
な
り
。
善
く
之
を
思
念
せ

よ
」（
浄
全
一
四
・
八
八
頁
下
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。

ま
た
、
次
に
続
く
第
十
八
念
仏
往
生
願
も
当
願
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
様



284

の
御
名
を
聞
く
（
聞
名
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
効
と
な
る
願
で
あ
る

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
117
）
浄
全
一
四
・
三
七
五
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
五
二
頁
下
―

一
五
三
頁
上
。

（
118
）
浄
全
一
四
・
四
〇
〇
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
二
六
六
頁
上
下
。

（
119
）
浄
全
一
四
・
四
一
〇
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
二
八
一
頁
上
下
。

（
120
）
所
謂
、
四
誓
偈
に
「
我
れ
仏
道
を
成
ず
る
に
至
ら
ば
名
声
十
方
に

超
え
、
究
竟
し
て
聞
こ
ゆ
る
所
な
く
ん
ば
、
誓
っ
て
正
覚
を
成
ぜ
じ
」

（
聖
典
一
・
四
〇
頁
）
と
あ
り
、
当
願
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
尚
、
四
誓
偈
を
法
話
に
活
用
す
る
際
に
は
次

の
研
究
が
大
い
に
参
考
に
な
る
。�

 

郡
嶋
昭
示
・
北
條
竜
士
「
四
誓
偈
」（「
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話

の
研
究
（
一
）」、『
教
化
研
究
』
三
三
・
二
九
八
―
三
〇
三
頁
）

（
121
）
阿
弥
陀
様
の
御
名
を
聞
く
と
い
う
因
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
往
生
し

た
い
と
願
い
、
お
念
仏
を
お
称
え
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
阿
弥
陀

様
の
御
名
を
聞
く
こ
と
の
有
難
さ
も
お
伝
え
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
122
）
聖
典
四
・
四
二
六
頁
。

（
123
）『
国
訳
一
切
経　
毘
曇
部
』
二
六
下
・
四
一
頁
、
正
蔵
二
九
・
九
三

頁
下
。

（
124
）「
善
導
『
観
経
疏
』
現
代
語
訳
②
」（『
教
化
研
究
』
三
一
・
四
三
八

頁
下
―
四
三
九
頁
下
）、
聖
典
二
・
二
二
七
―
二
二
八
頁
。

（
125
）
聖
典
四
・
五
一
一
頁
、『
元
祖
大
師
御
法
語
』
後
篇
第
一
九
「
孝
養

父
母
」
参
照
。

（
126
）
浄
全
一
・
二
三
五
頁
下
―
二
三
六
頁
上
。

（
127
）
浄
全
一
・
二
三
六
頁
上
。

（
128
）
浄
全
一
・
二
三
六
頁
上
。

（
129
）『
法
事
讃
』
巻
上
、
浄
全
四
・
八
頁
下
。

（
130
）
浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
写
本
集
成
１
』（
浄
土

宗
、
二
〇
一
一
）・
二
〇
七
頁
。

（
131
）
浄
全
一
四
・
四
〇
〇
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
二
六
六
頁
上
。

（
132
）
浄
全
一
四
・
四
一
五
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
二
九
二
頁
上
。

（
133
）
聖
典
二
・
三
一
九
頁
。

（
134
）『
観
経
』
下
品
下
生
に
は
、「
あ
る
い
は
衆
生
あ
っ
て
、
不
善
の
業

た
る
五
逆
十
悪
を
作
し
て
、
諸
も
ろ
の
不
善
を
具
す
。〈
中
略
〉
か

く
の
ご
と
く
至
心
に
、声
を
し
て
絶
え
ざ
ら
し
め
、十
念
を
具
足
し
て
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
す
。
念
念
の
中
に
お
い
て
、
八
十
億
劫
の
生
死

の
罪
を
除
く
、
命
終
の
時
、
金
蓮
華
の
、
な
お
し
日
輪
の
ご
と
く
な

る
が
、
そ
の
人
の
前
に
住
す
る
を
見
る
。
一
念
の
頃
の
ご
と
き
に
、

す
な
わ
ち
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
」（
聖
典
一
・
三
一
二

―
三
一
三
頁
）
と
あ
る
。

（
135
）
浄
全
四
・
四
頁
上
。

（
136
）
前
注
一
二
二
。

（
137
）「
流
転
三
界
中　
恩
愛
不
能
断　
棄
恩
入
無
為　
真
実
報
恩
者
」。

（
138
）
聖
典
一
・
二
六
二
頁
。
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（
139
）
現
代
語
訳
・
一
三
二
頁
。

（
140
）
聖
典
四
・
四
六
二
頁
。

（
141
）
聖
典
四
・
四
一
七
頁
。

（
142
）
例
え
ば
、『
登
山
状
』
に
見
ら
れ
る
「
五
劫
思
惟
」
の
御
法
語
（
聖

典
六
・
五
三
一
頁
、『
元
祖
大
師
御
法
語
』
前
編
第
六
）
を
お
伝
え

す
る
。

（
143
）
聖
典
四
・
四
六
一
頁
。

（
144
）『
一
紙
小
消
息
』、
聖
典
四
・
四
二
〇
頁
、
昭
法
全
・
五
〇
〇
頁
。

（
145
）『
登
山
状
』、
聖
典
六
・
五
三
〇
頁
、
昭
法
全
・
四
二
六
頁
。

（
146
）
聖
典
四
・
四
三
七
頁
。

（
147
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
―
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
―
』・一
七
六
頁
。

（
第
四　
八
つ
の
詩
句
の
章
、
三
悪
意
に
つ
い
て
の
八
つ
の
詩
句
）

（
148
）https://w

w
w
.ad-c.or.jp/cam

paign/self_all/self_all_02.
htm

l

（
149
）
昭
法
全
・
七
八
頁
。

（
150
）
昭
法
全
・
四
五
頁
。

（
151
）
昭
法
全
・
二
四
〇
頁
。

（
152
）
聖
典
三
・
一
八
一
頁
、
昭
法
全
・
三
四
六
頁
。

（
153
）
坪
井
俊
映
『
浄
土
三
部
経
概
説
』
新
訂
版
（
法
藏
館
、一
九
九
六
）・

八
七
頁
参
照
。

（
154
）
浄
全
一
四
・
四
〇
二
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
二
六
九
頁
上
。

（
155
）
照
法
全
・
二
九
頁
。

（
156
）
照
法
全
・
三
二
頁
。

（
157
）
照
法
全
・
二
三
四
頁
。

（
158
）
浄
全
一
四
・
九
一
頁
下
。

（
159
）
聖
典
一
・
三
〇
六
頁
。

（
160
）
聖
典
一
・
三
一
八
―
三
一
九
頁
。

（
161
）
昭
法
全
・
二
三
四
―
二
三
五
頁
。

（
162
）
聖
典
六
・
五
八
三
頁
。

（
163
）
奥
野
修
司
『
看
取
り
先
生
の
遺
言
―
が
ん
で
安
ら
か
な
最
期
を
迎

え
る
た
め
に
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
三
）・
二
〇
四
頁
。

（
164
）「
尊
号
真
像
銘
文
」、『
浄
土
真
宗
聖
典
』・
六
五
七
頁
。

（
165
）「
親
鸞
聖
人
御
消
息
」、『
浄
土
真
宗
聖
典
』・
七
三
五
頁
。

（
166
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
三
十
二
相
」
参
照
。

（
167
）
聖
典
三
、
一
二
一
頁
。

（
168
）
菩
薩
に
つ
い
て
は
、「
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話
の
研
究
（
一
）」

「
総
願
偈
」
の
項
目
も
参
照
さ
れ
た
い
（『
教
化
研
究
』
三
三
・
三
四

七
―
三
五
三
頁
）。

（
169
）
同
注
一
六
六
。

（
170
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
４
２
『
神
楽
歌　

梁
塵
秘
抄　

催
馬
楽　

閑
吟
集
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
）・
一
九
一
頁

（
171
）
浄
全
一
四
・
三
三
九
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
三
・
三
〇
一
頁
上
。

（
172
）
香
川
孝
雄
『
無
量
壽
經
の
諸
本
對
照
研
究
』・
四
一
頁
。

（
173
）
浄
全
一
四
・
三
三
九
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
三
・
三
〇
一
頁
上
。
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（
174
）「
四
誓
偈
」
に
は
「
衆
の
為
に
法
蔵
を
開
き
て
、
広
く
功
徳
の
宝
を

施
し
」（
聖
典
一
・
二
三
三
頁
）
と
あ
る
。
世
俗
の
宝
（
宝
蔵
）
で

は
な
く
、仏
法
の
蔵（
法
蔵
）を
開
け
放
ち
、そ
の
功
徳
を
施
し
て「
普

く
諸
も
ろ
の
貧
苦
」
を
救
う
た
め
で
あ
る
。

（
175
）
聖
典
一
・
二
九
三
頁
。

（
176
）
浄
全
一
四
・
三
六
七
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
四
〇
頁
下
。

（
177
）
浄
全
一
四
・
三
八
三
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
六
八
頁
上
。

（
178
）
浄
全
一
四
・
三
八
五
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
七
〇
頁
上
。

（
179
）
香
川
孝
雄
『
無
量
壽
經
の
諸
本
對
照
研
究
』・
四
一
頁
。

（
180
）
浄
全
一
四
・
三
七
三
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
五
〇
頁
上
。

（
181
）
浄
全
一
四
・
三
七
三
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
五
〇
頁
下
。

（
182
）「
往
生
浄
土
用
心
」（
昭
法
全
・
五
六
〇
頁
）

（
183
）「
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話
の
研
究
（
一
）」
参
照
（『
教
化
研
究
』

三
三
、「
摂
益
文
」〈
三
二
九
―
三
三
六
頁
〉、「
三
身
礼
」〈
三
五
三

―
三
五
九
頁
〉）。

（
184
）
角
田
俊
徹
編
『
四
休
庵
貞
極
全
集
』
下
巻
下
、
二
〇
三
七
―
二
〇

三
八
頁
。

（
185
）『
浄
土
宗
新
聞
』
平
成
三
〇
年
一
〇
月
号
（
巻
頭
コ
ラ
ム
「
鐸
声
」）。

（
186
）
浄
全
一
四
・
三
四
三
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
三
・
三
〇
七
頁
上
。

（
187
）
香
川
孝
雄
『
無
量
壽
經
の
諸
本
對
照
研
究
』、
四
一
頁
。

（
188
）
浄
全
一
四
・
一
一
三
頁
下
。

（
189
）
浄
全
一
四
・
一
一
三
頁
下
―
一
一
四
頁
下
。

（
190
）
浄
全
一
四
・
三
四
二
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
三
・
三
〇
五
頁
下
。

（
191
）
道
光
『
無
量
寿
経
鈔
』（
浄
全
一
四
・
一
一
七
頁
下
）

（
192
）「
聞
名
」
に
つ
い
て
は
第
十
七
諸
仏
称
揚
願
を
参
照
の
こ
と
。
第
十

七
願
の
通
り
、
十
方
の
諸
仏
が
阿
弥
陀
様
の
御
名
を
称
え
る
か
ら
こ

そ
、
当
願
に
お
い
て
天
人
や
人
々
が
聞
名
す
る
の
で
あ
る
。

（
193
）
義
山
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』（
浄
全
一
四
・
三
四
五
頁
下
）。
他

の
諸
師
の
注
釈
も
ほ
ぼ
同
じ
解
釈
で
あ
る
。�

 

道
光
『
無
量
寿
経
鈔
』（
浄
全
一
四
・
一
一
八
頁
下
）。�

 

観
徹
『
無
量
寿
経
合
讃
』（『
浄
土
宗
選
集
』
三
・
一
〇
一
頁
）。�

 

川
合
梁
定
『
浄
土
三
部
経
和
解
』・
一
〇
九
―
一
一
〇
頁
。

（
194
）
義
山
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』（
浄
全
一
四・三
四
六
頁
上
）。
但
し
、

義
山
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
敬
わ
れ
る
の
は
、
自
身
が
偉
い
か
ら
敬

わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
阿
弥
陀
様
の
願
功
に
よ
る
も
の
な

の
で
あ
る
。

（
195
）
川
合
梁
定
『
浄
土
三
部
経
和
解
』・
一
〇
九
―
一
一
〇
頁
。

（
196
）
香
川
孝
雄
『
無
量
壽
經
の
諸
本
對
照
研
究
』・
四
一
頁
。

（
197
）
そ
の
上
で
、
彼
岸
会
等
で
は
菩
薩
行
と
し
て
の
六
波
羅
蜜
の
実
践

を
法
話
の
題
材
と
し
て
説
く
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
198
）
浄
全
一
四
・
三
四
六
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
三
・
三
一
三
頁
上
。

（
199
）
浄
全
一
四・三
四
六
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
三・三
一
二
頁
上
―
下
。

（
200
）
香
川
孝
雄
『
無
量
壽
經
の
諸
本
對
照
研
究
』・
四
一
頁
。

（
201
）『
浄
土
宗
選
集
』
三
・
一
〇
三
頁
。
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（
202
）
浄
全
一
四
・
一
二
〇
頁
。

（
203
）
聖
典
一
・
六
三
頁
。「
そ
の
諸
も
ろ
の
声
聞
・
菩
薩
・
天
・
人
、
智

慧
高
名
に
神
通
洞
達
し
、
咸
同
じ
く
一
類
に
し
て
、
形
異
状
な
し
。

た
だ
余
方
に
因
順
す
る
が
故
に
、
天
・
人
の
名
あ
り
。
顔
貌
端
正
に

し
て
、
世
に
超
え
て
稀
有
な
り
。
容
色
微
妙
に
し
て
、
天
に
あ
ら
ず

人
に
あ
ら
ず
、
皆
自
然
虚
無
の
身
、
無
極
の
体
を
受
く
」（
聖
典
一
・

二
四
四
頁
、
浄
全
一
・
一
七
頁
）。

（
204
）『
佛
典
講
座　
浄
土
論
註
』・
四
○
○
―
四
〇
一
頁
。

（
205
）『
往
生
論
註
記
』、
浄
全
一
・
三
三
九
頁
。

（
206
）
川
合
梁
定
『
浄
土
三
部
経
和
解
』・
一
一
一
頁
。

（
207
）
浄
全
一
四
・
一
二
〇
頁
。

（
208
）
浄
全
一
四
・
一
二
〇
頁
。

（
209
）
浄
全
一
四
・
三
九
五
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
八
八
頁
上
。

（
210
）『
浄
土
宗
選
集
』
三
・
一
六
八
頁
。

（
211
）
聖
典
一
・
二
六
一
―
二
六
二
頁
。

（
212
）
上
田
見
宥
編
『
こ
と
ば
の
華　
道
詠
集
録
』（
総
本
山
知
恩
院
布
教

師
会
）・
五
八
頁
。

（
213
）
聖
典
一
・
三
一
六
頁
。

（
214
）
浄
全
四
・
三
六
九
頁
。

（
215
）
昭
法
全
・
四
七
八
頁
。

（
216
）『
随
聞
講
録
』
に
、「
虚
偽
諂
曲
」
は
「
心
過
を
離
る
る
こ
と
を
明

か
す
」
と
あ
り
、「
和
顔
」
は
「
身
過
を
離
る
る
こ
と
を
明
か
す
」

と
あ
り
、「
愛
語
先
意
承
問
」
と
は
「
口
過
を
離
る
る
こ
と
を
明
か
す
」

と
あ
る
。（
浄
全
一
四
・
一
一
三
頁
下
―
一
一
四
頁
上
、『
教
化
研
究
』

二
四
・
一
二
八
頁
下
―
一
二
九
頁
上
）

（
217
）
例
え
ば
、
九
条
兼
実
、
式
子
内
親
王
、
熊
谷
次
郎
直
実
、
平
重
衡
、

高
砂
の
浦
の
漁
師
夫
婦
、
室
の
泊
の
遊
女
な
ど
に
対
す
る
教
化
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
法
然
上
人
の
真
摯
な
教
化
姿
勢
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
218
）
無
財
の
七
施
…
布
施
行
の
一
種
で
仏
教
徒
が
心
が
け
ね
ば
な
ら
な

い
態
度
。『
雑
宝
蔵
経
』
六
の
「
七
種
施
因
縁
」
に
「
是
れ
七
施
と

名
づ
く
。
財
物
を
損
せ
ず
と
雖
も
大
果
報
を
獲
る
」（
正
蔵
四
・
四

七
九
中
）
と
説
か
れ
て
お
り
、
財
物
が
な
く
て
も
他
者
に
布
施
を
な

す
こ
と
の
で
き
る
七
つ
の
行
い
。
①
眼
施
。
相
手
を
憎
む
こ
と
な
く
、

好
ま
し
い
眼
差
し
で
接
す
る
こ
と
。
②
和
顔
悦
色
施
。
和
や
か
な
喜

び
の
顔
つ
き
で
接
す
る
こ
と
。
③
言
辞
施
（
ま
た
は
愛
語
施
と
も
い

う　

※
筆
者
挿
入
）。
相
手
に
柔
ら
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
言
葉
を

か
け
て
や
る
こ
と
。
④
身
施
。
相
手
を
敬
い
、
我
が
身
を
惜
し
む
こ

と
な
く
、
他
に
尽
く
し
て
い
く
こ
と
。
⑤
心
施
。
善
い
心
で
相
手
の

立
場
に
た
ち
心
を
か
け
て
い
く
こ
と
。
⑥
床
座
施
。
相
手
に
座
席
を

設
け
た
り
、
譲
っ
た
り
す
る
こ
と
。
⑦
房
舎
施
。
自
分
の
家
を
一
夜

の
宿
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
。（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』）

（
219
）
上
田
見
宥
編
『
こ
と
ば
の
華 

道
詠
集
録
』、（
総
本
山
知
恩
院
布
教

師
会
）・
一
八
五
―
一
八
六
頁
。
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（
220
）
聖
典
一
・
三
一
八
頁
。

（
221
）
袖
山
榮
輝
主
任
研
究
員
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
222
）『
浄
土
宗
選
集
』
三
・
一
五
七
頁
。

（
223
）
浄
全
一
四
・
三
八
七
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
四
・
一
七
五
頁
上
。

（
224
）
浄
全
一
五
・
五
五
頁
。

（
225
）
浄
全
四
・
二
〇
頁
。

（
226
）
正
蔵
二
五
・
二
六
四
頁
。

（
227
）『
往
生
礼
讃
』、
浄
全
四
・
三
六
〇
頁
上
。

（
228
）
続
浄
五
・
五
〇
四
頁
。

（
229
）『
日
本
の
名
著　
源
信
』・
一
一
八
頁
。

（
230
）
聖
典
四
・
五
五
二
頁
。

（
231
）『
般
舟
讃
』、
浄
全
四
・
五
三
六
頁
／
『
父
子
相
迎
』、
続
浄
八
・
七

六
頁
。

（
232
）
村
瀬
秀
雄
訳
『
三
部
仮
名
鈔
の
全
訳　
念
仏
の
要
諦
』（
常
念
寺
・

一
九
八
三
）・
二
六
二
―
二
六
三
頁
。

（
233
）http://j-soken.jp/category/ask/ask_7/ask_7_5�

 

讃
題
一
五
例
に
つ
い
て
、
○
現
代
語
訳
、
○
全
体
の
味
わ
い
、
○
み

教
え
の
ポ
イ
ン
ト
、
○
法
話
作
成
の
ヒ
ン
ト
、
○
語
釈
と
い
っ
た
解

説
を
掲
載
し
て
い
る
。
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移
植
医
療
の
進
展
に
よ
り
、
多
く
の
命
が
救
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。
平
成
17
年（
２
０
０
５
）

に
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
臓
器
移
植
法
）

が
改
正
さ
れ
て
以
降
、
脳
死
者
か
ら
の
臓
器
提
供
は
確
か
に
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
慢
性
的
な
臓
器
不
足
が
解
消
さ
れ
た
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
臓
器
移
植
法
の
改
正
以
降
、
臓
器
移
植
が
世
間

に
大
き
く
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る

一
方
で
、
移
植
医
療
に
関
連
す
る
技
術
は
着
実
に
進
み
、
臓
器

移
植
を
め
ぐ
る
状
況
も
従
来
と
は
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
や
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
利
用
し
た
再
生

医
療
研
究
や
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
な
ど
が
進
展
普
及
し
移
植
医
療

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
移
植
用
臓
器
を
遺
伝
子
操
作

し
た
ブ
タ
に
よ
っ
て
供
給
す
る
「
異
種
移
植
」
が
臨
床
応
用
さ

れ
始
め
た
こ
と
、
患
者
の
生
存
を
目
的
と
す
る
わ
け
で
は
な
い

移
植
医
療
（
子
宮
移
植
）
が
出
現
し
普
及
の
兆
し
を
見
せ
て
い

る
こ
と
、
な
ど
で
す
。
私
た
ち
は
こ
う
し
た
移
植
医
療
の
変
化

を
ど
う
捉
え
、
ど
う
向
き
合
う
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

研
究
所
で
は
か
つ
て
、「『
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
』
の

改
正
に
つ
い
て
の
見
解
」（『
宗
報
』
２
０
０
５
年
７
月
号
）
お

よ
び
総
研
叢
書
『
い
の
ち
の
倫
理
』（
２
０
０
８
）
を
発
表
し

ま
し
た
が
、
今
日
、
あ
ら
た
め
て
移
植
医
療
に
注
目
し
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
調
査
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。
研
究

は
２
年
計
画
で
、
昨
年
度
は
、
主
に
移
植
医
療
を
め
ぐ
る
現
状

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
問
題
点
や
懸
念
点
に
言
及
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
度　

科
学
技
術
の
進
展
に
伴
う
社
会
の
変
化
と
浄
土
宗
の
対
応　

研
究
成
果
報
告

移
植
医
療
に
ど
う
向
き
あ
う
か
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本
年
度
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
移
植
医
療
の
実
際
や
問
題
点
を

さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
た
う
え
で
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
判
断

を
迫
ら
れ
た
場
合
に
考
慮
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
基
本
的
な
向
き

あ
い
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
の
成
果
報
告
の
構
成
と
担
当
は
以
下
の
通
り
で
す
。

第
一
章
で
は
移
植
医
療
の
実
際
と
関
係
者
が
抱
え
る
苦
悩
に
つ

い
て
詳
述
し
、
第
二
章
で
は
臓
器
移
植
と
い
う
医
療
の
と
り
わ

け
影
の
部
分
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
第
三
章
で
は
今
期
２

年
間
の
ま
と
め
と
し
て
、
臓
器
移
植
と
い
う
医
療
に
対
し
て
ど

う
向
き
あ
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
私
た
ち
な
り
の
考
え
を

述
べ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

第
一
章　
臓
器
移
植
の
実
際
と
関
係
者
の
苦
悩

　
１　

�

移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
関
わ
り
と
実
態
（
伊
藤

竜
信
）

　
２　

�

臓
器
提
供
す
る
家
族
の
決
断
の
う
ち
に
あ
る
思
い

（
平
子
泰
弘
）

　
３�　
移
植
後
の
健
康
管
理
の
課
題
（
水
谷
浩
志
）

第
二
章　
臓
器
移
植
の
光
と
影

　
１　
海
外
渡
航
移
植
の
実
態
と
問
題
点
（
坂
上
雅
翁
）

　
２　
小
児
臓
器
移
植
を
め
ぐ
る
問
題
点
（
岡
崎
秀
麿
）

　
３　
生
体
移
植
の
問
題
点
（
吉
田
淳
雄
）

　
４　
異
種
移
植
の
倫
理
的
課
題
（
熊
谷
信
是
）

第
三
章　
移
植
医
療
に
私
た
ち
は
ど
う
向
き
あ
う
か

　
１　
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
見
解
（
吉
田
淳
雄
）

　
２　
異
種
移
植
を
ど
う
考
え
る
か
（
熊
谷
信
是
）

お
わ
り
に

�

【
主
務
・
吉
田
淳
雄
】

第
一
章　
臓
器
移
植
の
実
際
と
関
係
者
の
苦
悩

１　

�

移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
関
わ
り
と
実
態

１
．
は
じ
め
に

臓
器
移
植
は
病
気
や
事
故
な
ど
に
よ
り
臓
器
の
機
能
が
低
下

し
、
移
植
で
し
か
直
ら
な
い
人
に
、
他
の
人
の
臓
器
を
移
植
し

健
康
を
回
復
す
る
医
療
で
す
。
臓
器
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
か
ら
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移
植
希
望
者
（
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
）
へ
の
臓
器
提
供
が
無
け
れ
ば

成
り
立
た
ず
、
実
施
に
際
し
て
は
、
複
数
の
医
療
施
設
と
多
数

の
ス
タ
ッ
フ
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
そ
の

実
施
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
「
脳
死
」
の
判
定
や
家
族
と
の
死
別
、

そ
れ
に
伴
う
悲
嘆
へ
の
ケ
ア
な
ど
が
含
ま
れ
、
実
務
上
の
手
続

き
や
、
関
わ
る
人
々
の
心
理
的
な
負
荷
が
大
き
な
医
療
で
も
あ

り
ま
す
。

移
植
医
療
の
中
で
、
こ
う
し
た
実
務
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
面
の
調
整
を
誰
が
行
っ
て
い
る
の
か
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
や
遺

族
ケ
ア
の
担
い
手
は
誰
か
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
臓
器

移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
臓

器
移
植
手
術
の
あ
っ
せ
ん
や
手
続
き
業
務
を
行
う
職
種
で
す
が
、

ド
ナ
ー
家
族
や
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
本
人
と
直
接
対
面
し
、
移
植
の

一
連
の
流
れ
に
関
わ
り
つ
つ
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の

後
の
遺
族
の
ケ
ア
に
も
携
わ
る
な
ど
、
心
理
的
・
社
会
的
な
ケ

ア
の
担
い
手
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
臓
器
移
植
の
実
施
体
制
と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
（
図

１　

①
～
⑬
）
を
参
照
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
関
わ
り
を

概
観
し
、
そ
の
関
わ
り
の
実
態
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

２
．
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

臓
器
移
植
の
実
施
に
は
多
く
の
医
療
機
関
が
関
わ
り
ま
す
。

ま
ず
ド
ナ
ー
と
な
る
患
者
の
主
治
医
と
な
り
脳
死
の
判
定
を
行

い
、
臓
器
の
摘
出
手
術
が
行
わ
れ
る
臓
器
提
供
施
設
。
移
植
を

実
施
す
る
移
植
施
設
。そ
し
て
こ
の
医
療
全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
選
択
に
も
関
わ
る
日
本
臓
器
移
植

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下JO

T
: Japan O

rgan T
ransplant 

N
etw

ork

）
で
す
。
⑴　
Ｊ
Ｏ
Ｔ
は
、
死
後
に
臓
器
を
提
供
し

た
い
人
と
臓
器
移
植
を
希
望
す
る
人
の
橋
渡
し
や
、
希
望
者
の

登
録
、
移
植
医
療
の
普
及
啓
発
な
ど
を
行
う
公
益
社
団
法
人
で
、

全
国
の
自
治
体
や
腎
・
臓
器
バ
ン
ク
、
医
療
機
関
と
協
働
し
て

い
ま
す
。

臓
器
移
植
の
提
供
事
例
の
際
、
Ｊ
Ｏ
Ｔ
か
ら
派
遣
さ
れ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
に
あ
た
る
の
が
「
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
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タ
ー
」
で
す
。
⑴
‐
ⅰ　

事
例
が
あ
る
と
約
10
名
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
医
療
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
よ
る
チ
ー
ム
が
設
置
さ
れ

ま
す
（
Ｊ
Ｏ
Ｔ
内
に
５
～
６
名
、
医
療
現
場
に
４
～
５
名
）。

移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
大
き
く
分
け
て
ド
ナ
ー
側
に
関

わ
る
「
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
側

に
関
わ
る「
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」が
あ
り
ま
す
。

３
．�

臓
器
移
植
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
と
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
関
わ
り

こ
こ
か
ら
は
、
図
１
に
あ
る
臓
器
移
植
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
を

追
い
な
が
ら
考
察
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
患
者
が
臓
器
提
供
者
と
な
り
得
る
状
態
と
な
る
。

②
主
治
医
に
よ
り
患
者
家
族
に
病
状
説
明

③
患
者
家
族
が
臓
器
提
供
に
つ
い
て
話
を
聞
く
こ
と
を
希
望

④
患
者
家
族
へ
の
説
明
依
頼

事
故
や
病
気
に
よ
る
脳
障
害
な
ど
で
入
院
し
た
人
に
対
し
、

最
善
の
救
命
治
療
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
回
復
の
可
能

性
が
な
く
、
救
命
が
不
可
能
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
の
終

臓器移植の実施体制について

臓器提供施設

移植施設（公社）日本臓器移植
ネットワーク（※）

①患者が臓器提供者となり得る状態となる
②主治医より患者家族に病状説明
③患者家族が臓器提供について
　　話を聞くことを希望

⑥患者家族の意思の確認 
⑦法的脳死判定

⑩臓器摘出チーム派遣要請
⑨移植待機者の中から臓器ごとに
　対象者を選択し連絡

（資料）「臓器の移植に関する法律」の運用に関する指針（ガイドライン）
　　　（平成 9年 10月8日健医発第 1329号厚生省保健医療局長通知別紙）等を元に作成。

（※）眼球のあっせんを除き、
　　我が国で許可されている唯一のあっせん機関。

④患者家族への説明依頼

⑤コーディネーターの派遣

⑧メディカルコンサルタント派遣

⑫臓器摘出~搬送

⑪臓器摘出チーム派遣
⑬移植の実施

図1
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末
期
医
療
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
臓
器
提
供
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
「
脳
死
と
さ
れ
う
る
」
状
況
を
前
提
と
し
て
、
主
治

医
か
ら
家
族
に
病
状
の
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
家
族
か
ら

「
臓
器
提
供
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
聴
き
た
い
」
と
の
申
し

出
が
あ
っ
た
場
合
、
主
治
医
か
ら
Ｊ
Ｏ
Ｔ
に
情
報
提
供
の
依
頼

が
入
り
ま
す
。

⑤
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
派
遣

⑥
患
者
家
族
の
意
志
の
確
認

依
頼
を
受
け
た
Ｊ
Ｏ
Ｔ
は
、
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

当
該
施
設
に
派
遣
し
、
患
者
家
族
に
臓
器
移
植
の
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。こ
の
後
、臓
器
提
供
の
意
思
の
確
認
と
な
り
ま
す
が
、

ド
ナ
ー
が
事
前
に
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を
し
て
い
た
と
し
て

も
、
直
前
に
家
族
が
躊
躇
す
る
こ
と
や
、
反
対
を
表
明
す
る
こ

と
も
あ
り
、
強
制
す
る
こ
と
な
く
決
断
を
待
ち
ま
す
。
家
族
に

と
っ
て
は
も
っ
と
も
心
が
揺
れ
る
場
面
で
あ
り
、
決
断
と
葛
藤

の
場
面
で
も
あ
り
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
自
身
の
言
葉
に

よ
れ
ば
、
こ
の
時
間
が
医
療
者
に
と
っ
て
も
心
理
的
負
担
の
大

き
い
時
間
で
あ
る
そ
う
で
す
。
⑴
‐
ⅱ
、
⑵
。

⑦
法
的
脳
死
判
定

⑧
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
派
遣

家
族
が
臓
器
移
植
を
承
諾
す
る
と
、
臓
器
移
植
に
無
関
係
な

2
人
以
上
の
医
師
に
よ
り
法
律
に
基
づ
い
た
脳
死
判
定
が
行
わ

れ
ま
す
。「
深
い
昏
睡
に
あ
る
こ
と
」、「
瞳
孔
が
固
定
し
一
定

以
上
開
い
て
い
る
こ
と
」、「
刺
激
に
対
す
る
脳
幹
の
反
射
が
な

い
こ
と
」、「
脳
波
が
平
坦
で
あ
る
こ
と
」、「
自
分
の
力
で
呼
吸

が
で
き
な
い
こ
と
」
の
5
項
目
を
検
査
し
、
6
時
間
以
上
経
過

の
後
に
同
じ
一
連
の
検
査
（
2
回
目
）
を
行
い
、
状
態
が
変
化

せ
ず
、
不
可
逆
的
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
し
、
脳
死
と
判
定
さ

れ
ま
す
。
⑴
‐
ⅲ 

こ
の
脳
死
判
定
に
は
、
希
望
す
れ
ば
家
族

が
立
ち
会
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

こ
の
間
、
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
臓
器
提
供
の
承
諾

書
を
作
成
し
、
臓
器
移
植
の
計
画
を
立
案
、
臓
器
の
検
査
手
配

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
Ｊ
Ｏ
Ｔ
か
ら
は
ド
ナ
ー
の
状
況
や
臓

器
の
機
能
な
ど
を
評
価
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
医
師
）
が
派
遣
さ
れ
、
医
療
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

⑶
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一
人
の
ド
ナ
ー
か
ら
は
心
臓
、
肺
、
肝
臓
、
膵
臓
、
腎
臓
、

小
腸
、
眼
球
（
角
膜
）
な
ど
の
臓
器
が
移
植
可
能
で
す
が
、
年

齢
や
病
歴
、
健
康
状
態
な
ど
に
よ
り
状
況
が
異
な
る
た
め
、
精

密
な
事
前
検
査
が
必
要
で
す
。
⑴
‐
ⅳ　

ま
た
こ
の
間
の
家
族

へ
の
ケ
ア
も
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
担
っ
て
い
ま
す
。

⑨
移
植
待
機
者
の
中
か
ら
臓
器
ご
と
に
対
象
者
を
選
択
し
連
絡

⑩
臓
器
摘
出
チ
ー
ム
派
遣
要
請

⑪
臓
器
摘
出
チ
ー
ム
派
遣

臓
器
提
供
が
可
能
に
な
る
と
、
Ｊ
Ｏ
Ｔ
で
は
登
録
し
て
い
る

移
植
希
望
者
か
ら
、
臓
器
ご
と
に
最
も
適
合
し
た
レ
シ
ピ
エ
ン

ト
が
選
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
選
択
基
準
に
は
、
臓
器
の
適
合
条

件
（
腎
臓
の
場
合
は
前
提
条
件
）
と
し
て
、
血
液
型
や
サ
イ
ズ
、

感
染
症
な
ど
の
抗
体
反
応
、
虚
血
許
容
時
間
（
血
を
失
っ
て
か

ら
の
機
能
の
持
続
時
間
）
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
医
学
的
緊
急
度

や
血
液
型
に
よ
る
具
体
的
選
択
方
法
、
術
式
、
年
齢
、
施
設
の

所
在
地
、
待
機
時
間
な
ど
に
よ
り
優
先
順
位
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
全
臓
器
に
お
い
て
ド
ナ
ー
（
臓
器
提
供
者
）
が

親
族
優
先
提
供
の
意
思
表
示
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
医
学
的

な
適
合
条
件
等
を
満
た
せ
ば
親
族
に
優
先
的
に
提
供
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
⑴
‐
ⅴ

Ｊ
Ｏ
Ｔ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
ド
ナ
ー
の
医
学
的
デ
ー
タ
が

入
力
さ
れ
る
と
、
臓
器
ご
と
に
優
先
順
位
の
高
い
候
補
者
が
選

ば
れ
、
第
一
候
補
者
か
ら
順
に
主
治
医
に
連
絡
が
入
り
、
移
植

可
能
な
状
況
か
ど
う
か
、
本
人
に
移
植
を
受
け
る
意
思
が
あ
る

か
ど
う
か
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
間
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
摘
出
手
術
に
つ
い
て
、

麻
酔
科
医
・
手
術
室
看
護
師
・
病
理
医
等
と
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
ま
た
想
定
さ
れ
る
搬
送
手
段
（
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー・救
急
車・

チ
ャ
ー
タ
ー
機
等
）
や
関
連
す
る
機
関
（
消
防・警
察・空
港
等
）

と
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
が
決
定
さ
れ
る
と
、
移
植
施
設
か
ら
臓
器
提

供
施
設
へ
、
専
門
医
に
よ
る
臓
器
摘
出
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
ま

す
。

⑫
臓
器
摘
出
～
搬
送

摘
出
チ
ー
ム
の
到
着
後
、
ド
ナ
ー
の
状
態
の
最
終
確
認
が
行

わ
れ
摘
出
手
術
が
行
わ
れ
ま
す
。
提
供
施
設
内
で
の
チ
ー
ム
へ
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の
ア
テ
ン
ド
や
情
報
提
供
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
手
配
な
ど
も
ド

ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
目
で
す
。
ま
た
手
術
前
の
家
族

へ
の
最
終
確
認
や
、
追
悼
の
黙
祷
の
合
図
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
行
っ
て
い
ま
す
。
⑷ 

手
術
は
３
～
５
時
間
ほ
ど
か
か
り
、

摘
出
さ
れ
た
臓
器
は
、
移
植
に
適
す
る
か
ど
う
か
の
検
査
や
、

移
植
し
や
す
い
形
に
処
置
を
施
さ
れ
ま
す
。
臓
器
が
摘
出
さ
れ

た
ド
ナ
ー
の
身
体
は
、
手
術
跡
が
目
立
た
な
い
よ
う
に
傷
口
を

縫
い
合
わ
せ
、
形
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
処
置
を
施
さ
れ
ま
す
。

摘
出
さ
れ
た
臓
器
は
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
納
め
ら
れ
、
摘

出
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
移
植
施
設
に
搬
送
さ
れ
ま
す
。

機
能
を
保
持
し
て
お
け
る
時
間
が
非
常
に
短
い
臓
器
も
あ
り
、

迅
速
な
搬
送
が
必
要
な
場
合
、
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

自
ら
搬
送
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

ド
ナ
ー
の
臓
器
の
搬
送
を
家
族
と
共
に
見
送
る
場
面
は
、

様
々
な
心
の
揺
れ
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
場
面
で
も
あ
り
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
寄
り
添
い
は
特
に
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑬
移
植
の
実
施

移
植
施
設
に
臓
器
が
到
着
し
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
へ
の
移
植
手

術
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
代
わ
り
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
そ
の
任
を

果
た
し
ま
す
。
⑸

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
多
く
の
場
合
、
移
植

施
設
に
所
属
す
る
医
療
者
（
医
師
・
看
護
師
な
ど
）
が
兼
任
し

て
お
り
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
本
人
や
そ
の
家
族
に
情
報
提
供
を
行

う
ほ
か
、
移
植
の
承
諾
対
応
、
手
術
実
施
の
た
め
の
手
続
き
を

行
い
、
ま
た
手
術
後
に
は
、
回
復
の
サ
ポ
ー
ト
や
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
退
院
後
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
術
後
の
生
活
指
導
、
家
族

の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○
“
そ
の
後
”
の
ド
ナ
ー
家
族
へ
の
ケ
ア

上
記
ま
で
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
が
終
了
し
た
後
も
ド
ナ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
業
務
は
続
き
ま
す
。
摘
出
手
術
終
了
後
、
ド

ナ
ー
の
身
体
は
手
術
創
（
あ
と
）
が
目
立
た
な
い
よ
う
処
置
を

施
さ
れ
、
家
族
の
も
と
に
帰
り
、
通
常
の
遺
体
と
同
じ
形
で
弔

い
を
待
ち
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
こ
の
場
に
立
ち
会
う

ほ
か
、
家
族
の
社
会
的
な
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
や
、
メ
ン
タ
ル

ケ
ア
な
ど
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
ド
ナ
ー
の
通
夜
や
告
別
式
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に
参
列
す
る
場
合
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の

経
過
な
ど
の
各
種
報
告
、
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
情
報
を
提
供
す
る

冊
子
『
大
切
な
人
を
亡
く
さ
れ
た
方
へ
』
⑹ 

の
配
布
、
対
面

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
み
ど
り
の
カ
フ
ェ
」
の
対
応
や
、
支
援
を

行
う
集
会・窓
口
へ
の
紹
介
を
行
う
な
ど
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
ド
ナ
ー
家
族
に
対
す
る
継
続
的
な
ケ
ア
の
担
い
手
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

移
植
医
療
と
い
え
ば
脳
死
を
前
提
と
し
た
臓
器
移
植
、
い
わ

ゆ
る
脳
死
・
臓
器
移
植
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
移
植
医
療
と
い
う
医
療
は
多
岐
に
及
び
ま
す
。

臓
器
と
は
、
様
々
な
細
胞
が
集
積
し
機
能
を
持
っ
た
器
官
の

こ
と
で
す
。
心
臓
、
肝
臓
、
腎
臓
、
膵
臓
、
脾
臓
、
肺
臓
な
ど

臓
と
い
う
文
字
が
つ
い
た
器
官
や
胃
、
小
腸
、
大
腸
の
よ
う
な

内
臓
器
官
、目
、鼻
、耳
、舌
の
よ
う
な
感
覚
器
官
が
あ
り
ま
す
。

組
織
と
は
、
器
官
を
構
成
す
る
機
能
と
構
造
を
持
っ
た
細
胞
の

集
合
体
で
、
皮
膚
、
筋
肉
、
血
管
、
骨
、
角
膜
、
硬
膜
な
ど
で
す
。

血
液
も
組
織
と
し
て
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
多
様
な
機
能
を
果
た

し
て
い
る
た
め
最
も
簡
単
な
臓
器
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
骨
髄
移
植
は
骨
髄
幹
細
胞
を
移
植
す
る
た
め
細
胞
移
植

と
も
定
義
さ
れ
ま
す
。
増
殖
能
力
の
高
い
幹
細
胞
を
移
植
し
組

織
の
再
生
を
期
待
す
る
再
生
医
療
も
、
移
植
医
療
の
一
分
野
と

い
え
ま
す
。

組
織
や
臓
器
の
ド
ナ
ー
は
、
最
も
適
合
性
が
よ
い
の
が
本
人

の
自
己
組
織
や
細
胞
で
す
が
、
適
用
で
き
る
条
件
が
限
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
組
織
や
臓
器
の
提
供
を
希
望
す
る
人
か

ら
の
移
植
が
行
わ
れ
て
い
る
他
、
人
工
物
の
移
植
や
人
間
以
外

の
動
物
か
ら
の
移
植
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

腎
臓
、
膵
臓
、
角
膜
、
骨
、
脂
肪
、
皮
膚
お
よ
び
組
織
に
つ

い
て
は
心
臓
死
し
た
遺
体
か
ら
取
り
出
し
た
臓
器
で
の
移
植
が

可
能
で
す
が
、
心
臓
に
関
し
て
は
生
き
て
い
る
状
態
で
移
植
す

る
必
要
が
あ
り
、
脳
死
と
い
う
状
況
が
唯
一
移
植
可
能
な
状
態

で
す
。
脳
死
と
は
、
脳
の
す
べ
て
の
機
能
が
回
復
不
可
能
な
段

階
ま
で
達
し
た
状
態
の
こ
と
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
程

な
く
心
肺
停
止
状
態
に
な
り
移
植
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
脳
死
と
い
う
死
の
定
義
は
心
臓
を
移
植
す
る
と
い
う
こ

と
を
前
提
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ



297　移植医療にどう向きあうか

研究成果報告

そ
脳
死
・
臓
器
移
植
が
特
別
な
問
題
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
る

の
で
す
。

４
．�

臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
関
わ
り
と
現
状

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
移
植
手
術
の
全
般
に
関
わ
り
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。事
務
的
な
手
続
き
は
も
ち
ろ
ん
、医
療
側
の
サ
ポ
ー

ト
や
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
本
人
、
ド
ナ
ー
家
族
の
心
の
ケ
ア
に
到
る

ま
で
、
そ
の
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

ま
た
現
場
で
の
業
務
の
み
な
ら
ず
、
普
段
は
臓
器
移
植
の
記

録
作
成
や
デ
ー
タ
管
理
な
ど
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
行
い
、
ド

ナ
ー
家
族
の
ケ
ア
、
さ
ら
に
は
臓
器
移
植
医
療
の
啓
発
活
動
も

担
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
現
在
、
Ｊ
Ｏ
Ｔ
所
属
の
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
28
名
、
都
道
府
県
に
所
属
し
、
Ｊ
Ｏ
Ｔ
の
委
嘱
を
受
け

て
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
58
名
で
す
。
⑺ 

現
在
日
本
で

実
施
さ
れ
て
い
る
脳
死
臓
器
移
植
の
件
数
は
年
間
１
０
０
例
前

後
（
２
０
２
３
年
は
１
０
６
例
）
で
す
が
、
移
植
手
術
の
プ
ロ

セ
ス
を
概
観
し
た
だ
け
で
も
、
膨
大
な
業
務
を
抱
え
て
い
る
こ

と
が
窺
え
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
経
験
談
に
は
「
事
例

発
生
に
備
え
、
携
帯
電
話
が
手
放
せ
な
い
」、「
病
院
に
連
泊
し

数
日
帰
れ
な
い
」、「
十
分
な
睡
眠
時
間
が
取
れ
な
い
場
合
も
多

い
」
と
の
言
葉
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
⑴
‐
ⅱ
、
⑻

そ
の
業
務
の
多
忙
さ
や
負
担
の
重
さ
、
人
員
不
足
の
現
状
は

厚
労
省
の
委
員
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
（
1
事
例
の
平
均
対
応

時
間
が
1
人
あ
た
り
1
カ
月
に
２
７
２
時
間
。
過
労
死
リ
ス
ク

が
高
ま
る
月
の
労
働
時
間
は
月
２
５
０
時
間
以
上
）、
今
後
の

業
務
量
の
軽
減
と
人
材
の
確
保
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
⑼

５
．
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境

移
植
医
療
の
現
場
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
果
た
す
役
割
は

極
め
て
大
き
く
、
実
務
上
、「
居
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
」

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
過
酷
な
業
務
を
支

え
る
“
や
り
が
い
”
と
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
談
話
に

は
「
人
の
優
し
さ
や
生
き
る
こ
と
へ
の
思
い
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト

の
感
謝
の
気
持
ち
に
触
れ
た
」
こ
と
や
、「
医
療
を
通
し
て
人
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と
人
と
を
つ
な
げ
、
提
供
者
の
家
族
の
納
得
を
叶
え
ら
れ
た
こ

と
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
移
植
医
療
が
持
つ
可
能
性
へ
の
希
望

や
期
待
が
支
え
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
⑴

‐
ⅱ
、
⑻

し
か
し
そ
の
一
方
、
移
植
の
現
場
で
様
々
な
感
情
や
価
値
観

が
錯
綜
す
る
場
面
に
立
ち
会
い
、
そ
の
複
雑
さ
に
苦
悩
し
た
と

い
う
経
験
談
や
、
臓
器
提
供
の
た
め
に
『
い
の
ち
』
を
操
作
し

て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
た
と
い
う
心
情
を
吐
露
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
い
ま
す
⑵
。

移
植
医
療
に
お
け
る
「
脳
死
」
の
捉
え
方
や
、
提
供
意
思
の

確
認
方
法
、
倫
理
上
の
問
題
点
（
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
は
ド
ナ
ー
の

死
を
待
望
し
て
い
る
の
か
、
臓
器
移
植
は
脳
死
者
を
切
り
捨
て

る
医
療
な
の
か
、
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
批
判
的
な
も
の
も
含

め
様
々
な
意
見
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
⑿
。

移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
移
植
医
療
が
持
つ
理
想
（
臓

器
提
供
に
よ
り
救
え
る
命
を
一
つ
で
も
多
く
救
う
）と
現
実（
そ

れ
は
ド
ナ
ー
の
死
を
持
っ
て
し
か
実
現
で
き
ず
、
ま
た
様
々
な

議
論
を
呼
び
起
こ
す
も
の
で
も
あ
る
）
の
姿
を
、
当
事
者
た
ち

に
最
も
近
い
位
置
で
見
て
い
る
職
種
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

本
稿
が
、
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
関
り
を
通
し
て
、
移

植
医
療
の
一
端
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

参
考
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Ｗ
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Ｂ
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Ｏ
Ｔ
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Ｏ
Ｔ
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⑴
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⑵
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⑵　
�

石
井
賀
洋
子
「
第
16
章　

看
護
・
臓
器
移
植
と
宗
教
心
理
学
」（『
宗

教
が
拓
く
心
理
学
の
新
た
な
世
界
』
福
村
出
版
２
０
２
３
）

⑶　

�
小
野
稔
「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
現
状
と
今
後
の
課
題
」

（『
移
植
48
巻 

2
／
3
号
』
日
本
移
植
学
会
）

⑷　

�「
摘
出
チ
ー
ム
の
心
構
え
・
脳
死
臓
器
提
供
の
流
れ
」（
日
本
移
植
学

会　
脳
死
下
臓
器
採
取
術
マ
ニ
ュ
ア
ル　
改
訂
版
２
０
２
１
）

　
　

https://w
w
w
.asas.or.jp/jst/pdf/m

anual2021/002.pdf

⑸　

�

認
定
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
意
義

（『O
rgan Biology 

20
巻
1
号
』
日
本
臓
器
保
存
生
物
医
学
会
）

⑹　

�『
大
切
な
方
を
亡
く
さ
れ
た
方
へ
』（
Ｊ
Ｏ
Ｔ
提
供
施
設
委
員
会
ド
ナ
ー

家
族
ケ
ア
部
会
発
行　
２
０
２
１
）

⑺　

�

厚
生
労
働
省　
第
55
回
臓
器
移
植
委
員
会 
資
料
２
‐
３
「
１
臓
器
移

植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
現
状　

２
提
供
家
族
ケ
ア
の
取
り
組
み
」

2021.06.16

　
　

�https://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/content/10900000/000792819.

pdf

⑻　

�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
北
中
亜
未
さ
ん （
朝

日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
マ
ガ
ジ
ン
）

　
　

�https://w
w

w
.asahi.com

/and/article/20180125/ 
400033287/

⑼　

�

厚
生
労
働
省　
第
64
回
臓
器
移
植
委
員
会 

資
料
１
「
臓
器
移
植
医
療

対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
提
言
」
に
対
す
る
取
り
組
み
」2023.07.06

　
　

�https://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/content/10900000/001117568.

pdf

⑽　

�

厚
生
労
働
省　
第
65
回
臓
器
移
植
委
員
会 

参
考
資
料
１
「
臓
器
移
植

対
策
の
現
状
に
つ
い
て
」2023.11.15

　
　

�https://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/content/10900000/001167551.

pdf

⑾　

�

小
松
美
彦
・
市
野
川
容
孝
・
田
中
智
彦　
編
『
い
の
ち
の
選
択
―
―
今
、

考
え
た
い
脳
死
・
臓
器
移
植
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
７
８
２ 

岩
波

書
店
２
０
１
０
）

�

【
伊
藤
竜
信
】

２　

�

臓
器
提
供
す
る
家
族
の
決
断
、
そ
こ
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま

な
思
い

脳
死
判
定
に
よ
る
臓
器
移
植
の
増
加

私
た
ち
宗
教
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
最
期
を
迎
え
た
方
の
葬
儀
を

行
う
機
会
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
幼
い
子
を
亡
く
し
た
親
の
悲

し
み
や
、
突
然
の
事
故
や
自
死
に
直
面
し
た
遺
族
の
悲
嘆
を
受

け
止
め
る
こ
と
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
脳
死
判
定
を
受
け
て

臓
器
移
植
に
至
る
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
に
も
家
族
の
脳
死
を
受
け
入
れ
て
、
別
れ
を
せ
ざ
る
を
得
な
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い
遺
族
が
存
在
し
ま
す
。
臓
器
の
提
供
を
決
意
し
た
遺
族
が
ど

の
よ
う
な
思
い
を
感
じ
て
い
る
か
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

臓
器
移
植
法
が
１
９
９
７
年
に
施
行
さ
れ
て
か
ら
26
年
、
臓

器
提
供
を
前
提
と
し
た
脳
死
判
定
が
１
０
０
０
件
を
超
え
た
こ

と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
の
法
改
正
に
よ
り
15

歳
未
満
の
提
供
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
本
人
の
意
思
が
不

明
で
も
家
族
の
承
諾
で
臓
器
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

法
改
正
以
前
、
提
供
者
家
族
に
は
脳
死
判
定
の
受
け
入
れ
と

本
人
の
臓
器
提
供
へ
の
意
思
を
受
け
入
れ
る
判
断
が
課
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
法
改
正
後
は
脳
死
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、

本
人
の
意
思
が
不
明
の
場
合
に
は
臓
器
移
植
を
す
る
か
ど
う
か

と
い
う
重
い
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
臓

器
提
供
へ
の
本
人
の
意
志
が
わ
か
ら
な
い
な
か
で
家
族
の
死
を

受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
提
供
す
べ
き
か
ど
う
か
を
決
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
家
族
に
と
っ
て
突
然
に
降
り
か

か
る
難
題
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
決
断
に
至
る
過
程
に
生

じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
族
に
よ
る
臓
器
提
供
へ
の
判
断

神
戸
新
聞
に
、
兵
庫
県
内
初
の
18
歳
未
満
に
よ
る
臓
器
提
供

を
決
断
し
た
家
族
の
手
記
を
紹
介
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
（
２
０
２
３
年
3
月
17
日
）。
そ
の
中
で
提
供
者
と
な
る

男
子
高
校
生
（
18
歳
）
が
脳
死
状
態
に
な
り
、
臓
器
提
供
が
提

案
さ
れ
る
な
か
で
苦
悩
す
る
家
族
の
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

� 

「
移
植
す
る
こ
と
が
息
子
の
生
き
た
証
に
な
る
は
ず
だ
。

け
れ
ど
相
反
し
て
「
悲
し
い
」「
苦
し
い
」
気
持
ち
が
、

狂
う
ほ
ど
に
私
の
身
体
中
を
渦
巻
い
た
」

と
“
二
つ
の
感
情
に
引
き
裂
か
れ
、
も
が
き
苦
し
む
母
親
の
率

直
な
思
い
”
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
に
よ
る
説
明
、
移

植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
制
度
の
説
明
や
情
報
の
提
供
も

な
さ
れ
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
く
疑
問
や
不
安
に
対
し
て
も
丁

寧
に
対
応
し
て
く
れ
た
と
い
い
ま
す
。
高
校
生
の
兄
弟
は
臓
器

提
供
に
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
複
雑
な
思
い
を
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
ま
す
。

　

� 
「（
臓
器
提
供
は
）
こ
の
状
況
で
留
ま
っ
て
く
れ
て
い
る

彼
の
命
を
こ
ち
ら
が
終
わ
ら
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
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し
た
。
さ
ら
に
、
私
に
と
っ
て
は
聞
い
た
こ
と
も
な
い
組

織
に
彼
の
臓
器
を
預
け
る
こ
と
に
な
る
（
中
略
）
怖
い
し
、

恐
ろ
し
い
し
、
ど
こ
ま
で
そ
こ
を
信
用
し
て
も
い
い
か
も

分
か
ら
な
い
」

そ
の
後
も
臓
器
提
供
へ
の
意
思
決
定
へ
の
過
程
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
寄
り
添
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
家
族
間
で
の
話
し
合

い
を
続
け
、
答
え
の
な
い
問
い
に
家
族
一
人
一
人
が
向
き
合
い
、

悩
み
に
悩
み
抜
い
て
、
臓
器
提
供
を
決
め
た
の
は
入
院
か
ら
一

カ
月
以
上
が
経
っ
た
こ
ろ
だ
と
い
い
ま
す
。

　

� 

「
家
族
の
中
で
「
私
た
ち
の
彼
」
だ
け
で
は
な
く
「
み
ん

な
の
彼
」
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
話
が
出
て
き
ま
し

た
。（
中
略
）
や
っ
と
そ
の
考
え
方
で
前
に
進
も
う
と
い

う
気
持
ち
も
出
て
き
ま
し
た
」

と
兄
弟
が
記
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

　

� 

「
こ
れ
か
ら
彼
の
命
は
た
だ
ひ
と
つ
の
命
か
ら
、
国
内
各

所
で
新
た
な
息
吹
を
得
て
、
続
い
て
い
く
多
く
の
命
と
な

り
ま
す
。
そ
の
命
が
新
た
な
未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

を
切
に
望
ま
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
」

と
い
う
父
親
の
言
葉
に
至
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
脳

死
を
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
「
家
族
の
死

を
決
定
し
て
し
ま
う
こ
と
」
と
「
臓
器
移
植
を
決
断
す
る
こ
と
」

を
意
味
し
ま
す
。
そ
し
て
、
家
族
の
臓
器
が
他
で
生
き
続
け
る

こ
と
と
し
て
納
得
し
て
い
く
過
程
に
は
、
一
定
の
時
間
が
必
要

な
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
家
族
間
で
の
話
し
合
い

の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
な
こ
と
や
、
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

提
供
後
に
も
続
く
家
族
の
苦
悩

臓
器
提
供
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
る
「
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
臓
器
提
供
を
行
っ
た
臓
器
提

供
者
家
族
を
対
象
に
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み
が

本
当
に
家
族
の
希
望
や
要
望
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
か
を
検
証

し
、
遺
さ
れ
た
家
族
の
気
持
ち
を
把
握
す
る
こ
と
で
今
後
の
支

援
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
し
て
、
２
０
１
２
年
1
月
末
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
（
公
益
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
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ワ
ー
ク
Ｈ
Ｐ
）。

調
査
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ

で
は
２
０
２
事
例
の
家
族
か
ら
の
回
答
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
回
答
者
の
内
訳
は「
子
ど
も
の
臓
器
を
提
供
し
た
親
」

が
47
％
、「
配
偶
者
」
が
31
％
、「
き
ょ
う
だ
い
」
13
％
「
こ
ど
も
」

7
％
と
続
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
臓
器
提
供
し
て
良
か
っ

た
か
？
」
の
問
い
に
は
、「（
よ
か
っ
た
と
）
思
う
」
が
73
％
、「
や

や
思
う
」
15
％
の
順
に
多
く
、
大
半
の
家
族
が
臓
器
提
供
し
て

良
か
っ
た
と
答
え
て
い
ま
す
。
肯
定
的
な
受
け
止
め
方
が
多
い

の
で
す
が
、
そ
の
後
の
設
問
へ
の
回
答
を
確
認
し
ま
す
と
、「
良

か
っ
た
」
だ
け
で
は
表
現
で
き
な
い
複
雑
な
思
い
を
抱
え
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

� 

「
・
・
・
母
の
希
望
で
あ
っ
た
が
、
全
身
に
痛
々
し
い
傷

を
入
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
の
か
・
・
・
。」「
・
・
・
隣

に
い
た
父
は
決
断
で
き
ず
、
結
局
私
ひ
と
り
で
決
め
て
し

ま
い
、
本
当
に
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
と
未
だ
に
悩
み
ま

す
。」

と
提
供
を
決
断
し
た
こ
と
を
未
だ
に
悩
む
思
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

一
方
で
決
断
で
き
た
背
景
に
つ
い
て
は
「
本
人
の
意
思
を
尊
重

で
き
た
事
と
家
族
全
員
で
話
し
合
え
て
決
め
ら
れ
た
か
ら
。」

と
い
う
回
答
も
見
ら
れ
、
短
い
時
間
の
中
で
も
家
族
で
の
話
し

合
い
が
必
要
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
こ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

良
か
っ
た
の
か
ど
う
か
の
判
断
に
つ
い
て
も

　

 

「
・
・
・
こ
の
選
択
が
正
し
か
っ
た
は
わ
か
ら
な
い
」

　

� 

「
こ
の
10
年
本
当
に
提
供
し
て
よ
か
っ
た
か
日
々
考
え
る

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。・
・
・
」

と
長
く
悩
ん
で
い
る
様
子
も
う
か
が
え
ま
す
。

　

� 

「
子
ど
も
（
6
歳
未
満
）
の
意
志
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、

よ
か
っ
た
と
も
、
よ
く
な
か
っ
た
と
も
思
っ
て
は
い
け
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」

と
判
断
し
な
い
声
も
あ
り
、

　

� 

「
今
さ
ら
“
臓
器
提
供
し
な
い
ほ
う
が
良
か
っ
た･･･

”

な
ん
て
後
悔
し
た
く
な
い
。
子
供
の
意
志
だ
か
ら･･･

助

か
っ
た
人
が
い
る
の
だ
か
ら･･･

納
得
す
る
し
か
な
い
。

正
直
、
わ
か
ら
な
い
。」

と
自
分
の
気
持
ち
を
無
理
矢
理
に
納
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
ほ
ど
に
、
家
族
を
悩
ま
せ
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

臓
器
提
供
の
決
断
を
す
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
家
族
の
死
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
も
苦
悩
と
し
て
見
ら
れ
ま
す
。

　

� 

「
決
断
は
死
を
認
め
、
死
期
を
決
め
る
こ
と
。
家
族
そ
れ

ぞ
れ
の
死
生
観
や
息
子
へ
の
愛
情
を
考
え
る
こ
と
に
時
間

が
か
か
っ
た
。
最
後
は
本
人
の
声
を
想
像
し
て
決
め
た
。」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

脳
死
に
伴
う
臓
器
移
植
の
決
断
は
そ
の
直
後
だ
け
で
な
く
、

そ
の
後
も
長
く
思
い
悩
ま
す
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
気

持
ち
を
聞
い
た
質
問
に
対
し
て
、

　

� 

「
あ
の
時
か
ら
、
時
間
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。」

「
悲
し
み
と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。

１
人
の
時
は
今
も
大
声
を
出
し
て
泣
く
し
、
話
し
か
け
た

り
し
て
い
ま
す
。」

　

� 

「
常
に
申
し
訳
な
い
思
い
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

何
年
た
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
と
思
う
。」

と
、
今
も
苦
悩
す
る
思
い
を
持
ち
続
け
て
い
る
様
子
が
吐
露
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
家
族
の
突
然
の
脳
死
を
受
け
入
れ
、

臓
器
提
供
に
至
る
過
程
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
も
長
く
自
身
の

判
断
が
良
か
っ
た
の
か
ど
う
か
に
悩
む
姿
が
見
て
取
れ
ま
す
。

周
囲
の
無
理
解
や
偏
見

自
身
の
決
断
に
対
し
て
悩
む
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
中
で
の

臓
器
提
供
へ
の
意
識
が
提
供
者
家
族
を
苦
し
め
る
事
例
も
見
ら

れ
ま
す
。
京
都
新
聞
が
脳
死
臓
器
提
供
を
決
断
し
た
家
族
の
葛

藤
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
記
事
（
２
０
２
３
年
10
月
2
日
）
で
は
、

脳
死
に
な
っ
た
夫
の
意
思
を
尊
重
し
て
臓
器
提
供
を
決
断
し
た

女
性
の
苦
悩
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�

葬
儀
も
終
わ
り
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
知
人
に
事
情
を

聴
か
れ
「
で
も
、
臓
器
提
供
し
た
ん
だ
」
と
口
に
し
た
。

一
様
に
「
え
っ
」
と
驚
か
れ
た
。「
い
く
ら
も
ら
っ
た
の
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
も
。
肯
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と

は
一
度
も
な
い
。「
い
い
こ
と
し
た
と
思
っ
て
い
る
の
は

私
だ
け
だ
っ
た
ん
だ
」
と
気
づ
き
、
口
を
つ
ぐ
む
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
臓
器
提
供
し
た
こ
と
に
対
し
て
肯
定
的
な
意
見
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を
聞
く
こ
と
も
で
き
ず
、
そ
れ
ば
か
り
か
臓
器
提
供
に
よ
っ
て

金
銭
の
授
受
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
記
事
で
は
、

　

�

何
げ
な
く
図
書
館
で
手
に
取
っ
た
倫
理
学
者
の
本
に
は
、

脳
死
は
人
の
死
で
は
な
い
と
書
か
れ
て
い
た
。「
そ
れ
な
ら
、

私
の
し
た
こ
と
は
人
殺
し
な
の
か
」
と
動
揺
し
た
。

と
自
身
の
判
断
に
対
し
て
不
安
に
感
じ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
ま
す
。
こ
の
女
性
は
他
の
提
供
家
族
が
ど
の
よ
う
な
気

持
ち
で
い
る
の
か
と
の
思
い
が
募
り
、
臓
器
提
供
し
た
家
族
の

会
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
が
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

脳
死
に
伴
う
臓
器
提
供
に
際
し
て
は
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る
説
明
や
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
さ
れ
て
い
る
と
い

い
ま
す
。
提
供
後
も
遺
族
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
に
応
じ
て
、
移
植

を
受
け
た
患
者
か
ら
の
サ
ン
ク
ス
レ
タ
ー
、
提
供
後
の
経
過
報

告
な
ど
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
こ
こ
で
見
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
や
苦
し
み
が
家
族
に
生
じ
て
い
る
こ
と
も
現
実
な
の
で
す
。

臓
器
移
植
で
し
か
助
か
ら
な
い
命
が
あ
る
現
実
を
前
に
、
臓

器
提
供
す
る
こ
と
は
善
行
と
受
け
止
め
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
遺

さ
れ
た
家
族
に
は
新
た
な
苦
し
み
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
も

確
か
で
す
。「
良
い
こ
と
を
し
た
」
と
自
ら
に
結
論
づ
け
よ
う

と
す
る
思
い
の
背
景
に
は
、
遺
族
の
中
に
臓
器
提
供
へ
の
抵
抗

感
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
社
会
の
評
価
が
定
ま
っ
て

い
な
い
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
苦
悩
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
現
在
の
脳
死
臓
器
移
植
医
療
に
対
し
て

諸
手
を
挙
げ
て
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
今
後
は
提

供
者
家
族
も
含
め
て
更
な
る
心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
充
実
を
図
る

こ
と
や
、
社
会
全
体
の
意
識
を
啓
蒙
し
て
い
く
こ
と
な
し
に
は
、

臓
器
移
植
の
進
展
は
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
も
当
事
者
に
な
ら
な

い
と
実
際
に
は
考
え
に
く
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
私
た
ち
も
周

囲
の
偏
見
と
同
じ
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
な
い
か
、
注
意
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
宗
教
者
は
提
供
者
家
族
へ

の
偏
見
に
加
担
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
提
供
者
の
家
族
が
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周
囲
の
声
に
傷
付
く
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
提
供
し
た
こ
と
を
肯
定
的
に
受
け
止

め
て
あ
げ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
提
供
し
な
か
っ
た
選
択
に

も
寄
り
添
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宗
教
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
直
面
す
る
人
々
の
苦
悩
を

理
解
し
な
が
ら
、
ど
こ
に
苦
悩
を
感
じ
て
い
る
か
を
受
け
止
め

つ
つ
、
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

�

【
平
子
泰
弘
】

３　
臓
器
移
植
後
の
健
康
管
理
に
関
す
る
課
題

は
じ
め
に

臓
器
移
植
手
術
は
、
手
術
が
完
了
す
れ
ば
問
題
が
解
決
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
臓
器
移
植
後
に
は
、
拒
絶
反
応

の
早
期
発
見
と
そ
の
対
応
が
重
要
で
す
が
、
拒
絶
反
応
を
防
ぐ

た
め
、
免
疫
抑
制
薬
を
使
用
す
る
こ
と
で
感
染
症
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。
例
え
ば
、サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｍ
Ｖ
）

感
染
症
を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
感
染
症
は
、
発
熱
、

筋
肉
痛
、
疲
労
感
、
視
力
障
害
、
腹
痛
、
下
痢
等
の
症
状
が
起

こ
り
ま
す
。
こ
の
対
策
と
し
て
は
、
予
防
的
に
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

を
使
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
ま
た
、
定
期
的
な
血
液
検

査
に
よ
り
Ｃ
Ｍ
Ｖ
の
活
動
性
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
活
性
化
の

兆
候
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
早
期
に
治
療
を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
臓
器
移
植
後
に
は
、
免
疫
抑
制
薬
の
副
作
用
に
対

す
る
注
意
深
い
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
感
染
予
防
と

し
て
の
日
頃
か
ら
の
衛
生
管
理
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
長
期
的

な
視
点
で
は
、
移
植
臓
器
の
機
能
維
持
に
向
け
た
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
調
整
も
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

以
下
、
臓
器
移
植
後
の
健
康
管
理
に
関
す
る
課
題
を
５
つ
の

項
目
に
分
け
て
、
具
体
的
に
解
説
し
ま
す
。

１
．
免
疫
抑
制
薬
の
役
割
と
感
染
症
リ
ス
ク
へ
の
対
応

①
免
疫
抑
制
剤
と
は

免
疫
抑
制
薬
は
、
移
植
手
術
後
の
拒
絶
反
応
の
予
防
や
体
が

自
己
の
組
織
を
攻
撃
す
る
自
己
免
疫
疾
患
の
治
療
に
不
可
欠
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
薬
剤
は
免
疫
系
の
働
き
を
抑
制
す
る
た
め
、

感
染
症
に
対
す
る
抵
抗
力
も
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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免
疫
抑
制
薬
は
、
異
物
と
し
て
体
が
反
応
す
る
移
植
さ
れ
た
臓

器
や
組
織
に
対
す
る
拒
絶
反
応
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
は
自
己
免

疫
疾
患
を
防
ぐ
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

薬
剤
は
正
常
な
免
疫
反
応
も
抑
制
す
る
た
め
、
感
染
症
に
対
す

る
体
の
防
御
能
力
が
低
下
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
風
邪
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
一
般
的
な
感
染
症
や
、
よ
り
重
篤
な
細

菌
性
・
真
菌
性
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

②
定
期
的
な
医
療
チ
ェ
ッ
ク
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
重
要
性

免
疫
抑
制
薬
を
使
用
し
て
い
る
患
者
は
、
定
期
的
な
医
療

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
こ
れ
に
は
、

感
染
症
の
兆
候
や
他
の
健
康
問
題
の
早
期
発
見
が
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
予
防
接
種
は
、
特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎
球
菌
な

ど
の
感
染
症
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
生
ワ
ク
チ
ン
は
免
疫
抑
制
薬
を
使
用
し
て
い
る
人
に
は

適
し
て
い
な
い
た
め
、
医
師
と
相
談
し
て
適
切
な
ワ
ク
チ
ン
を

選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

③
免
疫
抑
制
薬
の
調
整

患
者
の
状
態
に
応
じ
て
、
免
疫
抑
制
薬
の
種
類
や
量
を
調
整

す
る
こ
と
が
時
に
は
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
感
染
症
の

リ
ス
ク
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、
移
植
臓
器
の
拒
絶
反
応
や
自

己
免
疫
疾
患
を
効
果
的
に
管
理
す
る
た
め
で
す
。

④
生
活
習
慣
の
改
善

免
疫
抑
制
薬
を
使
用
し
て
い
る
患
者
に
と
っ
て
、
健
康
的
な

生
活
習
慣
は
さ
ら
に
重
要
で
す
。
こ
れ
に
は
、
適
切
な
栄
養
、

定
期
的
な
運
動
、
十
分
な
睡
眠
、
ス
ト
レ
ス
管
理
、
禁
煙
、
適

度
な
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
衛
生
的

な
環
境
を
維
持
し
、
手
洗
い
を
徹
底
す
る
こ
と
も
感
染
症
予
防

の
た
め
に
重
要
で
す
。
免
疫
抑
制
薬
の
使
用
は
、
患
者
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
感
染
症
リ
ス
ク
の
増
加
と
い
う
深

刻
な
副
作
用
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

２
．
慢
性
拒
絶
反
応
へ
の
対
応

①
慢
性
拒
絶
反
応
と
は

慢
性
拒
絶
反
応
は
、
移
植
さ
れ
た
臓
器
が
受
け
入
れ
た
人
体

の
免
疫
系
に
よ
っ
て
徐
々
に
損
傷
を
受
け
る
現
象
で
す
。
こ
れ

は
移
植
手
術
後
数
ヶ
月
か
ら
数
年
に
わ
た
っ
て
進
行
す
る
可
能
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性
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
移
植
さ
れ
た
臓
器
の
機
能
不
全
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
原
因

慢
性
拒
絶
反
応
の
原
因
は
完
全
に
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
免
疫
系
の
継
続
的
な
活
動
、
移
植
さ
れ
た
臓
器
と
受
け
入

れ
た
体
と
の
間
の
微
細
な
組
織
適
合
性
の
不
一
致
、
免
疫
抑
制

剤
の
不
十
分
な
使
用
な
ど
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

③
症
状
の
種
類

慢
性
拒
絶
反
応
の
症
状
は
、
臓
器
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
肺
移
植
の
場
合
は
呼
吸
困
難
や
慢
性
的
な
咳
、
心
臓

移
植
で
は
胸
痛
や
心
不
全
の
症
状
、
腎
移
植
で
は
腎
機
能
の
低

下
や
高
血
圧
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

④
診
断
方
法

診
断
に
は
、
臨
床
症
状
の
評
価
に
加
え
て
、
血
液
検
査
、
Ｘ

線
撮
影
や
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
画
像
診
断
、
そ
し
て
最
終
的

に
は
移
植
さ
れ
た
臓
器
の
生
検
が
含
ま
れ
ま
す
。
生
検
に
よ
っ

て
臓
器
の
組
織
内
で
の
免
疫
反
応
の
様
子
を
直
接
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

⑤
治
療
方
法

慢
性
拒
絶
反
応
の
治
療
に
は
、
免
疫
抑
制
剤
の
調
整
が
中
心

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
投
与
量
の
増
加
や
異
な
る
種
類
の

免
疫
抑
制
剤
へ
の
切
り
替
え
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
抗
炎
症
薬
や
特
定
の
症
状
を
緩
和
す
る
他
の
薬
剤

を
使
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

⑥
予
防

慢
性
拒
絶
反
応
の
予
防
に
は
、
適
切
な
免
疫
抑
制
剤
の
管
理

が
重
要
で
す
。
こ
れ
に
は
、
薬
剤
の
定
期
的
な
服
用
、
血
中
濃

度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
定
期
的
な
医
療
チ
ェ
ッ
ク
が
含
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
移
植
前
の
厳
密
な
組
織
適
合
性
の
評
価
も
重
要
で

す
。

⑦
人
体
へ
の
影
響

慢
性
拒
絶
反
応
が
進
行
す
る
と
、
最
終
的
に
は
移
植
さ
れ
た

臓
器
の
機
能
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

再
移
植
の
必
要
性
や
、
そ
の
他
の
健
康
問
題
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
慢
性
拒
絶
反
応
は
、
患
者
の
生
活
の
質
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に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
、
移
植
後
の
患
者
に
と
っ
て

長
期
的
な
課
題
で
す
。

３
．
生
涯
に
わ
た
る
薬
物
療
法
の
必
要
性
と
そ
の
副
作
用

移
植
医
療
に
お
い
て
生
涯
に
わ
た
る
薬
物
療
法
は
、
移
植
し

た
臓
器
の
機
能
を
維
持
し
、
拒
絶
反
応
を
防
ぐ
た
め
に
不
可
欠

で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
薬
物
は
多
く
の
副
作
用
を
伴
う
可

能
性
が
あ
り
、
患
者
に
は
長
期
的
な
視
点
で
の
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

①
薬
物
療
法
の
必
要
性

移
植
さ
れ
た
臓
器
が
拒
絶
反
応
を
示
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
免
疫
抑
制
剤
を
含
む
薬
物
療
法
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の

薬
剤
は
、
移
植
さ
れ
た
臓
器
に
対
す
る
免
疫
系
の
攻
撃
を
抑
制

し
、
臓
器
の
機
能
を
維
持
し
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
移
植
後
は

生
涯
に
わ
た
り
こ
れ
ら
の
薬
剤
を
服
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
主
な
薬
物
と
そ
の
副
作
用

免
疫
抑
制
剤
（
例
え
ば
、シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
、タ
ク
ロ
リ
ム
ス
、

ミ
コ
フ
ェ
ノ
レ
ー
ト
）
は
、
移
植
患
者
に
広
く
使
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
薬
剤
は
効
果
的
で
す
が
、
腎
機
能
障
害
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
増
加
、
骨
密
度
の
低
下
、
癌
リ
ス

ク
の
増
加
な
ど
、
多
く
の
副
作
用
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

③
対
策
と
し
て
の
生
活
の
工
夫
と
定
期
的
な
医
療
チ
ェ
ッ
ク

こ
れ
ら
の
副
作
用
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
生
活
の
工
夫
が

重
要
で
す
。
こ
れ
に
は
、
健
康
的
な
食
生
活
、
定
期
的
な
運
動
、

十
分
な
睡
眠
、
ス
ト
レ
ス
管
理
、
禁
煙
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
定
期
的
な
医
療
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
早
期
の
副
作
用
検
出

も
重
要
で
す
。

④
長
期
的
な
視
点

長
期
的
に
は
、
移
植
患
者
は
薬
物
療
法
と
副
作
用
管
理
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
定
期
的
な

医
療
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
、
医
師
と
の
密
接
な
連
携
を
必
要
と

し
ま
す
。
医
師
は
患
者
の
健
康
状
態
に
応
じ
て
薬
剤
の
種
類
や

用
量
を
調
整
し
、
副
作
用
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
移
植
後
の
生
涯
に
わ
た
る
薬
物
療
法
は
、
患
者
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
副
作
用
の
管
理
と
生
活
の
質
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の
維
持
は
、
こ
れ
ら
の
患
者
に
と
っ
て
の
重
要
な
課
題
で
す
。

患
者
自
身
の
努
力
と
医
療
提
供
者
と
の
協
力
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
．
移
植
臓
器
の
寿
命

移
植
臓
器
の
寿
命
は
、
移
植
後
の
臓
器
が
機
能
を
維
持
す
る

期
間
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
移
植
さ
れ
た
臓
器
が
正
常
に
機

能
し
、
受
け
取
っ
た
体
に
受
け
入
れ
ら
れ
続
け
る
期
間
を
意
味

し
ま
す
。
移
植
臓
器
の
寿
命
は
、
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
影
響

を
受
け
、
臓
器
ご
と
に
異
な
る
平
均
寿
命
が
あ
り
ま
す
。

①
寿
命
に
影
響
を
与
え
る
要
因

移
植
臓
器
の
寿
命
に
影
響
を
与
え
る
要
因
に
は
、
以
下
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・�

組
織
適
合
性：ド
ナ
ー（
提
供
す
る
側
）と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト（
受

け
取
る
側
）
と
の
組
織
適
合
性
が
高
い
ほ
ど
、
拒
絶
反
応
の

リ
ス
ク
は
低
く
な
り
ま
す
。

・�

拒
絶
反
応
：
急
性
ま
た
は
慢
性
の
拒
絶
反
応
は
臓
器
の
損
傷

を
引
き
起
こ
し
、
寿
命
を
短
縮
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・�

免
疫
抑
制
剤
の
管
理
：
免
疫
抑
制
剤
の
適
切
な
使
用
は
拒
絶

反
応
を
防
ぎ
、
移
植
臓
器
の
寿
命
を
延
ば
す
の
に
重
要
で
す
。

・�

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
：
健
康
的
な
生
活
習
慣
は
移
植
臓
器
の
健

康
を
維
持
し
、
そ
の
寿
命
を
延
ば
す
の
に
役
立
ち
ま
す
。

・�

移
植
後
の
合
併
症
：
感
染
症
や
そ
の
他
の
合
併
症
も
移
植
臓

器
の
寿
命
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

②
移
植
臓
器
別
の
平
均
寿
命

移
植
臓
器
の
平
均
寿
命
は
臓
器
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
一

般
的
に
、
腎
臓
移
植
の
場
合
、
寿
命
は
約
10
〜
15
年
、
心
臓
移

植
で
は
約
10
〜
14
年
、
肝
臓
移
植
で
は
約
20
年
以
上
、
肺
移
植

で
は
約
5
〜
10
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
平

均
的
な
数
値
で
あ
り
、
個
々
の
患
者
の
状
況
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
ケ
ア

移
植
臓
器
の
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
適
切
な
免
疫
抑
制

剤
の
管
理
、定
期
的
な
医
療
チ
ェ
ッ
ク
、健　
康
的
な
生
活
習
慣
、

ス
ト
レ
ス
管
理
な
ど
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
移
植
後
に
特
定
の

症
状
や
異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
迅
速
な
医
療
対
応
が
必



310

要
で
す
。

④
再
移
植
の
可
能
性

移
植
臓
器
の
寿
命
が
終
わ
り
、
臓
器
の
機
能
が
著
し
く
低
下

し
た
場
合
、
再
移
植
が
選
択
肢
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
再

移
植
は
、
ド
ナ
ー
臓
器
の
可
用
性
、
患
者
の
健
康
状
態
、
前
回

の
移
植
か
ら
の
期
間
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
患
者
の
体

が
新
し
い
臓
器
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
に
も
依
存
し
ま
す
。

５
．�

移
植
後
の
健
康
管
理
や
社
会
復
帰
に
伴
う
心
理
的
ス
レ
ス

レ
ス

移
植
臓
器
の
寿
命
は
多
く
の
要
因
に
依
存
し
、
患
者
と
医
療

チ
ー
ム
の
継
続
的
な
努
力
に
よ
っ
て
そ
の
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。
患
者
の
生
活
習
慣
、
医
療
管
理
、
そ
し
て
時
に

は
再
移
植
が
、
移
植
後
の
生
活
の
質
と
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の

重
要
な
要
素
で
す
。
移
植
後
の
生
活
は
、
患
者
に
と
っ
て
以
下

の
よ
う
な
課
題
を
伴
い
ま
す
。

①
生
活
の
変
化
へ
の
適
応

移
植
後
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
こ
れ
に
は
日
常
の

習
慣
の
変
更
、
活
動
の
制
限
、
定
期
的
な
医
療
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
変
化
へ
の
適
応
は
ス
ト
レ
ス
を
伴

う
こ
と
が
多
く
、
時
間
を
か
け
て
慣
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
薬
物
療
法
の
ス
ト
レ
ス

長
期
に
わ
た
る
薬
物
療
法
は
、
副
作
用
や
服
薬
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
管
理
に
関
す
る
ス
ト
レ
ス
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
一
定
の
制
約
を
科
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

③
社
会
復
帰
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

職
場
や
学
校
へ
の
復
帰
は
、
多
く
の
移
植
患
者
に
と
っ
て
重

要
な
目
標
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
身
体
的
お
よ
び
精
神
的

な
調
整
が
必
要
で
あ
り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

④
体
の
変
化
へ
の
自
意
識

移
植
手
術
後
の
身
体
的
な
変
化
（
傷
跡
、体
重
の
変
化
な
ど
）

に
対
す
る
自
意
識
は
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
に
影
響
を
与
え
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
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⑤
再
発
や
拒
絶
反
応
へ
の
不
安

移
植
後
の
不
安
の
主
な
原
因
の
一
つ
は
、
再
発
や
拒
絶
反
応

へ
の
恐
れ
で
す
。
こ
れ
は
、
不
確
実
性
の
不
安
と
絶
え
間
な
い

健
康
へ
の
懸
念
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑥
家
族
や
友
人
と
の
関
係

家
族
や
友
人
と
の
関
係
も
、
移
植
後
に
影
響
を
受
け
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
周
り
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
と
自
身
の
独
立
性
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
時
に
困
難
を
伴
い
ま
す
。

⑦
経
済
的
な
負
担

移
植
手
術
と
そ
の
後
の
治
療
に
か
か
る
費
用
は
、
高
額
で
あ

り
、
経
済
的
な
負
担
は
患
者
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
重
大
な
問

題
で
す
。
こ
れ
も
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

⑧
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性

移
植
後
の
健
康
管
理
と
社
会
復
帰
は
、
患
者
に
と
っ
て
多
く

の
心
理
的
な
負
担
を
伴
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
負
担
に
対
処
す
る

た
め
に
は
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
医
療
チ
ー
ム
、

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
家
族
、
友
人
、
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の

仲
間
等
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
患
者
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
乗
り

越
え
、
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

⑨
自
己
効
力
感
の
重
要
性

最
後
に
、
自
己
効
力
感
、
つ
ま
り
自
分
の
健
康
や
生
活
を
適

切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
能
力
を
、
自
ら
が
持
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
く
こ
と
が
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
上
で
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

（
参
考
文
献
）

　

臓
器
移
植
後
の
生
活
の
体
験
談
や
心
理
的
課
題
の
考
察
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
よ
う
な
参
考
文
献
が
あ
り
ま
す
。

・
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
提
供
す
る
「
移
植
経
験
者
、
臓
器
提
供
ご

家
族
の
手
記
」w

w
w
.jotnw

.or.jp

・
生
体
腎
移
植
に
お
け
る
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
，
ド
ナ
ー
の 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
現
状
と
課
題w

w
w
.jstage.jst.go.jp/article/jjpm

/58/8/ 
58_709/_pdf/-char/ja

・
生
体
肝
移
植
後
成
人
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
心
理
的
体
験
プ
ロ
セ
スw

w
w
.

jstage.jst.go.jp/article/jst/52/4-5/52_374/_pdf/-char/ja

�

【
水
谷
浩
志
】
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第
二
章　
臓
器
移
植
の
光
と
影

１　
海
外
渡
航
移
植
の
実
態
と
問
題
点

は
じ
め
に

海
外
渡
航
移
植
は
高
額
な
経
済
的
負
担
を
伴
い
ま
す
。
移
植

手
術
は
も
ち
ろ
ん
、
付
き
添
い
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
滞
在
費
用
、

生
活
費
、
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
治
療
に
か
か
る
費
用
は

莫
大
で
す
。
海
外
渡
航
移
植
は
、
臓
器
移
植
法
施
行
以
前
か
ら

問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

き
た
の
は
、
主
と
し
て
多
額
の
寄
付
金
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
へ
渡

航
し
心
臓
移
植
を
受
け
た
幼
児
の
例
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
等
で
米
国
へ
の
渡
航
移
植
が
時
折
脚
光
を
浴

び
ま
す
が
、「
10
歳
ま
で
の
み
で
み
て
も
心
臓
で
２
８
２
人
、

肝
臓
で
は
２
３
１
人
、
腎
臓
で
は
４
５
９
人
が
待
機
中
で
（
２

０
２
１
年
5
月
現
在
）、
決
し
て
、
米
国
内
で
充
足
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
重
要

な
指
摘
も
あ
り
ま
す
（
田
村
純
人
「
移
植
」
56

−

2
）。
な
お
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
宣
言
（
自
国
内
で
死
体
臓
器
提
供
を
増
や
す

努
力
を
促
す
宣
言
）
以
降
も
ア
メ
リ
カ
で
は
海
外
か
ら
の
移
植

患
者
を
一
定
の
割
合
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
国
境
を
越
え
た
連
携
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
各
国
の
啓
発
活
動

と
共
に
、
国
単
位
の
組
織
と
，
国
境
を
越
え
た
連
携
を
有
す
る

機
関
が
あ
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
啓
発
活
動
の
中
で
と
く
に
注

目
さ
れ
る
の
は
、
一
人
の
ド
ナ
ー
か
ら
多
く
の
臓
器
移
植
の
み

な
ら
ず
組
織
移
植
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
が
救
わ
れ
る
こ
と

に
加
え
，
域
内
の
多
様
な
民
族
と
宗
教
的
背
景
に
配
慮
し
、
キ

リ
ス
ト
教
、
仏
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
，

シ
ー
ク
教
の
各
指
導
者
の
言
葉
や
経
典
か
ら
の
引
用
を
交
え
て

臓
器
・
組
織
提
供
は
人
と
し
て
の
尊
い
行
い
で
あ
り
、
信
仰
に

反
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
上
で
、人
権
、民
主
主
義
、

法
の
支
配
の
下
に
国
際
社
会
の
基
準
策
定
を
主
導
す
る
汎
欧
州

の
国
際
機
関
と
し
て
移
植
医
療
を
支
え
る
立
場
を
明
確
に
し
、

例
年
社
会
啓
発
の
た
め
の European O

rgan D
onation 

D
ay

（EO
D
D

）を
開
催
し
て
い
ま
す
（
田
村
純
人
「
移
植
」
56

−

2
、Council of Europe European D

ay for O
rgan 

D
onation and T

ransplantation - 9 O
ctober 2021

） 
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我
が
国
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
臓
器
移
植
委
員
会
（
海
外
渡

航
移
植
患
者
の
実
態
調
査
）
に
よ
る
と
、
日
本
移
植
学
会
等
に

所
属
す
る
移
植
実
施
施
設
、
２
０
３
施
設
２
８
０
診
療
科
に
実

態
調
査
を
行
い
、
結
果
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
令
和
5
年
3
月

31
日
時
点
で
の
渡
航
移
植
患
者
の
診
察
を
実
施
し
て
い
る
施
設

は
、
88
施
設
１
１
１
診
療
科
。
渡
航
移
植
者
数
は
５
４
３
名
、

生
体
ド
ナ
ー
か
ら
42
名
、
死
体
ド
ナ
ー
か
ら
４
１
６
名
、
不
明

85
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
渡
航
先
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、

渡
航
者
数
の
多
い
も
の
は
、
米
国
２
２
７
名
、
中
国
１
７
５
名
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
41
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
27
名
な
ど
で
す
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
日
本
移
植
学
会
等
に
所
属
す

る
移
植
実
施
施
設
の
う
ち
、
渡
航
移
植
患
者
の
診
察
を
実
施
し

て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

１
．�「
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
宣
言
」
と
海
外
渡
航
移
植
、移
植
ツ
ー

リ
ズ
ム

現
在
、
日
本
に
は
海
外
渡
航
移
植
を
制
限
す
る
法
律
は
存
在

し
ま
せ
ん
。
臓
器
移
植
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
認
め

ら
れ
て
い
る
機
関
は
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
で
、

そ
れ
以
外
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
経
由
で
海
外
渡
航
移
植
を
う
け
て
帰

国
し
、
臓
器
売
買
の
疑
い
の
あ
る
患
者
は
診
療
を
断
る
と
い
う

院
内
規
定
に
基
づ
き
診
療
継
続
が
拒
否
さ
れ
裁
判
に
な
り
、
患

者
側
が
高
裁
で
敗
訴
、
確
定
し
た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
浜
松
医
科
大
学
で
２
０
１
９
年
に
起
こ
っ
た
も
の

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
紹
介
で
、
中
国
で
腎
移
植
手
術
を
受
け
た

患
者
が
帰
国
後
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
治
療
の
た
め
に
浜
松
医
科

大
学
医
学
部
付
属
病
院
を
受
診
、
同
病
院
が
治
療
を
継
続
で
き

な
い
と
し
た
の
は
医
師
法
19
条
の
応
召
義
務
違
反
に
当
た
る
と

し
て
、
２
７
１
万
２
８
４
３
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
た
裁
判
の

控
訴
審
判
決
が
5
月
16
日
、
東
京
高
裁
（
中
西
茂
裁
判
長
）
で

言
い
渡
さ
れ
、一
審
の
静
岡
地
裁
の
判
決
と
同
様
に
、患
者
（
原

告
）
の
請
求
を
退
け
た
と
い
う
も
の
で
、 

東
京
高
裁
は
、
患
者

に
対
し
て
緊
急
の
診
療
の
必
要
性
が
あ
っ
た
と
は
言
え
ず
、
浜

松
医
大
へ
の
紹
介
元
で
の
診
療
が
確
実
に
見
込
ま
れ
て
い
た
こ

と
、「
臓
器
取
引
と
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
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ル
宣
言
」
に
則
っ
た
対
応
で
あ
る
と
い
う
3
つ
の
観
点
を
踏
ま

え
、
患
者
の
診
療
を
拒
否
し
た
こ
と
は
、「
社
会
通
念
上
、
正

当
と
し
て
是
認
で
き
る
」
と
判
断
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
宣
言
に
お
け
る
臓
器
取
引
の
解
釈
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
臓
器
取
引
と
は
下
記
の
行
為
全
て
を
含
む
。 

　
⒜�

正
当
な
同
意
や
許
可
な
く
生
体
あ
る
い
は
死
体
ド
ナ
ー

か
ら
臓
器
を
摘
出
す
る
こ
と
。
ま
た
ド
ナ
ー
と
第
三
者
、

ド
ナ
ー
又
は
第
三
者
に
対
す
る
金
銭
あ
る
い
は
金
銭
に

相
当
す
る
利
益
と
引
き
換
え
に
臓
器
を
摘
出
す
る
こ
と
。

　
⒝�

そ
れ
ら
の
臓
器
の
移
送
、
処
置
、
移
植
ま
た
は
そ
の
他

の
用
途
に
用
い
る
こ
と
。

　
⒞�

そ
れ
ら
の
臓
器
の
摘
出
・
使
用
を
促
進
し
ま
た
は
実
行

さ
せ
る
た
め
に
、
医
療
従
事
者
、
行
政
職
員
あ
る
い
は

民
間
団
体
職
員
に
不
当
な
利
益
を
提
示
す
る
こ
と
、
あ

る
い
は
医
療
従
事
者
、
行
政
職
員
あ
る
い
は
民
間
団
体

職
員
が
不
当
な
利
益
を
要
求
す
る
こ
と
。

　
⒟�

金
銭
の
授
受
や
そ
れ
に
相
当
す
る
利
益
を
提
供
す
る
前

提
で
ド
ナ
ー
や
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
を
勧
誘
、
募
集
す
る
こ

と
。

　
⒠�

上
記
の
い
か
な
る
行
為
の
試
み
、
援
助
、
扇
動
。

　
　

�

臓
器
摘
出
の
た
め
の
人
身
取
引
と
は
、
脅
迫
、
暴
力
、

そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
強
制
力
の
行
使
、
誘
拐
、
詐
欺
、

欺
罔
、
権
力
も
し
く
は
弱
者
の
状
況
の
悪
用
、
人
を
支

配
す
る
立
場
の
者
の
同
意
を
得
る
た
め
の
金
銭
や
利
益

の
供
与
、
受
領
な
ど
の
手
段
で
、
移
植
用
臓
器
の
摘
出

目
的
で
な
さ
れ
る
人
の
調
達
、
輸
送
、
譲
渡
、
保
管
ま

た
は
受
領
を
い
う
。

さ
ら
に
、
海
外
渡
航
移
植
に
つ
い
て
も
、
移
植
の
た
め
の
渡

航
と
は
、
臓
器
移
植
の
目
的
の
た
め
に
国
境
を
越
え
て
移
動
す

る
こ
と
を
い
う
。
臓
器
摘
出
目
的
で
の
人
身
取
引
や
人
の
臓
器

取
引
が
移
植
の
た
め
の
渡
航
に
関
係
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
臓

器
移
植
資
源
（
臓
器
、
専
門
家
、
移
植
施
設
）
が
非
住
民
に
回

さ
れ
た
た
め
に
自
国
民
の
移
植
医
療
の
機
会
が
減
少
し
た
り
す

る
場
合
は
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
非
倫
理
的
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。
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（
国
際
移
植
学
会
「
臓
器
取
引
と
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
関

す
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
宣
言
、
２
０
０
８
年
5
月
2
日
）。

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
宣
言
は
、
海
外
渡
航
移
植
に
内
在
す
る
臓

器
移
植
に
不
平
等
や
搾
取
、
人
権
侵
害
と
い
っ
た
側
面
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
経
済
的
な
困
難

や
貧
困
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
と
く
に
発
展
途
上
国

で
は
、
貧
困
層
が
自
ら
の
臓
器
を
提
供
す
る
こ
と
で
生
計
を
立

て
よ
う
と
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
、
富
裕
な

患
者
（
渡
航
者
）
が
臓
器
を
購
入
し
、
合
法
性
を
欠
い
た
手
続

き
で
移
植
手
術
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
何
十
年
に
も
わ
た
っ
て
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
で
、
臓
器
売
買
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、

国
際
的
な
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
違
法
な
臓
器
取
引
を
防
ぐ

た
め
に
、
倫
理
的
な
基
準
を
確
立
し
、
法
的
な
手
続
き
と
透
明

性
を
重
視
し
た
国
際
的
な
枠
組
み
が
必
要
と
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

宣
言
後
も
臓
器
売
買
の
撲
滅
に
は
至
ら
ず
、
む
し
ろ
悪
化
し

て
い
る
状
況
も
認
め
ら
れ
た
た
め
、
２
０
１
７
年
に
は
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
第
２
６
６
代 

ロ
ー
マ
教
皇
の
下
、
各
国
の
移
植
医
療

関
係
者
と
臓
器
売
買
撲
滅
に
詳
し
い
検
察
官
、
倫
理
学
者
、
法

律
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
78
名
が
バ
チ
カ
ン
国
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
会
館
に
招
聘
さ
れ
、
臓
器
売
買
撲
滅
バ
チ
カ
ン
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
日
本
か
ら
も
日
本
移
植
学

会
江
川
裕
人
理
事
長
（
当
時
）
が
招
聘
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

　

� 

「
全
世
界
の
臓
器
摘
出
を
目
的
と
し
た
人
身
売
買
と
移
植

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
に
つ
い
て
の
報
告
、
難
民
の
犠
牲
、

そ
し
て
各
国
と
地
域
か
ら
現
状
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
移

植
先
進
国
で
は
臓
器
提
供
を
増
や
す
取
り
組
み
に
重
点
が

置
か
れ
、
移
植
後
進
国
で
は
他
国
へ
の
渡
航
移
植
の
現
状
、

と
く
に
ア
フ
リ
カ
地
域
・
東
地
中
海
地
域
・
ア
ジ
ア
で
は

臓
器
売
買
の
現 

状
報
告
が
中
心
に
な
っ
た
。
レ
シ
ピ
エ

ン
ト
担
当
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
ド
ナ
ー
担
当
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
や
り
取
り
し
契
約
す
る
国
際
的

な
臓
器
売
買
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
存
在
す
る
こ
と
、
臓
器
売

買
に
よ
る
移
植
の
中
心
が
中
国
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
移
っ
た

こ
と
、
臓
器
提
供
国
と
な
っ
て
い
る
国
の
名
が
報
告
さ
れ
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た
。
臓
器
売
買
を
成
り
立
た
せ
る
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
国

際
的
取
り
締
ま
り
の
必
要
性
が
中
近
東
地
域
の
検
察
官
か

ら
強
調
さ
れ
た
。
臓
器
売
買
の
根
源
は
貧
困
と
無
知
と
弱

者
へ
の
虐
待
で
あ
り
教
育
と
行
政
の
取
り
組
み
が
最
も
重

要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
」

　

�（
臓
器
売
買
と
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
サ
ミ
ッ
ト
教
皇
宣
言
２
０
１
７
）

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
海
外
渡
航
移
植
が
抱
え
る
問
題
点

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
海
外
渡
航
移
植
は
高
額
な
経
済
的

負
担
を
伴
い
ま
す
。
移
植
手
術
や
滞
在
費
用
、
生
活
費
、
継
続

的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
治
療
に
か
か
る
費
用
は
莫
大
で
す
。
と

く
に
、
医
療
保
険
の
適
用
や
制
度
の
違
い
が
影
響
を
与
え
る
事

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

２
０
０
７
年
に
臓
器
移
植
法
（
以
下
、
旧
法
）
が
施
行
さ
れ
、

以
後
、
心
臓
移
植
の
治
療
効
果
が
一
般
国
民
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
一
方
で
脳
死
臓
器
提
供
数
は
伸
び
悩
み
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
旧
法
成
立
後
に
か
え
っ
て
海
外
渡
航
移
植
を
う
け
た

患
者
数
が
増
え
る
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
旧
法
の
も

と
で
は
国
内
で
の
心
臓
移
植
が
実
質
不
可
能
な
10
歳
未
満
の
小

児
に
限
ら
ず
、
国
内
で
も
心
臓
移
植
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
な

は
ず
の
体
の
大
き
な
小
児
や
成
人
も
、
海
外
で
心
臓
移
植
を
受

け
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
、２
０
０
８
年
5
月
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
宣
言
が
出
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
が

日
本
人
の
受
け
入
れ
を
制
限
し
た
影
響
、
さ
ら
に
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
宣
言
を
受
け
て
整
備
さ
れ
た
「
改
正
臓
器
移
植
法
」
が

２
０
１
０
年
7
月
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
２
０
０
９

年
を
ピ
ー
ク
に
海
外
渡
航
心
臓
移
植
件
数
は
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
一
方
、
２
０
１
５
年
8
月
、
小
児
用
の
体
外
設

置
型
Ｖ
Ａ
Ｄ
で
あ
る
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
が
保
険
償
還
（
全
額
を
一
旦

支
払
い
、
後
で
申
請
を
行
う
こ
と
で
規
定
の
額
を
払
い
戻
す
）

さ
れ
た
こ
と
で
乳
幼
児
期
に
心
不
全
に
陥
っ
た
小
児
が
救
命
さ

れ
、
安
定
し
た
状
態
で
の
海
外
渡
航
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、

特
に
小
児
で
の
海
外
渡
航
心
臓
移
植
は
、
今
で
も
な
く
な
り
ま

せ
ん
（
日
本
移
植
学
会
、
２
０
２
１
「
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク
」）。
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ま
た
、
渡
航
先
の
国
に
つ
い
て
見
る
と
き
、
各
国
は
異
な
る

医
療
基
準
や
倫
理
規
定
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
渡
航
移
植
に

お
い
て
課
題
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
一
部
の
国
で
は
特
定
の

移
植
手
術
が
合
法
で
あ
る
一
方
で
、
他
の
国
で
は
法
的
に
問
題

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
臓
器
提
供
や
移
植
の

倫
理
的
な
問
題
も
存
在
し
、
異
な
る
文
化
と
く
に
死
生
観
、
遺

体
観
に
つ
な
が
る
宗
教
に
よ
っ
て
も
慎
重
な
検
討
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
医
療
技
術
や
施
設
の
水
準
の
差
が
問
題
と
な

り
ま
す
。
一
部
の
先
進
国
で
は
高
度
な
医
療
技
術
が
提
供
さ
れ

て
い
る
が
、
他
の
国
で
は
ま
だ
ま
だ
医
療
水
準
が
低
い
場
合
が

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
患
者
が
求
め
る
移
植
手
術
の
質
や
成
功

率
が
異
な
る
点
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

日
本
移
植
学
会
倫
理
指
針
で
は
、
渡
航
移
植
患
者
の
診
療
を

断
る
可
能
性
が
あ
る
例
と
し
て
、

　

①
臓
器
売
買
が
疑
わ
れ
る
場
合
。

　

②�

臓
器
売
買
に
あ
た
る
か
否
か
判
断
で
き
る
情
報
が
得
ら

れ
な
い
場
合
。

　

③�

死
刑
囚
な
ど
倫
理
的
に
問
題
が
あ
る
ド
ナ
ー
か
ら
臓
器

が
提
供
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
場
合
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
医
師
法
の
応
召
義
務
（「
正
当
な
理
由
が

な
け
れ
ば
患
者
か
ら
の
診
療
の
求
め
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
」）

が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
移
植
学
会
倫
理
指
針
に
従
っ
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
上
記
の
ケ
ー
ス
で
は
診
療
を
断
る
こ
と
が
あ
る
と

公
表
し
て
い
る
病
院
と
し
て
、
東
京
都
立
大
久
保
病
院
、
東
京

大
学
付
属
病
院
、
群
馬
大
学
付
属
病
院
、
横
浜
市
立
大
学
市
民

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
沖
縄
の
友
愛
会
友
愛
医
療
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

東
京
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
例
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、

　

 

「
東
大
病
院
・
ご
来
院
の
み
な
さ
ま
へ

　
　

�

海
外
で
臓
器
移
植
を
受
け
ら
れ
、
そ
の
後
帰
国
さ
れ
た

患
者
さ
ん
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
診
療
に
つ
い
て
」

　
� 

「
心
臓
・
肺
・
肝
臓
・
腎
臓
な
ど
が
病
気
の
た
め
に
不
可

逆
的
な
機
能
不
全
を
き
た
し
、
生
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
臓
器
移
植
は
唯
一
の
救
命
手

段
で
す
。
こ
れ
は
ド
ナ
ー
と
そ
の
家
族
に
よ
る
無
償
の
協

力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
ご
存
じ
の
こ
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と
と
思
い
ま
す
。

　
�　

世
界
的
な
臓
器
移
植
医
療
の
普
及
に
伴
い
、
海
外
の
一

部
で
は
移
植
さ
れ
る
臓
器
が
貧
し
く
弱
い
立
場
の
人
々
か

ら
金
銭
と
引
き
換
え
に
摘
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
明
ら
か
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
臓
器
取
引
を
通
じ
た
臓

器
移
植
は
非
倫
理
的
か
つ
違
法
性
が
あ
り
、
２
０
０
８
年

『
臓
器
取
引
と
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
宣
言
』
が
出
さ
れ
、
公
平
な
臓
器
移
植
を
行
う
た

め
に
は
渡
航
移
植
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
世
界
的
に
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

�　

当
院
に
お
き
ま
し
て
も
、
非
倫
理
的
か
つ
違
法
性
の
あ

る
臓
器
移
植
は
断
固
と
し
て
許
容
で
き
な
い
と
考
え
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
渡
航
移
植
を
根
絶
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

�　

当
院
に
お
き
ま
し
て
は
、
海
外
で
臓
器
移
植
を
受
け
ら

れ
、
そ
の
後
帰
国
さ
れ
た
方
が
移
植
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
診
療
を
希
望
さ
れ
た
場
合
、
上
記
『
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

宣
言
』
の
ほ
か
、
我
が
国
の
『
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法

律
（
臓
器
移
植
法
）』、『
日
本
移
植
学
会
倫
理
指
針
』
に

則
り
対
応
い
た
し
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
違
法
性
の
あ
る

臓
器
移
植
を
受
け
ら
れ
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
当
院
で

の
診
療
を
お
断
り
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
本
の
医
療
機
関
を
通
さ
ず
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
橋
渡

し
で
渡
航
し
移
植
手
術
を
受
け
、
帰
国
後
容
態
が
悪
化
し
国
内

の
医
療
機
関
に
駆
け
込
む
例
が
決
し
て
少
な
く
な
い
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
20
年
間
に
わ
た
り
１
７
０
人
か
ら
多
額
の
現
金

を
受
け
取
り
、
海
外
で
の
臓
器
斡
旋
を
行
っ
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
理
事
長
が
逮
捕
さ
れ
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」

で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
長
年
に
わ
た
っ

て
携
わ
っ
て
き
た
臓
器
斡
旋
に
つ
い
て
逮
捕
さ
れ
た
こ
の
事
件

は
、「
海
外
渡
航
移
植
」
の
闇
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
こ
の
番

組
の
中
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
斡
旋
を
受
け
高
額
な
費
用
を
支
払

い
、海
外
で
移
植
を
受
け
た
人
物
（
移
植
に
成
功
し
て
い
る
）
が
、

「
日
本
で
移
植
を
待
っ
て
い
て
も
い
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
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必
要
悪
で
す
」
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
た
言
葉
は
、
海

外
渡
航
移
植
を
含
め
た
移
植
医
療
全
般
に
つ
い
て
、
ド
ナ
ー
不

足
に
加
え
法
整
備
が
遅
れ
て
い
る
我
が
国
の
現
状
を
物
語
っ
て

い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

臓
器
移
植
問
題
は
、
日
常
的
に
起
こ
り
う
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で

す
。
こ
こ
に
直
面
し
た
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
考
え
行
動
す
る

で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
海
外
渡
航
移
植
の
実
態
と
問
題
点
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。

�
【
坂
上
雅
翁
】

２　
小
児
臓
器
移
植
を
め
ぐ
る
問
題
点

は
じ
め
に

２
０
１
０
年
7
月
17
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た
改
正
臓
器
移
植

法
の
大
き
な
改
正
点
は
、
脳
死
判
定
及
び
臓
器
提
供
の
要
件
に

あ
っ
た「
本
人
の
書
面
に
よ
る
意
思
表
示
が
あ
る
場
合
に
限
る
」

と
い
う
要
件
の
緩
和
で
し
た
。
こ
の
緩
和
に
よ
っ
て
臓
器
提
供

の
意
思
表
示
が
な
い
場
合
と
、
民
法
９
６
１
条
の
規
定
に
よ
り

意
思
表
示
能
力
を
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
15
歳
未
満
の
小
児

か
ら
の
臓
器
提
供
が
国
内
に
お
い
て
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
臓
器
移
植
法
を
改
正
す
る
目
的
の
一
つ
で
あ
っ

た
「
小
児
臓
器
移
植
」
の
現
状
と
課
題
を
取
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

小
児
臓
器
移
植
の
現
状

小
児
臓
器
移
植
の
実
施
数
に
つ
い
て
は
、

　

�

２
０
２
３
年
9
月
末
ま
で
に
、
18
歳
未
満
か
ら
の
脳
死
下

臓
器
提
供
が
76
名
あ
り
、
２
０
１
９
年
は
こ
れ
ま
で
で
最

も
多
く
の
小
児
の
方
か
ら
の
ご
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
ご

提
供
さ
れ
た
方
々
の
年
齢
別
で
は
、
6
歳
未
満
28
名
、
6

歳
以
上
10
歳
未
満
8
名
、
6
歳
以
上
18
歳
未
満
24
名
、
10

歳
以
上
15
歳
未
満
10
名
、
15
歳
以
上
18
歳
未
満
6
名
で
し

た
が
、
合
計
３
４
３
名
の
方
が
移
植
を
受
け
る
に
至
り
、

そ
の
う
ち
２
１
５
名
が
18
歳
未
満
の
小
児
登
録
患
者
で
し

た
。

（
１
）
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と
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
、
改
正
臓
器
移
植
法
施
行
後
の
約
13
年

で
76
名
、
1
年
平
均
6
名
程
度
と
い
う
実
施
数
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
実
施
数
で
す
が
、「
日
本
小
児
循
環
器
学
会
移
植
委

員
会
の
全
国
調
査
に
よ
る
と
、
心
臓
移
植
を
必
要
と
す
る
小
児

は
毎
年
50
例
程
度
（
10
歳
未
満
は
30
例
程
度

（
（
（

）」
と
い
う
現
状

の
中
で
、
２
０
２
２
年
9
月
末
ま
で
に
計
63
名

（
（
（

、
1
年
平
均
5

名
に
し
か
小
児
心
臓
移
植
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
成
人

同
様
に
小
児
の
場
合
も
臓
器
移
植
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性
は
か

な
り
低
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
（
（

。
加
え
て
、
小
児
の

場
合
も
成
人
と
同
様
に
圧
倒
的
な
臓
器
不
足

（
（
（

と
い
う
問
題
が
あ

る
た
め
、「
死
亡
率
の
高
さ

（
（
（

」
と
「
海
外
渡
航
移
植
」
が
大
き

な
問
題
と
し
て
生
じ
て
い
ま
す
。
特
に
海
外
渡
航
移
植
に
つ
い

て
は
、
臓
器
移
植
に
関
す
る
国
内
唯
一
の
斡
旋
機
関
で
あ
る
公

益
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
て
い
な

い
場
合
が
あ
り

（
（
（

、「
国
内
で
は
移
植
が
期
待
で
き
な
い
と
い
う

患
者
家
族
の
意
志
の
現
れ
と
考
え
ら
れ
る

（
（
（

」
と
い
う
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
う
け
、
現
在
は
小
児
脳
死
と
臓
器
移
植
に

対
応
で
き
る
体
制
を
は
じ
め
と
し
た
施
設
の
整
備

（
（
（

、
被
虐
待
児

を
除
外
す
る
手
順
の
明
確
化

（
（1
（

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
小
児

の
臓
器
提
供
者
の
増
加
が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
児
臓
器
移
植
の
問
題

小
児
臓
器
移
植
の
今
後
を
考
え
る
際
に
重
要
な
こ
と
は
、「
臓

器
移
植
法
改
正
時
に
提
示
さ
れ
た
根
本
的
な
問
題
へ
と
立
ち
返

る
こ
と
」
だ
と
い
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
臓
器
移
植
法
改
正
の

目
的
の
一
つ
が
小
児
の
臓
器
移
植
を
可
能
に
す
る
こ
と
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
改
正
に
際
し
て
、「
小
児
の
脳
死
判
定
基
準
」「
被

虐
待
児
の
取
扱
い
」「
15
歳
未
満
の
小
児
の
意
思
表
示
」
と
い
っ

た
小
児
臓
器
移
植
に
関
わ
る
中
心
的
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
か
ら
で
す
。

例
え
ば
「
小
児
脳
死
」
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

「
長
期
脳
死
（
脳
死
判
定
後
、30
日
以
上
生
存
し
て
い
る
こ
と
）」

の
事
例
を
背
景
に
改
正
案
へ
の
反
対
が
あ
り
、
参
議
院
に
お
け

る
審
議
で
は
子
ど
も
の
脳
死
判
定
・
臓
器
提
供
に
つ
い
て
は
有

識
者
に
よ
る
臨
時
調
査
会
を
設
置
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
し
た
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「
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
検
討
等
そ

の
他
適
正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に

関
す
る
法
律
案（
参
題
26
号
、Ｅ
案
）」が
提
示
さ
れ
る
な
ど

（
（1
（

、「
小

児
脳
死
」
を
「
死
」
と
し
て
認
め
る
こ
と
へ
の
慎
重
な
態
度
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
意
思
表
示
」
に
つ
い
て
は
、「
家
族
の

承
諾
の
み
で
、
臓
器
提
供
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
に
つ
い
て
、

法
理
論
的
な
根
拠
づ
け
は
難
し
い

（
（1
（

」
と
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

15
歳
未
満
の
小
児
の
意
思
表
示
の
取
り
扱
い
と
と
も
に
、
家
族

の
同
意
を
も
っ
て
小
児
の
臓
器
提
供
が
可
能
と
な
る
こ
と
の
理

論
的
根
拠
が
問
題
視
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
小

児
科
学
会
は
、
２
０
０
３
年
に
「
小
児
脳
死
臓
器
移
植
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
」
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
「
小
児
の
人
権
を
護
る

立
場
か
ら
は
自
己
決
定
権
を
明
示
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ド
ナ
ー

カ
ー
ド
の
推
進
が
望
ま
し
い
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
が
小
児
臓
器
移
植
に
は
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
日

本
の
宗
教
界
は
、
脳
死
状
態
の
人
々
、
と
く
に
社
会
的
立
場
の

弱
い
、
脳
死
状
態
の
子
ど
も
た
ち
の
人
権
、
い
の
ち
の
尊
厳
を

守
ろ
う
と
世
に
問
い
、
国
に
働
き
か
け
た

（
（1
（

」
と
い
う
過
去
が
あ

り
ま
す
。
現
在
の
状
況
は
、
臓
器
移
植
法
改
正
時
に
小
児
臓
器

移
植
を
中
心
と
し
て
問
わ
れ
た
「
脳
死
は
人
の
死
な
の
か
」
と

い
っ
た
根
本
的
な
問
い
や
、
臓
器
移
植
が
孕
ん
で
い
た
「
人
体

組
織
や
臓
器
の
部
品
化
と
い
う
考
え
方

（
（1
（

」
へ
と
傾
斜
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
不
安
に
対
し
て
、
十
分
な
社
会
的
議

論
が
深
ま
ら
な
い
ま
ま
「
臓
器
移
植
推
進
」
の
波
に
押
し
流
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
上
、
小
児
臓
器
移

植
に
は
、
小
児
ド
ナ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
両
親
へ
の

ケ
ア

（
（1
（

、
障
害
を
も
つ
小
児
か
ら
の
臓
器
提
供

（
（1
（

、
海
外
渡
航
移
植

に
お
け
る
虐
待
を
受
け
た
児
童
か
ら
の
臓
器
提
供

（
（1
（

な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
も
指
摘
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

臓
器
移
植
法
が
施
行
さ
れ
25
年
、
改
正
さ
れ
て
10
年
以
上
の

時
間
が
経
過
し
た
今
、
脳
死
臓
器
移
植
数
の
増
加
が
示
す
よ
う

に
、「
臓
器
移
植
」
は
“
一
般
的
な
医
療
”
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
言
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
臓
器
提
供
カ
ー
ド
が
身
近
に
な
っ
た

こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
小
児
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
人
び
と

に
「
脳
死
」
や
「
臓
器
移
植
」
が
具
体
的
な
選
択
肢
に
な
っ
て

い
る
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、「
小
児
臓
器
移
植
」
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の
現
状
を
確
認
す
る
と
、
小
児
を
含
む
臓
器
移
植
に
関
す
る
根

本
的
な
問
い
に
向
き
合
い
き
れ
て
い
な
い
状
態
、
本
報
告
中
の

論
考
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
見
過
ご
さ
れ

て
い
る
状
態
で
臓
器
移
植
の
一
般
化
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に
小
児
臓
器
移
植
の
場
合
に
は
、
臓

器
提
供
側
、
い
わ
ば
「
亡
く
な
る
命
」「
犠
牲
に
な
る
命
」
に

十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
、
社
会
的
な
議
論
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
註
】

（
1
）
Ｊ
Ｏ
Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
２
０
２
３

（
2
）
福
嶌
教
偉
「
わ
が
国
の
小
児
心
臓
移
植
の
現
状
と
課
題
」『
日
本
小

児
循
環
器
学
会
雑
誌
』
33
巻
1
号
、
２
０
１
７
年
1
月

（
3
）
Ｊ
Ｏ
Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
２
０
２
３ 

（
4
）「
現
在
、
日
本
で
臓
器
移
植
を
希
望
し
て
Ｊ
Ｏ
Ｔ
に
登
録
し
て
い
る

方
の
総
数
は
、
約
１
６
０
０
０
人
で
す
。
一
方
で
、
1
年
間
で
臓
器

移
植
を
受
け
ら
れ
た
人
は
、
約
４
０
０
人
。
わ
ず
か
3
％
の
人
し
か

移
植
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
」（
公

益
社
団
法
人
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｈ
Ｐ
）。
臓
器
移
植
実
施
数

の
少
な
さ
に
つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
「
国
民
4
割
が
「
前
向
き
」
な

の
に
先
進
国
ワ
ー
ス
ト　

臓
器
移
植
25
年
」（
２
０
２
２
年
12
月
14

日
付
）、
読
売
新
聞
「
臓
器
移
植
法
25
年
、
ド
ナ
ー
不
足
の
解
消
見

え
ず
」（
２
０
２
２
年
10
月
17
日
付
）
な
ど
の
報
道
が
あ
る
。

（
5
）
こ
の
点
は
脳
死
者
の
発
生
数
と
関
係
が
あ
り
、
小
谷
み
ど
り
（「
臓

器
提
供
の
意
思
は
誰
が
決
め
る
の
か
」『Life D

esign Focus

』
２

０
１
３
年
10
月
）、
岩
波
祐
子
（「
臓
器
移
植
の
現
状
と
今
後
の
課
題

（
1
）」『
立
法
と
調
査
』
２
９
８
号
、
２
０
０
９
年
）
な
ど
が
、
指

摘
し
て
い
る
。

（
6
）佐
野
俊
二「
小
児
に
お
け
る
心
臓
移
植
の
実
際
と
そ
の
問
題
点
」（
第

４
回
日
本
循
環
器
学
会
プ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー
「
改
正
臓
器
移
植
法
施
行

後
の
心
臓
移
植
―
現
状
と
将
来
の
展
望
―
」
２
０
１
０
年
9
月
）、

福
嶌
教
偉
「
移
植
待
機
患
者
の
現
状
」（
第
１
３
２
回
日
本
医
学
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
わ
が
国
の
臓
器
移
植
―
現
状
と
問
題
点
―
」
２
０

０
７
年
8
月
）、
恩
田
裕
之
「
子
ど
も
の
脳
死
と
臓
器
移
植
」（『
調

査
と
情
報
』
４
４
０
号
２
０
０
４
年
）
な
ど
参
照
。

（
7
）福
嶌
教
偉「
改
正
法
施
行
後
の
小
児
心
臓
移
植
の
現
状
と
課
題
」『
日

本
小
児
循
環
器
学
会
雑
誌
』
第
27
巻
第
3
号
、
２
０
１
１
年

（
8
）
日
沼
千
尋
、
木
戸
恵
美
、
西
尾
麻
里
子
、
長
谷
川
弘
子
「
我
が
国

に
お
け
る
小
児
の
臓
器
移
植
の
現
状
と
課
題
」『
東
京
女
医
大
看
会

誌
』V

ol.8 N
o.1 2013

（
9
）「
各
提
供
施
設
が
経
験
す
る
小
児
脳
死
の
頻
度
は
低
い
と
想
定
さ
れ

る
た
め
、
遭
遇
し
た
際
の
円
滑
な
対
応
に
向
け
て
、
全
提
供
施
設
に
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て
小
児
脳
死
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」

（
問
田
千
晶
、六
車
崇
「
小
児
専
門
施
設
に
お
け
る
小
児
脳
死
の
現
状
」

『
日
救
急
医
会
誌
』
24
号
、
２
０
１
３
年
）

（
10
）「
虐
待
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
そ
れ
を
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
理
由
で
拒
絶
さ
れ
て
、
子
は
荼
毘
に
付
さ
れ
る
と
い
う
、
最
も

残
酷
な
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
」（
厚
生
労
働
省
「
小
児
か
ら
の
臓

器
提
供
に
関
す
る
作
業
班
」
第
5
回
（
２
０
２
１
年
9
月
6
日
）
参

考
資
料
1
第
56
回
厚
生
科
学
審
議
会
疾
病
対
策
部
会
臓
器
移
植
委
員

会
資
料
1
「
こ
れ
ま
で
に
出
た
主
な
意
見
に
つ
い
て
」）
と
述
べ
ら

れ
る
よ
う
に
、
虐
待
か
ど
う
か
の
判
断
を
明
確
に
行
う
こ
と
で
、「
臓

器
提
供
が
可
能
な
小
児
脳
死
者
」
を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
と
い
う
方
向

性
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
方
向
性
の
も
と
、
２
０
２

２
年
8
月
1
日
に
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
の
運
用
に
関
す

る
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
特
に
「
15
歳
未

満
の
知
的
障
害
者
等
の
臓
器
提
供
に
関
す
る
有
効
な
意
思
表
示
が
困

難
と
な
る
障
害
を
有
す
る
者
の
取
り
扱
い
」
及
び
「
虐
待
を
受
け
た

児
童
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
の
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
11
）
岩
波
祐
子
「
臓
器
移
植
の
現
状
と
今
後
の
課
題
（
2
）」（『
立
法
と

調
査
』
２
９
９
号
、
２
０
０
９
年
）、
山
﨑
亮
「
脳
死
論
の
現
在
―

臓
器
移
植
法
の
改
定
を
め
ぐ
っ
て
」（『
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
社

会
文
化
学
科
編
』
7
号
、
２
０
１
１
年
）、
小
松
美
彦
、
市
野
川
容
孝
、

田
中
智
彦
編
『
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト　
い
の
ち
の
選
択
』（
岩
波
書
店
、

２
０
１
０
年
）
な
ど
参
照
。
な
お
、
総
研
叢
書
第
5
集
『
い
の
ち
の

倫
理
』（
２
０
０
８
年
3
月
、
22
～
23
頁
）
で
は
、
3
つ
の
改
正
案

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）
澤
田
聡
子
、
菅
原
梓
「
小
児
の
脳
死
」『
帝
京
平
成
大
学
紀
要
』
第

22
巻
第
2
号
、
２
０
１
１
年

（
13
）
冲
永
隆
子
「
移
植
医
療
に
お
け
る
弱
者
の
「
い
の
ち
」：
子
ど
も
の

脳
死
臓
器
移
植
問
題
に
関
す
る
一
考
察
」『
宗
教
と
社
会
貢
献
』
2

巻
1
号
、
２
０
１
２
年
。
ま
た
、
脳
死
臓
器
移
植
に
関
す
る
宗
教
界

の
動
向
に
つ
い
て
は
、
宗
教
情
報
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
研
究
員
リ
ポ
ー
ト
「
臓
器
移
植
法
に
賛
成
で
す
か
？
反
対
で
す

か
？
」（
２
０
１
０
年
9
月
）
に
詳
し
い
。

（
14
）
総
研
叢
書
第
5
集
『
い
の
ち
の
倫
理
』（
２
０
０
８
年
3
月
）
38
頁

（
15
）
臓
器
移
植
関
連
学
会
協
議
会
で
は
２
０
１
０
年
3
月
1
日
に
「
臓

器
移
植
法
改
正
後
の
移
植
医
療
の
体
制
整
備
に
関
す
る
提
言　

改
訂

版
」
を
発
表
し
て
お
り
、
小
児
に
固
有
な
諸
問
題
と
し
て
、
小
児
ド

ナ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
6
点
を
挙
げ
て
い
る
。

（
16
）
毎
日
新
聞
「
知
的
障
害
児
、
臓
器
移
植
の
ド
ナ
ー
対
象
に
」（
２
０

２
１
年
12
月
23
日
付
）

（
17
）
平
田
康
隆
「
ア
メ
リ
カ
で
の
小
児
重
症
心
不
全
医
療
の
現
状
」『
日

本
小
児
循
環
器
学
会
雑
誌
』
第
33
巻
1
号
、
２
０
１
７
年

�

【
岡
崎
秀
麿
】
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３　
生
体
移
植
の
問
題
点

生
体
移
植
は
希
望
の
光
？

本
年
（
２
０
２
４
）
３
月
４
日
、
世
界
初
の
生
体
肺
肝
同
時

移
植
手
術
が
成
功
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。

　

�

京
都
大
病
院
は
４
日
、
先
天
性
の
難
病
を
抱
え
る
10
歳
未

満
の
男
児
に
対
し
、
親
族
３
人
の
肺
と
肝
臓
の
一
部
を
同

時
に
移
植
す
る
手
術
に
成
功
し
た
と
発
表
し
た
。
生
体
肺

肝
同
時
移
植
手
術
は
世
界
初
と
い
う
。
手
術
は
昨
年
11
月

に
実
施
さ
れ
、
男
児
は
順
調
に
回
復
し
、
今
月
１
日
に
無

事
退
院
し
た
。
／
男
児
は
「
先
天
性
角
化
不
全
症
」
と
呼

ば
れ
る
病
気
で
、
骨
髄
の
機
能
不
全
な
ど
に
よ
っ
て
皮
膚

や
臓
器
に
影
響
が
出
る
。
根
治
療
法
は
な
く
、
国
内
の
重

症
患
者
数
は
約
２
０
０
人
と
さ
れ
る
。
／
発
表
に
よ
る
と
、

男
児
は
関
東
在
住
で
、
４
歳
の
と
き
に
妹
か
ら
骨
髄
移
植

を
受
け
た
が
、
次
第
に
肺
が
酸
素
を
取
り
込
み
に
く
く
な

り
、
肝
硬
変
も
発
症
。
肺
と
肝
臓
両
方
の
移
植
が
必
要
な

状
態
に
陥
っ
た
。
／
臓
器
提
供
し
た
の
は
、
40
歳
代
の
両

親
と
60
歳
代
の
祖
父
。
昨
年
11
月
15
日
に
実
施
さ
れ
た
手

術
で
は
、
父
親
の
右
肺
、
母
親
の
左
肺
、
祖
父
の
肝
臓
の

一
部
が
移
植
さ
れ
、
手
術
時
間
は
約
18
時
間
に
及
ん
だ
。

／
日
本
移
植
学
会
な
ど
に
よ
る
と
、
脳
死
ド
ナ
ー
（
提
供

者
）
か
ら
の
肺
肝
同
時
移
植
は
、
海
外
で
の
実
施
例
は
あ

る
が
、
国
内
で
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
い
。
／
執
刀

医
の
伊
達
洋
至
教
授
は
記
者
会
見
で
、「
複
数
の
臓
器
を

痛
め
て
い
る
人
に
も
同
時
に
移
植
で
き
る
こ
と
を
示
せ

た
」
と
話
し
た

（
（
（

。

別
の
報
道
に
よ
る
と
、
男
の
子
の
両
親
は
「
移
植
を
諦
め
る

し
か
な
く
何
も
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
や
絶
望
感
を
抱
え
て
い

る
患
者
さ
ん
や
親
族
の
方
の
一
筋
の
光
に
な
れ
ば
う
れ
し
い

（
（
（

」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

臓
器
移
植
を
望
む
人
に
対
し
て
臓
器
提
供
数
は
世
界
中
で
圧

倒
的
に
不
足
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
本
報
告
で
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
取
り
上
げ
た
よ
う
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
現
状
で
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
吉
報
と
捉
え
ら
れ
る

の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
で
す
が
、「
生
体
移
植
」
に
は
手
放
し
で
喜
べ
な
い
面
も
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あ
る
の
で
す
。

日
本
で
の
み
主
流
と
な
っ
て
い
る
生
体
移
植

生
体
移
植
と
は
、「
健
康
な
人
」
か
ら
臓
器
の
提
供
を
受
け

て
行
わ
れ
る
移
植
医
療
で
す
。
心
臓
・
膵
臓
な
ど
生
体
移
植
で

き
な
い
臓
器
も
あ
り
ま
す
が
（
逆
に
角
膜
な
ど
は
心
停
止
後
で

も
提
供
可
能
）、
腎
臓
と
肝
臓
、
肺
な
ど
で
は
生
体
移
植
が
可

能
で
す
。

日
本
で
は
脳
死
か
ら
の
臓
器
移
植
が
少
な
い
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
の
人
口
１
０
０
万
人
あ
た
り
の

脳
死
後
と
心
停
止
死
後
の
臓
器
提
供
数
は
、
ア
メ
リ
カ
44
・
5

例
、
ス
ペ
イ
ン
46
・
1
例
、
フ
ラ
ン
ス
24
・
7
例
、
韓
国
7.9
例

に
対
し
、
日
本
は
0
・
88
例
で
し
た

（
（
（

。

日
本
で
な
ぜ
脳
死
移
植
が
増
え
な
い
の
か
―
―
。
死
生
観
の

問
題
や
医
療
へ
の
不
信
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
中
、

橳
島
次
郞
氏
は
「
日
本
の
移
植
医
療
が
、
生
き
て
い
る
人
か
ら

の
臓
器
提
供
に
過
度
に
依
存
し
て
き
た
こ
と
」
が
最
大
の
原
因

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す

（
（
（

。
確
か
に
、
日
本
で
は
、
脳
死
移

植
を
可
能
と
す
る
た
め
の
法
制
度
の
整
備
や
社
会
的
な
合
意
形

成
の
目
途
が
な
か
な
か
立
た
な
か
っ
た
１
９
７
０
年
代
以
降
、

生
体
移
植
に
活
路
が
見
出
さ
れ
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
日
本
に
お
け
る
生
体
移
植
の
割
合
は
、
２
０
２
０
年

の
デ
ー
タ
で
腎
臓
91
・
8
％
（
１
，７
１
１
件
中
１
，５
７
０
件
）、

肝
臓
83
・
4
％
（
３
８
０
件
中
３
１
７
件
）、
肺
22
・
7
％

（
75
件
中
17
件
）
と
な
っ
て
い
ま
す

（
（
（

。
そ
の
多
く
は
家
族
・
親

族
か
ら
の
提
供
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
臓
器
移
植
法
の
施

行
後
も
生
体
移
植
に
依
存
す
る
流
れ
は
変
わ
ら
ず
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

一
方
海
外
で
は
、「
健
康
な
人
」
か
ら
の
臓
器
提
供
は
窮
余

の
策
と
見
な
さ
れ
、
で
き
る
だ
け
避
け
よ
う
と
す
る
の
が
一
般

的
で
あ
り
、
生
体
移
植
を
実
施
す
る
条
件
に
つ
い
て
も
法
律
に

よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
国
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
生
体
移
植

が
（
臓
器
に
よ
っ
て
は
）
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
主
流
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
実
は
世
界
の
中
で
日
本
だ
け
な
の
で
す
。
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生
体
移
植
が
多
い
理
由
と
問
題
点

橳
島
氏
は
日
本
で
生
体
移
植
が
圧
倒
的
に
多
い
理
由
と
し
て
、

①�
日
本
人
の
身
内
主
義
…
見
知
ら
ぬ
他
人
の
脳
死
者
よ
り
も
生

き
て
い
る
親
族
か
ら
の
提
供
が
望
ま
し
い
と
い
う
社
会
文
化

的
な
要
因

②�

生
体
移
植
に
対
す
る
規
制
の
な
さ
…
臓
器
移
植
法
に
は
生
き

て
い
る
人
か
ら
臓
器
を
摘
出
し
て
よ
い
条
件
や
手
続
き
の
規

定
が
な
く
、
法
規
制
の
厳
し
い
脳
死
移
植
よ
り
も
無
規
制
で

や
り
や
す
い
生
体
移
植
に
移
植
医
療
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
傾
斜

し
て
い
る
こ
と

の
二
点
を
挙
げ
、
こ
の
う
ち
後
者
に
つ
い
て
強
い
懸
念
を
表
明

し
て
い
ま
す

（
（
（

。

生
体
移
植
に
は
、
健
康
な
人
か
ら
臓
器
を
取
り
出
す
と
い
う

大
き
な
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
の
臓
器
移
植
法
は
、

あ
く
ま
で
も
脳
死
者
か
ら
臓
器
を
摘
出
で
き
る
条
件
や
手
続
き

を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
生
体
移
植
に
関
し
て
は
対
象
と
し
て

い
ま
せ
ん
。
法
的
な
規
制
が
な
く
、
学
会
の
指
針
や
各
医
療
機

関
で
の
倫
理
審
査
に
丸
投
げ
さ
れ
て
い
る
現
状
が
、
臓
器
売
買

や
提
供
者
の
健
康
被
害
な
ど
の
問
題
を
招
く
温
床
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
の
で
す
。

臓
器
売
買
に
つ
い
て
は
、
臓
器
移
植
法
の
規
程
が
脳
死
移
植

以
外
に
も
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
、
生
体
移
植
に
お
い
て
も
禁
止

さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
借
金
を
抱
え
た
人
に
臓
器
売
買
を
も

ち
か
け
た
（
ほ
ぼ
強
要
し
た
）
事
件
が
す
で
に
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た
“
身
内
主
義
”
の
強
い
日
本
社
会
で
は
、
親
族
間
で
の
臓

器
提
供
を
拒
否
し
た
こ
と
で
関
係
が
悪
化
す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
も
充
分
起
こ
り
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
生
体
移
植
の
場
合
、

提
供
者
本
人
の
同
意
が
確
認
し
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま

す
が
、
本
当
に
自
発
的
な
意
思
で
臓
器
提
供
に
同
意
し
て
い
る

の
か
を
確
認
す
る
手
続
き
は
各
医
療
機
関
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
、
提
供
を
断
る
権
利
が
し
っ
か
り
保
証
さ

れ
る
な
ど
、
改
善
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

提
供
者
の
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
、
死
亡
例
を
含
め
少
な
か

ら
ぬ
問
題
事
例
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
世
間
に
は
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
提
供
者
が
受
け
る
健
康

被
害
に
つ
い
て
も
そ
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
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の
が
実
状
で
す
。
海
外
で
は
提
供
者
の
負
担
な
ど
を
考
慮
し
て

生
体
か
ら
提
供
で
き
る
臓
器
が
制
限
さ
れ
て
い
る
国
が
多
く
、

肺
に
つ
い
て
は
日
本
以
外
で
は
ほ
ぼ
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
冒

頭
で
「
世
界
初
の
生
体
肺
肝
同
時
移
植
」
の
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
確
か
に
“
世
界
初
”
で
は
あ
る
も
の
の
、
世
界

の
他
の
国
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
手
術
で
あ
る
こ
と
は
知
っ

て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
（
今
後
、
提
供
者
の
負
担
が
少
な
い
術

式
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
し
た
ら
状
況
が
変
化
す
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
が
）。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
臓
器
提
供
者
の
健
康
状
態
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
、
ま
た
臓
器
提
供

者
が
生
命
保
険
に
加
入
し
づ
ら
く
な
る
の
を
防
ぐ
法
規
程
も
設

け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す

（
（
（

。
日
本
で
も
、
提
供
者
の
健
康
被
害

が
も
う
少
し
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
適
切

な
保
障
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

結
び生

体
移
植
は
、
脳
死
者
か
ら
の
臓
器
提
供
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

か
っ
た
日
本
に
お
い
て
、
い
わ
ば
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
的
に
普
及
・
進

展
し
て
き
ま
し
た
。
と
は
い
え
慢
性
的
な
臓
器
不
足
は
、
日
本

だ
け
で
な
く
世
界
に
お
い
て
も
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
異
種
移
植
な
ど
様
々
な
手
段
で
臓
器
を
得
よ
う
と
い
う
動

き
が
世
界
各
国
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
で
、
日

本
で
特
異
な
進
展
を
遂
げ
た
生
体
移
植
が
海
外
か
ら
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
節
冒
頭
で
述
べ
た
生
体
肺
肝
同
時
移
植
手
術
に
つ
い
て
も
、

執
刀
医
は
日
本
人
医
師
で
し
た
。
こ
の
例
を
は
じ
め
、
生
体
移

植
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
日
本
人
医
師
の
海
外
で
の
活
躍
も
目

立
っ
て
お
り
、
ま
た
実
現
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
生
体
移
植

を
目
的
と
し
た
日
本
へ
の
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
も
企
画
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
生
体
移
植
は
今
後
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
く

可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
生
体
移
植
に
は
生
体
移
植
で
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
臓
器
移
植
と
い
う
と
脳
死
臓
器
移
植
ば
か
り
が
注
目

を
集
め
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
も
っ
と
生
体
移
植

に
つ
い
て
も
意
識
を
向
け
、
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
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な
い
で
し
ょ
う
か
。
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Ｈ
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Ｂ
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０
０
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／
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０
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（
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）
橳
島
氏
前
掲
書
、
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�

【
吉
田
淳
雄
】

４　
異
種
移
植
の
倫
理
的
課
題

は
じ
め
に

近
年
、
他
種
の
動
物
の
臓
器
を
ヒ
ト
に
移
植
す
る
異
種
移
植

が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
9
月
30
日
、
ア
メ
リ

カ
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ロ
ー
レ

ン
ス
・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
氏
へ
の
世
界
で
2
番
目
の
豚
か
ら
の
心

臓
移
植
手
術
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
氏
は
、
手
術

の
約
6
週
間
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
２
０
２
４
年
3
月
16

日
に
は
遺
伝
子
改
変
し
た
ブ
タ
か
ら
腎
臓
移
植
が
行
わ
れ
、
今

後
異
種
移
植
が
更
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。

現
在
ア
メ
リ
カ
で
は
10
万
人
以
上
が
移
植
を
待
っ
て
い
る
状
態

で
す
。
平
均
し
て
一
日
に
17
人
が
臓
器
を
待
ち
望
み
な
が
ら
亡

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す

（
（
（

。
異
種
移
植
は
そ

の
根
本
的
な
解
決
方
法
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
現
在
注

目
を
浴
び
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

異
種
移
植
の
歴
史

実
は
異
種
移
植
の
歴
史
は
深
く
、
令
和
四
年
度
の
「
移
植
医

療
を
巡
る
最
近
の
動
向
」
の
中
で
、
異
種
移
植
の
歴
史
と
そ
の

倫
理
的
課
題
に
つ
い
て
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
に

つ
い
て
、簡
単
に
復
習
し
ま
す
と
１
９
０
２
年
に
ア
レ
ク
シ
ス・
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カ
レ
ル
が
血
管
吻
合
技
術
を
開
発
し
た
後
に
異
種
移
植
は
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
時
は
ド
ナ
ー
の
動
物
と
し
て
ブ
タ
、
ウ

サ
ギ
、
ヤ
ギ
、
ヒ
ツ
ジ
、
サ
ル
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
た
そ
う

で
す

（
（
（

。
さ
ら
に
は
、
１
９
５
０
〜
60
年
代
に
な
る
と
ヒ
ト
か
ら

ヒ
ト
へ
の
臓
器
移
植
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

よ
り
人
に
近
い
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
ヒ
ヒ
か
ら
の
移
植
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
６
３
年
に
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
か

ら
の
腎
移
植
で
９
ヶ
月
生
着
し
た
例
も
見
ら
れ
た
も
の
の
、
一

般
的
に
異
種
移
植
後
の
拒
絶
反
応
は
激
烈
で
、
多
く
の
場
合
は

数
時
間
か
ら
数
日
で
移
植
し
た
臓
器
は
そ
の
機
能
を
失
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、
倫
理
的
問
題
と
感
染
症
の
危
険
性
な
ど
か
ら
霊
長

類
か
ら
の
移
植
は
望
ま
し
く
な
い
と
さ
れ
、
代
替
と
し
て
ブ
タ

か
ら
の
移
植
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現
在
で
は
ブ
タ

が
ド
ナ
ー
臓
器
不
足
の
問
題
を
解
決
す
る
可
能
性
が
最
も
高
い

動
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
（
（

た
め
、
以
後
ブ
タ
を
用
い
た

異
種
移
植
の
歴
史
に
つ
い
て
書
い
て
い
き
ま
す
。

ブ
タ
の
異
種
移
植
の
歴
史

こ
こ
か
ら
は
ブ
タ
の
異
種
移
植
の
歴
史
に
つ
い
て
書
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
遺
伝
的
に
ヒ
ト
か
ら
遠
く
離
れ
た
ブ
タ

か
ら
の
臓
器
移
植
を
行
う
場
合
、
超
急
性
拒
絶
反
応
が
大
き
な

障
壁
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
超
急
性
拒
絶
反
応
と
は
、
ヒ
ト
の

免
疫
機
能
が
ブ
タ
の
臓
器
を
異
物
と
し
て
認
識
し
攻
撃
し
て
し

ま
う
た
め
に
、
ブ
タ
の
臓
器
を
ヒ
ト
に
移
植
し
た
後
、
数
分
か

ら
数
時
間
で
移
植
臓
器
が
機
能
不
全
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

指
し
ま
す
。
こ
の
障
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
１
９
９
４
年
に

は
、
免
疫
反
応
を
制
御
す
る
た
め
の
ヒ
ト
遺
伝
子
を
ブ
タ
に
導

入
し
た
遺
伝
子
組
み
換
え
ブ
タ
が
作
出
さ
れ
た
結
果
、
超
急
性

拒
絶
反
応
を
回
避
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
近
年
で
は
、CRISPR/Cas9

に
代
表
さ
れ
る
迅
速

な
標
的
遺
伝
子
編
集
技
術
で
も
超
急
性
拒
絶
反
応
等
の
リ
ス
ク

に
対
処
出
来
る
様
に
な
っ
た
た
め
、
異
種
移
植
の
分
野
が
再
活

性
化
し
て
い
ま
す

（
（
（

。
２
０
２
２
年
に
ア
メ
リ
カ
の
2
つ
の
グ

ル
ー
プ
で
豚
の
腎
臓
移
植
に
成
功
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
54
時

間
、
Ｕ
Ａ
Ｂ
研
究
所
74
時
間
生
存
、
移
植
さ
れ
た
腎
臓
か
ら
尿
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が
生
成
）
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
さ
ら
に
豚
の
心
臓
移
植

手
術
も
行
わ
れ
、
約
2
ヶ
月
後
に
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の

際
に
事
前
の
チ
ェ
ッ
ク
で
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
豚
Ｃ
Ｍ
Ｖ

（
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ
ル
ス
）
に
移
植
さ
れ
た
心
臓
が
感
染
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
病
原
体
伝
播
の
リ
ス
ク
が
依
然
と
し

て
存
在
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
２
０
２

３
年
9
月
、
世
界
で
2
人
目
の
豚
の
心
臓
移
植
を
受
け
た
患
者

が
6
週
間
生
存
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た

（
（（
（
（

。
こ
の
よ
う
に
、

CRISPR/Cas9

等
で
遺
伝
子
操
作
さ
れ
た
豚
を
用
い
た
異
種

移
植
の
臨
床
研
究
は
現
在
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
異
種
移
植
が
未
来
の
話
で
は
な
く
現
実
の
も
の
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
異
種
移
植
に
関
わ
る
倫
理
的
な

議
論
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

異
種
移
植
に
お
け
る
倫
理
的
課
題

一
般
的
に
異
種
移
植
に
反
対
す
る
議
論
に
は
、
大
き
く
分
け

て
ド
ナ
ー
の
動
物
に
対
す
る
も
の
と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
人
間
に

対
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
動
物
に
対
す
る
も
の
と
し
て
は
、

・�

動
物
虐
待
や
動
物
の
権
利
侵
害
（
例
：
異
種
移
植
が
医
療
処

置
と
し
て
利
用
可
能
に
な
る
前
に
ド
ナ
ー
の
動
物
は
治
験
や

実
験
の
対
象
と
な
り
苦
痛
を
与
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
）

・�

種
間
で
の
差
別
（
例
：
霊
長
類
は
可
哀
想
だ
が
ブ
タ
は
食
用

に
も
用
い
ら
れ
る
た
め
臓
器
を「
利
用
」す
る
精
神
的
な
ハ
ー

ド
ル
が
霊
長
類
に
比
べ
て
低
い
）

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
動
物
虐
待
や
動
物
の
権
利
侵
害
に
つ
い

て
は
異
種
移
植
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
生
命
科
学
研
究
全

般
に
言
え
る
こ
と
で
す
。「
も
し
も
動
物
に
苦
痛
を
与
え
な
い

よ
う
な
代
替
の
手
段
が
利
用
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
の
使
用
を
検

討
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
る
べ
き
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す

（
（
（

。

現
在
、
ブ
タ
は
食
用
に
も
用
い
ら
れ
る
た
め
動
物
愛
護
的
問

題
が
少
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
も
異
種
移
植
の
研
究
に
多
く
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ブ
タ
に
つ
い
て
も
道
徳
的
に
理

想
で
は
な
い
も
の
の
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
の

な
ら
今
後
も
使
用
が
継
続
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
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霊
長
類
に
対
し
て
は
倫
理
的
な
問
題
が
多
く
指
摘
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
タ
に
対
し
て
は
倫
理
的
な
問
題
が
指

摘
さ
れ
づ
ら
い
と
い
う
、
種
間
で
差
別
が
あ
る
こ
と
に
対
し
て

反
対
意
見
も
あ
り
ま
す
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
で
哲
学
者

の
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
は
種
間
差
別
を
「
自
分
の
種
の
メ
ン

バ
ー
の
利
益
を
優
先
し
、
他
の
種
の
メ
ン
バ
ー
の
利
益
に
反
す

る
偏
見
や
態
度
」
と
定
義
し
、
実
験
に
使
わ
れ
る
動
物
の
権
利

に
関
し
て
も
倫
理
的
な
議
論
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
人
間
に
対
す
る
倫
理
的
課
題
と
し

て
は
、

・
人
間
の
尊
厳
を
脅
か
さ
れ
る

・�

移
植
を
受
け
る
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
曖
昧
に
す
る（
ブ

タ
の
臓
器
が
自
分
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
）

・�

道
徳
的
タ
ブ
ー
を
破
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
（
伝
統
的
に
キ

リ
ス
ト
教
は
異
種
移
植
に
は
反
対
の
立
場
を
取
っ
て
い
た
）

な
ど
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

異
種
移
植
に
よ
り
身
体
の
完
全
性
が
損
な
わ
れ
、
人
間
の
尊

厳
が
脅
か
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
が
獲
得
し
う
る
利
益
や
身
体
機
能
の

回
復
に
よ
っ
て
こ
の
点
は
容
認
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の

も
事
実
で
す

（
（
（

。
道
徳
的
タ
ブ
ー
に
関
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
は

伝
統
的
に
異
種
移
植
に
反
対
の
立
場
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
１
６
８
２
年
戦
闘
で
頭
皮
と
頭
蓋
骨
の
一
部
を
失
っ
た

ロ
シ
ア
の
貴
族
が
外
科
医
に
よ
っ
て
犬
の
頭
蓋
骨
の
骨
片
を

使
っ
て
頭
蓋
骨
の
欠
陥
を
修
復
す
る
こ
と
に
成
功
。
し
か
し
ロ

シ
ア
の
教
会
は
、
頭
に
犬
の
骨
が
あ
る
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

は
な
れ
な
い
と
考
え
、
こ
の
貴
族
を
破
門
す
る
と
脅
し
ま
し
た

（
（
（

。

近
年
は
反
対
の
立
場
を
軟
化
さ
せ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

今
後
異
種
移
植
技
術
の
発
展
に
伴
っ
て
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教

に
お
け
る
道
徳
的
タ
ブ
ー
を
破
壊
す
る
可
能
性
は
増
し
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
註
】

（
1
）https://edition.cnn.com

/2024/01/30/health/pig-organ-
transplant-xenotransplantation/index.htm

l

（
2
）https://jsn.or.jp/journal/docum

ent/47_2/83-93.pdf
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）https://w

w
w

.ncbi.nlm
.nih.gov/pm

c/articles/
PM

C6487536
（
4
）https://w

w
w
.nature.com

/articles/s41591-023-02471-9
（
5
）https://w

w
w
.nature.com

/articles/d41591-023-00078-8

（
6
）https://w

w
w

.um
m

s.org/um
m

c/new
s/2023/

announcing-the-passing-of-law
rence-faucette

（
7
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O
CY

T
ES FO

R SA
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RI GRU

EN

（
8
）Ethical considerations in xenotransplantation: a 

review
 

（
9
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【
熊
谷
信
是
】

第
三
章　
移
植
医
療
に
私
た
ち
は
ど
う
向
き
あ
う
か

こ
こ
ま
で
移
植
医
療
、
と
り
わ
け
臓
器
移
植
に
つ
い
て
の
実

態
と
問
題
点
を
み
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
私
た
ち
が
臓

器
移
植
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
向
き
あ
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
の

か
、
浄
土
宗
の
立
場
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１　
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
見
解
に
つ
い
て
（

浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
こ
れ
ま
で
、「
脳
死
・
臓
器
移
植

問
題
に
対
す
る
報
告
」（
１
９
９
２
年
）、「『
臓
器
の
移
植
に
関

す
る
法
律
』
に
つ
い
て
」（
２
０
０
５
年
）、
総
研
叢
書
『
い
の

ち
の
倫
理
』（
２
０
０
８
年
）
な
ど
で
基
本
的
な
立
場
を
表
明

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
発
表
さ
れ
た
時
期
こ
そ
違
え
、
基

本
的
な
立
場
や
見
解
に
相
違
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
以
下
に
要

点
を
列
挙
し
ま
す
。

・�

脳
死
・
臓
器
移
植
問
題
に
つ
い
て
、
浄
土
宗
が
教
団
と
し
て

の
見
解
を
、
賛
成
か
反
対
か
と
い
う
二
者
択
一
的
な
立
場
か

ら
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
。

・�

脳
死
・
心
臓
死
ど
ち
ら
に
よ
っ
て
人
間
の
死
と
す
る
の
か
、

臓
器
移
植
を
お
こ
な
う
の
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
は
、
念

仏
の
教
え
を
ど
の
よ
う
に
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
く
の
か
と

い
う
目
的
の
も
と
に
、
各
個
人
の
主
体
的
な
判
断
に
よ
る
こ

と
を
重
ん
じ
る
べ
き
。

・�（
臓
器
を
）
提
供
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
否
定
す
る
根
拠

は
極
め
て
少
な
い
。
純
粋
な
気
持
ち
か
ら
他
者
の
幸
福
を
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願
っ
て
、
自
ら
の
臓
器
を
進
ん
で
提
供
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
臓
器
の
提
供
を
受
け
る
側
と
し
て

は
、
自
然
な
命
の
営
み
に
抗
し
て
な
が
ら
え
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
、
さ
ら
に
提
供
す
る
人
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
縁
に
よ
っ
て
移
植
で
き
る
こ
と
を
感
謝
し
、
そ
の
恩
に

報
い
る
生
き
方
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

・�（
臓
器
移
植
法
の
改
正
に
関
し
て
）
現
行
の
法
律
お
よ
び
そ

の
運
用
は
現
状
に
即
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
脳
死
者
か

ら
の
臓
器
提
供
年
齢
の
引
き
下
げ
や
本
人
以
外
の
家
族
等
の

同
意
に
よ
る
移
植
の
実
施
、
親
族
優
先
権
な
ど
の
導
入
が
議

論
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
え
て
改
正
の
必
要
性
は
な
い
と
考
え

る
。

こ
れ
ら
の
見
解
、
と
く
に
１
９
９
２
年
の
報
告
は
、
浄
土
宗

宗
議
会
で
の
質
問
に
基
づ
き
宗
務
総
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
宗
内
を
代
表
す
る
学
識
経
験
者

が
参
集
し
、
丁
寧
な
議
論
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在

に
お
い
て
も
そ
の
価
値
は
減
じ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
２

０
０
５
年
の
答
申
も
『
い
の
ち
の
倫
理
』
も
そ
の
立
場
や
見
解

を
踏
襲
し
つ
つ
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
も
の
で
す
。
現
在

に
お
い
て
も
、
右
に
挙
げ
た
見
解
は
基
本
的
な
立
場
と
し
て
変

更
や
修
正
の
必
要
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
近
年
で
は
、
こ
の
見
解
に
お
い
て
想
定
外
と
も
言
え

る
事
態
、
動
物
の
命
を
利
用
し
た
「
異
種
移
植
」
の
可
能
性
が

ひ
ら
け
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
異
種
移
植
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
見
解
を
踏

ま
え
つ
つ
別
に
検
討
し
て
み
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た

の
で
、
次
節
に
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

�

【
吉
田
淳
雄
】

２　

�

異
種
移
植
を
ど
う
考
え
る
か

こ
こ
で
は
、
一
浄
土
宗
教
師
と
し
て
、
異
種
移
植
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
態
度
で
取
り
組
め
ば
い
い
の
か
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

浄
土
宗
と
し
て
異
種
移
植
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
て
い
る
よ

う
な
考
え
方
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
異
種
移
植
は
他
の
動
物
の
命

を
奪
う
行
為
に
あ
た
り
、
不
殺
生
戒
を
破
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
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繋
が
る
た
め
積
極
的
に
勧
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
達
は
凡
夫
で
あ
り
欲
の
心
を
捨

て
ら
れ
な
い
の
も
事
実
で
す
。
も
し
も
自
分
が
命
の
危
機
に
瀕

し
て
い
て
、
ブ
タ
の
心
臓
や
腎
臓
を
移
植
す
れ
ば
命
が
助
か
る

と
い
う
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
自
分
の
命
よ
り
も
ブ
タ
の
命
を

優
先
出
来
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
不
殺
生
戒
と
い
う
考
え
方
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の

を
殺
す
な
と
い
う
考
え
方
で
す
が
、
逆
に
い
え
ば
、「
頂
い
た

命
は
活
か
す
」、「
色
々
な
命
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
真
剣

に
捉
え
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
生
き
ろ
」
と
い
う
考
え
方
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

法
然
上
人
の
御
法
語
「
自
身
安
穏
」
の
中
に

　

�

念
仏
の
助
業
な
ら
ず
し
て
、
今
生
（
こ
ん
じ
ょ
う
）
の
た

め
に
身
を
貪
求
（
と
ん
ぐ
）
す
る
は
、
三
悪
道
（
さ
ん
な

く
ど
う
）
の
業
（
ご
う
）
と
な
る
。
往
生
極
楽
の
た
め
に

自
身
を
貪
求
す
る
は
、
往
生
の
助
業
と
な
る
な
り

　

�（
訳
：
念
仏
の
助
け
と
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
世
を
楽
し

む
た
め
に
我
が
身
を
愛
す
る
こ
と
は
、
三
悪
道
へ
堕
ち
る

行
為
と
な
り
ま
す
。
極
楽
往
生
の
た
め
に
自
身
を
愛
す
る

こ
と
は
、
往
生
の
助
け
と
な
る
の
で
す
）

と
あ
る
よ
う
に
、
自
分
自
身
が
こ
の
世
を
楽
し
む
た
め
に
動
物

の
命
を
利
用
す
る
こ
と
は
勧
め
ら
れ
る
考
え
方
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
正
し
い
目
標
に
対
し
て
邁
進
す
る
た
め

に
自
分
自
身
の
身
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
往
生
の
助
け
と
な

る
と
法
然
上
人
は
認
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

共
生
と
い
う
思
想
が
あ
り
ま
す
。
他
の
動
物
の
命
を
も
ら
わ

な
い
と
こ
の
私
は
生
き
て
は
行
け
な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
が
、

浄
土
宗
の
食
作
法
の
中
に
こ
の
共
生
の
考
え
方
が
良
く
現
れ
て

い
ま
す
。
浄
土
宗
の
食
作
法
の
中
に
は
「
ほ
ん
と
う
に
生
き
ん

が
た
め
に
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
頂
い
た
も
の
を
貪
る

よ
う
な
生
き
方
で
は
な
く
、
我
が
身
を
養
い
、
頂
い
た
命
に
感

謝
し
報
い
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
生
き
る
、
た
だ
生
き
る
の

で
は
な
く
「
ほ
ん
と
う
に
」
生
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
浄
土
宗

の
食
作
法
は
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
考
え
生
き
る
こ

と
が
、
頂
い
た
臓
器
を
活
か
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
布
施
を
す
る
際
の
理
想
的
な
心
の
あ
り
方
と
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し
て
、
三
輪
清
浄
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
施
し
を
し
た

人
、
そ
れ
を
享
受
し
た
人
、
そ
の
品
物
、
そ
れ
ぞ
れ
が
清
ら
か

な
こ
と
が
布
施
を
す
る
際
に
は
大
切
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で

す
。
ブ
タ
の
命
を
頂
戴
す
る
側
と
し
て
、
三
輪
清
浄
的
な
考
え

方
か
ら
も
頂
く
際
の
心
得
と
し
て
我
欲
に
囚
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ほ
ん
と
う
に
生
き
ん
が
た
め
に
」
食
を
頂
く
場
合
と
同
じ

よ
う
に
、将
来
異
種
移
植
で
動
物
の
臓
器
を
頂
く
場
合
は
、誓
っ

て
恩
に
報
い
る
、
立
派
な
身
に
な
っ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を

持
っ
て
命
を
頂
く
と
い
う
考
え
方
を
持
つ
の
が
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。

１
９
９
７
年
に
急
性
肝
不
全
を
起
こ
し
た
青
年
の
命
が
遺
伝

子
組
み
換
え
ブ
タ
の
体
外
灌
流
で
助
か
っ
た
お
話
が
あ
り
ま
す
。

ロ
バ
ー
ト
・
ペ
ニ
ン
ト
ン
と
い
う
青
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
た
数
週
間
後
に
体
調
不
良
を
訴
え
、
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ラ

ス
に
あ
る
ベ
イ
ラ
ー
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
劇

症
肝
不
全
、
つ
ま
り
肝
臓
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
と
診
断
さ
れ

ま
し
た
。
肝
臓
移
植
を
し
な
け
れ
ば
こ
の
青
年
は
死
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
ロ
バ
ー
ト
は
移
植
リ
ス
ト
の
一
番
上
に
載
せ
ら
れ
た

も
の
の
、
こ
の
時
点
で
移
植
可
能
な
肝
臓
の
空
き
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ロ
バ
ー
ト
の
容
態
が
急
変
し
深
い
昏
睡
状
態
に
陥

り
、
自
力
で
食
べ
る
こ
と
も
呼
吸
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
彼
の
祖
母
は
、
主
治
医
か
ら
提
案
さ
れ
た
当
時
前
例

が
な
か
っ
た
遺
伝
子
組
換
え
ブ
タ
の
肝
臓
を
用
い
た
体
外
灌
流

を
行
う
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。
生
後
15
週
、
体
重
１
１
８
ポ

ン
ド
（
約
53
・
5
㎏
）
の
肝
臓
が
体
外
灌
流
で
使
用
さ
れ
、
ロ

バ
ー
ト
の
灰
色
が
か
っ
た
血
液
は
、
ブ
タ
の
肝
臓
を
通
り
、
鮮

や
か
な
赤
に
変
わ
っ
て
い
き
、
主
治
医
は
ブ
タ
の
肝
臓
が
確
実

に
ロ
バ
ー
ト
の
血
液
中
の
毒
素
を
取
り
除
い
て
い
く
の
を
確
認

し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
6
時
間
半
後
に
移
植
可
能
な
人

間
の
肝
臓
が
見
つ
か
り
、
結
果
と
し
て
、
青
年
の
祖
母
の
思
い

切
っ
た
決
断
と
こ
の
遺
伝
子
組
換
え
ブ
タ
が
こ
の
青
年
の
命
を

救
い
ま
し
た
。
そ
の
青
年
の
祖
母
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
の
中

に
は
、
そ
の
青
年
の
命
を
救
う
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
ブ
タ

―
―
ス
ウ
ィ
ー
テ
ィ
ー
パ
イ
と
名
付
け
ら
れ
た
―
―
の
ス
ナ
ッ

プ
写
真
を
大
切
に
残
し
て
い
る
と
い
い
ま
す

（
（
（

。
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こ
の
青
年
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
こ
の
ブ
タ
を
他

人
だ
と
思
え
な
い
と
青
年
本
人
が
言
っ
て
お
り
、
青
年
の
た
め

に
犠
牲
に
な
っ
た
こ
の
ブ
タ
に
ず
っ
と
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち

続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
青
年
の
命
を
生
き
な
が
ら
え
さ
せ
て

く
れ
た
ブ
タ
の
写
真
を
ず
っ
と
持
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち

続
け
て
い
る
こ
の
青
年
と
祖
母
の
よ
う
に
、
頂
い
た
命
に
感
謝

す
る
と
い
う
姿
勢
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
命
を
頂
く
と
い
う
意
味
で
、
異
種
移
植
と
食
べ
る

こ
と
を
同
列
に
並
べ
て
考
え
て
み
ま
し
た
が
、
実
際
に
同
様
に

考
え
て
も
良
い
の
か
ど
う
か
、
読
者
の
皆
様
に
も
考
え
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

技
術
の
進
歩
は
止
め
よ
う
が
な
く
、
医
療
は
ど
ん
ど
ん
異
種

移
植
の
実
用
化
に
向
け
て
の
臨
床
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
一

宗
教
者
と
し
て
、
異
種
移
植
が
実
用
化
さ
れ
た
際
に
ど
の
よ
う

な
態
度
で
望
む
べ
き
か
、
読
者
の
皆
様
が
考
え
て
頂
く
一
助
と

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
註
】

（
1
）https://w

w
w
.nytim

es.com
/1999/10/03/m

agazine/
could-this-pig-save-your-life.htm

l

�

【
熊
谷
信
是
】

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
、
移
植
医
療
の
現
状
と
新
た
な
動
向
に
つ
い
て
述

べ
て
き
ま
し
た
。
改
正
臓
器
移
植
法
の
施
行
以
降
、
関
連
分
野

で
の
科
学
的
知
見
の
拡
大
や
新
技
術
の
開
発
な
ど
と
連
動
し
て
、

移
植
医
療
は
着
実
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
法
改

正
後
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
事
象
が
あ
っ
た
り
、
新
た

に
生
じ
た
問
題
点
や
よ
り
深
刻
化
す
る
懸
念
も
存
在
し
て
い
る

の
で
す
。
最
後
に
、
２
年
間
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を
列
挙
し

て
ま
と
め
と
し
ま
す
。

①�
移
植
医
療
は
有
効
な
医
療
で
あ
り
、
当
該
患
者
に
と
っ
て
大

き
な
希
望
の
灯
と
な
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
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自
家
移
植
を
除
け
ば
、
他
者
（
提
供
者
）
の
生
命
や
健
康
と

引
き
換
え
に
患
者
の
治
療
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
と
く
に
日
本
で
は
、
深
刻
な
臓
器
不
足
が
背
景

と
な
っ
て
い
る
た
め
か
、
患
者
が
救
わ
れ
る
と
い
う
側
面
の

み
が
強
調
さ
れ
、
提
供
臓
器
数
を
増
や
そ
う
と
い
う
社
会
的

な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

②�

臓
器
移
植
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
、
臓
器
移
植
の
実
際

の
手
順
や
リ
ス
ク
、
関
係
者
の
心
理
や
社
会
的
・
倫
理
的
な

問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

面
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
も
両
方
知
っ
て
は
じ
め
て
、
自
分
や

家
族
が
直
面
し
た
場
合
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
た
め
の
材
料

が
揃
う
こ
と
に
な
る
。

③�

浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
こ
れ
ま
で
、「
脳
死
・
臓
器
移
植

問
題
に
対
す
る
報
告
」（
一
九
九
二
年
）、「『
臓
器
の
移
植
に

関
す
る
法
律
』
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
五
年
）、総
研
叢
書
『
い

の
ち
の
倫
理
』（
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
で
基
本
的
な
立
場
を

表
明
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
見
解
に
つ

い
て
は
、
現
在
に
お
い
て
も
概
ね
変
更
や
修
正
の
必
要
は
な

い
と
考
え
る
。

④�

近
年
の
移
植
医
療
の
動
向
や
現
状
を
踏
ま
え
て
、
従
来
の
見

解
に
付
加
す
る
な
ら
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・�

脳
死
者
か
ら
の
臓
器
提
供
は
家
族
に
深
い
苦
悩
を
残
す
こ
と

が
あ
り
、
充
分
な
情
報
収
集
と
普
段
か
ら
の
家
族
間
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
（
そ
れ
で
も
悔
い
や
葛
藤
は
起

こ
り
う
る
）。
移
植
後
の
健
康
管
理
も
シ
ビ
ア
で
、
必
ず
し

も
期
待
し
て
い
た
よ
う
な
結
果
に
つ
な
が
ら
な
い
可
能
性
も

考
慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・�

海
外
渡
航
移
植
や
生
体
移
植
に
お
い
て
は
、
他
者
の
臓
器
を

資
源
と
し
て
見
て
し
ま
い
、
相
手
の
健
康
や
生
活
、
本
当
の

意
思
な
ど
を
軽
視
な
い
し
度
外
視
す
る
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。

私
た
ち
は
凡
夫
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
利
己
的
な
判
断
や
行

動
に
傾
く
お
そ
れ
が
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
的
に
弱
い
立

場
に
あ
る
人
や
ま
だ
自
分
の
意
思
を
明
示
で
き
な
い
小
児
な

ど
が
、
そ
う
し
た
状
況
に
追
い
込
ま
れ
な
い
こ
と
を
最
優
先

と
し
た
社
会
的
な
仕
組
み
が
確
立
す
る
よ
う
注
視
し
、
努
め
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て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

・�
異
種
移
植
の
よ
う
な
、
臓
器
提
供
元
に
動
物
を
利
用
す
る
手

法
も
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
動
物
の
生
命
は
食
料
を
は
じ
め

様
々
に
利
用
さ
れ
て
は
い
る
の
で
、
様
々
な
考
え
方
が
成
り

立
つ
と
思
わ
れ
る
が
、
宗
教
的
な
立
場
か
ら
は
、
人
間
も
動

物
も
一
つ
の
「
い
の
ち
」
で
あ
る
点
を
重
視
し
た
い
。
異
種

移
植
の
場
合
も
、
自
然
な
命
の
営
み
に
抗
し
て
な
が
ら
え
る

こ
と
を
自
覚
し
、
提
供
者
（
動
物
）
を
は
じ
め
医
療
関
係
者

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
縁
に
よ
っ
て
移
植
が
実
現
し
て
い
る
こ
と

を
感
謝
し
、
そ
の
恩
に
報
い
る
生
き
方
を
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
、
と
い
う
点
は
従
来
の
臓
器
移
植
と
同
じ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

・�

生
存
ま
た
は
生
活
に
大
き
な
支
障
を
も
た
ら
す
病
状
を
改
善

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
従
来
の
臓
器
移
植
と
は
異
な

る
、
子
宮
移
植
（
子
ど
も
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
）
の

よ
う
な
臓
器
移
植
も
出
現
し
て
き
た
。
日
本
で
も
子
宮
移
植

の
臨
床
試
験
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
目
的
で
の
臓
器
移
植
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

移
植
医
療
が
病
に
苦
し
む
人
を
救
う
た
め
に
有
効
な
手
段
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
賛
否

に
つ
い
て
も
様
々
な
意
見
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
回
の
私

た
ち
の
研
究
は
、
賛
否
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
自

分
自
身
が
そ
う
し
た
状
況
に
置
か
れ
た
時
に
、
自
分
自
身
を
は

じ
め
関
係
す
る
人
た
ち
に
な
る
べ
く
後
悔
や
悔
恨
を
残
さ
な
い

よ
う
な
選
択
を
す
る
た
め
に
、
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
や
目
を

向
け
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
提
示
し
、
判
断
材
料
の
一
助
と
な
れ

ば
と
い
う
思
い
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
す
。
当
然
、
取

り
上
げ
き
れ
な
か
っ
た
問
題
や
調
査
が
及
ば
な
か
っ
た
事
項
も

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
し
、
異
論
や
違
和
感
を
お
持
ち
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
研
究
が
み
な
さ
ま
に
移
植

医
療
へ
の
関
心
を
惹
起
し
、
深
く
考
え
て
い
た
だ
く
契
機
に
、

議
論
の
端
緒
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

【
吉
田
淳
雄
】
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究
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◎
第
一
殺
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
殺
戒
」（
せ
っ
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
殺
し
あ
う
の
で
は
な
く
生
か
し
あ
お
う

・
み
ん
な
同
じ　
生
き
て
い
る
か
ら

・
戦
争
反
対　
殺
人
反
対　
殺
生
反
対

・
生
命
尊
重

・
生
命
を
大
切
に
尊
ぶ
べ
し

・
生
命
を
尊
ん
で
助
け
よ

三
、
戒
の
趣
旨

・
む
や
み
に
殺
さ
ず
、
慈
し
み
の
心
で
生
命
を
尊
ぶ
勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

佛
言
佛
子
若
自
殺
教
人
殺
方
便
殺
讃
歎
殺
見
作
隨
喜
乃
至
呪

殺
殺
因
殺
縁
殺
法
殺
業
乃
至
一
切
有
命
者
不
得
故
殺
是
菩
薩
應

起
常
住
慈
悲
心
孝
順
心
方
便
救
護
一
切
衆
生
而
反
更
自
恣
心
快

意
殺
生
者
是
菩
薩
波
羅
夷
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

仏
の
言の

た
ま

わ
く
、
仏
子
、
若
し
自み

ず
か

ら
殺
し
、
人
を
教
え
て
殺
さ

令
和
五
年
度　
四
十
八
軽
戒
の
現
代
的
理
解　

研
究
ノ
ー
ト

十
重
禁
戒
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
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し
め
、
殺
す
に
方
便
し
、
殺
す
を
讃
歎
し
、
作
す
を
見
て
随
喜

し
、
乃
至
、
咒
し
て
殺
さ
ば
、
殺
す
の
因
、
殺
す
の
縁
、
殺
す

の
法
、
殺
す
の
業
あ
ら
ん
。
乃
至
、
一
切
有
命
の
者
の
、
故こ

と
さ

ら

に
殺
す
こ
と
を
得
ざ
れ
。
是
れ
菩
薩
は
、
応
に
常
住
の
慈
悲

心
・
孝
順
心
を
起
こ
し
、
方
便
し
て
一
切
衆
生
を
救く

護ご

す
べ
し
。

而
る
を
反か

え
っ
て
更
に
自み

ず
か

ら
恣
心
・
快
意
に
て
殺
生
せ
ば
、
是
れ

菩
薩
の
波
羅
夷
罪
な
り
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

仏
の
仰
る
に
は
、
仏
子
よ
、
も
し
自
分
で
殺
し
た
り
、
人
を

そ
そ
の
か
し
て
殺
さ
せ
た
り
、
手
立
て
を
用
い
て
殺
し
た
り
、

殺
す
こ
と
を
褒
め
称
え
た
り
、
殺
す
こ
と
を
見
て
喜
ん
だ
り
、

あ
る
い
は
、
呪
っ
て
殺
せ
ば
、
殺
す
因
（
直
接
原
因
）
や
、
殺

す
縁
（
間
接
原
因
）
や
、
殺
す
法
（
方
法
・
手
段
）
や
、
殺
す

業
（
行
為
）
が
そ
ろ
う
〔
こ
と
に
な
る
〕
で
あ
ろ
う
。

あ
ら
ゆ
る
命
あ
る
者
に
至
る
ま
で
、
意
図
し
て
殺
し
て
は
い

け
な
い
。
菩
薩
は
、
常
に
変
わ
ら
な
い
慈
悲
心
や
孝
順
心
を
起

こ
し
、
手
立
て
を
講
じ
て
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
救
い
護
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
れ
な
の
に
返
っ
て
な
お
一
層
に
、
ほ
し
い
ま

ま
に
喜
ん
で
殺
生
す
れ
ば
、
こ
れ
は
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
で
あ
る
。

七
、
例
話

十
重
禁
戒
の
中
の
第
一
「
殺
戒
」
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
命
あ
る

も
の
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
自
ら
殺
す
こ
と
、

他
に
殺
さ
せ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
三
聚
浄
戒
は
、
摂

律
儀
戒
（
止
悪
）・
摂
善
法
戒
（
行
善
）・
摂
衆
生
戒
（
利
他
行
）

で
す
が
、「
殺
戒
」
も
三
聚
浄
戒
を
通
し
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」

（
（
（

に
「
一
切
の
生
命
に

慈
心
を
起
す
は
す
な
わ
ち
こ
れ
一
切
衆
生
に
寿
命
安
楽
を
施
す

な
り
。
ま
た
こ
れ
最
上
勝
妙
の
戒
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
上
の

初
福
の
第
三
の
句
に
慈
心
不
殺
と
云
え
る
に
合
わ
す
。
す
な
わ

ち
止
と
行
と
の
二
善
有
り
。
自
ら
殺
さ
ず
。
故
に
止
善
と
名
づ

く
。
他
を
し
て
殺
さ
ざ
ら
し
む
。
故
に
行
善
と
名
づ
く
」
と
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
自
ら
殺
さ
な
い
こ
と
は
「
止
悪
」
だ
け
で
は

な
く
、「
行
善
」
で
も
あ
り
、
他
人
に
殺
さ
せ
な
い
こ
と
も
「
行
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善
」
に
な
り
ま
す
。

「
殺
戒
」
の
対
象
を
人
間
に
限
定
し
た
場
合
を
考
え
ま
す
と
、

自
ら
人
間
を
殺
す
の
は
ご
く
一
部
の
方
に
限
定
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
他
人
に
命
じ
て
殺
さ
せ
る
の
も
大
部
分
の
方
は
縁
が

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
そ

の
よ
う
に
言
い
切
れ
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

釈
尊
在
世
の
イ
ン
ド
や
法
然
上
人
在
世
の
日
本
に
お
け
る
社

会
の
在
り
方
は
、
国
民
が
国
家
を
動
か
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で

き
ず
、
権
力
者
が
国
家
の
在
り
方
を
決
め
る
社
会
で
し
た
。
一

方
で
現
代
の
日
本
は
日
本
国
憲
法
の
三
原
則
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
「
国
民
主
権
」
の
国
家
で
す
。
国
の
政
治
の
在
り
方
を
決
め

る
の
は
国
民
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
自
衛
隊
の
服
務
宣
誓
を
見
て
い
き
ま
す
と
、「
私
は
、

わ
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
る
自
衛
隊
の
使
命
を
自
覚
し
、
日

本
国
憲
法
及
び
法
令
を
遵
守
し
、
一
致
団
結
、
厳
正
な
規
律
を

保
持
し
、
常
に
徳
操
を
養
い
、
人
格
を
尊
重
し
、
心
身
を
鍛
え
、

技
能
を
磨
き
、
政
治
的
活
動
に
関
与
せ
ず
、
強
い
責
任
感
を

も
っ
て
専
心
職
務
の
遂
行
に
あ
た
り
、
事
に
臨
ん
で
は
危
険
を

顧
み
ず
、
身
を
も
つ
て
責
務
の
完
遂
に
務
め
、
も
っ
て
国
民
の

負
託
に
こ
た
え
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

自
衛
隊
員
に
な
る
と
き
に
必
ず
誓
う
も
の
で
、
自
衛
隊
員
は
国

民
の
負
託
を
受
け
て
任
務
に
あ
た
る
と
い
う
も
の
で
す
。
つ
ま

り
、
も
し
日
本
が
戦
争
を
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
国
家
の
方
向

性
を
決
め
た
国
民
が
自
衛
隊
員
に
殺
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

戦
争
が
現
実
に
な
れ
ば
、
そ
の
恨
み
は
世
代
を
超
え
て
、
時

代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
の
他
国
の
主
張
を
見
れ
ば
明
ら
か
で

す
。
映
画
監
督
の
黒
澤
明
氏
が
「
何
が
何
で
も
戦
争
だ
け
は
し

ち
ゃ
い
け
な
い
」

（
（
（

と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
争
は

「
殺
戒
」
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
盗
・
淫
・
妄
な
ど
た
く
さ
ん
の

戒
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
か
ら
、
政
治
的
・
外
交
的
・
文
化

的
・
宗
教
的
な
ど
あ
ら
ゆ
る
公
私
の
交
流
を
通
し
て
、
戦
争
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
全
人
類
の
知
恵
を
出
し
合
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
戦
争
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
は
「
止
悪
」
に

な
り
ま
す
し
、
自
衛
隊
員
の
家
族
や
友
人
の
不
安
や
悲
し
み
を



343　十重禁戒のキャッチコピー

研究ノート

軽
減
さ
せ
る
こ
と
か
ら
も
「
行
善
」
や
「
利
他
行
」
に
も
な
り

ま
す
。
自
衛
隊
は
国
家
や
国
民
を
守
る
存
在
で
あ
る
一
方
、
国

民
が
自
衛
隊
員
や
そ
の
家
族
を
守
る
こ
と
に
も
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
を
始
め
と
し

て
、
多
く
の
災
害
救
助
活
動
な
ど
で
活
躍
す
る
場
が
増
え
て
い

る
自
衛
隊
で
す
。
災
害
大
国
日
本
に
お
い
て
、
自
衛
隊
の
方
々

の
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
沢
山
の
命
を
救
う
こ
と
に
も
つ

な
が
る
の
で
す
。

現
代
社
会
に
お
い
て
、「
自
衛
の
た
め
」
と
い
う
目
的
で
始

め
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
戦
争
は
、
人
間
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
生
き

物
を
殺
す
こ
と
で
あ
り
、
釈
尊
や
法
然
上
人
在
世
の
時
代
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
殺
す
こ
と
が
出

来
る
力
を
我
々
人
間
は
持
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
ひ
と

た
び
核
戦
争
に
な
れ
ば
、
地
球
上
の
全
生
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
、
未
来
に
生
き
る
全
生
物
に
も
悪
影
響
が
残
る
こ
と
を
受
け

止
め
て
、「
殺
戒
」
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
戦
争
を

通
し
て
人
間
の
命
を
考
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
生
物
の

命
も
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

「
い
か
な
る
生
物
生
類
で
あ
っ
て
も
、
怯
え
て
い
る
も
の
で

も
強
剛
な
も
の
で
も
、
悉
く
、
長
い
も
の
で
も
、
大
き
な
も
の

で
も
、
中
く
ら
い
の
も
の
で
も
、
短
い
も
の
で
も
、
微
細
な
も

の
で
も
、
粗
大
な
も
の
で
も
、
目
に
見
え
る
も
の
で
も
、
見
え

な
い
も
の
で
も
、
遠
く
に
住
む
も
の
で
も
、
近
く
に
住
む
も
の

で
も
、
す
で
に
生
ま
れ
た
も
の
で
も
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
よ
う

と
欲
す
る
も
の
で
も
、
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
、
幸

せ
で
あ
れ
」

（
（
（

と
い
う
お
釈
迦
様
の
教
え
を
大
切
に
し
た
い
も
の

で
す
。

（
参
考
）『
朝
日
新
聞
』
折
々
の
こ
と
ば　

令
和
五
年
六
月
七

日
（
水
）
朝
刊　
鷲
田
清
一

「
何
が
何
で
も
、
戦
争
だ
け
は
し
ち
ゃ
い
け
な
い
」　
黒
澤
明

こ
の
考
え
だ
け
は
「
ピ
ク
リ
と
も
動
か
な
か
っ
た
」
と
、
映

画
監
督
の
生
涯
を
娘
の
和
子
は
ふ
り
返
る
。
い
っ
た
ん
戦
争
が

始
ま
っ
て
し
ま
う
と
、虫
も
殺
せ
な
か
っ
た
人
が
「
鬼
の
形
相
」

で
人
を
殺
め
る
。
恐
怖
の
連
鎖
の
中
で
つ
い
に
「
人
間
が
人
間

で
な
く
な
る
」。
そ
う
い
う
深
い
傷
か
ら
立
ち
直
る
ま
で
に
、
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「
さ
ら
に
世
代
を
超
え
て
累
々
と
悲
し
み
は
続
く
ん
だ
よ
」
と

語
っ
て
い
た
と
。
黒
澤
和
子
の
『
黒
澤
明
「
生
き
る
」
言
葉
』

か
ら
。

◎
第
二
・
盗
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
盗
戒
」（
と
う
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
盗
む
な
、
与
え
よ

・
盗
み
は
損
、
正
直
は
宝

・
盗
み
は
苦
を
生
む

・
優
し
さ
を
あ
の
人
に
も

・
盗
み
は
苦
、
与
え
る
は
楽

・
パ
ク
る
な
︱
仏
の
眼
は
盗
め
な
い
︱

三
、
戒
の
趣
旨

・
他
人
の
物
を
盗
ま
ず
、
互
い
に
助
け
合
う
勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
自
盜
教
人
盜
方
便
盜
讃
歎
盜
見
作
隨
喜
乃
至
呪
盜
盜

因
盜
縁
盜
法
盜
業
乃
至
鬼
神
有
主
劫
賊
物
一
切
財
物
一
針
一
草

不
得
故
盜
而
菩
薩
應
生
佛
性
孝
順
心
慈
悲
心
常
助
一
切
人
生
福

生
樂
而
反
更
盜
人
財
物
者
是
菩
薩
波
羅
夷
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
自み

ず
か

ら
盗
み
、
人
を
教
え
て
盗
ま
し
め
、
盗
む
に

方
便
し
、
盗
む
を
讃
歎
し
、
作
す
を
見
て
随
喜
し
、
乃
至
、
咒

し
て
盗
ま
ば
、
盗
む
の
因
、
盗
む
の
縁
、
盗
む
の
法
、
盗
む
の

業
あ
ら
ん
。
乃
至
、
鬼
神
・
有
主
・
劫
賊
の
物
、
一
切
の
財
物
、

一
針
一
草
も
、
故こ

と
さ

ら
に
盗
む
こ
と
を
得
ざ
れ
。
而
も
菩
薩
は
、

応
に
仏
性
の
孝
順
心
・
慈
悲
心
を
生
じ
、
常
に
一
切
の
人
を
助

け
て
福
を
生
じ
楽
を
生
ぜ
し
む
べ
し
。
而
る
を
反か

え
っ
て
更
に
人

の
財
物
を
盗
ま
ば
、
是
れ
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
な
り
。
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六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
自
分
で
盗
み
、
人
を
そ
そ
の
か
し
て

盗
ま
せ
た
り
、
手
立
て
を
用
い
て
盗
ん
だ
り
、
盗
む
こ
と
を
褒

め
称
え
た
り
、
盗
む
こ
と
を
見
て
喜
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
、
呪

術
で
盗
め
ば
、
盗
む
因
（
直
接
原
因
）
や
、
盗
む
縁
（
間
接
原

因
）
や
、
盗
む
法
（
方
法
・
手
段
）
や
、
盗
む
業
（
行
為
）
が

そ
ろ
う
〔
こ
と
に
な
る
〕
で
あ
ろ
う
。

鬼
神
の
物
、
所
有
者
の
あ
る
物
、
強
盗
の
物
、
あ
ら
ゆ
る
財

物
、
一
本
の
針
、
一
茎
の
草
に
至
る
ま
で
、
意
図
し
て
盗
ん
で

は
い
け
な
い
。
そ
の
う
え
菩
薩
は
、
仏
に
な
り
う
る
資
質
と
し

て
の
孝
順
心
や
慈
悲
心
を
起
こ
し
て
、
常
に
あ
ら
ゆ
る
人
を
助

け
て
、
福
を
生
じ
楽
を
生
じ
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ

な
の
に
返
っ
て
な
お
一
層
に
、
人
の
財
物
を
盗
め
ば
、
こ
れ
は

菩
薩
の
波
羅
夷
罪
で
あ
る
。

七
、
例
話

十
重
禁
戒
の
第
二
は
「
盗
戒
」
で
す
。「
盗
戒
」
の
基
本
的

な
意
味
は
「
他
人
の
も
の
を
盗
む
こ
と
な
く
、
常
に
人
々
を
助

け
て
安
楽
を
与
え
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

盗
み
と
言
え
ば
、
資
産
家
の
お
家
・
宝
石
店
な
ど
が
強
盗
・

窃
盗
の
被
害
に
あ
う
ニ
ュ
ー
ス
を
近
頃
よ
く
見
聞
き
い
た
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
刑
事
事
件
と
な
る
よ
う
な
盗
み
を
犯
し
た
こ

と
が
な
い
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
目
立
た
な
い
小
さ
な
盗
み

を
犯
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
職
場
に
あ
る
文
房
具
を
自
宅
に
持
ち
帰

り
、
私
的
に
使
用
し
た
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。
鉛
筆
一

本
・
消
し
ゴ
ム
一
個
で
あ
っ
た
と
し
て
も
職
場
の
所
有
物
で
す
。

そ
れ
ら
を
持
ち
帰
り
、
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
立
派
な
盗

み
に
あ
た
り
ま
す
。
自
身
は
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
盗
み
を
し
て

き
た
の
か
を
一
度
振
り
返
り
、
今
後
は
小
さ
な
盗
み
で
も
な
る

べ
く
犯
さ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
「
盗
戒
」
に
は
盗
む
行
為
と
は
反
対
に
「
常
に
人
々
を

助
け
て
安
楽
を
与
え
ま
し
ょ
う
」
と
あ
り
ま
す
。
助
け
る
と
は

具
体
的
に
は
三
施
や
七
施
と
い
っ
た
布
施
行

（
（
（

を
指
し
ま
す
。

強
盗
・
窃
盗
事
件
の
記
事
を
み
て
い
る
と
、
盗
み
を
犯
し
た
人

の
多
く
は
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
心
に
何
ら
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か
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ

う
い
っ
た
人
々
を
含
め
て
す
べ
て
の
人
々
に
対
し
て
、
私
た
ち

が
菩
薩
と
し
て
惜
し
む
こ
と
な
く
与
え
る
行
為
を
実
践
し
、
彼

ら
を
助
け
、
彼
ら
に
安
楽
を
与
え
、
彼
ら
に
よ
り
良
き
人
生
を

歩
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
「
盗
む
」・「
与
え
る
」
と
い
う
行
為
に
関
連
し
た
お
話

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ご
存
じ
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、

小
学
校
高
学
年
の
道
徳
の
授
業
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
銀

の
燭
台
」

（
（
（

と
い
う
お
話
で
す
。
こ
の
お
話
は
フ
ラ
ン
ス
の
有 

名
な
作
家
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
―
作
の
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ

ル
』

（
（
（

と
い
う
小
説
に
出
て
き
ま
す
。
以
下
の
よ
う
な
あ
ら
す
じ

で
す
。

貧
し
い
農
家
に
生
ま
れ
、
早
く
に
両
親
を
亡
く
し
た
ジ
ャ

ン
・
バ
ル
ジ
ャ
ン
（
以
下
「
ジ
ャ
ン
」
と
す
る
）
は
、
一
人
の

姉
と
そ
の
七
人
の
子
ど
も
た
ち
を
た
っ
た
一
人
で
養
っ
て
い
ま

し
た
。
あ
る
時
、
お
腹
を
空
か
せ
た
彼
ら
の
為
に
た
っ
た
一
切

れ
の
パ
ン
を
盗
み
、
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
十

九
年
も
の
長
い
刑
期
を
終
え
て
ジ
ャ
ン
は
よ
う
や
く
牢
屋
を
出

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
に
は
ジ
ャ
ン
の

心
は
す
っ
か
り
荒
れ
果
て
て
い
た
の
で
し
た
。

牢
屋
を
出
た
後
、
あ
る
町
ま
で
や
っ
て
来
ま
す
が
、
ジ
ャ
ン

は
ど
こ
の
宿
に
も
泊
め
て
も
ら
え
ず
、
食
事
も
で
き
な
い
で
、

困
り
果
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
は
あ
る
教
会
に
辿
り
着

く
と
、
教
会
に
い
た
老
人
に
泊
め
て
ほ
し
い
と
懇
願
し
ま
し
た
。

老
人
は
、
ジ
ャ
ン
を
教
会
の
中
に
招
き
入
れ
る
と
、
食
事
を
振

る
舞
い
、
ベ
ッ
ド
も
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
は
そ
の

夜
ベ
ッ
ド
の
上
で
、
夕
食
の
テ
ー
ブ
ル
に
並
ん
で
い
た
銀
の
食

器
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。「
あ
れ
を
売
っ
た
ら
、
高
く

売
れ
る
ぞ
」
と
。

ジ
ャ
ン
は
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が
る
と
、
銀
の
食
器
を
盗
み

出
し
、
逃
げ
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
一
緒
に
教
会
の
老

人
も
殺
し
て
し
ま
お
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
月
明
か
り
に
照

ら
さ
れ
た
老
人
の
穏
や
か
な
顔
を
見
て
、
殺
す
こ
と
を
思
い
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
街
中
で
憲
兵
に
捕
ま
っ
た
ジ
ャ
ン
は
、
憲
兵

に
連
れ
ら
れ
て
再
び
教
会
の
老
人
の
も
と
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
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老
人
は
「
銀
の
食
器
は
盗
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
彼
に
あ
げ
た

も
の
だ
」
と
憲
兵
に
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
こ
の
銀
の
燭
台
も

あ
げ
た
の
に
、
忘
れ
て
い
き
ま
し
た
ね
」
と
言
っ
て
ジ
ャ
ン
に

銀
の
燭
台
も
手
渡
し
た
の
で
す
。
驚
い
て
立
ち
す
く
む
ジ
ャ
ン

に
向
か
っ
て
老
人
は
「
こ
れ
は
、
あ
な
た
が
正
直
な
人
間
に
な

る
た
め
に
使
い
な
さ
い
。
決
し
て
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と

そ
っ
と
さ
さ
や
き
ま
し
た
。
後
で
ジ
ャ
ン
が
知
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
が
、
あ
の
老
人
は
ミ
リ
エ
ル
司
教
と
い
う
教
会
内
で
と

て
も
位
の
高
い
人
で
し
た
。

ミ
リ
エ
ル
司
教
と
の
出
会
い
以
降
、
ジ
ャ
ン
は
す
っ
か
り
改

心
し
、
名
前
を
変
え
て
正
直
に
生
き
る
人
生
を
歩
み
出
し
、
つ

い
に
は
市
長
に
ま
で
な
り
ま
す
。
ジ
ャ
ン
の
人
生
は
波
乱
に
満

ち
た
も
の
で
し
た
が
ミ
リ
エ
ル
司
教
の
教
え
の
通
り
に
正
直
に

生
き
る
よ
う
に
努
め
、
最
後
亡
く
な
る
ま
で
ミ
リ
エ
ル
司
教
か

ら
頂
い
た
銀
の
燭
台
を
手
放
す
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

以
上
が
「
銀
の
燭
台
」
に
つ
い
て
の
大
ま
か
な
あ
ら
す
じ
で

す
。
ミ
リ
エ
ル
司
教
は
親
切
に
も
て
な
し
た
ジ
ャ
ン
に
銀
の
皿

を
盗
ま
れ
て
裏
切
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
ジ
ャ
ン
の
こ
と
を
深

く
思
い
、
決
し
て
そ
の
盗
み
の
行
為
を
責
め
る
こ
と
な
く
、
さ

ら
に
は
彼
が
正
直
に
生
き
る
人
生
を
歩
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

銀
の
燭
台
も
惜
し
み
な
く
与
え
た
の
で
す
。
ミ
リ
エ
ル
司
教
の

こ
の
温
か
な
導
き
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
ン
は
ミ
リ
エ
ル
司
教
か
ら

与
え
ら
れ
た
燭
台
を
自
己
の
灯
と
し
て
生
涯
に
わ
た
り
正
直
に

生
き
る
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

ミ
リ
エ
ル
司
教
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
鏡
と
し
て
描
か
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
行
為
は
菩
薩
と
し
て
の
私
た
ち
の
理
想
の
あ
り

方
に
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。「
盗
戒
」

は
「
他
人
の
も
の
を
盗
む
こ
と
な
く
、
常
に
人
々
を
助
け
て
安

楽
を
与
え
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
ミ
リ
エ
ル
司

教
は
ま
さ
に
そ
の
お
手
本
と
な
る
行
為
を
示
し
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
十
重
禁
戒
の
第
二
「
盗
戒
」
を
拠
り
所

と
し
て
、
私
た
ち
菩
薩
も
盗
ま
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
う
え
で
お
互
い
に
惜
し
み
な
く
与
え
合

い
、
布
施
行
を
実
践
し
合
い
、
安
楽
を
生
じ
さ
せ
合
い
、
よ
り

良
き
人
生
を
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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◎
第
三
・
邪
淫
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
邪
淫
戒
」（
じ
ゃ
い
ん
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
邪
な
関
係
を
慎
め

・
純
潔
は
美
徳
の
根

・
純
粋
な
愛
、
純
粋
な
人
生

・
性
純
な
道
を
歩
む
勇
気

・
欲
望
よ
り
も
思
い
や
り

・
情
欲
、
愛
欲
、
色
欲
、
肉
欲
に
溺
れ
る
な

・
夫
婦
関
係
は
１
＋
１
＝
１
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

三
、
戒
の
趣
旨

・
欲
望
の
ま
ま
に
ふ
る
ま
わ
ず
、
相
手
を
大
切
に
す
る
勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
自
婬
教
人
婬
乃
至
一
切
女
人
不
得
故
婬
婬
因
婬
縁
婬

法
婬
業
乃
至
畜
生
女
諸
天
鬼
神
女
及
非
道
行
婬
而
菩
薩
應
生
孝

順
心
救
度
一
切
衆
生
淨
法
與
人
而
反
更
起
一
切
人
婬
不
擇
畜
生

乃
至
母
女
姉
妹
六
親
行
婬
無
慈
悲
心
者
是
菩
薩
波
羅
夷
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
自み

ず
か

ら
婬
し
、
人
を
教
え
て
婬
せ
し
め
ん
。
乃
至
、

一
切
の
女
人
故こ

と
さ

ら
に
婬
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
婬
の
因
、
婬
の

縁
、
婬
の
法
、
婬
の
業
あ
ら
ん
。
乃
至
、
畜
生
女
、
諸
天
鬼
神

女
、
及
び
非
道
に
婬
を
行
ぜ
ん
や
。
而
も
菩
薩
は
応
に
孝
順
心

を
生
じ
て
、
一
切
衆
生
を
救く

度ど

し
、
浄
法
を
人
に
与
う
べ
し
。

而
る
を
反か

え
っ
て
更
に
一
切
人
の
婬
を
起
こ
し
、
畜
生
を
択
ば
ず
、

乃
至
、
母も

女に
ょ

・
姉
妹
・
六
親
に
婬
を
行
じ
て
、
慈
悲
心
無
く
ば
、

是
れ
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
な
り
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
自
分
か
ら
淫
ら
な
行
為
を
し
、
人
を
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そ
そ
の
か
し
て
淫
ら
な
行
為
を
さ
せ
る
と
し
よ
う
。
す
べ
て
の

女
性
に
至
る
ま
で
、
意
図
し
て
淫
ら
な
行
為
を
し
て
は
い
け
な

い
。
淫
行
の
因
（
直
接
原
因
）
と
な
り
、
淫
行
の
縁
（
間
接
原

因
）
と
な
り
、
淫
行
の
法
（
方
法
・
手
段
）
で
あ
り
、
淫
行
の

業
（
行
為
）
が
そ
ろ
う
〔
こ
と
に
な
る
〕
で
あ
ろ
う
。

動
物
の
雌
、
諸
天
・
鬼
神
の
女
、
更
に
は
性
器
以
外
で
の
淫

ら
な
行
為
を
す
る
の
は
猶
更
で
あ
る
。
そ
の
う
え
菩
薩
は
、
孝

順
心
を
起
こ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
救
い
助
け
、
浄
ら
か
な

教
え
を
人
に
与
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
な
の
に
返
っ
て

な
お
一
層
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
淫
ら
な

心
を
起
こ
し
、
動
物
に
限
ら
ず
、
母
・
娘
・
姉
妹
、
近
親
者

（
六
親
）
に
至
る
ま
で
、
淫
ら
な
行
為
を
し
て
、
慈
悲
心
が
な

け
れ
ば
、
こ
れ
は
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
で
あ
る
。

七
、
例
話

「
邪
淫
戒
」
は
性
欲
を
抑
え
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
戒
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
釈
尊
の
時
代
か
ら
、
様
々
な
規
則
や

ル
ー
ル
な
ど
を
設
け
、
教
団
ま
た
は
社
会
が
乱
れ
な
い
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
特
に
、
男
性
の
欲
望
か
ら
女
性
を
守

る
た
め
に
十
重
禁
戒
の
な
か
に
「
邪
淫
戒
」
が
制
定
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
昔
は
、
女
性
は
結
婚
す
る
ま
で
、

親
に
、
親
戚
に
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
人
と
人
の
か
か
わ
り
の
中
に
は
「
結
婚
」
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
結
婚
に
つ
い
て
、『
世
界
大
百
科
事
典
』

で
は
、
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　

�

婚
姻
と
は
、
社
会
的
に
承
認
さ
れ
た
夫
と
妻
の
結
合
で
あ

り
、
こ
の
〈
夫
〉
と
〈
妻
〉
の
資
格
、
役
割
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
お
い
て
独
自
の
意
味
づ
け
が
な
さ
れ

て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
国
や
、
民
族
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
。
現
代
日
本
に
お
け
る
結
婚
の
概
念
は
、
西
洋
か
ら
伝
わ
っ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
昭
和
時
代
か
ら
、
皇
族
を
含
め
一
夫
一
妻

が
定
着
し
ま
し
た
。
社
会
が
こ
の
よ
う
に
決
め
た
な
ら
、
一
夫

一
妻
の
関
係
以
外
の
関
係
を
持
つ
こ
と
に
な
る
と
、
現
代
社
会

で
は
「
罪
」
と
み
ら
れ
、
周
り
か
ら
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
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某
雑
誌
に
は
不
倫
に
つ
い
て
、「
不
倫
だ
ろ
う
と
セ
カ
ン
ド

パ
ー
ト
ナ
ー
だ
ろ
う
と
、
純
愛
だ
ろ
う
と
遊
び
だ
ろ
う
と
、
配

偶
者
や
子
供
を
傷
つ
け
る
の
は
同
じ
な
の
で
す
よ
ね
。
で
す
か

ら
今
回
、
一
連
の
報
道
に
よ
っ
て
『
家
族
を
失
う
と
い
う
可
能

性
』
に
改
め
て
気
づ
い
て
し
ま
い
、
肝
を
冷
や
し
た
既
婚
者
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
人

も
し
く
は
二
人
の
行
動
に
よ
っ
て
多
く
の
人
に
影
響
を
与
え
、

家
族
な
ど
も
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と
時
の
行
動
が
、
そ

の
人
の
人
生
を
狂
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

人
と
人
の
間
に
性
欲
が
湧
き
ま
す
。
こ
の
性
欲
が
罪
に
な
ら

な
い
よ
う
に
「
邪
淫
戒
」
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

昨
今
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
見
聞
き

し
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
邪
淫
戒
」
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）
と
結
び
つ
き
ま
す
。『
日
本
大
百
科

全
書
』
に
は
、
セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　

�

性
的
嫌
が
ら
せ
の
こ
と
。
と
く
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の

は
、
職
場
に
お
い
て
男
性
の
上
司
な
ど
か
ら
女
性
が
性
的

言
動
の
対
象
と
さ
れ
、
不
利
益
や
悪
影
響
を
受
け
る
場
合

で
あ
る
。
性
的
関
係
を
迫
ら
れ
て
拒
否
す
る
と
解
雇
・
左

遷
さ
れ
る
な
ど
不
利
益
を
受
け
る
タ
イ
プ
が
「
脅
迫
型
」

ま
た
は
「
代
償
型
」、
噂
な
ど
に
よ
っ
て
、
職
場
で
働
き

に
く
く
な
る
な
ど
悪
影
響
を
受
け
る
タ
イ
プ
が「
環
境
型
」

と
よ
ば
れ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
ご
ろ
か
ら
、
女
性
の
尊

厳
・
人
権
を
侵
害
す
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
し
て
社
会

問
題
化
し
て
お
り
、
日
本
で
は
「
セ
ク
ハ
ラ
」
と
略
さ
れ

て
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
「
性
暴
力
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

三
万
三
千
三
百
八
十
三
人
か
ら
回
答
が
あ
り
、
そ
の
結
果
は
以

下
の
通
り
で
あ
り
ま
す

（
（
（

。

回答者の性別

女性 91.3％（35,078 人）

Ｘジェンダー  5.4％（2,086 人）

男性  1.1％（437 人）

その他  0.9％（350 人）

答えたくない  0.8％（345 人）

（小数点以下第２位は切り捨て）
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こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
被
害
者
の
中
で
女

性
が
非
常
に
多
く
、
特
に
二
十
代
ま
で
の
若
者
が
被
害
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
、
社
会
的
、
組
織
的

弱
者
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
い
現
実
を
示
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
も
、
某
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
問
題
が
明
る
み
に

な
り
、
若
い
少
年
た
ち
が
被
害
に
遭
っ
て
い
た
こ
と
が
世
界
中

ま
で
に
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
権
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を

隠
し
き
っ
た
こ
と
も
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
歌
舞
伎
界
で
も
、
某
役
者
は
共
演
す
る
役
者
た
ち
に
キ

ス
や
体
を
触
る
行
為
と
い
っ
た
「
性
的
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
」
を
求

め
て
い
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
性
的
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を

拒
否
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
公
演
か
ら
外
す
な
ど
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
と
い
う
問
題
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
結
果
的

に
ご
両
親
ま
で
も
追
い
詰
め
、
死
に
至
ら
せ
る
と
い
う
悲
劇
的

な
結
末
を
生
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

「
邪
淫
戒
」
は
、
他
の
戒
と
同
じ
よ
う
に
、
人
間
社
会
が
乱

れ
な
い
た
め
、
特
に
立
場
的
に
弱
い
人
を
守
る
た
め
に
で
き
た

戒
め
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
世
の
中
に
は
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

被害の内容
衣服の上から触られた 65.7％

からかいなど、性的なことばを
かけられた 40.0％

体を直接触られた 39.6％

加害者の性器、胸などを
見せられた 29.2％

加害者の性器、胸などを
触らせた・押しつけられた 26.1％

唇や舌などを体に当てられた 20.9％

性器や体の一部を自分の口、 
肛門、膣

ちつ

に挿入された 18.6％

脱がされた 16.4％

加害者に自慰行為見せられた・
手伝わされた 10.8％

盗撮された 8.9％
（複数選択 上位 10 項目）

被害に遭ったときの年齢
無回答 1.4％

30代 2％
40代以上 0.3％

10歳未満
20.3％

平均15.1歳

10代
54.3％

20代
21.3％

加害者との関係性

顔見知り 51.8％

配偶者・パートナー（元）
 6.8％

無回答・わからない
 1.2％

配偶者以外の
家族・親族 13.5％

配偶者以外の
家族・親族 13.5％

それ以外の
顔見知り
31.5％

まったく
知らない人
46.7％

全体
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プ
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
生
は
ゲ
ー
ム
で
も

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、リ
セ
ッ
ト
も
で
き
ま
せ
ん
。「
邪
淫
戒
」
は
、

社
会
や
組
織
の
中
で
ど
れ
だ
け
力
が
あ
る
立
場
に
あ
ろ
う
と
も
、

常
に
慈
悲
心
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◎
第
四
・
妄
語
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
妄
語
戒
」（
も
う
ご
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
嘘
を
つ
く
な
、
誠
実
の
言
を
語
れ

・�

一
番
大
き
な
嘘
は
、
今
ま
で
一
度
も
嘘
を
つ
い
た
こ
と
が
な

い
と
い
う
嘘

・
嘘
と
い
う
斧
で
人
を
傷
つ
け
て
は
い
け
な
い

・
嘘
は
泥
棒
の
は
じ
ま
り
、
誠
は
仏
道
の
は
じ
ま
り

・
金
の
斧
、
銀
の
斧
、
鉄
の
斧
、
あ
な
た
が
手
に
す
る
の
は
？

・
正
直
者
が
馬
鹿
を
み
な
い
仏
の
世
界

・
嘘
は
自
他
を
惑
わ
す

・
ウ
ソ
は
共
生
を
ぶ
ち
壊
す

三
、
戒
の
趣
旨

・�

妄
り
な
言
葉
を
用
い
ず
、
正
し
い
言
葉
を
用
い
て
他
者
を
導

く
勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
自
妄
語
教
人
妄
語
方
便
妄
語
妄
語
因
妄
語
縁
妄
語
法

妄
語
業
乃
至
不
見
言
見
見
言
不
見
身
心
妄
語
而
菩
薩
常
生
正
語

正
見
亦
生
一
切
衆
生
正
語
正
見
而
反
更
起
一
切
衆
生
邪
語
邪
見

邪
業
者
是
菩
薩
波
羅
夷
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
自み

ず
か

ら
妄
語
し
、
人
を
教
え
て
妄
語
せ
し
め
、
方

便
し
て
妄
語
せ
ば
、
妄
語
の
因
、
妄
語
の
縁
、
妄
語
の
法
、
妄

語
の
業
あ
ら
ん
。
乃
至
、
不
見
を
見
と
言
い
、
見
を
不
見
と
言

い
、
身
心
に
妄
語
せ
ん
や
。
而
も
菩
薩
は
、
常
に
正
語
・
正
見
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を
生
じ
、
亦
、
一
切
衆
生
の
正
語
・
正
見
を
生
ず
べ
し
。
而
る

を
反か

え
っ
て
更
に
一
切
衆
生
の
、
邪
語
・
邪
見
・
邪
業
を
起
こ
さ

ば
、
是
れ
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
な
り
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
自
分
で
嘘
を
つ
い
た
り
、
人
を
そ
そ

の
か
し
て
嘘
を
つ
か
さ
せ
た
り
、
手
立
て
を
用
い
て
嘘
を
つ
く

な
ら
ば
、
嘘
を
つ
く
因
（
直
接
原
因
）
や
、
嘘
を
つ
く
縁
（
間

接
原
因
）
や
、
嘘
を
つ
く
法
（
方
法
・
手
段
）
や
、
嘘
を
つ
く

業
（
行
為
）
が
そ
ろ
う
〔
こ
と
に
な
る
〕
で
あ
ろ
う
。

ま
た
見
て
い
な
い
の
に
見
た
と
言
い
、
見
た
の
に
見
て
い
な

い
と
言
い
、
身
体
・
心
で
嘘
を
つ
く
の
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

し
か
も
菩
薩
は
、
常
に
正
語
（
正
し
い
言
葉
）・
正
見
（
正
し

い
見
解
）
を
持
ち
、
ま
た
す
べ
て
の
衆
生
に
正
語
（
正
し
い
言

葉
）・
正
見
（
正
し
い
見
解
）
を
持
た
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
れ
な
の
に
返
っ
て
な
お
一
層
に
、
す
べ
て
の
衆
生
に
、
邪
語

（
よ
こ
し
ま
な
言
葉
）、
邪
見
（
よ
こ
し
ま
な
見
解
）、
邪
業
（
よ

こ
し
ま
な
行
為
）
を
起
こ
さ
せ
れ
ば
、
こ
れ
は
菩
薩
の
波
羅
夷

罪
で
あ
る
。

七
、
例
話

仏
教
を
開
か
れ
た
お
釈
迦
様
は
、「
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
、
口
の
中
に
斧
を
持
っ
て
い
る
」（『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』

六
五
七
）
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
本
来
、
斧
は
木
を
切
る
便

利
な
道
具
で
す
が
、
使
い
道
を
誤
る
と
人
を
傷
付
け
る
凶
器
に

も
な
り
ま
す
。
即
ち
、
言
葉
も
使
い
道
を
誤
る
と
、
人
を
傷
つ

け
て
し
ま
い
か
ね
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
仏
教
で
は
、

言
葉
と
い
う
斧
で
、
人
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
「
妄
語
戒
」
が

定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
「
妄
語
戒
」
で
は
、
嘘
、
偽

り
の
言
葉
を
語
る
こ
と
を
戒
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、

悪
口
や
二
枚
舌
、
心
に
も
な
い
お
世
辞
を
語
る
こ
と
も
戒
め
て

い
ま
す
。
逆
に
言
う
と
、
こ
こ
で
は
正
し
い
言
葉
を
用
い
、
真

実
を
語
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

お
釈
迦
様
の
十
大
弟
子
の
中
の
一
人
に
「
密
行
第
一
」
と
呼

ば
れ
た
羅
睺
羅
と
い
う
弟
子
が
い
ま
し
た
。
羅
睺
羅
は
、
お
釈

迦
様
の
実
の
息
子
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
出
家
し
た
当
初
は
、
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教
団
内
で
ち
ょ
っ
と
し
た
問
題
児
で
あ
り
ま
し
た
。

羅
睺
羅
が
、
ど
ん
な
問
題
を
起
こ
し
て
い
た
の
か
と
言
う
と
、

あ
る
お
弟
子
さ
ん
か
ら
、

「
お
釈
迦
様
は
、
ど
ち
ら
に
お
み
え
で
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る

と
、
羅
睺
羅
は
そ
の
お
弟
子
さ
ん
に
、
嘘
を
つ
い
て
、
全
く
別

の
場
所
を
教
え
、
無
駄
足
を
踏
ま
せ
て
は
喜
ん
で
い
た
そ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
な
羅
睺
羅
の
言
動
が
、
お
釈
迦
様
の
耳
に
も
入

り
、
事
態
を
重
く
見
た
お
釈
迦
様
は
、
あ
る
日
、
羅
睺
羅
の
も

と
を
訪
ね
て
い
か
れ
ま
し
た
。
す
る
と
、
お
釈
迦
様
は
羅
睺
羅

の
も
と
に
着
く
な
り
、

「
羅
睺
羅
よ
、
こ
こ
に
来
る
途
中
に
足
が
汚
れ
て
し
ま
っ
た
。

す
ま
ぬ
が
、
足
を
洗
っ
て
く
れ
ん
か
」
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
羅

睺
羅
は
、
言
わ
れ
た
通
り
、
盥
に
水
を
張
り
、
お
釈
迦
様
の
足

を
盥
の
水
で
洗
い
ま
し
た
。
羅
睺
羅
が
、
洗
い
終
え
る
の
を
見

て
、
お
釈
迦
様
は
、
次
の
よ
う
に
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

「
羅
睺
羅
よ
、
こ
の
水
が
飲
め
る
か
」

「
い
え
、
世
尊
、
こ
の
水
は
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」

「
ど
う
し
て
だ
」

「
は
い
、
今
、
こ
の
水
で
世
尊
の
足
を
洗
い
ま
し
た
か
ら
、
汚

れ
て
い
て
飲
め
ま
せ
ん
」

と
答
え
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
は
、

「
そ
う
だ
、
飲
め
ん
な
。
し
か
し
、
足
を
洗
わ
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
水
は
飲
め
た
は
ず
だ
。
羅
睺
羅
よ
、
お
前
の
心
も
、
こ
の

濁
っ
た
水
と
同
じ
あ
る
。
人
に
嘘
を
つ
い
て
惑
わ
し
、
そ
れ
を

見
て
喜
ぶ
な
ど
、
心
が
濁
り
き
っ
て
い
る
証
拠
だ
」

お
釈
迦
様
は
、
盥
の
水
を
羅
睺
羅
に
捨
て
さ
せ
、
ま
た
今
度

は
次
の
よ
う
に
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

「
羅
睺
羅
よ
、
こ
の
盥
に
食
べ
物
を
盛
っ
た
ら
食
べ
ら
れ
る

か
」

「
い
え
、
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
盥
は
足
を
洗

う
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
食
べ
物
を
盛
る
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
…
」

「
そ
う
だ
な
。
足
を
洗
う
盥
に
は
、
食
べ
物
は
入
れ
ぬ
も
の
だ
。

し
か
し
本
来
、
盥
自
体
に
は
綺
麗
と
か
、
汚
い
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
こ
の
盥
も
、
最
初
は
、
ま
っ
さ
ら
な
た
だ
の
盥
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
こ
の
盥
を
、
足
を
洗
う
た
め
に
使
っ
た
時
点
か
ら
、
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こ
の
盥
は
汚
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
だ
。
お
前
の
心
も
、
出

家
を
志
し
た
時
は
、
こ
の
汚
い
盥
の
よ
う
で
は
な
く
、
ま
っ
さ

ら
な
盥
の
よ
う
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
足
を
洗
っ
た
瞬

間
か
ら
盥
が
汚
れ
て
い
く
よ
う
に
、
お
前
が
嘘
を
つ
い
た
瞬
間

か
ら
心
は
汚
れ
だ
し
、
嘘
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
心
は
ど
ん

ど
ん
汚
く
な
っ
て
い
く
の
だ
。
ま
さ
に
、
お
前
の
心
は
、
こ
の

汚
い
盥
と
同
じ
だ
」

羅
睺
羅
は
、
神
妙
な
面
持
ち
で
黙
っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
、
お
釈
迦
様
は
、
そ
の
盥
を
い
き
な
り
蹴
っ
飛
ば
さ
れ

ま
し
た
。
盥
は
、
カ
ラ
カ
ラ
、
カ
ラ
カ
ラ
と
音
を
立
て
て
転

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
は
、
転
が
る
盥
の
方
を
見
な

が
ら
、

「
羅
睺
羅
よ
、
盥
が
壊
れ
る
か
か
と
心
配
し
た
か
」

「
い
い
え
、
あ
の
盥
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
盥
で
す
か
ら
、
心

配
し
て
い
ま
せ
ん
」

と
答
え
る
と
、
お
釈
迦
様
は
、
声
を
荒
げ
、
厳
し
い
顔
つ
き
で
、

叱
り
つ
け
ま
し
た
。

「
羅
睺
羅
よ
、
ま
だ
分
か
ら
ぬ
か
。
あ
れ
だ
け
盥
に
入
っ
た
水

を
、
一
度
に
、
お
前
の
両
手
に
汲
む
こ
と
が
で
き
る
か
。
盥
は
、

水
を
入
れ
る
の
に
は
非
常
に
便
利
な
道
具
で
あ
る
。
盥
は
、
そ

の
使
い
道
に
よ
っ
て
価
値
が
決
ま
る
。
今
の
お
前
は
、
ま
さ
に

蹴
ら
れ
て
転
が
る
盥
の
よ
う
な
も
の
だ
。
お
前
の
よ
う
に
、
嘘

ば
か
り
つ
い
て
い
る
と
、
こ
の
盥
の
よ
う
に
人
か
ら
蹴
ら
れ
、

誰
か
ら
も
相
手
さ
れ
ず
、
不
幸
な
人
生
を
歩
む
で
あ
ろ
う
」

つ
ま
り
、
嘘
を
積
み
重
ね
る
と
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
る
ば

か
り
で
な
く
、
人
か
ら
嫌
わ
れ
、
最
終
的
に
は
、
自
分
を
も
苦

し
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
あ
ま
り
の
厳
し
い
お
叱
り
に
羅

睺
羅
は
深
く
反
省
し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
真
実
を
語
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
後
、
人
里
離
れ
た
山
に
籠
り
、
ひ
と
り
修
行
に

明
け
暮
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
お
話
が
あ
る
本
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
（
（
（

、
私
た
ち
も
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
、
そ
の
使
い
道

に
よ
っ
て
価
値
が
決
ま
る
の
で
す
。
羅
睺
羅
の
よ
う
に
、
心
と

い
う
盥
の
中
に
、
嘘
、
偽
り
の
言
葉
を
入
れ
た
な
ら
ば
、
誰
か

ら
も
信
用
さ
れ
ず
、
汚
い
盥
の
よ
う
に
人
か
ら
蹴
ら
れ
、
見
捨

て
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
反
対
に
、
真
実
の
言
葉
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を
心
に
入
れ
た
な
ら
ば
、
人
か
ら
好
か
れ
、
誰
か
ら
も
信
頼
さ

れ
、
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
口
の
中
に
嘘
、
偽
り
と
い
う
斧
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
自
覚
し
て
、
そ
の
斧
を
妄
語
戒
と
い
う
鞘
で
包
み
、

日
々
の
生
活
の
中
で
、
な
る
べ
く
正
し
い
言
葉
を
用
い
、
真
実

を
語
る
よ
う
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

◎
第
五
・
酤
酒
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
酤
酒
戒
」（
こ
し
ゅ
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・�

汝
、
人
を
狂
わ
せ
る
こ
と
な
か
れ
。
汝
、
人
を
し
て
正
気
を

持
た
し
め
よ

・
喜
び
を
売
る
、
悲
し
み
は
売
ら
な
い

・
売
る
は
喜
び
、
狂
わ
せ
ず

・
幸
せ
を
運
ぶ
商
人
、
不
幸
を
運
ぶ
売
人

・
飲
む
に
罪
に
な
し
、
売
る
に
罪
あ
り

・
飲
酒
軽
罪
、
酤
酒
重
罪

・
う
る
な
、
よ
わ
す
な
、
す
す
め
る
な

三
、
戒
の
趣
旨

・
酒
を
販
売
し
て
利
益
を
得
ず
、
他
者
を
正
気
に
す
る
勧
め

※�

こ
の
条
項
は
、
酒
の
販
売
を
禁
止
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
自

ら
の
利
益
の
た
め
に
他
者
を
狂
わ
せ
る
（
他
者
を
不
幸
に
す

る
）
こ
と
が
菩
薩
の
振
舞
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
か
ら
で

あ
る
。
酒
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
人
を
不
幸
に
す
る
こ
と
で

自
ら
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
る
、
と
理
解
す
べ

き
で
あ
る
。

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
自
酤
酒
教
人
酤
酒
酤
酒
因
酤
酒
縁
酤
酒
法
酤
酒
業
一

切
酒
不
得
酤
是
酒
起
罪
因
縁
而
菩
薩
應
生
一
切
衆
生
明
達
之
慧

而
反
更
生
一
切
衆
生
顛
倒
之
心
者
是
菩
薩
波
羅
夷
罪
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五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
自み

ず
か

ら
酤
酒
し
、
人
を
教
え
て
酤
酒
せ
し
め
ば
、

酤
酒
の
因
、
酤
酒
の
縁
、
酤
酒
の
法
、
酤
酒
の
業
あ
ら
ん
。
一

切
の
酒
、
酤う

る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
是
れ
酒
は
、
起
罪
の
因
縁
な

り
。
而
も
菩
薩
は
、
応
に
一
切
衆
生
の
明め

ょ
う

達た
つ

の
慧
を
生
ず
べ
し
。

而
る
を
反か

え
っ
て
更
に
一
切
衆
生
の
顛
倒
の
心
を
生
ぜ
ば
、
是
れ

菩
薩
の
波
羅
夷
罪
な
り
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
自
分
で
酒
を
売
り
、
人
を
そ
そ
の
か

し
て
酒
を
売
ら
せ
れ
ば
、
酒
を
売
る
因
（
直
接
原
因
）
や
、
酒

を
売
る
縁
（
間
接
原
因
）
や
、
酒
を
売
る
法
（
方
法
・
手
段
）

や
、
酒
を
売
る
業
（
行
為
）
が
そ
ろ
う
〔
こ
と
に
な
る
〕
で
あ

ろ
う
。

あ
ら
ゆ
る
酒
を
、
売
っ
て
は
い
け
な
い
。
酒
は
罪
を
作
る
原

因
で
あ
る
。
そ
の
う
え
菩
薩
は
、
す
べ
て
の
衆
生
に
、
聡
明
な

智
慧
を
生
じ
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
な
の
に
返
っ
て

な
お
一
層
に
、
す
べ
て
の
衆
生
に
誤
っ
た
心
を
生
じ
さ
せ
れ
ば
、

こ
れ
は
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
で
あ
る
。

七
、
例
話

「
酤
酒
戒
」
は
、
人
を
狂
わ
せ
る
物
を
売
る
こ
と
に
よ
っ
て

利
益
を
得
る
こ
と
を
禁
止
す
る
規
定
で
す
。
本
条
で
は
人
を
狂

わ
せ
る
物
の
代
表
と
し
て
酒
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
静
か
な
る
ド
ン
』
と
い
う
漫
画
が
あ
り
ま
す
。
昼
は
下
着

会
社
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
夜
は
ヤ
ク
ザ
の
ド
ン
、
と
い
う
設
定

の
主
人
公
の
お
話
で
す
。
そ
の
中
で
、
あ
る
出
来
事
で
自
暴
自

棄
に
な
っ
た
主
人
公
が
麻
薬
を
吸
う
場
面
が
あ
り
ま
す
。
一
の

子
分
が
そ
の
場
面
に
飛
び
込
ん
で
き
て
こ
ん
な
セ
リ
フ
を
吐
き

ま
す
。「
総
長
（
主
人
公
の
こ
と
）、
シ
ャ
ブ
は
打
つ
も
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
売
る
も
ん
で
す
が
な

（
（
（

」。
こ
う
言
っ
て
親
分
か
ら
麻

薬
を
取
り
上
げ
ま
す
。
こ
の
言
葉
に
、「
酤
酒
戒
」
が
何
を
禁

止
し
て
い
る
の
か
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

麻
薬
を
始
め
と
す
る
薬
物
が
ど
れ
だ
け
人
を
蝕
む
も
の
で
あ

る
の
か
、
こ
こ
で
言
う
必
要
も
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
使
用
者

を
狂
わ
せ
る
の
は
使
用
し
た
時
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
も
中
毒
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と
な
り
、
や
め
よ
う
に
も
や
め
ら
れ
な
く
な
り
、
薬
の
た
め
に

あ
ら
ゆ
る
悪
事
を
行
い
人
生
を
破
滅
さ
せ
ま
す
。
そ
の
中
毒
性

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
提
供
者
は
使
用
者
か
ら
継
続
し
て
利
益
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
使
用
者
か
ら
搾
り
取
る
だ
け
搾
り

取
っ
て
、
後
は
捨
て
れ
ば
良
い
。
提
供
者
は
、
相
手
の
こ
と
を

全
く
考
え
ず
、
利
益
を
も
た
ら
す
使
い
捨
て
の
モ
ノ
と
し
か
見

な
い
。
時
々
報
道
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
最
初
か
ら
人
を
破
滅

さ
せ
る
目
的
で
薬
物
を
提
供
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
の
こ
と
を
分
か
っ
て
い
る
提
供
者
は
、
自
分
自
身
が
薬
物
を

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
を
狂
わ
せ
悪
業
を
犯
さ
せ

る
原
因
と
な
る
も
の
を
他
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益

を
得
る
こ
と
が
、
麻
薬
の
販
売
の
本
質
で
す
。
そ
う
い
う
理
由

か
ら
か
、
麻
薬
は
、
使
用
、
所
持
、
譲
渡
し
又
は
譲
り
受
け
を

す
れ
ば
、
一
〇
年
以
下
又
は
七
年
以
下
の
懲
役
に
処
せ
ら
れ
ま

す
が
、
そ
れ
が
お
金
を
得
る
目
的
だ
っ
た
場
合
は
、
一
年
以
上

二
〇
年
以
下
又
は
一
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
懲
役
と
、
よ
り
重

い
刑
罰
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

「
酤
酒
戒
」
が
明
示
的
に
禁
止
す
る
の
は
、
酒
の
販
売
で
す
。

そ
も
そ
も
酒
は
飲
む
た
め
に
売
買
さ
れ
ま
す
。
こ
の
飲
酒
に
関

し
て
は
、
仏
教
で
は
在
家
信
者
の
五
戒
に
「
飲
酒
戒
」
が
あ
り

殺
・
盗
・
妄
・
邪
淫
と
並
ぶ
重
罪
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

比
丘
戒
で
も
同
様
に
禁
止
さ
れ
ま
す
が
、
波
逸
提
法
と
い
う
懴

悔
す
る
だ
け
で
許
さ
れ
る
比
較
的
軽
い
罪
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
気
の
時
に
は
酒
の
服
用
を
認
め
る
と
い
っ
た
例
外
規

定
が
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
飲
酒
を
完
全
な
悪
事
と
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
円
頓
戒
で
も
十
重
禁
戒
で
は
な
く
軽

戒
の
第
二
に
定
め
ら
れ
て
い
て
、
重
罪
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

飲
酒
そ
れ
自
体
の
是
非
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
は
、
社

会
・
文
化
・
宗
教
、
さ
ら
に
時
代
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
飲
酒
そ
れ
自
体
を
絶
対
的
な
悪
と
み
な
す
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
む
し
ろ
状
況
に
よ
っ
て
評
価
が
変
わ
る
も
の
だ
か
ら

で
し
ょ
う
。

前
世
紀
ま
で
の
我
が
国
で
は
、
飲
酒
そ
れ
自
体
や
飲
酒
が
引

き
起
こ
す
問
題
に
対
し
て
寛
容
で
し
た
。
三
〇
年
あ
ま
り
昔
の

大
学
の
研
究
室
で
は
、
教
員
と
学
生
が
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
談
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笑
、
議
論
す
る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
今
日
で
は

ま
ず
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
、

教
員
は
懲
戒
の
対
象
と
な
る
可
能
性
さ
え
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

近
年
は
飲
酒
者
の
行
為
が
厳
し
く
咎
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

飲
酒
に
対
す
る
世
間
の
目
が
厳
し
く
な
っ
た
背
景
に
は
、
飲

酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
が
続
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一

九
九
九
年
に
東
名
高
速
道
路
で
、
親
子
四
人
が
乗
っ
た
乗
用
車

に
飲
酒
運
転
の
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突
し
、
乗
用
車
に
乗
っ
て
い
た

一
歳
と
三
歳
の
女
児
が
死
亡
し
ま
し
た
。
こ
の
事
件
を
切
っ
掛

け
に
危
険
運
転
致
死
傷
罪
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇

〇
六
年
に
は
福
岡
県
「
海
の
中
道
大
橋
」
で
、
飲
酒
運
転
の
乗

用
車
に
追
突
さ
れ
た
乗
用
車
に
乗
っ
て
い
た
三
人
の
子
供
が
死

亡
す
る
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
こ
の
事
件
の
後
、
飲
酒
運
転
は

厳
罰
化
さ
れ
ま
す
。

飲
酒
運
転
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
の
新
歓
の
時
期
に
は
過
度

の
飲
酒
に
よ
る
事
件
・
事
故
が
し
ば
し
ば
起
こ
り
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
も
飲
酒
に
対
す
る
厳
し
い
見
方
を
強
め
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
も
ち
ろ
ん
、
飲
酒
の
上
の
過
失
は
、
飲
酒
に

よ
っ
て
適
切
な
判
断
と
行
動
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
原
因
で

す
。
東
名
高
速
道
路
で
の
事
故
で
は
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
は
ろ

れ
つ
が
回
ら
ず
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
も
で
き
な
い

状
態
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

比
丘
に
対
し
て
飲
酒
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
も
、

飲
酒
運
転
の
厳
罰
化
と
似
た
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

飲
酒
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
『
摩
訶
僧
祇
律
』

で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

拘
睒
弥
国
（
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
）
で
暴
れ
て
い
た
菴
婆
羅
と
い

う
悪
龍
を
地
元
の
人
々
の
依
頼
を
受
け
た
善
来
比
丘
が
降
伏
し

ま
し
た
。
そ
の
お
礼
に
善
来
比
丘
は
豪
華
な
も
て
な
し
を
う
け

た
の
で
す
が
、
水
と
間
違
え
て
酒
を
飲
ん
で
し
ま
い
、
酔
い
つ

ぶ
れ
て
世
尊
の
前
に
足
を
投
げ
出
し
て
寝
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
世
尊
は
、
悪
龍
を
降
伏
で
き
た
善
来
比
丘
も
い
ま
や
ガ
マ

ガ
エ
ル
さ
え
降
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
っ
て
飲
酒
を
禁
止

し
ま
し
た
。『
僧
祇
律
』
で
は
、
続
い
て
、
酒
の
も
て
な
し
を
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受
け
た
比
丘
が
、
精
舎
に
帰
っ
て
世
尊
の
説
法
を
聞
き
な
が
ら

寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
飲
酒
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
も
伝

え
て
い
ま
す

（
（1
（

。

飲
酒
の
害
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
『
大
智
度
論
』
十
三
に
、

三
十
五
失
を
挙
げ
て
い
ま
す

（
（1
（

。
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、
①
財

産
を
失
う
。
酒
を
飲
ん
で
酔
っ
払
う
と
節
度
な
く
お
金
を
使
っ

て
し
ま
う
か
ら
。
④
裸
で
い
て
も
恥
ず
か
し
い
と
思
わ
な
く
な

る
。
⑥
智
慧
の
働
き
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
う
。
㉝
狂
気
の
原
因

と
な
る
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
悪
業
を
積
み
重
ね
る
だ
け
で
な

く
、
㉜
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
涅
槃
を
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

比
丘
に
対
す
る
場
合
で
あ
れ
、
三
十
五
失
で
あ
れ
、
飲
酒
に

よ
っ
て
理
性
を
失
い
、
さ
ら
に
は
素
面
で
あ
れ
ば
し
な
い
よ
う

な
悪
業
を
犯
し
て
し
ま
う
こ
と
を
指
摘
し
て
、
飲
酒
は
禁
止
さ

れ
ま
す
。「
酤
酒
戒
」
の
な
か
に
「
是
れ
酒
は
、
起
罪
の
因
縁

な
り
」
と
い
う
の
は
そ
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
そ
れ
故
か
ら
か
、

「
飲
酒
戒
」（
四
十
八
軽
戒
第
二
）
で
は
、
単
に
飲
む
だ
け
で
な

く
、
他
人
に
酒
を
与
え
る
こ
と
も
同
様
に
禁
止
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
酒
の
販
売
が
重
罪
と
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

「
酤
酒
戒
」
は
、
こ
の
戒
を
受
持
す
る
者
が
、
本
来
、
人
を

覚
り
に
導
く
た
め
に
活
動
し
、
悪
業
の
報
い
を
受
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
仕
向
け
る
存
在
、
つ
ま
り
菩
薩
で
あ
る
と
規
定
し

ま
す
。
そ
も
そ
も
円
頓
戒
は
あ
ら
ゆ
る
仏
菩
薩
が
共
通
し
て
受

持
す
る
戒
で
あ
っ
て
、
仏
戒
で
あ
り
菩
薩
戒
で
す
。
菩
薩
と
し

て
の
振
舞
を
規
定
す
る
戒
な
の
で
す
。
そ
し
て
菩
薩
が
菩
薩
た

る
所
以
は
、
人
々
を
覚
り
に
導
き
救
い
と
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

酒
の
販
売
は
、
人
を
狂
わ
せ
悪
業
を
犯
さ
せ
る
原
因
と
な
る

も
の
を
他
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
こ
と
で

す
。
酒
に
よ
っ
て
正
気
を
失
い
悪
業
を
犯
す
の
は
、
飲
酒
者
本

人
の
責
任
で
す
。
し
か
し
、
も
し
も
相
手
を
破
滅
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
酒
を
提
供
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
麻
薬
の
販
売
と
同
様
、
自
ら
の
利
益
の

た
め
に
こ
と
さ
ら
に
人
を
不
幸
に
落
と
し
入
れ
る
行
為
で
あ
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ま
さ
し
く
、
菩
薩
と
は
正
反
対
の
振
舞
で

す
。
菩
薩
た
る
も
の
が
、
自
分
の
利
益
を
得
る
た
め
に
、
他
人
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に
正
気
を
失
わ
せ
、
悪
業
を
犯
さ
せ
て
し
ま
う
の
な
ら
ば
、
も

は
や
菩
薩
で
は
有
り
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
、
菩
薩
の
資
格
を

失
う
こ
と
を
意
味
す
る
波
羅
夷
罪
と
い
う
重
罪
と
さ
れ
る
の
で

す
。具

体
的
な
対
象
と
し
て
酒
の
販
売
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

比
丘
戒
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
酒
自
体
に
つ
い
て
は
薬
と
し
て

の
有
用
性
を
認
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
単
に
酒
の
販
売
を
禁

止
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
を
不
幸
に
陥
れ
て
自
ら
の
利
益

を
は
か
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

人
を
狂
わ
せ
る
こ
と
の
罪
の
重
さ
、
そ
し
て
、
人
を
狂
わ
せ

る
こ
と
で
利
益
を
得
る
こ
と
の
罪
深
さ
に
思
い
を
は
せ
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

◎
第
六
・
説
四
衆
過
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
説
四
衆
過
戒
」（
せ
つ
し
し
ゅ
か
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
人
の
し
く
じ
り
、
拡
散
禁
止

・
信
頼
売
る
話
、
買
う
人
い
な
い

・
信
頼
漏
ら
す
な
、
サ
ン
ガ
の
絆
を

・
見
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
、
聞
か
ざ
る

三
、
戒
の
趣
旨

・�

他
者
の
あ
や
ま
ち
を
言
い
ふ
ら
し
て
貶
め
ず
、
思
い
や
り
の

心
を
育
む
勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
自
説
出
家
在
家
菩
薩
比
丘
比
丘
尼
罪
過
教
人
説
罪
過

罪
過
因
罪
過
縁
罪
過
法
罪
過
業
而
菩
薩
聞
外
道
惡
人
及
二
乘
惡

人
説
佛
法
中
非
法
非
律
常
生
悲
心
教
化
是
惡
人
輩
令
生
大
乘
善

信
而
菩
薩
反
更
自
説
佛
法
中
罪
過
者
是
菩
薩
波
羅
夷
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
自み

ず
か

ら
出
家
在
家
の
菩
薩
、
比
丘
、
比
丘
尼
の
罪ざ

い
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過か

を
説
き
、
人
を
教
え
て
罪
過
を
説
か
し
め
ば
、
罪
過
の
因
、

罪
過
の
縁
、
罪
過
の
法
、
罪
過
の
業
あ
ら
ん
。
而
も
菩
薩
は
外

道
悪
人
及
び
、
二
乗
悪
人
の
仏
法
中
の
非
法
、
非
律
を
説
か
ん

を
聞
き
て
は
、
常
に
悲
心
を
生
じ
、
こ
の
悪
人
の
輩や

か
ら

を
教
化
し

て
、
大
乗
の
善
信
を
生
ぜ
し
む
べ
し
。
而
る
を
菩
薩
、
反か

え
っ
て
、

更
に
自
ら
仏
法
中
の
罪
過
を
説
か
ば
、
是
れ
菩
薩
の
波
羅
夷
罪

な
り
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
自
分
が
出
家
、
在
家
の
菩
薩
、
比
丘
、

比
丘
尼
の
罪
を
〔
人
に
〕
説
い
た
り
、〔
ま
た
〕
人
を
そ
そ
の

か
し
て
そ
の
罪
を
説
か
せ
た
な
ら
ば
、
罪
を
説
く
因
（
直
接
原

因
）
や
、
罪
を
説
く
縁
（
間
接
原
因
）
や
、
罪
を
説
く
法
（
方

法
・
手
段
）
や
、
罪
を
説
く
業
（
行
為
）
が
そ
ろ
う
〔
こ
と
に

な
る
〕
で
あ
ろ
う
。

そ
の
う
え
菩
薩
は
、
異
教
徒
の
悪
人
（
外
道
）
や
二
乗
の
悪

人
（
声
聞
・
縁
覚
）
が
、
仏
法
の
中
に
い
る
人
に
、
教
え
に
反

す
る
行
為
や
律
に
反
す
る
行
為
が
あ
る
の
を
聞
い
た
時
、
常
に

慈
悲
の
心
を
起
こ
し
て
、
こ
の
悪
人
た
ち
を
教
化
し
て
、
大
乗

の
す
ば
ら
し
い
信
仰
を
生
じ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

な
の
に
菩
薩
が
返
っ
て
な
お
一
層
に
、
自
分
か
ら
仏
法
の
中

〔
に
い
る
人
〕
の
罪
を
説
く
な
ら
ば
、
こ
れ
は
菩
薩
の
波
羅
夷

罪
で
あ
る
。

七
、
例
話

「
説
四
衆
過
戒
」
は
十
重
禁
戒
の
六
番
目
の
戒
で
す
。
出
家

の
菩
薩
・
在
家
の
菩
薩
・
比
丘
・
比
丘
尼
の
四
衆
、
す
な
わ
ち

仏
教
教
団
の
構
成
員
の
罪
を
言
い
ふ
ら
す
こ
と
を
禁
じ
た
戒
で

す
。
本
来
、
大
乗
仏
教
を
批
判
し
た
り
、
誤
っ
た
教
え
を
説
く

外
部
の
人
た
ち
を
教
化
し
て
、
大
乗
仏
教
の
す
ば
ら
し
い
信
仰

に
導
く
べ
き
で
あ
る
の
に
、
逆
に
仲
間
の
罪
を
言
い
ふ
ら
す
の

は
、
他
者
に
対
し
て
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
た
菩
薩
の
行
為
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
「
不
説
他
罪
過
戒
」、「
説
過
戒
」、「
説

他
罪
過
戒
」、「
説
他
過
失
戒
」
な
ど
と
称
し
、
対
象
を
四
衆
に

限
定
せ
ず
、
す
べ
て
の
人
の
罪
過
を
言
い
ふ
ら
す
こ
と
を
禁
じ

て
い
る
、
と
い
う
捉
え
方
も
あ
り
ま
す
。



363　十重禁戒のキャッチコピー

研究ノート

仏
教
教
団
関
係
者
の
罪
過
を
言
い
ふ
ら
す
こ
と
は
、
人
を
謗

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
が
（「
自
讃
毀
他
戒
」〈
十
重
禁
戒
第

七
〉）、
実
際
に
罪
を
犯
し
た
人
だ
け
で
な
く
、
仏
法
自
体
の
信

用
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
報
道
さ
れ
た
事
件
は
、
永
く

不
信
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
現
に
、
二
〇
〇
六
年
に
起
こ
っ
た

着
服
事
件
を
、
十
五
年
以
上
過
ぎ
て
も
、
浄
土
宗
批
判
の
材
料

に
さ
れ
る
人
が
い
ま
す
。
特
定
の
宗
教
法
人
の
不
祥
事
（
脱
税

や
献
金
な
ど
）
を
、
宗
教
法
人
全
体
の
問
題
と
み
な
す
人
も
い

ま
す
。
宗
教
法
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
以
外
、
共
通
点
も
な
く
、

全
く
関
係
の
な
い
浄
土
宗
寺
院
が
揶
揄
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
事

例
は
、
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
教
教
団
や
寺
院
に
対
す
る
不

信
感
が
、
仏
教
の
教
え
そ
の
も
の
に
対
し
て
の
不
信
に
つ
な
が

り
、
教
え
が
伝
わ
る
は
ず
で
あ
っ
た
方
か
ら
、
そ
の
縁
を
奪
っ

て
し
ま
う
の
は
、
あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

情
報
技
術
の
発
達
が
目
覚
ま
し
い
現
代
に
お
い
て
は
、
個
人

が
、
印
刷
文
書
の
大
量
作
成
・
配
布
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
、
気
軽
に
情
報
を
発
信
で
き
ま
す
。
共

感
の
意
思
表
明
（「
い
い
ね
！
」）
や
、転
載
（「
リ
ツ
イ
ー
ト
」）

に
よ
っ
て
、
他
者
の
発
信
情
報
も
簡
単
に
広
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
仏
教
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
た
め
の
情
報
発
信

ツ
ー
ル
は
、
非
常
に
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
深

く
考
え
ず
に
お
こ
な
っ
た
情
報
「
拡
散
」
が
止
め
処
も
な
く
一

気
に
広
が
っ
た
結
果
、
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
騒
動
は
、
日
常

茶
飯
事
で
す
。
仏
教
に
限
ら
ず
、
不
確
か
な
情
報
を
誤
っ
た
正

義
感
で
拡
散
し
、
無
関
係
の
人
を
傷
つ
け
た
事
件
も
枚
挙
に
暇

が
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
の
演
出
を
真
実
と
思
い
込
み
、
出
演

者
を
精
神
的
に
追
い
詰
め
、
死
に
至
ら
し
め
た
事
件
も
あ
り
ま

し
た
。
人
の
「
あ
や
ま
ち
」
を
安
易
に
言
い
ふ
ら
す
こ
と
は
慎

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
内
部
の
あ
や
ま
ち
（
不
祥

事
）
を
秘
匿
す
る
の
は
、
必
ず
し
も
良
い
こ
と
と
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
い
じ
め
な
ど
の
人
権
侵
害
に
遭
遇
し
た
際
に
、
そ
れ

を
黙
っ
て
見
過
ご
せ
ば
、
間
接
的
に
人
権
侵
害
を
し
て
い
る
の

と
変
わ
ら
な
い
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
性
的
被

害
を
告
発
す
る
＃
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
運
動
か
ら
は
「
見
て
見
ぬ
振
り

を
す
る
の
は
終
わ
り
に
し
よ
う
」
と
い
う
運
動
（T

im
e’s 
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U
p

）
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

芸
能
事
務
所
の
創
設
者
の
児
童
性
的
虐
待
に
関
し
て
、
な
ぜ

被
害
に
あ
っ
た
時
に
言
い
出
さ
ず
、
今
頃
告
発
す
る
の
か
と
い

う
批
判
が
あ
り
ま
し
た
。
様
々
な
「
力
」
を
持
っ
た
人
た
ち
に

対
し
て
、
被
害
者
が
声
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
容
易
に
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
無
視
し
た
「
批
判
」
で
す
。

内
々
で
是
正
し
穏
便
に
解
決
で
き
る
な
ら
、「
忖
度
」
し
た

り
傍
観
者
で
い
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
隠
蔽
は
、
問
題

を
先
送
り
に
し
、
往
々
に
し
て
不
祥
事
と
つ
な
が
り
が
ち
で
す
。

外
部
か
ら
第
三
者
に
関
与
し
て
も
ら
う
こ
と
で
問
題
解
決
を
図

ろ
う
と
す
る
の
も
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
効
性
は
と
も

か
く
、
日
本
に
お
い
て
は
、
組
織
内
の
犯
罪
行
為
を
公
益
通
報

（
内
部
告
発
）
し
た
者
の
保
護
は
、『
公
益
通
報
者
保
護
法
』
に

よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、「
説
四
衆
過
戒
」
は
、
教

団
に
自
浄
能
力
が
あ
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。
あ
や
ま

ち
を
犯
し
た
も
の
が
、
自
分
で
気
付
く
の
で
も
、
他
者
か
ら
指

摘
を
受
け
て
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
あ
や
ま
ち
を
あ
や
ま
ち
と

し
て
認
め
、
素
直
に
懺
悔
で
き
る
な
ら
ば
、「
説
四
衆
過
戒
」

は
意
義
を
持
ち
ま
す
。
ま
た
、
他
人
が
あ
や
ま
ち
を
犯
す
の
を

見
た
な
ら
ば
、
適
切
に
指
摘
し
、
懺
悔
さ
せ
る
（「
不
教
悔
罪

戒
」〈
第
五
軽
戒
〉）
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
逆
に
、
自
ら
の
あ
や
ま
ち
を
省
み
な
い
者
だ
け
な
の
に

「
説
四
衆
過
戒
」
を
き
っ
ち
り
と
守
り
、
人
の
あ
や
ま
ち
に
遭

遇
し
て
も
見
て
見
ぬ
振
り
を
す
る
者
だ
け
な
ら
ば
、
問
題
を
隠

蔽
す
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

（
（1
（

。

「
説
四
衆
過
戒
」
は
、
単
に
人
の
あ
や
ま
ち
を
言
い
ふ
ら
す

こ
と
を
禁
じ
て
い
る
の
で
な
く
、
私
た
ち
自
身
が
、
言
い
ふ
ら

さ
れ
る
必
要
が
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
あ
や
ま
ち
に
真
摯
に
向

か
い
合
え
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

ま
す
。

理
想
的
な
状
況
な
ら
ば
、
戒
の
条
文
を
厳
密
に
考
え
た
「
拡

散
禁
止
〜
人
の
あ
や
ま
ち
を
言
い
ふ
ら
し
て
貶
め
な
い
〜
」
で

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
現
代
社
会
で
の
運
用
を
考
え
る
な
ら
、
絶

対
禁
止
で
は
な
く
「
拡
散
注
意
」、
拡
散
さ
せ
る
危
険
性
に
充

分
留
意
し
た
上
で
、
必
要
な
指
摘
を
排
除
し
な
い
「
〜
貶
め
る
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た
め
に
人
の
あ
や
ま
ち
を
言
い
ふ
ら
し
て
は
い
け
な
い
〜
」
の

ほ
う
が
よ
り
相
応
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◎
第
七
・
自
讃
毀
他
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
自
讃
毀
他
戒
」（
じ
さ
ん
き
た
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
自
慢
し
つ
つ
、
他
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
な

・
自
分
の
話
は
自
慢
、
他
人
の
話
は
悪
口

・
自
慢
よ
り
共
感
、
誹
謗
よ
り
理
解

・
比
べ
な
い
輝
き

・
自
分
の
光
、
他
を
消
さ
ず
照
ら
そ
う

・
自
慢
大
会
、
見
て
る
こ
っ
ち
が
恥
ず
か
し
い

・
誰
も
傷
つ
け
な
い
、
そ
ん
な
自
慢
が
カ
ッ
コ
い
い

・
自
讃
毀
他
は
心
の
貧
し
さ

・�

自
慢
し
て
、
悪
口
言
う
て
、
そ
の
後
に
、
心
に
貯
ま
る
は
、

毒
の
か
た
ま
り

三
、
戒
の
趣
旨

・�

自
慢
か
ら
他
者
を
誹
謗
中
傷
せ
ず
、
思
い
や
り
の
心
を
向
け

る
勧
め

※�

悪
い
心
で
、
自
身
の
欲
望
や
利
得
の
た
め
に
、
自
慢
す
る
と

同
時
に
、
他
人
を
意
図
的
に
害
し
て
打
ち
の
め
す
よ
う
な
誹

謗
中
傷
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
件
に
つ
い
て

の
理
想
像
は
、
慈
悲
の
心
で
、
他
人
へ
の
誹
謗
中
傷
を
自
ら

に
向
け
、
よ
い
こ
と
を
他
人
に
向
け
る
べ
き
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
自
讃
毀
他
亦
教
人
自
讃
毀
他
毀
他
因
毀
他
縁
毀
他
法

毀
他
業
而
菩
薩
應
代
一
切
衆
生
受
加
毀
辱
惡
事
自
向
己
好
事
與

他
人
若
自
揚
己
徳
隱
他
人
好
事
令
他
人
受
毀
者
是
菩
薩
波
羅
夷

罪
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五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
自
讃
毀
他
し
、
ま
た
人
を
教
え
て
自
讃
毀
他
せ

し
め
ば
、
毀
他
の
因
、
毀
他
の
縁
、
毀
他
の
法
、
毀
他
の
業
あ

ら
ん
。
而
も
菩
薩
は
ま
さ
に
一
切
衆
生
に
代
わ
り
て
、
毀き

に
く

辱
を

加
え
る
を
受
け
、
悪
事
を
ば
、
自
ら
己
れ
に
向
か
え
、
好
事
を

ば
、
他
人
に
与
う
べ
し
。
も
し
自
ら
己
れ
が
徳
を
揚
げ
、
他
人

の
好
事
を
隠
し
、
他
人
を
し
て
毀
辱
を
受
け
し
め
ば
是
れ
菩
薩

の
波
羅
夷
罪
な
り
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
も
し
自
分
の
こ
と
を
ほ
め
た
た
え
て

人
を
そ
し
り
、
人
を
そ
そ
の
か
し
て
自
分
の
こ
と
を
ほ
め
た
た

え
、
人
を
そ
し
る
こ
と
を
さ
せ
れ
ば
、〔
自
讃
〕
毀
他
の
因
（
直

接
原
因
）
や
、〔
自
讃
〕
毀
他
の
縁
（
間
接
原
因
）
や
、〔
自
讃
〕

毀
他
の
法
（
方
法
・
手
段
）
や
、〔
自
讃
〕
毀
他
の
業
（
行
為
）

が
そ
ろ
う
〔
こ
と
に
な
る
〕
で
あ
ろ
う
。

そ
の
う
え
菩
薩
は
、
す
べ
て
の
衆
生
に
代
わ
っ
て
、
そ
し
り

辱
め
を
受
け
、
悪
い
こ
と
を
自
分
に
向
け
さ
せ
、
よ
い
こ
と
は

他
人
に
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
自
分
で
自
分
の
徳
を
持
ち

上
げ
て
、
他
人
の
よ
い
事
を
隠
し
て
、
他
人
が
謗
り
辱
め
を
受

け
る
よ
う
に
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
で
あ
る
。

七
、
例
話

こ
の
戒
の
「
自
讃
毀
他
」
の
用
語
の
う
ち
、「
自
讃
」
と
は
、

自
分
自
身
を
讃
じ
て
た
た
え
る
こ
と
で
す
の
で
、
悪
い
心
で
、

自
分
自
身
を
誉
め
た
り
、
自
慢
し
た
り
す
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
、
就
職
活
動
な
ど
で
は
、「
自
讃
」
に

少
し
似
て
い
る
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
か
と
思
い
ま
す
。
あ
る

い
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
も
、
同
じ
く
自
己
ア
ピ
ー
ル
な
ど
必

要
で
し
ょ
う
し
、
そ
の
他
、
こ
の
現
代
の
日
本
社
会
で
は
、
自

己
ア
ピ
ー
ル
は
、
諸
処
で
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
基
本
的
に
、
自
讃
と
自
己
ア
ピ
ー
ル
と
は
少
し
異

な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
讃
は
自
身
を
讃
じ
る
こ
と
で
す
か

ら
、
通
常
、「
思
い
上
が
っ
た
人
だ
」
な
ど
と
あ
き
れ
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。
一
方
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
は
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
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な
ど
を
提
示
す
る
こ
と
な
の
で
、
相
手
も
違
和
感
な
く
受
け
止

め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

両
者
の
違
い
は
、
そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
な
が
ら
の
程
度
問

題
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
自
己
ア
ピ
ー
ル
も
、
そ
の
場
の
状

況
で
度
が
過
ぎ
れ
ば
、
自
讃
と
な
り
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
悪

い
心
で
過
剰
に
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
す
れ
ば
、
自
讃
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
穏
当
な
自
己
ア
ピ
ー
ル
な
ら
、
自
讃
と
ま

で
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
、「
自
讃
毀
他
」
の
用
語
の
う
ち
、「
毀
他
」
と
は
、
他

人
を
打
ち
の
め
す
よ
う
に
誹
謗
中
傷
す
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。「

毀
」
と
い
う
の
は
、
誹
謗
す
る
と
い
う
意
味
で
す
が
、
特

に
、
強
い
調
子
の
も
の
の
よ
う
で
す
の
で
、「
他
人
を
打
ち
の

め
す
よ
う
な
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
毀
他
で
あ
る
誹
謗
は
、
意
図
的
に
他
人
を
害
す

る
も
の
で
あ
り
、
慎
む
べ
き
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
す
な
わ

ち
、
毀
他
・
誹
謗
と
は
、
意
図
的
に
他
人
を
害
し
よ
う
と
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
悪
意
あ
る
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

故
に
、
毀
他
・
誹
謗
に
は
、
悪
意
が
あ
る
の
で
、
誤
情
報
が

混
ざ
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
歪

曲
や
誇
張
や
嘘
を
ま
じ
え
て
、
他
人
を
誹
謗
す
る
傾
向
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
Ａ
氏
は
、
少
々
精
神
的
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る

が
、
極
め
て
軽
度
で
あ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
場
合
、
正

常
な
判
断
や
、
正
常
な
言
動
を
し
て
い
る
と
し
ま
し
ょ
う
。
に

も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
Ａ
氏
が
精
神
的
問
題
を
少
し
か
か
え
て
い

る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
大
き
く
誇
張
・
歪
曲
し
な
が
ら
、
或
る

人
が
、「
Ａ
氏
は
、
妄
想
が
激
し
い
の
で
、
Ａ
氏
の
い
う
こ
と

を
信
じ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
悪
意
あ
る
情
報
を
流
し
た
な

ら
、
明
ら
か
に
、
誤
情
報
を
ま
じ
え
た
悪
質
な
誹
謗
中
傷
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
る
い
は
、
Ｂ
会
社
と
い
う
穏
健
な
会
社
が
あ
る
と
し
て
、

或
る
人
が
、「
Ｂ
会
社
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
な
会
社
だ
」
と
悪
意
を

も
っ
て
全
く
で
た
ら
め
の
嘘
の
情
報
を
流
し
た
ら
、
当
然
、
完

全
な
誤
情
報
の
誹
謗
中
傷
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
仮
に
Ｂ
会
社
が
、
客
観
的
に
見
て
、
本
当
に
悪
質
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な
会
社
な
ら
、
右
記
の
言
は
、
誹
謗
中
傷
と
は
い
え
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
悪
意
が
な
け
れ
ば
、
単
な
る
批
判
な
ど
と
い
う

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の
意
味
で
、
誤
情

報
が
混
ざ
っ
た
内
容
で
、
意
図
的
に
害
す
る
目
的
で
他
人
の
悪

口
を
い
う
の
が
、
典
型
的
な
毀
他
（
誹
謗
）
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

故
に
、
第
六
戒
の
「
説
四
衆
過
戒
」
の
「
説
罪
過
」
と
は
、

少
し
異
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、「
説
罪
過
」
の

場
合
は
、
基
本
的
に
、
本
当
に
犯
し
た
過
ち
を
説
く
こ
と
の
よ

う
で
す
の
で
、
歪
曲
や
誇
張
や
嘘
が
混
ざ
る
傾
向
に
あ
る
自
讃

毀
他
戒
の
毀
他
と
は
、
そ
の
よ
う
な
点
で
も
、
少
々
異
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
に
、
両
者
の
戒
が
、
別
立
て
に
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
「
自
讃
毀
他
戒
」
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
、
自
讃
と

毀
他
と
両
方
揃
っ
た
状
態
な
ら
、
こ
の
戒
を
犯
し
た
こ
と
に
な

る
と
い
う
趣
旨
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
梵
網

経
』
を
註
釈
す
る
人
師
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
で
す
が
、
も
し
、

い
ず
れ
か
一
方
だ
け
で
も
、
こ
の
戒
を
犯
し
た
こ
と
に
な
る
な

ら
、
お
そ
ら
く
、
別
々
の
戒
と
し
て
制
定
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
天
台
大
師
智
顗
も
、
両
方
が
揃
っ
た
状
態
な
ら
、

こ
の
戒
に
違
反
し
た
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
で
す

（
（1
（

。

よ
っ
て
、
単
な
る
自
讃
だ
け
な
ら
、
こ
の
戒
に
抵
触
し
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
悪
意
が
あ
っ
て
、
自
讃
に
加
え
、
毀
他
も
し

て
し
ま
う
な
ら
、
こ
の
戒
を
犯
し
た
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。と

す
る
な
ら
、
毀
他
だ
け
を
し
て
、
自
讃
が
な
い
な
ら
、
こ

の
戒
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
戒
に
抵
触
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
毀
他
が

よ
い
行
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
常
識
的
に
考
え

て
、
悪
意
を
も
っ
て
他
人
を
打
ち
の
め
す
よ
う
な
誹
謗
中
傷
は
、

道
徳
的
に
は
、
避
け
る
べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
悪
い
心

に
よ
る
自
讃
の
み
で
も
、
や
は
り
、
道
徳
的
に
は
、
避
け
る
べ

き
で
し
ょ
う
。

自
讃
毀
他
が
両
方
揃
っ
て
の
言
動
は
、
ほ
と
ん
ど
謀
略
と
も

い
え
そ
う
に
思
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
ら
の
立
身
出
世
・
名
誉
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欲
・
利
得
な
ど
の
た
め
に
、
他
人
を
け
な
し
つ
つ
、
同
時
に
、

自
慢
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
謀
略
と
も
い
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
自
慢
し
た
い
た
め
に
、
他
人
の
誹
謗
中
傷
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

あ
る
い
は
、
他
人
を
誹
謗
中
傷
し
た
い
た
め
に
、
過
剰
に
自

慢
し
て
、
そ
の
相
手
を
辱
め
て
追
い
詰
め
る
場
合
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
な
ど
も
、
あ
る
種
、
謀
略
と
も
い
い
た
く
な
る

よ
う
な
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
自
讃
毀
他
の
典
型
的
な
例
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
自
讃
毀
他
の
言

動
が
、
十
重
禁
戒
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
お
、
自
ら
の
宗
派
の
教
え
を
説
法
す
る
上
で
、
他
宗
派
の

教
え
を
批
判
し
、
自
分
の
宗
派
の
教
え
を
勝
れ
て
い
る
と
た
た

え
て
勧
め
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
自
讃
毀
他
戒
」
に
抵
触
す

る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
も
し
、
同
戒
に
よ
り
、
他
宗
派
よ
り

も
自
ら
の
宗
派
が
勝
れ
て
い
る
と
説
法
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

な
ら
、
教
え
を
説
く
僧
侶
の
立
場
と
し
て
は
、
少
々
困
っ
た
よ

う
に
も
思
え
ま
す
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
か
。

基
本
的
に
、
悪
意
な
く
、
善
意
で
正
し
い
仏
法
を
適
切
な
形

で
主
張
す
る
な
ら
、「
自
讃
毀
他
戒
」
に
抵
触
せ
ず
、
認
め
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
正
し
い
教
え
を
説

け
な
い
は
ず
も
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
。

こ
の
う
ち
、「
悪
意
な
く
、
善
意
で
」
と
い
う
の
は
、
至
極

当
然
と
し
て
も
、「
正
し
い
仏
法
を
適
切
な
形
で
主
張
す
る
」

と
い
う
の
は
、
真
実
を
き
ち
ん
と
見
極
め
ら
れ
る
智
慧
の
能
力

（
正
し
い
判
断
力
）
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
善
意
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
強
引
で
無
理
な
形

で
布
教
を
し
て
し
ま
え
ば
、
色
々
ト
ラ
ブ
ル
も
生
じ
る
で
し
ょ

う
。
更
に
、
そ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
、
こ
じ
れ
に
こ
じ
れ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
り
う
る
で
し
ょ
う
。
基
本
的
に
、
な
る
べ
く

な
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
形
で
布
教
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ

に
は
、
そ
の
場
そ
の
場
で
、
何
が
適
切
で
正
し
い
形
か
を
、
智

慧
の
能
力
で
見
極
め
、
無
理
の
な
い
形
で
布
教
す
る
の
が
、
よ

り
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
し
、
困
難
な
状
況
の
場
合
、
時
に
は
、
堅
固
な
意
志
で
、
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布
教
を
強
く
推
し
進
め
る
と
い
う
姿
勢
も
大
事
な
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
何
が
適
切
で
正
し
い
仕
方
か
、
あ
り
か
た

か
を
判
断
す
る
の
は
、
簡
単
で
は
な
く
、
そ
れ
に
は
、
真
実
を

見
極
め
る
高
度
な
智
慧
の
能
力
・
判
断
力
が
必
要
で
し
ょ
う
。

高
い
智
慧
の
能
力
・
判
断
力
が
な
い
な
ら
、
布
教
を
す
る
上
で

も
、
他
宗
派
な
ど
へ
の
批
判
を
あ
ま
り
し
な
い
よ
う
に
し
、
穏

当
な
言
動
を
し
て
お
く
の
が
無
難
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
自
讃
毀
他
と
、
正
反
対
と
も
い
え
る
善
行
が
、
こ
の
戒

の
条
文
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
一
切
衆
生
に
代

わ
っ
て
、
毀
辱
を
受
け
、
悪
事
を
自
ら
に
向
か
わ
せ
、
好
事
を

他
人
に
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
戒
の
条
文
に
は
明
記

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
、
大
乗
仏
教
の
慈
悲
の
精
神

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
十
重
四
十
八
軽
戒
で
は
、
こ
の

大
乗
仏
教
の
慈
悲
が
、
全
体
的
な
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

大
乗
仏
教
の
慈
悲
で
は
、
空
の
考
え
方
に
よ
り
、
自
分
と
他

人
を
区
別
し
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
空
と
は
、
全
て
の
も
の
ご

と
の
実
体
や
本
体
を
否
定
す
る
も
の
で
す
の
で
、
自
分
の
固
有

と
見
え
る
も
の
や
、
他
人
の
固
有
と
見
え
る
も
の
を
も
否
定
し

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
り
、
他
人
の
悪
事
を
他
人
に
固
定

化
せ
ず
、
自
分
に
向
け
、
自
分
な
ど
の
好
事
を
、
や
は
り
固
定

化
せ
ず
、
他
人
に
与
え
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
「
自
讃
毀
他
戒
」
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
大
乗
仏
教
の
慈
悲

の
精
神
に
よ
り
、
こ
こ
で
は
、
他
人
の
悪
事
を
自
分
に
向
け
、

好
事
を
他
人
に
与
え
る
行
為
を
導
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
の
戒
に
対
す
る
大
乗
仏
教
の
慈
悲
的
行
為
が
、
右
記
の

行
為
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
行
為
が
、
こ
の

「
自
讃
毀
他
戒
」
を
巡
っ
て
の
理
想
像
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
か
な
か
、
そ
の
よ
う
な
高
い
レ
ベ
ル
の
理
想
通
り
と
は
い

か
な
い
も
の
で
す
が
、
な
る
べ
く
自
讃
毀
他
を
し
な
い
よ
う
に

し
つ
つ
、
右
記
の
理
想
像
の
方
向
を
向
い
て
、
少
し
で
も
、
心

が
け
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
時
折
我
々
の
周
り
で
見
ら
れ
そ
う
な
、
自
讃
毀
他

の
例
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｃ
機
関
に
、
Ｄ
氏
と
Ｅ
氏
が
所
属
し
て
い
て
、
Ｄ
氏
は
上
級



371　十重禁戒のキャッチコピー

研究ノート

の
身
分
だ
が
能
力
は
低
く
、
Ｅ
氏
は
下
級
の
身
分
だ
が
能
力
は

か
な
り
高
い
と
し
ま
し
ょ
う
。
上
級
だ
が
能
力
の
低
い
Ｄ
氏
は
、

同
じ
職
場
に
い
る
Ｅ
氏
の
能
力
の
高
さ
の
た
め
に
、
面
目
を
失

い
、
名
誉
欲
や
保
身
や
逆
恨
み
の
た
め
、
Ｄ
氏
は
次
の
よ
う
に

い
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。「
Ｅ
氏
は
身
分
は
低
く
、
故
に
、
能

力
も
劣
り
、
時
々
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
い
う
人
物
だ
。

一
方
、
上
級
の
我
々
は
、
上
級
故
に
、
当
然
Ｅ
氏
よ
り
も
は
る

か
に
能
力
が
高
い
」
な
ど
と
、
Ｃ
機
関
の
実
情
を
十
分
に
把
握

で
き
て
い
な
い
共
通
の
知
人
た
ち
に
、
嘘
の
情
報
を
流
し
ま
し

た
。
実
情
を
あ
ま
り
把
握
で
き
て
い
な
い
知
人
た
ち
は
、
Ｄ
氏

の
ほ
う
が
身
分
の
高
い
こ
と
も
あ
り
、
す
っ
か
り
だ
ま
さ
れ
て
、

Ｄ
氏
の
い
う
こ
と
を
信
用
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
Ｄ
氏
の
言
動
は
、
悪
意
を
も
っ
て
、
で
た
ら
め
な
情
報

で
、
Ｅ
氏
を
毀
他
・
誹
謗
し
つ
つ
、
Ｄ
氏
自
身
な
ど
を
自
讃
し

た
こ
と
に
な
り
、
当
然
、
自
讃
毀
他
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

概
し
て
、
一
般
の
多
く
の
人
々
の
も
の
の
見
方
と
し
て
、
そ

の
当
該
機
関
で
、
身
分
の
高
い
ほ
う
が
能
力
も
勝
れ
、
身
分
の

低
い
ほ
う
が
能
力
も
劣
る
と
い
う
偏
見
や
思
い
込
み
の
傾
向
が

あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
偏
見
・
思
い
込
み
を
悪
用
し
た

Ｄ
氏
の
悪
意
あ
る
自
讃
毀
他
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
似
た
類
の
出
来
事
は
、
様
々
な
職
場
に
お
い
て
、
時

折
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
自
讃
毀
他
を
な
る

べ
く
し
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、
既
述
の
よ
う
な
理
想
像
を
少
し

で
も
目
指
す
べ
き
こ
と
を
、
こ
の
第
七
戒
の
「
自
讃
毀
他
戒
」

で
は
、
教
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

◎
第
八
・
慳
惜
加
毀
戒

一
、
戒
の
名
称

・
慳
惜
加
毀
戒
（
け
ん
じ
ゃ
く
か
き
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
思
い
や
り
を
惜
し
み
な
く
贈
り
合
お
う

・
物
よ
り
心

・
物
惜
し
み
レ
ベ
ル
達
人
、
同
情
心
レ
ベ
ル
見
習
い

・
貯
金
箱
満
タ
ン
、
人
間
関
係
空
っ
ぽ

・
財
布
は
閉
じ
て
、
心
は
開
け
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・
ケ
チ
る
な
ら
、
人
を
傷
つ
け
る
言
葉
も
節
約
し
よ
う

・
金
を
惜
し
ん
で
も
、
人
へ
の
温
も
り
忘
れ
る
な

三
、
戒
の
趣
旨

・
物
惜
し
み
の
心
を
起
こ
さ
ず
、
他
者
に
喜
び
を
与
え
る
勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
自
慳
教
人
慳
慳
因
慳
縁
慳
法
慳
業
而
菩
薩
見
一
切
貧

窮
人
來
乞
者
隨
前
人
所
須
一
切
給
與
而
菩
薩
以
惡
心
瞋
心
乃
至

不
施
一
錢
一
針
一
草
有
求
法
者
不
爲
説
一
句
一
偈
一
微
塵
許
法

而
反
更
罵
辱
者
是
菩
薩
波
羅
夷
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
自
ら
慳お

し
み
、
人
を
教
え
て
、
慳
ま
し
め
ば
、
慳け

ん

の
因
、
慳
の
縁
、
慳
の
法
、
慳
の
業
あ
ら
ん
。
而
も
菩
薩
は
一

切
貧び

ん

窮ぐ
う

人
の
来
た
り
乞
う
者
を
見
て
は
、
前
人
の
所し

ょ

須し
ゅ

に
随
い

て
、
一
切
給
与
す
べ
し
。
而
る
を
菩
薩
、
悪
心
、
瞋し

ん

心し
ん

を
以
て

乃
至
、
一
銭
、
一
針
、
一
草
を
も
施
さ
ず
。
求
法
の
者
の
有
ら

ん
に
。
為
に
一
句
、
一
偈
、
一
微
塵
ば
か
り
の
法
を
も
説
か
ず
。

而
も
反
っ
て
、
更
に
罵め

に
く

辱
せ
ば
、
是
れ
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
な
り
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
自
分
が
惜
し
む
こ
と
を
し
た
り
、
人

を
そ
そ
の
か
し
て
惜
し
む
こ
と
を
さ
せ
た
り
す
れ
ば
、
惜
し
み

の
因
（
直
接
原
因
）
や
、
惜
し
み
の
縁
（
間
接
原
因
）
や
、
惜

し
み
の
法
（
方
法
・
手
段
）
や
、
惜
し
み
の
業
（
行
為
）
が
そ

ろ
う
〔
こ
と
に
な
る
〕
で
あ
ろ
う
。

そ
の
う
え
菩
薩
は
、
一
切
の
貧
困
の
人
が
や
っ
て
来
て
、
も

の
を
乞
う
の
を
見
た
ら
、
そ
の
人
の
求
め
に
し
た
が
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
与
え
る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
な
の
に
菩
薩
が
、
悪

し
き
心
や
怒
り
の
心
で
一
銭
も
一
本
の
針
も
一
本
の
草
さ
え
も

施
さ
ず
、
仏
の
教
え
を
求
め
る
も
の
が
あ
っ
て
も
、〔
そ
の
人

に
〕
一
句
、
一
偈
も
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
教
え
を
も
説
か
ず
に
、

そ
れ
な
の
に
返
っ
て
な
お
一
層
に
、
そ
の
人
を
罵
り
辱
め
る
よ

う
な
事
を
す
れ
ば
、
こ
れ
は
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
で
あ
る
。
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七
、
例
話

先
日
、
と
あ
る
映
画
を
公
開
日
に
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
劇
場
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
買
お
う
と
思
い
、
売
店
で
尋

ね
た
の
で
す
が
、
一
言
「
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
つ
っ
け
ん
ど
ん

な
態
度
で
あ
し
ら
わ
れ
て
し
ま
い
、
少
し
モ
ヤ
ッ
と
し
た
気
持

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
で
調
べ
た
ら
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
販
売
は
来
月
か
ら
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
な
ら
そ
う
と

説
明
し
て
く
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
と
心
に
少
し
不
快
感
が
残

り
ま
し
た
。

最
近
は
耳
に
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
こ
の
「
つ
っ
け
ん

ど
ん
」
と
い
う
表
現
は
、
態
度
や
言
葉
遣
い
が
と
げ
と
げ
し
く
、

愛
想
が
無
い
様
、
つ
ま
り
は
無
愛
想
を
示
す
言
葉
と
し
て
説
明

さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
つ
っ
け
ん
ど
ん
」
は
漢
字
で
は
「
突
慳
貪
」

と
書
き
ま
す
。「
突
（
突
撃
の
突
）」
は
「
突
っ
走
る
や
、
突
っ

込
む
、
突
っ
ぱ
ね
る
と
い
っ
た
形
で
用
い
ら
れ
、
強
調
の
接
頭

辞
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、「
突
慳
貪
（
つ
っ
け
ん
ど
ん
）」

と
は
、「
と
て
も
慳
貪
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
さ
て
、

こ
の
「
慳
貪
」
で
す
が
、
実
は
仏
教
用
語
で
す
。「
慳
貪
」
と

は
イ
ン
ド
語
で
は
マ
ー
ト
ゥ
サ
ル
ヤ
（m

ātsarya

）
と
言
い

ま
し
て
、
小
乗
仏
教
で
は
布
施
行
を
妨
げ
る
煩
悩
、
つ
ま
り
、

物
惜
し
み
の
原
因
や
、
ケ
チ
や
欲
深
さ
の
原
因
と
な
る
煩
悩
と

し
て
紹
介
さ
れ
ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
た
め
に
お
金

や
物
品
（
施
物
）
を
寄
進
す
る
と
い
う
布
施
行
は
素
晴
ら
し
い

行
為
で
す
。
施
物
を
寄
進
す
る
こ
と
の
意
義
や
価
値
は
誰
も
が

理
解
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
い
ざ
自
分
が
、
と
な
る
と
二

の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

こ
の
煩
悩
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、「
突
慳
貪
（
つ
っ
け
ん
ど
ん
）」
は
単
に
「
ド

ケ
チ
」
と
い
う
意
味
に
な
り
そ
う
な
も
の
で
す
が
、
ど
う
し
て

「
無
愛
想
」
と
い
う
意
味
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
解
き
明
か
し
た
資
料
は
な
く
、
詳
細
は
不
明
で
す
。

で
す
が
、
布
施
の
記
述
を
紐
解
け
ば
、
一
つ
の
可
能
性
が
見
え

て
き
ま
す
。
一
般
的
に
施
物
と
言
え
ば
、
物
品
か
金
銭
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
が
、
大
乗
仏
教
で
は
困
っ
て
い
る
人
に
寄
進
す
る

施
物
は
金
銭
・
物
品
だ
け
で
は
な
く
、
仏
教
の
教
え
（
法
施
）

や
様
々
な
相
手
に
対
す
る
優
し
い
言
動
（
無
財
の
施
物
）
な
ど
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も
含
め
ま
す
。
例
え
ば
、
相
手
に
好
ま
し
い
眼
差
し
を
向
け
る

こ
と
（
眼
施
）
や
、
笑
顔
を
向
け
る
こ
と
（
和
顔
悦
色
施
）
や
、

優
し
い
言
葉
を
向
け
る
こ
と
（
言
辞
施
）
等
が
そ
う
で
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
こ
う
い
っ
た
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
を
伴
っ
た

優
し
い
態
度
は
、
相
手
に
対
す
る
寄
進
物
（
施
物
）
に
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
っ
た
「
思
い
や
り
」
と
い
う
施
物
を
出

し
惜
し
み
し
て
し
ま
う
人
を
、
無
愛
想
な
人
と
し
て
、「
突
慳

貪
（
つ
っ
け
ん
ど
ん
）」
と
呼
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
回
お
伝
え
す
る
『
梵
網
経
』
の
「
慳
惜
加
毀
戒
」

は
慳
貪
（
物
惜
し
み
）
の
心
を
抑
止
す
る
こ
と
を
述
べ
た
戒
で

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
菩
薩
は
求
め
ら
れ
れ
ば
物
惜
し
み
の

心
な
く
、
財
物
で
あ
っ
て
も
教
え
で
あ
っ
て
も
施
す
必
要
が
あ

り
、
求
め
ら
れ
た
と
き
に
悪
態
を
つ
い
て
は
な
ら
な
い
と
説
か

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
菩
薩
は
、
金
銭
、
物
品
、
教
え
、
家

族
、
果
て
は
自
分
の
命
に
至
る
ま
で
、
求
め
ら
れ
れ
ば
物
惜
し

み
す
る
こ
と
な
く
差
し
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
ど
ん
な
無
茶
な
要
望
で
あ
っ
て
も
物

惜
し
み
の
心
か
ら
悪
態
を
つ
い
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
熾
烈
な
ま
で
の
施
し
の
実
践
は
布
施
波
羅
蜜
と
し
て
、

大
乗
経
典
に
よ
く
説
示
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
法
隆
寺
の
玉
虫

厨
子
に
は
捨
身
飼
虎
図
と
い
う
有
名
な
布
施
波
羅
蜜
譚
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、『
金
光
明
経
』
等
に
説
か
れ
る
菩
薩

の
物
語
で
あ
り
ま
す
。

あ
る
時
、
菩
薩
は
崖
下
に
飢
餓
に
苦
し
む
虎
の
母
子
が
い
る

の
を
見
つ
け
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
お
腹
の
空
い
た
母
虎

が
子
虎
を
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
か
ね
て
菩
薩
は
、

母
虎
が
不
殺
生
戒
を
犯
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
子
殺
し
の

罪
を
犯
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
と
、
慈
し
み
の
心
を
起
こ
し

て
、
自
ら
の
肉
体
を
崖
下
に
投
げ
捨
て
て
、
自
ら
の
肉
塊
を
虎

の
母
子
に
差
し
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
虎
の
母
子
は
飢
餓

か
ら
救
わ
れ
、
助
か
り
ま
し
た
。

こ
の
話
は
、
熾
烈
な
ま
で
の
菩
薩
に
よ
る
施
し
の
実
践
を
描

い
た
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
鑑
み
る
と
、
現
代
社
会

を
生
き
る
心
弱
き
我
々
が
こ
の
よ
う
な
理
想
の
菩
薩
の
振
る
舞

い
を
と
る
こ
と
は
至
極
困
難
で
あ
り
ま
す
。
我
々
に
は
無
尽
蔵

の
財
力
が
有
る
わ
け
で
も
な
く
、
不
惜
身
命
の
志
が
有
る
わ
け
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で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

我
々
に
と
っ
て
財
産
や
肉
体
は
現
代
社
会
を
生
き
て
い
く
上

で
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
誰
か
に
施
す
際
に
は
常
に
慳
貪
（
物

惜
し
み
）
の
思
い
が
常
に
生
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
悪
態
を
つ
い

て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
現
代
社
会
に
お
い
て
仕
方
が

な
い
も
の
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
を

伴
っ
た
優
し
い
態
度
は
、
誰
か
に
施
し
て
も
何
も
無
く
な
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
無
尽
蔵
に
施
す
こ
と
が
で
き
る
優

れ
た
施
物
な
の
で
す
。
我
々
は
、
つ
い
つ
い
、
無
関
心
や
怠
慢

な
気
持
ち
か
ら
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
行
動
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
心
が
け
一
つ
で
誰
で
あ
っ
て

も
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
皆
が
思
い
や
り
を
物

惜
し
み
す
る
こ
と
な
く
、
贈
り
合
え
れ
ば
、
人
と
の
つ
な
が
り

の
中
で
不
快
感
を
感
じ
る
こ
と
は
減
っ
て
い
き
、
我
々
の
生
活

は
今
よ
り
幸
福
な
も
の
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
の
少

し
の
心
が
け
で
世
界
は
よ
り
良
い
も
の
に
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
り
ま
す
。

『
梵
網
経
』
の
「
慳
惜
加
毀
戒
」
で
は
、慳
貪
（
物
惜
し
み
）

の
心
を
抑
止
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
ま
し
た
。
財
産
や
肉
体

に
対
す
る
慳
貪
（
物
惜
し
み
）
の
心
は
、
現
代
社
会
を
生
き
て

い
く
上
で
、
抑
止
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

思
い
や
り
や
優
し
さ
に
対
す
る
慳
貪
（
物
惜
し
み
）
の
心
で
あ

れ
ば
、
現
代
社
会
を
生
き
る
我
々
で
も
、
心
が
け
一
つ
で
抑
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
慳
惜
加
毀

戒
」
の
教
え
は
我
々
に
相
手
を
思
い
や
る
心
の
大
切
さ
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。
誰
に
対
し
て
も
「
つ
っ
け
ん
ど
ん
」
な
態
度
は

取
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
、
出
し
惜
し
み
せ
ず
に
、
皆
で
思
い

や
り
を
贈
り
合
い
た
い
も
の
で
す
ね
。

◎
第
九
・
瞋
心
不
受
悔
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
瞋
心
不
受
悔
戒
」（
し
ん
じ
ん
ふ
じ
ゅ
げ
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
怒
り
の
心
を
抑
え
、
相
手
の
謝
罪
を
受
け
入
れ
る
べ
し

・
怒
り
は
一
時
、
傷
つ
け
は
一
生
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・
恨
ん
で
も
、
許
せ

・
許
す
あ
な
た
は
え
ら
い

・
憎
し
み
と
慈
し
み

三
、
戒
の
趣
旨

・
怒
り
の
心
か
ら
相
手
を
辱
め
ず
、
相
手
の
過
ち
を
許
す
こ
と

の
勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
自
瞋
教
人
瞋
瞋
因
瞋
縁
瞋
法
瞋
業
而
菩
薩
應
生
一
切

衆
生
善
根
無
諍
之
事
常
生
慈
悲
心
孝
順
心
而
反
更
於
一
切
衆
生

中
乃
至
於
非
衆
生
中
以
惡
口
罵
辱
加
以
手
打
及
以
刀
杖
意
猶
不

息
前
人
求
悔
善
言
懺
謝
猶
瞋
不
解
者
是
菩
薩
波
羅
夷
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
自
ら
、
瞋い

か
り
、
人
を
教
え
て
瞋
ら
し
め
ば
、
瞋

る
の
因
、
瞋
る
の
縁
、
瞋
る
の
法
、
瞋
る
の
業
あ
ら
ん
。
而
も

菩
薩
は
、
応
に
一
切
衆
生
の
善
根
無む

諍じ
ょ
う

の
事
を
生
じ
常
に
慈
悲

心
、
孝
順
心
を
生
ず
べ
し
。
而
る
を
反か

え
っ
て
、
更
に
一
切
衆
生

の
中
に
於
き
、
乃
至
、
非
衆
生
の
中
に
於
い
て
、
悪
口
を
以
て

罵め
に
く

辱
し
、
加
う
る
に
手し

ゅ
打だ

、
及
以
び
刀と

う

杖じ
ょ
う

を
以
て
し
て
意こ

こ
ろ

、
猶
、

息や

ま
ず
。
前
人
求く

悔げ

し
、
善
言
懴さ

ん

謝し
ゃ

す
れ
ど
も
、
猶
、
瞋
り
て

解と

け
ざ
る
は
、
是
れ
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
な
り
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
自
分
が
怒
っ
た
り
、
人
を
そ
そ
の
か

し
て
怒
ら
せ
れ
ば
、
怒
り
の
因
（
直
接
原
因
）
や
怒
り
の
縁

（
間
接
原
因
）
や
、
怒
り
の
法
（
方
法
・
手
段
）
や
、
怒
り
の

業
（
行
為
）
が
そ
ろ
う
〔
こ
と
に
な
る
〕
で
あ
ろ
う
。

そ
の
う
え
菩
薩
は
、
全
て
の
人
の
善
根
や
、
争
い
の
な
い
状

態
を
作
り
上
げ
、
常
に
慈
悲
の
心
と
孝
順
の
心
を
起
こ
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
返
っ
て
あ
ら
ゆ
る
心
を
持
つ
者
や
、

心
を
持
た
な
い
者
に
対
し
て
、
粗
悪
な
言
葉
で
罵
り
辱
め
、
さ

ら
に
自
分
の
手
で
殴
っ
た
り
、
刀
で
傷
つ
け
た
り
、
杖
で
打
っ

て
も
、
ま
だ
（
怒
り
の
）
気
持
ち
が
収
ま
ら
な
い
。
目
の
前
に

い
る
人
が
悔
い
る
こ
と
を
求
め
、〔
そ
の
人
が
〕
心
か
ら
の
言
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葉
で
罪
を
告
白
し
、
謝
罪
し
て
も
、
ま
だ
そ
の
怒
り
が
解
け
な

い
な
ら
、
こ
れ
は
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
で
あ
る
。

七
、
例
話

子
ど
も
の
頃
、
母
親
か
ら
「
誰
か
に
イ
ジ
ワ
ル
さ
れ
て
も
相

手
が
『
ご
め
ん
な
さ
い
』
と
謝
っ
て
き
た
ら
許
し
て
あ
げ
な
さ

い
」
と
教
え
ら
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
思
え
ば
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
「
怒
り
の
心
を
抑
え
、
相
手
の
謝
罪
を

受
け
入
れ
る
べ
し
」
と
い
う
「
瞋
心
不
受
悔
戒
」
の
実
践
を
勧

め
て
く
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
当
時
の
私
は
怒
り
に
ま
か

せ
て
、
な
か
な
か
相
手
の
謝
罪
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

仏
教
で
は
、
怒
り
を
「
瞋
恚
」
と
い
っ
て
「
三
毒
煩
悩
」
の

一
つ
に
数
え
、
心
身
を
悩
ま
せ
煩
わ
せ
る
悪
し
き
心
の
働
き
と

捉
え
ま
す
。
ま
た
、
昔
の
お
歌
に

　

�

恐
ろ
し
や　

カ
ッ
と
怒
り
の　

胸
の
火
が　

徳
と
わ
が
身

を　
焼
き
尽
く
す
な
り

と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
怒
り
は
火
に
例
え
ら
れ
、
我
が

身
ま
で
焼
き
尽
く
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
大
学
病
院
の

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
怒
り
の
状
態
と
い
う
の
は
、
通
常

の
時
と
比
べ
て
二
十
一
倍
血
液
が
濁
り
、
健
康
上
に
も
害
を
及

ぼ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
、
怒
り
は
我
が
身
を
焼
き
尽

く
す
火
種
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
怒
り
に
つ
い
て
、
国
民
的
歌
手
だ
っ
た
三
波
春
夫
さ
ん

（
一
九
二
三
～
二
〇
〇
一
）
が
生
前
、
戦
争
体
験
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
事
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

�

人
間
は
、
た
だ
人
を
殺
す
気
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
の
場

合
、
戦
場
に
い
て
戦
友
が
殺
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
瞬
間
、

鬼
に
な
り
ま
す
。
平
気
で
人
を
殺
せ
ま
す
。
そ
の
こ
と
が

戦
争
体
験
の
な
い
人
に
は
理
解
で
き
な
い
ん
で
す
ね

（
（1
（

。

三
波
春
夫
さ
ん
と
い
え
ば
、『
お
客
様
は
神
様
で
す
』
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
び
、
舞
台
の
上
か
ら
、
い
つ

も
笑
顔
を
振
り
ま
い
て
お
ら
れ
た
印
象
が
あ
っ
た
だ
け
に
、
こ

の
言
葉
は
少
々
意
外
で
し
た
。
実
際
、
三
波
春
夫
さ
ん
は
二
〇

歳
で
招
集
さ
れ
、
旧
ソ
連
の
シ
ベ
リ
ア
に
捕
虜
と
し
て
四
年
間

抑
留
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
間
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
い
う
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の
を
嫌
と
い
う
ほ
ど
、
味
あ
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
戦

後
、そ
の
体
験
か
ら
「
二
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
、
平
和
と
日
本
人
の
た
め
に
笑
顔

で
歌
い
続
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な

三
波
春
夫
さ
ん
で
さ
え
、
戦
場
で
仲
間
が
殺
さ
れ
た
瞬
間
に
は
、

我
が
身
を
焼
き
尽
く
す
ほ
ど
の
怒
り
が
沸
き
起
こ
っ
て
く
る
と

い
う
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
仲
間
や
身
近
な
人
、
さ
ら
に
は

家
族
と
い
っ
た
大
切
な
人
が
殺
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
怒
り
の

矛
先
は
加
害
者
に
向
け
ら
れ
ま
す
。
人
間
は
感
情
に
流
さ
れ
や

す
い
動
物
で
す
か
ら
、
怒
り
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
と
理
性
を

失
っ
て
し
ま
い
、
ど
れ
だ
け
加
害
者
が
反
省
し
謝
罪
し
て
き
た

と
し
て
も
、
な
か
な
か
許
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
れ
で
は
怒
り
に
縛
ら
れ
、
真
の
安
楽
が
得
ら
れ
な
い
こ

と
を
「
瞋
心
不
受
悔
戒
」
は
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
で
実
際
に
、
加
害
者
が
心
か
ら
反
省
し
、
謝
罪
を
し
て

き
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
許
そ
う
と
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
方
の
お
名
前
を
山
下
京
子
さ
ん
と
い
い
ま
す
。
京
子
さ
ん

は
今
か
ら
二
九
年
前
の
一
九
九
七
年
、
神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事

件
で
酒
鬼
薔
薇
聖
斗
と
名
乗
る
当
時
、
一
四
歳
の
少
年
Ａ
に
当

時
一
〇
歳
の
愛
娘
、
彩
花
ち
ゃ
ん
を
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
京
子
さ
ん
は
殺
害
さ
れ
た
彩
花
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
で
す
。

京
子
さ
ん
は
、
事
件
後
、
ご
主
人
と
一
緒
に
、
殺
害
し
た
少

年
Ａ
の
ご
両
親
と
対
面
を
果
た
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
京
子
さ

ん
ご
自
身
が
望
ん
で
お
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
少

年
Ａ
の
ご
両
親
が
待
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
部
屋
に
通
さ
れ
て
、
ま

ず
京
子
さ
ん
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
土
下
座
さ
れ
た

ご
両
親
の
姿
で
し
た
。
そ
し
て
、
消
え
入
り
そ
う
な
小
さ
な
声

で
、「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」
と
何
度

も
何
度
も
謝
罪
の
言
葉
を
繰
り
返
し
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
お
互
い
が
席
に
つ
く
と
、
京
子
さ
ん
は
生
ま
れ
て

か
ら
殺
害
さ
れ
る
最
近
ま
で
の
彩
花
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
相
手
の

ご
両
親
に
差
し
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
、
相
手
の
ご
両
親

は
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
、
泣
い
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
ま
た

こ
の
時
、
京
子
さ
ん
ご
夫
妻
も
共
に
涙
に
さ
れ
て
い
た
と
い
い

ま
す
。

少
年
Ａ
の
ご
両
親
を
目
の
前
に
し
て
、
憎
ん
で
も
憎
み
き
れ
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な
い
相
手
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
か
京
子
さ
ん
は
、
罵
倒

す
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
泣
い
て
謝
罪
を
繰
り

返
す
ご
両
親
に
対
し
、
ど
う
し
も
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
憔
悴
し
き
っ
て
い
る
ご
両
親
の
痛
ま
し
い
姿
を
見
て
い

て
、
反
対
に
何
だ
か
無
性
に
悲
し
く
、
辛
く
な
っ
て
き
た
と
い

う
の
で
す
。
こ
の
時
、
京
子
さ
ん
は
相
手
の
ご
両
親
を
責
め
る

こ
と
な
く
、
一
時
間
半
ほ
ど
で
、
対
面
の
場
は
済
ん
だ
そ
う
で

す
。
京
子
さ
ん
の
本
当
の
と
こ
ろ
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
結
果

的
に
は
、
相
手
の
謝
罪
を
受
け
入
れ
、
許
す
形
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
出
版
さ
れ
た
京
子
さ
ん

の
著
書
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
著
書
の
最
後
の

方
で
、
加
害
者
で
あ
る
少
年
Ａ
に
対
し
て
、「
最
後
に
Ａ
君
へ
」

と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

�

今
、
あ
な
た
に
会
い
た
い
よ
う
な
、
絶
対
に
顔
も
見
た
く

な
い
よ
う
な
複
雑
な
思
い
で
い
ま
す
。
私
た
ち
の
宝
物

だ
っ
た
、
た
っ
た
一
人
の
愛
娘
を
、
あ
ん
な
か
た
ち
で
奪

い
取
っ
た
あ
な
た
の
行
為
を
、
決
し
て
許
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
母
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
娘
が
さ
れ
た
こ
と
と
同

じ
こ
と
を
し
て
や
り
た
い
と
い
う
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い

怒
り
と
悔
し
さ
と
憎
し
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

こ
れ
も
ま
た
母
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ど
ん
な
に
時
間
が
か

か
っ
て
も
あ
な
た
を
更
正
さ
せ
て
や
り
た
い
と
願
う
気
持

ち
が
あ
る
こ
と
も
嘘
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。《
中
略
》
も
し
、

私
が
あ
な
た
の
母
で
あ
る
な
ら
…
…
、
真
っ
先
に
、
思
い

切
り
抱
き
締
め
て
、
共
に
泣
き
た
い
。
言
葉
は
な
く
と
も
、

一
緒
に
苦
し
み
た
い
。《
中
略
》
そ
し
て
、
あ
ん
な
恐
ろ

し
い
こ
と
を
し
て
し
ま
う
ま
で
自
分
を
追
い
つ
め
て
い
く

こ
と
に
、
ど
う
し
て
も
っ
と
早
く
気
づ
い
て
や
れ
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
た
っ
た
一
人
の
母
な
の
に
、
ど
う
し

て
わ
か
っ
て
や
れ
な
か
っ
た
の
か
。
氷
の
よ
う
に
冷
た
く

固
ま
っ
て
し
ま
っ
た
あ
な
た
の
心
。
そ
の
う
え
、
そ
れ
を

深
い
海
の
底
に
沈
め
て
し
ま
っ
た
。
で
も
、
深
く
暗
い
海

底
か
ら
そ
れ
を
探
し
出
し
、
て
い
ね
い
に
ゆ
っ
く
り
と
氷

を
溶
か
し
、
ゆ
っ
た
り
と
ほ
ぐ
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
親

の
愛
し
か
な
い
。
と
り
わ
け
、
母
の
愛
が
太
陽
の
温
か
さ

で
包
み
込
む
以
外
に
、
道
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
罪
を
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罪
と
自
覚
し
、
心
の
底
か
ら
わ
き
出
る
悔
恨
と
謝
罪
の
思

い
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
、
微
塵
の
よ
ど
み
も
な
い
澄
み

切
っ
た
涙
を
、
亡
く
な
っ
た
二
人
の
霊
前
で
、
苦
し
ん
だ

被
害
者
の
方
々
の
前
で
流
す
こ
と
こ
そ
、
本
当
の
更
正
と

信
じ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、
共
に
苦
し
み
、
共
に
闘
お
う
。

あ
な
た
は
大
切
な
息
子
な
の
だ
か
ら

（
（1
（

。

一
部
、
本
文
の
内
容
を
省
略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
私
が
驚

い
た
の
は
、
憎
ん
で
も
憎
み
き
れ
な
い
は
ず
の
加
害
者
の
少
年

Ａ
に
対
し
て
、
ま
る
で
我
が
子
の
よ
う
に
慈
し
み
の
心
を
か
け

て
お
ら
れ
る
点
で
す
。
そ
し
て
、
少
年
Ａ
に
よ
っ
て
、「
心
の

底
か
ら
わ
き
出
る
悔
恨
と
謝
罪
」
が
な
さ
れ
た
ら
、
京
子
さ
ん

が
許
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

も
し
私
が
京
子
さ
ん
と
同
じ
境
遇
に
陥
っ
た
な
ら
ば
、
果
た

し
て
、
ど
こ
ま
で
同
じ
よ
う
な
態
度
を
取
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
怒
り
に
ま
か
せ
て
、
相
手
を
罵
倒
し
、
そ
れ

こ
そ
同
じ
よ
う
な
目
に
遭
わ
せ
よ
う
と
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
怒
り
に
よ
っ
て
我
が
身
を
焼

き
尽
く
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
今
度
は
、
自
分
自
身
が
加

害
者
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
一
時
の
感
情
に
流

さ
れ
る
と
、
自
分
の
人
生
ま
で
台
な
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ま
ず
は
京
子
さ
ん
の
よ
う
に
怒
り
の
心
を
グ
ッ
と

抑
え
、
加
害
者
と
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で

す
。
そ
し
て
、
相
手
が
心
か
ら
謝
罪
し
、
許
し
を
乞
う
て
き
た

な
ら
ば
、
一
旦
は
、
そ
の
謝
罪
を
拒
ま
ず
、
受
け
入
れ
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

京
子
さ
ん
の
態
度
は
、
ま
さ
に
「
怒
り
の
心
を
抑
え
、
相
手

の
謝
罪
を
受
け
入
れ
る
べ
し
」
と
い
う
「
瞋
心
不
受
悔
戒
」
の

実
践
を
心
掛
け
た
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う

（
（1
（

。

こ
の
よ
う
に
、「
瞋
心
不
受
悔
戒
」
を
実
践
す
る
こ
と
は
、

怒
り
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
ら
の
心
を
整
え
、
安
楽
が
得
ら
れ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

◎
第
十
・
謗
三
宝
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
謗
三
宝
戒
」（
ぼ
う
さ
ん
ぼ
う
か
い
）
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二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
篤
く
三
宝
を
敬
え

・
三
宝
を
デ
ィ
ス
る
な

・
三
つ
の
宝
を
大
切
に

・
明
る
く
、
正
し
く
、
仲
よ
く

・
三
宝
蔑
視
は
無
知
の
証

・
宝
の
よ
う
な
仏
教
の
基
本
を
敬
う

・
仏
教
の
宝
の
よ
う
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す

・
三
宝
滅
尽
を
阻
止
せ
よ

・
心
の
依
る
べ
仏
・
法
・
僧

三
、
戒
の
趣
旨

・
仏
法
僧
の
三
宝
を
誹
謗
せ
ず
、
三
宝
を
敬
う
勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
自
謗
三
寶
教
人
謗
三
寶
謗
因
謗
縁
謗
法
謗
業
而
菩
薩

見
外
道
及
以
惡
人
一
言
謗
佛
音
聲
如
三
百
鉾
刺
心
況
口
自
謗
不

生
信
心
孝
順
心
而
反
更
助
惡
人
邪
見
人
謗
者
是
菩
薩
波
羅
夷
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
自み

ず
か

ら
、
三
宝
を
謗そ

し

り
、
人
を
教
え
て
三
宝
を

謗
ら
し
め
ば
、
謗
る
の
因
、
謗
る
の
緑
、
謗
る
の
法
、
謗
る
の

業
あ
ら
ん
。
而
も
菩
薩
は
、
外
道
及お

以よ

び
悪
人
の
、
一い

ち

言ご
ん

謗ぼ
う

仏ぶ
つ

の
音
声
を
見き

い
て
は
、
三
百
の
鉾
を
も
て
心む

ね
を
刺
す
が
如
く
す

べ
し
。
況
や
口
、
自
づ
か
ら
謗
じ
て
、
信
心
・
孝
順
心
を
生
ぜ

ざ
ら
ん
や
。
而
る
を
反か

え
っ
て
更
に
悪
人
、
邪
見
人
を
助
け
て
謗

ぜ
ば
、
是
れ
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
な
り
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
自
ら
三
宝
を
謗
り
、
人
を
そ
そ
の
か

し
て
三
宝
を
謗
ら
せ
れ
ば
、
謗
り
の
因
（
直
接
原
因
）
や
、
謗

り
の
縁
（
間
接
原
因
）
や
、
謗
り
の
法
（
方
法
・
手
段
）
や
、

謗
り
の
業
（
行
為
）
が
そ
ろ
う
〔
こ
と
に
な
る
〕
で
あ
ろ
う
。

そ
の
う
え
菩
薩
は
、〔
も
し
〕
異
教
徒
や
悪
人
の
仏
を
誹
謗

す
る
声
を
一
言
で
も
聞
い
た
な
ら
ば
、
あ
た
か
も
三
百
本
の
鉾

で
胸
を
突
き
刺
さ
れ
た
よ
う
な
〔
心
持
ち
〕
に
な
る
べ
き
で
あ



382

る
。
ま
し
て
や
自
ら
の
口
で
〔
仏
を
〕
謗
り
信
心
や
孝
順
の
心

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
返
っ
て
な
お
一
層
に
、
悪
人
や
邪
見
の

人
を
助
け
て
、
謗
る
な
ら
ば
ば
、
こ
れ
は
菩
薩
の
波
羅
夷
罪
で

あ
る
。

七
、
例
話

第
十
「
謗
三
宝
戒
」
と
は
、
仏
法
僧
の
三
宝
を
軽
ん
じ
誹
謗

す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
戒
条
で
す
。
菩
薩
は
悪
人
や
邪
見
の
者

が
三
宝
を
謗
る
場
面
に
遭
え
ば
心
を
痛
め
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

ま
た
そ
の
様
な
者
に
応
じ
て
同
じ
よ
う
に
三
宝
を
謗
る
こ
と
は

追
放
に
値
す
る
罪
で
あ
る
と
戒
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

仏
教
徒
と
し
て
入
門
す
れ
ば
、
先
ず
三
宝
に
帰
依
す
る
と
こ

ろ
か
ら
修
行
が
始
ま
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
根
幹
た
る
三
宝

を
謗
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
三
宝
と
は
変
わ
る
こ
と
の
な
い
三
つ
の
宝
、
即
ち
真
実
の

法
を
説
き
導
い
て
く
だ
さ
る
仏
（
ブ
ッ
ダ
）、
ブ
ッ
ダ
が
説
か

れ
る
法
（
ダ
ル
マ
）、
そ
の
法
に
従
っ
て
生
き
、
そ
の
法
の
輪

を
広
げ
る
人
々
の
集
ま
り
、
つ
ま
り
僧
伽
（
サ
ン
ガ
）
の
こ
と

で
あ
り
、
第
十
「
謗
三
宝
戒
」
は
こ
れ
ら
の
仏
法
僧
に
対
す
る

誹
謗
抑
止
と
併
せ
て
、
こ
れ
ら
を
信
じ
て
疑
わ
ず
、
心
か
ら
従

い
敬
う
姿
勢
が
積
極
的
に
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
三
宝
を
敬
う
と
は
、
具
体
的
に
如
何
な
る
姿
を
い
う

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
一
つ
作
法
を
軸
に
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
参
道
を
横
切
る
と
き
や
お
堂
に
入
る

と
き
に
、
素
通
り
せ
ず
向
き
直
っ
て
一
礼
を
す
る
姿
、
仏
前
に

対
し
奉
り
手
を
合
わ
せ
、
お
じ
ぎ
す
る
姿
な
ど
は
「
敬
い
」
の

心
の
表
れ
と
い
え
ま
す
。
普
段
、
読
誦
す
る
お
経
本
を
両
手
に

大
事
に
頂
い
て
か
ら
、
読
む
姿
も
そ
う
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
仏
様
か
ら
授
か
っ
た
袈
裟
は
、
単
な
る
衣
類
や
ア
ク
セ
サ
リ

で
は
な
く
、
仏
教
徒
の
証
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
不
用
意
に
地
べ

た
や
足
元
に
置
く
こ
と
も
、
控
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お

経
本
や
袈
裟
も
、
私
た
ち
仏
教
徒
の
大
事
な
拠
り
所
と
思
え
ば

こ
そ
、
そ
の
扱
い
は
自
ず
と
丁
寧
に
な
る
も
の
で
す
。

毎
年
十
二
月
二
十
五
日
に
総
本
山
知
恩
院
で
勤
め
ら
れ
る

「
御
身
拭
式
」
に
お
い
て
は
、
法
然
様
の
御
影
を
御
門
主
猊
下
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は
じ
め
ご
出
仕
の
僧
侶
方
が
奉
書
で
作
ら
れ
た
マ
ス
ク（
覆
子
）

を
つ
け
て
拭
い
清
め
る
作
法
を
な
さ
れ
ま
す
。
儀
式
作
法
の
途

中
で
自
身
の
息
が
御
影
に
直
接
か
か
ら
な
い
様
に
す
る
配
慮
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
広
い
意
味
で
考
え
れ
ば
三
宝
に
対
す
る

敬
い
の
心
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
行
い

が
決
し
て
形
だ
け
の
「
行
為
」
に
な
ら
な
い
よ
う
常
に
三
宝
に

依
っ
て
、
心
を
整
え
、
敬
う
「
作
法
」
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

そ
の
事
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
あ
る
宗
門
高
校
の
運
動
部
の
合
宿
に
指
導
員
と
し
て
携

わ
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
合
宿
は
某
本
山
の
一
部
を
お
借
り

し
て
二
泊
三
日
の
間
で
勤
め
ら
れ
、
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で

四
十
人
程
の
参
加
で
し
た
。
宗
門
校
と
い
う
だ
け
で
、
当
然
ほ

と
ん
ど
が
仏
道
修
行
の
経
験
の
無
い
ご
く
普
通
の
学
生
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
合
宿
は
、
体
育
会
系
の
部
ら
し
く
ハ
キ
ハ
キ

と
し
た
声
と
賑
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
お

堂
で
正
座
を
し
て
の
お
勤
め
や
、
普
段
な
ら
気
の
休
ま
る
食
事

す
ら
も
「
黙
食
」
と
い
う
慣
れ
な
い
作
法
を
要
求
さ
れ
る
状
況

に
、
生
徒
達
は
戸
惑
い
早
く
も
疲
れ
き
っ
て
い
る
様
子
で
あ
り

ま
し
た
。
学
校
の
授
業
と
違
い
、
仏
様
の
居
ら
れ
る
道
場
は
椅

子
席
で
は
な
く
畳
に
座
る
形
式
で
す
。
長
時
間
の
正
座
は
苦
痛

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
殆
ど
の
学
生
は
早
々
に
足
を
投
げ
出
し
て

先
生
た
ち
の
話
を
聞
い
て
い
る
中
、
数
人
の
上
級
生
が
正
座
こ

そ
崩
し
て
は
お
り
ま
し
た
が
、
足
は
な
る
べ
く
仏
様
に
対
し
ほ

う
り
出
す
こ
と
な
い
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
様
子
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
合
宿
終
盤
に
は
、
彼
ら
上
級
生
が
お
堂
へ
の
入
退
出
の
た

び
毎
に
必
ず
仏
様
に
向
か
い
直
り
ス
ッ
と
一
礼
す
る
姿
も
見
か

け
ま
し
た
。
決
し
て
先
生
や
指
導
員
か
ら
「
そ
う
し
な
さ
い
」

と
か
「
そ
う
す
る
も
の
で
す
」
と
言
わ
れ
た
か
ら
行
っ
た
の
で

は
な
く
、
自
ず
と
振
る
舞
う
そ
の
姿
に
、
仏
様
（
三
宝
）
に
対

す
る
敬
意
の
表
れ
を
感
じ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
上
級

生
を
見
習
う
よ
う
に
下
級
生
も
ま
た
、
次
第
に
こ
れ
に
倣
い
作

法
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
合
宿
で
の
上
級
生
の
振
る
舞
い
と
い
う
の
は
、

決
し
て
形
だ
け
の
「
行
為
」
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
仏
様
に
対

す
る
敬
い
の
心
が
「
作
法
」
と
い
う
形
を
通
し
て
現
れ
た
の
で
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あ
り
ま
し
ょ
う
。
と
同
時
に
、
こ
の
上
級
生
の
仏
様
に
対
す
る

敬
い
の
心
が
、
下
級
生
に
も
波
及
し
て
い
っ
た
事
が
何
よ
り
素

晴
ら
し
く
、
美
し
い
と
感
じ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
普
段
の
振
る
舞
い
や
行
い
の
中
に
も
、「
謗
三
宝
戒
」
の

実
践
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
ず
は
、
三
宝
に
対
す
る
敬
い
の
心

を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、「
謗
三
宝
戒
」
の
持
戒
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
す
。

注（
1
）『
浄
全
』
二
巻
、
六
一
頁
。

（
2
）『
朝
日
新
聞
』「
折
々
の
こ
と
ば
」
参
照
。

（
3
）『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
ー
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
ー
』（
中
村
元
訳
）、
三
七

頁
。

（
4
）「
三
施
」
①
財
施
。
衣
食
な
ど
の
物
資
を
施
す
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

 

②
法
施
。
教
え
を
説
き
与
え
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

 

③
無
畏
施
。
他
人
か
ら
怖
れ
を
取
り
除
い
て
や
る
こ
と
。

　
　
　
「
七
施
」
①�

眼
施
。
相
手
を
憎
む
こ
と
な
く
、
好
ま
し
い
眼
差
し
で

接
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

 

②�

和
顔
悦
色
施
。
和
や
か
な
喜
び
の
顔
つ
き
で
接
す
る

こ
と
。

　
　
　
　
　
　

 

③�

言
辞
施
。
相
手
に
柔
ら
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
言
葉

を
か
け
て
や
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

 

④�

身
施
。
相
手
を
敬
い
、
我
が
身
を
惜
し
む
こ
と
な
く
、

他
に
尽
く
し
て
い
く
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

 

⑤�

心
施
。
善
い
心
で
相
手
の
立
場
に
た
ち
心
を
か
け
て

い
く
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

 

⑥�

床
座
施
。
相
手
に
座
席
を
設
け
た
り
、
譲
っ
た
り
す

る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

 

⑦�

房
舎
施
。
自
分
の
家
を
一
夜
の
宿
と
し
て
提
供
す
る

こ
と
。

　
　
　
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
三
施
」
及
び
「
無
財
の
七
施
」
の
項 

参

照
。

（
5
）『
私
た
ち
の
道
徳　
小
学
校
５
・
６
年
』 

文
部
科
学
省
、
八
二
頁
～

八
三
頁
。

　
　

以
下
の
文
科
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
よ
り
教
科
書
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　

https://doutoku.m
ext.go.jp/pdf/elem

entary_school_
m
oral5_6.pdf

（
6
）
多
く
の
日
本
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
新
し
い
も
の
を
挙
げ
て

お
く
。

　
　
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
五
巻
、
西
永
良
成
訳
、
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇
一

二
年 
︱ 
二
〇
一
四
年
／
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
九
年 

︱ 
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二
〇
二
〇
年
。

　
　
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
二
巻
、
永
山
篤
一
訳
（
抄
訳
）、
角
川
文
庫
、

二
〇
一
二
年
。

（
7
）（https://w

w
w
.nhk.or.jp/m

inplus/00 29/topic1 23.htm
l

）

（
8
）
鷲
津
清
静
『
仏
弟
子
も
の
が
た
り
』
白
馬
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一

二
五
頁
～
一
二
八
頁
。

（
9
）『
静
か
な
る
ド
ン
』、
単
行
本
二
七
巻
。

（
10
）『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
二
十
、
大
正
二
二
、
三
八
六
下
～
三
八
七
上
。

（
11
）『
大
正
』
二
五
、
一
五
八
頁
中
～
下
。

（
12
）
自
分
で
反
省
し
な
い
人
は
、
指
摘
し
な
い
と
反
省
し
な
い
。

（
13
）『
浄
土
宗
全
書
』
十
五
巻
、
八
四
二
頁
下
。

（
14
）
渡
邊
直
樹
『
宗
教
と
現
代
が
わ
か
る
本
』
平
凡
社
。

（
15
）
山
下
京
子
『
彩
花
へ
「
生
き
る
力
」
を
あ
り
が
と
う
』
河
出
書
房

新
社
、
一
九
九
八
年
、
一
七
六
～
一
七
七
頁
。

（
16
）
二
〇
一
五
年
に
少
年
Ａ
が
遺
族
に
無
断
で
手
記
（『
絶
歌
』）
を
出

版
し
た
こ
と
に
、
京
子
さ
ん
の
思
い
は
裏
切
ら
れ
、
事
件
以
来
、
続

い
て
い
た
少
年
Ａ
と
の
手
紙
の
交
流
も
断
た
れ
た
。
そ
し
て
、
残
念

な
が
ら
少
年
Ａ
か
ら
直
接
、
謝
罪
を
受
け
る
こ
と
な
く
京
子
さ
ん
は
、

二
〇
一
七
年
に
七
二
歳
で
乳
が
ん
で
こ
の
世
を
旅
立
っ
て
い
か
れ
た
。





取
材
記
録
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法
式
研
究
班
で
は
本
年
度
よ
り
研
究
テ
ー
マ
を
「
釈
迦
三
大

法
要
」
と
し
、
涅
槃
会
・
灌
佛
会
・
成
道
会
ぞ
れ
ぞ
れ
の
次
第

の
由
来
と
変
遷
、
現
行
『
法
要
集
』
の
次
第
内
容
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
と
共
に
浄
土
宗
に
お
け
る
釈
尊
由
来
寺
院
と
し

て
東
京
奥
沢
九
品
佛
淨
眞
寺
と
京
都
嵯
峨
釈
迦
堂
清
凉
寺
の
取

材
を
行
な
い
、
寺
院
の
伽
藍
見
学
と
縁
起
沿
革
、
伽
藍
見
学
、

年
間
行
事
、
釈
尊
関
連
法
要
と
そ
の
次
第
を
伺
っ
た
。

浄
土
宗
は
「
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
を
信
じ
、
お
念
仏
を
と
な
え

て
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
」
宗
旨
で
あ
り
、
浄
土
宗
に

お
け
る
釈
尊
観
と
い
う
視
点
で
み
る
と
、
貞
慶
が
『
興
福
寺
奏

状
』
九
箇
条
を
も
っ
て
、
法
然
の
専
修
念
仏
を
批
判
し
た
そ
の

第
三
条
に
「
釈
尊
を
軽
ん
ず
る
失
」
あ
る
よ
う
に
、
釈
尊
軽
視

と
さ
れ
た
側
面
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
善
導
『
観
経
疏
』
に
は

「
釈
迦
は
こ
の
方
よ
り
発
遣
し
、
弥
陀
は
す
な
わ
ち
か
の
国
よ

り
来
迎
し
た
ま
う
」
と
あ
る
よ
う
に
「
お
釈
迦
様
が
お
示
し
下

さ
っ
た
お
念
仏
の
教
え
」
で
あ
り
、
釈
尊
は
発
遣
教
主
で
あ
っ

て
二
河
白
道
に
比
喩
さ
れ
る
。『
観
無
量
寿
経
』
に
よ
る
九
品

の
弥
陀
と
共
に
二
河
白
道
図
に
示
さ
れ
る
二
尊
遣
迎
を
、
開
山

珂
碩
上
人
（
１
６
１
８
〜
１
６
９
４
）
の
構
想
の
も
と
伽
藍
に

具
現
化
し
造
営
さ
れ
た
の
が
奥
沢
九
品
佛
淨
眞
寺
で
あ
る
。

『
九
品
佛
淨
眞
寺
略
縁
起
』
に
よ
る
と
、
開
山
は
江
戸
時
代

初
期
の
高
僧
珂
碩
上
人
で
、
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
公
の
治
世
、

延
宝
六
年（
１
６
７
８
）に
奥
沢
城
跡
で
あ
っ
た
こ
の
地
を
賜
り
、

浄
土
宗
所
依
の
経
典
で
あ
る
『
観
無
量
寿
経
』
の
説
相
に
よ
っ

令
和
五
年
度　

法
式
研
究　

取
材
記
録

釈
尊
三
大
法
要
取
材
の
記
録
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て
堂
宇
を
配
置
し
、
こ
の
寺
を
創
建
さ
れ
、『
江
戸
名
所
図
絵
』

に
か
か
れ
て
い
る
堂
宇
と
現
状
と
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
い

と
い
う
。
九
品
の
阿
弥
陀
如
来
像
を
上
品
堂
（
中
央
）・
中
品

堂
（
右
）・
下
品
堂
（
左
）
の
三
佛
堂
に
そ
れ
ぞ
れ
三
体
ず
つ

安
置
、
向
か
い
合
わ
せ
の
本
堂
は
「
龍
護
殿
」
と
も
い
い
釈
迦

牟
尼
如
来
像
を
安
置
し
、
浄
土
（
彼
岸
）
を
表
象
す
る
三
佛
堂

に
対
比
し
て
西
面
し
て
穢
土
（
此
岸
）
を
表
し
て
い
る
。

珂
碩
上
人
は
念
仏
行
者
と
し
て
一
代
の
高
僧
で
あ
る
と
と
も

に
、
ま
た
非
常
に
彫
刻
に
秀
で
ら
れ
、
そ
の
彫
刻
さ
れ
た
仏
像

も
多
数
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。
九
体
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
、
上

人
十
八
歳
で
発
願
し
、
五
十
一
歳
の
時
完
成
し
た
畢
生
の
代
表

作
で
末
代
衆
生
化
益
の
仏
像
で
あ
る
。
本
堂
の
釈
迦
牟
尼
如
来

も
珂
碩
上
人
御
自
作
で
あ
り
、
三
佛
堂
、
本
堂
共
に
元
禄
十
一

年
第
二
世
珂
憶
上
人
の
代
に
上
棟
し
た
。
他
に
も
開
山
珂
碩
上

人
像
を
安
置
す
る
開
山
堂
や
、
閻
魔
堂
・
総
門
・
仁
王
門
・
鐘

楼
・
書
院
・
食
堂
の
伽
藍
を
持
つ
。
余
談
で
は
あ
る
が
、
境
内

に
「
さ
ぎ
草
園
」
が
あ
り
、
毎
年
７
、
８
月
に
花
が
咲
き
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
真
夏
の
暑
さ
の
中
、
水
辺
に
白
く

浮
か
ぶ
シ
ラ
サ
ギ
の
姿
を
し
た
花
は
涼
し
げ
で
浄
眞
寺
の
夏
の

風
物
詩
と
い
え
る
。

淨
眞
寺
で
は
各
種
年
間
行
事
法
要
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
が
、

釈
尊
関
係
法
要
は
二
月
第
二
日
曜
日
に
開
山
堂
で
「
涅
槃
会
」、

四
月
八
日
に
本
堂
で「
灌
佛
会
」が
行
わ
れ
て
い
る
。「
涅
槃
会
」

の
次
第
は
「
報
恩
の
歌
」
と
し
て
『
父
母
恩
重
経
』
を
加
え
た

次
第
と
し
て
い
る
。

各
行
事
の
中
で
代
表
す
る
行
事
が
四
年
ご
と
（
旧
来
は
三
年

ご
と
）
に
奉
修
さ
れ
て
い
る
「
二
十
五
菩
薩
来
迎
会
」
が
あ
る
。

「
二
十
五
菩
薩
来
迎
会
」（
旧
来
は
八
月
十
六
日
、
平
成
二
十
九

年
よ
り
五
月
五
日
奉
修
）
は
広
く
「
お
め
ん
か
ぶ
り
」
の
名
で

親
し
ま
れ
て
い
る
行
事
で
、
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

念
仏
行
者
の
臨
終
の
際
、
阿
弥
陀
如
来
が
二
十
五
菩
薩
を
し
た

が
え
て
西
方
浄
土
よ
り
来
迎
し
、
浄
土
に
引
摂
す
る
様
子
を
行

事
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
堂
か
ら
三
佛
堂
へ
橋
を
架
け
、
信

者
の
方
々
が
菩
薩
の
面
を
か
ぶ
り
楽
人
等
を
し
た
が
え
三
佛
堂

よ
り
本
堂
へ
行
道
し
（
来
迎
）、
本
堂
で
珂
碩
上
人
像
を
む
か

え
厨
子
に
の
せ
二
十
五
菩
薩
、
導
師
式
衆
と
共
に
上
品
堂
へ
練
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行
列
し
（
往
相
）、
再
び
珂
碩
上
人
像
、
導
師
式
衆
が
本
堂
に

練
行
列
（
還
相
）
す
る
と
い
う
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
か
つ
厳
粛
な

儀
式
で
あ
る
。
当
に
珂
碩
上
人
の
構
想
で
あ
っ
た
淨
眞
寺
堂
宇

配
置
の
意
図
を
映
像
行
事
化
し
た
も
の
と
い
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
し
ば
ら
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
令
和
六
年
五
月

五
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
是
非
と
も
許
可
を
頂
き
取
材

を
行
い
た
い
。

続
い
て
嵯
峨
釈
迦
堂
清
凉
寺
は
、
三
国
伝
来
生
身
の
釈
迦
牟

尼
如
来
像
た
る
国
宝
・
赤
栴
檀
の
釈
迦
如
来
「
釈
迦
栴
檀
瑞
像
」

を
本
尊
と
す
る
浄
土
宗
寺
院
で
あ
る
。

釈
迦
堂
縁
起
に
よ
る
と
、
釈
尊
三
十
七
歳
の
御
姿
そ
の
ま
ま

の
尊
容
を
伝
え
る
と
い
う
そ
の
釈
迦
栴
檀
瑞
像
は
、
釈
尊
が
母

で
あ
る
摩
耶
夫
人
に
法
を
説
く
た
め
に
忉
利
天
へ
の
ぼ
ら
れ
た

際
、
憍
賞
弥
国
の
優
塡
王
を
は
じ
め
一
般
の
信
者
た
ち
は
釈
迦

の
不
在
を
悲
し
み
、
優
塡
王
が
名
工
毘
首
羯
磨
に
命
じ
栴
檀
の

香
木
で
釈
迦
生
身
の
尊
像
を
作
ら
せ
た
も
の
で
、
釈
尊
と
寸
分

違
わ
ぬ
尊
像
で
あ
る
と
い
う
。
後
に
こ
の
像
は
鳩
摩
羅
琰
三
蔵

が
奉
ぜ
ら
れ
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
峻
噞
を
超
え
て
亀
茲
国
に
至
り
、
鳩

摩
羅
什
三
蔵
に
よ
っ
て
長
安
に
伝
え
ら
れ
た
。
南
朝
か
ら
隋
・

唐
に
か
け
て
楊
州
開
元
寺
に
奉
安
さ
れ
た
が
、
唐
が
滅
び
宋
の

統
一
に
よ
っ
て
９
８
４
年
に
宋
の
都
汴
京
に
伝
わ
り
、
啓
聖
禅

院
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。

清
凉
寺
の
開
山
で
あ
る
東
大
寺
の
僧
奝
然
上
人
は
、
愛
宕
山

を
中
国
の
霊
場
五
台
山
に
模
し
て
、
大
清
凉
寺
の
建
立
を
誓
い
、

永
観
三
年
（
９
８
３
）
に
入
宋
し
、
天
台
山
、
五
台
山
を
巡
拝

し
た
後
、
啓
聖
禅
院
に
お
い
て
釈
迦
栴
檀
瑞
像
を
拝
し
、
そ
の

御
姿
を
日
本
に
請
来
し
た
い
と
願
い
、
太
宗
皇
帝
よ
り
模
刻
を

許
さ
れ
寛
和
元
年
（
９
８
５
）
に
完
成
す
る
。
寛
和
三
年
（
９

８
７
）
に
奝
然
上
人
は
そ
の
新
た
な
如
来
像
を
将
来
し
て
京
都

に
帰
還
す
る
。

釈
尊
は
自
分
と
寸
分
違
わ
ぬ
尊
像
を
見
て
よ
ろ
こ
び
、「
私

の
亡
き
後
は
こ
の
像
が
衆
生
を
済
度
す
る
」
と
し
た
と
伝
え
ら

れ
、
釈
尊
生
き
写
し
の
尊
像
と
し
て
釈
迦
栴
檀
瑞
像
は
イ
ン
ド

か
ら
中
国
に
渡
り
東
伝
し
、
日
本
に
将
来
し
た
。
故
に
三
国
伝

来
生
身
の
釈
迦
牟
尼
如
来
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
釈
迦
栴
檀
瑞
像
の
体
内
か
ら
は
五
色
の
シ
ル
ク
で
造
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ら
れ
た
「
五
臓
六
腑
」
を
含
む
二
十
六
件
（
計
二
百
五
十
点
）

と
い
う
多
く
の
納
入
品
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。「
五
臓
六
腑
」

は
世
界
最
古
の
内
蔵
模
型
と
し
て
、
極
め
て
珍
し
く
貴
重
な
も

の
で
、
五
臓
の
周
り
に
は
多
数
の
絹
織
物
や
網
が
入
れ
ら
れ
て

お
り
、
血
液
体
液
、
筋
肉
、
血
管
神
経
を
表
す
も
の
と
思
わ
れ
、

こ
の
よ
う
な
明
確
な
五
臓
六
腑
を
も
ち
、
多
く
の
納
入
品
数
を

も
つ
仏
像
は
、
他
に
例
を
見
な
い
唯
一
の
仏
像
で
あ
る
。

清
凉
寺
は
棲
霞
寺
内
の
釈
迦
堂
に
そ
の
釈
迦
栴
檀
瑞
像
を
奉

安
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
源
融
（
嵯
峨
天
皇
皇
子
）
の
別
荘
嵯

峨
の
棲
霞
観
が
融
公
の
没
後
に
棲
霞
寺
と
な
り
、
重
明
親
王
妃

が
棲
霞
寺
に
新
堂
と
し
て
釈
迦
堂
を
建
立
す
る
。
奝
然
上
人
の

発
願
に
よ
る
が
、
事
な
ら
ず
寂
し
た
上
人
寂
後
に
意
思
を
継
い

だ
弟
子
の
盛
算
に
よ
っ
て
、
棲
霞
寺
内
釈
迦
堂
に
釈
迦
栴
檀
瑞

像
を
安
置
し
て
五
台
山
清
凉
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
、
勅
願
寺
と

な
っ
た
。
そ
の
後
享
禄
三
年
（
１
５
３
０
）
に
円
誉
上
人
が
清

凉
寺
に
入
住
し
、
初
め
て
十
二
時
の
念
仏
を
行
い
、
以
降
釈
迦

瑞
像
は
宗
旨
や
、
貴
賎
僧
俗
の
別
な
く
多
く
の
民
衆
の
信
仰
を

あ
つ
め
、
や
が
て
こ
の
本
寺
を
清
凉
寺
に
合
併
し
、
種
々
の
変

遷
を
経
て
、
現
在
は
浄
土
宗
の
一
院
と
し
て
い
た
る
。
本
尊
釈

迦
栴
檀
瑞
像
の
他
に
も
、
棲
霞
寺
の
本
尊
で
あ
っ
た
「
国
宝
・

阿
弥
陀
三
尊
坐
像
」
を
始
め
、
多
く
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
等

を
有
し
て
い
る
が
、
江
戸
へ
の
出
開
帳
を
は
じ
め
、
多
く
の
民

衆
か
ら
の
祈
り
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
「
三
国
伝
来
生
身
の
釈
迦

牟
尼
如
来
像
」
を
本
尊
と
す
る
嵯
峨
釈
迦
堂
清
凉
寺
が
、
浄
土

宗
の
一
院
と
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

毎
月
八
日
に
行
わ
れ
る
釈
尊
ご
聖
日
（
八
日
会
法
要
）、
四

月
十
九
日
の
「
お
身
拭
式
」、
十
二
月
六
、
七
、
八
日
に
「
仏

名
会
」
な
ど
多
く
年
中
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
毎
年
三
月

十
五
日
「
涅
槃
会
」
に
併
せ
て
厳
修
さ
れ
て
い
る
「
お
松
明
式
」

が
有
名
で
あ
る
。「
お
松
明
式
」
は
大
文
字
送
り
火
、
鞍
馬
の

火
祭
と
並
ん
で
京
都
三
大
火
祭
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

『
古
寺
巡
礼 

京
都 

21 

清
凉
寺
』（
淡
交
社 

昭
和
五
十
三
年

五
月
二
十
日
初
版
発
行
）「
清
凉
寺
の
み
仏
・
生
身
の
証
し 

歴

史
と
信
仰
（
鵜
飼
光
順
）」
に
よ
る
と
、

「
嵯
峨
御
松
明
式
は「
嵯
峨
の
は
し
ら
た
い
ま
つ
」と
よ
ば
れ
、

京
都
の
古
式
の
年
中
行
事
の
一
つ
に 

数
え
ら
れ
て
い
る
。
毎
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年
三
月
十
五
日
の
夜
八
時
か
ら
境
内
で
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
余
の

松
明
三
基
を
、 

松
の
枯
枝
や
藤
蔓
な
ど
で
巧
み
に
ゆ
わ
え
て
漏

斗
型
に
組
み
立
て
、
本
堂
前
に
立
て
て
火
を
つ
け
る
。
点
火
は

火
の
つ
い
た
枯
松
を
竹
竿
の
先
に
つ
け
、
松
明
の
上
か
ら
落
と

す
と
火
は
燃
え
出
し
、
三
本
の
松
明
は
古
来
早
稲
・
中
稲
・
晩

稲
に
見
た
て
ら
れ
、
火
勢
の
強
弱
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
豊
作
物

の
豊
凶
が
占
わ
れ
る
。
こ
れ
は
釈
尊
を
荼
毘
に
付
し
た
さ
ま
を

表
わ
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。」
と
さ
れ
、
寺
院
行
事

で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
お
松
明
作
り
か
ら
は
じ
め
、
現
代
に

お
い
て
も
地
域
の
住
民
や
保
存
会
会
員
な
ど
多
く
の
民
衆
と
共

に
ま
も
り
続
け
ら
れ
て
き
た
伝
統
行
事
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で

き
る
。

以
上
、
奥
沢
九
品
仏
淨
眞
寺
、
嵯
峨
釈
迦
堂
清
凉
寺
の
紹
介

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
両
寺
院
を
通
し
て
浄
土
宗
内
に
お
い

て
の
釈
尊
観
を
う
か
が
う
事
が
で
き
、
ま
た
行
わ
れ
て
い
る
行

事
の
次
第
か
ら
「
釈
尊
三
大
法
要
」
だ
け
で
は
な
く
、
釈
尊
を

対
象
と
し
た
法
要
次
第
の
参
考
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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维时 〇年〇月〇日
 〇誉〇〇 敬白



＊ 178

研究成果報告

Há tempos realizamos o Ofício de Entronização. Passou-se muito tempo 

desde então e muitos símbolos estão deteriorados. Assim, de acordo com as 

tradições ritualísticas iremos incinerar. Suplicamos que retornem ao mundo 

espiritual de origem.

Data:

Nome do monge.

1  Oratórios, imagens, Ihais (placas mortuárias, etc).
2  Em sânscrito: Sabbe dhammā aniccā. Em língua japonesa: Shōhōmujō.
3  Em sânscrito: Sabbe dhammā anattā. Em língua japonesa: Shōhōmuga.

○ イタリア語

La cerimonia della rimozione (porre termine sacro alla tavoletta memoriale)

Tutte le cose sono impermanenti.

Ogni esistenza è priva di sé.  

Questi sono i preziosi insegnamenti del Buddha.  

Molto tempo è passato da quando è stata celebrata la cerimonia di 

consacrazione di questa tavoletta memoriale. Poiché questa venerabile tavoletta si è 

deteriorata nel tempo, ora osserviamo una cerimonia per rimuoverla secondo la 

tradizione. Preghiamo affinché lo spirito del nostro antenato possa rientrare nel 

luogo spirituale cui appartiene.

○ 中国語

《拨遣式宣疏》

夫诸行无常、诸法无我，此乃佛祖金言。伏以，昔日所行开眼入神之庄

严仪式以来，岁月已久，尊牌日渐腐朽，破损愈甚。由是谨遵仪轨，敬为拨送。

惟愿灵位回归佛国。
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○ 中国語

《开眼式表白（墓碑）》

夫凡涉水者必寻其源头，爱花者必养其根本。兹有净信檀越○○○○氏，

资性温厚，素仰净土教法，深谢祖上慈薰。如今，迎接○忌日，建立○○家祖

先累代之墓碑，迎请精灵，恭行开光仪式，以表报恩谢德之一端。

愿○○家祖先累代之精灵（○○○○○○）于佛国升进宝池莲品，遥相

教导，为之护念。

维时 〇年〇月〇日
 〇誉〇〇 敬白

撥遣式宣疏（位牌浄焚）　p38
○ 英語

Invocation for Discarding Ceremony (for a Memorial Tablet)

All things are impermanent.

All existence lacks self.

These are the precious teachings of the Buddha.

A long time has passed since the consecration ceremony for this memorial 

tablet was observed. Since this honorable tablet has deteriorated, we are now 

observing a discarding ceremony according to tradition. We pray for our beloved 

one to return to his/her spiritual home.

○ ポルトガル語

Declaração no Ofício de Incineração - Símbolos1

“Tudo é impermanente2, não tem substância3”. São as sábias palavras do 

Buda. 
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admira as fl ores e zela por suas raízes. 

Aqui temos o (a) Sr. (a) de profunda fé e de natureza gentil, que admirava 

os ensinamentos budistas da (Escola) Terra Pura e cultuava seus ancestrais.

Neste momento, para expressarmos nossa profunda gratidão oramos em 

memória de: (Nome) por ocasião do ○ ○ aniversário de sua partida, e também 

erguemos esta lápide. Convidamos a todos os antepassados da família (sobrenome) 

a participar deste Ofício de Inauguração e suplicamos vossa ajuda, orientando e 

protegendo (Nome) e assim possa continuar sua jornada até sagrada terra (Pura).

(local) e 00 de (Mês) Ano

○ イタリア語

Invocazione per Kaigen-shiki (“Lapide”)
Coloro che hanno ereditato una tradizione dovrebbero guardare alle sue 

origini e coloro che custodiscono i fi ori dovrebbero coltivare le loro radici. Il fedele 

[ nome del membro ] ha dato prova di gentilezza e rispetto verso gli insegnamenti 

del buddismo della Terra Pura. Con un profondo senso di gratitudine verso i propri 

antenati, [ nome del membro ] ha eretto questa lapide per gli antenati della [ nome 

della famiglia ] in questo [ anno xesima ] commemorazione di [ nome dell’antenato 

/ persona cara scomparsa ]. La famiglia [nome della famiglia] esprime inoltre la sua 

profonda gratitudine e riconoscenza agli antenati con questa solenne cerimonia 

rivelatrice per invitare gli spiriti degli antenati a entrare in questa tomba.

Preghiamo per gli spiriti degli antenati della famiglia [ nome della famiglia 

] possano progredire nelle loro pratiche nella Terra Pura e preghiamo che 

continuino a guidarci e a proteggerci da lì.   

Presentiamo con riverenza questa invocazione in questo [ giorno ] del [ 

mese ] del [ anno ].
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恭修开眼入魂法事，以资追善菩提。

但愿〇〇（法名）增进宝池莲品。
维时 〇年〇月〇日
 〇誉〇〇 敬白

開眼式表白（墓碑）　p35
○ 英語

Invocation for the Consecration Ceremony (Kaigenshiki)
of a Tombstone (Bohi)

Those who have inherited a tradition should look to its origins, and those 

who cherish flowers should nurture their roots. The faithful member, [name of 

member], has exemplifi ed gentleness, kindness, and a reverence for the teachings 

of Pure Land Buddhism. With a deep sense of gratitude towards his/her/their 

ancestors, [name of member] has erected this tombstone for the ancestors of the 

[family name] family on this XXth memorial of [name of ancestor/departed loved 

one]. The [family name] family also express their profound gratitude and 

appreciation to their ancestors by performing this solemn eye-opening ceremony to 

invite the spirit of the ancestors to enter this tomb.

We pray for the spirits of the [family name] family ancestors to advance in 

their practices in the Pure Land and ask that they continue to guide and protect us 

from there. We reverently present this invocation on this [day] day of [month] in 

[year].

○ ポルトガル語

Súplica no Ofício de Inauguração de Oratório (ou túmulo)

Inicialmente, aqueles que seguem o fl uxo procuram sua fonte, como quem 
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○ イタリア語

Invocazione per Kaigen-shiki (Ihai)

Invocazione per la cerimonia dell’apertura degli occhi. (consacrazione di 

un’immagine di una tavoletta commemorativa, Il Ihai)

Con la più profonda riverenza, dedichiamo questa invocazione ad Amida 

Buddha, il Re Occidentale del Voto, e a tutti i Tre Tesorieri. Riflettendo sulla 

tavoletta commemorativa a forma di piattaforma di loto nella Terra Pura della 

Beatitudine Ultima, riveriamola e rispettiamola come prova della nascita nella 

Terra Pura.

Qui abbiamo [ nome del membro che fa l’offerta ], un membro devoto con 

pura fede, che sta custodendo questa tavoletta commemorativa per coltivare meriti 

virtuosi per il suo / la sua (compassionevole, padre affettuoso, madre affettuosa, 

fratello, ecc). Pertanto, osserviamo ora con reverenza questa cerimonia di apertura 

degli occhi affi nché lo spirito amato entri in questa tavoletta commemorativa. Che 

questa trasferisca il nostro merito alla persona amata in forma visibile secondo il 

modo tradizionale della cerimonia.

Preghiamo affinché [ nome postumo del / della (padre, madre, ecc) ] 

nascerai sul loto nella fontana ingioiellata della Terra Pura.

Io, [ nome del ministro offi ciante ] dedico con riverenza questa invocazione 

in questo giorno di [ mese ] dell’anno ….

○ 中国語

《开眼式表白（牌位）》

谨敬西方愿王阿弥陀如来及一切三宝之前敬白：

夫惟牌位，仿极乐净土之莲台为往生净土之证，宜应尊崇奉祠。

兹有檀越某某，为慈父（慈母等）的追福作善，奉安牌位。仍准仪轨，
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Pure Land of Ultimate Bliss, let us revere it as proof of [name of deceased beloved 

one’s] birth in the Pure Land.

We pray for [posthumous name of father/mother/beloved one] to be born on 

[his/her/their] lotus in the jeweled pond [of the Pure Land, where (he/she/they) will 

continue to practice toward enlightenment].

We reverently present this invocation on the [XX] day of [month] in the 

year [XX].

○ ポルトガル語

Súplica para a Cerimônia de Abertura dos Olhos (Ihai)

Humildemente, em profunda reverência, encaminhamos este pedido ao 

Buda Amida da Terra Pura e aos Três Tesouros budistas. Este ihai tem sua base na 

forma de uma flor de lótus da Terra Pura. A partir deste momento, iremos 

reverenciá-lo e respeitá-lo como prova de seu nascimento na Terra Pura.

O (a) senhor (a) [nome da pessoa falecida] teve uma fé pura e foi um 

membro dedicado em nossa comunidade. Consagraremos este Ihai para cultivar os 

méritos virtuosos de seu (pai/mãe/irmã (o)/esposa (o) (filho (a). Assim, nesta 

Cerimônia de Abertura dos Olhos, convido a todos para transferirmos os méritos de 

nossas oraçõe e conforme as tradições, seu espírito amado seja introduzido neste 

ihai.

Assim, oramos para que [nome búdico do pai/mãe/etc.] a flor de lótus 

desabroche no lago de jóias da Terra Pura.

Hoje, no dia / mês /ano, eu (nome do ofi ciante) juntamente com todos os 

presentes encaminho humildemente esta súplica.
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○ 中国語

《开眼式表白（持佛）》

夫大圣释迦牟尼世尊为众生讲授八万四千法门，然而我等末代凡夫罪孽

深重，无法立即解悟其高远教义。

因此，宗祖大师法然上人领会观无量寿经之心意，作为凡入报土之指南。即，

念极乐之庄严，修厌离秽土之行法，称弥陀佛之名，劝欣求净土之愿行。

兹有○○○○氏，早奉净土之教，真心信仰阿弥陀如来。今设宫殿（佛坛）

于现居一角，以迎如来尊像，日夜拜佛，以献报恩之诚，兼资于追善祖灵，并勉

励纤悔发愿之净业。真乃笃信之人，其善根之极实应称赞。

愿西方愿王阿弥陀如来慈光愈发光辉，接受施主诚志，使本家祖先累代

诸精灵，永住宝池莲台。又愿使家门繁荣，道缘具足，现当二世，身心安稳。

维时 〇年〇月〇日
 〇誉〇〇 敬白

開眼式表白（位牌）　p34
○ 英語

Invocation for the Consecration Ceremony (Kaigenshiki) 
of a Memorial Tablet (Ihai)

With deepest reverence, we offer this invocation to Amida Buddha, the 

Western King of the Vows, and to the Three Treasures.

Here we have [name of member making offering], a dedicated member of 

pure faith, who is enshrining this memorial tablet today in memory of and to 

cultivate merit for [his/her/their] beloved (father/mother/beloved one). Let us now 

reverently observe this consecration ceremony for the beloved spirit to enter this 

memorial tablet and help us transfer our merit to our beloved one according to 

tradition. With this memorial tablet (ihai) in the shape of a lotus platform in the 
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statua di Buddha)

Il Grande Sacro Shakyamuni Buddha ha esposto 84.000 insegnamenti per il 

bene di tutti gli esseri senzienti. Tuttavia, noi, gente comune di quest’epoca 

degenerata, con peccati ed impedimenti profondamente radicati, non siamo in 

grado di comprendere immediatamente queste profonde dottrine.

Per questo motivo, il nostro fondatore, il Grande Maestro Hōnen Shōnin, ha 

mostrato la via per la gente comune per nascere nella Terra Pura di Amida Buddha 

attingendo allo spirito del “Sutra della Visualizzazione”. In altre parole, attraverso 

la contemplazione dell’aspetto della Terra Pura, insegnò le pratiche di rinuncia ai 

regni contaminati, recitando il nome di Amida Buddha e incoraggiando 

l’aspirazione alla nascita nella Terra Pura.

Qui, la signora / il signor …. ha abbracciato da tempo gli insegnamenti della 

Terra Pura, avendo vera fede in Amida Buddha. Ed ora, ha installato un altare 

buddista nella sua casa, ha accolto una venerata immagine del Buddha e prega 

diligentemente il Buddha ogni giorno e notte, offrendo sincera gratitudine e dando 

beneficio agli spiriti ancestrali. Inoltre, si impegna attivamente in azioni giuste 

attraverso l’atto di pentimento ed i voti.

È veramente una persona di fede profonda, degna di essere chiamata una 

persona con le più alte virtù.

Che la Luce Compassionevole di Amida Buddha nella Terra Pura 

Occidentale continui a risplendere, abbracciando le aspirazioni del donatore e 

permettendo a tutti gli spiriti degli antenati della sua famiglia di risiedere nella 

piattaforma del loto nello Stagno Gioiello per l’eternità. Auguriamo anche la 

prosperità della famiglia e la pace e il benessere delle generazioni presenti e 

venture.

In questo giorno, nell’anno …. il …. esimo giorno del …. esimo mese.
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On this day, in the year XXXX, on the XXth day of the XXth month.

○ ポルトガル語

Súplica no Ofício de Instalação - Imagem do Buda

O Abençoado e grande sábio Shakyamuni legou 84.000  ensinamentos em 

benefício dos seres sencientes. Evidentemente, por sermos seres comuns, temos 

muitas difi culdades em compreender sua profunda doutrina.

Por esta razão, o mestre Hōnen estudou e compreendeu o espírito do Sutra 

da Visualização da Vida Infi nita e o utilizou como diretriz na propagação entre a 

comunidade budista. Em outras palavras, ele nos mostra como visualizar a Terra 

Pura, bem como o método, que nos permite acessá-la através da entoação do nome 

do Buda Amida. Aqui, (na residência da família: ○ ○ todos se dedicam aos 

ensinamentos da Terra Pura e possuem uma verdadeira devoção ao Buda Amida. 

Assim, hoje instalamos este altar (oratório), onde ornamentamos com uma imagem 

do Buda, para que todos possam realizar suas oferendas. Ainda, ornamentamos 

com os Ihais dos antepassados para que todos possam refletir sobre os méritos 

conquistados com base nos valores e princípios herdados.

Sejamos sinceros, são verdadeiramente da fé e compaixão. Desejamos que 

o Buda Amida, soberano da face oeste do cosmos ilumine cada vez mais e acolha 

vossos pedidos. Traga também os ancestrais para que vivam neste altar sobre a 

plataforma em fl or de lótus. Oramos para a prosperidade da família e que a atual 

geração sempre tenha a paz de espírito.

Data: (dia) (mês) e (ano)

○ イタリア語

Invocazione per Kaigen-shiki (Altare buddista (domestico), la propria 
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開眼式表白（持仏）　p33
○ 英語

Invocation for the Consecration Ceremony (Kaigenshiki)
of Personal Buddha Image (Jibutsu)

The great sacred Buddha Shakyamuni expounded 84,000 teachings for the 

sake of all sentient beings. However, even we, the ordinary people of this 

degenerate age, with deeply rooted sins and hindrances, are unable to immediately 

understand the profound doctrines. For this reason, our founder, the Great Master 

Hōnen Shōnin, showed the way for ordinary people to be born in the Pure Land of 

Amida Buddha by drawing upon the spirit of the Visualization Sutra. That is, by 

contemplating on the appearance of the Pure Land, he taught the practices of 

renouncing the defiled realms, reciting Amida Buddha’s name, and encouraging 

aspiration for birth in the Pure Land.

Here, [name] has long embraced the teachings of the Pure Land, carrying 

true faith in Amida Buddha. Now, he/she has/they have installed a Buddhist altar in 

[his/her/their] home, welcomed a revered image of Amida Buddha, and diligently 

prays to Amida Buddha every day and night, offering sincere gratitude and 

benefiting his/her/their ancestral spirits. Moreover, he/she engages/they engage 

actively in pure deeds through the act of repentance and vows.

He/She is/They are truly a person of deep faith, worthy of being called one 

with the highest virtues.

May the Compassionate Light of Amida Buddha in the Western Pure Land 

continue to shine brightly, embracing the aspirations of [name], and allowing all 

the spirits of his/her/their family ancestors to reside in the lotus platform in the 

jeweled pond for eternity. May we also wish for the prosperity of the family and 

for the peace and wellbeing of present and future generations.
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Possano coloro che ascoltano il sacro suono della campana del tempio 

essere liberati da tutti i 108 tipi di desideri mondani. Che i nostri corpi e le nostre 

menti siano puliti e purifi cati in modo da poter accogliere un nuovo anno di infi nita 

gioia, felicità e prosperità.

Preghiamo anche che il sole risplenda intensamente, che la luna brilli con 

purezza, che i venti soffi no dolcemente, che le piogge siano tempestive, che non si 

verifi chino disastri e calamità e che non vengano usati eserciti e armi. Che tutto il 

mondo, sotto il medesimo unico grande tetto, rispetti la virtù e l’umanità e coltivi il 

rispetto e l’umiltà. Che si possa celebrare un nuovo anno di primavera nel mondo e 

si possa godere della pace e dell’armonia.

○ 中国語

《除夜洪钟之疏》

谨此奉敬，今结诸众，至心颂扬利剑宝号，祈愿诸佛冥护、神明加佑，

至诚一心弘扬除夕梵钟。

经曰：“一人一日中，八億四千念。念念中所作，皆従三途業。"无始以来，

我等罪业虽说深重，而洪钟之梵音殷殷，响彻四方，当此之时，因佛祖哀悯，听

一韵，灭一罪；留一音，断一障。

愿听此梵音者，远离百八烦恼，心器清净，欢欣鼓舞，福寿无量，喜迎

新春。更相冀愿，日明月清，风和雨顺，灾厉不起，兵戈无用，歌八纮大宇之岁，

崇德兴仁，颂四海永康之春，同享太平和乐之世。

维时 〇年十二月三十一日
 〇誉〇〇 敬白
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Vamos praticar mais a benevolência, sem levantar as armas, evitar as 

calamidades, espalhar a primavera a todos os cantos do mundo, vivenciar a paz no 

mundo.

Data: 

Nome do celebrante: 

1  Em língua japonesa: Sanzu. São: inferno, dos espíritos famintos e dos animais. Nos remete a 
analogia de um rio que separa nosso mundo e o mundo dos mortos. Aos grandes pecadores é 
possível atravessá-lo pela parte mais funda (do rio) onde há ninhos de serpentes, aos que tem 
pecados mais leves enfrentam apenas a corredeira das águas e os inocentes atravessam sobre 
uma ponte de pedra. 

2  Do cosmos (universo).

○ イタリア語

L’invocazione al suono della campana del tempio che annuncia Capodanno 

(Joya no Kane)

Ci riuniamo con riverenza per invocare il sacro nome di Amida Buddha, 

pregando per l’aiuto divino e la protezione di tutti i buddha e per suonare 

sinceramente la campana del tempio con una sola mente in questa vigilia di 

Capodanno.

Secondo gli insegnamenti, “ottocento quaranta milioni di pensieri entrano 

ed escono dalla nostra mente ogni giorno”, e l’azione di ognuno di questi pensieri 

può portare il karma verso i Tre Regni Inferiori. Sebbene il nostro karma sia pieno 

di trasgressioni fi n dal passato senza inizio, quando i rintocchi della campana del 

tempio risuonano nelle dieci direzioni, a ciascun rintocco sacro ogni trasgressione 

si dissipa, attraverso la forza della compassione del Buddha. E mentre ogni suono 

della campana indugia, gli ostacoli verso il sentiero buddista si dissipano ad uno ad 

uno.
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one.

May those who hear this sacred sound of the temple bell be freed of all 108 

kinds of worldly desires. May our bodies and minds be cleansed and purifi ed so 

that we may welcome a new year of infi nite joy, happiness, and prosperity.

We also pray for the sun to shine brightly, the moon to gleam purely, the 

winds to blow gently, the rains to be timely, for disasters and calamities not to arise, 

and armies and weapons not be used. May all the world under one big roof revere 

virtue and humanity and cultivate respect and humility. May we celebrate a new 

spring in the world and enjoy peace and harmony.

○ ポルトガル語

Orações no Ofício do Grande Sino

Neste momento, respeitosamente, do fundo de nossos corações exaltamos o 

nenbutsu. Oramos para receber a proteção divina dos Budas. O sino do templo é 

badalado na véspera de ano novo de todo o coração. 

Nos sutras consta que cada pessoa tem mais de 840 milhões de pensamentos 

num único dia. Todas as ações da mente resultam nos Três Mundos 1.  Desde os 

tempos mais remotos, quando os sinos ressoavam nas 10 direções 2, era possível 

ouvir a melodia da compaixão do Buda, que é capaz de extinguir os pecados e uma 

pequena sílaba é capaz de eliminar todos os obstáculos. 

Suplicamos para que todos os que ouvem esta melodia se afastem de seus 

(108) desejos mundanos e purifiquem seus corações para iniciar o ano novo em 

plena felicidade.

Rogamos também para que os dias sejam ensolarados, que o luar seja limpo 

e que a brisa seja suave, que as chuvas sejam favoráveis e que não ocorram 

desastres (naturais).
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○ 中国語

《秋季彼岸会表白②》

谨敬白于西方愿王阿弥陀如来、大恩教主释迦牟尼世尊等一切三宝：

仰惟世尊为圣者涅槃示六度万行，为万民往生教称名念佛。

即，观经曰：“称佛名故，如一念倾，即得往生极乐世界”，解说凡夫之

念佛往生；又曰：“系念一处，想于西方。正坐西向，谛观于日”，以日想观明

证阿弥陀佛之西方净土。因此，往古硕学教人以娑婆世界为此岸，将西方净土为

彼岸，法然上人选择本愿念佛，劝人到彼岸往生极乐。

今迎秋分时正之季，日落正指西方，凝想净土，祈求净业，追善供养回

施祖灵，以求后世一莲托生。

仰愿西方愿王阿弥陀如来，接受我等志愿，使愿行悉成就。

维时 〇年〇月〇日
 〇誉〇〇 敬白

除夜洪鐘之疏　p32
○ 英語

Invocation for the New Year’s Eve Tolling of the Temple Bell (Joya no Kane)

We reverently gather together to call the sacred name of Amida Buddha to 

pray for the divine guidance and protection of all the buddhas, and to sincerely toll 

the temple bell on this New Year’s Eve.

According to the Buddhist teachings, “Eight hundred forty million thoughts 

enter our minds every day, and the action of these thoughts can lead to karma 

towards the three lower realms. Though our karma is full of transgressions since 

the beginningless past, when the temple bell resonates in the ten directions, each 

transgression dissipates with its sacred sound through the Buddha’s compassion, 

and as this sound lingers, the obstacles toward the Buddhist path dissipate one by 
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Il Buddha rivelò le miriadi di azioni delle sei perfezioni per far sì che i 

saggi raggiungessero l’illuminazione e insegnò la pratica del Nenbutsu vocale 

(“shōmyō nenbutsu”), ovvero la recitazione del nome di Amida Buddha, affi nché 

tutte le persone e gli esseri nascessero nella Terra Pura.

In altre parole, nel Sutra della visualizzazione, il Buddha ha spiegato la via 

per nascere nella Terra Pura attraverso la pratica del Nenbutsu per la gente comune. 

“Poiché recitare il nome di Amida Buddha è la pratica giusta, in un istante di 

pensiero si può ottenere immediatamente la nascita nella Terra Pura”. Il Buddha ci 

ha anche mostrato che “dovremmo contemplare l’occidente con la mente fi ssa in un 

luogo e, rivolti verso ovest e seduti in posizione eretta, guardare chiaramente il sole 

che tramonta”. In questo modo, la visualizzazione del sole al tramonto illumina la 

direzione della Terra Pura occidentale di Amida Buddha. Pertanto, gli illustri 

studiosi antichi consideravano questo mondo come “questa riva” e la Terra Pura 

come “l’altra riva”, e Hōnen Shōnin ci ha incoraggiato a raggiungere l’altra riva, la 

Terra Pura, attraverso il Nenbutsu basato sul Voto Originale di Amida Buddha.

Mentre accogliamo il giorno dell’equinozio d’autunno, la direzione del sole 

al tramonto ci mostra l’esatta direzione dell’ovest e possiamo contemplare la Terra 

Pura e aspirare a nascervi. Trasferiamo i meriti che accumuliamo attraverso la 

nostra pratica del Nenbutsu ai nostri antenati e desideriamo nascere insieme a loro 

su un loto nella Terra Pura.

Possa Amida Buddha, il Sovrano occidentale, accettare le nostre aspirazioni 

e concederci la completa realizzazione di tutte le nostre speranze.

Il giorno di [ mese ] dell’anno ….
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Ao refl etirmos, ele nos (Shakyamuni) nos ensina as práticas (ascéticas) em 

6 níveis 1 e a recitação do nome de Buda Amida, que nos possibilitará conquistar a 

Terra Pura.

Em outras palavras, no Sutra da Contemplação da Vida Infinita 2: “Ao 

invocar o nome do Buda (Amida), seremos capazes de renascer imediatamente na 

Terra Pura”. E completou: “Devemos nos posicionar de forma ereta e nos 

concentrarmos  para a face oeste, do sol”.

Vários mestres nos ensinaram que nos ensinaram que: “nosso mundo 

(mundano) está numa das margens do rio e a Terra Pura está na margem oposta”. E 

o mestre Hōnen nos ensinou que “a forma correta de alcançar a outra margem é 

através da prática do nenbutsu”.

Neste período de equinócio de outono, ao contemplarmos o sol do 

entardecer provindos da face oeste, onde está a Terra Pura, resgatamos a memória 

de nossos antepassados. Desejamos nos purifi car para também a fi m de alcançar 

nosso assento na fl or de lótus da Terra Pura.

Rogamos para que o Buda Amida aceite nossas súplicas.

Data: 

1  Caridade, conduta, tolerância, devoção, concentração e sabedoria. Em sânscrito: dāna, síla, 
ksānti, vīrya, dhyāna e jnāna. Em língua japonesa: fuse - 布施 , jikai - 持戒 , nin-niku - 忍辱 , 
shōjin - 精進 , zenjō - 禅定 e chie - 智慧 .

2  Em língua japonesa: Kan-muryōjukyō – 観無量寿経 

○ イタリア語

Invocazione per l’autunno O-higan ②
Presento con rispetto questa invocazione a tutti i Tre Tesori, nonché ad 

Amida Buddha, il Sovrano occidentale, e a Shakyamuni, il Signore dei Grandi 

Insegnamenti Benevoli.
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practice of reciting the name of Amida Buddha for all people and beings to be born 

into the Pure Land.

In the Visualization Sutra, the Buddha taught the way to be born into the 

Pure Land through the practice of nenbutsu for ordinary people, explaining, 

“Because reciting Amida Buddha’s name is the right practice; in an instant of 

thought, one can immediately achieve birth in the Pure Land.”  The Buddha also 

showed us that “we should contemplate the western direction with our minds fi xed 

on one place and, facing west and sitting upright, look clearly at the setting sun.” In 

this way, the visualization of the setting sun lights up the western direction of 

Amida Buddha’s Pure Land, which the distinguished ancient scholars called the 

“Other Shore,” while they regarded this world as “This Shore.” Hōnen Shōnin thus 

encouraged us to reach the Pure Land, the “Other Shore,” through the nenbutsu 

based on the Original Vow of Amida Buddha.

As we welcome the autumn equinox day, the setting sun shows us the exact 

direction of the west, which allows us to contemplate the Pure Land and aspire to 

be born there. Therefore, let us transfer the merits we accumulate through our 

nenbutsu practice to our ancestors and wish to be born together with them on a 

lotus in the Pure Land.

May Amida Buddha, the King of the Vows in the Western Direction, accept 

our aspirations and grant us complete fulfi llment of all our hopes.

○ ポルトガル語

Súplica para Ofício de Equinócio de outono② – Ohigan

Em profundo respeito, nos curvamos diante do Buda Amida soberano da 

face oeste dos cosmos, de Buda Shakyamuni, que é o benevolente mestre fundador 

dos ensinamentos (dharma) e dos Três Tesouros.
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dell’illuminazione.

Presentiamo con riverenza questa invocazione in questo giorno di 

settembre, [ anno ].

○ 中国語

《秋季彼岸会表白》 ①

遥遥奉拜，本寺常住正尊阿弥陀如来、观音势至两大菩萨、善导法然两

位大师及莲门列祖、本寺开山中兴历代诸上人等之宝前敬白：

谨寻宗祖法然上人之足迹，往昔上人于难波荒陵之地修日想观，晚年于

北摄胜尾寺望河内山野，拟白云为弥陀来迎之紫云。此皆凝思于极乐净土而期望

阿弥陀佛、观音势至诸菩萨的接引所致。

彼岸虽遥于西方十万亿土，但阿弥陀佛闻众生念佛，应声即现。

而今秋分佳时，发誓执持弥陀名号一日乃至七日，拜佛扫墓（随喜写经

会等），以助修善，自策自励。

香花芬芳处，诸佛必来临，珍膳供养处，祖灵各纳受。但愿，敬乞观经

曼陀罗界会诸尊，照鉴今日香客之志愿，结缘诸灵慈光妙润，愈益增进佛道菩提。

维时 〇年〇月〇日
 〇誉〇〇 敬白

秋彼岸会表白②　p25
○ 英語

Invocation for the Autumn Ohigan (Equinox) Service ②
We respectfully offer this invocation to Amida Buddha, the King of the 

Vows in the western direction, to Shakyamuni, the Lord of the Great Benevolent 

Teachings, and to the Three Treasures. Shakyamuni Buddha revealed the myriad 

actions of the six perfections for sages to achieve enlightenment and taught the 
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○ イタリア語

Invocazione per l’autunno O-higan ①
Ci inchiniamo con riverenza in direzione di Amida Buddha del lontano 

ponente. Con il più profondo rispetto, presentiamo questa invocazione davanti 

all’immagine di Amida Buddha, ai bodhisattva Kan-non e Seishi, ai due grandi 

maestri Shandao e Hōnen, ai patriarchi della Terra Pura e a tutti i passati ministri di 

questo tempio.

Rifl ettiamo ora sul percorso di vita del nostro fondatore Hōnen Shōnin, che 

praticò la visualizzazione del tramonto del sole nel Tempio Isshin-ji (nell’attuale 

Osaka). Nei suoi ultimi anni, mentre recitava il Nenbutsu e guardava le montagne 

dal Tempio Katsuō-ji, Hōnen Shōnin vide delle nuvole bianche, che percepì come 

nuvole viola, a signifi care l’approccio accogliente di Amida Buddha. Tutte queste 

pratiche, concentrate sulla Terra Pura, furono svolte in previsione del benvenuto di 

Amida Buddha e della sacra assemblea. Sebbene l’altra sponda nel lontano ovest, 

Higan, l’aldilà in lontananza attraversa ben diecimila miliardi di mondi (signifi ca la 

Terra Pura), il Buddha appare istantaneamente rispondendo alla voce che recita il 

Nenbutsu.

Oggi, in questa bella stagione dell’equinozio d’autunno, facciamo il voto di 

invocare il nome di Amida Buddha da un giorno a sette giorni e ci incoraggiamo a 

praticare diligentemente visitando il tempio, offrendo preghiere davanti ai nostri 

antenati e dedicando loro delle tavole commemorative. 

Quando offriamo incensi e fiori profumati, i Buddha appariranno 

sicuramente davanti a noi. Quando offriamo cibi speciali, lo spirito dei nostri 

antenati li riceverà. Preghiamo che tutti i buddha e i bodhisattva della Terra Pura 

vedano le nostre aspirazioni. E che i nostri cari antenati ricevano costantemente 

soddisfacimento dalla luce compassionevole, e avanzino lungo il sentiero 
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onde está o Buda Amida e com o mais profundo respeito, apresentamos esta 

súplica, ao Buda, aos bodhisattvas Avalokiteshvara e Mahasthmaprapta, ao grande 

mestre Shandao, ao nosso fundador Hōnen e a todos os monges predecessores deste 

templo.

Ao refletirmos sobre a caminhada do mestre Hōnen, verificamos que ele 

vivenciou a contemplação do sol poente nas proximidades do Templo Isshin-ji. (na 

atual cidade de Osaka).

Em seus últimos anos, enquanto recitava o Nenbutsu e olhava para as 

montanhas do Templo Katsuōji, Hōnen viu nuvens brancas, mas as sentiu como 

nuvens roxas, o que simbolizava o acolhimento do Buda Amida. Todas as práticas 

(ascéticas), com foco na conquista da Terra Pura foram idealizadas em preparação 

às boas-vindas do Buda Amida. Assim, desejamos que todos sejamos convocados 

pelo Buda Amida e pelos bodhisattvas Avalokiteshvara e Mahasthmaprapta. 

Embora a outra margem (Higan) esteja no extremo oeste, a uma distância de 10 

trilhões de terras do Buda, este surgirá instantaneamente, em resposta à voz do 

Nenbutsu.

Hoje, neste clima ameno do equinócio de outono, juramos clamar o nome 

de Buda Amida semanalmente, para nos encorajarmos a visitar o templo para 

oferecer as orações aos ancestrais. 

Ao oferecermos os incensos e fl ores, certamente os Budas estarão entre nós. 

Quando oferecermos alimentos, os espíritos de nossos ancestrais os receberão. Que 

o Buda e bodhisattvas da Terra Pura acolham nossas aspirações. E que nossos 

ancestrais e entes queridos, que constantemente recebem a luz compassiva, 

continuem avançando no caminho da iluminação.

Assim, humildemente apresentamos esta súplica

Dia: março Ano: (hemisfério sul)
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Kannon and Seishi, the grand masters Shandao and Hōnen, the Pure Land 

patriarchs, and all the past ministers of this temple.

Let us now reflect on our founder Hōnen Shōnin, who practiced the 

visualization of the setting sun at Isshin-ji Temple [in Osaka]. In his later years, 

while he recited the nenbutsu and gazed at the mountains from Katsuō-ji Temple, 

Hōnen Shōnin saw white clouds, which appeared purple, signifying Amida 

Buddha’s welcoming approach. All these practices focusing on the Pure Land were 

performed in anticipation of the welcome of Amida Buddha and the sacred 

assembly. Though the other shore, Ohigan, exists in the far west as many as ten 

trillion buddha lands away, Amida Buddha appears instantly responding to the 

voices of the nenbutsu.

Today, in this fi ne season of autumn, we vow to call the Name of Amida 

Buddha for one to seven days and encourage ourselves to practice diligently by 

visiting our temple, offering prayers to our ancestors, and dedicating memorial 

tablets to them.

When we offer fragrant incenses and flowers, the buddhas will surely 

appear before us. When we offer special foods, the spirit of our ancestors will 

receive them. May all the buddhas and bodhisattvas in the Pure Land see our 

devotion and aspirations. And may our ancestors and loved ones, who constantly 

receive Amida’s Compassionate Light, advance on the path to enlightenment.

We reverently present this invocation on this XXth day of September, 

XXXX.

○ ポルトガル語

Súplica para Ofício de Equinócio de outono ① – Ohigan

Humildemente, em reverência nos voltamos para a face Oeste do cosmos, 
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○ 中国語

《施饿鬼会表白》

夫以，施饿鬼之滥觴，源于《救拔焔口饿鬼陀罗尼经》之经说。

一日，阿难尊者独在清净处，观诸法皆空之理。子时，有一焔口饿鬼突

然现身道：“阿难，汝命不过三日。死后将生饿鬼道。若欲长寿，当除一切饿鬼

之饥渴，为饿鬼供奉佛法僧三宝。”阿难向世尊请教济度饿鬼之妙法，世尊即为

阿难说无量威德自在光明大圣妙力之神咒。并曰：“若念此咒，能少增饮食，使

一切饿鬼，皆得饱腹。”

阿难依此教诲，行施饿鬼之法，因其功德，延其三日之寿命，获福德寿命，

而饿鬼皆能生于天上。《无量寿经》曰：“若在三涂，勤苦之处，见此光明，皆得

休息，无復苦恼，寿终之后，皆蒙解脱。”因此，若欲追善亡者，施饿鬼为最善

之胜缘；若欲往生净土之得利，称名念佛及回向为最上。

如今，在如来慈光之下，在此敬修大施饿鬼会。

愿以此功德，本寺开山〇莲社〇誉上人〇〇大和尚、中兴历代诸上人普
贤行愿究竟圆满，并为本寺初创以来之总檀信徒各家祖祖辈辈先亡之精灵，及新

盆诸精灵位等追善增上菩提。

为祈求三界万灵有缘无缘之冥福，兴建法会，庄严既备，供物俱列。请

遵仪轨，谨伸迎请。

维时 〇年〇月〇日
 〇誉〇〇 敬白

秋彼岸会表白①　p24
○ 英語

Invocation for the Autumn Ohigan (Equinox) Service ①
We reverently bow in the direction of Amida Buddha in the distant west. 

With deepest respect, we present this invocation to Amida Buddha, the bodhisattvas 



＊ 156

研究成果報告

Un giorno Ananda stava meditando da solo in un luogo sacro la verità 

dell’origine dipendente della natura o della vacuità della natura.  Quando era 

mezzanotte, un Gaki che soffiava fiamme di fuoco dalla bocca apparve 

improvvisamente di fronte ad Ananda e disse: 

« Ananda, la tua vita sta per fi nire tra tre giorni. Dopo la tua morte, cadrai 

nel mondo dei gaki. Se vuoi vivere più a lungo, devi soddisfare immancabilmente 

la fame di tutti i gaki e venerare tre tesorieri a nome dei gaki ». 

Dopo aver detto questo, se ne andò. Ananda chiese al suo maestro 

Shakyamuni Buddha gli insegnamenti profondi per salvare i gaki.  Così, per il bene 

di Ananda, Buddha gli diede parole darani di grande potenza ....

Se reciti questo darani, tutti i gaki affamati saranno soddisfatti senza 

problemi.

Secondo il Sutra della Vita Immensa, “se qualcuno si imbatte nella luce di 

Amida nei Tre Regni Inferiori, dove regnano solo dolore e disperazione, sarà 

sollevato dall’agonia e otterrà riposo e tranquillità.  Quando terminerà la sua vita, 

gli verrà conferita l’illuminazione.  Pertanto, questo servizio Segaki o servizio di 

offerta ai gaki è eccellente per aggiungere virtù al defunto. E per ottenere il merito 

della nascita nella terra pura, il Nenbutsu o recitare il nome di Buddha è il miglior 

trasferimento di meriti per il defunto.

Ora, sotto la guida della luce compassionevole di Amida Buddha, stiamo 

osservando questo servizio Segaki. Aspiriamo che questi meriti e queste virtù siano 

conferiti al nostro maestro fondatore di questo tempio, al restauratore, a tutti i 

sacerdoti e membri, ai loro antenati e a tutti i defunti nel loro primo Bon. Anche 

per la promozione della felicità di tutti gli spiriti dei tre mondi, dedichiamo questo 

servizio e offriamo tutte le offerte e gli ornamenti in modo completo.  

Secondo la tradizione, presentiamo con riverenza questo invito.
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1  Em língua japonesa: Ranshō. O termo nos remete aos ideogramas de origem chinesa que 
fazem uma analogia com as nascentes (pequenas) de grandes rios.  

2  Rituais e orações.
3  Espíritos famintos. Em língua japonesa: Gaki.
4  Volume único (folha), traduzido pelo monge Amoghavajra (705 – 774). Um doa 8 patriarcas 

da Escola Budista Shingon. 
5  Em Kapilavastu
6  Primo de Gautama Sidharta, também foi seu discípulo. 
7  Vazio. A existência do mundo real é estabelecida por causas diretas e indiretas. Tal existência 

não pode ter um sujeito permanente. As projeções de formas de existência não correspondem 
a realidade.

8  Espírito faminto, ou gaki em língua japonesa. Em língua japonesa: Enkugaki.
9  O Buda, seu ensinamento e discípulos (comunidade).
10   Em sânscrito: Saddharma. Ensinamentos profundos. (não podem ser expressos através de 

palavras). Sutra do Lótus.
11  Ser iluminado com grande compaixão, que deseja espontaneamente alcançar a condição de 

Buda e m benefício de todos os seres sencientes.
12  Em língua japonesa: Sanzu. São: inferno, dos espíritos famintos e dos animais. Nos remete a 

analogia de um rio que separa nosso mundo e o mundo dos mortos. Aos grandes pecadores é 
possível atravessá-lo pela parte mais funda (do rio) onde há ninhos de serpentes, aos que tem 
pecados mais leves enfrentam apenas a corredeira das águas e os inocentes atravessam sobre 
uma ponte de pedra. 

13  Termo (epíteto) de qualificação utilizado pelo Buda em referência a si mesmo.
14  Representa a felicidade ou bondade. Em língua japonesa: Fugen Bosatsu.
15  Puja. Em língua japonesa: Hōe. Literalmente uma reunião do dharma, ou de monges. 
16  Em sânscrito: Trailokya. Em língua japonesa: Sankai. Na cosmologia budista temos: Kāma-

loka (mundo do desejo), Rūpaloka (mundo da forma) e Arūpaloka (Mundo da ausência de 
forma).

○ イタリア語

Invocazione per Segaki

Rifl ettendo sul signifi cato del servizio Segaki o del nutrire i Gaki (i dannati 

affamati), l’origine dell’offerta di preghiere e cibo ai Gaki si basa sugli insegnamenti 

del “Kubatsu Enku Gaki Darani Sutra” (Sutra Darani per salvare i gaki dalle 

sofferenze).
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passadas, quando era um Bodisatva 11, um Buda de Imensurável Luz e da Infi nita 

Sabedoria e lhe transmitiu o maravilhoso mantra. Se você cumprir esta orientação, 

os pretas serão saciados e todos serão salvos.

Ananda seguiu as orientações contidas nos ensinamentos do Segaki e 

prolongou sua vida para além de 3 dias. Consta no Sutra da Vida Infi nita, que os 

pretas foram salvos e renasceram nos céus. Caso alguém vá para um dos 3 

mundos 12 (rotas infernais, caminhos), mas consiga ver a Luz do Buda Amida este 

também poderá se livrar do sofrimento sem angústia alguma e poderá descansar em 

paz.

Após a existência (morte) todos receberão a liberdade. Assim, as orações do 

Segaki são as mais adequadas aos falecidos e as oferendas das orações na prática 

do nenbutsu são melhores para conquistar a Terra Pura.

Neste momento, sob a luz misericordiosa do Tathagata 13 oferecemos as 

orações do (grande ofício) Segaki. Assim como o Bodisatva Samatabhadra 14, 

oramos para que através dos méritos alcançados por estas orações, o fundador deste 

templo (nome búdico do monge), seu sucessor (nome búdico do monge) e as 

sucessivas gerações de monges que realizaram a promessa de boas práticas em 

todos os lugares, possam repousar em locais calmos e harmoniosos.

Além disso, oramos também para que membros recém-falecidos e os 

antepassados das famílias de nossa comunidade também possam gozar a plena paz. 

Esta solenidade foi estabelecida para apresentarmos as orações em forma de 

adoração 15 para que todos os espíritos (inclusive os não identificados) dos 3 

mundos 16 possam descansar em paz. Assim, respeitosamente lhe estendemos o 

convite.

Data:　　　　　　　　　　Nome do monge:
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Pure Land. After their lives end, they will all be released. Therefore, this Segaki 

service is an excellent way to cultivate merit for our beloved departed ones and to 

obtain the benefits to be born in the Pure Land, through the nenbutsu or calling 

Amida Buddha’s name, the best transference of merit for the deceased.

Now under the guidance of the compassionate light of Amida Buddha, we 

observe this Segaki Service. We wish for the merits and virtues of our prayers to be 

transmitted to our founding master of this temple, the restorer, and all the ministers 

and members, their ancestors, and our recently departed loved ones.  We also 

dedicate this service and all the offerings and adornments for the happiness of all 

spirits in the realms of reincarnation. May we now offer our prayers for the benefi t 

of the nenbutsu to spread to all beings equally. May we also encourage the 

aspiration for enlightenment, and together may we realize the benefi t of achieving 

birth in the Pure Land.

○ ポルトガル語

Invocação para o Ofício de SEGAKI-E 

Ao refletirmos, notaremos que o ofício de Segaki tem sua origem 1 nos  

Ensinamentos 2 Imensuráveis para salvar os Pretas 3, que consta no Sutra Dharani 4 e 

é baseada numa história.

Certa vez, quando estava sozinho, num local 5 agradável, Ananda 6 observou 

a verdade sobre todas as leis da vacuidade 7. Naquela época, durante a infância, um 

solitário preta 8 (Enkugaki) lhe apareceu e disse: “Sua vida não terá mais do que 3 

dias.  Caso queira ter uma vida mais longa, remova as angústias (fome) de todos os 

pretas. Em outras palavras, ofereça os Três Tesouros 9. Ainda, peça ao honrado 

Buda que lhe ensine um método 10 de salvação”.

Assim, para atender Ananda, Shakyamuni recuperou as memórias de vidas 
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维时 〇年〇月〇日
 〇誉〇〇 敬白

施餓鬼表白　p22
○ 英語

Invocation for Segaki (Service for the Hungry Ghosts)

Today we have gathered to observe Segaki-e—the service to offer prayers 

and food to gaki, or hungry ghosts. This observance is based on the teachings of 

the dharani sutra to save hungry ghosts from suffering. According to this sutra, one 

day, Ananda was meditating on the truth of dependent origination (or emptiness) at 

a sacred site. At midnight, a gaki, who blew fi re fl ames from his mouth, suddenly 

appeared before the monk and said, “Ananda, your life will end in three days. After 

your death, you will fall into the realm of hungry ghosts. If you wish to live longer, 

you must satisfy the hunger of all hungry ghosts without fail and revere the Three 

Treasures on our behalf. After saying this, the gaki disappeared. Ananda then asked 

his teacher Shakyamuni Buddha for the profound teachings to save these beings. 

Thus, for the sake of Ananda, the Buddha taught him the dharani for magically 

multiplying food and said, “If you recite this dharani, all the gaki will be satisfi ed 

without fail.”

Ananda followed the Buddha’s instructions and observed a blessing ritual 

for the hungry ghosts. With the merit accumulated from this rite, Ananda was able 

to extend his life of three days to a virtuous, long life and all the gaki attained birth 

in the heavenly realm without fail.

According to the Sutra of Immeasurable Life, “Should anyone come across 

Amida’s Light in the three nether realms, where only pain and despair reign, they 

will be relieved of suffering, obtain rest and repose, and become enlightened in the 
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Il giorno di [ mese ] dell’anno ….

Il Sutra della Vita Immensa dice che « dopo la fine della loro vita, tutti 

otterranno la liberazione  (“Gedatsu”, giapponese) » .

○ 中国語

《盂兰盆施饿鬼会表白②》

夫施饿鬼之滥觞：古时目连尊者初得神通，观见母亲之新生，哀哉，母

亲堕入饿鬼道，形销骨立，口中冒火，若欲得饮食，食物即化为火而不能食。其

痛苦之态，难以具言。

于是目连尊者不胜悲哀，至佛处求救母之妙法。

世尊为其讲解拔苦之法，《佛说盂兰盆经》是也。

又，一日，阿难尊者于空旷处观诸法皆空之理，

有一饿鬼忽然现身曰：“尊者命不过三日。若欲长寿，当救一切饿鬼之苦

难。”而去。

阿难尊者思曰：短命虽不足恐，但恨不得拯救苦界沉伦之众生。

于是尊者向世尊请教济度恶鬼之妙法。世尊为其讲解拔苦之法，《焔口饿

鬼经》是也。

《无量寿经》曰：““若在三涂，勤苦之处，见此光明，皆得休息，无复

苦恼，寿终之后，皆蒙解脱。”

由此，追善亡者以施饿鬼为胜缘，往生净土之要谛以称名行及回向为最上。

如今，在如来慈光之下，在此奉修大施饿鬼会。

愿以此功德，为本寺开山上人、历代诸上人及法类法眷先亡诸上人庄严

净土，为本寺初创以来之总檀信徒各家祖祖辈辈先亡之精灵，及去年以来新盆诸

精灵位等追善增上菩提，并为战死战伤病殁殉难横死之诸精灵，以及天灾地祸遇

难横死之诸精灵追善菩提，又愿荐七世父母及六亲眷属、有缘无缘三界万灵之冥

福，又愿恶疫退散，五谷丰登，众生皆增福寿，法界有情，同登觉峰。
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Buddha Shakyamuni per riferire la questione nei dettagli e consultarsi con lui. Il 

Buddha disse a Mokuren come salvare sua madre dalle sofferenze dei gaki.  Questa 

storia sull’O-bon proviene dal sutra “Urabon kyō”.

Un’altra storia ci racconta l’origine del Servizio Segaki. Un giorno, Ananda 

stava meditando sulla verità dell’origine dipendente della natura o del vuoto in un 

luogo sacro. A mezzanotte, un Gaki che soffiava fiamme di fuoco dalla bocca 

apparve improvvisamente davanti ad Ananda e disse: « Ananda, la tua vita fi nirà tra 

tre giorni. Dopo la tua morte, cadrai nel mondo dei gaki. Se vuoi vivere più a 

lungo, devi immancabilmente soddisfare la fame di tutti i gaki affamati e venerare i 

Tre Tesori a nome dei gaki ». Dopo aver detto questo, un Gaki scomparve. Ad 

Ananda non importava se la sua vita fosse stata breve, ma era più preoccupato di 

salvare tutti gli esseri viventi che soffrivano in tutti i regni.

Ananda chiese al suo maestro Shakyamuni Buddha gli insegnamenti 

profondi per salvare i gaki. Così, per amore di Ananda, il Buddha gli diede un 

dharani, o parole di grande potere, chiamato “Kubatsu Enkugaki kyō” (Sutra 

Dharani per salvare i gaki dalla sofferenza).

Secondo il Sutra della Vita Immensa, se gli esseri senzienti dovessero 

soffrire le diffi coltà nei tre regni dell’impurità, quando vedranno la luce radiosa di 

Amida Buddha, otterranno tutti sollievo e non soffriranno più. Al termine della loro 

vita, nasceranno nella Terra Pura.

Oggi osserviamo questo servizio di Bon Segaki sotto la luce compassionevole 

di Amida Buddha. Con le virtù accumulate nelle nostre preghiere, trasferiamo i nostri 

meriti al ministro fondatore del nostro tempio, al restauratore, a tutti i ministri 

residenti e ai nostri familiari e amici del Dharma. Preghiamo anche per tutti i membri 

del passato, gli antenati e tutti i cari defunti che accolgono il loro primo Bon 

quest’anno dall’estate scorsa per essere illuminati.



海外開教区用儀式文例作成　＊ 149

difi culdades do cotidiano.

Oramos também por aqueles que pereceram devido a infortúnios naturais 

ou não, para que possam descansar em plena paz.

Oramos pelos nossos pais, todos os familiares e inclusive por aqueles que 

possuem registro.

Oramos por uma produtividade abundante e para que todos os seres 

sencientes possam conquistar sucesso, e que possam ascender ao pico da 

iluminação. 

Data: 

1  Em ideogramas japoneses: 施餓鬼 . Cerimônia budista originária do Japão.
2  Em língua japonesa: 目連 - Mokuren 
3  Em sânscrito: Pretas. Em língua japonesa: 餓鬼 - Gaki.
4  Em língua japonesa: 仏説孟蘭盆経 - Urabon-kyō.　
5  Em língua japonesa: 焔口餓鬼経 - Nome do Espírito Faminto que expele labaredas de fogo.
6  Em língua japonesa: 三塗 – Sanzu (Infernal, dos espíritos famintos e animal)

○ イタリア語

Invocazione per Bon Segaki ②
L’origine del servizio O-bon deriva dalla storia di Mokuren (Sct. 

Maudgalyayana). Dopo aver ottenuto “Jintsū” (i poteri spirituali) di vedere negli 

altri regni, Mokuren volle immediatamente conoscere il regno in cui era rinata la 

madre defunta. Tuttavia, Mokuren fu profondamente rattristato nello scoprire che 

sua madre era caduta nel mondo dei gaki (i dannati affamati). Appariva emaciata, 

con solo pelle e ossa. Dalla sua bocca uscivano fi amme e ogni volta che cercava di 

mangiare, il cibo si trasformava istantaneamente in fuoco e non poteva mangiare 

nulla. Questa sofferenza era indescrivibile.

Mokuren fu sopraffatto dal dolore e, gridando a squarciagola, corse dal 
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seu renascimento. No entanto, foi um choque, pois sua mãe havia caído no mundo 

dos espíritos famintos3 e sua fisionomia era deplorável. De sua boca saíam 

labaredas, todos alimentos se transformavam em fogo e nada podia ser ingerido. O 

estado de sofrimento era indescritível.

Vivenciando uma dor insuportável ele se aproximou do venerável Buda e 

lhe pediu para ensinar alguma maneira para resgatar sua mãe. Assim, Buda ensinou 

o que consta no Sutra Ullanbana4

Outra história foi vivenciada pelo discípulo Anan. Certo dia, quando estava 

tranquilamente observando o princípio do dharma e a vacuidade de tudo, um 

demônio faminto apareceu e disse: “Sua vida vai durar apenas três dias. Se quiser 

viver mais, e a todos os espíritos famintos para livrá-los do sofrimento”, que consta 

no Sutra Enku Gaki5.

Neste diálogo, mesmo sendo jovem, o venerável Anan entendeu as razões 

que levaram os seres sencientes a se tornarem espíritos famintos e decidiu resgatá-

los. 

Maudgalyāyana e o Buda iniciaram as orações com esse mesmo objetivo.   

Consta ainda no Sutra da Vida Infi nita, que após a partida deste mundo, os 

seres dos 3 níveis6 de prática ascética ao perceberem a luz do Buda Amida 

encontrarão a paz e tranquilidade e nascerão na Terra Pura.

O fato é que este Ofício de Segaki é a maneira mais adequada para alcançar 

a iluminação, a prática de orações do nembutsu e sua respectiva oferenda às 

pessoas que já partiram é igualmente efi caz para alcançarmos a Terra Pura. 

Acolhidos neste local, sob a orientação do Buda, estamos orando neste 

Ofício de Segaki. Em memória dos fundadores deste templo, dos monges que 

faleceram e membros desta comunidade que faleceram durante o outono, bem 

como todos os antepassados de nossas famílias e dos todos que tombaram nas 
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Buddha’s disciples, Ananda. One day, Ananda was meditating on the truth of 

emptiness at a sacred site when a hungry ghost, who was blowing fi re fl ames from 

his mouth, suddenly appeared before him at midnight. The hungry ghost said, 

“Ananda, your life will end in three days. If you wish to live longer, you should 

save all hungry ghosts from suffering.” After saying this, the hungry ghost 

disappeared.

Ananda did not care if his life would be shortened but was concerned about 

saving all beings from the realm of suffering so he asked his teacher Shakyamuni 

Buddha for the profound teachings to save hungry ghosts. In response, the Buddha 

taught him the Kubatsu Enkugaki daranikyō (dharani sutra to save hungry ghosts 

from suffering).

According to the Sutra of Immeasurable Life, sentient beings suffering in 

the three realms of defi lement will all attain relief upon witnessing the radiant light 

of Amida Buddha. After their earthly demise, they will be born in the Pure Land.

Today, we observe this Bon Segaki service with the compassionate light of 

Amida Buddha shining upon us. With the accumulated virtues from our prayers, 

we transfer our merit to the founding minister of our temple and all the resident 

ministers and to our Dharma family and friends. We also offer our prayers for the 

enlightenment of all the past members, ancestors, and to our departed loved ones, 

who welcome their fi rst O-Bon this year.

○ ポルトガル語

Invocação para o Ofício de BON‐ SEGAKI-E ②
Ao refl etirmos, notamos que o Ofício de Segaki1 iniciou-se há muito tempo, 

quando um discípulo (de Buda) chamado Maudgalyāyana2 obteve pela primeira 

vez uma experiência divina. Após o falecimento de sua mãe, ele teve uma visão de 
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○ 中国語

《盂兰盆会表白》 ①

诚以《盂兰盆经》曰：欲为父母修行之人，应为盂兰盆供养。父母的乳

哺养育之恩甚深，七世父母的恩德累积于我们。为报其恩德修盂兰盆，为饿鬼贡

献百味饮食供养三宝，祈愿施主家福德圆满，增上祖先菩提。

当此盂兰盆祥日，励菩萨心行，修施饿鬼大会，为一切饿鬼施饮食，依

五大如来的神咒力使其超生善趣生天。此功德甚大甚贵。

但愿依施饿鬼的善根功德，增上所祭祀的祖先神灵的菩提。

再愿我们愿行圆满成就，让诸众生普得见闻，获得无量福德。

维时 〇年〇月〇日
 〇誉〇〇 敬白

盆施餓鬼表白②　p20
○ 英語

Invocation for Bon Segaki (O-Bon Service) ②
The origin of O-Bon traces back to the story of Mokuren (Skt. 

Maudgalyayana) as recounted in the Ullambana Sutra, or Urabon kyō in Japanese.  

After attaining the spiritual power to see into other realms, Mokuren sought his 

deceased mother and was deeply saddened to fi nd her emaciated with only skin and 

bones in the world of hungry ghosts. Flames came out of her mouth and whenever 

she tried to eat, the food instantly changed into fi re so she could not eat anything.  

This suffering was beyond description.

Overwhelmed with sorrow, Mokuren ran back to Shakyamuni Buddha to 

tell him about this in detail. The Buddha instructed Mokuren on how to save his 

mother from the suffering of the hungry ghost realm.

The origin of the Segaki Service begins with another of Shakyamuni 
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língua japonesa temos: Gonyorai: Dainichi nyorai, Ashaku nyorai, Hōshō nyorai, Muryōju 
nyorai e Fukūjō nyorai,

○ イタリア語

Invocazione per Bon Segaki ①
Ora rifl ettiamo sul signifi cato di questo servizio O-Bon. Secondo l’Urabon 

Sutra (Ullambāna Sūtra), si dovrebbe osservare O-Bon e fare offerte al defunto se 

si vuole mostrare pietà filiale. Abbiamo ricevuto molti benefici dai genitori per 

averci allevato ed educato. Oggi dobbiamo recitare con gratitudine le devozioni 

dedicate ai genitori delle ultime sette generazioni. Per ringraziare con cuore quello 

che hanno fatto per noi, osserviamo O-Bon ed offriamo vari cibi ai tre tesorieri per 

salvare i dannati affamati. Inoltre, desideriamo trasferire il nostro merito a tutti i 

membri della famiglia a beneficio della loro felicità e pace. Aspiriamo altresì a 

trasferire il nostro merito a tutti gli antenati a beneficio della loro felicità e del 

raggiungimento dell’illuminazione.   

In questo giorno propizio di O-Bon, osserviamo con reverenza la Grande 

Cerimonia Segaki ed offriamo il cibo spirituale ai dannati affamati. E con i poteri 

spirituali divini dei Cinque Tathagata, li condurremo a rinascere in mondi migliori. 

Questi atti benefi ci per gli affamati sono incredibilmente graziosi e preziosi. 

Aspiriamo che i meriti e le virtù del servizio Segaki siano trasferiti con 

benefi cio a tutti gli spiriti che possano essere illuminati.

Desideriamo che questa aspirazione si realizzi e che tutti gli esseri senzienti 

possano raggiungere virtù e felicità incommensurabili.

Presentiamo con riverenza questa invocazione in questo giorno di luglio / 

agosto dell’anno ….
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○ ポルトガル語

Invocação para o Ofício de BON‐ SEGAKI-E ①
Ao refl etirmos,sobre o signifi cado do Urabon, no Sutra Ullambana1 consta 

que aqueles que desejam servir aos pais que já partiram, devem realizar um ofício 

memorial2 de Urabon e fazer oferendas. Somos profundamente gratos aos pais que 

nos amamentaram e educaram. Além disso, herdamos as virtudes acumuladas em 7 

gerações. Em retribuição, realizamos este ofício de Obon, quando oferecemos aos 

Três Tesouros3 e muitas oferendas de alimentos e bebidas aos Pretas4. Desejamos a 

felicidade e prosperidade da Família. Aspiramos transferir os méritos das orações 

aos ancestrais, para que os mesmos alcancem a iluminação. 

Neste dia de Obon desejamos que nos encoraje a mente de um bodisatva 

para realizarmos o Ofício de Segaki e possamos alimentar todos os Pretas.

Com poderes divinos dos Cinco Budas5, os levaremos a renascer em 

mundos melhores. Esses atos benéfi cos para os Pretas são incrivelmente graciosos 

e preciosos.

 Desejamos que através dos méritos (acumulados) pelo (ofício de Segaki) 

sejam transferidos para o benefício de todos os espíritos para alcançar a iluminação 

e que todos os seres sencientes sejam capazes de obter um amplo conhecimento e 

bênçãos imensuráveis.

Data:

Nome do celebrante:

1  Sutra Ullambana. Em língua japonesa: Urabon Kyō. Em chines Yulanpen Sutra
2  Em língua japonesa: Urabon. Bon: Honrar as almas dos ancestrais.
3   São: Os Budas, os ensinamentos budistas e os díscípulos.
4  Fantasmas famintos. Em língua japonesa: Gaki.
5  São: Vairochana (manifesta os fenômenos); Ratnasambhava (mente do Buda); Amitaba (Luz 

incomensurável). Akshobya (da face leste) e Amogasidi (realização prática da sabedoria). Em 
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盆施餓鬼表白①　ｐ19
○ 英語

Invocation for Bon Segaki (O-Bon Service) ①
Let us now refl ect upon the meaning of this O-Bon service. According to 

the Ullambana Sutra, or Urabon gyō, those of us wishing to be fi lial to our parents 

[and ancestors] should observe O-Bon and make offerings to them. We owe our 

parents a great deal for feeding and caring for us, and are here today due to the 

devotion and the dedication of seven generations of parents. To express our deep 

gratitude for all they have done for us, we observe O-Bon and offer foods of a 

hundred fl avors to the Three Treasures for the sake of saving hungry ghosts. We 

also wish to transfer our merit for the peace and happiness of all who have 

requested prayers on this occasion. Further, we aspire to transfer merit to all their 

ancestors for their happiness and achievement of enlightenment.

On this auspicious day of O-Bon, we reverently observe the Great Segaki 

service and offer nourishment to the hungry ghosts. With the divine powers of the 

Five Buddhas, may they be born into a better incarnation.

These virtuous acts are greatly beneficial and noble. We aspire for the 

merits and virtues of this Segaki service to be transferred to cultivate merit for the 

enlightenment of our ancestors. We also wish for our aspirations to come true, and 

for all sentient beings to see the Buddha and hear the Teachings in order to attain 

immeasurable virtues and happiness.

We reverently present this invocation on this day of July/August in the year, 

XXXX.
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In quel momento, il cielo e la terra si rallegrarono e piovvero fiori 

meravigliosi e soavi nettari. Per la sua naturale dignità, fu chiamato “Siddharta”, 

che signifi ca colui che ha raggiunto un obiettivo. Fedele al suo nome, raggiunse la 

meta dell’illuminazione e divenne il Buddha. 

In seguito, insegnò il Dharma per allontanare le persone dalla sofferenza e 

arricchire le loro menti. 

Oggi abbiamo organizzato un “Hanamidō”, un altare di fi ori, per offrire fi ori 

e per versare “Amacha”, tè dolce di ortensia, al Buddha bambino per esprimergli la 

nostra più profonda riverenza e gratitudine. 

Preghiamo sinceramente Buddha di proteggerci e guidarci con la sua grande 

compassione presentando con riverenza questa invocazione in questo …. giorno [ 

mese ] dell’anno ….

○ 中国語

《浴佛会表白》

久远，印度迦毗罗卫国王妃摩耶夫人梦见白象，身怀贵子。十月满足，

在蓝毗尼花园，贵子诞生。时为四月八日。

贵子行走七步，指着天地说：“天上天下，唯我独尊 "。

此时，天地喜悦，降下妙花甘露。贵子以其气度非凡，得名悉达多，长

大成人，开悟成佛。

此后，世尊讲法度人，消除苦痛，滋润心灵。兹设此花御堂，敬献香花、

灌注甘茶，以报佛恩。

愿以大悲保佑我们。

维时 〇年〇月〇日
 〇誉〇〇 敬白
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um elefante branco e em seguida concebeu um fi lho. No fi nal do período lunar, ou 

para alguns em 8 de abril nasceu uma criança no jardim de Lumbini. Imediatamente 

esta criança deu 7 passos e em seguida apontou o céu e a terra, quando proclamou 

que era um ser especial. Neste momento, numa manifestação de alegria dos céus 

caiu uma chuva de néctares e na terra as flores se abriram em profunda alegria. 

Devido a sua nobreza foi nomeado Sidharta e tempos depois (adulto) alcançou a 

iluminação, tornando-se um Buda.

Após esta fase passou a orientar as pessoas ensinando sua doutrina, o que 

possibilitou a todos a eliminação dos sofrimentos e o aquecimento de seus 

corações. 

Neste momento desejamos retribuir sua gentileza, pois preparamos este 

altar fl orido, onde lhe ofereceremos chá adocicado.

Suplicamos para que sua misericórdia1 (empatia, compaixão), nos proteja.

Data:

Nome do celebrante:

1  Em sânscrito: Karunā. Em língua japonesa: Jihi. Não é pena nem dó.

○ イタリア語

Invocazione per Hanamatsuri (servizio del giorno del Buddha)

Riflettiamo con riverenza sul significato di Hanamatsuri, la celebrazione 

della nascita del Buddha. La regina Maya di Kapilavastu concepì un bambino sacro 

dopo aver sognato un elefante bianco che entrava nel suo grembo. 

Proprio l’otto aprile, il bambino apparve in questo mondo nel giardino 

fiorito di Lumbini. Lui fece sette passi in avanti e, indicando il cielo e la terra, 

dichiarò: « Nel cielo sovrastante e sulla terra sottostante, io solo sono colui che è 

Onorato ovunque ».
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维时 〇年〇月〇日
 〇誉〇〇 敬白

花まつり表白　p18
○ 英語

Invocation for Hanamatsuri (Buddha Day Service)

Let us reverently reflect upon the significance of Hanamatsuri, the 

celebration of the Buddha’s birth. After dreaming of a white elephant entering her 

womb, Queen Maya of Kapilavastu conceived a sacred child. On the eighth day of 

the fourth month, the child appeared in the fl ower garden of Lumbini, in India. The 

baby took seven steps forward and, pointing to the heavens and earth, declared, “In 

the Heavens above and on the Earth below, I alone am the World-Honored One.”

In that moment, the heavens and the earth rejoiced and wondrous fl owers 

and sweet nectar rained down. For his natural dignity, the baby was named 

“Siddhartha,” which means “one who has accomplished a goal.” True to his name, 

he achieved his goal of enlightenment and became the Buddha.  Thereafter, he 

taught the Dharma to lead people away from suffering and enrich their minds.

Today, we arranged a hanamidō, or fl ower altar, to offer fl owers and pour 

sweet tea on the Baby Buddha and express our deepest reverence and gratitude to 

him. We sincerely ask the Buddha to protect and guide us with his great 

compassion by reverently presenting this invocation on this XX day of [month] in 

the year XXXX.

○ ポルトガル語

Invocação no Ofício da Festa da Flor – Hana Matsuri

Em tempos remotos, no reino de Capilavastu, a Rainha Maya sonhou com 
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Nenbutsu e offriamo preghiere ai nostri antenati.

Con questi meriti e virtù, aspiriamo ad aiutarci immediatamente a 

sviluppare l’aspirazione all’illuminazione e a raggiungere la nascita nella Terra 

Pura, dove potremo incontrare i molti virtuosi in un unico luogo, dove potremo 

incontrare il Buddha e ascoltare i suoi insegnamenti. Possiamo promuovere la pace 

e la felicità finali dopo aver realizzato come diventare un Buddha e tornare in 

questo mondo per salvare tutti gli esseri.

Il giorno di [ mese ] dell’anno ….

○ 中国語

《春季彼岸会表白②》

谨敬白于此土教主释迦牟尼如来、西方愿王阿弥陀如来、观音势至诸大

菩萨、极乐界会中九品莲台之圣众等，一切三宝之前曰：

夫以，彼岸会乃于春分中日前后七日，祈愿往生彼岸，口称阿弥陀佛名

号之法会。

本日正迎春花烂漫，日出正东，落于正西。弥陀佛国在日落之处，向正

西越过十万亿刹。当专心致志，一心一意，念想西方。此乃日想观，当厌离秽土，

欣求净土。

善导大师之《观经曼陀罗》，依《观无量寿经》之经说，描绘极乐净土之

佛祖、圣众及庄严。应拜此弥陀三尊及依正二报之庄严。即，《观经曼陀罗》以

极乐净土之庄严为画图，佛堂则为此一庄严之具象。

因此，于佛堂礼拜本尊，即是在极乐净土礼拜阿弥陀佛。于佛堂听法话，

就等于在极乐净土见佛闻法。

先拜佛、听法、一同念佛、供养祖先。

仰愿凭此功德，增上菩提，与诸上善人，俱会一处，见佛闻法，证得不退，

还来度生，怨亲平等。
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tutti i Tre Tesori.

Quando si pensa al significato del Servizio Higan, tradizionalmente si 

trattava di una pratica di sette giorni centrata sull’equinozio di primavera per 

invocare il Nome Sacro di Amida Buddha e per desiderare la nascita nella Terra 

Pura.

Il giorno dell’equinozio, quando la primavera è in piena fioritura, il sole 

sorge ad est e inoltre tramonta ad ovest.

È nella direzione del sole che tramonta che esiste la Terra Pura di Amida 

Buddha, nel lontano ovest, a dieci trilioni di terre di Buddha da qui.

Pertanto, dovreste concentrarvi con devozione su un solo luogo e, inoltre 

contemplare la Terra Pura a ovest.

Questa è chiamata la visualizzazione del sole che tramonta, in cui 

dovremmo rifi utare questo mondo impuro e cercare la Terra Pura.

Amida Buddha, le sacre moltitudini e gli ornamenti della Terra Pura della 

Beatitudine Defi nitiva sono raffi gurati nel Mandala del Maestro Shandao, basato 

sugli insegnamenti del Sutra sulla Visualizzazione del Buddha della Vita Infi nita.

Dovremmo venerare Amida Buddha e i due bodhisattva presenti Kannon e 

Seishi, nonché i magnifi ci ornamenti della Terra Pura.

In altre parole, il Mandala del Sutra sulla visualizzazione del Buddha della 

Vita Infinita descrive lo scenario della Terra Pura e l’Hondō (Sala principale) è 

un’incarnazione di questi magnifi ci ornamenti.

Pertanto, venerare l’immagine principale dell’Hondō significa venerare 

Amida Buddha nella Terra Pura.

Ascoltare il Dharma nell’Hondō signifi ca incontrare il Buddha e ascoltare il 

Dharma nella Terra Pura.

Per prima cosa, preghiamo il Buddha, ascoltiamo il Dharma, recitiamo il 
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Inicialmente, este método, bem como a majestade da Terra Pura estão 

descritas no “Sutra Visualização da Vida Infinita” e posteriormente foram 

detalhadas na obra (ilustração) de Shandao sobre o Sutra “Visualização do Sutra da 

Vida Infi nita”.

Devemos reverenciar o Buda Amida e sua Terra Pura. Em outras palavras, a 

ilustração é uma representação pictórica do Sutra da Visualização da Vida Infi nita. 

Um altar (dos templos e oratórios) também tem a mesma simbologia.

Louvar o Buda diante de um altar é equivalente a mesma prática na Terra 

Pura.

Ouvir o dharma (sermão) diante do altar é o mesmo que ouvir os 

ensinamentos do Buda Amida na Terra Pura. 

Inicialmente, desejamos reverenciar o Buda, ouvir seus ensinamentos e 

entoar o nenbutsu, dedicar nossas orações em agradecimento aos ancestrais, pois 

desejamos fortalecer o cultivo de nossas virtudes. Por meio dos méritos acumulados 

nas orações deste Oficio, humildemente pedimos a proteção do Buda a fim de 

vivermos em harmonia na busca da iluminação. Após alcançarmos a Terra Pura nos 

comprometemos retornar para auxiliar todos a conquistarem o mesmo propósito.

Em reverência, apresentamos a invocação nesta data: ○○ de setembro de 

○○○○ .

○ イタリア語

Invocazione per la primavera Higan (l’equinozio di primavera) ②
Con profonda riverenza, presento questa invocazione per riverire 

Shakyamuni Buddha, il Grande Maestro di questo mondo, Amida Buddha, il 

Soprano Occidentale dei Grandi Voti, Kannon, Seishi e tutti i grandi bodhisattva, le 

Assemblee nella Terra Pura, le sacre moltitudini sui fi ori di loto dei Nove Gradi, e 
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image depicts the scene of the Pure Land and encourages us to revere Amida 

Buddha and his two attending bodhisattvas Kannon and Seishi as well as the 

magnifi cent adornments in the Pure Land, which is represented by the hondō (main 

hall/temple). Thus, to revere the main image in the hondō means to revere Amida 

Buddha in the Pure Land. To listen to the Dharma in the hondō means to encounter 

Amida Buddha and hear the Dharma in the Pure Land.

Let us now pray to the Buddha, listen to the Dharma, recite the nenbutsu, 

and offer prayers to our ancestors. With these merits and virtues, we pray for our 

beloved departed ones to immediately become enlightened. May they meet all the 

virtuous ones, encounter the Buddha, and hear the Teachings. May they attain 

nonretrogression, return to this world, and save all beings equally.

○ ポルトガル語

Súplica no Ofício do Equinócio de Primavera – Ohigan ②
Humildemente, em profunda reverência nos dirigimos ao Buda Shakyamuni 

transmissor do dharma; a Buda Amida, soberano da face oeste do cosmos; a todos 

os grandes bodisatvas, em especial a Avalokiteshvara e Mahasthmaprapta e a todos 

os que alcançaram a Terra Pura, que estão no pedestal de lótus e aos Três Tesouros.

Ao realizamos Oficio de Ohigan durante a semana do equinócio de 

primavera, honraremos o nome do Buda Amida desejando renascer na margem 

oposta (Terra Pura).

Neste dia, quando se inicia a primavera, lembramos que o sol nasce no 

Leste e se põe no Oeste, onde está a terra do Buda Amida, no infi nito . Devemos 

nos concentrar e contemplar a face oeste do cosmos. Esta prática é denominado 

“Visão do pôr do sol” . Devemos distanciar do mundo mundano e buscar a Terra 

Pura. 
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今日春季彼岸，恰逢草木生芽之时，正当劝播菩提之种，勤修别时念佛，

坚定信心。建先祖之塔婆而奉献，念菩提之增上以供养。

但愿以所修善根，蒙佛护念。

维时 〇年〇月〇日
 〇誉〇〇 敬白

春彼岸会表白②　p14
○ 英語

Invocation for the Spring Ohigan (Equinox) Service②
With deepest reverence, I present this invocation in reverence of 

Shakyamuni Buddha, the Great Teacher of this world; Amida Buddha, the Western 

King of the Great Vows; Kannon, Seishi, and all the great bodhisattvas; the 

Assemblies in the Pure Land; the sacred multitudes on the lotus daises of the Nine 

Grades; and the Three Treasures.

When thinking of the signifi cance of the Ohigan Service, it was traditionally 

a seven-day practice to call upon Amida Buddha’s sacred name centered on the 

spring equinox to wish for birth in the Pure Land.

On the day of the equinox when spring is in full bloom, the sun rises in due 

east and sets in due west. The Pure Land of Amida Buddha exists in the direction 

of the setting sun, in the distant west as far as ten trillion buddha lands away. 

Therefore, we should devotedly concentrate on this one place and contemplate the 

Pure Land in the west. This practice is called the visualization of the setting sun, in 

which we reject this impure world and seek the Pure Land.

Amida Buddha and the sacred multitudes as well as the adornments in the 

Pure Land of Ultimate Bliss are depicted in Master Shandao’s mandala, based on 

the teachings in the Sutra on the Visualization of the Buddha of Infi nite Life. This 
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Shakyamuni Buddha ha esposto ottantaquattro mila vie di insegnamenti buddisti, 

inoltre ha mostrato le vie dell’illuminazione. Da questi insegnamenti, il nostro 

fondatore Hōnen Shōnin ha selezionato la sola pratica del Nenbutsu per guidarci 

verso l’altra riva, la Terra Pura.  

Secondo il Sutra sulla Visualizzazione di Amida (Amitāyurdhyāna Sūtra), 

la pratica per raggiungere la Terra Pura in Occidente inizia con la contemplazione 

del tramonto del sole. Durante O-higan, il sole tramonta esattamente ad ovest, la 

direzione della Terra Pura. Quindi, Shandao ha spiegato che gli equinozi di 

primavera e d’autunno sono le stagioni più adatte per le pratiche.

Metaforicamente parlando, nel celebrare O-higan di primavera, quando le 

piante cominciano a germogliare, seminiamo i semi dell’illuminazione e 

rafforziamo la nostra fede osservando uno speciale servizio di Nenbutsu. Possiamo 

coltivare la virtuosità dedicando la tavoletta commemorativa Tōba ai nostri 

antenati. Possiamo anche chiedere sinceramente la protezione del Buddha con le 

virtù accumulate da questo servizio.

Presentiamo con riverenza questa invocazione in questo [ data ] giorno di 

marzo del [ anno ].

○ 中国語

《春季彼岸会表白》①

谨敬正尊阿弥陀如来、发遣教主释迦牟尼佛、六方恒沙证诚诸佛、观音

势至诸大菩萨、高祖光明善导大师、宗祖大师法然上人之前敬白：

伏以释尊曾说八万四千法门而提示菩提之道，宗祖大师法然上人从其法

门中选择念佛一行为往生彼岸之引导。《观无量经》说：见日欲没（日想观）是

一个至西方之道。日出正东，落于正西，指示极乐净土之方向。故古语说：别至

彼岸，正直为心，勤于佛道。
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ensinamentos, nosso fundador, mestre Hōnen selecionou a prática única do 

Nenbutsu para nos conduzir à “Outra Margem”, que é a Terra Pura.

De acordo com o “Sutra da Visualização da Vida Infinita”, a prática que 

possibilita alcançarmos a Terra Pura Ocidental começa com a contemplação do sol 

poente. Durante o Ohigan (equinócio), o sol se põe no oeste, a direção da Terra 

Pura. Shandao, explicou que a primavera e o outono são as estações mais indicadas 

para essa prática.

Celebramos o Ohigan de Primavera quando as plantas começam a brotar, 

assim lançamos as sementes da iluminação e renovamos nossa fé observando o 

serviço especial do Nenbutsu. Desejamos fortalecer o cultivo de nossas virtudes 

dedicando nossas orações em agradecimento aos ancestrais através destes Toba2. 

Por meio dos  méritos acumulados nas orações deste Ofi cio, humildemente pedimos 

a proteção do Buda.

Em reverência, apresentamos a invocação neste dia. ○○ de ○○ março de 

○○○○ .

1  Tanto quanto os grãos de areia do rio Ganges.
2  Toba: Placas de madeiras nas quais é registrado a oferenda das orações.

○ イタリア語

Invocazione per la primavera Higan (l’equinozio di primavera) ①
Con la più profonda riverenza, offriamo questa invocazione alla nostra 

immagine di Amida Buddha, a Shakyamuni Buddha, il dispensatore e fondatore 

degli insegnamenti, a tutti i Buddha numerosi come le sabbie del Gange nelle sei 

direzioni, a Kan-non, Seishi, tutti i grandi bodhisattva, al Grande Maestro Shandao 

ed al nostro fondatore Hōnen Shōnin.

Riflettiamo con riverenza sul significato di questo Servizio O-higan. 
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Shakyamuni Buddha expounded 84,000 ways of the Buddhist teachings and 

showed us the way to enlightenment. From these teachings, our founder Hōnen 

Shōnin selected the single practice of the nenbutsu to guide us to the Other Shore 

of the Pure Land.

According to the Sutra on the Visualization of Amida, the practice to reach 

the Pure Land in the West begins with the contemplation of the setting sun. During 

the equinox, ohigan, the sun sets in due west, the direction of the Pure Land. 

Master Shandao, therefore, explained that spring and autumn are the most suitable 

seasons for this practice.

In celebrating the spring ohigan, when plants begin to sprout, let us sow the 

seeds of enlightenment and strengthen our faith by observing this special nenbutsu 

service. May we cultivate virtue by dedicating memorial tablets (tōba) to our 

ancestors, and may we also sincerely ask for the protection of the Buddha with the 

virtues accumulated from this service.

We reverently present this invocation on this XXth day of March, XXXX.

○ ポルトガル語

Súplica no Ofício do Equinócio de Primavera – Ohigan ①
Humildemente, em profunda reverência, encaminhamos este pedido ao 

Buda Amida, ao Buda Shakyamuni, que é o pioneiro e fundador dos ensinamentos 

(dharma), a todos os incontáveis1  Budas das seis direções do  cosmos, a todos os 

grandes bodisatvas, mas em especial a Avalokiteshvara e Mahasthmaprapta, ao 

Grande Mestre Shandao e ao nosso fundador, mestre Hōnen.

Ao refl etirmos sobre o signifi cado deste Ofi cio de Ohigan, nos lembramos 

que o Buda Shakyamuni expôs infi nitas (84.000) teorias nos ensinamentos budistas, 

quando nos mostrou os caminhos para alcançarmos a iluminação. A partir desses 
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Inoltre, continueremo a recitare il Nenbutsu e ad essere guidati da Amida 

Buddha fi no alla nostra ultima ora. 

1） La porta per raggiungere l’illuminazione in questo mondo di sofferenza.

○ 中国語

《御忌大会表白》

伏惟，宗祖法然上人本是势至菩萨垂迹降生，早登比睿山勤修佛道，智

慧第一之名声闻天下。然而只因圣道之行证不能及于众生（释迦牟尼的修行和醒

悟），所以法然上人隐居于报恩藏，遍读一切佛经，终于悟得弥陀释迦两尊之圣心、

善导大师的深意，从而开辟往生极乐之道。

自此以来，他一心向众人劝讲选择本愿的念佛，于建历二年正月二十五

日终于完成往生净土的素怀。至今，慈爱之祥云日渐漫布天空，佛法之雨露愈发

滋润大地。在前的弟子等，今日迎接上人忌辰，无分道俗，一心合掌，身口意三

业诚恳，奉修法会，以报答上人慈恩之万一。

仰望在前的大众等继续称名念佛，临终时必垂迎来接引。

维时 〇年〇月〇日
 〇誉〇〇 敬白

彼岸会表白①　p13
○ 英語

Invocation for the Spring Ohigan (Equinox) Service ①
With deepest reverence, we offer this invocation to Amida Buddha, to the 

dispatcher and founder of the teachings Shakyamuni Buddha, to all the buddhas as 

many as the sands of the Ganges in the six directions, to Kannon, Seishi, and all the 

great bodhisattvas, to the Great Master Shandao, and to our founder Hōnen Shōnin.

Let us now reverently reflect upon the meaning of this Ohigan service. 
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comprometemos em nos esforçar para difundir seus ensinamentos. Além disso, 

renovamos nossos votos em dar continuidade na prática do Nenbutsu para sermos 

guiados pelo Buda Amida até o último dia de nossas vidas. 

○ イタリア語

Invocazione per Gyoki, il servizio commemorativo per Hōnen Shōnin

Pensiamo con omaggio reverenziale Hōnen Shōnin, il nostro fondatore del 

Jōdo-Shū. Egli è nato come reincarnazione del bodhisattva Seishi. Nei primi anni 

della sua vita, andò sul monte Hiei e si dedicò alle pratiche buddiste tradizionali. 

Arrivò ad essere rinomato per la sua erudizione e fu chiamato “la più grande 

saggezza”. Tuttavia, si rese conto che la pratica per raggiungere l’illuminazione 

attraverso la Porta Nobile1） fosse impossibile per la gente comune. Così lesse tutti i 

molti volumi delle scritture buddiste nel deposito dei sutra, Hō-onzō e fi nalmente 

realizzò l ’intento di Amida e di Shakyamuni Buddha. Comprese anche 

profondamente gli insegnamenti della Terra Pura del Maestro Shandao ed aprì la 

via affi nché tutti potessero nascere nella Terra Pura di Amida Buddha. 

In seguito, si dedicò alla pratica ed alla diffusione del Nenbutsu selezionato 

nel Voto Originale e il venticinquesimo del primo mese, gennnaio, del 1212 

(secondo anno Kenryaku), ottenne la nascita nella Terra Pura. Da allora, 

l’insegnamento di Nenbutsu si è diffuso fino ad oggi, come le nuvole di 

compassione si diffondono nel cielo ed il Buddha Dharma permea la terra. 

Ora, osservando questo servizio commemorativo per Hōnen Shōnin, noi, i 

ministri ed i laici (i devoti), congiungendo le mani uniamo i nostri palmi per 

pregare sinceramente attraverso le nostre azioni, parole e pensieri. Non importa 

quanto piccolo, vorremmo esprimere il nostro più sincero apprezzamento a Hōnen 

Shōnin e sforzarci di diffondere i suoi insegnamenti. 
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(1) The gate to achieve enlightenment in this world of su� ering.

○ ポルトガル語

Súplica no Ofício de Gyoki – Ofício Memorial do Mestre Hōnen

Em reverência, vamos refl etir sobre a vida e as realizações do fundador da 

Escola Budista da Terra Pura.  O mestre Hōnen nasceu como a reencarnação do 

bodisatva Mahasthamaprapta.

Na juventude, ele foi para o Monte Hiei, onde dedicou-se às práticas 

ascéticas do budismo tradicional. Ele ficou famoso por sua erudição e foi 

classifi cado como “o mais sábio”. 

No entanto, quando ele percebeu que as práticas que visavam alcançar a 

iluminação através do Caminho Nobre não eram viáveis para os seres sencientes, 

ele se enclausurou na biblioteca Hō-onzō, onde passou a estudar ainda mais e leu 

todos os volumes que formavam o conjunto de escrituras budistas.

Tempos depois, ele se deparou com os ensinamentos da doutrina budista da 

Terra Pura do Mestre Shandao e ao compreender profundamente suas teorias, 

fi nalmente entendeu a verdadeira intenção do Buda Amida e do Buda Shakyamuni. 

Assim, iniciou sua saga em propagar o ensinamento para que todos pudessem 

alcançar a Terra Pura do Buda Amida. Uma vida dedicada a prática e difusão do 

Nenbutsu. 

Em 25 de janeiro de 1212, ele partiu para a Terra Pura. Desde então, o 

ensinamento do Nenbutsu tem se propagado até os dias atuais.

Hoje, neste Ofi cio Memorial do Mestre Hōnen, nós monges, devotos, e toda 

a comunidade, humildemente unimos as palmas de nossas mãos para orar com 

sinceridade através de nossas ações, palavras e pensamentos. Despojados de 

vaidade, gostaríamos de expressar o nosso mais sincero apreço ao mestre e nos 
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御忌会表白　p11
○ 英語

Invocation for Gyoki, the Memorial Service for Hōnen Shōnin

Let us reverently refl ect upon the life and achievements of our founder of 

Jōdo Shū, Hōnen Shōnin. Hōnen Shōnin was born as an incarnation of Seishi, the 

bodhisattva of wisdom, according to legend, and at a young age, he went up to 

Mount Hiei to devote himself to study and practice Buddhism. There, he came to 

be renowned for his scholarship and was called the “wisest in the land.”  However, 

he realized that the practice to achieve enlightenment through the Noble Gate（1） 

was not something that ordinary people could do. After reading through the many 

volumes of Buddhist scriptures in the Hōon-zō, sutra repository, he fi nally realized 

the intent of Amida and Shakyamuni Buddha. He also deeply understood the Pure 

Land teachings of the Great Master Shandao and paved the way for all to be born 

in the Pure Land of Amida Buddha. Thereafter, Hōnen Shōnin devoted himself to 

the practice and spread of the nenbutsu as selected in the Original Vow, and on the 

twenty-fi fth day of the fi rst month in 1212, he attained birth in the Pure Land. Since 

then, the teaching of the nenbutsu, just as the clouds of compassion in the sky, has 

spread and the Buddha-Dharma has increasingly permeated throughout the world 

up to this day.

Now in observing this memorial service for Hōnen Shōnin, we have 

gathered to place our palms together to sincerely pray through our actions, words, 

and thoughts. No matter how small, we would like to express our sincerest 

appreciation to Hōnen Shōnin and endeavor to spread the Pure Land teachings he 

taught us. Let us continue to recite the nenbutsu and be guided by Amida Buddha 

until our fi nal hour.
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○ イタリア語

Invocazione per l’anno nuovo

Con profonda riverenza, offriamo questa invocazione ad Amida, il Buddha 

della Terra Pura Occidentale, a Shakyamuni Buddha, il Dispensatore e Fondatore 

degli Insegnamenti, ed ai Tre Tesori.

Oggi, per iniziare il nuovo anno, purifi chiamo questo luogo e ci riuniamo 

per osservare un servizio speciale del canto Nenbutsu. Con le virtù ed i meriti di 

questo servizio, aspiriamo a rendere puri i nostri corpi e le nostre menti ed a 

raggiungere la giusta consapevolezza. Aspiriamo anche alla suprema 

l’illuminazione affi dandoci al potere del Voto Originale di Amida Buddha.

Possano i Tre Tesori riconoscere i nostri cuori sinceri, che le nazioni siano 

ricche e le persone tranquille, che il nostro tempio possa avere pace e stabile e che i 

nostri devoti possano godere prosperità di fede incrollabile.

Che le nostre case siano pace, le nostre famiglie siano felici. E desideriamo 

i nostri meriti che le nostre virtù crescano.

○ 中国語

《修正会表白》

谨敬西方愿王阿弥陀如来、发遣教主释迦牟尼世尊，以及一切三宝之前

敬白：

时值新年，庄严道场，道俗相聚，开称名念佛之法筵。其旨何者，在正

念于心器清净，仰阿弥陀佛之愿力所成之慈悲，以证无上菩提。

愿一切三宝，照鉴我等微衷，愿国富民安，当山安稳，愿檀信徒信心坚定，

家内安全，家运隆盛，福德增长。

维时 〇年 元旦
 〇誉〇〇 敬白
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bountiful and people safe. May our virtues, safety, faith, and prosperity of our 

members increase. May we also have peace and stability for our temple and 

community.

○ ポルトガル語

Invocação para o Ofício de Ano Novo - SHUSHŌ-E

Humildemente, em profunda reverência nos voltamos para face oeste1, onde 

está o Buda Amida, ao Acolhedor2 e Honrado Mestre Buda Shakyamuni e também 

aos Três Tesouros.3

Neste momento, quando damos boas-vindas ao ano novo, enfeitamos este 

lugar e os monges e os membros se reunem para entoar o Nenbusu. Para isso 

purifi camos nossos corações e praticamos o Nenbutsu.

Ao realizarmos este procedimento, focando na força do voto original do 

Buda Amida e de sua grande misericórdia4(empatia, compaixão), conquistaremos 

pensamentos corretos e purifi caremos nossos corações.

Desejamos que os Três Tesouros nos ajudem a refletir sobre nossas 

limitações mais íntimas.  Suplicamos para que nossa nação e todos os cidadãos 

prosperem, que nossa comunidade viva em harmonia e que a fé de nossos membros 

seja fortalecida, suplicamos ainda pela segurança e prosperidade de nossas famílias.

Data: 1 de janeiro ...

Nome do celebrante:

1  Do cosmos (universo).
2  Das súplicas.
3  São: Os Budas, os ensinamentos budistas e os díscípulos.
4  Em sânscrito: Karunā. Em língua japonesa: Jihi. Não é pena nem dó. Eliminar o sofrimento e 

atribuir bem estar.
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有为山高三千尺，今日迈步从头过。

生年匆匆黄粱枕，醉生梦死都看破。

今生虽未得遇，以成发心行善之缘；回向渐能为功，则云西方之路稍通。

爰有少年（少女），俗名（某某），法名（某某）。汝虽受生于人界，仅以

〇岁而逝。惜哉！春之山樱，夏之碧莲，秋之金菊，妙花谢而不还，去而无迹。
呜呼悲哉！

幸而，汝如今已听难遇之佛法，何不知阿弥陀佛本愿曰：设我得佛，十

方众生，至心信乐，欲生我国，乃至十念，若不生者，不取正觉。阿弥陀佛实为

慈悲父母，观世音、大势至为友养育。去矣！阿弥陀佛为汝来迎，极乐净土是汝

故乡！

我在此垂示一句：

观音势至为其胜友，应坐道场生诸佛家。

表　白

修正会表白　p10
○ 英語

Invocation for New Year’s Day

With deepest reverence, we offer this invocation to Amida Buddha, the 

Western King of the Vow, to Shakyamuni Buddha, the dispatcher and founder of 

the teachings, and to the Three Treasures.

Now as we welcome the New Year, we observe this special service of 

nenbutsu chanting by purifying the hall with various offerings and by the 

community gathering together. With these virtues and merits, we aspire for our 

bodies and minds to be pure and to achieve right mindfulness. We also rely on the 

power of the original vow of Amida Buddha and aspire for supreme enlightenment.

May all the Three Treasures see our sincere hearts. May nations be 
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.... Sebbene abbia avuto la fortuna di nascere in questo mondo come essere umano, 

ci ha lasciato alla tenera età di [ anni ].

La nostra tristezza va oltre le parole. In primavera, i fiori di ciliegio; in 

estate, i loti; in autunno, i crisantemi; per quanto bello possa essere un fi ore, tutti si 

disperdono, senza lasciare traccia. È davvero tragico.

Tuttavia, abbiamo il Buddha-Dharma, che è difficile da incontrare e 

ascoltare.

Forse non lo sapete, ma il voto essenziale di Amida Buddha afferma:

“Dopo che avrò raggiunto la Buddità, se uno qualsiasi degli esseri senzienti 

nelle dieci direzioni, che aspira in tutta sincerità e fede a nascere nella mia terra, 

reciterà il mio nome anche solo dieci volte e non vi nascerà, allora non potrò 

raggiungere la perfetta illuminazione”.

[ Nome ], sarai allevato da Amida Buddha, che sarà i tuoi genitori 

compassionevoli, e i bodhisattva Kan-non (Avalokité svara) e Seishi 

(Mahāsthāmaprāpta) saranno i tuoi amici.

Adesso va’! Il Buddha ti dà il benvenuto nella Terra Pura, la vostra dimora 

eterna.

Il Sutra della visualizzazione dice:

“Nascerai nella Terra Pura, dove Kan-non e Seishi saranno tuoi buoni amici”.

○ 中国語

《引导・少年、少女》

究竟大乘淨土門　諸行往生稱名勝

我閣萬行選佛名　往生淨土見尊體

莫道花开好颜色，花无百日终须落。

世人纷纷来与往，尽是红尘羁旅客。
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Você não teve contato com o Voto Original do Buda Amida, quando ele 

afirma que: “Depois de ter alcançado o estado de Buda, se algum dos seres 

sencientes nas dez direções aspirar com toda a sinceridade e fé o desejo de nascer 

na minha terra, ao recitar o meu nome até dez vezes e não conseguir nascer na 

Terra Pura, eu não poderei alcançar a iluminação perfeita”.

Num sentimento de compaixão o Buda Amida lhe acolherá, de forma 

semelhante a empatia de seus pais. O Bodhisatva Avalokiteśvara (Kannon) e o 

Bodhisatva Mahāsthāmaprāpta (Seishi) serão seus companheiros e te farão crescer.

Agora vá! O Buda Amida virá buscá-lo e a sua Terra Pura será seu novo lar.

Oferecemos um verso em despedida.

O Bodhisatva Avalokiteśvara e Mahāsthāmaprāpta serão seus amigos mais 

experientes. Eles se juntarão a você e certamente poderá nascer na morada dos 

Budas”.

○ イタリア語

Requiem (Orazione funebre per guidare i cari defunti in giovane età)

Anche se la loro fragranza persiste, i fi ori si sono dispersi.

Nessuno in questo mondo rimane immutato.

Tutti attraverseremo le profonde montagne dell’impermanenza,

senza inseguire sogni superfi ciali né illudendoci.

Anche se non avete ancora coltivato una fede profonda o compiuto buone 

azioni in questa vita, il cammino verso la Terra Pura Occidentale di Amida Buddha 

vi sarà aperto attraverso le preghiere di trasferimento dei meriti (il Ekō) dei vostri 

cari.

Siamo qui riuniti per [ nome ], a cui è stato dato il nome buddista postumo 
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compassionate parent, and the bodhisattvas Kannon (Avalokiteshvara) and Seishi 

(Mahasthamaprapta) will be your friends. Go now! The Buddha welcomes you to 

the Pure Land, your eternal home.

The Visualization Sutra says, “You will be born into the Pure Land, where 

Kannon and Seishi shall be your good friends.”

○ ポルトガル語

Encaminhar para a Terra Pura（少年少女）
究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

Embora a fragrância da fl or permaneça, em algum momento suas pétalas cairão.

Nada neste mundo permanecerá imutável.

Hoje, ultrapassamos o cerne da existência física.

Não perseguiremos sonhos superficiais, nem ficaremos extasiados, ao 

contrário alcançaremos um estado de perfeita paz.

Devido ao curto tempo (de vida), não lhe foi possível aprender e praticar os 

ensinamentos do Buda. Mas, através dos méritos destas orações te encaminhamos 

para a Terra Pura.

(nome) lhe atribuímos o nome búdico de: (kaimyō). Sabemos que é muito 

difícil, mas você conseguiu nascer como um ser humano. Infelizmente nos deixará 

com apenas ( )   anos. 

A cerejeira fl oresce na primavera, a fl or de lótus no verão e o crisântemo no 

outono. Apesar de sua beleza suas pétalas sempre caem e com o tempo não 

percebemos nem um sinal de sua magnitude. Como é entristecedor!

Neste momento, você tem a possibilidade em ouvir os ensinamentos do 

Buda. 
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引導（少年・少女）p70
○ 英語

Indō (Funerary Verse) for a Child

究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

Although their fragrance lingers, the blossoms have scattered.

No one in this world remains unchanged.

We will all cross the deep mountains of impermanence,

neither pursuing shallow dreams

Nor being deluded.

Even though you may not yet have cultivated deep faith nor performed 

many good deeds in this life, the path to the Western Pure Land of Amida Buddha 

will be open to you through the merit-transferring (ekō) prayers of your loved ones. 

Here we have gathered for [name 俗名] , who has been given the posthumous 

Buddhist title [posthumous name 戒名]. Though he/she was fortunate to be born in 

this world as a human being, he/she has left us at the tender age of XX. Our 

sadness is beyond words. In spring, cherry blossoms; in summer, lotuses; and in 

autumn, chrysanthemums, no matter how beautiful a fl ower may be, they all scatter 

and disappear quickly. It is truly tragic. However, we have the Buddha-Dharma, 

which is diffi cult to encounter and hear.

You may not know it but Amida Buddha’s essential vow states: 

“After I have attained Buddhahood, should any of the sentient beings in the 

ten directions, who aspire in all sincerity and faith wishing to be born in my land, 

recite my name even ten times and not be born there, then may I not attain perfect 

enlightenment.”

[Name], you shall be raised by Amida Buddha, who will be your 
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servito offerendogli Nenbutsu, fiori, tè e dolci per tutti questi anni, di guidarvi 

sempre.

Ora ci riuniamo per accompagnarvi alla vostra nascita nella Terra Pura 

recitando il verso.

“Le gocce di rugiada, qui, là e ovunque, evaporano,

Ma insieme i nostri spiriti si incontreranno sul piedistallo del loto”.

○ 中国語

《引导・寺庭妇人》

究竟大乘淨土門　諸行往生稱名勝

我閣萬行選佛名　往生淨土見尊體

兹有本寺之寺庭妇人，俗名（某某），以其自身，显示无常迅速，会者定

离之理。以行年〇岁，尽其娑婆之报命。
夫人自嫁至本寺以来〇年，辅佐住持执事法要，又兼掌理寺务。其为人

温厚笃实，不负檀越信徒之众望。⋯⋯（介绍生前业绩。）

其法名号〇〇〇〇〇〇，维时〇年〇月〇日，归去西方乐土，有四十八
愿法王之瑞相。其第十八愿曰：设我得佛，十方众生，至心信乐，欲生我国，乃

至十念，若不生者，不取正觉。此方发遣，彼土来迎，既约已定，又何疑焉？

夫人在本尊之前，朝夕献花，供奉茶果。于今唯愿本尊来迎引接。在此

谨诵一句，送夫人往诣乐邦：

身如朝露，彼此俱灭。其心不二，在于花台。
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○ イタリア語

Requiem (Orazione funebre per guidare la consorte der sacerdote)

究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

Ed ora questa donna incarna parole di verità come “Tutto cambia 

rapidamente” e “Chi si incontra deve separarsi”. La signora [ nome ] ha concluso la sua 

vita in questo mondo all’ [ età ] e le è stato dato il nome buddista [ kaimyō ].

Nel [ anno di matrimonio ], la signora [ nome ] ha sposato il Rev. [ nome ], 

l’ex / attuale ministro residente di [ nome del tempio ] e ha servito questo tempio 

dal [ anno ]. Che si trattasse di un evento speciale o del servizio quotidiano al 

tempio, ha sempre sostenuto questo luogo e i suoi membri. La sua personalità 

gentile e sincera ha suscitato la fi ducia e l’amore di tutti coloro che la circondavano.

(Descrizione dei suoi successi / i episodi)

Al [ giorno di decesso ], la signora [ nome ] è entrata in uno stato di 

beatitudine. Questo è un segno di buon auspicio: Amida Buddha, che ha adempiuto 

ai quarantotto voti, la sta aspettando nella Terra Pura del Paradiso Occidentale.

Nel diciottesimo voto si legge:

“Dopo che avrò raggiunto la Buddità, se qualcuno degli esseri senzienti 

nelle dieci direzioni, che aspira in tutta sincerità e fede a nascere nella mia terra, 

dovesse recitare il mio nome anche solo dieci volte e non nascere lì, allora non 

potrò ottenere la perfetta illuminazione”.

Shakyamuni Buddha vi manda da questa sponda e Amida Buddha vi 

accoglie dall’altra, quindi chi potrebbe dubitare di questo?

Chiediamo sinceramente al Buddha Amida di questo tempio, che avete 
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Neste mundo nada é inerte, tudo está em transformação. Sāo nestas 

mudanças que nos deparamos com a grande verdade ensinada pelo Buda, “Aqueles 

que se encontram um dia se separam”.

A  Senhora (nome) com (idade) anos deixará este mundo.

Há (  ) anos contraiu matrimônio com o ex / atual monge residente do 

templo (nome). Desde então empenhou-se na manutenção do mesmo, 

principalmente na realização das atividades realizadas. Sempre teve uma 

personalidade gentil e sincera, o que a permitiu conquistar a confiança dos 

membros da comunidade. 

(Mencionar sua(s) conquista(s) ou episódio(s))

Neste momento de partida para a Terra Pura lhe atribuímos o nome búdico 

de ( kaimyō ) 

O Buda Amida cumpriu seus 48 votos e construiu a Terra Pura, onde te 

acolherá. Entre estes votos, no 18º consta: “Se eu não acolher todos os seres 

sencientes das dez direções do cosmos, que desejarem de todo o coração nascer na 

minha Terra Pura, ao praticarem o Nenbutsu por até dez vezes, não tiverem 

sucesso, que eu não entre no estado de perfeita iluminação”.

O Buda Shakyamuni está lhe encaminhando a partir deste mundo e o Buda 

Amida te acompanhará para recebê-la na Terra Pura. Não tenha dúvidas sobre isso.

Rogamos ao Buda Amida que acolha a Senhora (nome), pois em seu 

cotidiano sempre praticou o Nenbutsu e lhe dedicou várias oferendas como   fl ores 

e chá.

Neste momento de partida, oferecemos um verso de despedida.

A nossa vida é como o orvalho que desaparece. Quando partirmos, 

nasceremos na mesma fl or de lotus da Terra Pura.
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the age of [years] and has been given the Buddhist name [kaimyō].

In [married year], Mrs. [name] married Rev. [minister's name], our former 

resident minister/our resident minister of [temple name] and served this temple 

since [year]. Whether for a special event or daily temple duties, she always 

supported the temple and the members. Her gentle and sincere personality has been 

trusted and loved by all around her.

[Mention her achievements or episodes]

On [date of passing], Mrs. [name] entered a blissful state. This was an 

auspicious sign that Amida Buddha, who fulfi lled his forty-eight vows, welcomed 

her to the Pure Land of the Western Paradise. In the eighteenth vow, it states: “After 

I have attained Buddhahood, should any of the sentient beings in the ten directions, 

who aspire in all sincerity and faith wishing to be born in my land, recite my name 

even ten times and not be born there, then may I not attain perfect enlightenment.” 

Shakyamuni Buddha sends you off from this shore and Amida Buddha welcomes 

you from the other shore, so who would doubt this?

We sincerely ask the Amida Buddha of this temple, who you have served 

and offered nenbutsu, flowers, tea, and sweets to all these years, to guide you 

always. Now we gather to send you off to your birth in the Pure Land by reciting 

the verse:

Dew drops here, there, and everywhere, they evaporate, 

Yet together our spirits will meet on the lotus pedestal.

○ ポルトガル語

 Encaminhar para a Terra Pura　（寺庭婦人）
究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体
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Con grande riconoscenza per i suoi insegnamenti e la sua amicizia di lungo 

corso, le dedichiamo sinceramente questi versi:

“Che tutti noi possiamo raggiungere la Terra Pura di Amida Buddha e 

tornare in questo mondo per aiutare a salvare gli esseri umani e celesti”.

○ 中国語

《香语・前住持、住持》

究竟大乘淨土門　諸行往生稱名勝

我閣萬行選佛名　往生淨土見尊體

夫以法不能自弘，俟人而兴隆；人不能自进，随法以开悟。

兹迁化于西方净土者，为本寺第〇世〇莲社〇誉上人〇〇和尚。
〇誉上人就总本山知恩院（大本山增上寺）〇誉大僧正相承传宗传戒后，

晋董此寺为住持。以来〇年，⋯⋯（介绍生前业绩。）
近日，上人虽四大不调，仍训导后进不怠，尽力掌理寺门。然于〇月〇日，

以世寿〇岁，往生净土，遂其素怀。
而今，上人应于金莲台上与先师上人再会。

我等深谢上人教导与道交，于灵前谨诵一句：

誓到弥陀安养界，还来秽国度人天。

引導（寺庭婦人）p69
○ 英語

 Indō (Funerary Verse) for the Wife of the Resident Minister

究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

Here you embody the words of truth such as “Everything changes rapidly” 

and “Those who meet must part.” Mrs. [name] completed her life in this world at 
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Terra Pura.

Ofereço-lhe um verso em agradecimento.

“Eu prometo alcançar a Terra Pura do Buda Amida e depois retornar a 

este mundo para ajudar e encaminhar todos os seres”.

○ イタリア語

Versi funebri dedicati al sacerdote residente (Kōgo)

究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

Il Dharma non si diffonde da solo, ma fi orisce attraverso le persone e i loro 

sforzi. Allo stesso tempo, le persone non possono raggiungere l’illuminazione da 

sole, ma unicamente attraverso il Dharma.

Qui abbiamo il defunto reverendo [ nome ], che è andato nella Terra Pura 

Occidentale di Amida Buddha. Era il [ …. ] sacerdote residente della [ …. ] 

Missione Jōdo. Il suo nome e i suoi titoli buddisti sono [ il renjagō e il kaimyō ].

Il defunto reverendo [ nome ] ha ricevuto i precetti e gli insegnamenti Jōdo 

Shū, trasmessi dall’abate capo [ nome ] del [ Grande Tempio Principale di Cion-in / 

Tempio del Capo di Zōjo-ji ]. Ha servito come sacerdote residente presso la 

Missione Jōdo di [ …. ] dal [ anno ].

(Descrizione dei suoi successi / i episodi)

In vita, non ha mai smesso di impegnarsi nell’insegnamento, nella guida dei 

membri e nella gestione del tempio, e nel suo ultimo giorno ha raggiunto l’Ōjō, la 

nascita nella Terra Pura, all’età di …. anni. Reverendo [ nome ], lei ha raggiunto la 

grande riunione con i suoi cari sul piedistallo di loto d’oro.     
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With great appreciation for your teaching and friendship, we sincerely dedicate this 

fi nal verse to you:

“May we all reach Amida Buddha’s Pure Land and return to this world to 

help save all human and heavenly beings.”

○ ポルトガル語

Palavras em Oferenda de Incenso – Monge（香語）
究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

Os ensinamentos do Buda não se propagam sozinhos, mas sim através das 

pessoas. A Iluminação não se alcança apenas através do próprio esforço, mas 

quando seguimos o ensinamento do Buda, o Dharma.

Aqui temos o Reverendo (Nome) que partiu em direção Terra Pura do Buda 

Amida.

Ele (a) foi o (a) (numeral, cargo: missionário, monge residente, bispo) do 

templo (Nome).  Seu nome budico é: (nome búdico).

O reverendo (nome) recebeu os ensinamentos e preceitos da Escola Budista 

da Terra Pura do Patriarca (nome), no Templo Matriz Chion-In, em Kyoto / do 

Abade (nome)  no Templo Zōjōji, em Tokyo) e há (número) anos atrás foi nomeado 

(numeral, cargo: missionário, monge residente, bispo) desta comunidade.

(Menção sobre seu currículo / episódios).

Nos últimos tempos, mesmo enfrentando limitações físicas (a citação varia 

de acordo com o tipo da morte), e sempre empenhou-se com afinco nas orações 

diárias, na transmissão dos ensinamentos e na manutenção deste templo. Aos 

(número) anos partiu para a Terra Pura do Buda Amida. Agora, se reunirá aos 

monges antecessores do Templo: (nome) no pedestal da Flor de Lótus de ouro da 
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之法号。

而来，汝日夜口称佛名，思念摄取不舍之光明，心念西方净土，唯盼阿

弥陀佛来迎引接。实乃人中之白莲华！

然而，生者必灭之法无人得免，〇月〇日，世寿〇岁而逝，乘阿弥陀佛
大悲誓愿之法船，往生极乐净土。

香語　p66
○ 英語

Kōgo (Funerary Verse for a Resident Minister)

究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

The Dharma, the Buddhist teaching, does not spread by itself but fl ourishes 

through people and their efforts. At the same time, people cannot become 

enlightened by themselves but only through the Dharma.

Here we have the late Reverend [name], who has gone to the Western Pure 

Land of Amida Buddha. He/She was the [XXth] resident minister of the [temple 

name] Jodo Mission. His/Her Buddhist name and titles are [renjagō and kaimyō].

The late Reverend [name] received the precepts and Jodo Shu teachings, 

transmitted by the Chief Abbot [name] of [Chion-in Grand Head Temple/Zōjō-ji 

Head Temple] and served as the resident minister at [temple name] Jodo Mission 

since [year].

(Description on his/her achievements/episodes)

In life, Reverend [name] never stopped his/her efforts to teach the Dharma, 

lead the members, and run the temple, and on his/her last day, he/she attained ōjō, 

birth in the Pure Land, at the age of XX. Reverend [name], you have achieved the 

great reunion with your beloved ones on the golden lotus pedestal in the Pure Land. 



＊ 112

研究成果報告

Você é uma pessoa venerável, é como uma fl or de lótus branca dentre os 

seres humanos. No entanto, ninguém escapa da Lei da Impermanência.

No dia / mês, você concluiu mais um ciclo de __ anos. E, ao embarcar no 

navio da compaixão do Buda Amida, você será levado para a outra margen para 

nascer da Terra Pura.

○ イタリア語

Requiem (Orazione funebre, il Ritiro della Quintuplo Trasmissione)

La signora / il signor …. hai avuto una profonda fede nel Dharma sublime e 

hai preso rifugio nell’Insegnamento della Terra Pura in vita. Tu sei stato anche 

insignito del nome di Dharma …. hai  compreso il signifi cato più profondo degli 

insegnamenti e bene appreso nell’antica tradizione della legge buddista, come 

riconoscimento per aver ricevuto l’essenza dell’insegnamento del Nenbutsu nel 

rituale della Quintuplo Trasmissione. Poi hai recitato il Nome di Amida Buddha 

con una mente che desidera la Luce che abbraccia tutti e non abbandona mai coloro 

che recitano il Nenbutsu. Nel tuo cuore Tu sei consapevole della Terra Pura e 

attendi il benvenuto di Amida. Quindi sei una persona molto venerabile che è 

candido come un fi ore di loto bianco. Tuttavia, nessuno può sfuggire alla Legge 

dell’Impermanenza. Il [ mese / giorno ] hai concluso la tua vita di …. anni e, 

imbarcandoti sulla nave della compassione di Amida, sei stato portato sulla riva per 

passare all’altro mondo e rinascere nella Terra Pura.

○ 中国語

《引导・五重》

汝某某（俗名），生前深信难信之法，归命往生净土之教。又列座本寺五

重之会，受传念佛之奥义，纳口传于耳底，留血脉于白骨。以此，获授〇誉〇〇
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引導（五重）p46，47
○ 英語

Indō (Funerary Verse) for Gojūsōden

[Name of departed one], you had deep faith in the sublime Dharma and 

took refuge in the Pure Land teaching in life. You have also been endowed with the 

Dharma name [posthuous name], in recognition of your receiving the heart of the 

nenbutsu teaching in the ritual of the Fivefold Transmission Retreat. Thereafter you 

recited the Name of Amida Buddha with a mind that looks to the Light that 

embraces all and never forsakes those who recite the nenbutsu. In your heart you 

are mindful of the Pure Land and await Amida’s welcome. You are therefore a most 

venerable person who is like a white lotus fl ower. Nevertheless, no one can escape 

the Law of Impermanence.

On [month, day], you concluded your life of [age] years, and boarding the 

ship of Amida’s great compassion, you were carried to the shore of the Pure Land. 

There to be born.

○ ポルトガル語

Encaminhar para a Terra Pura （Gojū）
(nome) , você teve uma profunda fé no sublime Dharma e se refugiou no 

Ensino da Terra Pura, também foi agraciado com o nome búdico de _____ em 

reconhecimento por ter recebido os ensinamentos do Nenbutsu na cerimônia de 

Transmissão do Ensinamento do Cinco Pergaminhos.

Em seguida, seus lábios recitaram o nome do Buda Amida, desejando ser 

abraçado por sua Luz. Ele  não abandona aqueles que praticam o nenbutsu. 

Consciente, de que o Buda Amida virá para te acolher e levá-lo à Terra 

Pura. 
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Crediamo che Buddha Sakyamuni ci incoraggi ad uscire da questo mondo 

angoscioso e che Amida Buddha verrà ad accoglierci nella Terra Pura. Buddha 

Sakyamuni ci manda da questo mondo e Amida Buddha ci chiama dalla Terra pura. 

Come possiamo rimanere qui, rifi utando di nascere nella Terra Pura?

Ora, per la tua partenza, ti offro questa poesia come regalo d’addio:

« Anche se il tuo corpo sarà lasciato lontano, la tua mente sarà la stessa 

nella Terra Pura di Amida! »

○ 中国語

《引导・一般③》

究竟大乘淨土門　諸行往生稱名勝

我閣萬行選佛名　往生淨土見尊體

夫诸行无常，是生灭法，生灭灭已，寂灭为乐。世尊于沙罗林中显示涅

槃寂静之态，先德消灭于晨露之中，呈现生者必灭之理。何况我等末法浊世之凡

夫，如何免得爱别离苦、会者定离之习？

新华台○○○（法名），谛听谛听，善思念之。汝，生于经多生曠劫而难

生之人界，际遇历无量亿劫而难遇之佛法。此番离生死之道，无过于念佛一行。

为往生佛国，只须乘弥陀本愿之船，渡过生死之海，到达极乐之岸而已。阿弥陀

佛早已怜悯末代众生，发四十八大愿。其第十八愿曰：

“设我得佛，十方众生，至心信乐，欲生我国，乃至十念，若不生者，

不取正觉。”

阿弥陀佛成佛已来，今已十劫，今现在说法。当知本誓重愿不虚，众生

正念，必得往生。仰惟则释迦牟尼在此方拨遣，阿弥陀佛自彼国来迎。彼唤此遣，

岂不往生？

如今，你将往生净土，我谨以一句为你送别：

汝身虽在千里之外，其心不二弥陀净土。
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我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

Tutti i fenomeni condizionati sono impermanenti. Tutto nasce e cessa. 

Questa è la legge della vita. Liberarsi dai desideri di questa realtà sarebbe vera 

beatitudine.

Buddha Shakyamuni entrò nel Nirvana nel bosco di sāla, in modo da 

mostrare lo stato di emancipazione da questo mondo condizionato. Anche i maestri 

precedenti sono scomparsi come gocce di rugiada per insegnare che tutte le vite 

sono mortali. Ancor di più, è impossibile per noi, esseri senzienti che vivono nel 

periodo del declino del Dharma (il mondo contaminato), evitare la realtà di soffrire 

per la separazione dai propri cari.

La signora e il signor …. ora vi conferisco il nome di Dharma …. Stai 

nascendo in un loto. Ascolta attentamente e rifletti profondamente. Nel tempo 

presente, nessuna via è superiore alla recitazione del Nembutsu per allontanarsi dai 

mondi illusori del samsara. Solo il voto di Amida Buddha può portarci alla riva 

della Terra Pura oltre l’oceano illusorio del samsara. In previsione della nostra 

situazione, Amida Buddha ha misericordiosamente stabilito i grandi quarantotto 

voti. In diciottesimo voto dice:

“Se, quando otterrò l’illuminazione, tutti gli esseri senzienti nelle dieci 

direzioni che hanno fede con cuore sincero e che desiderano nascere nel mio regno 

non vi nasceranno entro soli dieci istanti dal momento in cui sono completamente 

consapevole di me, allora non realizzerò l’illuminazione”.

Sono già passati dieci eoni, da quando Amida Buddha ha raggiunto 

l’illuminazione fi no ad oggi. (Secondo il Maestro Shan-tao), quindi, Amida Buddha 

insegna attualmente nella Terra Pura. È necessario comprendere che il suo voto 

essenziale non è stato fatto invano. Se noi esseri senzienti recitiamo il suo nome, 

otterremo con certezza la nascita nella Terra Pura.
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nascer como ser humano e assim encontrou os ensinamentos do Buda.

Quando desejamos nos afastar dos mundos ilusórios do samsara, devemos 

nos lembrar que em momento algum haverá método superior ao da recitação do 

nenbutsu. 

Somente o Voto Original de Buda Amida poderá nos levar para à Terra Pura. 

Prevendo esta situação, Ele assumiu misericordiosamente os Quarenta e 

Oito Votos. 

No décimo oitavo destes votos consta: “Se, quando eu alcançar a 

iluminação, os seres sencientes das dez direções do cosmos, que sincera e 

alegremente entoar meu nome,  ainda que dez vezes, desejando nascer na minha 

Terra Pura, não tiveram sucesso,  que eu não alcance o estado pleno de Buda.”

Já se passou muito tempo desde que o Buda Amida alcançou a iluminação. 

O Mestre Shandao nos ensinou que o Buda Amida atualmente prega seus 

ensinamentos na Terra Pura. Seu Voto Original não foi feito em vão. Se nós seres 

sencientes recitarmos seu nome, com certeza alcançaremos, o nascimento na Terra 

Pura.

Acreditamos que Buda Shakyamuni nos incentiva abandonar este mundo de 

ilusões e ao mesmo tempo em que o Buda Amida nos chama para a sua Terra Pura.

Como podemos permanecer aqui recusando estes incentivos?

Agora te ofereço um poema de despedida:

Nossos corpos, são efêmeros como o orvalho.  Desaparecerão. Talvez aqui, 

talvez ali, mas nossas mentes estarão no mesmo pedestal da fl or.

○ イタリア語

Requiem (Orazione funebre) ③
究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝
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Buddha Shakyamuni encouraged us to free ourselves from this world of 

anguish and Amida Buddha will come to welcome us into the Pure Land. Hither 

Buddha Shakyamuni sends us and thither Amida Buddha calls us. How can we 

remain here, refusing to be born in the Pure Land?

Now, for your departure, I offer this poem as a farewell gift:

Our bodies, ephemeral like the dew will disappear. Perhaps here, perhaps 

there. But our hearts and minds will be in the Pure Land together.

○ ポルトガル語

Encaminhar para a Terra Pura ③
究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

Neste mundo tudo é impermanente.

Tudo que surge, acaba. 

A libertação plena é alcançada com a extinção do sofrimento. 

Para nos mostrar, O Buda Shakyamuni alcançou o estado de Nirvana na 

fl oresta de Sāla.

Os mestres do passado nos ensinaram, tudo que nasce um dia morre, 

desaparecendo como a gota de orvalho. 

Neste período, do declínio do Dharma no qual vivemos, temos que conviver 

com a realidade, como: nos separar dos entes queridos, ou das pessoas com as quais 

convivemos.

Neste momento, quando (  Sr./Sra) está prestes a nascer numa fl or de lótus, e 

eu te  concedo o nome búdico de (              ). Ouça com atenção e pondere bem 

sobre isso. 

Sr./Sra. passou por varios renascimentos, e apesar de ser difícil, conseguiu 
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引導（一般③）p52
○ 英語

Indō (Funerary Verse Leading the Departed Loved One to the Pure Land) ③
究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

All conditioned things are impermanent. Everything arises and ceases. The 

ultimate stillness of the law of creation and destruction is itself true bliss. The 

Buddha Shakyamuni entered Nirvana in the sala woods to show the state of 

emancipation from this conditioned world. Even previous masters disappeared like 

dewdrops in order to teach that all lives are mortal. It is impossible for us sentient 

beings living in the period of the decline of the Dharma (this world of defi lement), 

to avoid the suffering of separation from our loved ones.

[Name of departed], I now endow you with the Dharma name [posthumous 

name]. You are being born in a lotus. Listen carefully, and ponder this well. In this 

present time, no way is superior to the recitation of nenbutsu for departing from the 

delusive worlds of reincarnation. Only the vow of Amida Buddha can bring us to 

the shore of the Pure Land beyond the delusive ocean of transmigration. In 

anticipation of our situation, Amida Buddha compassionately made forty-eight 

great vows. The eighteenth vow says:

“If, when I attain buddhahood, all sentient beings in the ten directions who 

hold faith with genuine hearts and who wish to be born in my land are not born 

there by calling my Name even ten times, I will not realize enlightenment.”  Ten 

eons have passed since Amida Buddha achieved enlightenment. [Master Shandao 

explained,*] therefore, Amida Buddha presently teaches in the Pure Land so it 

should be known that his essential vow was not made in vain. If we sentient beings 

recite his Name, we will with certainty attain birth in the Pure Land.
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Com’è possibile rimanere qui, rifi utando di nascere nella Terra Pura?

Ora, all’avvicinarsi della tua partenza verso la Terra Pura, ti dono una poesia 

di commiato:

“Il tempo della vita è come la goccia di rugiada del mattino. Prima o poi, i 

giorni della vita mortale fi niscono. Eppure, nel nostro cuore desideriamo nascere 

nella Terra Pura per posarci su quel calice di loto (nelumbo)”.

○ 中国語

《引导・一般　②》

究竟大乘淨土門　諸行往生稱名勝

我閣萬行選佛名　往生淨土見尊體

夫惟人世不定，如梦如幻，一旦无常之风吹起，又有谁能阻止？生者必

有灭，这是无疑的真理；相逢必别离，这是难免的结局。

兹有新莲华生，俗名（某某），法号（某某）。谛听谛听，善思念之。此

次寻道脱离生死，无过于念佛一行。因此宗祖法然上人有云：“十方世界净土虽多，

唯愿往生西方极乐净土，只因能生十恶五逆的众生之故。诸佛之中只皈依阿弥陀

佛，因为只要念三五遍佛，他便亲自来迎引接我们。诸行之中只用念佛，因为念

佛就是阿弥陀佛的本愿。现在乘弥陀本愿，往生净土，凡有所愿，无有不成。”

其本愿有云：设我得佛，十方众生，至心信乐，欲生我国，乃至十念，

若不生者，不取正觉。

高祖善导大师解释此文说：“设我得佛，十方众生，至心信乐，欲生我国，

乃至十念，若不生者，不取正觉。”阿弥陀佛现今在世成佛，当知本誓重愿不虚，

众生正念，必得往生。

仰而思之，释迦牟尼在此拨遣，阿弥陀佛自彼来迎。彼唤此遣，岂不往生？

现在，你将往生净土，我谨以一句为你送别：

身如朝露，彼此俱灭。其心不二，在于花台。
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nome anche solo un poco, come tre o cinque volte. 

Scegliamo la pratica del nembutsu. Perché il nembutsu conferma il voto 

essenziale del Buddha Amida.

Adesso, possiamo nascere nella Terra Pura attraverso il nembutsu. Facendo 

affidamento sul voto essenziale, colui che desideri la nascita nella Terra Pura, 

sicuramente compie un atto certo”.

Il Buddha Amida disse nel voto essenziale: 

“Dopo che avrò raggiunto il nirvana (sarò svegliato) (Buddhità), tutti gli 

esseri viventi (gli esseri viventi nelle dieci direzioni) che aspirano in tutta sincerità 

e desiderano con fede nascere nella mia terra pura, recitino il nome del Buddha 

anche dieci volte. Se io non fossi nato lì, allora non si potrebbe raggiungere 

l’illuminazione perfetta.”

Il Maestro Shan-tao ha interpretato il voto essenziale così: 

“Quando io [ Amida Buddha ] raggiungerò la Buddità (il nirvana), tutti gli 

esseri senzienti (nelle dieci direzioni) che invocano il mio nome almeno dieci volte 

nasceranno nella Terra Pura. Se essi non nascono nella Terra Pura, io non avevo 

assolutamente realizzato l’illuminazione”.

Effettivamente, Amida Buddha realizzò la Buddità (il nirvana) e 

attualmente risiede nella sua Terra Pura. 

Sappiate che il suo voto essenziale non è stato fatto invano. Se gli esseri 

senzienti reciteranno il suo nome (namu-amida-butsu), nasceranno nella Terra Pura 

con certezza assoluta.”

Ecco, rifl ettiamo sul fatto che Buddha Sakyamuni ci indica la via da questo 

mondo angoscioso verso la Terra Pura, mentre Amida Buddha ci accoglie nella 

Terra Pura. 

Tra questo mondo e l’altro mondo, il primo ci guida, il secondo ci invita. 
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Para a sua partida ofereço um poema em despedida.

A nossa vida é como o orvalho que desaparece. Quando partirmos, 

nasceremos na mesma fl or de lotus da Terra Pura.

○ イタリア語

Requiem (Un’orazione funebre) ②
究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

Ora, la transitorietà di vivere è proprio come il tempo in un sogno o in una 

illusione.

Una volta che soffia il vento dell’impermanenza, nessuno può fermare il 

corso del tempo.

Che tutti gli esseri viventi siano mortali, è una ragione innegabile. Che le 

persone che si incontrano debbano separarsi, è una realtà inevitabile.

C’è una nuova vita che nasce in un loto d’altro mondo. Il suo nome secolare 

era Signor / Signora..., ora ti conferisco un nome Dharma, …... Ascolta attentamente 

questo nome. Imprimilo nella tua mente e non dimenticarlo. 

La via per allontanarsi dal mondo illusorio delle reincarnazioni (il samsara), 

è soltanto una, la pratica del nembutsu.

Ecco perché il nostro fondatore maestro Hōnen insegna: 

“Ci sono numerose terre pure nelle dieci direzioni, eppure desideriamo 

nascere specifi camente in una Terra Pura, quella occidentale del Buddha Amida. 

Poiché lui si offrì, anche se uno commette le dieci trasgressioni o le cinque gravi, 

può nascere lì”.

Possiamo giungere soltanto al Buddha Amida tra tutti i Buddha. Perché lui 

accoglie personalmente nella Terra Pura i devoti del nembutsu che recitano il suo 
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(Nome), você que está prestes a nascer sobre a fl or de lótus da Terra Pura, 

lhe atribuo o nome búdico: (hōmyō).

Ouça com bastante atenção :

No mundo em que vivemos, a recitação do Nenbutsu é o único caminho 

para nos livrarmos dos mundos ilusórios do Samsara.

O Mestre Hōnen, fundador da Escola da Terra Pura ensinou que:

“Nas dez direções do cosmos existem inúmeras Terras Puras. Escolhemos 

nascer na Terra Pura do Buda Amida que está na face oeste. Dentre os vários 

Budas, o escolhemos e chamamos pelo seu nome três, ou cinco vezes, pois é assim 

que ele acolhe os que entoam o Nenbutsu. Entre as várias práticas ascéticas 

escolhemos a do Nenbutsu, porque é parte do Voto original realizado.

Neste voto, Buda Amida se compromete: “Assumo este voto para alcançar 

o estado de Buda. Se eu não acolher todos os seres sencientes das dez direções do 

cosmos, que desejarem de todo o coração nascer na minha Terra Pura, ao 

praticarem o Nenbutsu por até dez vezes, que eu não entre no estado de perfeita 

Iluminação”.

O Mestre Shandao interpretou este voto da seguinte forma: “Faço o voto 

para alcançar o estado de Buda e se eu não acolher todos os seres sencientes das 

dez direções do cosmos que entoam meu nome por até dez vezes, em minha Terra 

Pura, que eu não alcance o estado de perfeita iluminação”.

Tenha em mente que o Buda Amida já está num estado de perfeita 

iluminação na sua Terra Pura, e o seu voto não é vão, portanto todos que entoarem 

o seu nome certamente nascerão na Terra Pura.

Neste mundo de sofrimento, acreditamos que o Buda Shakyamuni nos 

encaminha e o Buda Amida vem nos buscar para a sua Terra Pura. O Buda Amida 

nos chama, portanto vá.
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upon the essential vow, then birth in the Pure Land is defi nitely assured.”

According to this essential vow, Amida promised, “If, when I attain 

buddhahood, all sentient beings in the ten directions who hold faith with genuine 

hearts and who wish to be born in my buddha land are not born there within just 

ten moments of being mindful of me, I will not realize enlightenment.” Master 

Shandao interpreted this to mean, “If, when I [Amida Buddha] attain buddhahood, 

all sentient beings in the ten directions who call out my name at least ten times are 

not born in the Pure Land, I will not realize enlightenment.” Amida Buddha did, 

indeed, realize buddhahood and presently resides in the Pure Land. Know that the 

essential vow was not made in vain. If sentient beings recite his Name, they will, 

with certainty, attain birth in the Pure Land.”

We know that Shakyamuni Buddha encouraged us to free ourselves from 

this world of suffering and Amida Buddha will welcome us into the Pure Land.  

Thus Buddha Sakyamuni now sends you off as Amida Buddha receives you in the 

Pure Land. For your departure, I offer this poem as a farewell gift: 

Our bodies, ephemeral like the dew, will disappear. Perhaps here, perhaps 

there. But our minds will be on the same fl ower pedestal.

○ ポルトガル語

Encaminhar para a Terra Pura ②
究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

Ao fazermos uma refl exão sobre a vida, notamos que ela é imprescindível, 

como um sonho, é uma ilusão. O vento da impermanência sopra e ninguém pode 

detê-lo. Todos os que vivem, um dia perecerão. Todos que se encontram, um dia se 

separam. É a realidade da qual ninguém pode fugir.
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信往生而称念，除此之外，别无他事。”释迦牟尼劝人们念佛，指示往生净土的

道路。阿弥陀佛在极乐迎接，劝人们称他的名。现在，我遵从二尊的教诲，广开

净土之门。

（法名），你将往生净土，我谨以一句为你送别：

月照八方无不至，唯宿仰望人心中。

引導（一般②）p51
○ 英語

Indō (Funerary Verse Leading the Departed Loved One to the Pure Land) ②
究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

The transientness of our life is like a mirage. Once the wind of 

impermanence blows, no one can stop it. An absolute truth is that living things 

must die. An inevitable reality is that those who meet must part.

Here is a new life to be born in a lotus. [Name of departed], now I endow 

you with the Dharma name [posthumous name]. Listen carefully and ponder this 

well.  There is no way superior to the recitation of the nenbutsu for departing from 

the delusive realms of reincarnation. Therefore our founder Hōnen Shōnin taught 

us, “There are numerous pure buddha lands in the ten directions, but we desire to 

be born specifi cally in the Western Pure Land of Amida Buddha because even those 

who commit the ten transgressions or the five grave offenses can be born there.  

Among all buddhas, we rely exclusively upon Amida Buddha because Amida will 

personally welcome nenbutsu devotees who recite Namu Amida Butsu a mere three 

or fi ve times into the Pure Land. We choose the practice of nenbutsu over all other 

practices because the nenbutsu is in accordance with the essential vow of Amida 

Buddha. Now, if we desire birth in the Pure Land through the nenbutsu by relying 
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esistono altre ragioni e gli altri mezzi sono futili”.

Il Buddha Shakyamuni ci incoraggia a recitare il Nenbutsu e ci indica la 

vita da seguire per raggiungere la Terra Pura. E Amida Buddha ascolta le voci che 

invocano il suo nome per accoglie le persone dalla Terra Pura. Adesso, la Porta per 

la Terra Pura è ampiamente aperta, se verranno seguiti gli insegnamenti dei Due 

Onorati.

…….  All’avvicinarsi della tua partenza verso la Terra Pura, ti dono una 

poesia di commiato:

“Sebbene la luna sia così luminosa, e irradia l’intera superfi cie della terra, 

solo chi la guarda con cuore calmo, verrà rischiarato dall’interno e sarà illuminato”.

○ 中国語

《引导・一般　①》

究竟大乘淨土門　諸行往生稱名勝

我閣萬行選佛名　往生淨土見尊體

鲜花盛开于东升之旭日，又易谢于薄暮之悲风。生命如露水，结于夕夜，

消于晨光。人们不知此理，常思永久之繁荣；人们不悟此道，常盼无尽之生命。

然而，一吹无常之风，永灭有为之露。兹有新莲生，俗名（某某），授法号曰（某

某）。

谛听谛听，善思念之。汝既得难得之人身，又遇难遇之本愿，已发难发

之道心，将赴难赴之净土。阿弥陀如来怜悯末代众生，发四十八誓愿，其誓愿悉

数成就，现在彼国。

其第十八愿有云：设我得佛，十方众生，至心信乐，欲生我国，乃至十念，

若不生者，不取正觉。

如来光明遍照十方世界，摄取念佛众生不舍。

宗祖法然上人有云：“为往生极乐，唯称念‘南无阿弥陀佛’而无疑，坚
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La gente spera nella vita eterna, poiché ignora la fragilità dell’essere umano. 

Al contempo, quando soffi a il vento dell’impermanenza, la vita scompare 

defi nitivamente come se fosse una goccia di rugiada.

Ecco, c’è una nuova vita che nasce in un loto d’altro mondo. Il suo nome 

secolare era Signor / Signora ..., ora ti conferisco un nome Dharma ...

Ascolta attentamente questo nome. Imprimilo nella tua mente e non 

dimenticarlo.

Nonostante sia estremamente diffi cile, tu sei nato come essere umano, hai 

incontrato il voto essenziale e hai risvegliato l’aspirazione alla nascita nella Terra 

Pura. Inoltre, ti sei distaccato dai mondi illusori della trasmigrazione e stai per 

nascere nella Terra Pura.

Poiché Amida Buddha soffre eternamente per gli esseri viventi (il periodo 

del declino del Dharma), stabilì i “quarantotto voti”. Quindi, adempì questi voti e 

attualmente risiede nella Terra Pura.

“Il diciottesimo voto” dice:

“Dopo che avrò raggiunto il nirvana (sarò svegliato) (Buddhità), tutti gli 

esseri viventi (gli esseri viventi nelle dieci direzioni) che aspirano in tutta sincerità 

e desiderano nascere con fede nella mia terra pura, recitino il nome del Buddha 

anche dieci volte. Se io non rinascessi lì, allora non si potrebbe raggiungere 

l’illuminazione perfetta”.

Le luci radianti del Buddha Amida illuminano l’universo intero (le dieci 

direzioni), cosicché tutto possa essere salvato. Il Buddha Amida non abbandonerà 

gli esseri che recitano il suo nome (il Nenbutsu).

Il nostro fondatore maestro Hōnen insegna: 

“Recita il nome del Buddha Amida (il Nenbutsu) per raggiungere la Terra 

Pura, credi in modo fermo e senza alcun dubbio che nascerai nella Terra Pura: non 
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No décimo oitavo voto assumiu: “Se eu não acolher todos os seres 

sencientes das dez direções do cosmos, que desejarem de todo o coração nascer na 

minha Terra Pura, ao praticarem o Nenbutsu por até dez vezes, que eu não entre no 

estado de perfeita iluminação.” 

A luz do Buda Amida ilumina todos os dez lados do cosmos, acolhendo a 

todos e principalmente aqueles que entoam o Nenbutsu.

O mestre Hōnen ensina a única forma de nascermos na Terra Pura, a prática 

do Nenbutsu. Devemos recitar o Namu Amida Butsu acreditando que nasceremos 

na Terra Pura. 

O Buda Shakyamuni nos encoraja a entoar o nenbutsu indicando-nos o 

caminho para a Terra Pura. Do outro lado, a partir da Terra Pura o Buda Amida nos 

convida dizendo: invoque pelo meu nome. Ao atendermos os ensinamentos dos 

dois Budas, o portal da Terra Pura será amplamente aberto.

(nome), nesta caminhada, ofereço-lhe um poema de despedida:

O luar ilumina toda a terra, mas apenas aqueles que a comtemplam 

percebem o brilho e a sua beleza.

○ イタリア語

Requiem (Un’orazione funebre) ①
究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

Ora, anche se il fi orellino sboccia con grazia al mattino, sfi orirà alla brezza 

leggera del crepuscolo. Inoltre, anche le gocce di rugiada della sera scompaiono al 

sole del mattino. 

La gente cerca sempre una vita prospera, poiché ignora la mutevolezza 

dell’essere umano.
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Though the moon so bright lights the world’s expanse, only those who 

earnestly gaze upon it are touched within are embraced by serenity.

○ ポルトガル語

Encaminhar para a Terra Pura ①
究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

As pétalas da bela fl or que fl oresce durante a manhã são espalhadas pela 

brisa da noite, o orvalho da vida que se forma ao entardecer, desaparece com a luz 

do sol da manhã.

Inconsciente sobre a impermanência da vida, o ser humano sempre procura 

prosperar; não tendo conciencia da fragilidade da vida, tendemos a acreditar que a 

vida é eterna.

Quando sopra o vento da impermanência, a gota de orvalho desaparece por 

um longo tempo 

(nome),  você que está prestes a nascer sobre a fl or de lótus, concedo-lhe o 

nome búdico de: (     ).

Ouça com atenção e pondere bem sobre isso. Apesar de ser extremamente 

difícil, você nasceu como um ser humano, aprendeu sobre os caminhos budistas, 

quando encontrou o voto original do Buda Amida e despertou para nascer na Terra 

Pura. 

Você se desapegou dos mundos ilusórios da transmigração e nascerá na 

Terra Pura. 

Neste período da decadência do Dharma, o Buda Amida com sua 

compaixão pelos seres sencientes estabeleceu os quarenta e oito votos. Após 

cumprir todos os votos, passou a residir numa das Terras Puras.
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The petals of the beautiful fl owers that bloom in the morning gently scatter 

in the breeze of nightfall; the dewdrops of the evening disappear in the light of the 

morning sun. Unaware of the impermanence of life, human beings seek to prosper; 

unaware of the frailty of life, humans hope for longevity. However, once the wind 

of impermanence blows, life disappears as if it were a dewdrop.

Here is a new life to be born in a lotus. In this life, we knew you as [name 

of departed one], now I endow you with the Dharma name [posthumous name].  

Listen carefully and ponder this well. You were born a human being, and 

encountered the essential vow to be awakened to the aspiration of birth in the Pure 

Land, despite the extreme diffi culty of this. You have detached yourself from the 

delusive worlds of transmigration and are being born into the Pure Land. With his 

compassion toward sentient beings in this period of the decline of the Dharma, 

Amida Buddha fulfi lled his forty-eight vows and now resides in the Pure Land.

In the eighteenth vow, Amida said, “After I have attained Buddhahood, 

should any of the sentient beings in the ten directions, who aspire in all sincerity 

and faith wishing to be born in my land, recite my name even ten times and not be 

born there, then may I not attain perfect enlightenment.”

Amida’s radiant light universally illuminates the realms in the ten directions, 

embracing all and forsaking none who recite his Name. 

Our founder Hōnen Shōnin taught us that to be born in the Pure Land, we 

need only to call upon Amida Buddha’s Name without doubt. Shakyamuni Buddha 

also encouraged us to call Amida’s Name, showing us the way to the Pure Land. 

And from there, Amida Buddha hears our calling and welcomes us. Now the Gate 

of the Pure Land is wide open according to the teachings of the Two Honored 

Ones.

~~~~~, for your departure, I offer a poem as a farewell gift:
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本研究は、浄土宗発行『浄土宗書式文例集』の引導と表白を英語、ポルト

ガル語、イタリア語と中国語に翻訳した。

ｐ〇〇は『浄土宗書式文例集』のページを表す。

　　　　　　英語訳：石川広宣、市川定敬

ネイティブチェック：原真理、ウィルソン哲雄

　　ポルトガル語訳：田中芳道、稲場ペドロ

ネイティブチェック：稲場ペドロ、田中芳道

　　　イタリア語訳：前田信剛

ネイティブチェック：ミンニチェッリ・エツィオ

　　　　　中国語訳：林雅清

ネイティブチェック：陳駿千

（敬称略）

引導・香語

引導（一般①）p50
○ 英語

Indō (Funerary Verse Leading the Departed Loved One to the Pure Land) ①
究竟大乗浄土門　諸行往生称名勝

我閣万行選仏名　往生浄土見尊体

令和５年度　海外開教区用儀式文例作成　研究成果報告

海外開教区用儀式文例作成
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ついて提言をした。第5章では青壮年層の宗教意識に基づき、広報という視点

を含めながら青壮年層教化の「マネジメント戦略」について論考した。第6章

では全国浄土宗青年会が推進活動として展開した「慈悲つむぎ法要・セミナー」

に関する効果について報告をした。

本研究は社会部からの委託研究であり、一宗が今後の施策を考えるうえで

の基礎的資料という性格も強く、本報告は理念的な内容が多く含まれる。しか

し、各寺院が参考にできる青壮年層教化事例を集め検索できる一覧も公開した

ので、是非多くのご寺院に活用していただき教化にお役立ていただきたい。

今期の研究では、前期に作成した「慈悲つむぎ法要・セミナー」の効果測

定も行った。体験的法要と視聴覚資料を用いた教化資料が広い年齢層に効果的

であることが明らかになり、青壮年層教化にも有効であることが見込まれる。

ただし、アンケートを通じて、セミナー資料への改善点も明らかとなったので、

次期の研究において検討を加え、より広く活用いただけるよう改善する予定で

ある。

最後になるが、浄土宗・寺院の将来を見据えると、一刻も早く教団を挙げ

てこの問題に取り組む必要があるのは明らかである。その際に大切なのは、既

存の檀信徒のみならず、檀信徒以外にどのようにアプローチをしていくかであ

る。檀信徒以外へのアプローチを考える際には、「教化」という言葉を広く捉え、

まずは「浄土宗ファン」を育てることが必要となろう。誰に対してどのように

アプローチをし、どのような成果をもって「教化」が成功したと捉えるか（例

えばメールアドレスの登録者数）など、慎重に見定めておくことも肝要であろ

う。
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４．まとめ

本章では、「慈悲つむぎ法要セミナー　実践マニュアル」を用いての実践報

告として、全浄青による青壮年層檀信徒教化推進事業より寄せられた実施報告

書並びにアンケート結果を報告した。

実施報告書やアンケート結果からは、慈悲つむぎ法要セミナーへの評価は

概ねよかったが、いくつかの課題も見られた。まず全浄青では青壮年層をター

ゲット層としつつも、実際の参加者の多くは高齢者層となっており、青壮年層

へのアプローチの難しさが伺えた。また内容面についても、初学者には難しい

と感じることがあったようである。初学者、特に寺院との関わりをほとんどもっ

てこなかった層への教化を念頭にいれると、専門用語を極力排除し、わかりや

すい表現を心がける必要があるだろう。また慈悲つむぎ法要セミナーを帰敬式

の一歩手前の入門と位置付けていることを考慮すると、より簡単な説明、手短

な説明にとどめるのも一手であるかもしれない。

おわりに
  主務　名和清隆

ここまでにおいて青壮年層教化の可能性について、多方面より検討を加え

てきた。第1章では教化を「直接的教化」と「間接的教化」とに分類し、檀信

徒のみならず、それ以外のターゲットへの教化の可能性について言及をした。

また本研究班で収集した「青壮年層向け教化活動事例リスト」について紹介を

した。

第２章では、他教団で行われている取り組みを分類し、その特徴について

言及をした。第３章では、教団として青壮年層教化に取り組んでいる2つの教

団の事例を紹介した。第4章では、教育機関における青壮年層教化の可能性に
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「教養・文化講座」の順であったのに対し、智慧結び法要アンケートでは「祈

願法要」26票「先祖供養・追善供養」21票「成長儀礼」18票の順となってい

る。智慧結び法要は子どもの成長儀礼、祈願法要であることがアンケートにも

反映されているとも考えられるが、智慧結び法要を受けた世代（あるいは受け

させた親世代）、つまり青壮年層では「先祖供養・追善供養」よりも「祈願法要」

「成長儀礼」への期待感が強いということも言えるだろう。

また試みに本アンケートQ10を年代別に分けると、「先祖供養・追善供養」

の回答が60代以上では92％にのぼるのに対し、50代以下では68％に留まる。

60代以上は「先祖供養・追善供養」を現に行っている世代であることから数

値が高くなっていると思われる。一方50代以下で「先祖供養・追善供養」を

求める声が低くなっていることは、これまでの檀家制度、寺院運営を見直し、

他の活動もしていかなければ、青壮年層の要望に応えることはできないという

ことであろう。これからの寺院のあり方を考えるにあたり、次世代というター

ゲット層を意識して活動していくことは、非常に重要なこととなっていくだろ

う。
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なお自由回答欄には、「改めて浄土宗に触れる良い機会になりました」「今

日は初めて参加させて頂き大変勉強になりました。良い体験をさせていただき

ましてありがとうございました」などの好意的意見が多くあった。また「通常

の法要や法話を基本とし、新しいスタイルの法要もたまに取り入れることは、

檀信徒側にも学びが多く、マンネリにならず心から参加してよかったと思える

内容だった」「今までにない事にふれられて良かった」など、通常とは異なる

法要を評価する声も多数あった。一方、「もう少し若者向けに簡単な説明が欲

しい」など、セミナー内容を難しいと考える声も見られた。

3-3．アンケート分析

平成29年度に作成した「子どもの成長儀礼実践マニュアル」を用いて、全

浄青では平成30年度～令和元年度に仏式通過儀礼推進事業を行っている。そ

こでの智慧結び法要開催寺院アンケート・受者アンケート（「次世代継承に関

する研究　成果報告」（教化研究31号、2020年）所収）にて、本アンケート

と同様の質問を行っているので、ここで比較検討していこう。

開催寺院アンケートでは、Q10「開催、準備にあたりご苦労された点は何で

すか？上位３点お答えください。」（1位 3ポイント、2位 2ポイント、3位 1

ポイントとして集計）について、慈悲つむぎ法要アンケートでは「本堂のしつ

らえや仏具の飾り付け」「セミナー講義の事前練習」「参加者募集」の順であっ

たのに対し、智慧結び法要アンケートでは、「参加者募集」13ポイント「広報

（告知法要）」6ポイントが上位にきており、ターゲット層が青少年層であるか

青壮年層（高齢者層を含む）であるかの差異がアンケート結果に影響を与えて

いると考えられる。

参加者用（受者）アンケートでは、Q7「今後、「お寺」のどのような行事に

参加したいと思いますか？あてはまるものすべてに〇を付けてください。）」で

同様の質問をしており、本アンケートでは「先祖供養・追善供養」「祈願法要」
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Q4「今回の慈悲つむぎ法要に参加しての、ご自身の満足度をお聞かせくだ

さい」では、「とても満足」「やや満足」を合わせると97%となり、満足度は

高かったといえよう。

とても満足
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16％
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どちらとも
いえない
2％

Q4 満足度

回答数166

Q7「今後、「お寺」のどのような行事に参加したいと思いますか？あてはま

るものすべてに〇を付けてください。）」では、「先祖供養・追善供養」が127

票と最も多く、「祈願法要」50票、「教養・文化講座」が27票と続いている。
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10代以下
2％

20代
2％ 30代

1％
40代
5％

50代
14％

70代以上
59％ 60代

17％

参加者年齢

回答数174

Q3「本日の法要で印象に残っていることは何ですか？（下記の選択肢の中

から上位３点をお答えください。）」（1位 3ポイント、2位 2ポイント、3位 1

ポイントとして集計）では、「五色の糸に触れる」が221ポイントで最も高く、「懺

悔」185ポイント、「灌頂洒水」148ポイントと続いた。五色の糸や灌頂洒水

といった体験型の作法だけではなく、懺悔（自らを省みる）という心身の行為

に印象が残っていることは非常に興味深い結果といえる。
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に対し、それぞれ「やや悪かった」「やや不満」も 1 票ずつ見られた。また

Q14「慈悲つむぎ法要・セミナーは、檀信徒の次世代への信仰継承に有効だと

思いますか？」では、「とてもそう思う」「ややそう思う」が総数10票中 6票

にとどまり、「どちらともいえない」3票、「そうは思わない」1票となっている。

また参加者の反応について自由回答欄には、「話（セミナー）が良かった」「い

つもの様に法話だけでなく体感的でわかりやすい内容だった」「普段とは違う

法要で喜んでいる方は多かった」「映像があり分かりやすかった」といった好

意的意見が多かったが、当日困ったことや改善点を聞いたところ、「時間が長

かった」「読み原稿の量、PPTページ数が多すぎる」「内容が詰め込みすぎな

のと感動の押しつけに見える」といった時間面・分量面などでの課題や、「次

世代の方に参加いただくための広報などの取り組みが必要だが難しい」「告知

や広告が遅かったことがあり、参加者を思ったより広くは募れませんでした」

など広報面での課題も挙げられた。その他の意見として、「自分の感覚でしか

ないが檀信徒は教義的な細かい知識を知りたい訳ではないと感じている。後々

記憶に残るのは結局、体を動かして触れたこと体験した事だと思う。そういう

意味では御手糸縁つなぎは参加の動機づけになりやすい」といった回答もあり、

セミナーよりも体験できる法要を評価する声もあった。

3-2．参加者用アンケートについて（回答総数176）

参加者用アンケートでは、回答者の基本情報、慈悲つむぎ法要で印象に残っ

ていること、法要の満足度、慈悲つむぎセミナーの評価、満足度、お寺でどの

ような活動をしてほしいか等を質問した。その中より抜粋して紹介する。

まず参加者の年齢分布は、「60代」「70代以上」を合わせた高齢者層が76％

と全参加者の4分の3を占めており、既存檀信徒のメイン層の参加が多くなっ

た。青壮年層檀信徒教化推進事業として全浄青では勧奨したものの、実際に青

壮年層を呼び込むことは困難であったことが伺える。
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修差定・式次第・表白」が総数11票中 2票となり、差定・表白はほぼすべて

の回答者が実際に使ったと回答し、「法要セミナー紹介動画」は総数11票中 5

票となり、視聴覚資料も確認いただいているようである。Q8-2「どの資料を

実際にお使いになりましたか？（セミナーに関する資料）」については、「講義

用パワーポイント」が総数11票中 8票に対し、「講義読み原稿」総数11票中

5票、「講義動画」総数11票中4票、「配布レジュメ」総数11票中4票となり、

利用頻度から鑑みると、読み原稿などよりもパワーポイント資料の方が需要が

高いと推測される。

続いてQ9「実践マニュアルに付け加えたことや略したこと、または工夫を

したことはありますか？」に対し、「はい」が総数11票中5票とおよそ半数あっ

た。具体的には、「次第、差上、表白の一部変更、pp内容の加筆、削除など」「所

定時間内におさめるため、適宜省略しました」「時間内に終わらせる必要があり、

早足で原稿を読んだ」など省略することが多かったようだ。また「児童を含む

形での開催としたため、説示の文言、表現などを調整」「檀信徒以外の参加者

が多かったため、宗の歴史や教義の部分や懺悔式を略した」など参加者の属性

に合わせた調整も適宜されていたようである。

Q10「開催、準備にあたりご苦労された点は何ですか？上位３点お答えくだ

さい。」（1位 3ポイント、2位 2ポイント、3位 1ポイントとして集計）とい

う質問では、「本堂のしつらえや仏具の飾り付け」が19ポイントと最も高く、「セ

ミナー講義の事前練習」が14ポイント、「参加者募集」が12ポイントとなった。

普段とは異なる設え、普段とは異なり法話ではなくセミナーを行うということ

に、苦労を感じられることが多かったようだ。

Q12「開催してみて、参加者の反応はいかがでしたか？」、Q15「今回、慈

悲つむぎ法要・セミナーを開催した、ご自身の満足度をお聞かせください。」

に対しては評価が分かれた。Q12では、「とても良かった」「やや良かった」

が総数11票中 9票、Q15では「とても満足」「やや満足」が総数11票中 8票
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に多くご参加いただいた」という意見があり、告知方法や参加募集に工夫を加

えることで、新たな層の開拓につながる可能性が見えた。また「今回の法要を

機縁として、秋彼岸法要・十夜法要に参詣に来る檀信徒がいたことから、効果

は絶大だった」という声もあることから、一度でも法要セミナーに来ていただ

ければ、次回につながっていくだけのポテンシャルを秘めているということも

言えよう。

３．アンケート結果報告

全浄青による推進事業としての慈悲つむぎ法要セミナーでは、開催時にア

ンケートの協力をお願いし、少数ながら回答を得られた。アンケートは開催寺

院用アンケートと参加者用アンケートの2種類がある。ここでアンケートから

抜粋して集計結果を報告する。なお、開催寺院用アンケートは回答総数が11

票であるため、グラフ化は控えた。

3-1．開催寺院用アンケートについて（回答総数11）

開催寺院アンケートでは、慈悲つむぎ法要セミナーの開催形式や参加者数

といった基本情報に加え、どのセミナーを行ったか、『慈悲つむぎ法要・セミナー

実践マニュアル』の評価、ダウンロード資料の使用有無、苦労した点、広報活

動について、参加者の反応、慈悲つむぎ法要セミナーの有効性等を質問した。

まずQ7「『慈悲つむぎ法要・セミナー実践マニュアル』は役に立ちましたか？」

に対し、総数 11 票中 10 票が「とても役に立った」あるいは「役に立った」

であり、1票は「どちらともいえない」であった。浄土宗総合研究所からダウ

ンロードできる資料については、すべての方が利用になり、Q8-1「どの資料

を実際にお使いになりましたか？（法要に関する資料）」に対し、「慈悲つむぎ

法要・セミナー実践マニュアル」が総数11票中 10票、「法要差定」と「法要

表白」が総数11票中 8票、「法要式次第」が総数11票中 7票、「十夜法要併
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うこともあり、「慈悲をつむぐってどういう意味？僧侶側でも共通認識を持つ

必要ある」という意見があり、意味・内容まで十分に浸透していたとは言えな

い状況であった。マニュアルで詳しく解説してはいるものの、ニューワードを

用いる際はより簡潔でわかりやすい説明も必要となってくるであろう。

②慈悲つむぎセミナーについて～視聴覚資料・体感型セミナーの効果～

これまでの伝統的な法話とは異なり、プロジェクタースクリーンを使用し

た慈悲つむぎセミナーは、「普段は使用されないプロジェクタースクリーンに

見入っていた」など概ね高評価であり、視聴覚資料を用いたセミナーの有用性

が確認された。また「体感型のセミナーでは、映像を見る、音を聞く、香の香

りを嗅ぐといった刺激で退屈しない仕掛け」といった意見のように、第三講で

は聞くだけではなく、参加者も体感できるセミナーとしていたことも、興味を

引く内容であったと思われる。

このほか「セミナーでは保護者を本堂に集め、会員による前説の後、プロジェ

クターでの動画視聴を行った。その間、子どもは写経・念珠づくりを行った。

主催側の人数も少ない中、動画が用意されていることで、人的負担が軽減され

たのが有難かった」という意見があり、子供信行道場にて保護者向けに行う慈

悲つむぎ法要セミナーも確認された。慈悲つむぎ法要セミナーのターゲット層

である青壮年層へのアプローチの好事例であり、今後も子供信行道場の保護者

に向けた教化方法は検討していくべきであろう。

③告知や参加募集について

告知や参加募集について、ほとんどの事例では寺報等での告知やチラシの

郵送、寺院への掲示であり、SNS等を用いた幅広い層への告知は行われてい

ないようであった。ただし新盆などのターゲットを絞って案内した場合、「新

盆を迎える檀信徒へはがき連絡したところ、普段はあまり顔を出さない檀信徒
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た」という阿弥陀仏とのつながりを喜ぶ声のほか、「法要では普段入ることの

できない内陣で、ご本尊とつながる五色の糸に触れる」というように、通常と

は違う体験を提供することで、マンネリ化を防ぐという効果も見られた。また

「五色の糸の先に匂い袋をつけ、それと同じ香の小さな匂い袋を記念品として

持ち帰ってもらう」などのように、得た体験をそのまま記憶として留めるため

に、記念品に工夫を凝らす事例も見られた。

なお「慈悲つむぎ」という言葉は当研究班が生み出したニューワードとい

表１
No. 開催教区 開催形態 場所 日時 参加者数
1 北一 単独 北一教区内寺院 R4.6.23 10
2 北一 新盆供養併修 北一教区内寺院 R4.8.7 20
3 北二 定期法要併修 北二教区内寺院 R4.9.25 20
4 北一 定期法要併修 北一教区内寺院 R4.10.30 100
5 群馬 定期法要併修 群馬教区内寺院 R4.11.26 60
6 岐阜 国際交流事業併修 岐阜教区内寺院 R4.12.4 18
7 長崎 檀信徒研修会併修 長崎教区内寺院 R4.12.9 49
8 北二 単独 北二教区内寺院 R4.12.25 15
9 秋田 新盆供養併修 秋田教区内寺院 R5.6.11 19
10 北一 吉水講詠唱奉納大会併修 北一教区内寺院 R5.7.3 40
11 長野 新盆供養併修 長野教区内寺院 R5.7.9 52
12 新潟 新盆供養併修 新潟教区内寺院 R5.7.22 39
13 三州 子供信行道場併修 三州教区内寺院 R5.8.23 25
14 滋賀 単独 滋賀教区内寺院 R5.9.24 45
15 千葉 単独 千葉教区内寺院 R5.9.24 25
16 石川 単独 石川教区内寺院 R5.10.21 8
17 岡山 檀信徒研修会併修 岡山教区内寺院 R5.11.7 100
18 栃木 定期法要併修 栃木教区内寺院 R5.11.12 80
19 兵庫 定期法要併修 兵庫教区内寺院 R5.11.18 33
20 鳥取 定期法要併修 鳥取教区内寺院 R5.11.22 20

総計 　 　 　 　 778
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のような状況下、寺檀関係をいかに継続し、念佛の信仰をいかに継承し

ていくかは喫緊の課題である。そこでターゲット層である青壮年層檀信

徒を中心に浄土宗檀信徒としての心構えを持っていただくことを目的と

して、浄土宗総合研究所と協力し、「慈悲つむぎ法要」ならびに「慈悲つ

むぎセミナー」を推進し、次世代への信仰継承を目指す。

　 〈概要〉2ヵ年中にすべての教区での開催を勧奨し、助成を行う。また各

教区青年会より、実施後報告書並びにアンケートを提出していただき、成

果報告とする。

  （第27期全国浄土宗青年会令和４年度事業計画より抜粋）

以上のような経緯から、全浄青より「青壮年層檀信徒教化推進事業実施報

告書」ならびに「慈悲つむぎ法要セミナーアンケート（開催寺院用）」・「慈悲

つむぎ法要セミナーアンケート（参加者用）」の提供を受けた。この2ヵ年で、

全浄青による推進事業としては、慈悲つむぎ法要セミナーは、すべての教区で

の開催という目標には到達しなかったものの、各地において計20回開催された。

表1のとおり、開催地区は全国各地に渡り、参加者数は総計約778名にも及び、

大きな広がりを見せた。

２．実施報告書から見える現状と課題

「青壮年層檀信徒教化推進事業実施報告書」では、多くの私見や感想も寄せ

られた。これらから現状と工夫、また課題を紹介したい。

①慈悲つむぎ法要について～体験型法要への好印象～

実施報告書に寄せられた慈悲つむぎ法要への意見は概ね好印象で、特に五

色の糸に触れる体験について共感を得る感想が数多く見られ、「五色の糸は天

井等に吊るすことによって、糸が目立ち、阿弥陀様と直接繋がっていることが

よく見えるようになった」「実際に弥陀と繋がったと思える体験が印象深かっ
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を発刊し、法然上人のみ教えを伝える機縁として、阿弥陀仏・法然上人と縁を

結ぶための新たな儀礼である「慈悲つむぎ法要」、および浄土宗の教えや仏事

の基礎知識などを簡易に伝える、５コマからなる「慈悲つむぎセミナー」を提

案した。法要という体験的理解とセミナーでの知的理解の両面で、受者への「心

での理解」へと導くことを目的としたのである。

この慈悲つむぎセミナーは視覚的資料を多く使用し、様々な状況で使用で

きる教化資料であり、幅広い年齢層への教化に資するものである。むろん映像

資料に慣れ親しんだ青壮年層に向けての有益な教化資料となるであろう。第

27期全国浄土宗青年会はこの「慈悲つむぎ法要・セミナー実践マニュアル」

を活用し、青壮年層教化推進事業を展開した。

１．全浄青による推進事業について

第27期全国浄土宗青年会では、当研究班と連携し、「青壮年層檀信徒教化

推進事業の勧奨及び実施」を活動計画に盛り込み、令和4～ 5年度の2ヵ年

に渡り、社会教化事業の一環として、青壮年層檀信徒教化推進事業を行った。

その目的と概要は以下の通りである。

　 〈目的〉現在、葬送や墓制に対する意識変化、また居住地の拡散化や3世

代同居率の低下に伴い、家庭内の信仰継承が困難な状況となっている。こ
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第 6 章　「慈悲つむぎ法要セミナー　実践マニュアル」を用いての実践報告
  石上　壽應

はじめに

本研究班ではこれまで、子どもを対象とした「寺院における子どもの成長

儀礼」、檀信徒の次世代を対象とした「慈悲つむぎ法要、セミナー」を提案し

てきた。青壮年層教化を「直接的教化」と「間接的教化」とを含め広く捉える

ならば、これらの成果物はともに青壮年層教化に資するものと言えるであろう。

寺院における子どもの成長儀礼を提案した「子どもの成長儀礼実践マニュ

アル」（平成30年 3月）では、寺院における子どもの成長儀礼の普及を目指し、

寺院での七五三法要、また新たな学業成就の法要である「智慧むすび法要」を

提案した。

子どもの成長儀礼に着目した理由は、成長儀礼が祖父母・親・子どもの三

世代、さらには両家族にわたって寺院に来る機会となり、次世代に信仰を継承

する一つの契機となるからである。この意味において、子どもを介しての青壮

年層への教化の入り口と位置付けることができるだろう。また檀信徒以外の層

に参加いただける好機ともなり得ることは言うまでもない。なお、第26期全

国浄土宗青年会は、子どもの成長儀礼を推進事業として採択し普及に努めた。

また本研究班は「慈悲つむぎ法要・セミナー実践マニュアル」（令和4年 3月）
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　用途例：法要や法話などの動画配信・行事案内等の発信

　主な年齢層：40～ 50歳代

⑤YouTube

　利点：長時間の動画配信ができる、利用者が多い

　用途例： 法要や法話などの動画配信・遠方の檀信徒の年忌法要配信（限

定公開）

　主な年齢層：全世代

⑥LINE

　利点：全世代幅広く利用者が多い、個人への発信ができる

　用途例：檀信徒への行事案内の一斉送信や年忌法要の受付

　主な年齢層：全世代

３．まとめ

青壮年層への次世代継承のためには、まずは認知度の高い仏教行事や仏教

文化を活用し、普段関わりのない人でも仏教や浄土宗の教えに触れてもらう

きっかけを作ることが重要である。その具体的な内容は、各教団・寺院・僧侶

からの積極的な発信が必要であり、さらにインターネット（SNS）を活用し、

青壮年層に馴染みのあるSNSを使い分けながら、より多くの人の目に触れら

れる機会を作ることで、個々への発信を行なう必要がある。

きちんと「ジャンル分け」と「伝え方の変更」を行ない、それぞれの年齢

層に合わせてSNSを使い分けることで、受け取った側にも「“私個人 ”に伝

えようとしてくれている」という当事者意識が芽生えるのではないだろうか。

それにより従来受け身であった仏教との関わり方を、自発的に関わっていこう

という意識を持ってもらうことが重要であり、ただ単純に目についた対策を行

なうのではなく、情報を発信する相手のことを考えて行うことが次世代継承の

ための “マネジメント戦略 ”であると考える。
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⑷インターネット（SNS）の活用

以上のように、様々な視点から考えられる具体的対策を挙げてきたが、最

終的にはこれらの情報を普段寺院と関わりのない人々にも伝える手段が必要で

ある。青壮年層の大半がスマートホンを所持している現在において、インター

ネット、特にSNS（Social Networking Service）は最も手軽に多くの人の目

に触れやすい布教ツールであると考える。ホームページを作成するには一定数

の費用が必要となるが、SNSであれば大きな費用をかけず、普段仏教に興味

の無いような不特定多数の人にも発信することができる。しかし、SNSには

それぞれ活かせる用途と利用する年齢層が異なるため、発信する内容や受信す

る年齢層によって使い分ける必要がある。一例であるが、以下に実際のSNS

における利点、用途例、主な年齢層を挙げる。

①X（旧Twitter）

　利点： リアルタイムで最新情報を得ることができる、閲覧者が情報を拡

散できる

　用途例：行事案内やイベントなど最新情報の発信

　主な年齢層：20～ 40歳代

② Instagram

　利点：写真を中心に見映えを意識した視覚情報を発信できる

　用途例：境内や行事の写真や短い動画の発信

　主な年齢層：10～ 20歳代

③TikTok

　利点：若い世代が親近感を感じやすい情報発信ができる

　用途例：音楽に合わせ寺院や行事の紹介動画の発信

　主な年齢層：10歳代

④Facebook

　利点：壮年層や企業に向けた情報発信ができる
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jodoshu-koninji.com/

（絵画を得意とした僧侶によって描かれた華やかな御朱印を求めて、檀信徒以

外にも寺院に来てもらう機会を作ることができる。）

… 教学、布教、法式、絵画、ITなど、僧侶それぞれの得意分野に合わせた内

容を発信し、僧侶自身の特技を活かした活動を行なう。

⑶伝え方の変更

「ジャンル分け」では、発信者に合わせて講ずべき対策を変更する必要性を

提示したが、受信者に合わせて表現を変更する必要もあると考える。具体的に

は以下のような例が挙げられる。

・年齢層に合わせて言葉選びや表現を変える

・子供や青年層が興味を示すイラスト、映像、音楽の使用

【参照】浄土宗発行ポスター（https://jodo.or.jp/poster/）

⇒ 各年齢層の目を引くイラストや写真を使い分け、提示する文章等も年齢に合

わせて変更している。

ぬりえリーフレット（https://jodo.or.jp/nurie-lf/）

⇒ 仏教の様々な行事に関連するイラストを子供が好むぬりえとして作成し、ぬ

りえをする子供やその親にも仏教について触れる機会を作っている。

・青壮年層（はたらき世代）が関心のある内容について触れる

【参照】「浄土宗からのおやすみなさい」公式チャンネル浄土宗

（https://www.youtube.com/@user-mz1rr8rb4j/）

⇒ 青壮年層、特に仕事をしている忙しい世代にとって癒しになるような落ち着

いた寺院の動画を発信することで、寺院や仏教への興味を促している。
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・ 日 常 勤 行 の YouTube 配 信（ 東 京 教 区 江 東 組 ）　https://youtu.be/

j9wBEBsovcQ

（見る機会の少ない複数の僧侶による勤行を誰でも見ることができる。）

・ 子どもの成長儀礼、慈悲つむぎ法要（浄土宗総合研究所）https://jsri.jodo.

or.jp/

（研究機関だからこそ収集できる知識や情報を扱った研究成果を発信できる。）

… 組織単位だからこそできる比較的大規模な対策が考えられ、組織に所属する

僧侶や職員らの得意とする分野で様々な対策を行なう。

②各寺院

・ 七夕祭り（大本山増上寺）　https://www.zojoji.or.jp/event/ev_tanabata.

html

（増上寺大殿と東京タワーという見映えのある立地を活かした催しを行ない、

普段関心の低い人にも寺院に来てもらう機会を作ることができる。）

・ 寺ヨガ（光明寺・福島教区）　https://www.instagram.com/aizubange_

koumyouji/

（ヨガと親和性の高い雰囲気を有する本堂を利用して、檀信徒以外にも寺院に

来てもらう機会を作ることができる。）

… 寺院の立地や周辺地域の環境、本尊や所蔵する仏像などの歴史的価値や形相、

本堂の広さや雰囲気など、各寺院が持つ特色を活かした行事などを行なう。

③各僧侶

・ 仏教入門講座の開催（常徳寺・東京教区）　https://www.jotokuji.or.jp/

bukkyoukouza.html

（教学に精通した僧侶によって仏教を分かりやすく学べる講座が開催できる。）

・ 凝ったイラストを付した御朱印（興仁寺・福島教区）　https://www.
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⇒ 「除夜の鐘」という大晦日の定番である認知度の高さに加え、動画による迫

力と特徴的な打ち方も相俟って毎年高い再生回数となっており、注目度の高

さが窺える。

・「仏前結婚式」という認知度の高い仏教行事を利用

　徐々に認知度が高まってきている仏前結婚式を自身の寺院で行なえることを

宣伝する。

【参照】道往寺の結婚式（http://www.dououji.com/marriage/）

⇒ 仏前結婚式の写真を多く掲載し視覚的に伝えることで、一般化している教会

式とは異なる仏前結婚式の魅力を宣伝している。

以上のように、認知度の高い仏教文化や仏教行事を活用することで、普段

は寺院と関わりのない人でも仏教や浄土宗の教えを体験するきっかけを作る必

要があると考える。

では次に、各教団・寺院・僧侶それぞれがどのような対策を行なうことが

適切であるか、その方法として「ジャンル分け」と「伝え方の変更」を提示す

る。

⑵ジャンル分け

ジャンル分けとは、発信側の環境や特色、得意分野などに合わせた内容を

発信することである。各教団・寺院・僧侶によってどのような対策を講じるこ

とができるか、具体例を挙げながら提示する。

①各教団（宗・教区・教化団など）

・開宗850年慶讃事業（浄土宗） https://850.jodo.or.jp/

（宗全体の事業として大規模な企画や催しを行なうことができる。）
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人にも浄土宗の教えについて知ってもらうきっかけを作る必要があると考える。

さらに「念仏」、「阿弥陀仏」、「極楽浄土」、「法然上人」というような浄土宗で

布教すべきことをより多くの人に知ってもらうことで、「○○と言えば浄土宗」

というイメージを定着させることが重要ではないだろうか。具体的には以下の

浄土宗の事例が挙げられる。（以下、URLの最終確認日は2024年 3月 15日

とする。）

・「合掌」という認知度の高い仏教文化を利用

　合掌の仕方について動画で解説しYouTubeで配信をする。

【参照】浄土宗善立寺 on YouTube「[お坊さんが実演 ]2分で分かる浄土宗

の合掌と数珠の掛け方」（https://youtu.be/Y8_1bhFyUTg?si=3gt4qrePb9u

0ZZIp）

⇒ 合掌の仕方や数珠の扱い方を動画によって実践的に分かりやすく解説してお

り、さらに数珠の歴史について触れながら浄土宗における念仏についても説

明している。

・「極楽」という認知度の高い仏教文化を利用

　極楽の様相を描いた仏教美術の展覧会を開催・宣伝する。

【参照】中将姫と當麻曼荼羅―祈りが紡ぐ物語―（奈良国立博物館）

（https://www.narahaku.go.jp/exhibition/special/202207_chujo/）

⇒ 中将姫という物語性のある要素を交えることで関心を集め、極楽の様相や浄

土宗にも深く関わりのある仏教美術を多くの来場者が楽しむ展覧会となった。

・「除夜の鐘」という認知度の高い仏教行事を利用

　大晦日に除夜の鐘をたたき、またその様子をYouTube等で配信する。

【参照】知恩院 除夜の鐘2022（https://www.chion-in.or.jp/special/joya/）
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観光
お寺の
由緒を
調べる

法要の
依頼 ご朱印 葬儀の

事前相談

お墓の有無や
募集状況を

調べる
その他

閲覧する
ことは
無い

全体 11.8 11.5 4.8 2.9 2.8 2.7 0.6 76.9

一般 20
代 18.5 8.7 0.7 6.1 1.6 1.3 0.1 75.8

一般 30
代 20.8 11.8 3.2 6.6 1.4 2.1 0.4 72.4

一般 40
代 17.2 10.3 2.7 1.8 1.7 2.1 0.4 76.5

仏教信者
20 代 19.4 17.7 12.4 4.7 5.1 8.9 0.1 60.3

仏教信者
30 代 16.8 13.8 6.7 5.3 5.1 4.5 0.5 68.4

仏教信者
40 代 13.9 14.8 7.2 3.2 2.7 5.5 0.3 70.9

図４　寺院ウェブサイトへの閲覧

どの層も「閲覧することは無い」と答えた人が大半であるものの、青年層

を中心にウェブサイトの閲覧数が比較的やや高い傾向（図４下線部）にあるこ

とが分かる。

以上のことから、青壮年層への次世代継承において、仏教行事や仏教文化

の認知度が高い点、従来の信仰のきっかけは受動的である点、青年層のインター

ネット利用の多さに注目すべきであると考える。

２．次世代継承のマネジメント戦略

以上のことを踏まえ、次世代継承のためにどのような対策を行なうべきか

を浄土宗の事例を取り上げながら考察する。

⑴認知度を活かした布教

仏教行事や仏教文化の認知度の高さを利用し、普段は寺院と関わりのない
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⑶　仏教への関心と満足度

仏教信仰者の信仰のきっかけについての調査（「仏教に関する実態把握調査

（2022年度）」参照）では、「家の宗教が仏教だったので（特にきっかけはない）」

と答えた人が62.6％と過半数を占めており、「身内の方の死」をきっかけとす

る人が29.7％、「僧侶の法話を聞いて」という人が12.8％、「仏教に関する書

籍を読んで」という人が7.3％、「学校で学んだ結果」と答えた人が5.1％となっ

ている。つまり信仰のきっかけは仏教への自発的な関心ではなく、家が仏教徒

だっただけにすぎず、関わり方は受動的であることが考えられる。

さらに菩提寺のある人がどのくらい菩提寺に対して満足度を持っているか

という調査（「仏教に関する実態把握調査（2021年度）」参照）では、「満足し

ている」と答えた人の割合は全体で54.4％となっており、満足している人の地

域・年代別の割合は以下の通りである。

都会　20・30代…56.1％　　地方　20・30代…53.0％

　　　40・50代…51.3％　　　　　40・50代…48.3％

　　　60代以上…58.1％　　　　　60代以上…58.7％

菩提寺に対する満足度は地域・世代問わずほぼ過半数を占めている。しかし、

一方で「どちらともいえない」と答えた人が全体の3割を超えており、「不満

がある」と答えた人は全体の8.4％となっていることは懸念すべきである。

また寺院のウェブサイトの閲覧について（「仏教に関する実態把握調査（2021

年度）」参照）を確認すると、以下の通りである。
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図２　仏教文化の内容認知度

さらに仏教行事における認知度について確認（「仏教に関する実態把握調査

（2022年度）」参照）すると、認知度自体は全体的に高く、御朱印については

2017年から2022年にかけて認知度が高まっている傾向が分かる。
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るかという調査では「菩提寺を持つことを考えている」と答えた人は僅か3.2％

であり、「菩提寺を持つことを考えていない」と答えた人は59.1％となっており、

青壮年層と寺院との関係がさらに希薄になっていくことは明白である。

⑵　仏教文化・仏教行事の認知度

次に青壮年層の仏教文化や仏教行事における認知度について確認する。仏

教文化に関する名称の認知度は以下の通りである。（「仏教に関する実態把握調

査（2017年度）」参照）

0

20

40

60

80

100

合掌
一般・都心
極楽 初詣 地獄 仏前結婚式

99.199.1 99.099.0 98.198.1 98.798.7 97.797.7 98.698.6 96.696.6 98.098.0 99.699.6 99.499.4 99.199.1 99.399.3 99.099.0 99.099.0 97.997.9 98.898.8 95.095.0 93.393.3 93.193.1 93.793.7

一般・地方 仏教信者・都心 仏教信者・地方

図１　仏教文化の名称認知度

名称の認知度はどの項目でもかなり高い割合を占めており、都心／地方、一

般／仏教信者における大きな差はない。一方、仏教文化についての内容の認知

度を確認すると、名称の認知度の高さに比べ、「初詣」以外の項目では、内容

まで認知している人はやや少ないことが分かる。
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居住している場所と同じ都道府県にある…41.1％

居住している場所と違う都道府県にある…12.3％

菩提寺はない　　　　　　　　　　　　…24.1％

菩提寺があるかどうか知らない　　　　…21.5％

「菩提寺はない」、「菩提寺があるかどうか知らない」と答えた人は全体の

45.6％と半数近い割合を占めており、さらに「菩提寺はない」、「菩提寺がある

かどうか知らない」と答えた人の年代・性別ごとの割合は以下の通りである。

20代…男性52.9％、女性61.4％　　50代…男性43.5％、女性49.1％

30代…男性50.9％、女性60.4％　　60代…男性33.4％、女性40.2％

40代…男性49.9％、女性52.5％　　70代…男性34.0％、女性37.6％

年齢層が低くなるほど、「菩提寺はない」、「菩提寺があるかどうか知らない」

と答える人の割合が高く、青壮年層において自身の菩提寺が無いまたは知らな

いという人が過半数を占めていることが分かる。

次に「菩提寺がある」と答えた人が、菩提寺とどのように関わっているの

か確認すると、全体では「自分が中心となって関わっている」26.9％、「自分

は中心ではない、中心となって関わっている者と同居」26.6％、「自分は中心

ではない、中心となって関わっている者と非同居」46.5％という結果となって

いる。さらに「自分中心ではない、中心となって関わっている者と非同居」と

答えた人の年代・性別ごとの割合は、以下の通りである。

20代…男性52.9％、女性70.6％　　50代…男性49.0％、女性51.0％

30代…男性55.7％、女性71.9％　　60代…男性35.1％、女性33.1％

40代…男性56.1％、女性63.4％　　70代…男性29.7％、女性26.4％

青壮年層は「自分中心ではない、中心となって関わっている者と非同居」で

ある人がほぼ過半数を占めており、青壮年層が寺院と関わる機会は非常に少な

いということは明らかである。

さらに「菩提寺はない」と答えた人が、今後菩提寺を持つことを考えてい
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践に、少なからず賛同をしているからこそ就職している。この教職員に対し、

信者の獲得という視点ではなく、その宗派のファン作りという視点に立った、

体験・経験を通した教化アプローチを行うことは、教育活動を行う上でも非常

に重要であろう。

以上、4つの課題と教化アプローチ策をあげたが、既に教育関係機関に在籍

をしている、学生、保護者、さらには教職員をファンにしていくことが、次世

代への信仰継承や新たなる信仰対象者獲得の可能性を広げる一歩となるのでは

ないだろうか。

第 5 章　青壮年層教化のためのマネジメント戦略
  斎藤唯衣

はじめに

本章では、青壮年層への次世代継承において注目すべき点を「仏教に関す

る実態把握調査」（公益財団法人全日本仏教会・大和証券株式会社）の調査結

果に基づいて考察し、次世代継承に必要な対策を“マネジメント戦略”と称して、

各教団・寺院・僧侶が出来る具体的なアプローチ方法を提示する。なお「仏教

に関する実態把握調査」は年度によって取り上げている質問内容が異なってお

り、本章では考察のため様々な年度から調査結果を引用する。本章にて引用す

る際は「仏教に関する実態把握調査（○○年度）」と記して、どの年度の情報

であるかを明記する。

１．青壮年層への次世代継承の必要性

⑴　青壮年層と寺院の関わり

菩提寺の有無についての調査（「仏教に関する実態把握調査（2022年度）」

参照）は次のような結果となっている。

《全体》
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となっていることから（19）、幼保園で培われた宗教的習慣が、卒園とともに途切

れていってしまうという点である。乳幼児期に習慣化された宗教的な行為を、

これ以降どのように継続していってもらうかは、今後の課題であろう。このよ

うな状況の中で、現在多くの教区や児童教化連盟等で行われている子ども道場

や子ども信行道場といった子ども会活動や、ボーイスカウト・ガールスカウト

での活動は、卒園とともに途切れてしまう宗教との関りを繋ぎ止める可能性を

持つ教化アプローチではなかろうかと思われる。

２つ目は、幼保小中高の保護者への教化アプローチである。

特に子ども自身が園や学校選びに最終的な決定権を持っていない幼保や小

学校期では、保護者は、上述同様、少なからずその教育方針等に賛同している

であろうし、中学・高等学校であっても、子どもが学校選択において主体的に

決定をしていくにしても、保護者がその学校の教育方針に拒絶的な意思を持っ

ていることはまずない。その保護者に対し、信者の獲得という視点ではなく、

その宗派のファン作りという視点に立った教化アプローチを行うことは非常に

重要であろう。

３つ目は、大学生への教化アプローチである。

宗教系大学に宗教への信仰や関心を持たずして入学した学生は多い。しかし、

この大学生という期間に様々な宗教体験やフィールドワークなどを通じて、宗

教に触れ、体験的に学ぶことで、その後の人生の様々な場面において有効であ

り、また善き社会人となる基礎を学び得るという視点に立った教化アプローチ

を行うことは非常に重要ではなかろうか。

４つ目は、宗教学校等の教職員への教化アプローチである。

せっかくの「ご縁」により就職をした教職員は、その学校等が掲げる、生

涯にわたる人格形成の基礎を育む上で、その育む拠り所としての宗教教育の実

（19）宗教系学校のみならず、日本全体を概観しても高等学校や大学、幼保園など各学齢別に
みても、私立の小・中学校の設置数は少ない。
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の取り扱いは少なくなっていく傾向にある。しかしながら、浄土宗総合研究所

「宗立宗門学校における仏教教育研究班」による「宗門宗立学校における仏教

教育の現状調査 結果報告」（18）にあるように、あくまでHP上での紹介が少なく

なるだけで、宗教教育活動はしっかりと行われている。

さらには、宗教教育活動における保護者との関わりについてみていく。幼

保園では、乳幼児期は家庭と共に車の両輪のように、その子の成長を育むとい

う観点から、家庭と連携して乳幼児教育保育活動を行っているので、自ずと保

護者が参加する宗教行事や集会も多くある。また保護者は、生涯にわたる人格

形成の基礎を育む上で、その育む拠り所としての宗教教育の実践に、同意をし

て入園させていることから、日頃から子どもを通して、または直接的に保護者

へのアプローチを可能としている。

小学校では、入学式・卒業式などの行事や、学校案内、学校通信などの配

布物を通じて保護者への宗教教育の理解を深めている。中学高等学校では、入

学式・卒業式、文化祭などの行事や、学校案内等の配布物を通じて、大学では、

入学式・卒業式、学校案内等の配布物を通じて保護者への宗教教育の理解を深

めているが、学齢が上がるにつれて、保護者への直接的なアプローチは困難に

なってくる。

３．まとめ／見えてきた課題と可能性

ここでは、まとめとして、見えてきた課題と可能性としての教化アプロー

チ策をあげてみる。

１つ目は、切れ目ない宗教的習慣の継続である。

幼保園の数は他の学校種に比べ圧倒的に多く、次いで大学、中高、小学校

（18）浄土宗総合研究所 令和3年度『教化研究』No.33　「宗門宗立学校における仏教教育の
現状調査 結果報告」
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養成や次世代の信仰継承者の育成を目的とはしていない。この点において、各

宗派と一定の距離がある。

また、各宗教には、各宗派を超えた組織が存在する。仏教では12宗派に所

属する各寺院が運営母体等になっている幼保園の連合体として、任意団体の公

益社団法人日本仏教保育協会（17）があり、教育研修事業や機関誌・研究誌、仏

教保育教材の編集等を行っている。中学・高等学校の任意組織として仏教主義

学校連盟があるが、組織としての活動を主とするというよりは、加盟校の連携

を中心にしている組織に見える。

カトリック系では、幼保園から大学までを対象とした一般財団法人日本カ

トリック学校連合会、プロテスタント系では、小学校から大学までを対象とし

た一般社団法人キリスト教学校教育同盟がある。また、キリスト教として、幼

保園等の乳幼児保育施設、保育者養成機関が加盟している、一般社団法人キリ

スト教保育連盟があり、教育研修事業や機関誌の発行、キリスト教保育教材の

編集販売等を行っている。

仏教及びキリスト教では、幼保園を中心とした超宗派の組織が存在し活発

な活動が行われているが、小学校以上の学校ではそういった超宗派的な組織活

動は顕著に見られず、寧ろ宗派内での組織活動によるところが大きいのではな

いかと思われる。

次に宗教教育活動の取り組みに関するHP上での取り扱いについて見ていく。

幼保園での宗教教育活動の取り組みは、HP上前面的に表出傾向が強いが、小

学校、中高、大学と進むにつれて、宗教教育活動の取り組みのＨＰ上での紹介

は薄れていく傾向にある。このことは、幼保園や小学校では、人格形成の基礎

を育むことが教育上、非常に重要な位置を占めているので、その拠り所として

の宗教教育活動をHP上前面に押し出していっているが、学齢が上がるにつれ、

学校での学びの目的や活動が多岐にわたっていくことから、宗教教育のHP上

（17）真宗系に所属している寺院が運営母体となっている幼保園の多くは、加盟していない。
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園数は相当な数に及ぶが、各宗派はHP上での掲載は行っていない。

各宗派HP上での教育機関の取り扱い状況（表１）

宗派 HP 上の取り扱い 特徴

浄土宗 宗立宗門校掲載（7）

曹洞宗 関係学校・関連学校掲載（8） 教師養成機関・教化機関、宗
門関連学校　２区分

浄土真宗
本願寺派

宗門関係学校、幼稚園・保育所掲載（9） 龍谷総合学園（10）24 法人 72 校
グールプ形成

真宗大谷派 関係学校掲載（11） 真宗大谷派学校連合会（12）

日蓮宗 教育機関掲載（13）

臨済宗妙心寺派 関係教育機関（14）

真言宗豊山派 関連リンク内（15）に大正大学・種智院大
学を紹介

天台宗
サイト内にバーナー　関連機関ページ
で紹介（16）

２．学校種別宗教教育の特徴

ここでは、学校種別の宗教教育活動の特徴を概観していく。

まず、各学校等は、生涯にわたる人格形成の基礎を育むことを教育の目的

としており、その拠り所として宗教教育の実践が行われているが、宗派の信者

（7）https://jodo.or.jp/links/（閲覧日2024年 3月 22日）
（8）https://www.sotozen-net.or.jp/school（閲覧日2024年 3月 22日）
（9）https://www.hongwanji.or.jp/link/school.html（閲覧日2024年 3月 22日）
（10）https://www.rsg1995.jp/（閲覧日2024年 3月 22日）
（11）https://www.higashihonganji.or.jp/organization/school.html（閲覧日2024年 3月

22日）
（12）https://otani1965gr.wixsite.com/otani1965（閲覧日2024年 3月 22日）
（13）https://www.nichiren.or.jp/temple/education/（閲覧日2024年 3月 22日）
（14）https://www.myoshinji.or.jp/education（閲覧日2024年 3月 22日）
（15）http://www.buzan.or.jp/link/（閲覧日2024年 3月 22日）
（16）https://www.tendai.or.jp/kikan/index.php（閲覧日2024年 3月 22日）
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第 4 章　教育機関における次世代信仰継承の可能性
  和田典善

はじめに

次世代継承に関する研究班では、次世代の信仰継承を担う世代のひとつと

して、青壮年層（高校生、大学生、及び乳幼児から中・高・大学生の保護者世

代）を位置づけた。本章はこれらの層にどのような教化アプローチが行われて

いるか、また行うことが有効なのかという観点のもと、実際にこの層と多くか

かわっている宗門関係学校等に着目し、各宗派のホームページ（以下、HP）

から

・各宗派において、関係学校等はどのような位置づけなのか

・ 幼稚園・保育園（以下、幼保園（6））、小学校、中学高等学校、大学でどのよ

うな宗教教育の内容に違いがあるか

という視点で概観し、そこから見える傾向と課題を明らかにすることを目

的とした。

１．各宗派HP上での教育機関の取り扱い状況

各宗派では、そのHP上に関係学校名を掲載し、リンク先を貼付している。

そのうち浄土真宗本願寺派と真宗大谷派には、龍谷総合学園や真宗大谷派学校

連合会として紹介され、関係学校の連合体が形成されていることがわかる。曹

洞宗では、教師養成機関・教化機関、宗門関連学校と２つの区分に分けそれぞ

れの学校等が掲載されている。浄土宗においては宗立宗門校として、日蓮宗は

教育機関として、臨済宗妙心寺派では関係教育機関として各学校のリンク先を

貼って紹介している。各宗派のHP上に掲載されている関係学校等は、小・中

学校、高等学校、大学である。また、幼保園の一部を掲載しているのは、浄土

真宗本願寺派のみである。各宗派に所属している寺院が運営母体となって幼保

（6）　 認定こども園を含む
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〈助成〉１会所につき上限55,000円（事業の講師・当日スタッフ等の経費を

補助）

〈窓口〉青少幼年センター

※ 青少幼年センターでは、「若者」を19歳以上おおむね35歳までの世代のイ

メージでとらえている。

３　まとめ

以上、浄土真宗本願寺派と真宗大谷派の２教団に注目し、教団が行う寺院

支援の在り方をみてきた。

本願寺派の「離郷門信徒のつどい」と大谷派の「離郷門徒のつどい・ふる

さと法要」は、教団による助成やサポートが手厚く、次世代への信仰継承の場

を教団が主導的に創出する意図を読み取れる。

本願寺派による龍谷大学との連携事業は、宗門学校にとどまらず行政や企

業へとかかわりが派生していくことが期待できる。青壮年層への認知度向上に

資するだけでなく、農業の実習体験や寺院での宿泊体験によって獲得する身体

知は一人一人に深く刻まれていくことであろう。

両教団ともに、寺院の事業計画づくりを推奨していることがわかった。講

座の受講にあたって、本願寺派は推奨する同伴者に「門信徒」を含み、大谷派

は要件で「寺族と門徒のペア」としていた。法人の代表役員や寺族のみではな

く門信徒とともに寺院の未来を創り上げていこうとする姿がみられる。

このように青壮年層を寺院運営に携わる存在として捉えなおし、各寺院に

対する支援プロジェクトを提示して門信徒との協働を促す教団の姿勢には学ぶ

ところが大きいのではないだろうか。
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2-2-⑤　子どもや若者との出あいの場づくり支援

寺院活性化支援室の3つ目の柱が「青少幼年教化支援」である。

〈目的〉青少年教化に意義を感じながらも初動に困難を感じている寺院を支援

すること

 〈期間〉特に定めなし

〈対象〉特に定めなし

〈内容〉寺院活性化支援員が各寺院の状況や悩みを聞きながら、「子どもや若

者との出あいの場づくり」を支援する。支援員による傾聴と調整が中心で、対

象寺院に合った場づくりを構想する。寺院のみで自己完結できる場合は寺院が

主体的に計画を実施し、支援室は適宜困りごとの相談にのる。最初の一歩まで

サポートが必要な場合は、寺院と青少幼年教化のスタッフを支援員がつなぎ、

そのスタッフの協力のもと実施する。ここでいうスタッフは、青少幼年センター

や教区教化委員会、児童教化連盟、仏教青年会等から選出される。

〈助成〉支援員派遣に関する費用は企画調整局が負担

〈窓口〉寺院活性化支援室 青少幼年教化支援担当

2-2-⑥　若者教化立ち上げ応援プロジェクト

これは青少幼年センターの取り組み。

〈目的〉「若者と出あい、共に教えに聞く場」を開くための取り組みが推進さ

れること。

〈期間〉2023年度から2025年度

〈対象〉寺院、組、有志の会（真宗大谷派僧侶・門徒によるもの）70会所限

定

〈内容〉若者を誘って行う聞法会や法要行事等に対する補助。必要に応じて、

寺院活性化支援員が訪問して事前相談を行う。（事前相談に係る寺院活性化支

援員派遣費用は教団が負担）
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して出向する。

〈助成〉10万円（１年度１カ所１回）

〈窓口〉所轄教務所

2-2-④　離郷門徒のつどい・ふるさと法要助成

〈目的〉真宗の教えとの出遇いの場、お寺とのつながりの場、次世代へ教えを

相続していく環境をつくる取り組みが推進されること（「過疎地域寺院への教

化支援を」との声が寄せられてきたことがきっかけ）

〈期間〉2023年度から2025年度

〈対象〉教区、組、寺院・教会、複数寺院での開催　※国の「過疎地域の持続

的発展の支援に関する特別措置法」において、全部過疎、一部過疎、みなし過

疎及び特定市町村に指定された市町村に属する寺院を含むこと

〈内容〉⑴離郷門徒のつどい：所属寺の住職が出向き、ふるさとを離れた門徒

が集う　⑵ふるさと法要：ふるさとを離れた門徒が、所属寺に集う

〈助成〉10万円（１年度１カ所１回）

〈窓口〉所轄教務所

以上の②③④は、過疎・過密地域寺院教化支援事業として行われている。背

景をたどると、2012年宗務審議会「過疎問題に関する委員会」での方針に行

き着く。宗門の過疎問題を、「社会的過疎」と「真宗の教えの過疎」に分けて

考え、後者は「真宗の教えが伝わる場と次世代に教えを相続していく環境が損

なわれていくこと」と定義した。「真宗の教えの過疎」は、「過疎地域」だけの

問題でなく、単身世帯の増加などにより、家庭での教えの相続が困難な都市部

の「過密地域」でも同様であるとし、「過疎・過密地域寺院教化支援」基本方

針を示した。寺院活性化支援室の取り組みの背景には過疎・過密地域における

信仰継承の希薄化に対する教団の危機感がある。
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しあう「アフターミーティング」も開催している。各自の取り組みから得られ

た知見を共有し、次の計画と行動へとつなげる機会も寺院活性化支援室が提供

している。

2-2-②　お寺に寄り添う講師派遣

〈目的〉過疎・過密地域の寺院・教会や組をはじめとする共同教化の現場の教

化推進を図ること

〈期間〉特に定めなし

〈対象〉国の「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」で全部過疎、

みなし過疎及び一部過疎に指定された市町村に含まれる寺院や都市部の寺院で、

住職・寺族・門徒や地域の方とともに寺院の現状や将来について語り合い、教

化について考えたい・見直したい・新たに何かをはじめたいと考えている寺院

〈内容〉寺院・教会・組で実施される教化事業への講師の派遣（本山からテー

マに合わせて）

〈助成〉5万円（講師謝礼、その他経費含む）講師の交通費・宿泊費は別途企

画調整局が負担

〈窓口〉寺院活性化支援室（過疎・過密地域寺院教化支援担当）

2-2-③　地域連続法話会助成

〈目的〉真宗の教えとの出遇いの場、寺院が共同して聞法の場を開く取り組み

が推進されること

〈期間〉2023年度から2025年度

〈対象〉国の「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」において、

全部過疎、一部過疎、みなし過疎及び特定市町村に指定された市町村に含まれ

る寺院

〈内容〉３カ寺以上の寺院が共同して同朋の会や法座を開き、同一講師が連続
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団における教化の姿勢が施設という形で明確に表現されているといえよう。

2-2-①　元気なお寺づくり講座

全５回の講座をとおして、自坊が大切にしてきた教えや伝統を門徒と一緒

に掘り起こし、自坊に求められる役割や目指す将来像を共有するための、事業

計画書（寺業計画書）を作成する支援を行っている。

テーマ 内容
事前準備 寺院へ支援員が出向し、 講座の趣旨説明や打ち合わせ→申し込み確定
第１回 お寺を取り巻く環境の

変化を見てみよう
社会とお寺のまわりを見渡して、これから訪れる変
化と、その変化がお寺の将来に与える影響をさまざ
まな角度から考える。

第２回 お寺の強みと使命を考
えよう

お寺のもつ潜在的な強みを考える。お寺を支える人
はどんな個性をもち、相互にどのような関係性がは
たらいているか。社会におけるお寺の使命を改めて
考える。

第３回 お寺の将来像を描こう 元気なお寺の将来像を描き、お寺の目指す方向性を
明確にする。「伝えたいことが伝わる」表現を磨く。
アイデアを出し合い、将来像を実現するためのヒン
トを探す。

第４回 伝えたい相手をイメー
ジした企画を立てよう

誰に、何を、どのように伝えるのかを整理し、受け
取る相手の視点を大切にした企画づくりに挑戦する。
企画を具体化することで実現のイメージを共有する。

第５回 寺業計画書をみんなに
発表しよう

第１～４回を経て作成したお寺の事業計画書である
「寺業計画書」を持ち寄り、1 カ寺ごとに発表する。
質問や意見交換も行い、お互いの計画を磨き合う場
にする。

〈参加要件〉寺族と門徒１名のペアまたは寺族と門徒２名のチーム（寺族のみ

門徒のみは参加不可）

〈開催期日〉１回３時間、全５回参加できるように日程調整。１ヵ月に１回程

度のペースで開催。

〈開催費用〉不要（講師派遣に関する費用は企画調整局が負担）

なお、講座に参加した寺院を対象に、作成した寺業計画の進捗状況を報告
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げる（5）。

2-1　組織における事業の位置づけ

ここでとりあげる6つの事業は、 企画調整局の管理下で行われている。企

画調整局は、寺院活性化支援室、青少幼年センター、教学研究所、大谷婦人会、

解放運動推進本部、女性室を所轄している。

寺院活性化支援室には３つ柱があり、寺院運営活性化支援として①元気な

お寺づくり講座、過疎・過密地域寺院教化支援として②お寺に寄り添う講師派

遣・③地域連続法話会助成・④離郷門徒のつどい・ふるさと法要助成、青少幼

年教化支援として⑤子どもや若者との出あいの場づくり支援を行っている。支

援室のキャッチコピーは「お寺と地域のコンシェルジュ」だ。全国の教務所と

連携して寺院活性化支援員を派遣している。

⑥若者教化立ち上げ応援プロジェクトは青少幼年センターが主導している。

青少幼年センターは、青少幼年が抱えている悩みや問題を受け止め、その問題

を宗祖の教えに尋ね、共に考えていくことを理念として2010年 7月に創設さ

れた。カルト問題リーフレットや子ども会用のカードゲーム集、東本願寺キャ

ラクターカット集などオープンアクセスのコンテンツをweb上で公開してい

る。その一つに「若者」に焦点をあてた取り組みを教団が推奨するプロジェク

トがある。

なお、企画調整局は、「真宗教化センターしんらん交流館」の施設運営も行っ

ている。この交流館には、ギャラリー・カフェ・ホール・図書スペースなどが

完備され、教化の拠点となり、そこが全国の寺院支援の窓口になっている。教

（5）①元気なお寺づくり講座、②お寺に寄り添う講師派遣、③地域連続法話会助成、④離郷
門徒のつどい・ふるさと法要助成、⑤子どもや若者との出あいの場づくり支援 https://
jodo-shinshu.info/shienshitu/ （2024年3月1日参照）⑥若者教化立ち上げ応援プロジェ
クト https://jodo-shinshu.info/oyc/youths/ （2024年 3月 1日参照）



＊ 56

研究成果報告

学をつなぐ支援を行っている。

⑴　龍谷大学農学部インターンシップ事業

農村漁村地域に本願寺派寺院が多く位置していることを活かして、2015年

度に新設された龍谷大学農学部と連携し、2016年度よりインターンシップに

よる人的交流を実施している。外部からの視点で新たな地域の魅力が発掘され

ることや、訪れた人が第2のふるさととして愛着を持つことなどによる地域お

こしを期待して策定された。

⑵　龍谷大学社会学部コミュニティマネジメント学習

教団と龍谷大学社会学部（コミュニティマネジメント学科）が連携し、寺

院をフィールドとした地域連携に取り組む実習を実施している。学生は寺院活

動や法要行事に参加しながら、寺院の日常を学ぶとともに、地域住民も交えた

地域活性化の企画も行い、地域おこしに参画するための知識や能力を身につけ

られる。寺院にとっては、門信徒以外の人を寺院に呼び込むことによって地域

及び寺院活性化が期待できるとして策定された。

⑶　お寺de農業インターンシップ

2017年度から「龍谷大学農学部インターンシップ」に参画した寺院と協力し、

教団主催で農業インターンシップ（お寺に宿泊しながら地域農業の実習体験）

を実施している。寺院が都市と農村との接点となり、人的交流から寺院活性化

へ、さらには地域活性化へという展開を期待して策定された。

２　真宗大谷派の事例

①元気なお寺づくり講座、②お寺に寄り添う講師派遣、③地域連続法話会

助成、④離郷門徒のつどい・ふるさと法要助成、⑤子どもや若者との出あいの

場づくり支援、⑥若者教化立ち上げ応援プロジェクト以上６つの事業をとりあ
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1-2-②　「離郷門信徒のつどい」（ふるさとの会）開催支援

ライフスタイルの変化や価値の多様化により移動と居住の自由度が高まり、

門信徒が寺院の所在地近隣に居住することが前提ではなくなった。門信徒と寺

院の物理的な距離がそのまま関係性の希薄化につながるとの認識のもと、接点

を増やす試みとして主に都市部において伝道の場を設けている。教団が主導し

て複数のチャネルを用意し、助成金や記念品の交付といった支援を行っている。

開催形式 ケース 会場 支援内容 窓口
会場参集 本山参拝に合わせ

て、ふるさとを離れ
て居住する人を案内
して開催

本山本願寺

会場・備品等の無償貸与、
当日の開催準備及び補助、
助成金（寺院 5 万円、組 
10 万円、教区 15 万円）、
記念品の交付

寺院活動支
援部（過疎
地域対策担
当）

会場参集 首都圏への移住者を
集めて開催

築地本願寺 築地本願寺
教化育成部

（教化推進
担当）

会場参集 各地の教務所や別院
付近への移住者を集
めて開催

教務所又は
直属寺院

寺院活動支
援部（過疎
地域対策担
当）

オンライン オンライン環境が整
っている場合

一般寺院又
は非法人寺
院（活動拠
点を含む）

記念品の交付、オンライ
ン会議システム（Zoom）
による接続方法の説明及
び接続補助

オンライン オンライン環境が整
っていない場合

本山本願寺・
築地本願寺・
教務所又は
直属寺院

会場・備品等の無償貸与、
当日の開催準備及び補助、
記念品の交付、オンライ
ン会議システム（Zoom）
による接続方法の説明及
び接続補助

※会場参集型・オンライン型の併用開催も可能。

1-2-③　龍谷大学（農学部・社会学部）との連携

宗門総合振興計画『基本方針Ⅲ．宗門の基盤づくり』の中で、「持続可能な

寺院のあり方を検討、運用」する先駆的取り組みとして、宗門関係学校である

龍谷大学と「宗学連携」による寺おこし・地域おこしを実施。教団が寺院と大
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1-2-①　寺院サポート講座

寺院サポート講座のプログラムとして「お寺のビジョン作成研修」を実施

している。

〈目的〉寺院の置かれている環境を把握し、寺院を支える人や組織力などを「無

形の価値」として捉え、その強みを生かした持続的で実行可能な「寺院運営計

画書」を寺院に関わる人々（僧侶、坊守、寺族、門信徒）で協働して作成する。

〈プログラムの概要〉
   テーマ 内容

第１回 寺院の使命・外部環境分析 寺院（自坊）の使命を探求し、外部環境を把
握する

第２回 無形の価値・ビジョン 「無形の価値」の視点（①使命・ビジョン、②
人の力、③組織の力、④関係性の力の４つに
分類）から自坊の潜在的な強みを明らかにし、
将来像（ビジョン）を描く

第３回 マーケティング 受け手の視点から寺院運営計画を具体化する
第４回 寺院運営計画書発表 寺院運営計画書（①自坊の使命、②外部環境

分析、③無形の価値、④自坊のビジョン、⑤
行動計画）の発表

〈参加対象者〉必須：住職（法人代表者）または住職後継予定者／推奨する同

伴者：所属寺院関係者（衆徒、坊守、寺族、門信徒等）より１名以上　※全４

回中３回以上参加できること（最終回は必須）

〈開催期日〉2024年度は５つのパターンを用意（平日日中開催２つ、夜間開

催１つ、日曜開催１つ）。参加できない場合は振替受講が可能な設計。

〈開催方法〉オンライン（Zoomミーティングを使用）

〈募集寺院数〉100 カ寺（各日程 20 カ寺）

〈参加費用〉\16,000（１寺院）
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上げている浄土真宗本願寺派と真宗大谷派の２教団に注目し（2）、どのような形

で支援を行っているのか、その在り方を見ていく。

１　浄土真宗本願寺派の事例

①寺院 サ ポート講座、②離郷門信徒のつどい、③龍谷大学（農学部・社会

学部）との連携、以上３つの事例をとりあげる（3）。前章で紹介した事例だが詳

細は以下の通り。

1-1　組織における位置づけ

教団全体の組織図「宗派宗務部門・本山本願寺内局部門　組織相関略図表」

がＨＰに公開されている（4）。ここでとりあげる３つの事業は、統合企画室の管

理下で行われている。統合企画室は企画管理部門として宗務のマネジメントを

つかさどり、所務部（宗務所員との関わり）、社会部（社会との関わり）、門信

徒教化部（門信徒との関わり）、僧侶養成部（僧侶との関わり）、寺院活動支援

部（寺院・伝道との関わり）の５部を所轄している。①寺院サポート講座は僧

侶養成部（布教使担当）、②離郷門信徒のつどい③龍谷大学（農学部・社会学部）

との連携は、寺院活動支援部（過疎地域対策担当）が主導している。

（2）浄土宗と２教団の「包括宗教団体数・教師数・信者数」比較。（『宗教年鑑』令和5年版（文
化庁編）pp.70-73）

項目 宗教団体（宗教法人を含む） 教師数 信者数寺院 教会 布教所 その他 計
浄土真宗本願寺派 10,078 4 14 92 10,188 18,689 7,753,864

真宗大谷派 8,424 90 ― 51 8,565 16,831 7,276,697
浄土宗 6,856 40 ― 85 6,981 10,501 6,021,900

（3）①寺院サポート講座 https://www.hongwanji.or.jp/jiin/jiinsupport.html （2024年 3月
1日参照）②離郷門信徒のつどい、③龍谷大学（農学部・社会学部）との連携 https://
www.hongwanji.or.jp/jiin/kaso.html#kaso_02  （2024年 3月 1日参照）

（4）https://www.hongwanji.or.jp/upload_img/shu-ha_honzan_soukanhyou_20210401.
pdf （2024年 3月 1日参照）
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に手を取ってもらえるように出版事業を行っている好事例といえるだろう。

⑬YMCA

YMCA（https://www.ymcajapan.org/）はキリスト教精神に根差した

NGOで、キリスト教の奉仕の教えを基本原則としつつも、その活動において

キリスト教色をほとんど出さず、また職員・参加者に信徒となることをほとん

ど求めない団体である。そのような中で、青少年育成、発達支援、成人ウェル

ネス、高齢者支援といった様々な活動を通した情操教育をもって、ゆるやかに

キリスト教の教えを広めている。

まとめ

ここまで他教団における次世代継承の取り組みをマップ化し概観してきた。

どの教団においても次世代への教化活動は重視されるべきものであり、檀信徒

向け・非檀信徒向け、宗教色（宗派色）の強弱、さまざまなアプローチがされ

ていることが確認された。これらの事例を学習し、各寺院、各教区、そして一

宗として新たに取り組んでいくべき事業を、私たちそれぞれが考えていかなけ

ればならないだろう。

第 3 章　 教団レベルにおける青壮年層教化の事例 
―浄土真宗本願寺派と真宗大谷派の事例―

  大屋正順

はじめに

前章では他教団の活動を多角的に概観したが、本章では、教団が主導する

取り組みに焦点をあてる。積極的に各寺院に対しての支援プロジェクトを立ち
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の講習会に加え、霊友会法友文庫という点字図書館も設置されている。

⑩青壮年層向け動画・法話

青壮年層向けに動画や法話などのコンテンツは様々な教団で作られている

が、ここでは真如苑の事例を紹介したい。

真如苑HP（https://www.shinnyo-en.or.jp/feel/）では、子育て世代をター

ゲットとした「あっとムービー」という動画、また「小さな発見」というエピ

ソードがあり、宗教色・宗派色をほとんど出さず、生活をよりよく生きる知恵

を、青壮年層世代の身近な出来事にかこつけて紹介している。この動画は内容

もさることながら、人形劇を使った動画全体のクオリティも非常に高いので、

然るべき媒体にて、しっかりと広報を行えば相当数の再生回数が期待されるが、

公開している媒体が公式HP上ということで、再生回数は確認できなかった。

この動画制作のコンセプトを推し量ると、何を作りたいか、何を伝えたいか、

ということよりもまずは、誰に聞いてほしいか、つまり青壮年層というターゲッ

トを明確にしている点は評価できるだろう。

⑪宗門系学校

教育機関は次世代継承のためだけに設置されたものではないが、信仰継承

の一端を担うものであるので、ここにも掲載しておく。なお宗門系学校につい

ては、幼児保育においては宗教園であることを全面に押し出す傾向があるもの

の、小・中・高・大学校では、そのような傾向は薄れていくようである。詳し

くは第4章参照されたい。

⑫幅広いジャンルを網羅する出版社

立正佼成会を母体とする佼成出版社（https://books.kosei-shuppan.co.jp/）

では、幅広いジャンルの書籍を発行している。多くの宗教系出版社は、自らの

宗派の教えを広めることを目的とした書籍を多く出版しているが、佼成出版社

では、立正佼成会の教えを広めるための本にとどまらず、仏教書全般さらには

一般書や児童書も多く出版している。さらに著名な著者も多く、幅広い年代層



＊ 50

研究成果報告

まずは築地本願寺（https://tsukijihongwanji.jp/）が長年経常収支赤字で

参拝者数が減ってきていることを懸念し、顧客を新たに創造し、開かれたお寺

にしようと動き出した。そこには顧客創造に関わる3つのステップがあり、①

まずは開かれたお寺になって、今までご縁がなかった一般の人たちとご縁をつ

くる、②そして、彼らの人生のコンシェルジュとなって、ご縁をつなげていく、

③最終的には、ご縁がつながった人たちに門信徒になっていただく。これらの

3つのステップを踏むことで、新たな顧客（今までにない新しいタイプの門信

徒）を創造していこうとする狙いがある。東京など都市部では、このような新

しいタイプの門信徒がこれからのボリューム層の顧客となっていくためである。

具体的には境内の樹木を伐採して、明るく開放的な空間を作り、そこに各

種インフォメーションセンターやカフェを新設し、敷居を低くして、誰でも気

軽にお寺に入れる仕組みを創造している。また合同墓新築にあたっても、マー

ケティング調査を入念に行い、顧客の価値観に非常に気を配っているようであ

る。また寺院運営においては、DX化を推進し、一般企業と同様に、先進的な

考え方やシステムを積極的に取り入れて改革を進めている。ダイバーシティに

も積極的であり、職員約150名中、僧籍をもたない職員は約50名おり、幅広

い外部人材を登用しており、着実に改革を進めている印象である（1）。 

⑨ボランティア福祉活動

宗教色が薄い活動として、ボランティア活動、福祉活動が挙げられるが、こ

こでは特徴的なものとして、霊友会の事例を紹介する。

霊友会（https://reiyukaiplus.jp/osekkai.html）ではおせっかいをしてあ

げることを奨励し、そこから人の輪を広げていき、それをボランティア活動に

つなげていくことを教団として推し進めている。また福祉活動（https://

reiyukai.jp/welfare-work）にも積極的であり、点字や点訳・音訳、手話など

（1）安永雄彦「築地本願寺の経営学：ビジネスマン僧侶にまなぶ常識を超えるマーケティング」
（東洋経済新聞社、2020年）を参考した。
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「青年部（男子部・学生部・未来部）」に所属し、各部の活動に参加させること

で、二世三世に継承する仕組みを取っている。

また GLA（https://www.gla.or.jp/studysessions/seminar/）では、少年

期（小学生～高校生とその保護者）・青年期（高校生～30歳）・壮実年期（30

歳～ 64歳）・老年期（65歳以上）の世代別で研修を行い、それぞれの世代に

特有のテーマや課題に取り組むことで、同世代の仲間意識を育むセミナーとし

ている。

⑥プロパガンダ映画

幸福の科学（https://hs-movies.jp/）では、芸能人信者を採用したプロパ

ガンダ映画を多数制作している。布教的要素を全面に押し出した映画ではない

が、これも次世代への教化施策といえるだろう。

⑦ドキュメンタリー映画

全 国 曹 洞 宗 青 年 会 で は、「 典 座 」（https://sousei.gr.jp/article_cat/

indoctrination/movies/）というドキュメンタリー風映画を制作している。内

容としては、東日本大震災を機に社会活動する僧侶の姿を描きつつ、高名な僧

侶の法話を通して、信仰を見つめなおすという物語となっており、カンヌ国際

映画祭に招待されたり、ダライ・ラマからメッセージをもらうなど、注目を集

めた。映画というあらゆる世代にPRできる媒体を利用することで、普段仏教

になじみのない層にもアクセスすることが可能となる好事例だろう。

⑧寺院運営の改革

主にこれまで寺院との縁がなかった、非檀信徒向けの施策として、浄土真

宗本願寺派（https://www.hongwanji.or.jp/）では現在、積極的に経営改善

を行っている。在家出身で元銀行員、経営コンサルタントをされていた安永雄

彦氏は、2015年に築地本願寺代表役員宗務長、2022年には本願寺の事務方トッ

プである執行長に就任し、経営コンサルタントとしてのノウハウを存分に生か

し、新規顧客開拓のイノベーションを起こし続けている。
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に現状の課題や要望を傾聴した上で、子供会や青年会の立ち上げ、若者が集う

法要やイベント作りのために、青少幼年教化の経験者スタッフの調整（コーディ

ネート）する支援を行っている。

いずれの支援においても、支援員派遣の費用まで負担してくれる手厚い支

援がされている。

③お内仏頒布・帰敬式

浄 土 真 宗 本 願 寺 派（https://www.hongwanji.kyoto/visit/application.

html）・ 真 宗 大 谷 派（https://www.higashihonganji.or.jp/application/

gohonzon/）では、以前からお内仏の頒布が盛んに行われていたが、近年は目

まぐるしく変化するライフスタイルに合わせ、携帯型のご本尊や三つ折り型の

ご本尊なども作成されている。

また浄土真宗では本山での帰敬式も従前より盛んで、東西本願寺では基本

的に毎日2回の受式が行われている。浄土真宗ではご門主から法名をいただく

のが本義であるとはいえ、生前から本山とご縁を結ぶ機会があるのは、強みと

いうことができよう。

④オンライン坐禅会

宗教色が強いものの、檀信徒・非檀信徒ともに対象となる事業として、全

国曹洞宗青年会が企画しているオンライン坐禅会（https://sousei.gr.jp/

article_cat/indoctrination/）が挙げられる。坐禅は近年人気のマインドフル

ネスとも相容れやすく、あらゆる世代で人気が高いもので、コロナ禍をきっか

けに全曹青が企画したオンライン坐禅会はすでに30回を超えるほどの盛況だ

そうだ。

⑤年齢別組織・世代別セミナー

新宗教教団では、信者を年齢別・世代別に組織して教化活動を行っている。

創価学会（https://www.sokagakkai.jp/about-us/organiztion.html）では、

すべての会員が地域活動に参加するために、年齢性別ごとに「壮年部」「女性部」



次世代継承に関する研究　成果報告書　＊ 47

訳されただけではない外国語ページも充実しており（曹洞宗9ヶ国語、高野山

真言宗2ヶ国語）、インバウンドや海外布教も視野に入れたサイトとなっている。

続いて神社本庁お宮キッズHP（https://www.omiyakids.com/）では、総

ルビの子供向けサイトとなっており、ターゲット層を絞ったサイトの好事例と

して挙げられる。子供向けに限らず、ターゲット層を意識した運用は大変有効

であろう。

SNSについては、教団としての発信は告知・報告がメインであり、特徴的

な投稿はあまり確認できなかった。一方各宗派本山のSNSは、インスタ映え

するものが多く、寺院の魅力発信ツールとして使用されている。清水寺

（https://www.instagram.com/feel_kiyomizudera/）はフォロワー数 17 万

人を超えるなど、世界から注目されるものも数多くみられる。

②寺院活性化支援

真宗大谷派では、真宗教化センターしんらん交流館に寺院活性化支援室

（https://jodo-shinshu.info/shienshitu/）が置かれ、「寺院運営活性化支援」・

「過疎・過密地域寺院教化支援」・「青少幼年教化支援」の３本柱で寺院の教化

活動を支援している。

この3本柱の１つ目である「寺院運営活性化支援」では、講義とワークショッ

プを通じてこれからの寺院運営に向けて事業計画書を作成することを目的とし

ている。参加要件として、寺族と門徒のペアで参加することが求められ、門徒

と一緒に将来を考えてもらうことを目指している。檀信徒への次世代継承を考

えるにあたって、当事者とこれからの寺院像を議論することは非常に有効な方

法といえるだろう。

２つ目の「過疎・過密地域寺院教化支援」では、企画調整局員や寺院活性

化支援員を派遣し、現状の課題や要望を傾聴し、その聞き取り内容を基に寺族

と支援員で教化事業を創造していくという活動を行っている。

３つ目の「青少幼年教化支援」では「過疎・過密地域寺院教化支援」同様
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本章で紹介する取り組みのほかにも調査を行ったが、ここではホームページと

いう限定的な媒体を通じて把握できた、顕著な活動を展開している教団のみを

紹介することをお断りしておく。

さて、まずは他教団における次世代継承の取り組みをマップ化してその傾

向を見ていこう。縦軸は取り組みの対象として檀信徒であるか、非檀信徒であ

るか。横軸は宗教色（宗派色）が強いか弱いかを表している。以下よりそれぞ

れの取り組みを概観していこう。（以下に紹介するURLの調査日は2024年 1

月 5日）

①SNS・HPの充実

近年ではSNS・HPは情報発信の中心として、各教団において重視されるコ

ンテンツである。まずHPについて、正確な情報をわかりやすく伝えるという

基本は維持しつつ、ビジュアルを重視したHPとして、曹洞宗HP（https://

www.sotozen-net.or.jp/）、高野山真言宗HP（https://www.koyasan.or.jp/）

などが挙げられる。これらのHPでは、まずは見てもらう、印象に残るサイト

作りがされており、青壮年層を多分に意識したものとなっている。またただ翻

檀信徒（信者）他教団における
次世代継承の取り組み
ポジショニングマップ

非檀信徒（非信者）
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インターネット上での掲載なし）

・ 本願寺派ホームページ「地域での活動レポート」https://www.hongwanji.

or.jp/project/report/

・ 真宗大谷派「寺院活性化支援室」　https://jodo-shinshu.info/shienshitu/

・ 全日本青少年協議会　正力松太郎賞　http://www.zenseikyo.or.jp/

katsudo/katsudousya/matsutarou/

収集した活動事例は、総合研究所ホームページに「青壮年層向け教化活動

事例リスト」として掲載した。この一覧は、活動内容や活動内容によってカテ

ゴライズした一覧であり、参照元、ある場合には寺院のホームページアドレス

なども記載されており、活動の詳細をより深く知る手がかりとして利用できる

ものとした。（各事例は各事例が参照元に掲載された時点の情報であり、現時

点においてその活動が継続されているかは不明であることは留意されたい。）

ここに記載した事例のほかにも、「浄土宗てらかつナビ」（https://

terakatsu.jodo.or.jp/）や浄土宗ともいき財団「視察レポート・イベント報告」

（https://tomoiki.jp/report/）でも様々な事例が紹介されている。参考になる

ので、是非合わせてご利用いただきたい。

次章においては、主に他教団のホームページから把握することのできた青

壮年層教化の具体例を挙げ、その概念化を試みる。

第 2 章　 他教団における青壮年層教化の取り組み 
～HPから見える取り組みの紹介～

  石上壽應

本章では主に他教団のホームページから捉えることのできた、次世代の人々

への取り組みを紹介したい。ただしホームページという限定的な資料からの把

握であるので、他教団の取り組みのすべてを網羅しているわけではない。また、
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ら抽出してみると、次のようになろう。

１）学生期（10代半～20代前半）

宗門系学生、スカウト参加者、おてつぎこども奉仕団手伝いなど

２）社会人期（20代～60代）

宗門関係幼保・学校の教職員、おてつぎこども奉仕団手伝い、本山臨海学

校スタッフなど

３） 結婚～子供幼少期（20代～ 40代）浄土宗系幼稚園・保育園やサラナの保

護者など

４）子供が小学生～高校生（30代～50歳位）

子ども信行道場参加者の保護者、宗門系学校のＰＴＡ、宗門関係学校の同

窓会組織、スカウト指導者など

５） 親の死去を迎える時期（およそ40歳～）寺に関わる中心世代としての檀家、

檀信徒会など

３．青壮年層への教化活動事例一覧「青壮年層向け教化活動事例リスト」

本研究班では、青壮年層教化の目的を①既存檀信徒の青壮年層つなぎ止め　

②新規檀信徒の獲得、およびその種まき　と設定した。また教化を「直接的教

化」だけでなく、「間接的教化」をも含めて広く捉えてきた。このような立場

に立つと、参考にすべき教化活動事例は、その活動内容、主催者、活動の対象

者などを広く捉えるべきであることは明らかである。

本研究班では伝統仏教教団において、寺院・僧侶レベル、組や教区でのレ

ベル、宗レベルそれぞれにおいて青壮年層教化に資する活動事例を収集し、各

寺院・僧侶が教化の参考とできるような一覧を作成した。一覧に記載した出典

元は以下の通りである。

・ 「いきいきお寺事例集　てら活のススメ」（浄土宗、平成27年）

・ 『地域寺院』１～91号（大正大学出版会、2016年 6月～2023年年 12月）（＊
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・広報（宗HP、YouTube、浄土宗新聞、ほか広告媒体）

・その他ブランディング戦略

２）寺院（僧侶）

・教化活動

　 写経、念仏会、法話会、人生儀礼（子どもの成長儀礼、還暦奉告法要、厄

除け）、年中行事（節分、父の日、ほかイベントなど）、葬儀・法事、施

餓鬼、新盆のつどいの機会　など

・公益的活動

　寺院という場を利用した活動　様々なイベントの開催など

　 僧侶（または一個人）という立場での活動　地域の役職（保護司、町会

役員など）やスポーツコーチなど

３）宗門系学校・幼稚園

・宗教関連の授業

・仏教年中行事、仏教人生儀礼

・研修：学生の本山研修、教員研修など

・ほか：学校のHP、保護者への説明会の機会など

４）浄土宗関連団体・事業

・各寺院や施設での活動

・教区、地区、全国組織での活動（研修会、講習会など）

このように捉えると、青壮年層への教化の機会は多様に存在することが見

えてくる。

＜青壮年層への教化　「ライフステージ」から見る青壮年層教化の可能性＞

先に一宗、寺院（僧侶）、宗門系学校・幼稚園など、浄土宗関連団体・事業

という、それぞれのレベルにおける教化の可能性についてみたが、ライフステー

ジごとにどのような教化対象があるか、特に浄土宗関連団体や取り組みの中か
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持つ青壮年層に対するアプローチの可能性についても考える必要があるだ

ろう。

③一般　浄土宗と機縁を持たない層

 この層は、浄土宗と機縁を持たない一般の層である。この層に対する広報を

はじめとした方策も考えねばならない。

＜青壮年層へのアプローチ　教化の可能性＞

先のように、3つのターゲットを設定すると、一宗、寺院（僧侶）、宗門系

学校・幼稚園など、浄土宗関連団体・事業という、それぞれにおいて取り組む

べきことが浮かび上がってくる。各レベルにおける教化の可能性についてまと

めたのが＜図３＞である。なお、図の中での三角形は、面積が広い方が効果が

高く見込まれ、面積が狭い方が効果が薄いことを表している。

この表で挙げた教化の可能性は、具体的には次のようである。

１）一宗

・事業推進（助成金の交付、団体や寺院への広報）

誰に対して
寺院 檀信徒 ≧ 〇 ＞ 一般

浄土宗と何らかの機縁を持つ層

一般
浄土宗と機縁を持たない層誰が

一宗 ⇨

寺院（僧侶）⇨

宗門系学校・幼稚園など

（幼・小・中・高・大）
⇨

浄土宗関連団体・事業

保協、児教連、スカウト、
福祉、檀信徒会、サラナ

⇨

広　　　　　　　　　　報

学生（高校生以上）
　教職員
　　親、ほか

教化の入り口
ブランディング

学生（高校生以上）
　指導者
　　親、ほか

教化の入り口
ブランディング

事　業　推　進 浄土宗・仏教のブランディング

公益的活動　⇨　寺院のブランディング

教　　化　　活　　動

檀信徒の家族
浄土宗と機縁を持つ層

＜図３＞
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ある。家族の葬式や法事に参列する機会はあるものの、仕事の現役世代、ある

いは学生であるためか、寺院の行う教化活動や行事などの取り組みに、本人が

主体的に参加する機会は少ないと言わざるを得ない。

このような青壮年層に対しての教化を考える上では、「教化の機会」という

ものを広く設定する必要があるのではないか。ここで提案したいのが、「直接

的教化」と「間接的教化」という考え方である。「直接的教化」とは、青壮年

層本人に対して直接アプローチをする方法である。一方、「間接的教化」とは、

青壮年層本人ではなく、その関係者（子どもなど）に対する教化のことである。

例えば、子どもへの教化を通じて、その親である青壮年層が結果的に寺院や浄

土宗への共感性を高めることは十分にあり得ることである。この意味において

「教化の入り口」であり、また寺院や浄土宗のブランディングにつながること

にもなる。

＜青壮年層　３つのターゲット＞

教化を「直接的教化」だけでなく、「間接的教化」をも含めて広く捉えると、

その教化対象は次のように広く設定することが可能となる。

①檀信徒の家族　浄土宗と機縁を持つ層

 この層は、檀信徒の家族である青壮年層である。浄土宗と機縁を持っている

ため、葬儀や法事、寺院の行事などに参加を促すことが可能である。

②檀信徒　≧　〇　＞　一般　　檀信徒ではないが、何らかの機縁を持つ層

 この層は、檀信徒ではないが（＊檀信徒の家族の場合もある）、浄土宗と何

らかの機縁を持つ層である。例えば、自分の子どもが浄土宗系の学校（小学

校～大学）や保育園・幼稚園に通っている場合もあるだろう。また寺院で行っ

ている諸活動（サラナ、ボーイスカウト、子ども食堂など）に参加している

場合もある。また浄土宗系学校や園の教員や、ボーイスカウトの指導員など

を務めている青壮年層もかなりの人数に及ぶ。このように、何らかの機縁を
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この教化の対象と活動内容をより具体化したのが＜図２＞である。

信仰的要素が強い順から①→②→③→④となり、①→④となるに従い、そ

の活動が対象とする範囲（裾野）が広くなると思われる。

①が信仰心を育む教化活動である。五重相伝や授戒会などの儀礼、念仏会

や法話会などがこれに当たるであろう。

②が寺檀関係の護持意識を保持・教化するための取り組みである。現在の

青壮年層は主に檀信徒関係を担ってきた高齢者と同居していない場合も多い。

そのために、寺院規則や墓地規則を含めた「寺との付き合い方」を寺院側がしっ

かりと伝える必要があろう。また寺報やSNSなどによって寺院や僧侶のこと

を知ってもらうことも、寺を護持する意識を高めることにつながるであろう。

③は寺院・仏教への興味を抱いてもらうための取り組みである。檀信徒だ

けでなく、非檀信徒も参加できる、除夜の鐘といった年中行事、七五三などの

成長儀礼を含む人生儀礼、御朱印授与や人生相談などがこれに当たるだろう。

④は地域における寺院・伝統文化への共感を育む取り組みである。寺院と

いう場所を活用したイベント、地域の歴史性を背負った寺院という存在の広報、

地域の住民の一人として僧侶が地域の役職などを引き受けるなど、広い意味で

地域に貢献する取り組みである。

青壮年層教化の目的を、①既存檀信徒の青壮年層つなぎ止め　②新規檀信

徒の獲得、およびその種まき　の2点と捉えるならば、①～④の取り組みをバ

ランス良く取り入れることが肝要である。なぜなら、③④のような間口の広い

活動を通じて、浄土宗の信仰へと導くきっかけとなることもあるからである。

しかしながら一方で、③④のような活動を、「信仰へと導く」ことと全く切り

離して捉える立場も尊重しなければならないことは言うまでもない。

＜直接的教化と間接的教化＞

先述したように、青壮年層は寺院と係わり合いを持つことが少ない世代で
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２．青壮年層へのアプローチの可能性

ここでは本研究班が収集した活動事例の分析を基に、青壮年層教化の対象

と活動内容の側面から概念化を試みたい。

まずその対象を捉えると、檀信徒向けのものと非檀信徒向けのものがある

だろう。むろん、これら二者選択ではなく、両者を包括した取り組みもあり得

る。次に活動内容を捉えると、宗教色（宗派色）強めの活動と宗教色（宗派色）

弱めの活動の両者があり得る＜図１＞。

檀信徒向け

非檀信徒向け

宗教色（宗派色）
弱め

宗教色（宗派色）
強め

青壮年層に向け
ての取り組み

＜図１＞

信仰 ①信仰 お念仏・先祖崇拝への
教化活動

年中行事、人生儀礼
御朱印　など

寺・墓に関する契約意識
青壮年会や詠唱などの組織活動
寺・僧侶への共感　など

地域のシンボル・歴史への
コミット、寺でのイベント、
地域社会への貢献　など

②寺檀関係、
組織・活動

③寺院・仏教へ
の興味

④地域における寺院・
伝統文化への共感

共感

＜図２＞
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な課題である。

次世代継承に関する研究班は、平成28年より研究を開始し、子どもとその

親世代、喪主として寺院と中心的に関わり始める世代など、特定の世代をター

ゲットとして研究を行ってきた。これら成果を踏まえ、令和４～５年度は青壮

年層をターゲットとし研究を展開した。なおここでは、青年層を高校生～20

歳代、壮年層を30歳代～50歳代と捉え、青壮年層を高校生～50歳代という

広い年齢層と設定した。

青壮年層は学生や社会人といった、いわば「現役世代」であるため、各年

齢層のなかで寺院との関わりが最も希薄な層であると言えよう。しかしこの層

にアプローチすることは、今後の寺院にとって非常に重要なことであると考え

る。なぜなら、寺院と主に関係を持つ世代は60～ 80代が中心であろうが、

現在その下の世代は菩提寺や墓のある場所で生まれ育っていない人も多く、「ふ

るさと意識」を持たず菩提寺に親近感を持たない人も多いからである。このよ

うな人々に如何に寺檀関係や信仰の継承を行うことができるのか。浄土宗や寺

院の将来を見据えると、一刻も早くこの問題に取り組む必要があるのは明らか

である。

本研究班では、青壮年層教化の目的を「①既存檀信徒の青壮年層つなぎ止め」　

「②新規檀信徒の獲得、およびその種まき」と設定し、その可能性を探るべく

多方面からの情報収集、および検討を重ねた。本稿では、2年間の成果を報告

する。具体的には、寺院や教団レベルにおける次世代への信仰継承の取り組み

の収集と分析、教育機関における次世代への信仰継承の可能性、広報という視

点を含めた次世代への信仰継承のためのマネジメント戦略、それに加え、本研

究班の令和2・3年度成果「慈悲つむぎ法要・セミナー」の教化における可能

性について論究したものである。なお、本研究は社会部からの委託研究である

ことを付記しておく。
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目次

第1章　青壮年層教化の可能性  名和清隆
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おわりに  名和清隆

第 1 章　青壮年層教化の可能性
  主務　名和清隆

１．はじめに　本研究班の研究目的

高度経済成長期以降、特に都市部への人口移動現象が生じ、遠距離居住檀

信徒の増加、3世帯同居率も減少するなど大きな社会変動が生じた。これらの

変化により、寺檀関係やお念仏の信仰を次世代檀信徒に継承することが、以前

に比べ困難な状況となっている。開宗850年という大切な節目にあたり、寺

檀関係、またお念仏の信仰を如何に継承していくかについて考えることは重要

令和５年度　次世代継承に関する研究　研究成果報告

次世代継承に関する研究　成果報告書
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わらない」「諸々の賢者たちと交わる」「尊崇すべき方々を尊崇する」などの良

い結果をもたらす因となる38種類の行いを指している。確かに、269偈にお

いて釈尊が述べるように、例示されている38種類の行いを実施し、完遂すれば、

安泰な状態に至るのであろう。法然上人の教えに従えば、まずもって私たちは、

偽りのない姿で往生を願って専らお念仏を称えるべきである。それと同時に、

できる範囲で善行に取り組むことが仏教徒として望まれよう。釈尊・阿弥陀仏・

法然上人の教導にしたがい、何よりもまず念仏を称え、日々を過ごしていくう

えでは、さまざまな善行を行うのが肝要である。

〇関連

①『法然上人のご法語』②p.159-160

善人は善人のままお念仏を称え、悪人は悪人のままお念仏を称え、ただありの

ままに素直にお念仏を称える人のことを「念仏の他に助けを添えない（人）」

というのです。そうはいっても、自身の悪行を悔い改め、善人となってお念仏

を称えようとする人は阿弥陀さまの御心に適っているに違いありません。

  【禅勝房伝説の詞・昭法全四六二】

〇キーワード

生き方、幸せ
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だろう。しかし、いつでもそういった事柄に心を奪われ、興奮したり憂いを抱

いたりするのが、私たち人間である。ただし、法然上人は、そういった私たち

が、そのままの自分で念仏を称えていくべきだと述べている。「世間の価値観」

にとらわれ、平常心を失いがちであるものの、至らぬ我が身を振り返りながら

往生を願い、念仏し続けていくのが大切であるといえよう。

〇関連

①『法然上人のご法語』③p.262

人の心はつねにそうした名誉欲や財欲に染まって濁った水のようですが、お念

仏という、（濁水を清浄な水に変える）宝珠を投げ入れれば、心という水は自

ずと清らかになるのです。往生が叶うのもそのお念仏の力によるのです。まず

自身の心を静め、こうした欲望による罪の障りを除いてからお念仏しなさい、

というわけではありません。ただつねにお念仏を称えて、その罪を滅しなさい。

  【十二箇条問答・昭法全六七四】

〇キーワード

理想、現実、生き方

（11）真の幸せに向かえ
【第269偈】

これらのことを行って、どこにいても負けることなく、どこにいても平安

に達している。─これが彼らの最高の幸福である。

〇解説

この偈文は、それ以前の偈文の内容をまとめたものとなっており、「これら

のこと」とは259偈から 268偈のなかで示されている「諸々の愚者たちと交



＊ 34

研究ノート

⑥『法然上人のご法語』②p.246

私、源空は、中国の善導大師のみ教えに従い、またわが国の先徳、恵心僧都源

信さまのお勧めのままにお念仏を称え、これまで長いあいだ毎日六万遍として

おりました。いよいよ自分の死期が近づいたと感じてからはさらに一万遍を加

えて、日々七万遍称える行者となったのです。

  【聖光上人伝説の詞　其三・昭法全四六一】

⑦『法然上人のご法語』②p.247

善導大師が『法事讃』で「七日七晩、絶やす心なく念仏を称えよ」とおっしゃっ

ているのは、「明日かもしれない往生の一大事を逃してしまわないように、今

日の一日を励もう」との思いでお念仏を称えなさいということです。

  【つねに仰せられける御詞・昭法全四九五】

〇キーワード

苦行、修養、梵行、聖諦、真理、真実、涅槃、幸せ、幸福

（10）何があっても平常心を
【第268偈】

世間の価値観に触れても、その心は揺れ動かず、憂えることなく、曇りなく、

安らかである。─これが最高の幸福である。

〇解説

「世間の価値観」とは、註釈書によると、例えば八世間法であるとされる。

すなわち①獲得すること、②獲得できないこと、③名誉、④非難、⑤貶められ

こと、⑥讃えられること、⑦楽、⑧苦の8つである。このような八世間法に遭

遇したとしても、感情を乱さないように生活するのが好ましいと諭しているの
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③『法然上人のご法語』②p.253-254

この世を生きていくには、お念仏が称えられるように過ごすべきです。お念仏

の妨げになるのであれば、たとえどんなことであっても厭い捨てて、それをや

めなさい。たとえば、俗世を離れた修行者となっては称えられないならば、妻

を娶って称えなさい。それでは称えられないというのであれば、修行者となっ

て称えなさい。居を構えては称えられないならば、各地を遍歴しながら称えな

さい。それでは称えられなけれないというのであれば、家にいながら称えなさ

い。自分の力で衣食を賄ってお念仏が称えられないならば、他の人に助けてい

ただきながら称えなさい。それがままならないようであれば、自分で衣食を賄っ

て称えなさい。一人では称えられないならば、お念仏の同志と一緒に称えなさ

い。それでは称えられないというのであれば、一人籠って称えなさい。

  【禅勝房伝説の詞・昭法全四六二】

④『法然上人のご法語』②p.253

たとえお念仏以外のことをするにしても、お念仏を申しながらそれをするよう

心がけなさい。その事をするついでにお念仏を称えようと思ってはなりません。

  【つねに仰せられける御詞・昭法全四九三】

⑤『法然上人のご法語』②p.245-246

直しようのない凡夫の性を考えれば、一日に二万遍、三万遍とお念仏の回数を

定めたところで、その通りに実行できるものではありません。もっとも、回数

を多く定めるに越したことはありませんが、それも心を励ましてお念仏を継続

させようという意図によるものです。ただし、必ず数を定めることが必要とい

うわけではありません。ただ、ひまなくお念仏をするためなのです。回数を決

めないと怠ける原因となりますから、回数を定めるようにお勧めしているので

す。  【一期物語・昭法全四四二】
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最善の修行は念仏である。念仏は阿弥陀仏の本願の行であり、極楽往生をかな

える正しき手立てである。だからこそ、念仏を称えやすい生活をすることが、

最善の生き方となる。それゆえ念仏生活の妨げになるものは捨て、その人にとっ

て最善の環境を整えるべきである。またその念仏行を相続し、修行を怠らない

ためにも日々の念仏の回数を定め、いつ最期を迎えるかわからないとの思いで

念仏行に励むべきである（関連⑤⑥⑦）。そして、終に西方極楽浄土に往生す

ることで、この世では目の当たりに出来ない「さとり」という真実の世界を目

の当たりに出来るのである。それが最高の幸せである。

〇関連

①『【現代語訳】浄土三部経』p.28-29

〔第六にやがて、〕（菩薩は）老・病・死〔のありさま〕を見て世の無常に気付

き、国も財産も王位も棄てて、山に分け入って覚りを得ようと〔志〕す。〔そ

こで、〕乗ってきた白馬と身に付けていた宝冠や装身具を〔御者に託し王宮に〕

帰らせ、美しい服を脱ぎ捨てて修行者のまとう粗末な衣（法服）を身に付け、

髪も髭も剃り落とすのである。〔そして〕樹の根元に威儀を正して〔静かに〕

坐り、苦行を重ねること六年に及ぶ。〔その〕修行は出家者としての振る舞い

に適うのである。（中略）〔そして、ついに菩薩は〕えも言えぬほど奥深い真理

を得て、この上ない覚りを体得するのである。  （『無量寿経』）

②『観無量寿経疏』散善義

一心に専ら弥陀の名号を念じて行住坐臥に、時節の久近を問わず。念念に捨て

ざる者、これを正定の業と名づく。かの仏の願に順ずるが故に。

  （『観無量寿経』聖典2・294）



釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究　＊ 31

して、今年あたりはお浄土からのお迎えが来るかもしれないというお心構えで

お待ちになられますようにと存じます。（中略）お母さまはあなた一人だけを

頼りにされているのですから、お母さまが必ずこうしたお心構えでお迎えをお

待ちになるようにお勧めください。

  【熊谷の入道へつかはす御返事（五月二日付）・昭法全五三六】

④『法然上人のご法語』①p.185

お念仏を称えるときはいつも、御目を閉じ、掌を合わせ、御心を静めるように

なさるべきです。そして「どうか阿弥陀さま、ご本願の通り、臨終のときには

必ず私の前にお迎えに現れ、大いなる慈悲を差し伸べて、心静かに、安らかに

してくださいますように」と心の中でお思いになり、声に出してお念仏をお称

えになるべきです。これに勝ることはないでしょう。

  【正女房へつかはす御文・昭法全五四六】

〇キーワード

忍耐、和顔愛語、和合僧、幸福、幸せ

（９）極楽往生―それこそがさとりへの近道である―
【第267偈】

熱心な修行と、如法な生活と、聖なる真実を見つめることと、そして、さ

とりを開くこと─これが最高の幸福である。

〇解説

修行僧にとってはさとりへの道を歩み、修行に勤しみ、禁欲の生活を送り、

真理を見極め、やがて涅槃という安らぎに至ることが最高の幸せである（関連

①）。他方、極楽往生を通じてさとりへの道を目指す私たち念仏者にとって、
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みならず、自身の心までも焼き尽くす。その逆に、相手を思いやり、優しい言

葉を発すると、相手を穏やかにさせ、さらに自分の心も穏やかになる。まさに

『無量寿経』に説かれる和顔愛語の教えである（関連①②）。また、法然上人が

弟子に宛てた手紙の文面は柔らかく、慈愛に満ちた言葉遣いで綴られ、私たち

念仏者にとっての模範である（関連③）。だからこそ、凡夫である私たちにとっ

ては本願念仏によって阿弥陀仏の光明に照らされ、凡夫の心が阿弥陀仏の慈愛

に満たされることによって、穏やかな念仏生活が確立されるのである（関連④）。

共に集い、お念仏を称え、極楽往生を願い、教えを語ることこそが、私たち念

仏者にとっての最高の幸福である。

〇関連

①『【現代語訳】浄土三部経』p.65

〔また法蔵菩薩は他人に対して〕偽りやへつらいの心などはまったくなく、そ

の表情は穏やかに微笑み、語りかける言葉は優しく響き、相手の気持ちを察し

て話しかけるのであった。  （『無量寿経』）

②『【現代語訳】浄土三部経』p.131

〔そもそも〕世間の人々は、親子・兄弟・夫婦・諸々の親類縁者であれば、互

いに敬って親愛しあい、〔また〕互いに憎んだり妬んだりすることなく、〔物が〕

ある時もない時もともに分かち合い、意地汚く独り占めするようなこともなく、

言葉遣いも表情もいつも穏やかで、お互いに誤解し仲違いするようなことが

あってはならない。  （『無量寿経』）

③『法然上人のご法語』①p.154

親に孝養を尽くすことは、阿弥陀さまの本願の行ではありません。けれども、

お母さまは八十九歳におなりになるのですから、孝養にお心がけください。そ
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ためには、仏の教えを学ぶことが大切である。我々をときに励まし、ときに諫

め、ときに慰めてくれる仏の言葉を聞いて、少欲知足や知恩を思い出し、自己

を奮い立たせることが幸福への道である。

〇関連

①『【現代語訳】浄土三部経』p.65

欲すること少なくして、心〔晴れ晴れと〕満ち足りることを知り、貪り・怒り・

愚かさがなくなって、精神を集中させて、常に寂静な境地を保ち、〔その境地

から湧き出る〕智慧は何ものにも妨げられることはなかった。（『無量寿経』）

②『法然上人のお言葉―元祖大師御法語―』p.123

いま浄土宗に制
せい

するところは、不喜足大欲の貪
とん

煩
ぼん

悩
のう

なり。まず行
ぎょう

者
じゃ

、かよう

の道
どう

理
り

を心得て念仏すべきなり。

〇キーワード

欲、少欲知足、恩、幸せ、幸福

（８）お念仏ではじまる穏やかな日々
【第266偈】

忍びやり過ごすこと、和やかに言葉を遣うこと、修行に励む人たちを目に

すること、時宜を得て教えについて語り合うこと、─これが最高の幸福である。

〇解説

私たちは日々の出来事や人間関係に捉われ過ぎずにやり過ごすことができ

れば、思い煩うことなく心穏やかに過ごすことができる。すなわち忍辱の精神

である。人との会話において怒りに満ちた粗暴な言葉を用いると、相手の心の
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ともあるかもしれないが、もろもろの悪事から離れるためには、酒は飲むべき

ではないというのが釈尊の教えである。世の習いの言葉があるとはいえ、酩酊

して正気を失うようなことがあってはならないのである。

〇関連

①『法然上人の御法語』③p.302

お酒を飲むのは罪になるのでしょうか。お答えします。本来は飲むべきではあ

りませんが、この世のならいです。（『百四十五箇條問答』）

〇キーワード

飲酒、悪、幸せ、幸福

（７）足るを知り、恩を知る
【第265偈】

〔師に対して〕尊敬の念を抱くこと、逆らわないこと、足るを知ること、恩

を知ること、時宜を得て教えを聞くこと、─これが最高の幸福である。

〇解説

十分なものを持っているのに満足できず、さらに求める人は幸せを感じに

くいだろう。その逆に今あるものに満足している人は幸せである。物事だけで

はなく、これは人間関係にも言える。自分が相手にしたことを数え上げ、相手

からしてもらったことを数え忘れると不満が募る。一方で相手からしてもらっ

たことをしっかりと覚えておけば、感謝の気持ちをもって穏やかに生きていく

ことが可能となる。仏教の言葉でいう少欲知足や知恩が幸せに生きるためのコ

ツである。しかし、人は自分の持っていないものに目を奪われ、受けた恩より

自分が提供した行為を数え上げたくなる。そういった思いをコントロールする
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〇関連

①『【現代語訳】浄土三部経』p.66

数限りない人々をこの上ない覚りの世界に安住させるべく〔財宝を施して正し

く〕教え導いた。（『無量寿経』）

②『法然上人の御法語』①p.160

この世において経済的に恵まれない人たちにも、助力を惜しまないようにしま

しょう。  【鎌倉二位の禅尼へ進ずるお返事・昭法全五三〇】

〇キーワード

手放す、布施、幸せ、幸福

（６）幸福をもたらす自制心
【第264】

悪をとどめ、悪から離れ、飲酒を自制し、教えをおろそかにしないこと─

これが最高の幸福である。

〇解説

さまざまな悪行から離れ、もろもろの善行をなし、心を清めることが諸仏

の教えであるが、この偈文では悪行から離れることで幸福がもたらされると説

く。我々は悪いことはしないほうが良いと理解しているが、怒りやむさぼりか

ら悪事に手を染めることがある。これは突発的な衝動や感情が自制心を超える

ためだろう。この自制心を働かせにくくするのが飲酒である。法然上人は飲酒

について「世のならい」と評してはいるものの、その言葉の前置きとして「本

来は飲むべきではない」と述べている。釈尊在世より飲酒によって我々は正気

を失い、悪事を働いてしまうと考えられてきた。酒のせいにして済まされるこ
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②『【現代語訳】　浄土三部経』p.189

一つには親孝行に励み、指導者や先輩に仕え敬い、慈しみの心を絶やさず不殺

生に努め、十善業を修めることである。（『観無量寿経』）

〇キーワード

家族、仕事、幸せ、幸福

（５）手放すことで幸福を得る
【第263偈】

施し与えること、教えを実践すること、親族を大事にすること、非難され

ない行い─これが最高の幸福である。

〇解説

この偈文の「施し与えること」とは布施のことである。布施は喜捨ともい

われ、喜んで捨てることだが、そこで捨てるものは自分にとって大切なもので

ある。人は大事なものを抱え、いらないものを捨てて生きていく。そうやって

生きていくと大事なものが増えていき、いずれは抱えきれなくなってかえって

不自由になってしまう。布施行はそれを捨て去り自由で楽に生きるための修行

である。現代では金銭の布施が一般的となっているが、これも大切なものを捨

て去る行為である。もっともそれが端的に出るのが、金銭を賽銭箱に向けて捨

て去る賽銭であろう。金銭を投げる行為は賽銭以外ではかなり限られており、

顧みると特殊な行動であることがわかる。金銭を賽銭として捨てる時、我々は

広くこの世の中に浸透した経済的価値観をともに捨てさり、ほんの少しの心の

自由を得ていると考えることもできよう。抱えるのではなく、手放すことで得

られる幸福があるのである。
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両親に孝行すること、子と妻を愛し養うこと、また仕事が順調なこと、─

これが最高の幸福である。

〇解説

仏教では出家という行為を基盤としているため、世俗の仕事や家族・親族

間の親愛の情というのはともすれば軽く見られがちである。しかし釈尊在世の

時代から、出家者の生活というのは在家の信者の布施によって成り立っている。

したがって在家者の社会生活や家庭生活は、出家者にとっても大きな意味を

持っており、生業や家族の絆というのも否定されるべきものではない。さらに

言えば出家者といえども人の子である以上、育ててくれた親などの保護者が必

ずいたわけであり、その恩を忘れてはならない。法然上人もまた、仇討ちをす

るのではなく「菩提を弔え」という父の遺訓に従い出家の道を選んだ。まさに

孝行が身を結んだ結果として、浄土宗が開かれたということになる。我々も身

近な人々への感謝の気持ちを持ちながら、自分だけでなく彼らの往生をも願う

べきであろう。

〇関連

①『法然上人の御法語』①p.156

父母に孝養を尽くし大切にしようと思う人は、まず父母のことは阿弥陀さまに

おまかせして、このように考えてみてはいかがでしょうか。すなわち「私が人

として生まれ、往生を願ってお念仏できるのは、ひとえに父母にお育ていただ

いたお陰なのですから、阿弥陀さま、どうぞ、私がお念仏を称えた功徳に慈悲

を垂れ給い、私の父母を極楽へとお迎えいただき、父母の罪をも滅してくださ

い」と願うのです。そうすれば阿弥陀さまは必ず御両親を極楽へ迎え摂ってく

ださります。  【示或人詞・昭法全五八七】
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いるからである。一方で言葉は、そのような大きな力を持ちながらも、日常の

生活に根差したものである。法然上人は念仏さえ称えれば他に何をしても良い

というような、自分勝手な考えを戒めている。常に周囲の人々に敬意を払い、

人を傷付けるような言葉遣いを避け、穏やかに念仏をお称えして暮らすことこ

そが、我々の目指すべき生活である。

〇関連

①『法然上人の御法語』①p.116

まず、自分自身については、自分が過去にも、そして今生においても、身や言

葉や心で積んできたすべての功徳を振り向けて極楽往生を願うべきです。次に、

自分自身の功徳のみならず、他の人が積んできた功徳や、仏さまや菩薩さまが

具えてこられた功徳を仰ぎ喜びますと、それらすべての功徳がこの自分にも及

ぶわけですから、そのことごとくをも振り向けて極楽往生を願うのです。

  【御消息・昭法全五八三】

②『【現代語訳】　浄土三部経』p.65

荒々しい言葉遣いや、自分を傷つけたり他人を傷つける振る舞い、自分も他人

もともに傷つける振る舞いから遠ざかり、優しい言葉遣いや、自分を大切にし

たり他人を大切にする振る舞い、自分も他人もともに大切にする振る舞いを身

につけ実践したのである。

〇キーワード

言葉、幸せ、幸福

（４）家族と仕事を疎かにするべからず
【第262偈】
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なった誓願です。お念仏以外の種々の行はそうした誓願ではありません。お釈

迦さまは、人々の気質の違いや状況に応じてさまざまな行をお説きになられま

したが、そのお釈迦さまがこの世にお出ましになられた本意は、阿弥陀さまの

第十八念仏往生の願を説き弘めるためだったのです。お念仏以外のさまざまな

行をお説きになった日もありましたが、それはその時の人々の気質やそのとき

の状況に応じたまでのことで、決してお釈迦さま本来の御心によるものではあ

りません。ですから、お念仏は阿弥陀さまにとっては、人々を漏れなく救うた

めの本願であり、お釈迦さまにとっては、それを弘めることがこの世にお出ま

しになられた真の目的だったのです。

  【津戸三郎へつかはす御返事（九月二十八日付）・昭法全五七二】

〇キーワード

目標、努力、幸せ、幸福

（３）正しい言葉が幸福を呼ぶ
【第261偈】

多くの知識と技術と礼儀とをよく学び、正しく言葉を用いること―これが

最高の幸福である。

〇解説

人間と他の動物を区別する大きな特徴のひとつが言語の使用であることに、

異論を持つ者はいないだろう。古来より人々は言葉を神聖なものと考え、そこ

には特別な力が宿ると考えた。釈尊の始めた仏教もその例に漏れず、妄語を戒

め、正しい言葉、すなわち教えに即した言葉を用いることが、修行の完成に繋

がると説く。そして、浄土宗の教えにおいても言葉の力が過小評価されること

はない。阿弥陀仏の誓願も、念仏往生も、すべて言葉の力を通じて実現されて
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至菩薩がその人のすぐれた友（勝
しょう

友
う

）となるのである。〔未来には〕覚りを開

く座に坐るべく、諸仏の家系に連なるのである。（『観無量寿経』）

〇キーワード

善友、友人、幸せ、幸福

（２）正しい目標が幸福を呼ぶ
【第260偈】

暮らしやすい場所に住み、これまでに善い行いを重ねて、自ら正しい目標

を持っていること―これが最高の幸福である。

〇解説

世の教職者や道徳家たちは、みな努力の大切さを説く。それはもちろん必

要なことである。しかしながら、いくら努力を重ねても、そもそもの目標が間

違っていれば、その努力は無駄になってしまう。それでは努力に値する、正し

い目標とは何であろうか。釈尊の説くところによれば、人生の究極の目標とは

解脱である。仏教のあらゆる教説は、すべて解脱に繋がるものである。一方で

法然上人は、数多くある釈尊の教えの中で、念仏往生の教えこそが最も解脱の

手段として優れていることを見出した。そして、釈尊の真意は念仏往生の教え

を説くことにあったと喝破したのである。したがって我々の掲げるべき正しい

目標とは、釈尊と法然上人の御教えに従い、念仏の行に邁進して極楽往生を遂

げることに他ならないであろう。

〇関連

①『法然上人の御法語』①p.41

念仏往生の願は、阿弥陀さまが法蔵菩薩として修行していらした頃にお建てに
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〇解説

ことわざに「朱に交われば赤くなる」「善悪は友を見よ」などと言う。誰を

友とするか、誰を師として仰ぐか、そのことによって人生が左右するといって

も過言ではあるまい。己の人生を軽んずるような愚者と交わっていれば、いつ

の間にかそのような人生で構わないと染まってしまうだろう。反対に己の人生

を大切にする賢者と親交を結べば、きっと豊かな人生を選択できるようになる

はずである。尊敬できる人との出会いが人生の指針を与えてくれる。人間関係

はまさに人生の基盤である。善き友、善き師。ともに歩むことができればそれ

が幸せへの道となる。仏典によれば、お念仏を称えれば菩薩方もまた勝れた友

「勝友」になってくださるという。ここにも人生の基盤、幸せへの道が示され

ている。

〇関連

①『法然上人のご法語』③p.27

私、源空（法然）は明遍の兄、遊蓮房円照がいたからこそ念仏の行者となった

のです。私も、お釈迦さまが生涯をかけてお説きになった教えのなかでも、お

念仏こそが生死を繰り返す迷いの世界を離れ出る教えに違いないと見定めては

いましたが、自分は愚かな凡夫なものですから、その教えに確信をもてずにお

りました。そうした時、ひたむきな念仏行者であった円照とめぐり会い、志を

同じくする方がいたと思えばこそ、強く意を固めて念仏者となったのです。多

くの人が私のことを、勝手に念仏宗を開いたと非難していますが、そのような

ことは少しも気になりません。  【常州敬仏房との問答・昭法全七一三】

②『【現代語訳】　浄土三部経』p.226

よくよく知っておけ。もし念仏する者は、この人こそが〔煩悩多き〕人々の中

に〔咲く、汚れなき〕白
びゃく

蓮
れん

華
げ

〔のよう〕である。〔そして〕観世音菩薩と大勢
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序、石田一裕

（１）袖山榮輝　　　　　　　　　　（２）、（３）渡邉眞儀

（４）、（５）石田一裕　　　　　　　（６）、（７）北條竜士

（８）、（９）春本龍彬

（序）誰もが幸せを求めている

【前文】
このように私は聞きました。ある時、世尊は舎衛城の祇園精舎に滞在して

いました。そのとき、とある麗しい美貌の神が、夜も更けたころに祇園精舎を

隅から隅まで照らして、世尊に近づき、傍に来てから世尊に礼拝して一方に立っ

た。そこで、その神はその場から、世尊に詩の形式で語りかけた。大勢の神々

と人々が、さまざまな幸福について考え、平安を願っています。最高の幸福を

お説きください。

〇解説

本経では仏陀が神に対して教えを説く。ここで示したのは神からブッダに

対する問いかけである。神はブッダから「最高の幸福」を聞きたいと願い、仏

陀はそれにこたえて「最高の幸福」を本経で説示する。この幸福は出家者に限

らず、神々から在家者までもが実現可能な実践として説かれている。幸福とは

何かを手に入れることではなく、何かを実践することで得られるものといえよ

う。

（１）善き友　善き師　幸せへの道
【第259偈】

諸々の愚者たちと交わらないこと、諸々の賢者たちと交わること、尊崇す

べき方々を尊崇すること、これが最高の幸福である。
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１．はじめに
本研究班は、釈尊の聖語としてパーリ語仏典であるスッタニパータから浄

土宗の広報や布教に資すると考えられる経文を収集し、現代語訳と解説を付す

作業を行っている。スッタニパータの現代語訳の代表として中村元訳『ブッダ

のことば』（岩波書店、1984）があり、仏教学の知見に基づきつつ、簡明な翻

訳が行われている。また荒牧典俊、本庄良文、 榎本文雄訳『スッタニパータ [釈

尊のことば ] 全現代語訳』（講談社、2015）や村上真完、及川真介『仏のこと

ば註』（春秋社、2009）などの現代語訳も刊行されている。これらを参照しつつ、

昨年度まで行ってきたダンマパダに対する作業と同様に、本文を読解し、それ

に基づいたキャッチコピーを作成した。

また浄土宗の法話における活用を念頭にして解説を付し、SNSで使用する

場合のハッシュタグとしてキーワードを示している。浄土宗寺院では、著作権

などを気にせずにこれらのフレーズを掲示伝道やSNSで用いるとともに、そ

の解説文なども適宜活用していただければ幸いである。

２．フレーズと現代語訳
以下に、スッタニパータの第二章第四経「マンガラスッタ（吉祥経）」の偈

文から作成したフレーズを示し、次いで現代語訳、解説、関連する法語や三部

経の経文を提示する。なお担当は以下の通りである。

令和５年度　釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究　研究ノート

釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
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recite ten nenbutsus while respecting the ten prohibitions and [I] sincerely hope 

that people rely on the forty-eight vows while keeping the forty-eight minor 

precepts.
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affirm doctrines stemming from their attachment to themselves, each of them 

standing upon their own thinking that they themselves affi rm as appropriate when 

they analyze the merits of the different teachings. How could this express the 

proper understanding [of the Dharma]? Both sides are turning their backs on the 

Buddha’s intention.

④五逆十悪の衆生でも、一念十念で極楽往生できる
【和語】

五逆十悪の衆生の、一念十念によりてかの国に往生すというはこれ『観経』の

明らかなる文なり。ただし五逆を造りて十念を称えよ、十悪を犯して一念を申

せと勧むるにはあらず。それ十重を持ちて十念を称えよ、四十八軽を護りて四

十八願を憑むは心に深く冀うところなり。（504.3-7）

【現代語訳】

五つの逆罪、十の悪業を犯した者でも、わずか一遍や十遍のお念仏で、阿弥陀

さまの浄土に往生するというのは、お釈迦様が『観無量寿経』で明言されたと

ころです。だからといって、あえて五つの逆罪を造って十念を称えなさいとか、

十の悪業を犯して一念を称えなさいと勧めているわけではありません。そもそ

も、十重禁戒をたもとうと心がけつつ十念を称えなさい、四十八軽戒を守ろう

と心がけつつ四十八の本願を頼みとしなさい。そのように私、法然は切に願う

ものです。（②180）

【英訳】

The Visuzalization Sutra contains text clarifying that living beings who commit one 

of the fi ve heinous crimes or do one of the ten unwholesome acts will be born in 

the Pure Land by means of “one or ten nenbutsus”, but it does not recommend 

performing ten recitations after committing one of the heinous crimes or reciting a 

single nenbutsu after doing one of the ten unwholesome acts. [I] urge people to 
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③他宗を謗るな
【和語】

念仏を修せん者は余行を謗るべからず、謗らばすなわち弥陀の悲願に背くべき

故なり。余行を修せん者も念仏を謗るべからず、また諸仏の本誓に違うが故な

り。しかるを今真言止観の窓の前には念仏の行を謗る、一向専念の床の上には

諸余の行を謗る。ともに我我偏執の心をもて義理を立て、互いに各是非の意に

住して会釈をなす。あにこれ正義に契わんや。みなともに仏意に背けり。

（503.9-13）

【現代語訳】

お念仏を修める者は、他の行を謗ってはいけません。謗ることは、すなわち阿

弥陀さまの慈悲深いご本願に背くことになるからです。他の行を修める者もお

念仏を謗ってはいけません。なぜなら、あらゆる衆生を救おうと願われたみ仏

方のお誓いに違うこととなってしまうからです。けれども、昨今、現実には真

言の行や止観の行を修める者の観点から見てはお念仏の行を謗り、お念仏の行

を修める者の立場では他の行を謗っています。お互いに偏った執着の心で教え

を理論立て、お互い自分たちだけの価値判断に執着して解釈しているのです。

こんな状態では、どうして正しい教えに適うことなどありましょうか。いずれ

もみな、み仏の教えに背いているのです。（②154）

【英訳】

One who cultivates the practice of nenbutsu should not denigrate other practices. If 

such denigration was engaged in, that would constitute turning one’s back on 

Amida’s Vow[s] of Compassion. People who pursue other practices should also not 

denigrate nenbutsu. This also differs from [the intentions of] the vows of other 

buddhas. And yet, standing before the windows of the Shingon and Shikan 

practices of Tendai, people belittle the practice of nenbutsu; on the fl oors where 

people gather for practice focused on nenbutsu, other practices are belittled. Both 
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名号を忘れることなく後の世に伝えるということである』」とあります。こう

したお示しの意図はすなわち、先に述べた阿弥陀仏の弘願を示そうとしている

のです。（②37）

【英訳】

Therefore, the three gates of focused practice, unfocused practice, and the universal 

vow were established. The “universal vow” states, 

 If I attain buddhahood, living beings in the ten directions who aspire to be 

born in my realm sincerely ask and hold this thought for ten thought-

moments and are not born there, then I will not take full liberation myself. 

This excludes those who have committed the fi ve heinous crimes or who 

have maligned the True Dharma.

Shandao interpreted this in the following way:

He said, 

 When I attain buddhahood, if living beings in all ten directions who recite 

my Name as few as ten times and yet are not born in my land, then I will 

not take full liberation myself” and yet at the present time he has attained 

buddhahood. Therefore, we know that the compelling vow that he promised 

in the past is not meaningless today. When living beings recite nenbutsu, 

they will surely attain Birth.

After concluding its discussion of the two paths of focused and unfocused practice, 

the Contemplation Sutra states, 

 “The Buddha said to Ānanda, you must appropriately ( 好 ) retain these 

words. To ʻretain these words’ specifically means to retain the Name of 

Buddha of Infi nite Life.” This is none other than the essence ( 心 ) of the 

Universal Vow. 
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②阿弥陀仏の第十八願－我が名号を称えよ―
【和語】

しかれば定善散善弘願の三門を立てたまえり。その弘願といは『大経』にいわ

く「もし我れ仏を得たらんに、十方の衆生、至心に、信楽して、我が国に生ぜ

んと欲して、乃至十念せんに、もし生ぜずんば正覚を取らじ。ただ五逆と誹謗

正法とを除く」といえり。善導釈していわく「もし我れ成仏せんに、十方の衆

生、我が名号を称すること下十声に至るまで、もし生ぜずんば正覚を取らじ。

かの仏、今現に世に在して成仏したまえり。まさに知るべし、本誓の重願虚し

からず、衆生称念すれば必ず往生することを得」云云。『観経』の定散両門を

説き終わりて「仏、阿難に告げたまわく、汝好く是の語を持せよ。是の語を持

せよとはすなわこれ無量寿仏の名を持せよとなり」云云。これすなわち前の弘

願の心なり。（499.16-500.8）

【現代語訳】

．．．『無量寿経』に「もし、私（法蔵菩薩）が仏となった時、あらゆる世界の

衆生が、嘘偽りなく心の奥底からわが浄土に往生したいと願いわずか十念で

あったとしても、もし往生が叶わなければ、私は仏とならない。ただし、五逆

を犯した者と仏の教えを謗る者を除く」と記されています。善導大師は、その

文を「『もし、私が仏となった時、あらゆる世界の衆生が、我が名を称えるこ

とわずか十遍であったとしても、もしもそれで往生が叶わなければ、私は仏と

ならない』と解釈され、その上で阿弥陀仏は、今、現に極楽浄土にいらっしゃっ

て仏となられている。だから、阿弥陀仏がかつて誓われた尊い本願は虚しいも

のではないことを、まさに知らねばならない。衆生が念仏を称えれば必ず往生

が叶うのである」とおっしゃいました。

また『観無量寿経』には、定善と散善が示された後、「釈尊は阿難に次のよう

に告げられた。『汝は、しっかりとこの言葉を忘れることなく、後の世に伝え

ねばならない。この言葉を忘れずに後の世に伝えるとは、すなわち阿弥陀仏の
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る年月が久しいならば、どうして本願のお力を信じないなどと言えましょうか。

まったくもって、何の取り柄もない凡夫が阿弥陀さまのお浄土に往生するには、

阿弥陀さまのお力におすがりする以外、いかなる道も閉ざされているのです。

（②139）

【英訳】

Next are the golden words of Śākyamuni in saying that one is reborn in that land 

by means of ten or even one nenbutsu. This is very clear in the Visualization Sutra. 

The Venerable Shandao interpretation was this: 

 . . . down to as few as ten nenbutsus, one will defi nitely attain Birth, and 

this extends to the fact that nary a single moment of doubt will arise. This 

we call, the “profound mind”.

It is also said,

 . . . regardless of whether one is walking, standing, sitting, or lying down, 

or how long one has been in any of these positions, without abandoning 

one’s practice thought after thought, this is called “the practice of the rightly 

assured” [in reference to attaining Birth] because it is in accordance with 

the vows of the Buddha. 

As a result, understanding that one is born [in the Pure Land] with [as little as] one 

nenbutsu in reference to faith translated into [Shandao’s] urging of effort to be 

made by the individual in the single form of practice for their entire life. If one 

believes in the Original Vow[s] of Amida and amasses merit from nenbutsu, after 

years of thinking about these things, how could we say this person does not believe 

in the power of the Vows? If the idea of ordinary beings at the beginning stages of 

the path being reborn in Amida’s pure land were not based on “other power”, it 

would mean that everyone’s path is gone.
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いて『浄土宗聖典』第4巻を底本としているため、本稿に利用させて頂

いた現代語訳の底本（『昭法全』）とは異なる。また英訳の際、現代語訳を

踏まえ、相互の訳文の整合性を図りながら英訳したものでないため、若干

の文意の相違が見られる点についてはご了承頂きたい。

①立教開宗の御文
【和語】

次に一念十念によりてかの国に往生すというは釈尊の金言なり。『観経』の明

らかなる文なり。善導和尚の釈にいわく「下、十声一声等に至るまで、定んで

往生を得、乃至一念も疑心あることなし。故に深心と名ずく」といえり。また

いわく「行住坐臥に時節の久近を問わず、念々に捨てざる、是を正定の業と名

づく、かの仏の願に順ずるが故に」といえり。しかれば信を一念に生まると取

りて行をば一形励むべしと勧むるなり。弥陀の本願を信じて念仏の功を積もり

運心年久しくば、なんぞ願力を信ぜずというべきや。すべて薄地の凡夫弥陀の

浄土に生まれん事他力にあらずばみな道断えたるべき事なり。（504.16-505.7）

【現代語訳】

一遍、十遍のお念仏で阿弥陀さまの浄土に往生するというのは、お釈迦さまの

真理のお言葉であり、『観無量寿経』において明言なされたところです。善導

大師は「たとえ十遍や一遍の念仏であろうとも、必ず往生が叶うと信じ、ただ

の一遍も疑う心がないので深心と名づける」と解釈されています。また「歩い

ていても止まっていても、座っていても横になっていても、また、念仏を称え

る年月・時間の長短にかかわらず、片時も忘れることなく称えるならば、それ

を正定の業と名づける。彼の阿弥陀仏が本願に誓われた行だからである」とも

おっしゃっています。ですから、信心は一遍のお念仏で往生すると心得、念仏

行は一生涯にわたって励みなさい、とお勧めしているのです。

阿弥陀さまの本願を信じ、称えたお念仏の功徳が積み重なり、お浄土に心寄せ
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はじめに
現在、本研究班（1）は『和語灯録』に収録されている各ご法語の英訳作業を進

めている。本研究ノートでは令和5年度の研究成果である新規英訳「登山状」

の中から適宜、ご法語の英訳の一部分を選出し、それに対応する原文和語と現

代語訳を対比させ、研究成果の報告とする。

〈凡例〉

・各ご法語の見出し語は本研究班にて適宜付した。

・各テキストの底本は以下の通りである。

【和語】…『浄土宗聖典』第4巻釈文（各ご法語末尾の数字は頁数を示す）

【現代語訳】 …文庫版『法然上人のご法語』①消息編②法語類編③対話編④

伝語・制誡編浄土宗総合研究所編訳、令和3～ 4年、発行：

浄土宗

　　　　　　各ご法語末尾の丸数字は巻数、算用数字は法語番号を示す。

【英訳】（2）…本研究班による英訳文

・ 現代語訳と英訳の整合性ついて…本研究班は『和語灯録』の英訳作業にお

（1） The English Translation Project Members: Mark L. Blum, Yoshiharu Tomatsu ( 戸松義晴 ), 
Ryushi Hojo ( 北條竜士 ), Hodo Tanaka ( 田中芳道 ), Tatsuaki Harumoto ( 春本龍彬 ), 
Atsushi Aoki ( 青木篤史 ), Masayoshi Watanabe ( 渡邉眞儀 ), Jinsei Sakai ( 酒井仁成 ), 
Ryuho Iwaya ( 岩谷隆法 ), Keisuke Shimobata ( 下端啓介 ).

（2） This translation is a draft. Please do not cite without the permission of the author. 本英訳は
下訳です。著者の許可なく引用は出来ません。

令和5年度　浄土宗基本典籍の英訳研究　研究ノート

英訳「登山状」抄訳
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【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　法式研究
研究主務 中野孝昭

研究員
青木篤史 荒木信道 大橋雄人
西城宗隆 柴田泰山 八橋秀法
若林隆仁 坂上典翁

研究スタッフ
粟飯原岳志 青木玄秀 井川直樹
井上良昭 清水秀浩 遠田憲弘
八尾敬俊 山本晴雄 吉原寛樹

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　布教研究 
 （『三部経』説教の研究 ―讃題・フレーズ集の作成―）

研究主務 宮入良光

研究員
青木篤史 井野周隆 郡嶋昭示
北條竜士

研究スタッフ
岩井正道 大髙源明 工藤大樹
後藤真法 遠田憲弘 中川正業
宮田恒順 八木英哉 山田紹隆

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅰ（東京）
研究主務 柴田泰山

研究スタッフ 小川法道 坂上雅翁 長尾光恵

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅱ（京都分室）
研究主務 八橋秀法

研究員
市川定敬 井野周隆 齊藤舜健
田中芳道

研究スタッフ

粟飯原岳志 伊藤茂樹 岩井正道
岩谷隆法 小川法道 角野玄樹
曽田俊弘 陳敏齢 永田真隆
松尾善匠 南宏信
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【応用研究】　応用研究プロジェクト　海外開教区用儀式文例作成
研究主務 田中芳道

研究員
市川定敬 井野周隆 齊藤舜健
北條竜士 八橋秀法

研究スタッフ
石川広宣 岩井正道 角野玄樹
林雅清 原マリ 吹田隆徳

前田信剛 南宏信 下端啓介

【応用研究】　応用研究プロジェクト　釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
研究主務 石田一裕

研究員
佐藤堅正 袖山榮輝 春本龍彬
北條竜士

研究スタッフ 渡邉眞儀

【応用研究】　応用研究プロジェクト　浄土宗基本典籍の英訳研究
研究主務 北條竜士

研究員
青木篤史 石田一裕 齊藤舜健
佐藤堅正 柴田泰山 田中芳道
戸松義晴 春本龍彬

研究スタッフ
酒井仁成 ジョナサン・ワッツ 髙瀨顕功
和田良世 渡邉眞儀
平間理俊

業務委託 マーク・ブラム

【応用研究】　応用研究プロジェクト　法然上人漢語文献『無量寿経釈』の研究
研究主務 郡嶋昭示
研究員 青木篤史 吉田淳雄 春本龍彬

研究スタッフ 伊藤茂樹

【応用研究】　応用研究プロジェクト　浄土宗関連情報デジタルアーカイブ研究
研究主務 佐藤堅正

研究員
市川定敬 大橋雄人 工藤量導
齊藤舜健 柴田泰山 春本龍彬
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【総合研究】　総合研究プロジェクト　浄土宗寺院における社会事業の地域間連携の展開
研究主務 東海林良昌

研究員
大橋雄人 工藤量導 田中芳道
中野孝昭 名和清隆 宮入良光
吉田淳雄

研究スタッフ
石井綾月 伊藤竜信 岩田照賢
小川有閑 小林惇道 下村達郎
髙瀨顕功 山下千朝

【総合研究】　総合研究プロジェクト　宗立宗門学校における仏教教育
研究主務 宮坂直樹

研究員
青木篤史 石田一裕 今岡達雄
工藤量導 袖山榮輝 名和清隆
林田康順

研究スタッフ
大屋正順 神田眞雄 齋藤知明
高瀬顕功 平間理俊 渡邉龍彦
澤田和幸 宮田恒順

【総合研究】　総合研究プロジェクト　浄土宗の平等思想と LGBTQ
研究主務 工藤量導

研究員
青木篤史 石田一裕 大橋雄人

東海林良昌 宮入良光 宮坂直樹
若林隆仁

研究スタッフ
エリカ・バッフェリ 関光恵 中村吉基

服部祐淳 山下千朝 吉水岳彦
斎藤唯衣 若麻績憲義

【応用研究】　応用研究プロジェクト　「和語灯録」現代語訳の研究
研究主務 林田康順

研究員

青木篤史 石田一裕 大橋雄人
工藤量導 郡嶋昭示 佐藤堅正

東海林良昌 袖山榮輝 曽根宣雄
春本龍彬 和田典善

研究スタッフ
石川琢道 石上壽應 杉山裕俊
吉水岳彦 長尾隆寛
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令和 5 年度　研究プロジェクト別スタッフ一覧
【総合研究】　総合研究プロジェクト　四十八軽戒の現代的理解

研究主務 井野周隆

研究員
市川定敬 齊藤舜健 柴田泰山
田中芳道 八橋秀法

研究スタッフ

粟飯原岳志 安達俊英 伊藤茂樹
岩井正道 上野忠昭 鵜飼秀徳
角野玄樹 善裕昭 曽田俊弘
田中裕成 中川正業 南宏信

【総合研究】　総合研究プロジェクト　次世代継承に関する研究
研究主務 名和清隆

研究員
大橋雄人 工藤量導 東海林良昌
袖山榮輝 宮坂直樹 和田典善

研究スタッフ
大屋正順 石上壽應 鍵小野和敬
菅波正行 武田道生 斎藤唯衣

【総合研究】　総合研究プロジェクト　 浄土宗寺院における対人援助の研究 
―浄土宗的カウンセリング―

研究代表 石川到覚
研究主務 曽根宣雄
研究員 郡嶋昭示 春本龍彬 宮坂直樹

研究スタッフ
大河内大博 大島慎也 小野静法
籠島浩貴 曽田俊弘 髙瀨顕功
樋口広思 平間俊宏

【総合研究】　総合研究プロジェクト　科学技術の進展に伴う社会の変化と浄土宗の対応
研究主務 吉田淳雄
研究員 工藤量導 若林隆仁

研究スタッフ
伊藤竜信 岡崎秀麿 熊谷信是
坂上雅翁 水谷浩志 平子泰弘
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令和 5 年度　研究プロジェクト一覧

【総合研究】 総合研究プロジェクト

１  四十八軽戒の現代的理解
２  次世代継承に関する研究
３  浄土宗寺院における対人援助の研究

―浄土宗的カウンセリング―
４  科学技術の進展に伴う社会の変化と浄土宗

の対応
５  浄土宗寺院における社会事業の地域間連携

の展開
６  宗立宗門学校における仏教教育
７  浄土宗の平等思想と LGBTQ

【応用研究】 応用研究プロジェクト

８  「和語灯録」現代語訳の研究
９  海外開教区用儀式文例作成
10  釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
11  浄土宗基本典籍の英訳研究
12  法然上人漢語文献『無量寿経釈』の研究
13  浄土宗関連情報デジタルアーカイブ研究

【基礎研究】 基礎研究プロジェクト

14  法式研究
15  布教研究
16  教学研究Ⅰ（東京）
17  教学研究Ⅱ（京都分室）
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浄土宗総合研究所運営委員一覧（教化研究35号）

委員（役職） 川中光敎
名越邦博
光岡素生
宮林雄彦
今岡達雄

（宗務総長）
（宗務役員）
（宗務役員）
（宗務役員）
（総合研究所長）

委員 松岡玄龍
田中勝道
西村實則
廣瀬卓爾
藤堂俊英
安部隆瑞
勝崎裕彦
大澤亮我

（令和6年3月31日現在）
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浄土宗総合研究所研究員一覧（教化研究 35号）
（令和 6 年 3 月 31 日現在）
〒105-0011　東京都港区芝公園4-7-4　明照会館4 階
電話　03-5472-6571（代表）　　FAX　03-3438-4033
＜分室＞
〒605-0062　京都市東山区林下町 416　浄土宗教化研修会館（源光院）内
電話　075-744-0841　　FAX　075-744-0849
ホームページアドレス　https://www.jsri.or.jp/

所長 今岡達雄

副所長 戸松義晴

主任研究員 齊藤舜健・坂上典翁・袖山榮輝

研究員

青木篤史・荒木信道・石田一裕・市川定敬・井野周隆・大橋雄人
工藤量導・郡嶋昭示・西城宗隆・佐藤堅正・柴田泰山・東海林良昌
曽根宣雄・田中芳道・中野孝昭・名和清隆・林田康順・春本龍彬
北條竜士・宮入良光・宮坂直樹・八橋秀法・吉田淳雄・若林隆仁
和田典善

事務員 青木篤史・岩井正道・斎藤唯衣・春本龍彬

研究スタッフ

青木玄秀・粟飯原岳志・安達俊英・井川直樹・石井綾月・石上壽應
石川広宣・石川琢道・伊藤茂樹・伊藤竜信・井上良昭・岩井正道
岩田照賢・岩谷隆法・上野忠昭・鵜飼秀徳・エリカ バッフェッリ
大河内大博・大島慎也・大髙源明・大屋正順・岡崎秀麿・小川有閑
小川法道・小野静法・鍵小野和敬・籠島浩貴・角野玄樹・神田眞雄
工藤大樹・熊谷信是・小林惇道・後藤真法・齋藤知明・斎藤唯衣
酒井仁成・坂上雅翁・澤田和幸・下端啓介・下村達郎・ジョナサン ワッツ
菅波正行・杉山裕俊・関光恵・善裕昭・曽田俊弘・髙瀨顕功
武田道生・田中裕成・遠田憲弘・中川正業・長尾光恵・長尾隆寛
永田真隆・中村吉基・服部祐淳・林雅清・原マリ・樋口広思
平子泰弘・平間俊宏・平間理俊・吹田隆徳・マーク ブラム
前田信剛・松尾善匠・水谷浩志・南宏信・宮田恒順・八尾敬俊
八木英哉・山下千朝・山田紹隆・山本晴雄・吉原寛樹・吉水岳彦
若麻績憲義・渡邉眞儀・渡邉龍彦
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編集後記

▽ 令和５年度の研究成果をあらわした『教化研究』第 35 号をお届けします。
▽ 本号では研究活動報告として、総合研究・応用研究・基礎研究・コーポレート

業務の各プロジェクトの研究目的と進捗状況について、計 18 本掲載していま
す。

▽ また研究成果報告として、「『黒谷上人語灯録』（和語）　巻第十三　現代語訳」・
「『三部経』説教の研究 ―讃題・フレーズ集の作成―（一）『無量寿経』巻上」・
「移植医療にどう向き合うか」・「海外開教区用儀式文例作成」・「次世代継承に
関する研究　研究成果報告」の計５本を掲載しています。

▽ また研究ノートとして、「十重禁戒のキャッチコピー」・「釈尊聖語の広報・布
教用現代語訳研究」・「英訳「登山状」抄訳」の計３本を掲載しています。

▽ おかげさまで本年も『教化研究』第 35 号を発行することができました。これ
もひとえに当研究所の活動に携わり、お支え下さった方々のご尽力があっての
ことです。すべての関係者の皆さまに、この場をお借りして心より御礼申し上
げます。

教化研究　第 35 号
令和 6 年 9 月 6 日　発行

発　行　人　今　岡　達　雄
編集・発行　浄土宗総合研究所

電話（03）5472-6571（代表）FAX（03）3438-4033
〒105-0011  東京都港区芝公園4-7-4　明照会館内

制作・DTP　株式会社平河工業社印刷・製本　
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